
 

⼤阪⼤学 教育⽬標および各ポリシー 2024 年度 
⽬ 次 

 

 

 

学 ⼠ 課 程 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 
⽂ 学 部 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４ 
⼈ 間 科 学 部 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １３ 
外 国 語 学 部 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２８ 
法 学 部 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６３ 
経 済 学 部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７７ 
理 学 部 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８６ 
医  学  部  （  医  ） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１３ 
医  学  部  （  保  ） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １２０ 
⻭ 学 部 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １３９ 
薬 学 部 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １４８ 
⼯ 学 部 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １６１ 
基 礎 ⼯ 学 部 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２５ 

⼤ 学 院 課 程 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２７２ 

⼈  ⽂  学  研  究  科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２７４ 
⼈ 間 科 学 研 究 科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３３７ 
法 学 研 究 科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３５９ 
経  済  学  研  究  科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３８３ 
理 学 研 究 科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４０１ 
医学系研究科（医 ）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５０５ 
医学系研究科（保 ）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５６９ 
歯 学 研 究 科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６６３ 
薬 学 研 究 科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６７８ 
工 学 研 究 科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７０５ 
基 礎 ⼯ 学 研 究 科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７９５ 
国際公共政策研究 科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８４９ 
情 報 科 学 研 究 科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８６４ 
⽣ 命 機 能 研 究 科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９３６ 
⾼ 等 司 法 研 究 科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９４７ 
⼤阪⼤学・⾦沢⼤学・浜松医科⼤学・千葉⼤学・福井⼤学 連合⼩児発達学研究科・・・・・・ ９５５ 



大阪大学の教育目標および各ポリシー（学士課程） 

教育目標 

大阪大学は、「知の創造、継承及び実践」を使命とし、「地域に生き世界に伸びる」をモットー
に、学問の独立性と市民性を備えた世界水準の高度な教育研究を推進し、次代の社会を支え、
人類の理想の実現をはかる有能な人材を社会に輩出することを目的とします。 
その目的の実現のため、学部及び全学的な教育組織において、 
○高度な専門性と深い学識
○教養
○国際性
○デザイン力
を身につけた知識基盤社会のリーダーとなるべき人材を育成します。 

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

大阪大学は、教育目標に定める人材を育成するため、所定の期間在学し、所属学部において定
める専門分野に関する知識・技能、教養、国際性及びデザイン力を身につけ、所定の単位を修得
し、学部規程に定める試験に合格した学生に学位を授与します。 
（学習目標） 
○高度な専門性と深い学識
・ 専門分野における知識・技能を有している
・ 課題解決のために知識・技能を活用できる

○教養
・ 幅広い知識を有している
・ 複眼的・俯瞰的に思考し、客観的に評価できる

○国際性
・ 異なる言語・文化を理解できる
・ 言語・文化の相違を超えて交流できる

○デザイン力
・ 社会・学問における新たな課題を発見し、解決の道筋を構想できる
・ 社会・学問における課題の発見・解決のために、様々な分野の人と協働できる



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 
大阪大学は、学位授与の方針に掲げる知識・技能などを修得させるために、教養教育、専門

教育及び国際性涵養教育に関する授業科目を体系的に編成し、講義、演習、実習等を適切に組
合せた授業を行います。 
また、試験により学修成果を厳格に評価します。 

 
入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） 
 

大阪大学は、教育目標に定める人材を育成するため、高等学校等における学修を通して、確
かな基礎学力及び主体的に学ぶ態度を有し、自ら課題を発見し探求しようとする意欲に溢れる
人を受け入れます。 
このような学生を適正に選抜するために、多様な観点からの評価を行います。 



 

 

⽂学部 

 
教育⽬標 
 

⽂学部は、⼤阪⼤学の教育⽬標のもと、また⾃由と独創を重んじ広く社会に開かれた学問所で
あった「懐徳堂」の精神を受け継いで、以下のような⼈⽂学の特質と現代社会の要請を重視して
⼈材育成を⾏います。⼈⽂学は、⽇本および諸外国の精神⽂化と物質⽂化の両⾯にわたる⼈間の
営為を、①過去から現在にいたる時間的変化のなかで広く関連づけてとらえる、②本質や原理に
までさかのぼって考え抜く、③対象に深く分け⼊り内在的に理解する、という特質を持っていま
す。また現代社会は⼤きく変貌しつつあり、現代社会の諸問題に対応した分野横断的で総合的な
アプローチの必要性が⾼まっています。⽂学部は、これらに鑑みて、思想、⾔語、歴史、⽂学、芸
術にまたがる「総合的な⼈⽂学教育」を推進し、以下のような教育を⽬標とします。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

・⼈⽂学に関する⾼度な専⾨性と深い学識を体系的に養います。 
 
○教養 

・学問全般にわたる幅広い教養と現代にふさわしい情報リテラシーを培います。 
 
○国際性 

・他者や異⽂化に対する鋭敏な感受性と深い理解⼒を涵養します。 
・豊かな⽇本語能⼒と、国際共通語である英語、そして専⾨分野に関わる諸外国語の運⽤能⼒
を養います。 

 
○デザイン⼒ 

・⾃⼰を深め、世界を探求し、現代社会の諸課題を発⾒・解決する能⼒を養います。 
 
○独⾃の教育⽬標 

・以上の知識や能⼒を⽣かして、リーダーシップをもって国際的に活躍できる⼈材を育成しま
す。 

 
 
 

  



 

 

学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⽂学部は、⼤阪⼤学のディプロマ・ポリシーのもと、以下の能⼒や学識の修得を学⼠（⽂学）
授与の要件とします。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

・専⾨的知識と、調査・研究のための⽅法・技能を系統⽴てて⾝につけている。 
・調査・研究の成果と⾃分の知⾒を、⽇本語および外国語で明晰に論述する能⼒を⾝につけて
いる。 
 

○教養 
・学問全般にわたる幅広い教養を⾝につけている。 
・多くの事象にわたる総合的な⼈⽂学的教養を⾝につけている。 

 
○国際性 

・他者や異⽂化に対する鋭敏な感受性と深い理解⼒を⾝につけている。 
・豊かな⽇本語能⼒と、２つ以上の外国語の運⽤能⼒を⾝につけている。 

 
○デザイン⼒ 

・⼈間の精神的・⽂化的営みを深く内在的に把握するとともに、社会と⽂化の変遷を巨視的な
観点に⽴って意味づけ理解できる。 
・上記の能⼒をもとに、社会・学問における新たな課題を発⾒し、解決の道筋を構想できる。 

 
○独⾃の学習⽬標 

・⾼度な専⾨性と深い学識、教養、国際性、デザイン⼒に基づいて、独⾃性を備えた卒業論⽂
を作成できる。 

 
 
 

  



 

 

教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⽂学部は、⼤阪⼤学のカリキュラム・ポリシーのもと、以下の⽅針でカリキュラムを編成し
ます。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

４年間の学⼠課程を通じて、専⾨教育、教養教育、国際性涵養教育の３つの柱に基づいた科⽬
編成を⾏い、⼈⽂学の⾼度な専⾨性と深い学識、幅広い教養、外国語の⾼い運⽤能⼒と異⽂化理
解の能⼒に基づいた国際性、社会と⽂化を巨視的な観点から⾒通し現代社会の諸課題に取り組む
デザイン⼒を養います。 
 
○専⾨教育︓１年次配当の必修科⽬「⽂学部共通概説」により、⼈⽂学全般の基礎とアカデミッ

クスキルの基礎を修得させ、２年次の専修分属以降は、「専⾨教育科⽬」により、当該分野の
学問的特性にしたがって、専⾨的知識を系統的に養います。また、４年次には卒業論⽂を課す
ことで、教員の指導の下で⾃主的に主題を設定し、研究計画を構想・実⾏し、⼈⽂学的教養と
専⾨的知識を総合する豊かな論述・表現能⼒を⾝につけるように導きます。 

○教養教育︓１年次に全学共通教育科⽬により幅広い学問分野の基礎と情報リテラシーの基礎を
学ばせたあと、２年次以降には「⾼度教養教育科⽬」により⼈⽂学以外の学問分野や領域横断
的な分野に関する⾼度な教養を養います。 

○国際性涵養教育︓１・２年次には、「国際性涵養教育科⽬」により２つ以上の外国語の運⽤能
⼒を修得・向上させ、２年次以降には、「外国語科⽬」と「⾼度国際性涵養教育科⽬」により
異⽂化や他者に対する感受性と知識を培います。また、海外の諸⼤学との交流協定等に則った
留学、海外研修、国際交流への参加を促すことで、上記の能⼒や知識をさらに⾼めます。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

講義科⽬では、個々の主題に関する体系的な知識を習得するとともに、与えられる論述課題を
通じて、⾃⼒で資料を収集・分析・考察し、その結果を的確かつ論理的に構成・表現する能⼒を
⾝につけます。また、演習科⽬では、各⼈が⼝頭発表を⾏うことで、⽇本語ならびに外国語の⽂
献資料の読解・分析能⼒、調査・研究を的確に遂⾏する能⼒、その結果を論理的かつ説得的に発
信する能⼒を⾝につけます。なお、本学部では演習科⽬を重視し、２年次以降に演習科⽬を 20
単位以上修得することを卒業要件としています。 

 
○専⾨教育︓全 20 専修の教員によるオムニバス形式の「⽂学部共通概説」の履修を通じて⼈⽂

学全般に関する幅広い知識を得るとともに、専修決定の重要な判断材料とします。また、講義
科⽬と演習科⽬からなる「専⾨教育科⽬」から選択履修します。専⾨分野によっては学外での



 

 

実習やフィールドワークを取り⼊れた実習科⽬も開講しています。さらに、卒業論⽂作成を通
じて、独⾃の課題について主体的に考究・発信する能⼒を⾝につけます。 

○教養教育︓１年次には、少⼈数制の演習科⽬「学問の扉」、講義科⽬「基盤教養教育科⽬」、
講義と e ラーニングからなる「情報教育科⽬」等を履修します。また、２年次秋以降には、⽂
学部および他学部等で開講する講義科⽬または演習科⽬である「⾼度教養教育科⽬」を選択履
修します。 

○国際性涵養教育︓１・２年次配当の「国際性涵養教育科⽬」および２年次以降配当の「外国語
科⽬」を履修します。これらは外国語学習に主眼を置いた少⼈数制の科⽬であり、受講⽣の積
極的な参加が求められます。英語の授業では e ラーニングも実施します。また、２年次秋学期
以降には主として講義科⽬からなる「⾼度国際性涵養教育科⽬」を選択履修します。 
 

＜学修成果の評価⽅法＞ 
講義科⽬、演習・実習科⽬においては、シラバス等に記載されている学習⽬標の達成度に従い、

成績評価の⽅法（試験や課題、レポートなど）を⽤いて評価します。 
卒業論⽂においては、主題選択の妥当性、論述の明晰さ、資料・⽂献調査の適切性、主張の独

⾃性などを総合的に判断し、評価します。 
 



⽂学部 
学位プログラム︓ ⼈⽂学 
授与する学位︓ 学⼠（⽂学） 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および⽂学部の教育⽬標のもと、学位プログラム「⼈⽂学」では以下のとおり教育⽬
標を定めています。  

学位プログラム「⼈⽂学」では、⾃由と独創を重んじ広く社会に開かれた江⼾時代後期の学問
所「懐徳堂」の精神を受け継いで、以下のような⼈⽂学の特質と現代社会の要請を重視して⼈材
育成を⾏います。 

⼈⽂学は、⽇本および諸外国の精神⽂化と物質⽂化の両⾯にわたる⼈間の営為を、①過去から
現在にいたる時間的変化のなかで広く関連づけてとらえる、②本質や原理にまでさかのぼって考
え抜く、③対象に深く分け⼊り内在的に理解する、という特質を持っています。また現代社会は
⼤きく変貌しつつあり、現代社会の諸問題に対応した分野横断的で総合的なアプローチの必要性
が⾼まっています。学位プログラム「⼈⽂学」は、これらに鑑みて、思想、⾔語、歴史、⽂学、芸
術にまたがる「総合的な⼈⽂学教育」を推進し、以下のような教育を⽬標とします。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 
・⼈⽂学に関する⾼度な専⾨性と深い学識を体系的に養います。 

 
○教養 
・学問全般にわたる幅広い教養と現代にふさわしい情報リテラシーを培います。 

 
○国際性 

・他者や異⽂化に対する鋭敏な感受性と深い理解⼒を涵養します。 
・豊かな⽇本語能⼒と、国際共通語である英語、そして専⾨分野に関わる諸外国語の運⽤能⼒を
養います。 

 
○デザイン⼒ 
・⾃⼰を深め、世界を探求し、現代社会の諸課題を発⾒・解決する能⼒を養います。 

 
○独⾃の教育⽬標 
・以上の知識や能⼒を⽣かして、リーダーシップをもって国際的に活躍できる⼈材を育成しま
す。 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および⽂学部のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「⼈⽂学」では以下の
とおりディプロマ・ポリシーを定めています。  

学位プログラム「⼈⽂学」では、所定の期間在学し、⼤阪⼤学⽂学部履修規程に定める所定の
単位を修得した上で、以下に⽰す学習⽬標に達した学⽣に学⼠（⽂学）の学位を授与します。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

・専⾨的知識と、調査・研究のための⽅法・技能を系統⽴てて⾝につけている。 
・調査・研究の成果と⾃分の知⾒を、⽇本語および外国語で明晰に論述する能⼒を⾝につけて
いる。 
 

○教養 
・学問全般にわたる幅広い教養を⾝につけている。 
・多くの事象にわたる総合的な⼈⽂学的教養を⾝につけている。 

 
○国際性 

・他者や異⽂化に対する鋭敏な感受性と深い理解⼒を⾝につけている。 
・豊かな⽇本語能⼒と、２つ以上の外国語の運⽤能⼒を⾝につけている。 

 
○デザイン⼒ 

・⼈間の精神的・⽂化的営みを深く内在的に把握するとともに、社会と⽂化の変遷を巨視的な
観点に⽴って意味づけ理解できる。 
・上記の能⼒をもとに、社会・学問における新たな課題を発⾒し、解決の道筋を構想できる。 

 
○独⾃の学習⽬標 

・⾼度な専⾨性と深い学識、教養、国際性、デザイン⼒に基づいて、独⾃性を備えた卒業論⽂
を作成できる。 

 
 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および⽂学部のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「⼈⽂学」では以下
のとおりカリキュラム・ポリシーを定めています。  

学位プログラム「⼈⽂学」は 、哲学・思想⽂化学、倫理学 、中国哲学、インド哲学、⽇本史
学、東洋史学、⻄洋史学、考古学、⽇本⽂学・国語学、⽐較⽂学、中国⽂学、英⽶⽂学・英語
学、ドイツ⽂学、フランス⽂学、美学・⽂芸学、⾳楽学・演劇学、美術史学、⽇本学、⼈⽂地理
学、⽇本語学の 20 の専修に分かれ、 以下の⽅針に基づいてカリキュラムを編成します。 
 

＜教育課程編成の考え⽅＞ 
４年間の学⼠課程を通じて、専⾨教育、教養教育、国際性涵養教育の３つの柱に基づいた科⽬

編成を⾏い、⼈⽂学の⾼度な専⾨性と深い学識、幅広い教養、外国語の⾼い運⽤能⼒と異⽂化理
解の能⼒に基づいた国際性、社会と⽂化を巨視的な観点から⾒通し現代社会の諸課題に取り組
むデザイン⼒を養います。 
 
○専⾨教育︓１年次配当の必修科⽬「⽂学部共通概説」により、⼈⽂学全般の基礎とアカデミッ

クスキルの基礎を修得させ、２年次の専修分属以降は、「専⾨教育科⽬」により、当該分野の
学問的特性にしたがって、専⾨的知識を系統的に養います。また、４年次には卒業論⽂を課す
ことで、教員の指導の下で⾃主的に主題を設定し、研究計画を構想・実⾏し、⼈⽂学的教養と
専⾨的知識を総合する豊かな論述・表現能⼒を⾝につけるように導きます。 

○教養教育︓１年次に全学共通教育科⽬により幅広い学問分野の基礎と情報リテラシーの基礎
を学ばせたあと、２年次以降には「⾼度教養教育科⽬」により⼈⽂学以外の学問分野や領域横
断的な分野に関する⾼度な教養を養います。 

○国際性涵養教育︓１・２年次には、「国際性涵養教育科⽬」により２つ以上の外国語の運⽤能
⼒を修得・向上させ、２年次以降には、「外国語科⽬」と「⾼度国際性涵養教育科⽬」により
異⽂化や他者に対する感受性と知識を培います。また、海外の諸⼤学との交流協定等に則った
留学、海外研修、国際交流への参加を促すことで、上記の能⼒や知識をさらに⾼めます。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

講義科⽬では、個々の主題に関する体系的な知識を習得するとともに、与えられる論述課題を
通じて、⾃⼒で資料を収集・分析・考察し、その結果を的確かつ論理的に構成・表現する能⼒を
⾝につけます。また、演習科⽬では、各⼈が⼝頭発表を⾏うことで、⽇本語ならびに外国語の⽂
献資料の読解・分析能⼒、調査・研究を的確に遂⾏する能⼒、その結果を論理的かつ説得的に発
信する能⼒を⾝につけます。なお、本学部では演習科⽬を重視し、２年次以降に演習科⽬を 20
単位以上修得することを卒業要件としています。 

 



○専⾨教育︓全 20 専修の教員によるオムニバス形式の「⽂学部共通概説」の履修を通じて⼈⽂
学全般に関する幅広い知識を得るとともに、専修決定の重要な判断材料とします。また、講義
科⽬と演習科⽬からなる「専⾨教育科⽬」から選択履修します。専⾨分野によっては学外での
実習やフィールドワークを取り⼊れた実習科⽬も開講しています。さらに、卒業論⽂作成を通
じて、独⾃の課題について主体的に考究・発信する能⼒を⾝につけます。 

○教養教育︓１年次には、少⼈数制の演習科⽬「学問の扉」、講義科⽬「基盤教養教育科⽬」、
講義と e ラーニングからなる「情報教育科⽬」等を履修します。また、２年次秋以降には、⽂
学部および他学部等で開講する講義科⽬または演習科⽬である「⾼度教養教育科⽬」を選択履
修します。 

○国際性涵養教育︓１・２年次配当の「国際性涵養教育科⽬」および２年次以降配当の「外国語
科⽬」を履修します。これらは外国語学習に主眼を置いた少⼈数制の科⽬であり、受講⽣の積
極的な参加が求められます。英語の授業では e ラーニングも実施します。また、２年次秋学
期以降には主として講義科⽬からなる「⾼度国際性涵養教育科⽬」を選択履修します。 
 

＜学修成果の評価⽅法＞ 
講義科⽬、演習・実習科⽬においては、シラバス等に記載されている学習⽬標の達成度に従い、

成績評価の⽅法（試験や課題、レポートなど）を⽤いて評価します。 
卒業論⽂においては、主題選択の妥当性、論述の明晰さ、資料・⽂献調査の適切性、主張の独

⾃性などを総合的に判断し、評価します。 

 



「人文学」カリキュラム・マップ

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

学問全般にわたる幅広い教養を身につけ
ている。

〇

多くの事象にわたる総合的な人文学的教
養を身につけている。

〇

専門的知識と、調査・研究のための方
法・技能を系統立てて身につけている。

〇

調査・研究の成果と自分の知見を、日本
語および外国語で明晰に論述する能力を
身につけている。

〇

豊かな日本語能力と、２つ以上の外国語
の運用能力を身につけている。

〇

他者や異文化に対する鋭敏な感受性と深
い理解力を身につけている。

〇

人間の精神的・文化的営みを深く内在的
に把握するとともに、社会と文化の変遷
を巨視的な観点に立って意味づけ理解で
きる。

〇

社会・学問における新たな課題を発見
し、解決の道筋を構想できる能力を身に
つけている。

〇

高度な専門性と深い学識、教養、国際
性、デザイン力に基づいて、独自性を備
えた卒業論文を作成できる。

〇

※英米文学・英語学専修、ドイツ文学専修、フランス文学専修に所属する学生は、所属専修の講義・演習科目２８単位に外国語科目２単位を含めなけれなりません。
※※海外留学は、必須ではありません。交換留学を希望する場合は、協定校が定める語学能力に関する証明書の提出や、面接等に合格する必要があります。
　　留学期間は概ね、半年～１年程度です。

高
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養
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性
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力

独
自
の

教
育
目
標

1年 2年 3年 4年

高度教養教育科目
アドヴァンスト・セミナー

情報教育科目

健康スポーツ教育科目

マルチリンガル教育科目

（第１・第２外国語含む）

高度国際性涵養教育科目

専門教育科目

（所属専修の科目（講義科目・演習科目））

文学部

共通概説

基盤教養教育科目

学問への扉

動態論科目

専門教育科目（他専修の科目（講義科目・演習科目））

海外留学※※

卒業論文

外国語科目※

海外留学※※

人文学概説



⼈間科学部 

 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学の教育⽬標のもと、⼈間科学部は１９７２年の発⾜以来、従来の⽂系・理系という枠
にとらわれず、つねに新たな学際的領域に視野を広げながら、⼈間という存在そのもの、及び社
会の現実を、⾏動学・社会学・教育学・共⽣学などのさまざまな学問分野の専⾨的知⾒や研究⽅
法を融合させて総合的にとらえ、⽇本及び国際社会に貢献する能⼒を養うことを⽬標としていま
す。この⽬標の実現のために、本部局は「学際性」・「実践性」・「国際性」という３つの理念を掲
げ、⾼度な専⾨性に基づいて、各理念に沿った能⼒を備えた⼈材の育成を⽬指しています。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

初年度から、⾏動学・社会学・教育学・共⽣学という 4 つの学科⽬にまたがる⼈間科学の基
礎的知識や考え⽅を学んだ後に、いずれかの学科⽬に所属してそれぞれの学科⽬における専⾨
分野について専⾨的知識や考え⽅（専⾨知）、技能などの修得を⽬指します。 
 
○教養 

⼈⽂系・⾃然科学における全ての学問領域の基礎の修得から、⽂系・理系の枠を超えた幅広い
基礎知識を養います。さらに、専⾨分野以外の知⾒や研究⽅法の学びを通じて、学際的視野から
思考ができる能⼒の育成を⽬指します。 
 
○国際性 

社会及び⼤学のグローバル化の趨勢に配慮し、教育・研究活動の国際化に取り組み、グローバ
ルな分野で活躍するために必要な外国語⼒やコミュニケーション能⼒の育成を⽬指します。 
 
○デザイン⼒ 

⼈間科学におけるそれぞれの専⾨分野の技法を実験・調査・フィールドワークなどの実践的活
動から習得します。さらに、専⾨知やその技法を現場での問題発⾒・解決のためのアイデアや⼿
法へと応⽤できる展開⼒やより進んだ研究を⾏うためのデザイン⼒や実践⼒の育成に取り組みま
す。 
 
○独⾃の教育⽬標 

⾏動学・社会学・教育学・共⽣学などの多様な専⾨分野での専⾨知を学びつつ、さまざまな課
題を学際的視野から考察しながら研究を実践するための基礎を学びます。また、学内外や社会の
現場との相互作⽤から⽣み出される共創知のための基礎⼒を養います。 



⼈間科学部では、これらの教育⽬標を踏まえつつ、「⼈間と⼈間の営む社会を科学的に考察
し、⼈間とは何かを⾒つめ、⼈間という存在を理解し、⼈間らしく⽣きていける社会を作り出す
ことに貢献できる有能な⼈材を育成すること」を⽬指しています。 
 
 
 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のディプロマ・ポリシーのもと、⼈間科学部では、⽇本及び国際社会に貢献する能⼒
を養うため、学際性・実践性・国際性という３つの理念に即した、以下にあげるような能⼒を修
得した学⽣に学⼠（⼈間科学）を授与します。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

・⾏動学、社会学、教育学、共⽣学のいずれかの基本的な知識を体系的に理解している。 
・⼈間や社会の諸側⾯や課題を⼈間科学的視座から分析・考察するための研究⼿法やスキルの
知識を習得している。 
 

○教養 
・⼈間と社会の諸側⾯について学際的で幅広い知識を⾝につけている。 
・⾃らの思考・判断のプロセスを他者に説明し、伝達するための複眼的な知識やそれらを⼗分
に伝えることができるプレゼンテーション能⼒を習得している。 

 
○国際性 

・国際的に貢献できる素養の基礎となる外国語⼒を習得している。 
・異なる⽂化を持つ他者とのコミュニケーションに意欲的にチャレンジする実践⼒を持ってい
る。 

 
○デザイン⼒ 

・実験・調査・フィールドワークなどを通じて、社会や学術における課題の発⾒⼒やそれらを解
決するための⽅策や考え⽅などを組み⽴てるデザイン⼒を持っている。 
・課題解決や科学的探究を具体的に実践するための知識の統合⼒や研究展開⼒を持っている。 

 
○独⾃の学習⽬標 
・現代社会やそこに⽣きる⼈間に深い関⼼を持ち、現代における学問的・社会的要請に⼈間科
学的な視座や⽅法論から真摯に応えようとする意欲を持っている。 

 
 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のカリキュラム・ポリシーのもと、⼈間科学部は、⼈間についての理解を深め、現代の
多様な課題を、学際的・実践的な視点で分析し、科学的な新しい⼈間観を社会に⽰し、⼈間の現
実⽣活をより充実させることに貢献できる⼈材の育成を⽬指しています。このため本学部では、
以下のカリキュラムを提供します。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

教育課程としては、教養教育、国際性涵養教育、専⾨教育の３つの教育プログラムのそれぞれ
を低学年次から⾼学年次まで⼀貫して主体的に学ぶことができるように編成しています。教養教
育では、全学共通教育科⽬の基礎の上に、専⾨分野以外にも視野を広げ、「複眼的」かつ「俯瞰
的」な⼒を養成する科⽬を設定します。国際性涵養教育では、語学科⽬の他、異⽂化理解を進め
るために基礎から発展へと展開する科⽬を設定します。専⾨教育では、専⾨分野を学ぶための基
礎能⼒を養成する学問を学んだ後、専⾨分野の基礎から発展に⾄るように段階的に科⽬を配置し
ます。また、他学科⽬における科⽬や他部局が提供する科⽬の履修により幅広い教養や学際性の
涵養を⽬指します。実践性に関わる課題発⾒⼒や研究展開⼒を⾼めるために、学⽣それぞれの研
究テーマに関連させた演習科⽬や実験実習科⽬を⾼学年次に設定します。 
 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

学⼠課程では、教養教育・専⾨教育・国際性涵養教育を学びつつ、卒業演習・卒業研究を履修
しながら、適切な研究指導の下で卒業論⽂を完成させます。 

専⾨教育では、⾼度な専⾨的知識や⼈間科学的な視座や教養の習得を⽬指します。低学年次で
は、さまざまな分野の教員が⾏動学・社会学・教育学・共⽣学の諸科学から分野横断的な話題を
題材とするオムニバス形式の講義を提供します。それらの科⽬は、学際的な考察を通じて、⼈間・
社会を科学的に学び、考えるための基礎⼒を養う必修科⽬として履修します。さらに、それぞれ
の学科⽬ごとの知識や研究⼿法の基礎を学ぶ概論を選択必須科⽬として履修します。それらの科
⽬でのアクティブラーニングや実習を通じて、⼈間・社会の科学的・学際的・実践的考察に触れ、
学⽣の知的関⼼を喚起させ、⾼学年次での研究分野選択における道しるべとします。⾼学年次に
は、学⽣各⾃が選択して⾏動学科⽬・社会学科⽬・教育学科⽬・共⽣学科⽬のいずれかの学科⽬
に所属し、所属学科⽬での講義、演習、グループワークやフィールドワークなどの学習をとおし
て専⾨分野における⾼度な専⾨的知識と研究を遂⾏するための考え⽅（思考⼒）の基礎を習得さ
せます。  

教養教育では、専⾨分野以外の幅広い学問の知識や視点の学びを通じて、幅広い教養を習得す
るために、低学年次にはさまざまな学問分野の知識や考え⽅を学びます。⾼学年次においては、
所属学科⽬とは異なる学科⽬が提供する講義、演習科⽬の他に、教養教育、専⾨教育、国際性涵
養教育の３つの教育プログラムの中から⾃由に科⽬を選び、学⽣の興味・関⼼に基づく主体的な



学びを尊重しながら、学際性や「複眼的な」教養の涵養を促します。 
国際性涵養教育では、外国語⼒、異⽂化理解に基づくコミュニケーション⼒を涵養するために、

低学年次に e ラーニングを取り⼊れた語学科⽬や各国・地域の歴史、⽂化等を学ぶ科⽬などを履
修させます。⾼学年次には、⾼度国際性涵養教育科⽬や英語で⾏う⼈間科学特殊講義などで国際
コミュニケーションの基盤となる外国語⼒や異⽂化理解⼒を⾝に付けさせます。また、外国語⽂
献の購読・⽂献紹介などの外国語⼒を養う演習科⽬の提供もあります。 

デザイン⼒の基礎を育成するために、本学部のカリキュラムの最⼤の特徴として、２年⽣後半
から３年⽣後半までの⼀年半にわたり毎週３コマ枠を使った必修科⽬の実験実習（計６単位）を
配置します。実験実習では、コミュニケーション能⼒を養いながら、課題発⾒やその解決に向け
た専⾨性の⾼い知識・理論や研究⼿法を具体的に学び、卒業研究を⾏うための基礎⼒を養います。
さらに、卒業研究では、実験室や学内外のフィールドにおいて主体的に研究を進める専⾨的知識
や実践⼒を習得しつつ、⾃らのテーマを学際的に論考できる展開⼒を養います。 

 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

学修の成果は、講義や演習の科⽬では、それぞれの科⽬のシラバスに記載されている学習⽬
標の達成度について、成績評価の⽅法（試験や課題へのレポート等）を⽤いて評価します。実
習・フィールドワーク科⽬では、それぞれの科⽬での学習⽬標に関するレポートや研究発表等
への成績を基にして評価します。 
 

 



人間科学部 
学位プログラム： 人間科学 
授与する学位： 学士（人間科学） 
 
教育目標 
 
大阪大学の教育目標のもと、人間科学部は１９７２年の発足以来、従来の文系・理系という枠

にとらわれず、つねに新たな学際的領域に視野を広げながら、人間という存在そのもの、及び社
会の現実を、行動学・社会学・教育学・共生学などのさまざまな学問分野の専門的知見や研究方
法を融合させて総合的にとらえ、日本及び国際社会に貢献する能力を養うことを目標としていま
す。この目標の実現のために、本部局は「学際性」・「実践性」・「国際性」という３つの理念を掲
げ、高度な専門性に基づいて、各理念に沿った能力を備えた人材の育成を目指しています。 
 
○高度な専門性と深い学識 
初年度から、行動学・社会学・教育学・共生学という 4つの学科目にまたがる人間科学の基

礎的知識や考え方を学んだ後に、いずれかの学科目に所属してそれぞれの学科目における専門
分野における専門的知識や考え方（専門知）、技能などの修得を目指します。 
 
○教養 
人文系・自然科学系における全ての学問領域の基礎の修得から、文系・理系の枠を超えた幅広

い基礎知識を養います。さらに、専門分野以外の知見や研究方法の学びを通じて、学際的視野か
ら思考ができる能力の育成を目指します。 
 
○国際性 
社会及び大学のグローバル化の趨勢に配慮し、教育・研究活動の国際化に取り組み、グローバ

ルな分野で活躍するために必要な外国語力やコミュニケーション能力の育成を目指します。 
 
○デザイン力 
人間科学におけるそれぞれの専門分野の技法を実験・調査・フィールドワークなどの実践的活

動から習得します。さらに、専門知やその技法を学術的研究だけに留めず、社会や現場での問題
発見・解決へと結びつけるアイデア・理論や方法を生み出すための研究展開力の育成に取り組み
ます。 
 
○独自の教育目標 
行動学・社会学・教育学・共生学などの多様な専門分野での専門知を学びつつ、さまざまな課

題を学際的視野から考察し、研究を実践するための基礎を学びます。また、学内外や社会の現場
との相互作用から生み出される共創知のための基礎力を養います。 



人間科学部では、これらの教育目標を踏まえつつ、「人間と人間の営む社会を科学的に考察
し、人間とは何かを見つめ、人間という存在を理解し、人間らしく生きていける社会を作り出す
ことに貢献できる有能な人材を育成すること」を目指しています。 
 

  



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 
大阪大学のディプロマ・ポリシーのもと、人間科学部では、日本及び国際社会に貢献する能力

を養うため、学際性・実践性・国際性という３つの理念に即した、以下にあげるような能力を修
得した学生に学士（人間科学）を授与します。 
 
○高度な専門性と深い学識 
・行動学、社会学、教育学、共生学のいずれかの基本的な知識を理解している。 
・人間や社会の諸側面や課題を人間科学的視座から分析・考察するための研究手法やスキルの
知識を習得している。 
 

○教養 
・人間と社会の諸側面について学際的で幅広い知識を身につけている。 
・自らの思考・判断のプロセスを他者に説明し、伝達するための複眼的な知識やそれらを十分
に伝えることができるプレゼンテーション能力を持っている。 

 
○国際性 
・国際的に貢献できる素養の基礎となる外国語力を持つ。 
・異なる文化を持つ他者とのコミュニケーションに意欲的にチャレンジする実践力を持ってい
る。 

 
○デザイン力 
・実験・調査・フィールドワークなどを通じて、社会や学術における課題を発見する力やそれ
らを解決するための方策や考え方などを組み立てるデザイン力を持つ。 
・課題解決や科学的探究を具体的に実践の知識の統合力や研究展開力を持っている。 

 
○独自の学習目標 
・現代社会やそこに生きる人間に深い関心を持ち、現代における学問的・社会的要請に人間科
学的な視座や方法論から真摯に応えようとする意欲を持っている。 

 
 
 

  



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 
大阪大学のカリキュラム・ポリシーのもと、人間科学部は、人間についての理解を深め、現代

の多様な課題を、学際的・実践的な視点で分析し、科学的な新しい人間観を社会に示し、人間の
現実生活をより充実させることに貢献できる人材の育成を目指しています。このため本学部では、
以下のカリキュラムを提供します。 

 
＜教育課程編成の考え方＞ 
教育課程としては、教養教育、国際性涵養教育、専門教育の３つの教育プログラムのそれぞれ

を低学年次から高学年次まで一貫して主体的に学ぶことができるように編成しています。教養教
育では、全学共通教育科目の基礎の上に、専門分野以外にも視野を広げ、「複眼的」かつ「俯瞰的」
な力を養成する科目を設定します。国際性涵養教育では、語学科目の他、異文化理解を進めるた
めに基礎から発展へと展開する科目を設定します。専門教育では、専門分野を学ぶための基礎能
力を養成する学問を学んだ後、専門分野の基礎から発展に至るように段階的に科目を配置します。
また、他学科目における科目や他部局が提供する科目の履修により幅広い教養や学際性の涵養を
目指します。実践性に関わる課題発見力や研究展開力を高めるために、学生それぞれの研究テー
マに関連させた演習科目や実験実習科目を高学年次に設定します。 
 
＜学修内容及び学修方法＞ 
学士課程では、教養教育・専門教育・国際性涵養教育を学びつつ、卒業演習・卒業研究を履修

しながら、適切な研究指導の下で卒業論文を完成させます。 
専門教育では、高度な専門的知識や人間科学的な視座や教養の習得を目指します。低学年次で

は、さまざまな分野の教員が行動学・社会学・教育学・共生学の諸科学から分野横断的な話題を
題材とするオムニバス形式の講義を提供します。それらの科目は、学際的な考察を通じて、人間・
社会を科学的に学び、考えるための基礎力を養う必修科目として履修します。さらに、それぞれ
の学科目ごとの知識や研究手法の基礎を学ぶ概論を選択必須科目として履修します。それらの科
目でのアクティブラーニングや実習を通じて、人間・社会の科学的・学際的・実践的考察に触れ、
学生の知的関心を喚起させ、高学年次での研究分野選択における道しるべとします。高学年次に
は、学生各自が選択して行動学科目・社会学科目・教育学科目・共生学科目のいずれかの学科目
に所属し、所属学科目での講義、演習、グループワークやフィールドワークなどの学習をとおし
て専門分野における高度な専門的知識と研究を遂行するための考え方（思考力）の基礎を習得さ
せます。  
教養教育では、専門分野以外の幅広い学問の知識や視点の学びを通じて、幅広い教養を習得す

るために、低学年次にはさまざまな学問分野の知識や考え方を学びます。高学年次においては、
所属学科目とは異なる学科目が提供する講義、演習科目の他に、教養教育、専門教育、国際性涵
養教育の３つの教育プログラムの中から自由に科目を選び、学生の興味・関心に基づく主体的な



学びを尊重しながら、学際性や「複眼的な」教養の涵養を促します。 
国際性涵養教育では、外国語力、異文化理解に基づくコミュニケーション力を涵養するために、

低学年次に e ラーニングを取り入れた語学科目や各国・地域の歴史、文化等を学ぶ科目などを履
修させます。高学年次には、高度国際性涵養教育科目や英語で行う人間科学特殊講義などで国際
コミュニケーションの基盤となる外国語力や異文化理解力を身に付けさせます。また、外国語文
献の購読・文献紹介などの外国語力を養う演習科目の提供もあります。 
デザイン力の基礎を育成するために、本学部のカリキュラムの最大の特徴として、２年生後半

から３年生後半までの一年半にわたり毎週３コマ枠を使った必修科目の実験実習（計６単位）を
配置します。実験実習では、コミュニケーション能力を養いながら、課題発見やその解決に向け
た専門性の高い知識・理論や研究手法を具体的に学び、卒業研究を行うための基礎力を養います。
さらに、卒業研究では、実験室や学内外のフィールドにおいて主体的に研究を進める専門的知識
や実践力を習得しつつ、自らのテーマを学際的に論考できる展開力を養います。 

 
＜学修成果の評価方法＞ 
学修の成果は、講義や演習の科目では、それぞれの科目のシラバスに記載されている学習目標

の達成度について、成績評価の方法（試験や課題へのレポート等）を用いて評価します。実習・
フィールドワーク科目では、それぞれの科目での学習目標に関するレポートや研究発表等への成
績を基にして評価します。 

 

 



カリキュラムマップ ⼈間科学部 ⼈間科学科 各学科⽬全体 学位プログラム︓⼈間科学

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

学習⽬標Ａ
⾃らの思考・判断のプロセスを他者に説明し、伝達するた
めの複眼的な知識やそれらを⼗分に伝えることができるプ
レゼンテーション能⼒を持っている。

〇

学習⽬標Ｂ
⼈間と社会の諸側⾯について学際的で幅広い知識を⾝につ
けている。

〇 〇

学習⽬標Ｃ
⾏動学、社会学、教育学、共⽣学のいずれかについて基本
的な知識を体系的に理解している。

〇 〇

学習⽬標Ｄ
⼈間と社会の諸側⾯や課題に関わる専⾨的知識を習得し、
及びそれを⼈間科学的⼿法により分析・考察できる研究ス
キルを修得している。

〇 〇

学習⽬標Ｅ
課題解決や科学的探究を具体的に実践できる能⼒を持って
いる。

〇

学習⽬標Ｆ
実験・調査・フィールドワークなどを通じて、社会や学術
における課題を発⾒する⼒やそれらを解決するための⽅策
や考え⽅などを組み⽴てるデザイン⼒を持つ。

〇 〇

学習⽬標Ｇ
現代社会やそこに⽣きる⼈間に深い関⼼を持ち、現代にお
ける学問的・社会的要請に⼈間科学的な視座や⽅法論から
真摯に応えようとする意欲を持っている。

〇

学習⽬標Ｈ
国際的に貢献できる素養の基礎となる外国語⼒を持つ。 〇

学習⽬標Ｉ
異なる⽂化を持つ他者とのコミュニケーションに意欲的に
チャレンジする実践⼒を持っている。

〇

3年 4年

教養教育系科目
専門教育系科目
国際性涵養教育系科目

高
度
な
専
門
性

と
深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

1年 2年

健康・スポーツ教育科目

専門教育科目/
基礎科目（必修）：

人間科学概論

専門教育科目/
基礎科目（必修）：

行動学概論（心理学

概論）

社会学概論

教育学概論

共生学概論

専門教育科目/共通

科目（必修）：

卒業演習

専門教育科目/学科目指定

の実験実習科目（必修）：

人間行動学実験実習Ⅰ、人

間行動学実験実習Ⅰ（心理

的アセスメント）、行動生態学

実験実習Ⅰ、行動生態学実

験実習Ⅰ（心理的アセスメン

ト）、社会環境学実験実習Ⅰ、

哲学実験実習Ⅰ、文化人類

学実験実習Ⅰ、臨床教育学

実験実習Ⅰ、臨床教育学実

験実習Ⅰ（心理的アセスメン

ト）、教育環境学実験実習Ⅰ、

共生学実験実習Ⅰの中で学

科目指定の実験実習Ⅰを１

科目

専門教育科目/共通

科目（必修）：

卒業研究

専門教育科目/学科目指定（選択）のうち演習科目：

基礎心理学演習Ⅰ、

現代社会学演習、

教育人間学演習Ⅰ、

共生の人間学演習Ⅰなど
※行動学科目、教育学科目、共生学科目の演習科目は、３年次配当

※社会学科目の演習科目は、２年次秋学期から配当

専門基礎教育科目 （必修）：

統計学A‐Ⅰ・A‐Ⅱ、線形代数学入門

専門教育科目/
基礎科目（選択必

修）：

心理学実験、

現代社会の課題、

現代日本の教育問題、

共生の理論と実践

アドヴァンスト・セミナー学問への扉

専門教育科目/学科目指定

の実験実習科目（必修）：

人間行動学実験実習Ⅱ、人

間行動学実験実習Ⅱ（心理

演習）、行動生態学実験実

習Ⅱ、行動生態学実験実習

Ⅱ（心理演習）、社会環境学

実験実習Ⅱ、哲学実験実習

Ⅱ、文化人類学実験実習Ⅱ、

臨床教育学実験実習Ⅱ、臨

床教育学実験実習Ⅱ（心理

演習）、教育環境学実験実

習Ⅱ、共生学実験実習Ⅱの

中で学科目指定の実験実習

Ⅱを１科目

専門教育科目/学科目指定

の実験実習科目（必修）：

人間行動学実験実習Ⅲ、人

間行動学実験実習Ⅲ（心理

学研究法）、行動生態学実

験実習Ⅲ、行動生態学実験

実習Ⅲ（心理学研究法)、社

会環境学実験実習Ⅲ、哲学

実験実習Ⅲ、文化人類学実

験実習Ⅲ、臨床教育学実験

実習Ⅲ、臨床教育学実験実

習Ⅲ（心理学研究法）、教育

環境学実験実習Ⅲ、共生学

実験実習Ⅲの中で学科目指

定の実験実習Ⅲを１科目

高度教養教育科目

基盤教養教育科目

情報教育

科目

専門教育科目/共通科目（選択）

人間科学特殊講義Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

インターンシップ等実習A・B

未来共創フィールド実習Ⅰ・Ⅱ

マルチリンガル教育科目

高度国際性涵養教育科目

専門教育科目/基礎科目 （選択）：行動学の考え方、社会学の考え方など

他学科目の専門教育科目（選択）

専門教育科目/学科目指定（選択）：

基礎心理学（知覚・認知心理学）、

現代社会学、

教育人間学、

共生の技法Ⅰなど



カリキュラムマップ ⼈間科学部 ⼈間科学科 ⾏動学科⽬ 学位プログラム︓⼈間科学

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

学習⽬標Ａ
⾃らの思考・判断のプロセスを他者に説明し、伝達する
ための複眼的な知識やそれらを⼗分に伝えることができ
るプレゼンテーション能⼒を持っている。

〇

学習⽬標Ｂ
⼈間と社会の諸側⾯について学際的で幅広い知識を⾝に
つけている。

〇 〇

学習⽬標Ｃ
⾏動学、社会学、教育学、共⽣学のいずれかについて基
本的な知識を体系的に理解している。

〇 〇

学習⽬標Ｄ
⼈間と社会の諸側⾯や課題に関わる専⾨的知識を習得
し、及びそれを⼈間科学的⼿法により分析・考察できる
研究スキルを修得している。

〇 〇

学習⽬標Ｅ
課題解決や科学的探究を具体的に実践できる能⼒を持っ
ている。

〇

学習⽬標Ｆ
実験・調査・フィールドワークなどを通じて、社会や学
術における課題を発⾒する⼒やそれらを解決するための
⽅策や考え⽅などを組み⽴てるデザイン⼒を持つ。

〇 〇

学習⽬標Ｇ
現代社会やそこに⽣きる⼈間に深い関⼼を持ち、現代に
おける学問的・社会的要請に⼈間科学的な視座や⽅法論
から真摯に応えようとする意欲を持っている。

〇

学習⽬標Ｈ
国際的に貢献できる素養の基礎となる外国語⼒を持つ。 〇

学習⽬標Ｉ
異なる⽂化を持つ他者とのコミュニケーションに意欲的
にチャレンジする実践⼒を持っている。

〇

*太字：学科目指定の基礎科目（選択必修）

教養教育系科目
専門教育系科目
国際性涵養教育系科目

3年 4年高
度
な
専
門
性

と
深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

1年 2年

健康・スポーツ教育科目

専門教育科目/基礎

科目（必修）：

人間科学概論

専門教育科目/学科目指定（選択）： 認知心理生

理学（神経・生理心理学）、認知心理学、応用認知

心理学（知覚・認知心理学）、ヒューマン・ファク

ターズ心理学、交通心理学、社会・集団・家族心

理学、集団力学、エイジングの科学、生活環境論、

産業心理学（産業・組織心理学）、学習生理学（学

習・言語心理学）、感覚生理学、行動形態学、人

類遺伝学、霊長類心理学、認知行動学、行動医

学・健康労働論（健康・医療心理学）

専門教育科目/基礎

科目（必修）：

行動学概論（心理学

概論）

社会学概論

教育学概論

共生学概論

専門教育科目/共通

科目（必修）：

卒業演習

専門教育科目/学科

目指定の実験実習

科目（必修）：

人間行動学実験実

習Ⅰ、人間行動学実

験実習Ⅰ（心理的ア

セスメント）、行動生

態学実験実習Ⅰ、行

動生態学実験実習

Ⅰ（心理的アセスメ

ント）の中で学科目

指定の実験実習Ⅰ

を１科目

専門教育科目/共通

科目（必修）：

卒業研究

専門教育科目/学科目指定のうち演習科目（選

択）： 基礎心理学演習Ⅰ・Ⅱ、応用認知心理学演

習Ⅰ・Ⅱ、社会心理学演習Ⅰ・Ⅱ、臨床死生学・老

年行動学演習Ⅰ・Ⅱ、環境行動学演習Ⅰ・Ⅱ、安

全行動学演習Ⅰ・Ⅱ、比較発達心理学演習Ⅰ・Ⅱ、

行動生理学演習Ⅰ・Ⅱ、行動統計科学演習Ⅰ・Ⅱ、

行動形態学演習、生物人類学演習、比較行動学

演習Ⅰ・Ⅱ、認知行動工学演習Ⅰ、認知行動工学

演習Ⅱ（心理演習）

専門基礎教育科目（必修）：

統計学A‐Ⅰ・A‐Ⅱ、線形代数学入門

アドヴァンスト・セミナー学問への扉

専門教育科目/学科

目指定の実験実習

科目（必修）：

人間行動学実験実

習Ⅱ、人間行動学実

験実習Ⅱ（心理演

習）、行動生態学実

験実習Ⅱ、行動生態

学実験実習Ⅱ（心理

演習）の中で学科目

指定の実験実習Ⅱ

を１科目

専門教育科目/学科

目指定の実験実習

科目（必修）：

人間行動学実験実

習Ⅲ、人間行動学実

験実習Ⅲ（心理学研

究法）、行動生態学

実験実習Ⅲ、行動生

態学実験実習Ⅲ（心

理学研究法）の中で

学科目指定の実験

実習Ⅲを１科目

高度教養教育科目

基盤教養教育科目

情報教

育科目

専門教育科目/共通科目（選択）

人間科学特殊講義Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

インターンシップ等実習A・B

未来共創フィールド実習Ⅰ・Ⅱ

マルチリンガル教育科目

専門教育科目/学科目

指定（選択）：

基礎心理学（知覚・認

知心理学）、応用認知

心理学（知覚・認知心

理学）、臨床死生学・老

年行動学（福祉心理

学）、人間環境論、環境

評価論、安全行動学、

比較発達行動学（発達

心理学）、行動生理学、

心理学統計法、生物人

類学、比較行動学、多

変量統計科学

高度国際性涵養教育科目

他学科目の専門教育科目（選択）

専門教育科目/基礎

科目（選択必修）：

心理学実験*
現代社会の課題

現代日本の教育問

題

共生の理論と実践

専門教育科目/基礎科目（選択）：行動学の考え方、行動学の話

題など



カリキュラムマップ ⼈間科学部 ⼈間科学科 社会学科⽬ 学位プログラム︓⼈間科学

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

学習⽬標Ａ
⾃らの思考・判断のプロセスを他者に説明し、伝達する
ための複眼的な知識やそれらを⼗分に伝えることができ
るプレゼンテーション能⼒を持っている。

〇

学習⽬標Ｂ
⼈間と社会の諸側⾯について学際的で幅広い知識を⾝に
つけている。

〇 〇

学習⽬標Ｃ
⾏動学、社会学、教育学、共⽣学のいずれかについて基
本的な知識を体系的に理解している。

〇 〇

学習⽬標Ｄ
⼈間と社会の諸側⾯や課題に関わる専⾨的知識を習得
し、及びそれを⼈間科学的⼿法により分析・考察できる
研究スキルを修得している。

〇 〇

学習⽬標Ｅ
課題解決や科学的探究を具体的に実践できる能⼒を持っ
ている。

〇

学習⽬標Ｆ
実験・調査・フィールドワークなどを通じて、社会や学
術における課題を発⾒する⼒やそれらを解決するための
⽅策や考え⽅などを組み⽴てるデザイン⼒を持つ。

〇 〇

学習⽬標Ｇ
現代社会やそこに⽣きる⼈間に深い関⼼を持ち、現代に
おける学問的・社会的要請に⼈間科学的な視座や⽅法論
から真摯に応えようとする意欲を持っている。

〇

学習⽬標Ｈ
国際的に貢献できる素養の基礎となる外国語⼒を持つ。 〇

学習⽬標Ｉ
異なる⽂化を持つ他者とのコミュニケーションに意欲的
にチャレンジする実践⼒を持っている。

〇

*太字：学科目指定の基礎科目（選択必修）

教養教育系科目
専門教育系科目
国際性涵養教育系科目

4年高
度
な
専
門
性

と
深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

1年 2年 3年

健康・スポーツ教育科目

専門教育科目/基礎

科目（必修）：

人間科学概論

専門教育科目/学科目指定（選択）：

社会学理論、現代社会学、現代社会と福祉理論Ⅰ・Ⅱ、経験社会

学、社会変動論、文化社会学、比較社会学、コミュニケーション社

会学、人間科学基礎理論、認識論・形而上学、科学哲学・分析哲

学、哲学と質的研究、行為と倫理、比較文明学、文明動態学、日本

の現代思想、人類学理論、グローバル化と文化、科学技術と文化、

異文化理解、現代人類学、人類学文献講読

専門教育科目/基礎

科目（必修）：

行動学概論（心理学

概論）

社会学概論

教育学概論

共生学概論

専門教育科目/共通

科目（必修）：

卒業演習

専門教育科目/学科

目指定の実験実習

科目（必修）：

社会環境学実験実

習Ⅰ、哲学実験実習

Ⅰまたは文化人類

学実験実習Ⅰの中

で学科目指定の実

験実習Ⅰを１科目

専門教育科目/共通

科目（必修）：

卒業研究

専門教育科目/学科目指定（選択）のうち演習

科目：

社会環境学演習、現代社会学演習、社会調査

演習、文化社会学演習、哲学演習Ⅰ・Ⅱ、文

化人類学演習Ⅰ・Ⅱ

専門基礎教育科目（必修）：

統計学A‐Ⅰ・A‐Ⅱ、線形代数学入門

専門教育科目/基礎

科目（選択必修）：

心理学実験

現代社会の課題*
現代日本の教育問題

共生の理論と実践

アドヴァンスト・セミナー学問への扉

専門教育科目/学科

目指定の実験実習

科目（必修）：

社会環境学実験実

習Ⅱ、哲学実験実習

Ⅱまたは文化人類

学実験実習Ⅱの中

で学科目指定の実

験実習Ⅱを１科目

専門教育科目/学科

目指定の実験実習

科目（必修）：

社会環境学実験実

習Ⅲ、哲学実験実習

Ⅲまたは文化人類

学実験実習Ⅲの中

で学科目指定の実

験実習Ⅲを１科目

高度教養教育科目

基盤教養教育科目

情報教

育科目

専門教育科目/共通科目（選択）

人間科学特殊講義Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

インターンシップ等実習A・B

未来共創フィールド実習Ⅰ・Ⅱ

マルチリンガル教育科目

専門教育科目/基礎科目（選択）：社会学の考え方、社会学の話題、

人間学の考え方、人間学の話題など

他学科目の専門教育科目（選択）

高度国際性涵養教育科目



カリキュラムマップ ⼈間科学部 ⼈間科学科 教育学科⽬ 学位プログラム︓⼈間科学

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

学習⽬標Ａ
⾃らの思考・判断のプロセスを他者に説明し、伝達する
ための複眼的な知識やそれらを⼗分に伝えることができ
るプレゼンテーション能⼒を持っている。

〇

学習⽬標Ｂ
⼈間と社会の諸側⾯について学際的で幅広い知識を⾝に
つけている。

〇 〇

学習⽬標Ｃ
⾏動学、社会学、教育学、共⽣学のいずれかについて基
本的な知識を体系的に理解している。

〇 〇

学習⽬標Ｄ
⼈間と社会の諸側⾯や課題に関わる専⾨的知識を習得
し、及びそれを⼈間科学的⼿法により分析・考察できる
研究スキルを修得している。

〇 〇

学習⽬標Ｅ
課題解決や科学的探究を具体的に実践できる能⼒を持っ
ている。

〇

学習⽬標Ｆ
実験・調査・フィールドワークなどを通じて、社会や学
術における課題を発⾒する⼒やそれらを解決するための
⽅策や考え⽅などを組み⽴てるデザイン⼒を持つ。

〇 〇

学習⽬標Ｇ
現代社会やそこに⽣きる⼈間に深い関⼼を持ち、現代に
おける学問的・社会的要請に⼈間科学的な視座や⽅法論
から真摯に応えようとする意欲を持っている。

〇

学習⽬標Ｈ
国際的に貢献できる素養の基礎となる外国語⼒を持つ。 〇

学習⽬標Ｉ
異なる⽂化を持つ他者とのコミュニケーションに意欲的
にチャレンジする実践⼒を持っている。

〇

*太字：学科目指定の基礎科目（選択必修）

教養教育系科目
専門教育系科目
国際性涵養教育系科目

3年 4年高
度
な
専
門
性

と
深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

1年 2年

健康・スポーツ教育科目

専門教育科目/基礎

科目（必修）：

人間科学概論

専門教育科目/学科目指定（選択）：

教育人間学、人間変容論Ⅰ・Ⅱ、外国教育史、教育哲学、教育思

想史、教育工学、教授・学習過程論（学習・言語心理学）、司法・犯

罪心理学、教育・学校心理学、臨床心理学概論、心理学的支援法、

感情・人格心理学（理論と実践）、教育社会学、教育関係論、比較

教育制度学、教育法学、日本教育史、生涯教育学、生涯スポーツ

学、シティズンシップと教育、ジェンダーと教育、人権教育論、学校

社会学、教育文化学、コミュニティ教育学、教育文化学、健康・医療

心理学、関係行政論

専門教育科目/基礎

科目（必修）：

行動学概論（心理学

概論）

社会学概論

教育学概論

共生学概論

専門教育科目/共通

科目（必修）：

卒業演習

専門教育科目/学科

目指定の実験実習

科目（必修）：

臨床教育学実験実

習Ⅰ、臨床教育学実

験実習Ⅰ（心理的ア

セスメント）、教育環

境学実験実習Ⅰの

中で学科目指定の

実験実習Ⅰを１科目

専門教育科目/共通

科目（必修）：

卒業研究

専門教育科目/学科目指定（選択）のうち演習

科目：

教育人間学演習Ⅰ・Ⅱ、人間変容論演習Ⅰ・

Ⅱ、教育工学演習Ⅰ・Ⅱ、教育心理学演習Ⅰ・

Ⅱ、臨床心理学演習Ⅰ、公認心理師の職責、

教育社会学演習Ⅰ・Ⅱ、教育制度学演習Ⅰ・

Ⅱ、生涯教育学演習Ⅰ・Ⅱ、教育文化学演習

専門基礎教育科目（必修）：

統計学A‐Ⅰ・A‐Ⅱ、線形代数学入門

専門教育科目/基礎

科目（選択必修）：

心理学実験

現代社会の課題

現代日本の教育問

題*
共生の理論と実践

アドヴァンスト・セミナー学問への扉

専門教育科目/学科

目指定の実験実習

科目（必修）：

臨床教育学実験実

習Ⅱ、臨床教育学実

験実習Ⅱ（心理演

習）、教育環境学実

験実習Ⅱの中で学

科目指定の実験実

習Ⅱを１科目

専門教育科目/学科

目指定の実験実習

科目（必修）：

臨床教育学実験実

習Ⅲ、臨床教育学実

験実習Ⅲ（心理学研

究法）、教育環境学

実験実習Ⅲの中で

学科目指定の実験

実習Ⅲを１科目

高度教養教育科目

基盤教養教育科目

情報教

育科目

人間科学特殊講義Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

インターンシップ等実習A・B

未来共創フィールド実習Ⅰ・Ⅱ

マルチリンガル教育科目

高度国際性涵養教育科目

専門教育科目/基礎科目（選択）：感情・人格心理学、行動学の考え方など

他学科目の専門教育科目（選択）

専門教育科目/共通科目（選択）



カリキュラムマップ ⼈間科学部 ⼈間科学科 共⽣学科⽬ 学位プログラム︓⼈間科学

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

学習⽬標Ａ
⾃らの思考・判断のプロセスを他者に説明し、伝達する
ための複眼的な知識やそれらを⼗分に伝えることができ
るプレゼンテーション能⼒を持っている。

〇

学習⽬標Ｂ
⼈間と社会の諸側⾯について学際的で幅広い知識を⾝に
つけている。

〇 〇

学習⽬標Ｃ
⾏動学、社会学、教育学、共⽣学のいずれかについて基
本的な知識を体系的に理解している。

〇 〇

学習⽬標Ｄ
⼈間と社会の諸側⾯や課題に関わる専⾨的知識を習得
し、及びそれを⼈間科学的⼿法により分析・考察できる
研究スキルを修得している。

〇 〇

学習⽬標Ｅ
課題解決や科学的探究を具体的に実践できる能⼒を持っ
ている。

〇

学習⽬標Ｆ
実験・調査・フィールドワークなどを通じて、社会や学
術における課題を発⾒する⼒やそれらを解決するための
⽅策や考え⽅などを組み⽴てるデザイン⼒を持つ。

〇 〇

学習⽬標Ｇ
現代社会やそこに⽣きる⼈間に深い関⼼を持ち、現代に
おける学問的・社会的要請に⼈間科学的な視座や⽅法論
から真摯に応えようとする意欲を持っている。

〇

学習⽬標Ｈ
国際的に貢献できる素養の基礎となる外国語⼒を持つ。 〇

学習⽬標Ｉ
異なる⽂化を持つ他者とのコミュニケーションに意欲的
にチャレンジする実践⼒を持っている。

〇

*太字：学科目指定の基礎科目（選択必修）

教養教育系科目
専門教育系科目
国際性涵養教育系科目

3年 4年高
度
な
専
門
性

と
深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

1年 2年

健康・スポーツ教育科目

専門教育科目/基礎

科目（必修）：

人間科学概論
専門教育科目/学科目指定（選択）：

共生の技法Ⅰ・Ⅱ、フィールドワーク論Ⅰ、共生の人間学Ⅰ(障害

者・障害児心理学）・Ⅱ、福祉社会論、共生社会論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、共生

行動論Ⅰ・Ⅱ、共生教育論Ⅰ・Ⅱ、未来共生論Ⅰ・Ⅱ、国際協力学

Ⅰ・Ⅱ、多文化共生学Ⅰ、地域創生論Ⅰ・Ⅱ、コンフリクトと共生

Ⅰ・Ⅱ、グローバル共生論Ⅰ

専門教育科目/基礎

科目（必修）：

行動学概論（心理学

概論）

社会学概論

教育学概論

共生学概論

専門教育科目/共通

科目（必修）：

卒業演習

専門教育科目/学科

目指定の実験実習

科目（必修）：

共生学実験実習Ⅰ

専門教育科目/共通

科目（必修）：

卒業研究

専門教育科目/学科目指定（選択）のうち演

習科目：
共生の人間学演習Ⅰ・Ⅱ、共生社会論演習

Ⅰ・Ⅱ、共生行動論演習Ⅰ・Ⅱ、共生教育論演

習Ⅰ・Ⅱ、国際協力学演習Ⅰ・Ⅱ、多文化共生

学演習Ⅰ、地域創生論演習Ⅰ・Ⅱ、コンフリクト

と共生演習Ⅰ・Ⅱ

専門基礎教育科目（必修）：

統計学A‐Ⅰ・A‐Ⅱ、線形代数学入門

アドヴァンスト・セミナー学問への扉

専門教育科目/学科

目指定の実験実習

科目（必修）：

共生学実験実習Ⅱ

専門教育科目/学科

目指定の実験実習

科目（必修）：

共生学実験実習Ⅲ

高度教養教育科目

基盤教養教育科目

情報教

育科目

専門教育科目/共通科目（選択）

人間科学特殊講義Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

インターンシップ等実習A・B

未来共創フィールド実習Ⅰ・Ⅱ

マルチリンガル教育科目

高度国際性涵養教育科目

他学科目の専門教育科目（選択）

専門教育科目/基礎

科目（選択必修）：

心理学実験

現代社会の課題

現代日本の教育問

題

共生の理論と実践*

専門教育科目/基礎科目（選択）：

共生学の話題、社会学の考え方、社会学の話題など



外国語学部 

 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学の教育⽬標のもと、外国語学部では、「外国の⾔語とそれを基底とする⽂化⼀般につい
て理論と実際にわたって教授研究し、国際的な活動をするために必要な広い知識と⾼い教養を与
え、⾔語を通じて外国に関する深い理解を有する有為な⼈材を養成する」という学部の教育理念
に従って、次のような学識と能⼒を⾝につけた⼈材を養成することを⽬指します。 

 
○⾼度な専⾨性と深い学識 
 専攻⾔語に関する深い知識・技能を有している。 
 専攻⾔語およびそれを基底とする⽂化や社会に関する総合的かつ専⾨的な学識を有し、課

題解決のために活⽤できる。 
 

○教養 
 専攻⾔語地域だけでなく、世界規模での様々な事象に関する幅広い知識を有している。 
 地域研究関連の学問分野の⽅法論を理解し、様々な事象を多⾓的に分析することができる。 

 
○国際性 
 専攻⾔語・専攻⾔語地域に関連する他の⾔語を学び、それを活⽤して複数の社会・⽂化を

理解できる。 
 英語の⾼い運⽤能⼒を⾝につけ、国際的な活動ができる。 
 異⽂化を相対化して理解する態度を培い、⾔語・⽂化の相違を超えて様々な国・地域の⼈

と交流できる。 
 
○デザイン⼒ 
 専攻⾔語地域や世界の諸地域の社会が抱える種々の課題を発⾒し、複合的な視野からその

解決の道筋を構想できる。 
 専攻⾔語地域や世界の諸地域の社会が抱える種々の課題の発⾒・解決のために、様々な地

域の多様な専⾨分野の⼈と協働できる。 
 

外国語学部では、学部教育⽬標を簡潔に表した「⾔語を通して⽂化を学び、⽂化を通して⾔語
を学ぶ」（Culture Through Language, Language Through Culture）と「⾔葉を究めて世界
へはばたく」（Let Language Be Your Wings To The World）をモットーに、⾔語運⽤能⼒の



みならず世界各地の⽂化や社会を幅広く理解する学識を⾝につけた、社会に貢献できる優れた⼈
材の育成に取り組んでいます。 
 
 
 
 
 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のディプロマ・ポリシーのもと、外国語学部では、「外国の⾔語とそれを基底とする
⽂化⼀般について理論と実際にわたって教授研究し、国際的な活動をするために必要な広い知識
と⾼い教養を与え、⾔語を通じて外国に関する深い理解を有する有為な⼈材を養成する」という
学部の教育理念のもとで、所定の期間在学し、⼤阪⼤学外国語学部履修規程に定める所定の単位
を修得した以下の基準を満たす学⽣に、学⼠（⾔語・⽂化）の学位を授与します。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 
 専攻語科⽬で学修した専攻語を⾼度に運⽤できる能⼒を⾝につけている。 

－読む・書く・聴く・話す、という４技能において、各専攻で定められている到達度⽬標に
達している。 

 専攻科⽬等の講義や演習さらに卒業論⽂の執筆を通して、⾔語とそれを基底とする世界各
地の⽂化や社会についての総合的かつ専⾨的な学識を⾝につけている。 

 
○教養 
 専攻科⽬や関連科⽬等の学修を通して、国際的な活動ができるために必要な幅広い知識と

⾼い教養を⾝につけている。 
 
○国際性 
 専攻科⽬や関連科⽬等の学修を通して、異⽂化を相対化して理解し、⾔語・⽂化の相違を

超えて様々な国・地域の⼈と交流できる能⼒を⾝につけている。 
 
○デザイン⼒ 
 専攻科⽬や関連科⽬等の学修を通して、専攻⾔語地域や世界の諸地域の社会が抱える種々

の課題を発⾒し、複合的な視野からその解決の道筋を構想できる能⼒を⾝につけている。 
 専攻科⽬や関連科⽬等の学修を通して、専攻⾔語地域や世界の諸地域の社会が抱える種々

の課題の発⾒・解決のために、様々な地域の多様な専⾨分野の⼈と協働できる能⼒を⾝に
つけている。 

 
 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のカリキュラム・ポリシーのもと、外国語学部では、１・２年次で⾝につけた専攻語と
英語等の⾼度な⾔語運⽤能⼒を基盤として、３・４年次には世界各地の多様な⽂化に関する総合
的かつ専⾨的な知識を⾝につけるようにカリキュラムを構成します。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

学位プログラム「外国語学」では、カリキュラムを 1・2 年次課程と 3・4 年次課程で⼤きく分
けています。1・2 年次課程では、主に全学共通教育機構が提供する「教養教育系科⽬」を学びつ
つ、これと平⾏して「専⾨教育系科⽬」として基盤となる専攻語等の⾼度な⾔語運⽤能⼒を⾝に
つけ、同時に当該⾔語が使⽤される地域に関する概論を学びます。2 年次後半からは、「⾼度教養
教育科⽬」ならびに「国際性涵養教育系科⽬」としての「兼修語学」を学びます。3・4 年次課程
では、「専⾨教育系科⽬」を中⼼に、その⾔語運⽤能⼒を基盤として世界各地の多様な⽂化に関す
る総合的かつ専⾨的な知識を⾝につけることができるようなカリキュラム構成となっています。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 
 専⾨教育では、⾼度な⾔語運⽤能⼒を⾝につけることを⽬標に、体系的な 4 年⼀貫教育を

実施し、1・2 年次課程ではネイティブスピーカーの授業を含む少⼈数クラスの専攻語科⽬
を必修とします。これは外国語学部での学びの基盤となるものです。実習形式で「読む・書
く・聴く・話す」の 4 技能をしっかりとマスターします。⇒⾼度な専⾨性と深い学識＋国際
性 

 専⾨教育の 1・2 年次課程においては、各年次 5 科⽬ 10 単位の修得を進級の要件とします。
また、専攻語科⽬では、語学教育をより充実させ、社会的にも客観的で透明性のある教育内
容にすることを⽬標に、「読む・書く・聴く・話す」の 4 技能について到達度⽬標を専攻・
年次ごとに定め、それを個々の授業のシラバスに反映させます。⇒⾼度な専⾨性と深い学識
＋国際性 

 専⾨教育の 2 年次課程においては、世界各地の⾔語・⽂学・⽂化・社会等に関する総合的か
つ専⾨知識の基礎となる概説科⽬を開設します。主に講義形式で⾏います。⇒⾼度な専⾨性
と深い学識＋国際性＋デザイン⼒ 

 専⾨教育の 3・4 年次課程においては、より⾼度な専攻語科⽬を配置します。これらは主に
演習形式で⾏います。また、世界各地の⾔語・⽂学・⽂化・社会等に関する総合的かつ専⾨
知識を深めるために、多様な専攻科⽬（講義・演習）を開設します。⇒⾼度な専⾨性と深い
学識＋国際性 

 2〜4 年次課程においては、幅広い知識と⾼い教養を⾝につけるために、学部共通科⽬等の
関連科⽬を提供します。⇒教養＋国際性 

 4 年次課程では、4 年間の⾔語学習及び⾔語を基底とする世界各地の⽂化・社会についての



総合的かつ専⾨的な学識を⾝につけた成果として、卒業論⽂を執筆・提出することを必修と
します。⇒⾼度な専⾨性と深い学識＋デザイン⼒ 

 1 年次課程の全学共通教育では、「学問への扉」、「基盤教養教育科⽬」、「情報教育科⽬」、
「専⾨基礎科⽬」、「健康・スポーツ教育科⽬」等を履修します。⇒教養 

 国際性涵養教育科⽬としての「総合英語」では、「読む・書く・聴く・話す」の 4 技能をし
っかりマスターできるように、対⾯授業を⾏います。また、「実践英語」では e-learning に
より英語運⽤能⼒のスキルアップができるプログラムを⽤意しています。⇒国際性 

 2 年次以降の課程では、英語をはじめとする外国語学部独⾃の多彩な「兼修語学科⽬」及び
「研究外国語科⽬」を開設します。これらの科⽬は演習・実習形式で⾏われます。⇒国際性 
 

＜学修成果の評価⽅法＞ 
学修の成果は、どのような性質の科⽬であるかによって評価の⽅法が異なります。具体的に

は下記のような評価⽅法を⽤います。 
 実習科⽬︓⼩テスト、毎週の課題、定期試験等の客観的指標を⽤いて評価します。 
 講義・演習科⽬︓レポート提出、プレゼンテーション実施、定期試験等によって評価します。 

いずれの形式の授業であっても、各授業のシラバスに明記された学習⽬標を達成できている
かどうかについて複数の観点から総合的に評価します。 

 



外国語学部 
学位プログラム︓ 外国語学 
授与する学位︓ 学⼠（⾔語・⽂化学） 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および外国語学部の教育⽬標のもと外国語学の学位プログラムでは、「外国の⾔語と
それを基底とする⽂化⼀般について理論と実際にわたって教授研究し、国際的な活動をするため
に必要な広い知識と⾼い教養を与え、⾔語を通じて外国に関する深い理解を有する有為な⼈材を
養成する」という学部の教育理念に従って、次のような学識と能⼒を⾝につけた⼈材の養成を⽬
標としています。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

・専攻⾔語に関する深い知識・技能を有している。 
・専攻⾔語およびそれを基底とする⽂化や社会に関する総合的かつ専⾨的な学識を課題解決の
ために活⽤できる。 
 

○教養 
・専攻⾔語地域だけでなく、世界規模での様々な事象に関する幅広い知識を有している。 
・地域研究関連の学問分野の⽅法論を理解し、様々な事象を多⾓的に分析することができる。 
 

○国際性 
・専攻⾔語・専攻⾔語地域に関連する他の⾔語を学び、それを活⽤して複数の社会・⽂化を理
解できる。 
・英語の⾼い運⽤能⼒を⾝につけ、国際的な活動ができる。 
・異⽂化を相対化して理解する態度を培い、⾔語・⽂化の相違を超えて様々な国・地域の⼈と
交流できる。 
 

○デザイン⼒ 
・専攻⾔語地域や世界の諸地域の社会が抱える種々の課題を発⾒し、複合的な視野からその解
決の道筋を構想できる。 
・専攻⾔語地域や世界の諸地域の社会が抱える種々の課題の発⾒・解決のために、様々な地域
の多様な専⾨分野の⼈と協働できる。 
 
外国語学部では、学部教育⽬標を簡潔に表した「⾔語を通して⽂化を学び、⽂化を通して⾔語

を学ぶ」（Culture Through Language, Language Through Culture）と「⾔葉を究めて世界
へはばたく」（Let Language Be Your Wings To The World）をモットーに、⾔語運⽤能⼒の



みならず世界各地の⽂化や社会を幅広く理解する学識を⾝につけた、社会に貢献できる優れた⼈
材の育成に取り組んでいます。 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および外国語学部のディプロマ・ポリシーのもと、「外国の⾔語とそれを基底とする
⽂化⼀般について理論と実際にわたって教授研究し、国際的な活動をするために必要な広い知識
と⾼い教養を与え、⾔語を通じて外国に関する深い理解を有する有為な⼈材を養成する」という
学部の教育理念に従って所定の期間在学し、⼤阪⼤学外国語学部履修規程に定める所定の単位を
修得した以下の基準を満たす学⽣に、学⼠（⾔語・⽂化学）の学位を授与します。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

・専攻語科⽬で学修した専攻語を⾼度に運⽤できる能⼒を⾝につけている。 
  －読む・書く・聴く・話す、という４技能において、各専攻で定められている到達度⽬標に

達している。 
・専攻科⽬等の講義や演習さらに卒業論⽂の執筆を通して、⾔語とそれを基底とする世界各地
の⽂化や社会についての総合的かつ専⾨的な学識を⾝につけている。 

 
○教養 

・専攻科⽬や関連科⽬等の学修を通して、国際的な活動ができるために必要な幅広い知識と⾼
い教養を⾝につけている。 

 
○国際性 

・専攻科⽬や関連科⽬等の学修を通して、異⽂化を相対化して理解し、⾔語・⽂化の相違を超
えて様々な国・地域の⼈と交流できる能⼒を⾝につけている。 

 
○デザイン⼒ 

・専攻科⽬や関連科⽬等の学修を通して、専攻⾔語地域や世界の諸地域の社会が抱える種々の
課題を発⾒し、複合的な視野からその解決の道筋を構想できる能⼒を⾝につけている。 
・専攻科⽬や関連科⽬等の学修を通して、専攻⾔語地域や世界の諸地域の社会が抱える種々の
課題の発⾒・解決のために、様々な地域の多様な専⾨分野の⼈と協働できる能⼒を⾝につけて
いる。 

 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および外国語学部のカリキュラム・ポリシーのもと、１・２年次で⾝につけた専攻語
と英語等の⾼度な⾔語運⽤能⼒を基盤として、３・４年次には世界各地の多様な⽂化に関する総
合的かつ専⾨的な知識を⾝につけるようにカリキュラムを構成します。 

 
＜教育課程の編成の考え⽅＞ 

学位プログラム「外国語学」では、カリキュラムを 1・2 年次課程と 3・4 年次課程で⼤きく
分けています。1・2 年次課程では、主に全学共通教育機構が提供する 「教養教育系科⽬」を学
びつつ、これと平⾏して「専⾨教育系科⽬」として基盤となる専攻語等の⾼度な⾔語運⽤能⼒を
⾝につけ、同時に当該⾔語が使⽤される地域に関する概論を学びます。2 年次後半からは、「⾼
度教養教育科⽬」ならびに「国際性涵養教育系科⽬」としての「兼修語学」を学びます。3・4 年
次課程では、「専⾨教育系科⽬」を中⼼に、 その⾔語運⽤能⼒を基盤として世界各地の多様な⽂
化に関する総合的かつ専⾨的な知識を⾝につけることができるようなカリキュラム構成となっ
ています。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 
・専⾨教育では、⾼度な⾔語運⽤能⼒を⾝につけることを⽬標に、体系的な 4 年⼀貫教育を実
施し、1・2 年次課程ではネイティブスピーカーの授業を含む少⼈数クラスの専攻語科⽬を必修
とします。これは外国語学部での学びの基盤となるものです。実習形式で「読む・書く・聴く・
話す」の 4 技能をしっかりとマスターします。 
・専⾨教育の 1・2 年次課程においては、各年次 5 科⽬ 10 単位の修得を進級の要件とします。
また、専攻語科⽬では、語学教育をより充実させ、社会的にも客観的で透明性のある教育内容に
することを⽬標に、「読む・書く・聴く・話す」の 4 技能について到達度⽬標を専攻・年次ごと
に定め、それを個々の授業のシラバスに反映させます。 
・専⾨教育の 2 年次課程においては、世界各地の⾔語・⽂学・⽂化・社会等に関する総合的かつ
専⾨知識の基礎となる概説科⽬を開設します。主に講義形式で⾏います。 
・専⾨教育の 3・4 年次課程においては、より⾼度な専攻語科⽬を配置します。これらは主に演
習形式で⾏います。また、世界各地の⾔語・⽂学・⽂化・社会等に関する総合的かつ専⾨知識を
深めるために、多様な専攻科⽬（講義・演習）を開設します。 
・2〜4 年次課程においては、幅広い知識と⾼い教養を⾝につけるために、学部共通科⽬等の関
連科⽬を提供します。 
・4 年次課程では、4 年間の⾔語学習及び⾔語を基底とする世界各地の⽂化・社会についての総
合的かつ専⾨的な学識を⾝につけた成果として、卒業論⽂を執筆・提出することを必修とします。 
・1 年次課程の全学共通教育では、「学問への扉」、「基盤教養教育科⽬」、「情報教育科⽬」、「専
⾨基礎科⽬」、「健康・スポーツ教育科⽬」等を履修します。 



・国際性涵養教育科⽬としての「総合英語」では、「読む・書く・聴く・話す」の 4 技能をしっ
かりマスターできるように、対⾯授業を⾏います。また、「実践英語」では e-learning により英
語運⽤能⼒のスキルアップができるプログラムを⽤意しています。 
・2 年次以降の課程では、英語をはじめとする外国語学部独⾃の多彩な「兼修語学科⽬」及び「研
究外国語科⽬」を開設します。これらの科⽬は演習・実習形式で⾏われます。 
 

＜学修成果の評価⽅法＞ 
学修の成果は、どのような性質の科⽬であるかによって評価の⽅法が異なります。具体的には

下記のような評価⽅法を⽤います。 
・実習科⽬︓⼩テスト、毎週の課題 、定期試験等の客観的指標を⽤いて評価します。 
・講義・演習科⽬︓レポート提出、プレゼンテーション実施、定期試験等によって評価します。 
いずれの形式の授業であっても、 各授業のシラバスに明記された学習⽬標を達成できているか

どうかについて複数の観点から総合的に評価します。 



カリキュラムマップ　＜中国語＞

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

専攻語科目で学修した専攻語
を高度に運用できる能力を身
につけている。
－聞く・読む・話す・書く、
という４技能において、各専
攻で定められている到達度目
標に達している。

○ ○ ○

専攻科目等の講義や演習さら
に卒業論文の執筆を通して、
言語とそれを基底とする世界
各地の文化や社会についての
総合的かつ専門的な学識を身
につけている。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題を発見し、複合的
な視野からその解決の道筋を
構想できる能力を身につけて
いる。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題の発見・解決のた
めに、様々な地域の多様な専
門分野の人と協働できる能力
を身につけている

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、異文化を相対化し
て理解し、言語・文化の相違
を超えて様々な国・地域の人
と交流できる能力を身につけ
ている。

○ ○

【色分けの説明】

・専攻語（1年実習）の色である薄いピンク色が共通教育科目（情報教育、健康スポーツ、学問への扉、アドヴァンスト・セミナー、基盤教養）を除くすべての科目のベースの色にもなっていますが、        

これは、「言語を基底とした地域研究を行う」ことを標榜している外国語学部において、全ての学問の基礎になっているのが1年次の専攻語実習であることを意味しています。

・卒業論文は4年次での1年間を費やして仕上げます。専攻語科目および専攻科目講義・演習で学んできたことの集大成であることから、全てにまたがった形で図示しています。

・専攻語（1年実習）→専攻語（2年実習）→専攻語（演習）になるにつれてピンク色が濃くなっていますが、これは難易度が上がることを示しています。

・専攻科目講義→専攻科目講義・演習になるにつれて緑色が濃くなっていますが、これはそれぞれの分野での学びがより深くなることを示しています。

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、国際的な活動がで
きるために必要な幅広い知識
と高い教養を身につけてい
る。

○

1年 2年 3年 4年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

方法論科目：言語学概論、文化概論、文学概論等（全20科目）

地域系科目：中国研究概論、モンゴル社会文化概論、東南アジア社会文化概論等（全127科目）

特設科目：異文化理解演習、多言語共生社会演習、現代ジャーナリズム論等（全9科目）

高度教養教育科目：東アジア言語文化概論、朝鮮社会文化概論、現代アラブ地域概論等（全69科目）

アドヴァンスト・セミナー学問への扉

情報教育科目

基盤教養教育科目

健康スポーツ教育科目

国際性涵養教育科目

専攻科目講義 専攻科目講義／演習

教育目標

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
学
習
目
標

第１外国語（総合英語）

兼修語学：朝鮮語、アラビア語、スワヒリ語、ドイツ語、英語、フランス語、イタリア語、スペイン語、ポルトガル語

研究外国語：満州語、アイヌ語、ウィグル語、ソグド語、古典チベット語、現代チベット語、カレン語、オセアニア諸語、シャン語、モン＝クメール

語、サンスクリット語、パーリ語、ベンガル語、ヘブライ語、アラム語、シリア語、マルタ語、カザフ語、東・南アフリカ諸語、西アフリカ諸語、バン

トゥ諸語、ポーランド語、古代教会スラブ語、ウクライナ語、リトアニア語、チェコ語、ブルガリア語、オランダ語、ガリシア語、バスク語、カタルニ

ア語、ラテン語、エスペラント語

専攻語科目演習

中国語1
中国語2
中国語3
中国語4
中国語5

専攻語科目

1年実習

中国語11 中国語16
中国語12 中国語17
中国語13 中国語18
中国語14 中国語19
中国語15

東アジア言語文化概論

中国研究概論

中国語Ⅰ 中国語Ⅵ 中国語Ⅹ１

中国語Ⅱ 中国語Ⅶ 中国語ⅩⅡ

中国語Ⅲ 中国語Ⅷ 中国語ⅩⅢ

中国語Ⅳ 中国語Ⅸ 中国語ⅩⅣ

中国語Ⅴ 中国語Ⅹ

中国語学講義Ⅰ～Ⅱ

中国文学講義Ⅰ～Ⅱ

地域秩序論

中国語学演習Ⅰ～Ⅲ

中国文化演習Ⅰ～Ⅱ

中国社会演習

中国語学特別演習Ⅰ～Ⅲ

中国文学特別演習Ⅰ～Ⅱ

専攻語科目

2年実習

卒業論文



カリキュラムマップ　＜朝鮮語＞

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

専攻語科目で学修した専攻語
を高度に運用できる能力を身
につけている。
－聞く・読む・話す・書く、
という４技能において、各専
攻で定められている到達度目
標に達している。

○ ○ ○

専攻科目等の講義や演習さら
に卒業論文の執筆を通して、
言語とそれを基底とする世界
各地の文化や社会についての
総合的かつ専門的な学識を身
につけている。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題を発見し、複合的
な視野からその解決の道筋を
構想できる能力を身につけて
いる。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題の発見・解決のた
めに、様々な地域の多様な専
門分野の人と協働できる能力
を身につけている

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、異文化を相対化し
て理解し、言語・文化の相違
を超えて様々な国・地域の人
と交流できる能力を身につけ
ている。

○ ○

【色分けの説明】

・専攻語（1年実習）の色である薄いピンク色が共通教育科目（情報教育、健康スポーツ、学問への扉、アドヴァンスト・セミナー、基盤教養）を除くすべての科目のベースの色にもなっていますが、        

これは、「言語を基底とした地域研究を行う」ことを標榜している外国語学部において、全ての学問の基礎になっているのが1年次の専攻語実習であることを意味しています。

1年 2年 3年 4年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

・卒業論文は4年次での1年間を費やして仕上げます。専攻語科目および専攻科目講義・演習で学んできたことの集大成であることから、全てにまたがった形で図示しています。

・専攻語（1年実習）→専攻語（2年実習）→専攻語（演習）になるにつれてピンク色が濃くなっていますが、これは難易度が上がることを示しています。

・専攻科目講義→専攻科目講義・演習になるにつれて緑色が濃くなっていますが、これはそれぞれの分野での学びがより深くなることを示しています。

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、国際的な活動がで
きるために必要な幅広い知識
と高い教養を身につけてい
る。

○ 方法論科目：言語学概論、文化概論、文学概論等（全20科目）

地域系科目：中国研究概論、モンゴル社会文化概論、東南アジア社会文化概論等（全128科目）

特設科目：異文化理解演習、多言語共生社会演習、現代ジャーナリズム論等（全9科目）

高度教養教育科目：東アジア言語文化概論、東南アジア文化概論、現代アラブ地域概論等（全68科目）

アドヴァンスト・セミナー学問への扉

基盤教養教育科目

健康スポーツ教育科目

国際性涵養教育科目

専攻科目講義 専攻科目講義／演習

教育目標

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
学
習
目
標

第１外国語（総合英語）

兼修語学：中国語、アラビア語、スワヒリ語、ドイツ語、英語、フランス語、イタリア語、スペイン語、ポルトガル語

研究外国語：満州語、アイヌ語、ウィグル語、ソグド語、古典チベット語、現代チベット語、カレン語、オセアニア諸語、シャン語、モン＝クメール

語、サンスクリット語、パーリ語、ベンガル語、ヘブライ語、アラム語、シリア語、マルタ語、カザフ語、東・南アフリカ諸語、西アフリカ諸語、バン

トゥ諸語、ポーランド語、古代教会スラブ語、ウクライナ語、リトアニア語、チェコ語、ブルガリア語、オランダ語、ガリシア語、バスク語、カタルニ

ア語、ラテン語、エスペラント語

専攻語科目演習

朝鮮語1
朝鮮語2
朝鮮語3
朝鮮語4
朝鮮語5

専攻語科目

1年実習

朝鮮語11
朝鮮語12
朝鮮語13
朝鮮語14
朝鮮語15

朝鮮社会文化概論

朝鮮言語文化概論

朝鮮語Ⅰ

朝鮮語Ⅱ

朝鮮語Ⅲ

朝鮮語Ⅳ

朝鮮語学講義

朝鮮文学講義

朝鮮文化講義

朝鮮語学演習Ⅰ～Ⅳ

朝鮮文学演習

朝鮮文化演習Ⅰ～Ⅵ

専攻語科目

2年実習

卒業論文

情報教育科目



カリキュラムマップ　＜モンゴル語＞

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

専攻語科目で学修した専攻語
を高度に運用できる能力を身
につけている。
－聞く・読む・話す・書く、
という４技能において、各専
攻で定められている到達度目
標に達している。

○ ○ ○

専攻科目等の講義や演習さら
に卒業論文の執筆を通して、
言語とそれを基底とする世界
各地の文化や社会についての
総合的かつ専門的な学識を身
につけている。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題を発見し、複合的
な視野からその解決の道筋を
構想できる能力を身につけて
いる。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題の発見・解決のた
めに、様々な地域の多様な専
門分野の人と協働できる能力
を身につけている

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、異文化を相対化し
て理解し、言語・文化の相違
を超えて様々な国・地域の人
と交流できる能力を身につけ
ている。

○ ○

【色分けの説明】

・専攻語（1年実習）の色である薄いピンク色が共通教育科目（情報教育、健康スポーツ、学問への扉、アドヴァンスト・セミナー、基盤教養）を除くすべての科目のベースの色にもなっていますが、        

これは、「言語を基底とした地域研究を行う」ことを標榜している外国語学部において、全ての学問の基礎になっているのが1年次の専攻語実習であることを意味しています。

3年 4年
高
度
な
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と

深
い
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・専攻語（1年実習）→専攻語（2年実習）→専攻語（演習）になるにつれてピンク色が濃くなっていますが、これは難易度が上がることを示しています。

・専攻科目講義→専攻科目講義・演習になるにつれて緑色が濃くなっていますが、これはそれぞれの分野での学びがより深くなることを示しています。

・卒業論文は4年次での1年間を費やして仕上げます。専攻語科目および専攻科目講義・演習で学んできたことの集大成であることから、全てにまたがった形で図示しています。

1年 2年

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、国際的な活動がで
きるために必要な幅広い知識
と高い教養を身につけてい
る。

○ 方法論科目：言語学概論、文化概論、文学概論等（全20科目）

地域系科目：中国研究概論、、東南アジア言語概論、東南アジア社会文化概論等（全104科目）

特設科目：異文化理解演習、多言語共生社会演習、現代ジャーナリズム論等（全9科目）

高度教養教育科目：東アジア言語文化概論、朝鮮社会文化概論、現代アラブ地域概論等（全69科目）

アドヴァンスト・セミナー学問への扉

情報教育科目

基盤教養教育科目

健康スポーツ教育科目

国際性涵養教育科目

専攻科目講義 専攻科目講義／演習

教育目標

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
学
習
目
標

第１外国語（総合英語）

兼修語学：中国語、朝鮮語、アラビア語、スワヒリ語、ドイツ語、英語、フランス語、イタリア語、スペイン語、ポルトガル語

研究外国語：満州語、アイヌ語、ウィグル語、ソグド語、古典チベット語、現代チベット語、カレン語、オセアニア諸語、シャン語、モン＝クメール

語、サンスクリット語、パーリ語、ベンガル語、ヘブライ語、アラム語、シリア語、マルタ語、カザフ語、東・南アフリカ諸語、西アフリカ諸語、バン

トゥ諸語、ポーランド語、古代教会スラブ語、ウクライナ語、リトアニア語、チェコ語、ブルガリア語、オランダ語、ガリシア語、バスク語、カタルニ

ア語、ラテン語、エスペラント語

専攻語科目演習
モンゴル語1
モンゴル語2
モンゴル語3
モンゴル語4
モンゴル語5

専攻語科目

1年実習

モンゴル社会文化概論

アルタイ諸語概論

モンゴル語Ⅰ モンゴル語Ⅳ

モンゴル語Ⅱ モンゴル語Ⅴ

モンゴル語Ⅲ

モンゴル語学講義Ⅰ～Ⅱ

モンゴル文学講義Ⅰ～Ⅱ

モンゴル社会講義

モンゴル遊牧地域講義

中央アジア史講義

モンゴル語学演習Ⅰ～Ⅱ

モンゴル文学演習Ⅰ～Ⅲ

モンゴル社会演習Ⅰ～Ⅱ

モンゴルフィールドワーク演習

モンゴル語11
モンゴル語12
モンゴル語13
モンゴル語14
モンゴル語15

専攻語科目

2年実習

卒業論文



カリキュラムマップ　＜インドネシア語＞

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

専攻語科目で学修した専攻語
を高度に運用できる能力を身
につけている。
－聞く・読む・話す・書く、
という４技能において、各専
攻で定められている到達度目
標に達している。

○ ○ ○

専攻科目等の講義や演習さら
に卒業論文の執筆を通して、
言語とそれを基底とする世界
各地の文化や社会についての
総合的かつ専門的な学識を身
につけている。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題を発見し、複合的
な視野からその解決の道筋を
構想できる能力を身につけて
いる。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題の発見・解決のた
めに、様々な地域の多様な専
門分野の人と協働できる能力
を身につけている

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、異文化を相対化し
て理解し、言語・文化の相違
を超えて様々な国・地域の人
と交流できる能力を身につけ
ている。

○ ○

【色分けの説明】

・専攻語（1年実習）の色である薄いピンク色が共通教育科目（情報教育、健康スポーツ、学問への扉、アドヴァンスト・セミナー、基盤教養）を除くすべての科目のベースの色にもなっていますが、        

これは、「言語を基底とした地域研究を行う」ことを標榜している外国語学部において、全ての学問の基礎になっているのが1年次の専攻語実習であることを意味しています。

○

・卒業論文は4年次での1年間を費やして仕上げます。専攻語科目および専攻科目講義・演習で学んできたことの集大成であることから、全てにまたがった形で図示しています。

3年

・専攻語（1年実習）→専攻語（2年実習）→専攻語（演習）になるにつれてピンク色が濃くなっていますが、これは難易度が上がることを示しています。

・専攻科目講義→専攻科目講義・演習になるにつれて緑色が濃くなっていますが、これはそれぞれの分野での学びがより深くなることを示しています。

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、国際的な活動がで
きるために必要な幅広い知識
と高い教養を身につけてい
る。

4年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

1年 2年

方法論科目：言語学概論、文化概論、文学概論等（全20科目）

地域系科目：中国研究概論、モンゴル社会文化概論、南アジア文化概論等（全118科目）

特設科目：異文化理解演習、多言語共生社会演習、現代ジャーナリズム論等（全9科目）

高度教養教育科目：東アジア言語文化概論、朝鮮社会文化概論、現代アラブ地域概論等（全61科目）

アドヴァンスト・セミナー学問への扉

情報教育科目

基盤教養教育科目

健康スポーツ教育科目

国際性涵養教育科目

専攻科目講義 専攻科目講義／演習

教育目標

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
学
習
目
標

第１外国語（総合英語）

兼修語学：中国語、朝鮮語、アラビア語、スワヒリ語、ドイツ語、英語、フランス語、イタリア語、スペイン語、ポルトガル語

研究外国語：満州語、アイヌ語、ウィグル語、ソグド語、古典チベット語、現代チベット語、カレン語、オセアニア諸語、シャン語、モン＝クメール

語、サンスクリット語、パーリ語、ベンガル語、ヘブライ語、アラム語、シリア語、マルタ語、カザフ語、東・南アフリカ諸語、西アフリカ諸語、バン

トゥ諸語、ポーランド語、古代教会スラブ語、ウクライナ語、リトアニア語、チェコ語、ブルガリア語、オランダ語、ガリシア語、バスク語、カタルニ

ア語、ラテン語、エスペラント語

専攻語科目演習

インドネシア語1
インドネシア語2
インドネシア語3
インドネシア語4
インドネシア語5

専攻語科目

1年実習

東南アジア言語概論

東南アジア社会文化概論

東南アジア地域研究概論

東南アジア歴史概論

オセアニア文化概論

東南アジア社会概論

東南アジア文化概論

インドネシア文化概論

東南アジア社会文化演習Ⅰ

インドネシア語Ⅰ

インドネシア語Ⅱ

インドネシア語Ⅲ

インドネシア語Ⅳ

インドネシア語学講義Ⅰ～Ⅱ

インドネシア文化講義Ⅰ～Ⅴ

オセアニア言語講義

東南アジア社会文化演習Ⅱ

インドネシア語学演習Ⅰ

インドネシア文化演習Ⅰ～Ⅱ

インドネシア語11
インドネシア語12
インドネシア語13
インドネシア語14
インドネシア語15

専攻語科目

2年実習

卒業論文



カリキュラムマップ　＜フィリピン語＞

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

専攻語科目で学修した専攻語
を高度に運用できる能力を身
につけている。
－聞く・読む・話す・書く、
という４技能において、各専
攻で定められている到達度目
標に達している。

○ ○ ○

専攻科目等の講義や演習さら
に卒業論文の執筆を通して、
言語とそれを基底とする世界
各地の文化や社会についての
総合的かつ専門的な学識を身
につけている。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題を発見し、複合的
な視野からその解決の道筋を
構想できる能力を身につけて
いる。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題の発見・解決のた
めに、様々な地域の多様な専
門分野の人と協働できる能力
を身につけている

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、異文化を相対化し
て理解し、言語・文化の相違
を超えて様々な国・地域の人
と交流できる能力を身につけ
ている。

○ ○

【色分けの説明】

・専攻語（1年実習）の色である薄いピンク色が共通教育科目（情報教育、健康スポーツ、学問への扉、アドヴァンスト・セミナー、基盤教養）を除くすべての科目のベースの色にもなっていますが、        

これは、「言語を基底とした地域研究を行う」ことを標榜している外国語学部において、全ての学問の基礎になっているのが1年次の専攻語実習であることを意味しています。

1年 2年 3年 4年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

・専攻語（1年実習）→専攻語（2年実習）→専攻語（演習）になるにつれてピンク色が濃くなっていますが、これは難易度が上がることを示しています。

・専攻科目講義→専攻科目講義・演習になるにつれて緑色が濃くなっていますが、これはそれぞれの分野での学びがより深くなることを示しています。

・卒業論文は4年次での1年間を費やして仕上げます。専攻語科目および専攻科目講義・演習で学んできたことの集大成であることから、全てにまたがった形で図示しています。

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、国際的な活動がで
きるために必要な幅広い知識
と高い教養を身につけてい
る。

○ 方法論科目：言語学概論、文化概論、文学概論等（全20科目）

地域系科目：中国研究概論、モンゴル社会文化概論、南アジア文化概論等（全118科目）

特設科目：異文化理解演習、多言語共生社会演習、現代ジャーナリズム論等（全9科目）

高度教養教育科目：東アジア言語文化概論、朝鮮社会文化概論、現代アラブ地域概論等（全61科目）

アドヴァンスト・セミナー学問への扉

情報教育科目

基盤教養教育科目

健康スポーツ教育科目

国際性涵養教育科目

専攻科目講義
専攻科目講義／演習

教育目標

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
学
習
目
標

第１外国語（総合英語）

兼修語学：中国語、朝鮮語、アラビア語、スワヒリ語、ドイツ語、英語、フランス語、イタリア語、スペイン語、ポルトガル語

研究外国語：満州語、アイヌ語、ウィグル語、ソグド語、古典チベット語、現代チベット語、カレン語、オセアニア諸語、シャン語、モン＝クメール

語、サンスクリット語、パーリ語、ベンガル語、ヘブライ語、アラム語、シリア語、マルタ語、カザフ語、東・南アフリカ諸語、西アフリカ諸語、バン

トゥ諸語、ポーランド語、古代教会スラブ語、ウクライナ語、リトアニア語、チェコ語、ブルガリア語、オランダ語、ガリシア語、バスク語、カタルニ

ア語、ラテン語、エスペラント語

専攻語科目演習

フィリピン語1
フィリピン語2
フィリピン語3
フィリピン語4
フィリピン語5

専攻語科目

1年実習

フィリピン語11
フィリピン語12
フィリピン語13
フィリピン語14
フィリピン語15

東南アジア言語概論

東南アジア社会文化概論

東南アジア地域研究概論

東南アジア歴史概論

オセアニア文化概論

東南アジア社会概論

東南アジア文化概論

フィリピン言語演習

東南アジア社会文化演習Ⅰ

フィリピン語Ⅰ

フィリピン語Ⅱ

フィリピン語Ⅲ

フィリピン語Ⅳ

オセアニア言語講義

フィリピン言語講義Ⅰ～Ⅳ

フィリピン文学講義

フィリピン言語特別演習Ⅰ～

Ⅱ

フィリピン社会演習Ⅰ

東南アジア社会文化演習Ⅱ

専攻語科目

2年実習

卒業論文



カリキュラムマップ　＜タイ語＞

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

専攻語科目で学修した専攻語
を高度に運用できる能力を身
につけている。
－聞く・読む・話す・書く、
という４技能において、各専
攻で定められている到達度目
標に達している。

○ ○ ○

専攻科目等の講義や演習さら
に卒業論文の執筆を通して、
言語とそれを基底とする世界
各地の文化や社会についての
総合的かつ専門的な学識を身
につけている。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題を発見し、複合的
な視野からその解決の道筋を
構想できる能力を身につけて
いる。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題の発見・解決のた
めに、様々な地域の多様な専
門分野の人と協働できる能力
を身につけている

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、異文化を相対化し
て理解し、言語・文化の相違
を超えて様々な国・地域の人
と交流できる能力を身につけ
ている。

○ ○

【色分けの説明】

・専攻語（1年実習）の色である薄いピンク色が共通教育科目（情報教育、健康スポーツ、学問への扉、アドヴァンスト・セミナー、基盤教養）を除くすべての科目のベースの色にもなっていますが、        

これは、「言語を基底とした地域研究を行う」ことを標榜している外国語学部において、全ての学問の基礎になっているのが1年次の専攻語実習であることを意味しています。

○

・卒業論文は4年次での1年間を費やして仕上げます。専攻語科目および専攻科目講義・演習で学んできたことの集大成であることから、全てにまたがった形で図示しています。

3年

・専攻語（1年実習）→専攻語（2年実習）→専攻語（演習）になるにつれてピンク色が濃くなっていますが、これは難易度が上がることを示しています。

・専攻科目講義→専攻科目講義・演習になるにつれて緑色が濃くなっていますが、これはそれぞれの分野での学びがより深くなることを示しています。

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、国際的な活動がで
きるために必要な幅広い知識
と高い教養を身につけてい
る。

4年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

1年 2年

方法論科目：言語学概論、文化概論、文学概論等（全20科目）

地域系科目：中国研究概論、モンゴル社会文化概論、南アジア文化概論等（全118科目）

特設科目：異文化理解演習、多言語共生社会演習、現代ジャーナリズム論等（全9科目）

高度教養教育科目：東アジア言語文化概論、朝鮮社会文化概論、現代アラブ地域概論等（全61科目）

アドヴァンスト・セミナー学問への扉

情報教育科目

基盤教養教育科目

健康スポーツ教育科目

国際性涵養教育科目

専攻科目講義

専攻科目講義／演習

教育目標

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
学
習
目
標

第１外国語（総合英語）

兼修語学：中国語、朝鮮語、アラビア語、スワヒリ語、ドイツ語、英語、フランス語、イタリア語、スペイン語、ポルトガル語

研究外国語：満州語、アイヌ語、ウィグル語、ソグド語、古典チベット語、現代チベット語、カレン語、オセアニア諸語、シャン語、モン＝クメール

語、サンスクリット語、パーリ語、ベンガル語、ヘブライ語、アラム語、シリア語、マルタ語、カザフ語、東・南アフリカ諸語、西アフリカ諸語、バン

トゥ諸語、ポーランド語、古代教会スラブ語、ウクライナ語、リトアニア語、チェコ語、ブルガリア語、オランダ語、ガリシア語、バスク語、カタルニ

ア語、ラテン語、エスペラント語

専攻語科目演習

タイ語1
タイ語2
タイ語3
タイ語4
タイ語5

専攻語科目

1年実習

タイ語11
タイ語12
タイ語13
タイ語14
タイ語15

東南アジア言語概論

東南アジア社会文化概論

東南アジア地域研究概論

東南アジア歴史概論

オセアニア文化概論

東南アジア社会概論

東南アジア文化概論

東南アジア社会文化演習Ⅰ

タイ語Ⅰ

タイ語Ⅱ

タイ語Ⅲ

タイ語Ⅳ

タイ語Ⅴ

オセアニア言語講義

タイ語学講義

タイ文学講義

タイ文化講義

タイ社会講義

東南アジア言語講義

東南アジア社会文化演習Ⅱ

タイ語学演習

タイ文学演習

タイ文化演習

タイ社会演習

専攻語科目

2年実習

卒業論文



カリキュラムマップ　＜ベトナム語＞

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

専攻語科目で学修した専攻語
を高度に運用できる能力を身
につけている。
－聞く・読む・話す・書く、
という４技能において、各専
攻で定められている到達度目
標に達している。

○ ○ ○

専攻科目等の講義や演習さら
に卒業論文の執筆を通して、
言語とそれを基底とする世界
各地の文化や社会についての
総合的かつ専門的な学識を身
につけている。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題を発見し、複合的
な視野からその解決の道筋を
構想できる能力を身につけて
いる。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題の発見・解決のた
めに、様々な地域の多様な専
門分野の人と協働できる能力
を身につけている

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、異文化を相対化し
て理解し、言語・文化の相違
を超えて様々な国・地域の人
と交流できる能力を身につけ
ている。

○ ○

【色分けの説明】

・専攻語（1年実習）の色である薄いピンク色が共通教育科目（情報教育、健康スポーツ、学問への扉、アドヴァンスト・セミナー、基盤教養）を除くすべての科目のベースの色にもなっていますが、        

これは、「言語を基底とした地域研究を行う」ことを標榜している外国語学部において、全ての学問の基礎になっているのが1年次の専攻語実習であることを意味しています。

・卒業論文は4年次での1年間を費やして仕上げます。専攻語科目および専攻科目講義・演習で学んできたことの集大成であることから、全てにまたがった形で図示しています。

・専攻語（1年実習）→専攻語（2年実習）→専攻語（演習）になるにつれてピンク色が濃くなっていますが、これは難易度が上がることを示しています。

・専攻科目講義→専攻科目講義・演習になるにつれて緑色が濃くなっていますが、これはそれぞれの分野での学びがより深くなることを示しています。

1年 2年

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、国際的な活動がで
きるために必要な幅広い知識
と高い教養を身につけてい
る。

○

3年 4年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

方法論科目：言語学概論、文化概論、文学概論等（全20科目）

地域系科目：中国研究概論、モンゴル社会文化概論、南アジア文化概論等（全118科目）

特設科目：異文化理解演習、多言語共生社会演習、現代ジャーナリズム論等（全9科目）

高度教養教育科目：東アジア言語文化概論、朝鮮社会文化概論、現代アラブ地域概論等（全61科目）

アドヴァンスト・セミナー学問への扉

情報教育科目

基盤教養教育科目

健康スポーツ教育科目

国際性涵養教育科目

専攻科目講義 専攻科目講義／演習

教育目標

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
学
習
目
標

第１外国語（総合英語）

兼修語学：中国語、朝鮮語、アラビア語、スワヒリ語、ドイツ語、英語、フランス語、イタリア語、スペイン語、ポルトガル語

研究外国語：満州語、アイヌ語、ウィグル語、ソグド語、古典チベット語、現代チベット語、カレン語、オセアニア諸語、シャン語、モン＝クメール

語、サンスクリット語、パーリ語、ベンガル語、ヘブライ語、アラム語、シリア語、マルタ語、カザフ語、東・南アフリカ諸語、西アフリカ諸語、バン

トゥ諸語、ポーランド語、古代教会スラブ語、ウクライナ語、リトアニア語、チェコ語、ブルガリア語、オランダ語、ガリシア語、バスク語、カタルニ

ア語、ラテン語、エスペラント語

専攻語科目演習

ベトナム語1
ベトナム語2
ベトナム語3
ベトナム語4
ベトナム語5

専攻語科目

1年実習

ベトナム語11
ベトナム語12
ベトナム語13
ベトナム語14
ベトナム語15

東南アジア言語概論

東南アジア社会文化概論

東南アジア地域研究概論

東南アジア歴史概論

オセアニア文化概論

東南アジア社会概論

東南アジア文化概論

東南アジア社会文化演習Ⅰ

ベトナム語Ⅰ ベトナム語Ⅳ

ベトナム語Ⅱ ベトナム語Ⅴ

ベトナム語Ⅲ

オセアニア言語講義

東南アジア言語講義

ベトナム語学講義

ベトナム文学講義

ベトナム文化講義

東南アジア社会文化演習Ⅱ

ベトナム文学演習

ベトナム言語演習

専攻語科目

2年実習

卒業論文



カリキュラムマップ　＜ビルマ語＞

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

専攻語科目で学修した専攻語
を高度に運用できる能力を身
につけている。
－聞く・読む・話す・書く、
という４技能において、各専
攻で定められている到達度目
標に達している。

○ ○ ○

専攻科目等の講義や演習さら
に卒業論文の執筆を通して、
言語とそれを基底とする世界
各地の文化や社会についての
総合的かつ専門的な学識を身
につけている。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題を発見し、複合的
な視野からその解決の道筋を
構想できる能力を身につけて
いる。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題の発見・解決のた
めに、様々な地域の多様な専
門分野の人と協働できる能力
を身につけている

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、異文化を相対化し
て理解し、言語・文化の相違
を超えて様々な国・地域の人
と交流できる能力を身につけ
ている。

○ ○

【色分けの説明】

・専攻語（1年実習）の色である薄いピンク色が共通教育科目（情報教育、健康スポーツ、学問への扉、アドヴァンスト・セミナー、基盤教養）を除くすべての科目のベースの色にもなっていますが、        

これは、「言語を基底とした地域研究を行う」ことを標榜している外国語学部において、全ての学問の基礎になっているのが1年次の専攻語実習であることを意味しています。

・卒業論文は4年次での1年間を費やして仕上げます。専攻語科目および専攻科目講義・演習で学んできたことの集大成であることから、全てにまたがった形で図示しています。

1年 2年 3年

・専攻語（1年実習）→専攻語（2年実習）→専攻語（演習）になるにつれてピンク色が濃くなっていますが、これは難易度が上がることを示しています。

・専攻科目講義→専攻科目講義・演習になるにつれて緑色が濃くなっていますが、これはそれぞれの分野での学びがより深くなることを示しています。

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、国際的な活動がで
きるために必要な幅広い知識
と高い教養を身につけてい
る。

○

4年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

アドヴァンスト・セミナー学問への扉

情報教育科目

基盤教養教育科目

健康スポーツ教育科目

国際性涵養教育科目

専攻科目講義 専攻科目講義／演習

教育目標

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
学
習
目
標

第１外国語（総合英語）

兼修語学：中国語、朝鮮語、アラビア語、スワヒリ語、ドイツ語、英語、フランス語、イタリア語、スペイン語、ポルトガル語

研究外国語：満州語、アイヌ語、ウィグル語、ソグド語、古典チベット語、現代チベット語、カレン語、オセアニア諸語、シャン語、モン＝クメール

語、サンスクリット語、パーリ語、ベンガル語、ヘブライ語、アラム語、シリア語、マルタ語、カザフ語、東・南アフリカ諸語、西アフリカ諸語、バン

トゥ諸語、ポーランド語、古代教会スラブ語、ウクライナ語、リトアニア語、チェコ語、ブルガリア語、オランダ語、ガリシア語、バスク語、カタルニ

ア語、ラテン語、エスペラント語

専攻語科目演習

ビルマ語1
ビルマ語2
ビルマ語3
ビルマ語4
ビルマ語5

専攻語科目

1年実習

ビルマ語11
ビルマ語12
ビルマ語13
ビルマ語14
ビルマ語15

東南アジア言語概論

ビルマ社会講義Ⅰ～Ⅱ

東南アジア社会文化演習Ⅰ

東南アジア地域研究概論

東南アジア社会文化概論

東南アジア歴史概論

オセアニア文化概論

東南アジア社会概論

東南アジア文化概論

ビルマ語Ⅰ

ビルマ語Ⅱ

ビルマ語Ⅲ

ビルマ語Ⅳ

ビルマ語学講義Ⅰ

ビルマ文学講義Ⅰ～Ⅱ

ビルマ文化講義Ⅰ

チベット・ビルマ語学講義

オセアニア言語講義

東南アジア社会文化演習Ⅱ

ビルマ語学演習Ⅰ～Ⅱ

ビルマ文学演習Ⅰ

ビルマ文化演習Ⅰ

ビルマ社会演習Ⅰ

チベット・ビルマ語学演習Ⅰ～Ⅱ

専攻語科目

2年実習

卒業論文

方法論科目：言語学概論、文化概論、文学概論等（全20科目）

地域系科目：中国研究概論、モンゴル社会文化概論、南アジア文化概論等（全118科目）

特設科目：異文化理解演習、多言語共生社会演習、現代ジャーナリズム論等（全9科目）

高度教養教育科目：東アジア言語文化概論、朝鮮社会文化概論、現代アラブ地域概論等（全61科目）



カリキュラムマップ　＜ヒンディー語＞

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

専攻語科目で学修した専攻語
を高度に運用できる能力を身
につけている。
－聞く・読む・話す・書く、
という４技能において、各専
攻で定められている到達度目
標に達している。

○ ○ ○

専攻科目等の講義や演習さら
に卒業論文の執筆を通して、
言語とそれを基底とする世界
各地の文化や社会についての
総合的かつ専門的な学識を身
につけている。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題を発見し、複合的
な視野からその解決の道筋を
構想できる能力を身につけて
いる。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題の発見・解決のた
めに、様々な地域の多様な専
門分野の人と協働できる能力
を身につけている

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、異文化を相対化し
て理解し、言語・文化の相違
を超えて様々な国・地域の人
と交流できる能力を身につけ
ている。

○ ○

【色分けの説明】

・専攻語（1年実習）の色である薄いピンク色が共通教育科目（情報教育、健康スポーツ、学問への扉、アドヴァンスト・セミナー、基盤教養）を除くすべての科目のベースの色にもなっていますが、        

これは、「言語を基底とした地域研究を行う」ことを標榜している外国語学部において、全ての学問の基礎になっているのが1年次の専攻語実習であることを意味しています。

4年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

・卒業論文は4年次での1年間を費やして仕上げます。専攻語科目および専攻科目講義・演習で学んできたことの集大成であることから、全てにまたがった形で図示しています。

1年 2年 3年

・専攻語（1年実習）→専攻語（2年実習）→専攻語（演習）になるにつれてピンク色が濃くなっていますが、これは難易度が上がることを示しています。

・専攻科目講義→専攻科目講義・演習になるにつれて緑色が濃くなっていますが、これはそれぞれの分野での学びがより深くなることを示しています。

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、国際的な活動がで
きるために必要な幅広い知識
と高い教養を身につけてい
る。

○ 方法論科目：言語学概論、文化概論、文学概論等（全20科目）

地域系科目：中国研究概論、モンゴル社会文化概論、東南アジア社会文化概論等（全126科目）

特設科目：異文化理解演習、多言語共生社会演習、現代ジャーナリズム論等（全9科目）

高度教養教育科目：東アジア言語文化概論、朝鮮社会文化概論、現代アラブ地域概論等（全70科目）

アドヴァンスト・セミナー学問への扉

情報教育科目

基盤教養教育科目

健康スポーツ教育科目

国際性涵養教育科目

専攻科目講義

専攻科目講義／演習

教育目標

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
学
習
目
標

第１外国語（総合英語）

兼修語学：中国語、朝鮮語、アラビア語、スワヒリ語、ドイツ語、英語、フランス語、イタリア語、スペイン語、ポルトガル語

研究外国語：満州語、アイヌ語、ウィグル語、ソグド語、古典チベット語、現代チベット語、カレン語、オセアニア諸語、シャン語、モン＝クメール

語、サンスクリット語、パーリ語、ベンガル語、ヘブライ語、アラム語、シリア語、マルタ語、カザフ語、東・南アフリカ諸語、西アフリカ諸語、バン

トゥ諸語、ポーランド語、古代教会スラブ語、ウクライナ語、リトアニア語、チェコ語、ブルガリア語、オランダ語、ガリシア語、バスク語、カタルニ

ア語、ラテン語、エスペラント語

専攻語科目演習

ヒンディー語1
ヒンディー語2
ヒンディー語3
ヒンディー語4
ヒンディー語5

専攻語科目

1年実習

ヒンディー語11
ヒンディー語12
ヒンディー語13
ヒンディー語14
ヒンディー語15

南アジア文化概論

ヒンディー語Ⅰ

ヒンディー語Ⅱ

ヒンディー語Ⅲ

インド文化史講義Ⅰ～Ⅱ

南アジア文化講義

南アジア政治経済講義Ⅰ～Ⅱ

ヒンディー語学演習Ⅰ～Ⅲ

ヒンディー文学演習Ⅰ～Ⅳ

南アジア語学演習Ⅰ～Ⅳ

南アジア文化演習Ⅰ～Ⅳ

南アジア政治経済演習Ⅰ～Ⅱ

南アジア歴史演習

ウルドゥー語学演習Ⅰ～Ⅱ

ウルドゥー文学演習Ⅰ～Ⅴ

専攻語科目

2年実習

卒業論文



カリキュラムマップ　＜ウルドゥー語＞

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

専攻語科目で学修した専攻語
を高度に運用できる能力を身
につけている。
－聞く・読む・話す・書く、
という４技能において、各専
攻で定められている到達度目
標に達している。

○ ○ ○

専攻科目等の講義や演習さら
に卒業論文の執筆を通して、
言語とそれを基底とする世界
各地の文化や社会についての
総合的かつ専門的な学識を身
につけている。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題を発見し、複合的
な視野からその解決の道筋を
構想できる能力を身につけて
いる。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題の発見・解決のた
めに、様々な地域の多様な専
門分野の人と協働できる能力
を身につけている

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、異文化を相対化し
て理解し、言語・文化の相違
を超えて様々な国・地域の人
と交流できる能力を身につけ
ている。

○ ○

【色分けの説明】

・専攻語（1年実習）の色である薄いピンク色が共通教育科目（情報教育、健康スポーツ、学問への扉、アドヴァンスト・セミナー、基盤教養）を除くすべての科目のベースの色にもなっていますが、        

これは、「言語を基底とした地域研究を行う」ことを標榜している外国語学部において、全ての学問の基礎になっているのが1年次の専攻語実習であることを意味しています。

4年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

・卒業論文は4年次での1年間を費やして仕上げます。専攻語科目および専攻科目講義・演習で学んできたことの集大成であることから、全てにまたがった形で図示しています。

1年 2年 3年

・専攻語（1年実習）→専攻語（2年実習）→専攻語（演習）になるにつれてピンク色が濃くなっていますが、これは難易度が上がることを示しています。

・専攻科目講義→専攻科目講義・演習になるにつれて緑色が濃くなっていますが、これはそれぞれの分野での学びがより深くなることを示しています。

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、国際的な活動がで
きるために必要な幅広い知識
と高い教養を身につけてい
る。

○ 方法論科目：言語学概論、文化概論、文学概論等（全20科目）

地域系科目：中国研究概論、モンゴル社会文化概論、東南アジア社会文化概論等（全126科目）

特設科目：異文化理解演習、多言語共生社会演習、現代ジャーナリズム論等（全9科目）

高度教養教育科目：東アジア言語文化概論、朝鮮社会文化概論、現代アラブ地域概論等（全70科目）

アドヴァンスト・セミナー学問への扉

情報教育科目

基盤教養教育科目

健康スポーツ教育科目

国際性涵養教育科目

専攻科目講義

専攻科目講義／演習

教育目標

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
学
習
目
標

第１外国語（総合英語）

兼修語学：中国語、朝鮮語、アラビア語、スワヒリ語、ドイツ語、英語、フランス語、イタリア語、スペイン語、ポルトガル語

研究外国語：満州語、アイヌ語、ウィグル語、ソグド語、古典チベット語、現代チベット語、カレン語、オセアニア諸語、シャン語、モン＝クメール

語、サンスクリット語、パーリ語、ベンガル語、ヘブライ語、アラム語、シリア語、マルタ語、カザフ語、東・南アフリカ諸語、西アフリカ諸語、バン

トゥ諸語、ポーランド語、古代教会スラブ語、ウクライナ語、リトアニア語、チェコ語、ブルガリア語、オランダ語、ガリシア語、バスク語、カタルニ

ア語、ラテン語、エスペラント語

専攻語科目演習

ウルドゥー語1
ウルドゥー語2
ウルドゥー語3
ウルドゥー語4
ウルドゥー語5

専攻語科目

1年実習

ウルドゥー語11
ウルドゥー語12
ウルドゥー語13
ウルドゥー語14
ウルドゥー語15

南アジア文化概論

ウルドゥー語Ⅰ

ウルドゥー語Ⅱ

ウルドゥー語Ⅲ

インド文化史講義Ⅰ～Ⅱ

南アジア文化講義

南アジア政治経済講義Ⅰ～Ⅱ

ウルドゥー語学演習Ⅰ～Ⅱ

ウルドゥー文学演習Ⅰ～Ⅴ

南アジア語学演習Ⅰ～Ⅳ

南アジア文化演習Ⅰ～Ⅳ

南アジア政治経済演習Ⅰ～Ⅱ

南アジア歴史演習

ヒンディー語学演習Ⅰ～Ⅲ

ヒンディー文学演習Ⅰ～Ⅳ

専攻語科目

2年実習

卒業論文



カリキュラムマップ　＜アラビア語＞

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

専攻語科目で学修した専攻語
を高度に運用できる能力を身
につけている。
－聞く・読む・話す・書く、
という４技能において、各専
攻で定められている到達度目
標に達している。

○ ○ ○

専攻科目等の講義や演習さら
に卒業論文の執筆を通して、
言語とそれを基底とする世界
各地の文化や社会についての
総合的かつ専門的な学識を身
につけている。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題を発見し、複合的
な視野からその解決の道筋を
構想できる能力を身につけて
いる。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題の発見・解決のた
めに、様々な地域の多様な専
門分野の人と協働できる能力
を身につけている

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、異文化を相対化し
て理解し、言語・文化の相違
を超えて様々な国・地域の人
と交流できる能力を身につけ
ている。

○ ○

【色分けの説明】

・専攻語（1年実習）の色である薄いピンク色が共通教育科目（情報教育、健康スポーツ、学問への扉、アドヴァンスト・セミナー、基盤教養）を除くすべての科目のベースの色にもなっていますが、        

これは、「言語を基底とした地域研究を行う」ことを標榜している外国語学部において、全ての学問の基礎になっているのが1年次の専攻語実習であることを意味しています。

○

・卒業論文は4年次での1年間を費やして仕上げます。専攻語科目および専攻科目講義・演習で学んできたことの集大成であることから、全てにまたがった形で図示しています。

3年

・専攻語（1年実習）→専攻語（2年実習）→専攻語（演習）になるにつれてピンク色が濃くなっていますが、これは難易度が上がることを示しています。

・専攻科目講義→専攻科目講義・演習になるにつれて緑色が濃くなっていますが、これはそれぞれの分野での学びがより深くなることを示しています。

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、国際的な活動がで
きるために必要な幅広い知識
と高い教養を身につけてい
る。

4年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

1年 2年

方法論科目：言語学概論、文化概論、文学概論等（全20科目）

地域系科目：中国研究概論、モンゴル社会文化概論、東南アジア社会文化概論等（全125科目）

特設科目：異文化理解演習、多言語共生社会演習、現代ジャーナリズム論等（全9科目）

高度教養教育科目：東アジア言語文化概論、朝鮮社会文化概論、東南アジア社会概論等（全65科目）

アドヴァンスト・セミナー学問への扉

情報教育科目

基盤教養教育科目

健康スポーツ教育科目

国際性涵養教育科目

専攻科目講義

専攻科目講義／演習

教育目標

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
学
習
目
標

第１外国語（総合英語）

兼修語学：中国語、朝鮮語、スワヒリ語、ドイツ語、英語、フランス語、イタリア語、スペイン語、ポルトガル語

研究外国語：満州語、アイヌ語、ウィグル語、ソグド語、古典チベット語、現代チベット語、カレン語、オセアニア諸語、シャン語、モン＝クメール

語、サンスクリット語、パーリ語、ベンガル語、ヘブライ語、アラム語、シリア語、マルタ語、カザフ語、東・南アフリカ諸語、西アフリカ諸語、バン

トゥ諸語、ポーランド語、古代教会スラブ語、ウクライナ語、リトアニア語、チェコ語、ブルガリア語、オランダ語、ガリシア語、バスク語、カタルニ

ア語、ラテン語、エスペラント語

専攻語科目演習

アラビア語1
アラビア語2
アラビア語3
アラビア語4
アラビア語5

専攻語科目

1年実習

アラビア語11
アラビア語12
アラビア語13
アラビア語14
アラビア語15

現代アラブ地域概論

アラビア語Ⅰ

アラビア語Ⅱ

アラブ文学講義

アラブ政治経済講義

イスラーム学講義

アラブ・イスラーム文化講義

アラビア語演習Ⅰ～Ⅷ

アラビア語学特別演習

アラブ文学特別演習Ⅰ～Ⅱ

アラブ文化論特別演習

専攻語科目

2年実習

卒業論文



カリキュラムマップ　＜ペルシア語＞

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

専攻語科目で学修した専攻語
を高度に運用できる能力を身
につけている。
－聞く・読む・話す・書く、
という４技能において、各専
攻で定められている到達度目
標に達している。

○ ○ ○

専攻科目等の講義や演習さら
に卒業論文の執筆を通して、
言語とそれを基底とする世界
各地の文化や社会についての
総合的かつ専門的な学識を身
につけている。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題を発見し、複合的
な視野からその解決の道筋を
構想できる能力を身につけて
いる。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題の発見・解決のた
めに、様々な地域の多様な専
門分野の人と協働できる能力
を身につけている

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、異文化を相対化し
て理解し、言語・文化の相違
を超えて様々な国・地域の人
と交流できる能力を身につけ
ている。

○ ○

【色分けの説明】

・専攻語（1年実習）の色である薄いピンク色が共通教育科目（情報教育、健康スポーツ、学問への扉、アドヴァンスト・セミナー、基盤教養）を除くすべての科目のベースの色にもなっていますが、        

これは、「言語を基底とした地域研究を行う」ことを標榜している外国語学部において、全ての学問の基礎になっているのが1年次の専攻語実習であることを意味しています。

・卒業論文は4年次での1年間を費やして仕上げます。専攻語科目および専攻科目講義・演習で学んできたことの集大成であることから、全てにまたがった形で図示しています。

・専攻語（1年実習）→専攻語（2年実習）→専攻語（演習）になるにつれてピンク色が濃くなっていますが、これは難易度が上がることを示しています。

・専攻科目講義→専攻科目講義・演習になるにつれて緑色が濃くなっていますが、これはそれぞれの分野での学びがより深くなることを示しています。

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、国際的な活動がで
きるために必要な幅広い知識
と高い教養を身につけてい
る。

○

1年 2年 3年 4年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

方法論科目：言語学概論、文化概論、文学概論等（全20科目）

地域系科目：中国研究概論、モンゴル社会文化概論、東南アジア社会文化概論等（全126科目）

特設科目：異文化理解演習、多言語共生社会演習、現代ジャーナリズム論等（全9科目）

高度教養教育科目：東アジア言語文化概論、朝鮮社会文化概論、現代アラブ地域概論等（全68科目）

アドヴァンスト・セミナー学問への扉

情報教育科目

基盤教養教育科目

健康スポーツ教育科目

国際性涵養教育科目

専攻科目講義 専攻科目講義／演習

教育目標

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
学
習
目
標

第１外国語（総合英語）

兼修語学：中国語、朝鮮語、アラビア語、スワヒリ語、ドイツ語、英語、フランス語、イタリア語、スペイン語、ポルトガル語

研究外国語：満州語、アイヌ語、ウィグル語、ソグド語、古典チベット語、現代チベット語、カレン語、オセアニア諸語、シャン語、モン＝クメール

語、サンスクリット語、パーリ語、ベンガル語、ヘブライ語、アラム語、シリア語、マルタ語、カザフ語、東・南アフリカ諸語、西アフリカ諸語、バン

トゥ諸語、ポーランド語、古代教会スラブ語、ウクライナ語、リトアニア語、チェコ語、ブルガリア語、オランダ語、ガリシア語、バスク語、カタルニ

ア語、ラテン語、エスペラント語

専攻語科目演習

ペルシア語1
ペルシア語2
ペルシア語3
ペルシア語4
ペルシア語5

専攻語科目

1年実習

ペルシア語11
ペルシア語12
ペルシア語13
ペルシア語14
ペルシア語15

イラン言語・歴史概論Ⅰ～Ⅱ

ペルシア語Ⅰ ペルシア語Ⅳ

ペルシア語Ⅱ ペルシア語Ⅴ

ペルシア語Ⅲ

イラン語学講義

イラン文化講義Ⅰ～Ⅳ

ペルシア文学講義

ペルシア語学演習

ペルシア文学演習

イラン文化特別演習

専攻語科目

2年実習

卒業論文



カリキュラムマップ　＜トルコ語＞

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

専攻語科目で学修した専攻語
を高度に運用できる能力を身
につけている。
－聞く・読む・話す・書く、
という４技能において、各専
攻で定められている到達度目
標に達している。

○ ○ ○

専攻科目等の講義や演習さら
に卒業論文の執筆を通して、
言語とそれを基底とする世界
各地の文化や社会についての
総合的かつ専門的な学識を身
につけている。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題を発見し、複合的
な視野からその解決の道筋を
構想できる能力を身につけて
いる。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題の発見・解決のた
めに、様々な地域の多様な専
門分野の人と協働できる能力
を身につけている

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、異文化を相対化し
て理解し、言語・文化の相違
を超えて様々な国・地域の人
と交流できる能力を身につけ
ている。

○ ○

【色分けの説明】

・専攻語（1年実習）の色である薄いピンク色が共通教育科目（情報教育、健康スポーツ、学問への扉、アドヴァンスト・セミナー、基盤教養）を除くすべての科目のベースの色にもなっていますが、        

これは、「言語を基底とした地域研究を行う」ことを標榜している外国語学部において、全ての学問の基礎になっているのが1年次の専攻語実習であることを意味しています。

・卒業論文は4年次での1年間を費やして仕上げます。専攻語科目および専攻科目講義・演習で学んできたことの集大成であることから、全てにまたがった形で図示しています。

1年 2年 3年

・専攻語（1年実習）→専攻語（2年実習）→専攻語（演習）になるにつれてピンク色が濃くなっていますが、これは難易度が上がることを示しています。

・専攻科目講義→専攻科目講義・演習になるにつれて緑色が濃くなっていますが、これはそれぞれの分野での学びがより深くなることを示しています。

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、国際的な活動がで
きるために必要な幅広い知識
と高い教養を身につけてい
る。

○

4年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

アドヴァンスト・セミナー学問への扉

情報教育科目

基盤教養教育科目

健康スポーツ教育科目

国際性涵養教育科目

専攻科目講義

専攻科目講義／演習

教育目標

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
学
習
目
標

第１外国語（総合英語）

兼修語学：中国語、朝鮮語、アラビア語、スワヒリ語、ドイツ語、英語、フランス語、イタリア語、スペイン語、ポルトガル語

研究外国語：満州語、アイヌ語、ウィグル語、ソグド語、古典チベット語、現代チベット語、カレン語、オセアニア諸語、シャン語、モン＝クメール

語、サンスクリット語、パーリ語、ベンガル語、ヘブライ語、アラム語、シリア語、マルタ語、カザフ語、東・南アフリカ諸語、西アフリカ諸語、バン

トゥ諸語、ポーランド語、古代教会スラブ語、ウクライナ語、リトアニア語、チェコ語、ブルガリア語、オランダ語、ガリシア語、バスク語、カタルニ

ア語、ラテン語、エスペラント語

専攻語科目演習

トルコ語1
トルコ語2
トルコ語3
トルコ語4
トルコ語5

専攻語科目

1年実習

トルコ語11
トルコ語12
トルコ語13
トルコ語14
トルコ語15

トルコ語学概論

トルコ語Ⅰ トルコ語Ⅵ

トルコ語Ⅱ トルコ語Ⅶ

トルコ語Ⅲ

トルコ語Ⅳ

トルコ文学講義

トルコ文化講義Ⅰ～Ⅲ

トルコ社会講義Ⅰ～Ⅱ

トルコ歴史講義

トルコ語学演習

トルコ文学演習

トルコ文化演習

チュルク語学演習

専攻語科目

2年実習

卒業論文

方法論科目：言語学概論、文化概論、文学概論等（全20科目）

地域系科目：中国研究概論、モンゴル社会文化概論、東南アジア社会文化概論等（全126科目）

特設科目：異文化理解演習、多言語共生社会演習、現代ジャーナリズム論等（全9科目）

高度教養教育科目：東アジア言語文化概論、朝鮮社会文化概論、現代アラブ地域概論等（全69科目）



カリキュラムマップ　＜スワヒリ語＞

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

専攻語科目で学修した専攻語
を高度に運用できる能力を身
につけている。
－聞く・読む・話す・書く、
という４技能において、各専
攻で定められている到達度目
標に達している。

○ ○ ○

専攻科目等の講義や演習さら
に卒業論文の執筆を通して、
言語とそれを基底とする世界
各地の文化や社会についての
総合的かつ専門的な学識を身
につけている。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題を発見し、複合的
な視野からその解決の道筋を
構想できる能力を身につけて
いる。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題の発見・解決のた
めに、様々な地域の多様な専
門分野の人と協働できる能力
を身につけている

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、異文化を相対化し
て理解し、言語・文化の相違
を超えて様々な国・地域の人
と交流できる能力を身につけ
ている。

○ ○

【色分けの説明】

・専攻語（1年実習）の色である薄いピンク色が共通教育科目（情報教育、健康スポーツ、学問への扉、アドヴァンスト・セミナー、基盤教養）を除くすべての科目のベースの色にもなっていますが、        

これは、「言語を基底とした地域研究を行う」ことを標榜している外国語学部において、全ての学問の基礎になっているのが1年次の専攻語実習であることを意味しています。

・専攻語（1年実習）→専攻語（2年実習）→専攻語（演習）になるにつれてピンク色が濃くなっていますが、これは難易度が上がることを示しています。

・専攻科目講義→専攻科目講義・演習になるにつれて緑色が濃くなっていますが、これはそれぞれの分野での学びがより深くなることを示しています。

・卒業論文は4年次での1年間を費やして仕上げます。専攻語科目および専攻科目講義・演習で学んできたことの集大成であることから、全てにまたがった形で図示しています。

1年 2年

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、国際的な活動がで
きるために必要な幅広い知識
と高い教養を身につけてい
る。

○

3年 4年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

方法論科目：言語学概論、文化概論、文学概論等（全20科目）

地域系科目：中国研究概論、モンゴル社会文化概論、東南アジア社会文化概論等（全117科目）

特設科目：異文化理解演習、多言語共生社会演習、現代ジャーナリズム論等（全9科目）

高度教養教育科目：東アジア言語文化概論、朝鮮社会文化概論、現代アラブ地域概論等（全59科
目）

アドヴァンスト・セミナー学問への扉

情報教育科目

基盤教養教育科目

健康スポーツ教育科目

国際性涵養教育科目

専攻科目講義

専攻科目講義／演習

教育目標

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
学
習
目
標

第１外国語（総合英語）

兼修語学：中国語、朝鮮語、アラビア語、ドイツ語、英語、フランス語、イタリア語、スペイン語、ポルトガル語

研究外国語：満州語、アイヌ語、ウィグル語、ソグド語、古典チベット語、現代チベット語、カレン語、オセアニア諸語、シャン語、モン＝クメール

語、サンスクリット語、パーリ語、ベンガル語、ヘブライ語、アラム語、シリア語、マルタ語、カザフ語、東・南アフリカ諸語、西アフリカ諸語、バン

トゥ諸語、ポーランド語、古代教会スラブ語、ウクライナ語、リトアニア語、チェコ語、ブルガリア語、オランダ語、ガリシア語、バスク語、カタルニ

ア語、ラテン語、エスペラント語

専攻語科目演習

卒業論文

スワヒリ語1
スワヒリ語2
スワヒリ語3
スワヒリ語4
スワヒリ語5

専攻語科目

1年実習

スワヒリ語11
スワヒリ語12
スワヒリ語13
スワヒリ語14
スワヒリ語15

アフリカ地域論概説

アフリカ言語学概説

アフリカ社会論概説

スワヒリ語Ⅰ

スワヒリ語Ⅱ

スワヒリ語Ⅲ

アフリカ言語学講義

アフリカ文学講義

アフリカ文化講義

アフリカ政治経済講義

アフリカ地域講義Ⅰ～Ⅱ

スワヒリ語文法演習

スワヒリ語文学演習

アフリカ地域文化演習

西アフリカ諸語演習

アフリカ地域文化特別演習Ⅰ～Ⅲ

専攻語科目

2年実習



カリキュラムマップ　＜ロシア語＞

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

専攻語科目で学修した専攻語
を高度に運用できる能力を身
につけている。
－聞く・読む・話す・書く、
という４技能において、各専
攻で定められている到達度目
標に達している。

○ ○ ○

専攻科目等の講義や演習さら
に卒業論文の執筆を通して、
言語とそれを基底とする世界
各地の文化や社会についての
総合的かつ専門的な学識を身
につけている。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題を発見し、複合的
な視野からその解決の道筋を
構想できる能力を身につけて
いる。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題の発見・解決のた
めに、様々な地域の多様な専
門分野の人と協働できる能力
を身につけている

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、異文化を相対化し
て理解し、言語・文化の相違
を超えて様々な国・地域の人
と交流できる能力を身につけ
ている。

○ ○

【色分けの説明】

・専攻語（1年実習）の色である薄いピンク色が共通教育科目（情報教育、健康スポーツ、学問への扉、アドヴァンスト・セミナー、基盤教養）を除くすべての科目のベースの色にもなっていますが、        

これは、「言語を基底とした地域研究を行う」ことを標榜している外国語学部において、全ての学問の基礎になっているのが1年次の専攻語実習であることを意味しています。

4年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
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イ
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力

・卒業論文は4年次での1年間を費やして仕上げます。専攻語科目および専攻科目講義・演習で学んできたことの集大成であることから、全てにまたがった形で図示しています。

1年 2年 3年

・専攻語（1年実習）→専攻語（2年実習）→専攻語（演習）になるにつれてピンク色が濃くなっていますが、これは難易度が上がることを示しています。

・専攻科目講義→専攻科目講義・演習になるにつれて緑色が濃くなっていますが、これはそれぞれの分野での学びがより深くなることを示しています。

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、国際的な活動がで
きるために必要な幅広い知識
と高い教養を身につけてい
る。

○
方法論科目：言語学概論、文化概論、文学概論等（全20科目）

地域系科目：中国研究概論、モンゴル社会文化概論、東南アジア社会文化概論等（全124科目）

特設科目：異文化理解演習、多言語共生社会演習、現代ジャーナリズム論等（全9科目）

高度教養教育科目：東アジア言語文化概論、朝鮮社会文化概論、現代アラブ地域概論等（全70科
目）

アドヴァンスト・セミナー学問への扉

情報教育科目

基盤教養教育科目

健康スポーツ教育科目

国際性涵養教育科目

専攻科目講義

専攻科目講義／演習

教育目標

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
学
習
目
標

第１外国語（総合英語）

兼修語学：中国語、朝鮮語、アラビア語、スワヒリ語、ドイツ語、英語、フランス語、イタリア語、スペイン語、ポルトガル語

研究外国語：満州語、アイヌ語、ウィグル語、ソグド語、古典チベット語、現代チベット語、カレン語、オセアニア諸語、シャン語、モン＝クメール

語、サンスクリット語、パーリ語、ベンガル語、ヘブライ語、アラム語、シリア語、マルタ語、カザフ語、東・南アフリカ諸語、西アフリカ諸語、バン

トゥ諸語、ポーランド語、古代教会スラブ語、ウクライナ語、リトアニア語、チェコ語、ブルガリア語、オランダ語、ガリシア語、バスク語、カタルニ

ア語、ラテン語、エスペラント語

専攻語科目演習

ロシア語1 ロシア語5
ロシア語2  ロシア語6
ロシア語3
ロシア語4

専攻語科目

1年実習

ロシア語11 ロシア語15
ロシア語12 ロシア語16
ロシア語13
ロシア語14

ロシア学入門Ⅰ～Ⅱ

ロシア語Ⅰ ロシア語Ⅴ ロシア語Ⅸ

ロシア語Ⅱ ロシア語Ⅵ ロシア語Ⅹ

ロシア語Ⅲ ロシア語Ⅶ

ロシア語Ⅳ ロシア語Ⅷ

ロシア語学講義Ⅰ～Ⅱ

ロシア文学・芸術講義Ⅰ～Ⅱ

ロシア文化歴史講義Ⅰ～Ⅱ

ロシア政治経済講義Ⅰ～Ⅱ

ロシア語学演習Ⅰ～Ⅱ

ロシア文化歴史演習Ⅰ～Ⅱ

ロシア政治経済演習Ⅰ～Ⅱ

ロシア文学・芸術演習Ⅰ～Ⅱ

専攻語科目

2年実習

卒業論文



カリキュラムマップ　＜ハンガリー語＞

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

専攻語科目で学修した専攻語
を高度に運用できる能力を身
につけている。
－聞く・読む・話す・書く、
という４技能において、各専
攻で定められている到達度目
標に達している。

○ ○ ○

専攻科目等の講義や演習さら
に卒業論文の執筆を通して、
言語とそれを基底とする世界
各地の文化や社会についての
総合的かつ専門的な学識を身
につけている。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題を発見し、複合的
な視野からその解決の道筋を
構想できる能力を身につけて
いる。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題の発見・解決のた
めに、様々な地域の多様な専
門分野の人と協働できる能力
を身につけている

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、異文化を相対化し
て理解し、言語・文化の相違
を超えて様々な国・地域の人
と交流できる能力を身につけ
ている。

○ ○

【色分けの説明】

・専攻語（1年実習）の色である薄いピンク色が共通教育科目（情報教育、健康スポーツ、学問への扉、アドヴァンスト・セミナー、基盤教養）を除くすべての科目のベースの色にもなっていますが、        

これは、「言語を基底とした地域研究を行う」ことを標榜している外国語学部において、全ての学問の基礎になっているのが1年次の専攻語実習であることを意味しています。

・卒業論文は4年次での1年間を費やして仕上げます。専攻語科目および専攻科目講義・演習で学んできたことの集大成であることから、全てにまたがった形で図示しています。

・専攻語（1年実習）→専攻語（2年実習）→専攻語（演習）になるにつれてピンク色が濃くなっていますが、これは難易度が上がることを示しています。

・専攻科目講義→専攻科目講義・演習になるにつれて緑色が濃くなっていますが、これはそれぞれの分野での学びがより深くなることを示しています。

1年 2年

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、国際的な活動がで
きるために必要な幅広い知識
と高い教養を身につけてい
る。

○

3年 4年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

方法論科目：言語学概論、文化概論、文学概論等（全20科目）

地域系科目：中国研究概論、モンゴル社会文化概論、東南アジア社会文化概論等（全124科目）

特設科目：異文化理解演習、多言語共生社会演習、現代ジャーナリズム論等（全9科目）

高度教養教育科目：東アジア言語文化概論、朝鮮社会文化概論、現代アラブ地域概論等（全66科
目）

アドヴァンスト・セミナー学問への扉

情報教育科目

基盤教養教育科目

健康スポーツ教育科目

国際性涵養教育科目

専攻科目講義

専攻科目講義／演習

教育目標

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
学
習
目
標

第１外国語（総合英語）

兼修語学：中国語、朝鮮語、アラビア語、スワヒリ語、ドイツ語、英語、フランス語、イタリア語、スペイン語、ポルトガル語

研究外国語：満州語、アイヌ語、ウィグル語、ソグド語、古典チベット語、現代チベット語、カレン語、オセアニア諸語、シャン語、モン＝クメール

語、サンスクリット語、パーリ語、ベンガル語、ヘブライ語、アラム語、シリア語、マルタ語、カザフ語、東・南アフリカ諸語、西アフリカ諸語、バン

トゥ諸語、ポーランド語、古代教会スラブ語、ウクライナ語、リトアニア語、チェコ語、ブルガリア語、オランダ語、ガリシア語、バスク語、カタルニ

ア語、ラテン語、エスペラント語

専攻語科目演習

ハンガリー語1
ハンガリー語2
ハンガリー語3
ハンガリー語4
ハンガリー語5

専攻語科目

1年実習

ハンガリー語11
ハンガリー語12
ハンガリー語13
ハンガリー語14
ハンガリー語15

ハンガリー研究入門Ⅰ～Ⅱ

ハンガリー語Ⅰ

ハンガリー語Ⅱ

ハンガリー語Ⅲ

ハンガリー語Ⅳ

ハンガリー語Ⅴ

ハンガリー語学講義Ⅰ～Ⅱ

ハンガリー文化講義Ⅰ～Ⅲ

ハンガリー特別講義Ⅰ

ハンガリー語学演習Ⅰ

ハンガリー文化演習Ⅰ～Ⅳ

ハンガリー特別演習Ⅰ～Ⅲ

専攻語科目

2年実習

卒業論文



カリキュラムマップ　＜デンマーク語＞

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

専攻語科目で学修した専攻語
を高度に運用できる能力を身
につけている。
－聞く・読む・話す・書く、
という４技能において、各専
攻で定められている到達度目
標に達している。

○ ○ ○

専攻科目等の講義や演習さら
に卒業論文の執筆を通して、
言語とそれを基底とする世界
各地の文化や社会についての
総合的かつ専門的な学識を身
につけている。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題を発見し、複合的
な視野からその解決の道筋を
構想できる能力を身につけて
いる。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題の発見・解決のた
めに、様々な地域の多様な専
門分野の人と協働できる能力
を身につけている

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、異文化を相対化し
て理解し、言語・文化の相違
を超えて様々な国・地域の人
と交流できる能力を身につけ
ている。

○ ○

【色分けの説明】

・専攻語（1年実習）の色である薄いピンク色が共通教育科目（情報教育、健康スポーツ、学問への扉、アドヴァンスト・セミナー、基盤教養）を除くすべての科目のベースの色にもなっていますが、        

これは、「言語を基底とした地域研究を行う」ことを標榜している外国語学部において、全ての学問の基礎になっているのが1年次の専攻語実習であることを意味しています。

・卒業論文は4年次での1年間を費やして仕上げます。専攻語科目および専攻科目講義・演習で学んできたことの集大成であることから、全てにまたがった形で図示しています。

・専攻語（1年実習）→専攻語（2年実習）→専攻語（演習）になるにつれてピンク色が濃くなっていますが、これは難易度が上がることを示しています。

・専攻科目講義→専攻科目講義・演習になるにつれて緑色が濃くなっていますが、これはそれぞれの分野での学びがより深くなることを示しています。

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、国際的な活動がで
きるために必要な幅広い知識
と高い教養を身につけてい
る。

○

1年 2年 3年 4年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

方法論科目：言語学概論、文化概論、文学概論等（全20科目）

地域系科目：中国研究概論、モンゴル社会文化概論、東南アジア社会文化概論等（全123科目）

特設科目：異文化理解演習、多言語共生社会演習、現代ジャーナリズム論等（全9科目）

高度教養教育科目：東アジア言語文化概論、朝鮮社会文化概論、現代アラブ地域概論等（全69科
目）

アドヴァンスト・セミナー学問への扉

情報教育科目

基盤教養教育科目

健康スポーツ教育科目

国際性涵養教育科目

専攻科目講義

専攻科目講義／演習

教育目標

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
学
習
目
標

第１外国語（総合英語）

兼修語学：中国語、朝鮮語、アラビア語、スワヒリ語、ドイツ語、英語、フランス語、イタリア語、スペイン語、ポルトガル語

研究外国語：満州語、アイヌ語、ウィグル語、ソグド語、古典チベット語、現代チベット語、カレン語、オセアニア諸語、シャン語、モン＝クメール

語、サンスクリット語、パーリ語、ベンガル語、ヘブライ語、アラム語、シリア語、マルタ語、カザフ語、東・南アフリカ諸語、西アフリカ諸語、バン

トゥ諸語、ポーランド語、古代教会スラブ語、ウクライナ語、リトアニア語、チェコ語、ブルガリア語、オランダ語、ガリシア語、バスク語、カタルニ

ア語、ラテン語、エスペラント語

専攻語科目演習

デンマーク語1
デンマーク語2
デンマーク語3
デンマーク語4
デンマーク語5

専攻語科目

1年実習

デンマーク語11
デンマーク語12
デンマーク語13
デンマーク語14
デンマーク語15

北欧現代社会概説

北欧文学概論

北欧史概論

デンマーク語Ⅰ デンマーク語Ⅴ

デンマーク語Ⅱ デンマーク語Ⅵ

デンマーク語Ⅳ デンマーク語Ⅶ

専攻語科目

2年実習

卒業論文

北欧文化講義Ⅰ～Ⅱ

現代デンマーク語演習

現代スウェーデン語演習

デンマーク語学特別演習

デンマーク現代社会特別演習Ⅰ～Ⅱ

デンマーク史特別演習

スウェーデン語学特別演習

スウェーデン現代社会特別演習Ⅰ～Ⅱ

スウェーデン史特別演習

北欧語学演習Ⅰ～Ⅲ

北欧文学演習Ⅰ

北欧文化演習Ⅰ～Ⅱ

北欧文学特別演習Ⅰ～Ⅱ



カリキュラムマップ　＜スウェーデン語＞

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

専攻語科目で学修した専攻語
を高度に運用できる能力を身
につけている。
－聞く・読む・話す・書く、
という４技能において、各専
攻で定められている到達度目
標に達している。

○ ○ ○

専攻科目等の講義や演習さら
に卒業論文の執筆を通して、
言語とそれを基底とする世界
各地の文化や社会についての
総合的かつ専門的な学識を身
につけている。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題を発見し、複合的
な視野からその解決の道筋を
構想できる能力を身につけて
いる。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題の発見・解決のた
めに、様々な地域の多様な専
門分野の人と協働できる能力
を身につけている

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、異文化を相対化し
て理解し、言語・文化の相違
を超えて様々な国・地域の人
と交流できる能力を身につけ
ている。

○ ○

【色分けの説明】

・専攻語（1年実習）の色である薄いピンク色が共通教育科目（情報教育、健康スポーツ、学問への扉、アドヴァンスト・セミナー、基盤教養）を除くすべての科目のベースの色にもなっていますが、        

これは、「言語を基底とした地域研究を行う」ことを標榜している外国語学部において、全ての学問の基礎になっているのが1年次の専攻語実習であることを意味しています。

4年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

1年 2年

○

・卒業論文は4年次での1年間を費やして仕上げます。専攻語科目および専攻科目講義・演習で学んできたことの集大成であることから、全てにまたがった形で図示しています。

3年

・専攻語（1年実習）→専攻語（2年実習）→専攻語（演習）になるにつれてピンク色が濃くなっていますが、これは難易度が上がることを示しています。

・専攻科目講義→専攻科目講義・演習になるにつれて緑色が濃くなっていますが、これはそれぞれの分野での学びがより深くなることを示しています。

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、国際的な活動がで
きるために必要な幅広い知識
と高い教養を身につけてい
る。

方法論科目：言語学概論、文化概論、文学概論等（全20科目）

地域系科目：中国研究概論、モンゴル社会文化概論、東南アジア社会文化概論等（全123科目）

特設科目：異文化理解演習、多言語共生社会演習、現代ジャーナリズム論等（全9科目）

高度教養教育科目：東アジア言語文化概論、朝鮮社会文化概論、現代アラブ地域概論等（全69科目）

アドヴァンスト・セミナー学問への扉

情報教育科目

基盤教養教育科目

健康スポーツ教育科目

国際性涵養教育科目

専攻科目講義

専攻科目講義／演習

教育目標

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
学
習
目
標

第１外国語（総合英語）

兼修語学：中国語、朝鮮語、アラビア語、スワヒリ語、ドイツ語、英語、フランス語、イタリア語、スペイン語、ポルトガル語

研究外国語：満州語、アイヌ語、ウィグル語、ソグド語、古典チベット語、現代チベット語、カレン語、オセアニア諸語、シャン語、モン＝クメール

語、サンスクリット語、パーリ語、ベンガル語、ヘブライ語、アラム語、シリア語、マルタ語、カザフ語、東・南アフリカ諸語、西アフリカ諸語、バン

トゥ諸語、ポーランド語、古代教会スラブ語、ウクライナ語、リトアニア語、チェコ語、ブルガリア語、オランダ語、ガリシア語、バスク語、カタルニ

ア語、ラテン語、エスペラント語

専攻語科目演習

スウェーデン語1
スウェーデン語2
スウェーデン語3
スウェーデン語4
スウェーデン語5

専攻語科目

1年実習

スウェーデン語11
スウェーデン語12
スウェーデン語13
スウェーデン語14
スウェーデン語15

北欧現代社会概説

北欧文学概論

北欧史概説

スウェーデン語Ⅰ スウェーデン語Ⅵ

スウェーデン語Ⅱ スウェーデン語Ⅶ

スウェーデン語Ⅳ

スウェーデン語Ⅴ

北欧文化講義Ⅰ～Ⅱ

現代デンマーク語演習

現代スウェーデン語演習

デンマーク語学特別演習

デンマーク現代社会特別演習Ⅰ～Ⅱ

デンマーク史特別演習

スウェーデン語学特別演習

スウェーデン現代社会特別演習Ⅰ～Ⅱ

スウェーデン史特別演習

北欧語学演習Ⅰ～Ⅲ

北欧文学演習Ⅰ

北欧文化演習Ⅰ～Ⅱ

北欧文学特別演習Ⅰ～Ⅱ

専攻語科目

2年実習

卒業論文



カリキュラムマップ　＜ドイツ語＞

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

専攻語科目で学修した専攻語
を高度に運用できる能力を身
につけている。
－聞く・読む・話す・書く、
という４技能において、各専
攻で定められている到達度目
標に達している。

○ ○ ○

専攻科目等の講義や演習さら
に卒業論文の執筆を通して、
言語とそれを基底とする世界
各地の文化や社会についての
総合的かつ専門的な学識を身
につけている。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題を発見し、複合的
な視野からその解決の道筋を
構想できる能力を身につけて
いる。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題の発見・解決のた
めに、様々な地域の多様な専
門分野の人と協働できる能力
を身につけている

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、異文化を相対化し
て理解し、言語・文化の相違
を超えて様々な国・地域の人
と交流できる能力を身につけ
ている。

○ ○

【色分けの説明】

・専攻語（1年実習）の色である薄いピンク色が共通教育科目（情報教育、健康スポーツ、学問への扉、アドヴァンスト・セミナー、基盤教養）を除くすべての科目のベースの色にもなっていますが、        

これは、「言語を基底とした地域研究を行う」ことを標榜している外国語学部において、全ての学問の基礎になっているのが1年次の専攻語実習であることを意味しています。

4年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

・卒業論文は4年次での1年間を費やして仕上げます。専攻語科目および専攻科目講義・演習で学んできたことの集大成であることから、全てにまたがった形で図示しています。

1年 2年 3年

・専攻語（1年実習）→専攻語（2年実習）→専攻語（演習）になるにつれてピンク色が濃くなっていますが、これは難易度が上がることを示しています。

・専攻科目講義→専攻科目講義・演習になるにつれて緑色が濃くなっていますが、これはそれぞれの分野での学びがより深くなることを示しています。

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、国際的な活動がで
きるために必要な幅広い知識
と高い教養を身につけてい
る。

○ 方法論科目：言語学概論、文化概論、文学概論等（全20科目）

地域系科目：中国研究概論、モンゴル社会文化概論、東南アジア社会文化概論等（全126科目）

特設科目：異文化理解演習、多言語共生社会演習、現代ジャーナリズム論等（全9科目）

高度教養教育科目：東アジア言語文化概論、朝鮮社会文化概論、現代アラブ地域概論等（全66科目）

アドヴァンスト・セミナー学問への扉

情報教育科目

基盤教養教育科目

健康スポーツ教育科目

国際性涵養教育科目

専攻科目講義

専攻科目講義／演習

教育目標

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
学
習
目
標

第１外国語（総合英語）

兼修語学：中国語、朝鮮語、アラビア語、スワヒリ語、英語、フランス語、イタリア語、スペイン語、ポルトガル語

研究外国語：満州語、アイヌ語、ウィグル語、ソグド語、古典チベット語、現代チベット語、カレン語、オセアニア諸語、シャン語、モン＝クメール

語、サンスクリット語、パーリ語、ベンガル語、ヘブライ語、アラム語、シリア語、マルタ語、カザフ語、東・南アフリカ諸語、西アフリカ諸語、バン

トゥ諸語、ポーランド語、古代教会スラブ語、ウクライナ語、リトアニア語、チェコ語、ブルガリア語、オランダ語、ガリシア語、バスク語、カタルニ

ア語、ラテン語、エスペラント語

専攻語科目演習

ドイツ語1
ドイツ語2
ドイツ語3
ドイツ語4
ドイツ語5

専攻語科目

1年実習

ドイツ語11
ドイツ語12
ドイツ語13
ドイツ語14
ドイツ語15

ドイツ語圏文化概論

ドイツ語Ⅰ ドイツ語Ⅴ

ドイツ語Ⅱ ドイツ語Ⅵ

ドイツ語Ⅲ ドイツ語Ⅶ

ドイツ語Ⅳ

ドイツ語圏文化講義Ⅰ～Ⅱ

ドイツ語圏専門文献演習Ⅰ～Ⅱ

ドイツ語圏文化演習Ⅰ～Ⅵ

ドイツ語圏現代社会演習Ⅰ～Ⅲ

専攻語科目

2年実習

卒業論文



カリキュラムマップ　＜英語＞

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

専攻語科目で学修した専攻語
を高度に運用できる能力を身
につけている。
－聞く・読む・話す・書く、
という４技能において、各専
攻で定められている到達度目
標に達している。

○ ○ ○

専攻科目等の講義や演習さら
に卒業論文の執筆を通して、
言語とそれを基底とする世界
各地の文化や社会についての
総合的かつ専門的な学識を身
につけている。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題を発見し、複合的
な視野からその解決の道筋を
構想できる能力を身につけて
いる。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題の発見・解決のた
めに、様々な地域の多様な専
門分野の人と協働できる能力
を身につけている

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、異文化を相対化し
て理解し、言語・文化の相違
を超えて様々な国・地域の人
と交流できる能力を身につけ
ている。

○ ○

【色分けの説明】

・専攻語（1年実習）の色である薄いピンク色が共通教育科目（情報教育、健康スポーツ、学問への扉、アドヴァンスト・セミナー、基盤教養）を除くすべての科目のベースの色にもなっていますが、        

これは、「言語を基底とした地域研究を行う」ことを標榜している外国語学部において、全ての学問の基礎になっているのが1年次の専攻語実習であることを意味しています。

4年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

・卒業論文は4年次での1年間を費やして仕上げます。専攻語科目および専攻科目講義・演習で学んできたことの集大成であることから、全てにまたがった形で図示しています。

1年 2年 3年

・専攻語（1年実習）→専攻語（2年実習）→専攻語（演習）になるにつれてピンク色が濃くなっていますが、これは難易度が上がることを示しています。

・専攻科目講義→専攻科目講義・演習になるにつれて緑色が濃くなっていますが、これはそれぞれの分野での学びがより深くなることを示しています。

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、国際的な活動がで
きるために必要な幅広い知識
と高い教養を身につけてい
る。

○
方法論科目：言語学概論、文化概論、文学概論等（全20科目）

地域系科目：中国研究概論、モンゴル社会文化概論、東南アジア社会文化概論等（全106科目）

特設科目：異文化理解演習、多言語共生社会演習、現代ジャーナリズム論等（全9科目）

高度教養教育科目：東アジア言語文化概論、朝鮮社会文化概論、現代アラブ地域概論等（全64科
目）

アドヴァンスト・セミナー学問への扉

情報教育科目

基盤教養教育科目

健康スポーツ教育科目

国際性涵養教育科目

専攻科目講義

専攻科目講義／演習

教育目標

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
学
習
目
標

第１外国語（総合英語）

兼修語学：中国語、朝鮮語、アラビア語、スワヒリ語、ドイツ語、フランス語、イタリア語、スペイン語、ポルトガル語

研究外国語：満州語、アイヌ語、ウィグル語、ソグド語、古典チベット語、現代チベット語、カレン語、オセアニア諸語、シャン語、モン＝クメール

語、サンスクリット語、パーリ語、ベンガル語、ヘブライ語、アラム語、シリア語、マルタ語、カザフ語、東・南アフリカ諸語、西アフリカ諸語、バン

トゥ諸語、ポーランド語、古代教会スラブ語、ウクライナ語、リトアニア語、チェコ語、ブルガリア語、オランダ語、ガリシア語、バスク語、カタルニ

ア語、ラテン語、エスペラント語

専攻語科目演習

英語１

英語２

英語３

英語４

英語５

専攻語科目

1年実習

英語11

英語12

英語13

英語14

英語15

英語学概論

英語史概論

アメリカ文学・文化概論

イギリス文学・文化概論

アメリカ史概論

イギリス文化概論
英語国際ビジネスコミュニケーション入門

英語Ⅰ 英語Ⅴ 英語Ⅸ

英語Ⅱ    英語Ⅵ 英語Ⅹ

英語Ⅲ    英語Ⅶ    英語ⅩⅠ

英語Ⅳ    英語Ⅷ    英語ⅩⅡ

英語学講義

イギリス文学・文化講義

イギリス文化講義

アメリカ文学・文化講義

アメリカ歴史・政経講義

英語学演習Ⅰ～Ⅴ

英語学特別演習Ⅰ～Ⅴ

イギリス文学・文化演習Ⅰ～Ⅱ

イギリス文化演習Ⅰ～Ⅱ

イギリス文学・文化特別演習

イギリス文化特別演習Ⅰ～Ⅱ

アメリカ文学・文化演習Ⅰ～Ⅲ

アメリカ歴史・政経演習Ⅰ～Ⅱ

国際ビジネスコミュニケーション演習

アメリカ文学・文化特別演習Ⅰ～Ⅱ

アメリカ歴史・政経特別演習

専攻語科目

2年実習

卒業論文



カリキュラムマップ　＜フランス語＞

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

専攻語科目で学修した専攻語
を高度に運用できる能力を身
につけている。
－聞く・読む・話す・書く、
という４技能において、各専
攻で定められている到達度目
標に達している。

○ ○ ○

専攻科目等の講義や演習さら
に卒業論文の執筆を通して、
言語とそれを基底とする世界
各地の文化や社会についての
総合的かつ専門的な学識を身
につけている。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題を発見し、複合的
な視野からその解決の道筋を
構想できる能力を身につけて
いる。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題の発見・解決のた
めに、様々な地域の多様な専
門分野の人と協働できる能力
を身につけている

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、異文化を相対化し
て理解し、言語・文化の相違
を超えて様々な国・地域の人
と交流できる能力を身につけ
ている。

○ ○

【色分けの説明】

・専攻語（1年実習）の色である薄いピンク色が共通教育科目（情報教育、健康スポーツ、学問への扉、アドヴァンスト・セミナー、基盤教養）を除くすべての科目のベースの色にもなっていますが、        

これは、「言語を基底とした地域研究を行う」ことを標榜している外国語学部において、全ての学問の基礎になっているのが1年次の専攻語実習であることを意味しています。

・卒業論文は4年次での1年間を費やして仕上げます。専攻語科目および専攻科目講義・演習で学んできたことの集大成であることから、全てにまたがった形で図示しています。

1年 2年 3年

・専攻語（1年実習）→専攻語（2年実習）→専攻語（演習）になるにつれてピンク色が濃くなっていますが、これは難易度が上がることを示しています。

・専攻科目講義→専攻科目講義・演習になるにつれて緑色が濃くなっていますが、これはそれぞれの分野での学びがより深くなることを示しています。

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、国際的な活動がで
きるために必要な幅広い知識
と高い教養を身につけてい
る。

○

4年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

方法論科目：言語学概論、文化概論、文学概論等（全20科目）

地域系科目：中国研究概論、モンゴル社会文化概論、東南アジア社会文化概論等（全124科目）

特設科目：異文化理解演習、多言語共生社会演習、現代ジャーナリズム論等（全9科目）

高度教養教育科目：東アジア言語文化概論、朝鮮社会文化概論、現代アラブ地域概論等（全70科
目）

アドヴァンスト・セミナー学問への扉

情報教育科目

基盤教養教育科目

健康スポーツ教育科目

国際性涵養教育科目

専攻科目講義

専攻科目講義／演習

教育目標

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
学
習
目
標

第１外国語（総合英語）

兼修語学：中国語、朝鮮語、アラビア語、スワヒリ語、ドイツ語、英語、イタリア語、スペイン語、ポルトガル語

研究外国語：満州語、アイヌ語、ウィグル語、ソグド語、古典チベット語、現代チベット語、カレン語、オセアニア諸語、シャン語、モン＝クメール

語、サンスクリット語、パーリ語、ベンガル語、ヘブライ語、アラム語、シリア語、マルタ語、カザフ語、東・南アフリカ諸語、西アフリカ諸語、バン

トゥ諸語、ポーランド語、古代教会スラブ語、ウクライナ語、リトアニア語、チェコ語、ブルガリア語、オランダ語、ガリシア語、バスク語、カタルニ

ア語、ラテン語、エスペラント語

専攻語科目演習

フランス語1
フランス語2
フランス語3
フランス語4
フランス語5

専攻語科目

1年実習

フランス語11
フランス語12
フランス語13
フランス語14
フランス語15

フランス研究入門Ⅰ～Ⅱ

フランス語Ⅰ

フランス語Ⅱ

フランス語Ⅲ

フランス語Ⅳ

フランス語学講義

フランス文学講義

フランス歴史講義

フランス社会講義

フランス思想講義

フランス語学演習

フランス文学演習

フランス歴史演習

フランス文化演習Ⅰ～Ⅳ

フランス社会演習

フランス思想演習

専攻語科目

2年実習

卒業論文



カリキュラムマップ　＜イタリア語＞

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

専攻語科目で学修した専攻語
を高度に運用できる能力を身
につけている。
－聞く・読む・話す・書く、
という４技能において、各専
攻で定められている到達度目
標に達している。

○ ○ ○

専攻科目等の講義や演習さら
に卒業論文の執筆を通して、
言語とそれを基底とする世界
各地の文化や社会についての
総合的かつ専門的な学識を身
につけている。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題を発見し、複合的
な視野からその解決の道筋を
構想できる能力を身につけて
いる。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題の発見・解決のた
めに、様々な地域の多様な専
門分野の人と協働できる能力
を身につけている

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、異文化を相対化し
て理解し、言語・文化の相違
を超えて様々な国・地域の人
と交流できる能力を身につけ
ている。

○ ○

【色分けの説明】

・専攻語（1年実習）の色である薄いピンク色が共通教育科目（情報教育、健康スポーツ、学問への扉、アドヴァンスト・セミナー、基盤教養）を除くすべての科目のベースの色にもなっていますが、        

これは、「言語を基底とした地域研究を行う」ことを標榜している外国語学部において、全ての学問の基礎になっているのが1年次の専攻語実習であることを意味しています。

・卒業論文は4年次での1年間を費やして仕上げます。専攻語科目および専攻科目講義・演習で学んできたことの集大成であることから、全てにまたがった形で図示しています。

・専攻語（1年実習）→専攻語（2年実習）→専攻語（演習）になるにつれてピンク色が濃くなっていますが、これは難易度が上がることを示しています。

・専攻科目講義→専攻科目講義・演習になるにつれて緑色が濃くなっていますが、これはそれぞれの分野での学びがより深くなることを示しています。

1年 2年

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、国際的な活動がで
きるために必要な幅広い知識
と高い教養を身につけてい
る。

○

3年 4年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

方法論科目：言語学概論、文化概論、文学概論等（全20科目）

地域系科目：中国研究概論、モンゴル社会文化概論、東南アジア社会文化概論等（全126科目）

特設科目：異文化理解演習、多言語共生社会演習、現代ジャーナリズム論等（全9科目）

高度教養教育科目：東アジア言語文化概論、朝鮮社会文化概論、現代アラブ地域概論等（全66科目）

アドヴァンスト・セミナー学問への扉

情報教育科目

基盤教養教育科目

健康スポーツ教育科目

国際性涵養教育科目

専攻科目講義

専攻科目講義／演習

教育目標

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
学
習
目
標

第１外国語（総合英語）

兼修語学：中国語、朝鮮語、アラビア語、スワヒリ語、ドイツ語、英語、フランス語、スペイン語、ポルトガル語

研究外国語：満州語、アイヌ語、ウィグル語、ソグド語、古典チベット語、現代チベット語、カレン語、オセアニア諸語、シャン語、モン＝クメール

語、サンスクリット語、パーリ語、ベンガル語、ヘブライ語、アラム語、シリア語、マルタ語、カザフ語、東・南アフリカ諸語、西アフリカ諸語、バン

トゥ諸語、ポーランド語、古代教会スラブ語、ウクライナ語、リトアニア語、チェコ語、ブルガリア語、オランダ語、ガリシア語、バスク語、カタルニ

ア語、ラテン語、エスペラント語

専攻語科目演習

イタリア語1
イタリア語2
イタリア語3
イタリア語4
イタリア語5

専攻語科目

1年実習

イタリア語11
イタリア語12
イタリア語13
イタリア語14
イタリア語15

イタリア言語文化概説Ⅰ～Ⅱ

イタリア語Ⅰ

イタリア語Ⅱ

イタリア語Ⅲ

イタリア語Ⅳ

イタリア語学講義

イタリア文学講義

イタリア歴史講義

イタリア社会講義

イタリア文化講義Ⅰ～Ⅲ

イタリア社会演習

イタリア文化演習

イタリア文化特別演習

イタリア語学文学特別演習

イタリア歴史社会特別演習

専攻語科目

2年実習

卒業論文



カリキュラムマップ　＜スペイン語＞

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

専攻語科目で学修した専攻語
を高度に運用できる能力を身
につけている。
－聞く・読む・話す・書く、
という４技能において、各専
攻で定められている到達度目
標に達している。

○ ○ ○

専攻科目等の講義や演習さら
に卒業論文の執筆を通して、
言語とそれを基底とする世界
各地の文化や社会についての
総合的かつ専門的な学識を身
につけている。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題を発見し、複合的
な視野からその解決の道筋を
構想できる能力を身につけて
いる。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題の発見・解決のた
めに、様々な地域の多様な専
門分野の人と協働できる能力
を身につけている

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、異文化を相対化し
て理解し、言語・文化の相違
を超えて様々な国・地域の人
と交流できる能力を身につけ
ている。

○ ○

【色分けの説明】

・専攻語（1年実習）の色である薄いピンク色が共通教育科目（情報教育、健康スポーツ、学問への扉、アドヴァンスト・セミナー、基盤教養）を除くすべての科目のベースの色にもなっていますが、        

これは、「言語を基底とした地域研究を行う」ことを標榜している外国語学部において、全ての学問の基礎になっているのが1年次の専攻語実習であることを意味しています。

・卒業論文は4年次での1年間を費やして仕上げます。専攻語科目および専攻科目講義・演習で学んできたことの集大成であることから、全てにまたがった形で図示しています。

・専攻語（1年実習）→専攻語（2年実習）→専攻語（演習）になるにつれてピンク色が濃くなっていますが、これは難易度が上がることを示しています。

・専攻科目講義→専攻科目講義・演習になるにつれて緑色が濃くなっていますが、これはそれぞれの分野での学びがより深くなることを示しています。

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、国際的な活動がで
きるために必要な幅広い知識
と高い教養を身につけてい
る。

○

1年 2年 3年 4年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

方法論科目：言語学概論、文化概論、文学概論等（全20科目）

地域系科目：中国研究概論、モンゴル社会文化概論、東南アジア社会文化概論等（全126科目）

特設科目：異文化理解演習、多言語共生社会演習、現代ジャーナリズム論等（全9科目）

高度教養教育科目：東アジア言語文化概論、朝鮮社会文化概論、現代アラブ地域概論等（全68科目）

アドヴァンスト・セミナー学問への扉

情報教育科目

基盤教養教育科目

健康スポーツ教育科目

国際性涵養教育科目

専攻科目講義

専攻科目講義／演習

教育目標

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
学
習
目
標

第１外国語（総合英語）

兼修語学：中国語、朝鮮語、アラビア語、スワヒリ語、ドイツ語、英語、フランス語、イタリア語、ポルトガル語

研究外国語：満州語、アイヌ語、ウィグル語、ソグド語、古典チベット語、現代チベット語、カレン語、オセアニア諸語、シャン語、モン＝クメール

語、サンスクリット語、パーリ語、ベンガル語、ヘブライ語、アラム語、シリア語、マルタ語、カザフ語、東・南アフリカ諸語、西アフリカ諸語、バン

トゥ諸語、ポーランド語、古代教会スラブ語、ウクライナ語、リトアニア語、チェコ語、ブルガリア語、オランダ語、ガリシア語、バスク語、カタルニ

ア語、ラテン語、エスペラント語

専攻語科目演習

卒業論文

スペイン語1
スペイン語2
スペイン語3
スペイン語4
スペイン語5

専攻語科目

1年実習

スペイン語11
スペイン語12
スペイン語13
スペイン語14
スペイン語15

スペイン歴史・文化概論

スペイン語学概論

スペイン文学概論

スペイン語Ⅰ スペイン語Ⅴ

スペイン語Ⅱ スペイン語Ⅵ

スペイン語Ⅲ

スペイン語Ⅳ

スペイン語学講義Ⅰ～Ⅱ

スペイン文学講義

スペイン歴史・文化講義

スペイン語圏事情講義

スペイン語圏歴史・文化講義

スペイン語学演習Ⅰ～Ⅱ

スペイン文学演習Ⅰ～Ⅱ

スペイン歴史・文化演習Ⅰ～Ⅱ

スペイン語圏歴史・文化演習

スペイン語学特別演習

スペイン文学特別演習

スペイン歴史・文化特別演習

専攻語科目

2年実習



カリキュラムマップ　＜ポルトガル語＞

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

専攻語科目で学修した専攻語
を高度に運用できる能力を身
につけている。
－聞く・読む・話す・書く、
という４技能において、各専
攻で定められている到達度目
標に達している。

○ ○ ○

専攻科目等の講義や演習さら
に卒業論文の執筆を通して、
言語とそれを基底とする世界
各地の文化や社会についての
総合的かつ専門的な学識を身
につけている。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題を発見し、複合的
な視野からその解決の道筋を
構想できる能力を身につけて
いる。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題の発見・解決のた
めに、様々な地域の多様な専
門分野の人と協働できる能力
を身につけている

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、異文化を相対化し
て理解し、言語・文化の相違
を超えて様々な国・地域の人
と交流できる能力を身につけ
ている。

○ ○

【色分けの説明】

・専攻語（1年実習）の色である薄いピンク色が共通教育科目（情報教育、健康スポーツ、学問への扉、アドヴァンスト・セミナー、基盤教養）を除くすべての科目のベースの色にもなっていますが、        

これは、「言語を基底とした地域研究を行う」ことを標榜している外国語学部において、全ての学問の基礎になっているのが1年次の専攻語実習であることを意味しています。

○

・卒業論文は4年次での1年間を費やして仕上げます。専攻語科目および専攻科目講義・演習で学んできたことの集大成であることから、全てにまたがった形で図示しています。

3年

・専攻語（1年実習）→専攻語（2年実習）→専攻語（演習）になるにつれてピンク色が濃くなっていますが、これは難易度が上がることを示しています。

・専攻科目講義→専攻科目講義・演習になるにつれて緑色が濃くなっていますが、これはそれぞれの分野での学びがより深くなることを示しています。

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、国際的な活動がで
きるために必要な幅広い知識
と高い教養を身につけてい
る。

4年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

1年 2年

方法論科目：言語学概論、文化概論、文学概論等（全20科目）

地域系科目：中国研究概論、モンゴル社会文化概論、東南アジア社会文化概論等（全123科目）

特設科目：異文化理解演習、多言語共生社会演習、現代ジャーナリズム論等（全9科目）

高度教養教育科目：東アジア言語文化概論、朝鮮社会文化概論、現代アラブ地域概論等（全69科目）

アドヴァンスト・セミナー学問への扉

情報教育科

目

基盤教養教育科目

健康スポーツ教育科目

国際性涵養教育科目

専攻科目講義

専攻科目講義／演習

教育目標

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
学
習
目
標

第１外国語（総合英語）

兼修語学：中国語、朝鮮語、アラビア語、スワヒリ語、ドイツ語、英語、フランス語、イタリア語、スペイン語

研究外国語：満州語、アイヌ語、ウィグル語、ソグド語、古典チベット語、現代チベット語、カレン語、オセアニア諸語、シャン語、モン＝クメール

語、サンスクリット語、パーリ語、ベンガル語、ヘブライ語、アラム語、シリア語、マルタ語、カザフ語、東・南アフリカ諸語、西アフリカ諸語、バン

トゥ諸語、ポーランド語、古代教会スラブ語、ウクライナ語、リトアニア語、チェコ語、ブルガリア語、オランダ語、ガリシア語、バスク語、カタルニ

ア語、ラテン語、エスペラント語

専攻語科目演習

卒業論文

ポルトガル語1
ポルトガル語2
ポルトガル語3
ポルトガル語4
ポルトガル語5

専攻語科目

1年実習

ポルトガル語11
ポルトガル語12
ポルトガル語13
ポルトガル語14
ポルトガル語15

ポルトガル語圏文化概論

ポルトガル語圏語学概論

ポルトガル語圏文学概論

ポルトガル語圏文化講義Ⅱ

ポルトガル語Ⅰ ポルトガル語Ⅴ

ポルトガル語Ⅱ ポルトガル語Ⅵ

ポルトガル語Ⅲ

ポルトガル語Ⅳ

ポルトガル語圏語学講義

ポルトガル語圏文学講義

ポルトガル語圏言語演習Ⅰ～Ⅴ

ポルトガル語圏文学演習Ⅰ～Ⅳ

ポルトガル語圏文化演習Ⅰ～Ⅵ

ポルトガル語圏言語特別演習

ポルトガル語圏文学特別演習

専攻語科目

2年実習



カリキュラムマップ　＜日本語＞

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

専攻語科目で学修した専攻語
を高度に運用できる能力を身
につけている。
－聞く・読む・話す・書く、
という４技能において、各専
攻で定められている到達度目
標に達している。

○ ○ ○

専攻科目等の講義や演習さら
に卒業論文の執筆を通して、
言語とそれを基底とする世界
各地の文化や社会についての
総合的かつ専門的な学識を身
につけている。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題を発見し、複合的
な視野からその解決の道筋を
構想できる能力を身につけて
いる。

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、専攻言語地域や世
界の諸地域の社会が抱える
種々の課題の発見・解決のた
めに、様々な地域の多様な専
門分野の人と協働できる能力
を身につけている

○ ○ ○

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、異文化を相対化し
て理解し、言語・文化の相違
を超えて様々な国・地域の人
と交流できる能力を身につけ
ている。

○ ○

【色分けの説明】

・専攻語（1年実習）の色である薄いピンク色が共通教育科目（情報教育、健康スポーツ、学問への扉、アドヴァンスト・セミナー、基盤教養）を除くすべての科目のベースの色にもなっていますが、        

これは、「言語を基底とした地域研究を行う」ことを標榜している外国語学部において、全ての学問の基礎になっているのが1年次の専攻語実習であることを意味しています。

3年 4年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

・卒業論文は4年次での1年間を費やして仕上げます。専攻語科目および専攻科目講義・演習で学んできたことの集大成であることから、全てにまたがった形で図示しています。

・専攻語（1年実習）→専攻語（2年実習）→専攻語（演習）になるにつれてピンク色が濃くなっていますが、これは難易度が上がることを示しています。

・専攻科目講義→専攻科目講義・演習になるにつれて緑色が濃くなっていますが、これはそれぞれの分野での学びがより深くなることを示しています。

1年 2年

専攻科目や関連科目等の学修
を通して、国際的な活動がで
きるために必要な幅広い知識
と高い教養を身につけてい
る。

○ 方法論科目：言語学概論、文化概論、文学概論等（全20科目）

地域系科目：中国研究概論、モンゴル社会文化概論、東南アジア社会文化概論等（全109科目）

特設科目：異文化理解演習、多言語共生社会演習、現代ジャーナリズム論等（全9科目）

高度教養教育科目：東アジア言語文化概論、朝鮮社会文化概論、現代アラブ地域概論等（全54科目）

アドヴァンスト・セミナー学問への扉

情報教育科目

基盤教養教育科目

健康スポーツ教育科目

国際性涵養教育科目

専攻科目講義

専攻科目講義／演習

教育目標

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
学
習
目
標

第１外国語（総合英語）

兼修語学：中国語、朝鮮語、アラビア語、スワヒリ語、ドイツ語、英語、フランス語、イタリア語、スペイン語、ポルトガル語

研究外国語：満州語、アイヌ語、ウィグル語、ソグド語、古典チベット語、現代チベット語、カレン語、オセアニア諸語、シャン語、モン＝クメール

語、サンスクリット語、パーリ語、ベンガル語、ヘブライ語、アラム語、シリア語、マルタ語、カザフ語、東・南アフリカ諸語、西アフリカ諸語、バン

トゥ諸語、ポーランド語、古代教会スラブ語、ウクライナ語、リトアニア語、チェコ語、ブルガリア語、オランダ語、ガリシア語、バスク語、カタルニ

ア語、ラテン語、エスペラント語

専攻語科目演習

卒業論文

日本語１

日本語２

日本語３

日本語４

日本語５

専攻語科目

1年実習

日本語11

日本語12

日本語13

日本語14

日本語15

日本語教育学概論

対照言語学概論

日本語学概論

言語学概論

日本文化学概論

日本語学講義Ⅰ、Ⅱ

日本文化学講義Ⅱ、Ⅲ

日本語教育学講義Ⅰ～Ⅲ (Ⅱbを除く)

言語学講義

日本語Ⅰ

日本語Ⅱ

日本語学講義Ⅲ

日本文化学講義Ⅰ

日本語教育学講義Ⅱb
漢文学

日本文学史

日本語学演習Ⅰ～Ⅱ

日本文化学演習Ⅰ～Ⅳ

日本語教育学演習

日本事情演習

日本語教育学特別演習Ⅰ～Ⅱ

言語学演習

書道

日本語教育実習

専攻語科目

2年実習



法学部 

 
教育目標 
 

大阪大学の教育目標のもと、法学部は、法学、政治学および経済学などの学問の基礎を身につ
け、歴史と現実および理念の探求を通じて人々の生き方や国際社会を含む社会のあり方を複眼的
な視点から理解しようとする姿勢と、論理的な思考力や豊かな対話能力・外国語能力をもち、そ
れらを駆使して人類や社会の公益に貢献できる学識ある人材を養成することを目的としています。 

2007 年度より法学科および国際公共政策学科からなる２学科体制を採用している特徴を生か
し、各学科の多様な専門教育機会を整備し、少人数教育の充実とあいまって、学生が高度な専門
性と幅の広い視野に基づく総合的な判断力と構想力、それらを実践に生かす能力を身につけ、グ
ローバルに活躍できるための教育機会を提供します。 

法学部の組織及び全学的な教育研究組織において、法学部の教育目標を達成するために次の 4
項目の学識、能力を身につけた人材の育成を図ります。 
 
○高度な専門性と深い学識 
・法学、政治学、経済学などの社会科学に関する高度な専門的知識と、それに基づく総合的な判
断力を身につけた人材の育成を図ります。 
 
○教養 
・幅広い知識と視野、複眼的・俯瞰的・客観的思考能力を身につけた人材の育成を図ります。 
 
○国際性 
・異なる言語・社会・文化を理解し相互の相違を超えて交流する能力を身につけた人材の育成を
図ります。 
 
○デザイン力 
・法学、政治学および経済学の学識を通じて課題を発見し、その解決のための制度・政策を構想
し、問題発見・解決のために、様々な分野の人と協働できる能力を身につけた人材の育成を図り
ます。 
 

これらの教育活動を通じて育成するのは、「良きガバナンス」を構築していくことができる教
養、デザイン力・国際性を備えた人材であり、法曹界、国際機関、国、地方公共団体、民間企
業、NPO・NGO、学界など社会の様々な分野において活躍することが期待されます。 

  



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 

大阪大学のディプロマ・ポリシーのもと、法学部では、教育目標に定める人材を育成するた
め、所定の期間在学し、法学部において定める専門分野に関する知識・技能、教養、国際性及び
デザイン力を身につけ、学部規程に定める試験に合格し所定の単位を修得した学生に学士（法
学）の学位を授与します。 
 法学部は、法学、国際公共政策学の 2 種類の学位プログラムを有し、学習目標は次の通りで
す。 
 
○高度な専門性と深い学識 

・法学、政治学、経済学などの高度な専門知識・学識を身につけている。 
・課題解決のために法学、政治学、経済学など専門分野における専門知識・学識を活用できる。 
 

○教養 
・幅広い知識を修得している。 
・複眼的・俯瞰的に思考し、客観的に評価できる。 
 

○国際性 
・異なる言語・社会・文化のあり方を理解できる。 
・言語・社会・文化の相違を超えて交流できる。 

 
○デザイン力 

・法学、政治学、経済学などの高度な専門知識・学識をもとに、社会・学問における新たな課題
を発見し、解決のための制度・政策などの道筋を構想できる。 
・社会・学問における課題の発見・解決のために、様々な分野の人と協働できる。 
 
法科大学院などを志望する優秀な学生を対象に早期卒業制度を実施しています。 
以上の方針に基づいて育成するのは、社会の様々な価値観の違いを理解し、異なる価値間の

調整を行いつつ、一定の価値基準に基づきながら、法、政治、そして経済の仕組みを通じて、社
会の秩序を構想していくことができる知識と思考力を備えた人材です。 
 
 
 

  



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 

大阪大学のカリキュラム・ポリシーのもと、法学部は学位授与の方針に掲げる知識・技能など
を修得させるために、教養教育、法学部専門教育及び国際性涵養教育に関する授業科目を体系的
に編成し、講義、演習、実習等を適切に組合せた授業を行います。 

法学部専門教育では、法学科と国際公共政策学科 2 種類の学位プログラムに対応したカリキュ
ラムを提供します。法学部は、カリキュラムがディプロマ・ポリシーに掲げられた人材を育成す
るのに最適なものとなるよう、また両カリキュラムで補完・相乗効果が得られるよう、開講科目
の相互乗り入れなどを通して、両者の有機的一体性を確保します。さらに法曹専門家を目指す学
生のために両学科にまたがる法曹コースを設置します。 

また、試験（期末筆記試験、レポート試験、小テスト、平常点など）により学修成果を厳格に評
価します。 

 
＜教育課程編成の考え方＞ 
・幅広い知識を修得し複眼的・俯瞰的思考を身につけるために、教養教育として、学問への扉、
基盤教養教育科目、高度教養教育科目、情報教育科目、健康・スポーツ教育科目などを履修しま
す。 
・法学、政治学、経済学などの高度な専門知識・学識を修得するために、法学部専門教育科目の
必修科目、選択必修科目、選択科目から所定の単位を履修します。法学科と国際公共政策学科そ
れぞれの学位プログラムにおいて、学年とともに、基礎から応用へと履修科目を展開します。 
・異なる言語・社会・文化のあり方を理解し交流するために、国際性涵養教育科目として、低年
時においては第 1 外国語、第 2 外国語、グローバル理解などのマルチリンガル教育科目を、高年
次には高度国際性涵養教育科目を履修します。 
・デザイン力を身につけるために、教養教育、専門教育を通じて、各種の少人数による演習など
を履修します。 
 

＜学修内容及び学修方法＞ 
・専門教育、教養教育、国際性涵養教育の知識を修得するためには、主として講義形式の科目を
履修します。 
・デザイン力を身につけるためには、演習などの少人数教育を履修します。一部の演習は必修科
目に指定します。演習では、学生が自ら研究課題を設定し、主体的に調査・研究に取り組んだう
えで、研究報告を行い、その内容について他の参加者と議論を行います。 

 
＜学修成果の評価方法＞ 
・学修の成果は、試験により厳格に評価します。評価の基準は、シラバスに記載された学習目標
をどの程度達成できているのかという観点から定めます。 



・試験による評価については、期末筆記試験、レポート試験、小テスト、平常点などを科目の性
質に応じて組合せて行い、その方法と配点は開講に際してシラバス等により明示します。 
・期末筆記試験、レポート試験では、具体的な評価の基準を定め、試験に関する解説、講評を公
表し、異議申し立て制度を設置することにより、厳格で公平な成績評価を行います。 

 
全体を通して予習・復習時間を十分にとれるように、履修登録単位数の上限設定（キャップ制）

を導入します。 
以上の方針の下に、法学部では、専門分野に関する知識・技能、教養、国際性及びデザイン力を

身につけ、社会の秩序を構想していくことができる知識と思考力を備えた人材を育成するための
カリキュラムを編成します。 
 



法学部 
学位プログラム︓ 法学 
授与する学位︓ 学士（法学） 
 
教育目標 
 

大阪大学および法学部の教育目標のもと、法学科は、法学（実定法・基礎法）、政治学などの知
識、論理的思考と問題の分析・解決手法を習得し、人間関係や社会生活の土台となる制度とその
働きについて、単に現状を理解するだけではなく、歴史を遡り、理念を探究することを通じて、
冷静に多面的な観点から分析する能力と、論理的な思考力や豊かな対話能力・外国語能力を有し、
それらを駆使して人類や社会の未来を切り開いていく学識ある人材を養成することを目的として
います。 

法学科では、多様な専門教育科目の提供と少人数教育の充実とにより、学生が高度な専門性と
深い学識、幅の広い視野に基づく総合的な判断力と構想力、それらを実践に生かす能力を培い、
グローバルに活躍できるための教育機会を提供します。 

法学科の組織及び全学的な教育研究組織において、法学科の教育目標を達成するために、次の
４項目の学識、能力を身につけた人材の育成を図ります。 
 
○高度な専門性と深い学識 
・法学（実定法・基礎法）、政治学などの社会科学に関する高度な専門的知識と、高度な専門知
識に基づく総合的な判断力を身につけた人材の育成を図ります。 

 
○教養 

・幅広い知識と複眼的・俯瞰的・客観的な思考能力を身につけた人材の育成を図ります。 
 
○国際性 

・異なる言語・社会・文化を理解し相互の相違を超えて交流する能力を身につけた人材の育成
を図ります。 

 
○デザイン力 

・法学、政治学の学識を通じて課題を発見し、その解決のための制度・政策を構想し、問題発
見・解決のために、様々な分野の人と協働できる能力を身につけた人材の育成を図ります。 

 
これらの教育活動を通じて育成する人材は、法学・政治学に関する高度な専門性を有し、かつ

「良きガバナンス」を構築していくことができる教養、デザイン力、国際性を備えた人材であ
り、法曹界、国際機関、国、地方公共団体、民間企業、NPO・NGO、学会など社会の様々な分
野において活躍することが期待されます。  



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 

大阪大学および法学部のディプロマ・ポリシーのもと、法学科では、教育目標に定める人材を
育成するため、所定の期間在学し、法学科において定める専門分野に関する知識・技能、教養、
国際性及びデザイン力を身につけ、学部規程に定める試験に合格し所定の単位を修得した学生に
学士（法学）の学位を授与します。 
 法学科の学位プログラムの学習目標は次の通りです。 
 
○高度な専門性と深い学識 

・法学（実定法・基礎法）、政治学などの高度な専門知識・学識を身につけている。 
・課題解決のために法学、政治学など専門分野における専門知識・学識を活用できる。 
 

○教養 
・幅広い知識を修得している。 
・複眼的・俯瞰的に思考し、客観的に評価できる。 
 

○国際性 
・異なる言語・社会・文化のあり方を理解できる。 
・言語・社会・文化の相違を超えて交流できる。 

 
○デザイン力 

・法学（実定法・基礎法）、政治学などの高度な専門知識・学識をもとに、社会・学問における
新たな課題を発見し、解決のための制度・政策などの道筋を構想できる。 
・社会・学問における課題の発見・解決のために、様々な分野の人と協働できる。 
 
法科大学院などを志望する優秀な学生を対象に早期卒業制度を実施しています。 
以上の方針に基づいて育成するのは、社会の様々な価値観の違いを理解し、異なる価値間の

調整を行いつつ、一定の価値基準に基づきながら、法、政治の仕組みを通じて、社会の秩序を構
想していくことができる知識と思考力を備えた人材です。 
 
 
 

  



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 

大阪大学および法学部のカリキュラム・ポリシーのもと、法学科はディプロマ・ポリシーに掲
げる知識・技能などを修得させるために、教養教育、法学部専門教育及び国際性涵養教育に関す
る授業科目を体系的に編成し、講義、演習、実習等を適切に組合せた授業を行います。 

法学部専門教育では、ディプロマ・ポリシーに掲げられた人材を育成するのに最適なものとな
るよう、法学科の学位プログラムに対応したカリキュラムを提供します。さらに法曹専門家を目
指す学生のために両学科にまたがる法曹コースを設置します。 

また、試験（期末筆記試験、レポート試験、小テスト、平常点など）により学修成果を厳格に評
価します。 

 
＜教育課程編成の考え方＞ 

・幅広い知識を修得し複眼的・俯瞰的思考を身につけるために、教養教育として、学問への扉、
基盤教養教育科目、高度教養教育科目、情報教育科目、健康・スポーツ教育科目などを履修し
ます。 
・法学、政治学などの高度な専門知識・学識を修得するために、法学部専門教育科目の必修科
目、選択科目から所定の単位を履修します。学年とともに、基礎から応用へと履修科目を展開
します。 
・異なる言語・社会・文化のあり方を理解し交流するために、国際性涵養教育科目として、低
年次においては第 1 外国語、第 2 外国語、グローバル理解などのマルチリンガル教育科目を、
高年次には高度国際性涵養教育科目を履修します。 
・デザイン力を身につけるために、教養教育、専門教育を通じて、各種の少人数による演習な
どを履修します。 

 
＜学修内容及び学修方法＞ 

・専門教育、教養教育、国際性涵養教育の知識を修得するためには、主として講義形式の科目
を履修します。 
・デザイン力を身につけるためには、演習などの少人数教育を履修します。専門教育科目では
演習をすべての年次に配置し、一部の演習は必修科目に指定します。演習では、学生が自ら研
究課題を設定し、主体的に調査・研究に取り組んだうえで、研究報告を行い、その内容につい
て他の参加者と議論を行います。 
 

＜学修成果の評価方法＞ 
・学修の成果は、試験により厳格に評価します。評価の基準は、シラバスに記載された学習目標
をどの程度達成できているのかという観点から定めます。 
・試験による評価については、期末筆記試験、レポート試験、小テスト、平常点などを科目の性



質に応じて組合せて行い、その方法と配点は開講に際してシラバス等により明示します。 
・期末筆記試験、レポート試験では、具体的な評価の基準を定め、試験に関する解説、講評を公
表し、異議申し立て制度を設置することにより、厳格で公平な成績評価を行います。 

 
全体を通して予習・復習時間を十分にとれるように、履修登録単位数の上限設定（キャップ制）

を導入します。 
以上の方針の下に、法学部では、専門分野に関する知識・技能、教養、国際性及びデザイン力

を身につけ、社会の秩序を構想していくことができる知識と思考力を備えた人材を育成するため
のカリキュラムを編成します。 

 



カリキュラムマップ（法学部　法学科　法学）

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

幅広い知識を修得している ○

複眼的・俯瞰的に思考し、客観的に評価できる ○

法学（実定法・基礎法）、政治学などの高度な専
門知識・学識をもとに、社会・学問における新た
な課題を発見し、解決のための制度・政策などの
道筋を構想できる

○

社会・学問における課題の発見・解決のために、
様々な分野の人と協働できる

○

法学（実定法・基礎法）、政治学などの高度な専
門知識・学識を身につけている

○

課題解決のために法学、政治学など専門分野にお
ける専門知識・学識を活用できる

○

異なる言語・社会・文化のあり方を理解できる ○

言語・社会・文化の相違を超えて交流できる ○

3年 4年
高

度

な

専

門

性

と

深

い

学

識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

1年 2年

高度教養教育科目

（法学部科目としては、ロイヤリング（紛争処理）（2年次以上）、マスコミと国際公共政策（3年次以上）、

及び国際公共政策学科にのみ開講される科目のうち別に指定する科目）アドヴァンスト・セミナー学問への扉

基盤教養教育科目

健康スポーツ教育科目

高度国際性涵養教育科目

専門教育科目

（概論科目、１

年次）

法学の基礎

政治学の基礎

（留学生用）

日本の法制度

専門教育科目兼高度国際性涵養教育科目（３年次以上）

外国語文献研究1、外国語文献研究2、国際私法、国際取引法、国際経済法、

EU法概論、現代紛争論、公共経済学

法政基礎演習

a
法政基礎演習

b
演習１a（必修） 演習１b（必修） 演習2a 演習2b

専門教育科目

（概論科目、１年

次）

国際関係論入門

法政情報処理

（コア科目、１年

次以上）

公法：憲法1
私法：民法1

法政導入演習

情報教育

マルチリンガル教育科目

専門教育科目（コア科目、３年次以上）

基礎法学： ローマ法、中国法、法社会学、EU法概論

公法： 刑事訴訟法、犯罪者処遇法、行政法3、行政法4、地方自治法、環境法、

税法1、税法2、国際法3
私法： 民法4、商法2（総則・商行為）、商法3、商法4、経済法、民事訴訟法、

民事回収法1、民事回収法2、裁判学、知的財産法1、知的財産法2、
知的財産法3、労働法、社会保障法、国際私法、国際経済法、国際取引法

政治学： 政治過程論、国際政治学、外交史、行政学、地方行政論、比較政治、

アジア政治史、西洋政治史

総合・展開： 法情報学2、法医学、外国語文献研究1、外国語文献研究2、特別講義

隣接科目： 社会科学のための数学、現代紛争論、ミクロ経済学、マクロ経済学、

Data Management、経済史、財政、公共経済学、計量経済学Ⅰ

専門教育科目（コア科目、２年次以上）

基礎法学： 法思想史、法理学、

西洋法制史、日本近代法史

公法： 憲法2、行政法1、行政法2、
刑法1、刑法2、国際法1、国際法2

私法： 民法2、民法3、商法1（会社法）

政治学： 政治学原論、日本政治史、

西洋政治思想史

総合・展開： 法情報学1、
自治体インターンシップ演習基礎、

自治体インターンシップ演習応用

隣接科目： ミクロ経済入門、

マクロ経済入門



法学部 
学位プログラム： 国際公共政策学 
授与する学位： 学士（法学） 
 
教育目標 
 
大阪大学および法学部の教育目標のもと、国際公共政策学科は、法学、政治学、経済学などの

知識、論理的思考と問題の分析・解決手法を習得し、人間関係や社会生活の土台となる制度とそ
の働きについて、単に現状を理解するだけではなく、歴史を遡り、理念を探究することを通じて、
冷静に多面的な観点から分析する能力と、論理的な思考力や豊かな対話能力・外国語能力を有し、
それらを駆使して人類や社会の未来を切り開いていく学識ある人材を養成することを目的として
います。 
国際公共政策学科では、多様な専門教育科目の提供と少人数教育の充実とにより、学生が高度

な専門性と深い学識、幅の広い視野に基づく総合的な判断力と構想力、それらを実践に生かす能
力を培い、グローバルに活躍できるための教育機会を提供します。 
国際公共政策学科の組織及び全学的な教育研究組織において、国際公共政策学科の教育目標を

達成するために、次の４項目の学識、能力を身につけた人材の育成を図ります。 
 
○高度な専門性と深い学識 
・法学、政治学、経済学などの社会科学に関する高度な専門的知識と、高度な専門知識に基づ
く総合的な判断力を身につけた人材の育成を図ります。 

 
○教養 
・幅広い知識と複眼的・俯瞰的・客観的な思考能力を身につけた人材の育成を図ります。 

 
○国際性 
・異なる言語・社会・文化を理解し相互の相違を超えて交流する能力を身につけた人材の育成
を図ります。 

 
○デザイン力 
・法学、政治学、経済学の学識を通じて課題を発見し、その解決のための制度・政策を構想し、
問題発見・解決のために、様々な分野の人と協働できる能力を身につけた人材の育成を図ります。 

 
これらの教育活動を通じて育成する人材は、法学・政治学・経済学に関する高度な専門性を有

し、かつ「良きガバナンス」を構築していくことができる教養、デザイン力、国際性を備えた人
材であり、法曹界、国際機関、国、地方公共団体、民間企業、NPO・NGO、学会など社会の
様々な分野において活躍することが期待されます。  



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 
大阪大学および法学部のディプロマ・ポリシーのもと、国際公共政策学科では、教育目標に定

める人材を育成するため、所定の期間在学し、国際公共政策学科において定める専門分野に関す
る知識・技能、教養、国際性及びデザイン力を身につけ、学部規程に定める試験に合格し所定の
単位を修得した学生に学士（法学）の学位を授与します。 
 国際公共政策学科の学位プログラムの学習目標は次の通りです。 
 
○高度な専門性と深い学識 
・法学・政治学・経済学の三分野に関する幅広い基礎知識を身につけている。 
・課題解決のために法学、政治学、経済学など専門分野における専門知識・学識を活用できる。 
 

○教養 
・幅広い知識を修得している。 
・複眼的・俯瞰的に思考し、客観的に評価できる。 
 

○国際性 
・異なる言語・社会・文化のあり方を理解できる。 
・言語・社会・文化の相違を超えて交流できる。 

 
○デザイン力 
・法学、政治学、経済学などの高度な専門知識・学識をもとに、社会・学問における新たな課
題を発見し、解決のための制度・政策などの道筋を構想できる。 
・社会・学問における課題の発見・解決のために、様々な分野の人と協働できる。 
 
大学院国際公共政策研究科及び法科大学院などを志望する優秀な学生を対象に早期卒業制度を

実施しています。 
以上の方針に基づいて育成するのは、社会の様々な価値観の違いを理解し、異なる価値間の調

整を行いつつ、一定の価値基準に基づきながら、法、政治、経済の仕組みを通じて、社会の秩序
を構想していくことができる知識と思考力を備えた人材です。 
 
 

  



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 
大阪大学および法学部のカリキュラム・ポリシーのもと、国際公共政策学科はディプロマ・ポ

リシーに掲げる知識・技能などを修得させるために、教養教育、法学部専門教育及び国際性涵養
教育に関する授業科目を体系的に編成し、講義、演習、実習等を適切に組合せた授業を行います。 
法学部専門教育では、ディプロマ・ポリシーに掲げられた人材を育成するのに最適なものとな

るよう、国際公共政策学科の学位プログラムに対応したカリキュラムを提供します。さらに法曹
専門家を目指す学生のために両学科にまたがる法曹コースを設置します。 
また、試験（期末筆記試験、レポート試験、小テスト、平常点など）により学修成果を厳格に評

価します。 
 

＜教育課程編成の考え方＞ 
・幅広い知識を修得し複眼的・俯瞰的思考を身につけるために、教養教育として、学問への扉、
基盤教養教育科目、高度教養教育科目、情報教育科目、健康・スポーツ教育科目などを履修し
ます。 
・法学、政治学、経済学の高度な専門知識・学識を修得するために、法学部専門教育科目の必
修科目、選択必修科目、選択科目から所定の単位を履修します。学年とともに、基礎から応用
へと履修科目を展開します。 
・異なる言語・社会・文化のあり方を理解し交流するために、国際性涵養教育科目として、低
年次においては第 1 外国語、第 2 外国語、グローバル理解などのマルチリンガル教育科目を、
高年次には高度国際性涵養教育科目を履修します。 
・デザイン力を身につけるために、教養教育、専門教育を通じて、各種の少人数による演習な
どを履修します。 
 

＜学修内容及び学修方法＞ 
・専門教育、教養教育、国際性涵養教育の知識を修得するためには、主として講義形式の科目
を履修します。 
・デザイン力を身につけるためには、演習などの少人数教育を履修します。専門教育科目では
演習を２年次以上のすべての年次に配置し、一部の演習は必修科目に指定します。演習では、
学生が自ら研究課題を設定し、主体的に調査・研究に取り組んだうえで、研究報告を行い、そ
の内容について他の参加者と議論を行います。 
 

＜学修成果の評価方法＞ 
・学修の成果は、試験により厳格に評価します。評価の基準は、シラバスに記載された学習目
標をどの程度達成できているのかという観点から定めます。 
・試験による評価については、期末筆記試験、レポート試験、小テスト、平常点などを科目の



性質に応じて組合せて行い、その方法と配点は開講に際してシラバス等により明示します。 
・期末筆記試験、レポート試験では、具体的な評価の基準を定め、試験に関する解説、講評を
公表し、異議申し立て制度を設置することにより、厳格で公平な成績評価を行います。 
 
全体を通して予習・復習時間を十分にとれるように、履修登録単位数の上限設定（キャップ制）

を導入します。 
以上の方針の下に、法学部では、専門分野に関する知識・技能、教養、国際性及びデザイン力を
身につけ、社会の秩序を構想していくことができる知識と思考力を備えた人材を育成するための
カリキュラムを編成します。 

 



「資料5」

カリキュラムマップ（法学部　国際公共政策学科　国際公共政策学）

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

幅広い知識を修得している ○

複眼的・俯瞰的に思考し、客観的に評価できる ○

法学、政治学、経済学などの高度な専門知識・学
識をもとに、社会・学問における新たな課題を発
見し、解決のための制度・政策などの道筋を構想
できる

○

社会・学問における課題の発見・解決のために、
様々な分野の人と協働できる

○

法学、政治学、経済学などの高度な専門知識・学
識を身につけている

○

課題解決のために法学、政治学、経済学など専門
分野における専門知識・学識を活用できる

○

異なる言語・社会・文化のあり方を理解できる ○

言語・社会・文化の相違を超えて交流できる ○

3年 4年
高
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門

性

と
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学
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教
養
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デ
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1年 2年

高度教養教育科目

（法学部科目としては、ロイヤリング（紛争処理）（2年次以上）、マスコミと国際公共政策（3年次以上）、

及び法学科にのみ開講される科目のうち別に指定する科目）学問への扉

基盤教養教育科目

健康スポーツ教育科目
情報教育

科目

高度国際性涵養教育科目
マルチリンガル教育科目

専門教育科目

（必修科目、1
年次）

法学の基礎、

政治学の基礎、

ミクロ経済入門

（留学生用）

日本の法制度

専門教育科目

（選択必修科目、2年次以上）

Project Seminar in English、行政法1、
行政法2、国際法1、国際法2、政治学

原論、西洋政治思想史、日本政治史、

ミクロ経済学、社会科学のための数学、

計量経済学I、Data Management

（選択科目、2年次以上）

インターンシップ、自治体インターン

シップ演習基礎、自治体インターンシッ

プ演習応用、憲法2、刑法1、刑法2、民
法2、民法3、商法1（会社法）、マクロ経

済学、ゲーム理論、計量経済学II

専門教育科目兼高度国際性涵養教育科目（3年次以上）

人間の安全保障、国際私法、国際経済法、国際取引法、国際環境法、国際人権法、

EU法概論、市民社会論、外交政策論、現代紛争論、平和学、現代ヨーロッパ政治、

国際行動論、国際機構論、経済発展、環境と開発、公共経済学、ヒューマン・キャピ

タル、国際経済学I

専門教育科目

（選択必修科目、3年次以上）国際法3
（選択科目、3年次以上）

ネゴシエーション、人間の安全保障、行政法3、行政法4、環境法、税法1、税法2、
刑事訴訟法、民法4、商法2（総則・商行為）、商法3、商法4、知的財産法1、知的

財産法2、知的財産法3、民事訴訟法、民事回収法1、民事回収法2、経済法、労

働法、社会保障法、国際私法、国際経済法、国際取引法、国際環境法、国際人

権法、中国法、EU法概論、政治過程論、アジア政治史、西洋政治史、国際政治

学、外交史、行政学、地方行政論、市民社会論、比較政治、外交政策論、現代紛

争論、平和学、現代ヨーロッパ政治、国際行動論、国際機構論、経済発展、環境

と開発、公共経済学、ヒューマン・キャピタル、財政、金融、計量経済、経済史、日

本経済史1、日本経済史2、経済学史、国際経済学I、国際経済学II、特別講義

セミナーIIa セミナーIIb セミナーIIIa セミナーIIIb セミナーIVa セミナーIVb

専門教育科目

（必修科目、1年
次）

国際公共政策

（選択必修科目、

1年次以上）

国際関係論入門、

マクロ経済入門、

憲法1、民法1

アドヴァンスト・セミナー



 

 

経済学部 

 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学の教育⽬標を受け、創⽴以来、⽇本における経済学研究の発展を担ってきた経済学部
は、「経済」の本来の意味である「経世済⺠」――世を経（おさ）め、⺠を済（すく）う――の精
神にもとづいて、⼈類の幸福の向上に努める「温かい⼼」（warm heart）をもった⼈材、そして
⽇本や世界で⽣起するさまざまな経済・社会現象に関する法則を理論的、実証的、歴史的にとら
える「冷静な頭脳」（cool head）をもった⼈材の育成をめざします。 
 卒業後は、⺠間企業や官公庁への就職、あるいは⼤学院への進学など、各⼈が適性に合った多
様な道に進むよう、学⽣⼀⼈⼀⼈の個性を育むことをめざします。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

世界に通⽤する最先端の経済学と経営学を基礎から体系的に習得することをめざします。 
 
○教養 
専⾨知識を実践に応⽤する上で必要とされる⼈間社会あるいは⾃然界に関する幅広い教養を⾝

につけることをめざします。 
 

○国際性 
外国⼈留学⽣との交流の場や交換留学制度などを⽤意し、それにより学部の段階から国際性を

養い､グローバル化する経済の中で､リーダーシップを発揮して世界各地で活躍できるような能
⼒・⼈材の育成をめざします。 
 
○デザイン⼒ 

未解決の問題に対して⽷⼝を⾒つけ、解決までの道筋を⾃らのアイデアで作り上げていくデザ
イン⼒を養うことをめざします。 
 
○独⾃の教育⽬標 

世の中で⽣起するさまざまな経済・社会現象に関する法則を理論的・実証的・歴史的にとらえ
ることのできる⼈材の育成をめざします。 
 
 
 
 



 

 

学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のディプロマ・ポリシーを受け、経済学部は、教育⽬標に定める⼈材を育成するた
め、経済・社会現象を理論的、実証的、歴史的にとらえることができるような学⼠課程教育を通
じて、所定の期間在学し、所定の単位を修得した学⽣に学位「学⼠（経済学）」を授与します。 
 経済学部が授与する学位「学⼠（経済学）」には、卒業後、⺠間企業や官公庁、あるいはシン
クタンクや⼤学院など、個⼈の適性に応じて多様な道に進み、将来、それぞれの分野において⼤
きな成果をあげてほしいという願いを込めています。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

・世界に通⽤する経済学や経営学の基礎知識を体系的に習得している 
・論理的に思考する能⼒をもっている 
 

○教養 
・⼈間社会および⾃然界に関する幅広い教養を⾝につけている 
 

○国際性 
・⾃国の経済問題だけでなくグローバルな諸問題にも関⼼をもっている 
・⽇本⼈および外国⼈と⼼を開いて対話するコミュニケーション能⼒がある 

 
○デザイン⼒ 
・来解決の問題に対して、解決までの道筋を⾃らのアイデアで作り上げていくデザイン⼒を備え
ている 
 

○独⾃の教育⽬標 
・専⾨知識にもとづいて現実の経済・経営問題を理解する⽅法を習得している 
・⾃分の考えや意⾒を論理的に、そして説得⼒をもって話したり書いたりする能⼒を⾝につけ
ている 

 
 

 

  



 

 

教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のカリキュラム・ポリシーを受け、経済学部では、教育⽬標にしたがった体系的なカ
リキュラムを⽤意しています。学科は、経済・経営学科のみであり、経済学と経営学の区別にと
らわれない学習が可能です。 

教養教育・国際性涵養教育・専⾨教育の 3 つの教育プログラムのそれぞれを、⼊学から卒業ま
で主体的に学ぶことができるように編成しています。教養教育では専⾨分野以外にも広い視野を
養成する科⽬を設定します。国際性涵養教育では語学科⽬や異⽂化理解を進めるための科⽬を設
定しています。専⾨教育では経済学・経営学の基礎から段階的に科⽬を配置しています。デザイ
ン⼒を育成するために、学⽣それぞれの研究テーマに沿った少⼈数による演習も充実しています。 

経済学部には多くの外国⼈留学⽣が在籍しており、多様な⽂化的背景をもつ学⽣とともに学び、
交流する環境が整っており、交換留学制度等を利⽤して海外で学習する機会も開かれています。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 
・経済学や経営学の専⾨知識を実践に応⽤する上で必要となる幅広い教養を⾝につけます。 
・グローバル化する経済の中でリーダーシップを発揮するために必要となるコミュニケーション
能⼒を⾝につけます。 
・経済学、経済史、経営学の基礎を学び、より専⾨的な科⽬を履修し、経済・社会現象を理論的、
実証的、歴史的にとらえるための知識と思考法を学びます。さらに、現在の経済や企業が直⾯す
る問題や最先端の研究成果を学びます。 
・経済学・経営学の知識と思考法を駆使しながら、問題解決のためのデザイン⼒を養います。 
 

＜学修内容及び学修⽅法＞ 
教養教育では、経済学や経営学の専⾨知識を実践に応⽤する上で必要となる幅広い教養を⾝に

つけることを⽬的に、全学共通教育科⽬の⼈⽂科学、社会科学、⾃然科学等についての科⽬を履
修します。 

国際性涵養教育では、グローバル化する経済の中でリーダーシップを発揮するために必要とな
るコミュニケーション能⼒を⾝につけるために、外国語や情報処理関連科⽬等を履修します。 

専⾨教育においては、数理的な分析ツールを⾝につけた上で、経済学、経済史、経営学の基礎
知識を学びます。その後、これらの分析ツールと基礎知識を応⽤しながら、経済学、経済史、経
営学における、より専⾨的な科⽬を履修し、経済・社会現象を理論的、実証的、歴史的にとらえ
るための知識と思考法を学びます。さらに、現在の経済や企業が直⾯する問題や最先端の研究成
果を学ぶことができるように、より⾼度な科⽬も⽤意しています。いくつかの科⽬は英語で⾏わ
れます。 

演習では、現実の経済・社会問題をテーマに、教員の指導のもと、そして学⽣同⼠の議論を通
じて解決策を探ります。講義科⽬で修得した経済学・経営学の知識と思考法を駆使しながら、問



 

 

題解決のためのデザイン⼒を養います。そして、議論を通じて、教員や他の学⽣との豊かな⼈間
関係を築くことができます。 

 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

学修の成果について、講義科⽬ではそれぞれの科⽬のシラバスなどに記載されている成績評価
の⽅法（試験や課題、レポートなど）によって総合的に評価します。演習では参加の姿勢や研究
報告等の内容などをもとにして評価します。 



経済学部 
学位プログラム︓ 経済学・経営学 
授与する学位︓ 学⼠（経済学） 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および経済学部の教育⽬標を受け、学位プログラム「経済学・経宮学」は、創⽴以来、
⽇本における経済学研究の発展を担ってきた経済学部において、「経済」の本来の意味である「経
世済⺠」――世を経（おさ）め、⺠を済（すく）う――の精神にもとづいて、⼈類の幸福の向上に
努める「温かい⼼」（warm heart）をもった⼈材、そして⽇本や世界で⽣起するさまざまな経済・
社会現象に関する法則を理論的、実証的、歴史的にとらえる「冷静な頭脳」（cool head）をもっ
た⼈材の育成をめざします。 

卒業後は、⺠間企業や官公庁への就職、あるいは⼤学院への進学など、各⼈が適性に合った多
様な道に進むよう、学⽣⼀⼈⼀⼈の個性を育むことをめざします。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

世界に通⽤する最先端の経済学と経営学を基礎から体系的に習得することをめざします。 
 
○教養 

専⾨知識を実践に応⽤する上で必要とされる⼈間社会あるいは⾃然界に関する幅広い教養を⾝
につけることをめざします。 

 
○国際性 

外国⼈留学⽣との交流の場や交換留学制度などを⽤意し、それにより学部の段階から国際性を
養い､グローバル化する経済の中で､リーダーシップを発揮して世界各地で活躍できるような能
⼒・⼈材の育成をめざします。 
 
○デザイン⼒ 

未解決の問題に対して⽷⼝を⾒つけ、解決までの道筋を⾃らのアイデアで作り上げていくデザ
イン⼒を養うことをめざします。 
 
○独⾃の教育⽬標 

世の中で⽣起するさまざまな経済・社会現象に関する法則を理論的・実証的・歴史的にとら
えることのできる⼈材の育成をめざします。 
 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および経済学部のディプロマ・ポリシーを受け、学位プログラム「経済学・経営学」
は、教育⽬標に定める⼈材を育成するという教育⽬標に基づき、学⼟課程教育を通じて所定の基
準を満たす学⽣に学位「学⼠（経済学）」を授与します。 

経済学部が授与する学位「学⼠（経済学）」には、卒業後、⺠間企業や官公庁、あるいはシンク
タンクや⼤学院など、個⼈の適性に応じて多様な道に進み、将来、それぞれの分野において⼤き
な成果をあげてほしいという願いを込めています。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

・世界に通⽤する経済学や経営学の基礎知識を体系的に習得している 
・論理的に思考する能⼒をもっている 
 

○教養 
・⼈間社会および⾃然界に関する幅広い教養を⾝につけている 

 
○国際性 

・⾃国の経済問題だけでなくグローバルな諸問題にも関⼼をもっている 
・⽇本⼈および、外国⼈と⼼を聞いて対話するコミュニケーション能⼒がある 

 
○デザイン⼒ 

・未解決の問題に対して、解決までの道筋を⾃らのアイデアで作り上げていくデザイン⼒を備
えている 

 
○独⾃の学習⽬標 
・専⾨知識にもとづいて現実の経済・経営問題を理解する⽅法を習得している 
・⾃分の考えや意⾒を論理的に、そして説得⼒をもって話したり書いたりする能⼒を⾝につけて
いる 

 
 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および経済学部のカリキュラム・ポリシーを受け、学位プ⼝グラム「経済学・経営
学」は、教育⽬標にしたがった体系的なカリキュラムを⽤意しています。学科は、経済・経営学
科のみであり、経済学と経営学の区別にとらわれない学習が可能です。 
 教養教育・国際性涵養教育・専⾨教育の 3 つの教育プログラムのそれぞれを、⼊学から卒業ま
で主体的に学ぶことができるように編成しています。教養教育では専⾨分野以外にも広い視野を
養成する科⽬を設定します。国際性涵養教育では語学科⽬や異⽂化理解を進めるための科⽬を設
定しています。専⾨教育では経済学・経営学の基礎から段階的に科⽬を配置しています。デザイ
ン⼒を育成するために、学⽣それぞれの研究テーマに沿った少⼈数による演習も充実していま
す。 
 経済学部には多くの外国⼈留学⽣が在籍しており、多様な⽂化的背景をもつ学⽣とともに学
び、交流する環境が整っており、交換留学制度等を利⽤して海外で学習する機会も開かれていま
す。 
 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

・経済学や経営学の専⾨知識を実践に応⽤する上で必要となる幅広い教養を⾝につけます。 
・グローバル化する経済の中で、リーダーシップを発揮するために必要となるコミュニケーシ
ョン能⼒を⾝につけます。 
・経済学、経済史、経営学の基礎を学び、より専⾨的な科⽬を履修し、経済・社会現象を理論的、
実証的、歴史的にとらえるための知識と思考法を学びます。さらに、現在の経済や企業が直⾯す
る問題や最先端の研究成果を学びます。 
・経済学・経営学の知識と思考法を駆使しながら、現在の経済や企業が直⾯する問題解決のため
のデザイン⼒を養います。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

教養教育では、経済学や経営学の専⾨知識を実践に応⽤する上で必要となる幅広い教養を⾝に
つけることを⽬的に、全学共通教育科⽬の⼈⽂科学、社会科学、⾃然科学等についての科⽬を履
修します。 

国際性涵養教育では、グローバル化する経済の中でリーダーシップを発揮するために必要とな
るコミュニケーション能⼒を⾝につけるために、外国語や情報処理関連科⽬等を履修します。 

専⾨教育においては、数理的な分析ツールを⾝につけた上で、経済学、経済史、経営学の基礎
知識を学びます。その後、これらの分析ツールと基礎知識を応⽤しながら、経済学、経済史、経
営学における、より専⾨的な科⽬を履修し、経済・社会現象を理論的、実証的、歴史的にとらえ
るための知識と思考法を学びます。さらに、現在の経済や企業が直⾯する問題や最先端の研究成



果を学ぶことができるように、より⾼度な科⽬も⽤意しています。いくつかの科⽬は英語で⾏わ
れます。 

演習では、現実の経済・社会問題をテーマに、教員の指導のもと、そして学⽣同⼠の議論を通
じて解決策を探ります。講義科⽬で修得した経済学・経営学の知識と思考法を駆使しながら、問
題解決のためのデザイン⼒を養います。そして、議論を通じて、教員や他の学⽣との豊かな⼈間
関係を築くことができます。 

 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

学修の成果について 、講義科⽬ではそれぞれの科⽬のシラバスなどに記載されている成績評価
の⽅法（試験や課題、レポートなど）によって総合的に評価します。演習では参加の姿勢や研究
報告等の内容などをもとにして評価します。 

 



学位プログラム「経済学・経営学」のカリキュラム・マップ

経済学部専門教育科目

全学共通教育科目、他学部専門教育科目等

マルチリンガル教育センター科目

ディプロマ・ポリシーの学習目標

高
度な
専
門
性と
深い
学
識

教
養

国
際
性

デザ
イン
力

独
自
の
教
育
目
標

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

(1)世界に通用する経済学や経営学
の基礎知識を体系的に習得してい
る

(2)論理的に思考する能力をもって
いる

○

(3)人間社会および自然界に関する
幅広い教養を身につけている

〇

(4)自国の経済問題だけでなくグ
ローバルな諸問題にも関心をもって
いる

(5)日本人および外国人と心を開い
て対話するコミュニケーション能力
がある

〇

(6)来解決の問題に対して、解決ま
での道筋を自らのアイデアで作り上
げていくデザイン力を備えている

〇

(7)専門知識にもとづいて現実の経
済・経営問題を理解する方法を習
得している

(8)自分の考えや意見を論理的に、
そして説得力をもって話したり書い
たりする能力を身につけている

〇

４年１年 ２年 ３年教育目標

専門基礎教育科目

専門教育科目（選択必修１）

専門教育科目（選択必修２）・高度国際性涵養教育科目

基盤教養教育科目

専門教育科目（選択必修１、選択必修２、選択科目、専門セミナー、研究セミナー）

マルチリンガル教育科目

専門教育科目（専門セミナー）

高度教養教育科目

専門教育科目（選択科目）

専門教育科目（研究セミナー）

専門教育科目（研究セミナー）

学問への扉

情報

教育

科目

健康・スポーツ教育科目

専門教育科目（選択必修２）・高度国際性涵養教育科目
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医学部医学科 

 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学の教育⽬標のもと、「知の創造、継承及び実践」を使命とし、「地域に⽣き世界に
伸びる」というモットーを実践すべく、医学部医学科では、地域医療に貢献する⼈材や、世
界をリードする医師・研究者を養成することを教育⽬標としています。そこで、医学科がこ
れまでに達成してきた世界有数の業績をもとに、他の学部・研究所と連携を密にしながら、
以下の⼈材の育成を⽬指します。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 
・基礎医学および臨床医学の講義、実習を通じて、医師・研究者になるための幅広い知識、
研究⼿法、臨床技能を習得させる。 
 

○教養 
・共通教育で⼈⽂・社会系および⾃然科学系の幅広い分野にわたる豊かな教養、専⾨教育
でコミュニケーション⼒や論理的思考、職業的倫理観、⽣涯にわたり学ぶ姿勢を涵養する
ことで、幅広い⼈間性を備えた⼈材を育成する。 
 

○国際性 
・医学英語教育、海外留学、海外施設との交流を通じて、国際的な視野とコミュニケーシ
ョン能⼒を涵養する。 
 

○デザイン⼒ 
・社会医学実習、海外留学、学⽣間国際交流、臨床実習、地域医療実習などを通じて、地
域医療および国際医療の意義を理解し、これらに貢献するための⾃らの役割を認識する能
⼒を養成する。 
・基礎医学講座配属、研究室配属、MD 研究者育成プログラムを通じて、学⽣⾃らが未知
の領域を解明するという、研究者としての基本的能⼒を養成する。 
 

 
 

  



 

 

学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のディプロマ・ポリシーのもと、医学部医学科では、教育⽬標に定める⼈材を
育成するため、所定の期間在学し、医学部医学科において定める専⾨分野に関する所定の
単位を修得し、次のとおり優れた知識と能⼒を⾝につけた学⽣に学⼠(医学)の学位を授与
します。 

 
○⾼度な専⾨性と深い学識 
・医学の徒としての使命を理解しそれを実践するとともに、⽣涯にわたり⾃らの学術的能
⼒を⾼め続ける姿勢を⽰すことができる。 
・⾼い倫理観に基づき、他者への理解と配慮を持ち、チームの⼀員として利他的な姿勢で
⾏動することができる。 
・医学を修めたものとして要求される⾼いレベルでの幅広い医学的知識、技量を⾝につけ、
臨床医学、医学研究、科学全般の分野においてこれらを応⽤することができる。 
 

○教養 
・共通教育で⼈⽂・社会系および⾃然科学系の幅広い分野にわたる豊かな教養、専⾨教育
でコミュニケーション⼒や論理的思考、職業的倫理観、⽣涯にわたり学ぶ姿勢を涵養する
ことで、幅広い⼈間性を⾝につけている。 
 

○国際性 
・グローバルな視点から医療を⾒つめ、異なる価値観を尊重することで、良好なコミュニ
ケーションを図ることができる。 
・国際医療においても⾃らの役割を果たすことができる。 
 

○デザイン⼒ 
・医学の進歩における研究や開発の意義を理解し、⾃ら到達⽬標を設定できる。 
・到達⽬標に向けた研究計画の作成、データの解析、発表・討論ができる。 
・医学を修めたものとして、⾃らが属する社会や地域の医療の意義と社会的責任を理解し、
実践できる。 

 
 
 

  



 

 

教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のカリキュラム・ポリシーのもと、医学部医学科では、学位授与の⽅針に掲げる
知識・技能を修得させるために、教養教育系科⽬、専⾨教育系科⽬及び国際性涵養教育系科
⽬を体系的に編成し、先進医療を担う医師及び医学研究者として必要な知識、倫理観、リサ
ーチマインドを養うことを⽬標にします。 
 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

ディプロマ・ポリシーに掲げる知識・技能を修得させるために、教養教育系科⽬、専⾨教
育系科⽬及び国際性涵養教育系科⽬を体系的に編成し、先進医療を担う医師及び医学研究
者として必要な知識、倫理観、リサーチマインドを養うことを⽬標にしたカリキュラムを策
定しています。また国際性豊かなコミュニケーション能⼒の涵養を⽬指し、医学英語教育の
充実も図ります。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

●⼈格形成教育 
・共通教育で⼈⽂・社会系および⾃然科学系の幅広い分野にわたる豊かな教養、専⾨教
育でコミュニケーション⼒や論理的思考、職業的倫理観、⽣涯にわたり学ぶ姿勢を涵養
することで、幅広い⼈間性を備えた⼈材を育成する。 

●基本的医学教育 
・基礎医学および臨床医学の講義、実習を通じて、医師・研究者になるための幅広い知
識、研究⼿法、臨床技能を習得する。 
・医学英語教育、海外留学、海外施設との交流を通じて、国際的な視野とコミュニケー
ション能⼒を涵養する。 

●発展的医学教育 
・基礎医学講座配属、研究室配属、MD 研究者育成プログラムを通じて、学⽣⾃らが未
知の領域を解明するという、研究者としての基本的能⼒を養成する。 

●社会的教育 
・社会医学実習、海外留学、学⽣間国際交流、臨床実習、地域医療実習などを通じて、
地域医療および国際医療の意義を理解し、これらに貢献するための⾃らの役割を認識す
る能⼒を養成する。 
 

＜学修成果の評価⽅法＞ 
シラバスに記載された学習⽬標について、筆記試験及び実技試験によって、その達成度を

評価します。 



医学部医学科 
学位プログラム︓ 医学 
授与する学位︓ 学⼠（医学） 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および医学部の教育⽬標のもと、「知の創造、継承及び実践」を使命とし、「地域に⽣
き世界に伸びる」というモットーを実践すべく、学位プログラム「医学」では、地域医療に貢献
しながら、世界の最先端をリードするような医学・医療の研究を推進し、次代の社会を医学・医
療の観点から⽀えることのできる社会有為な⼈材を輩出することを⽬標としています。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 
・基礎医学および臨床医学の講義、実習を通じて、医師・研究者になるための幅広い知識、研究
⼿法、臨床技能を習得させる。 

 
○教養 
・共通教育で⼈⽂・社会系および⾃然科学系の幅広い分野にわたる豊かな教養、専⾨教育でコミ
ュニケーション⼒や論理的思考、職業的倫理観、⽣涯にわたり学ぶ姿勢を涵養することで、幅広
い⼈間性を備えた⼈材を育成する。 

 
○国際性 

・医学英語教育、海外留学、海外施設との交流を通じて、国際的な視野とコミュニケーション
能⼒を涵養する。 

 
○デザイン⼒ 
・社会医学実習、海外留学、学⽣間国際交流、臨床実習、地域医療実習などを通じて、地域医療
および国際医療の意義を理解し、これらに貢献するための⾃らの役割を認識する能⼒を養成す
る。 
・基礎医学講座配属、研究室配属、MD 研究者育成プログラムを通じて、学⽣⾃らが未知の領域
を解明するという、研究者としての基本的能⼒を養成する。 

 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および医学部のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「医学」では教育⽬標
に定める⼈材を育成するため、所定の期間在学し、医学部医学科において定める専⾨分野に関す
る所定の単位を修得し、次のとおり優れた知識と能⼒を⾝につけた学⽣に学⼠(医学)の学位を授
与します。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

・医学の徒としての使命を理解しそれを実践するとともに、⽣涯にわたり⾃らの学術的能⼒を
⾼め続ける姿勢を⽰すことができる。 
・⾼い倫理観に基づき、他者への理解と配慮を持ち、チームの⼀員として利他的な姿勢で⾏動
することができる。 
・医学を修めたものとして要求される⾼いレベルでの幅広い医学的知識、技量を⾝につけ、臨
床医学、医学研究、科学全般の分野においてこれらを応⽤することができる。 
 

○教養 
・共通教育で⼈⽂・社会系および⾃然科学系の幅広い分野にわたる豊かな教養、専⾨教育でコ
ミュニケーション⼒や論理的思考、職業的倫理観、⽣涯にわたり学ぶ姿勢を涵養することで、
幅広い⼈間性を⾝につけている。 

 
○国際性 

・グローバルな視点から医療を⾒つめ、異なる価値観を尊重することで、良好なコミュニケー
ションを図ることができる。 

 
○デザイン⼒ 

・医学の進歩における研究や開発の意義を理解し、⾃ら到達⽬標を設定できる。 
・到達⽬標に向けた研究計画の作成、データの解析、発表・討論ができる。 
・医学を修めたものとして、⾃らが属する社会や地域の医療の意義と社会的責任を理解し、実
践できる。 

 
 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および医学部のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「医学」では以下の
とおりカリキュラム・ポリシーを定めています。 
 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

ディプロマ・ポリシーに掲げる知識・技能を修得させるために、教養教育系科⽬、専⾨教育系
科⽬及び国際性環境教育系科⽬を体系的に編成し、先進医療を担う医師及び医学研究者として必
要な知識、倫理観、リサーチマインドを養うことを⽬標にしたカリキュラムを策定しています。
また国際性豊かなコミュニケーション能⼒の涵養を⽬指し、医学英語教育の充実も図ります。 
 

＜学修内容及び学修⽅法＞ 
●⼈格形成教育 
・共通教育で⼈⽂・社会系および⾃然科学系の幅広い分野にわたる豊かな教養、専⾨教育でコミ
ュニケーション⼒や論理的思考、職業的倫理観、⽣涯にわたり学ぶ姿勢を涵養することで、幅広
い⼈間性を備えた⼈材を育成する。 

●基本的医学教育 
・基礎医学および臨床医学の講義、実習を通じて、医師・研究者になるための幅広い知識、研究
⼿法、臨床技能を習得する。 
・医学英語教育、海外留学、海外施設との交流を通じて、国際的な視野とコミュニケーション能
⼒を涵養する。 

●発展的医学教育 
・基礎医学講座配属、研究室配属、MD 研究者育成プログラムを通じて、学⽣⾃らが未知の領域
を解明するという、研究者としての基本的能⼒を養成する。 

●社会的教育 
・社会医学実習、海外留学、学⽣間国際交流、臨床実習、地域医療実習などを通じて、地域医療
および国際医療の意義を理解し、これらに貢献するための⾃らの役割を認識する能⼒を養成す
る。 

 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

シラバスに記載された学習⽬標について、筆記試験及び実技試験によって、その達成度を評価
します。 

 



カリキュラムマップ（医学部医学科）

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

1.プロフェッショナリズムと生涯学習
医学の徒としての使命を理解・実践するとと
もに、生涯にわたり自らの学術的能力を高め
続ける姿勢を示すことができる。

○ ○ ○

２．豊かな人間性と利他的姿勢
高い倫理観に基づき、他者への理解と配慮を
持ち、チームの一員として利他的な姿勢で行
動することができる。
　共通教育で人文・社会系および自然科学系
の幅広い分野にわたる豊かな教養、専門教育
でコミュニケーション力や論理的思考、職業
的倫理観、生涯にわたり学ぶ姿勢を涵養する
ことで、幅広い人間性を身につけている。

○ ○ ○

３．幅広い医学知識、技能
医学を修めたものとして要求される高いレベ
ルでの幅広い医学的知識、技量を身につけ、
臨床医学、医学研究、科学全般の分野におい
てこれらを応用することができる。

○ ○ ○

４．国際的な視野とコミュニケーション能力
グローバルな視点から医療を見つめ、異なる
価値観を尊重することで、良好なコミュニ
ケーションを図ることができる。

○ ○

５．研究者としての基本的能力
医学の進歩における研究や開発の意義を理解
し、自ら到達目標を設定できる。また、それ
に向けた研究計画の作成、データの解析、発
表・討論ができる。

○ ○

６．地域医療、国際医療に対する理解と貢献
医学を修めたものとして、自らが属する社会
や地域の医療の意義と社会的責任を理解し、
実践できる。また、国際医療においても自ら
の役割を果たすことができる。

○ ○
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医学部保健学科 

 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学の教育⽬標のもと、医学部保健学科では、保健学の発展に寄与して健康の視点から⼈々
の幸せに貢献する、専⾨資格を持つ医療⼈を育成します。これら医療⼈は、⾼度な専⾨性を持ち、
医療に関する深い学識と先進医療のあらゆる分野に対応できる⼒を⾝につけ、⾼い倫理観と豊か
な⼈間性を備え、医療の国際展開を推進し、教育・研究・実践の場でリーダーシップを発揮して、
保健学と医療分野の様々なニーズに対応できる次のような能⼒を備えた⼈材育成を⽬指していま
す。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 
・看護学、放射線技術科学、検査技術科学の各専⾨分野の知識と技術を、演習を含む主体的学習
を通して⼗分に習得し、⾼度先進医療・未来医療を開発・実践し、社会・地域医療に貢献する医
学部附属病院等での実習により、⾼度な専⾨性を具体的に 理解させることを⽬指します。 
 

○教養 
・保健学は「健やかさ」を考えることであり、それは⾝体、⼼、精神という個⼈の⽴場とともに、
家族、社会⽣活、⾃然環境、職場環境など、多様な視点で考えることでもあります。保健学を探
求する学習を通して⼈間を充分に知り、健康と社会の関係を理解し、対⼈コミュニケーションを
適切にとるための教養を⾼め させることを⽬指します。 
 

○国際性 
・健やかに⽣まれて、成⻑して、歳を重ねていくという国籍や時代、⽣まれ育った地域や環境に
制約されない、⼈々の普遍的な願いの実現について考え取り組むことで、医療の国際展開を含
む多様な課題について考え、保健医療の課題をグローバルな視点でとらえさせることを⽬指し
ます。 
 

○デザイン⼒ 
・保健学の視点で豊かにデザインできる⼒をつけ、⾏政や政府関連機関で保健医療施策を講じ、
医療機器・製薬企業やシンクタンクで先進的なスペシャリストとして活躍させることを⽬指しま
す。 
 
専⾨領域の確固たる資格と⾃信を持ち、国内外の教育・研究・実践の場で、専⾨性と語学⼒を

基盤としたリーダーシップを発揮し、「⼈」に対して温かい⽬を持つ医療⼈を育成します。



 

 

学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のディプロマ・ポリシーのもと、医学部保健学科においては、国内外の研究・実践・
教育の場で、専⾨性と語学⼒を基盤としたリーダーシップを発揮し、専⾨領域の確固たる資格と
⾃信を持ち、⼈に対して温かい⽬を持つ医療⼈を育成するという基本理念の下、 以下にあげる
ような能⼒を修得した学⽣に学位（看護学︓学⼠（看護学）、放射線技術科学／検査技術科学︓
学⼠（保健衛⽣学）） を授与します。 

 
○⾼度な専⾨性と深い学識 
・看護学、放射線技術科学、検査技術科学の各分野で求められる知識・技術を有している 
・保健学と医療分野の課題解決に向けて、修得した知識・技術を活⽤できる 
 

○教養 
・⾼い倫理観を持ち、豊かな⼈間性を⾝につけている 
・健康と社会の関係を複眼的・俯瞰的に思考し、⼈類の⽂化・社会・⾃然に関連づけて他者に説
明できる 
 

○国際性 
・異なる⾔語・⽂化背景を考慮した、保健医療のあり⽅について検討し提供できる 
・専⾨知識を活⽤しながら、⾔語・⽂化の相違を超えて交流し、保健医療の課題をグローバルな
視点で総合的に評価できる 
 

○デザイン⼒ 
・保健学と医療分野における新たな課題を発⾒し、解決の道筋を構想できる 
・保健学と医療分野の様々なニーズに対応するために、専⾨的知識と技能を⽣かしながら、様々
な分野の⼈と協働できる 

 
 

  



 

 

教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のカリキュラム・ポリシーのもと、医学部保健学科は、教養教育、専⾨教育及び国際
性涵養教育に関する授業科⽬を体系的に編成し、講義、演習、実験・実習を効果的に組合せて、
幅広い知識と教養、豊かな⼈間性、⾼い倫理観を⾝につけながら、専⾨領域の理解を深め、理論
と実践を科学的に追求し、各領域の研究を発展させ、かつ医療専⾨資格取得につながる授業を開
講します。 
 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

保健学が取り組むべき課題は、広く⼈々の健康と福祉までも包含するものであり、課題を解決
するためには、⾼度で広範な知識と柔軟な対応⼒が必要となります。ディプロマ・ポリシーの学
習⽬標の教養と⾼度な専⾨性と深い学識については、１，２年次の導⼊段階では、⼀部の専⾨教
育と豊かな教養教育を、⾞の両輪のように展開させることで、保健学と医療への理解を深め、さ
らなるそれぞれの専攻の専⾨分野に対して主体的学習を促す編成となっています。そして専⾨教
育が進むにつれ、看護学、放射線技術科学、検査技術科学の理論と実践を科学的に追求し、⾼度
の専⾨知識・技術を総合的に教育・研究する教育課程となっています。国際性とデザイン⼒に関
しては、専⾨教育・教養教育と並⾏しつつ、国際性涵養教育により、異なる⾔語や⽂化背景への
理解を深め、保健医療のあり⽅についての検討を重ねていき、3，4 年次で、各分野の専⾨性をふ
まえた研究課題に各⾃が取り組むことを通して、保健学と医療分野における新たな課題を発⾒し、
解決の道筋を構想させることを⽬指します。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

保健学科の教育課程は、教養教育系科⽬、専⾨教育系科⽬及び国際性涵養教育系科⽬を体系的
に編成し、講義、演習、実習等を適切に組合せた授業を開講します。 
 １，２年次の教養教育及び語学教育として、教養教育系科⽬（学問の扉、基盤教育科⽬、情報
教育科⽬、健康・スポーツ教育科⽬）、国際性涵養教育系科⽬（マルチリンガル教育科⽬）を開
講し、専⾨教育として専⾨基礎教育科⽬及び１，２年次配当の専⾨教育科⽬を開講します。２年
次の秋冬期以降に保健学・医療分野の⾼度な内容の専⾨教育科⽬を開講し、並⾏して、教養教育
及び語学教育の教養教育系科⽬（⾼度教養科⽬）及び国際性涵養教育系科⽬を開講します。特に、
保健学は医療の知識を基盤とする実践の科学でもあるため、学内での座学を中⼼とする講義科⽬、
試⾏錯誤や⼯夫を重ねつつ互いに学ぶ演習や実験の科⽬に加え、実践の場での学習が必須となる
実習科⽬を設けています。実際の医療の場で、さまざまな医療専⾨職者が、それぞれの専⾨性を
活かしてチームとして医療を提供し、医療の発展に貢献する姿を知ることで、専⾨的知識と技能
の重要性を再認識させ、さらなる学修への動機づけを⾼めます。 

 
 



 

 

＜学修成果の評価⽅法＞ 
学修の成果は、シラバスに記載された学習⽬標を筆記試験、課題レポート、演習や実験への参

加状況、実習前後の課題達成と実習中の討議内容等で、科⽬の特性、授業形式を踏まえて適正に
評価します。 
 
教育課程全体を通し、医療に携わる者としての⾼い倫理観をもち、保健学の発展に寄与して⼈々

の幸せに貢献するという使命感を⾃覚した、真の医療⼈を育成します。 



医学部保健学科 
学位プログラム︓ 看護学 
授与する学位︓ 学⼠（看護学） 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および医学部保健学科の教育⽬標のもと、学位プログラム「看護学」では、⾼度な専
⾨性を持ち、看護学に関する深い学識と先進医療のあらゆる分野に対応できる⼒を⾝につけ、⾼
い倫理観と豊かな⼈間性を備え、医療の国際展開を推進し、教育・研究・実践の場でリーダーシ
ップを発揮して、看護学の発展に寄与する次のような能⼒を備えた⼈材育成を⽬指しています。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 
・看護学の知識と技術を、演習を含む主体的学習を通して⼗分に習得させます。 
・医学部附属病院等での実習を通して、社会・地域医療に貢献しつつ、⾼度先進医療・未来医
療を発展させ得る⾼度な専⾨性を具体的に理解させます。 

 
○教養 

・⾼い倫理観と豊かな⼈間性を養うことを⽬指します。 
・看護学を探求する学習を通して、⼈間を⼗分に知り、健康と環境の関係を理解し、対⼈コミュ
ニケーションを適切にとるための教養を⾼めさせます。 

 
○国際性 

・語学⼒を基盤とし、看護学の国際展開に関わる多様な課題について考えることを通して、保健
医療の課題をグローバルな視点で取らえられるようにさせます。 

 
○デザイン⼒ 
・看護学の視点で豊かにデザインできる⼒をつけ、保健医療機関の看護の質を⾼め、⾏政や政府
関連機関で保健医療施策を講じ、教育・研究機関においても将来先進的な活躍をする⼈材を育成
することを⽬指します。 

 
看護学の専⾨性に関して確固たる⾃信を持ち、国内外の教育・研究・実践の場で、専⾨性と語

学⼒を基盤としたリーダーシップを発揮し、「⼈」に対して温かい⽬を持つ医療⼈を育成しま
す。 
 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および医学部保健学科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「看護学」で
は、国内外の研究・実践・教育の場で、専⾨性と語学⼒を基盤としたリーダーシップを発揮し、
看護学の専⾨性に関して確固たる⾃信を持ち、⼈に対して温かい⽬を持つ医療⼈を育成するとい
う教育⽬標に照らして、以下の⽬標を達成した学⽣に学⼠（看護学）を授与します。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

・看護学で求められる知識・技術を有している。 
・医療分野の課題解決に向けて、修得した知識・技術を活⽤できる。 
 

○教養 
・⾼い倫理観を持ち、豊かな⼈間性を⾝につけている。 
・健康と環境の関係を複眼的・俯瞰的に施⾏し、⼈類の⽂化・社会・⾃然に関連付けて他者に
説明できる。 

 
○国際性 

・異なる⾔語・⽂化背景を考慮した、看護および保健医療のあり⽅について検討し提供できる。 
・専⾨知識を活⽤しながら、⾔語・⽂化の相違を超えて交流し、看護および保健医療の課題をグ
ローバルな視点で総合的に評価できる。 
 

○デザイン⼒ 
・看護学と医療分野における新たな課題を発⾒し、解決の道筋を構想できる。 
・看護学と医療分野のさまざまなニーズに対応するために、専⾨的知識と技能を⽣かしながら、
様々な分野の⼈と協働できる。 

 
 
 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および医学部保健学科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「看護学」
は、教養教育、専⾨教育、及び国際性の涵養に関する授業科⽬を体系的に編成し、講義、演習、
実験・実習を効果的に組み合わせて、幅広い知識と教養、豊かな⼈間性、⾼い倫理観を⾝につけ
ながら、看護学の理解を深め、理論と実践を科学的に追求し、看護学の研究を発展させ、かつ医
療専⾨資格につながる授業を展開し、科⽬の特性に応じた評価⽅法により、学修成果を適正に判
断します。 
 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

看護学が取り組むべき課題は、すべての⼈々の健康であり、課題を解決するためには、⾼度で
広範な知識と柔軟な対応⼒が必要となります。このため 1、2 年次の導⼊段階では、⾼度な専⾨教
育と豊かな教養教育を、⾞の両輪のように展開させることで看護学と医療の理解を深め、さらな
る主体的学習を促す編成となっています。そして、専⾨教育が進むにつれ、看護学の理論と実践
を科学的に追求し、⾼度の専⾨知識・技術を総合的に教育・研究する教育課程となっています。 
 

＜学修内容及び学修⽅法＞ 
国際性とデザイン⼒に関しては、専⾨教育・教養教育と並⾏しつつ、語学⼒とグローバルな視

点を涵養する教育を通して、異なる⾔語や⽂化背景への理解を深め、看護学および保健医療のあ
り⽅についての検討を重ねていきます。そして 3、4 年次で看護の専⾨性をふまえた研究課題に
各⾃が取り組むことを通して、看護学と医療分野における新たな課題を発⾒し、解決の道筋を構
想していきます。また、外国⼈留学⽣との交流機会は、国際的視野が広がることにつながってい
ます。 

看護学は、医療の知識も基盤となる実践の科学であるため、学内での座学を中⼼とする講義科
⽬、試⾏錯誤し、⼯夫を重ねつつ互いに学ぶ演習の科⽬に加え、実践の場での学習が必須となる
実習科⽬を設けています。実際の医療の場で、様々な医療専⾨職が、それぞれの専⾨性を活かし
てチームとして医療を提供し、医療の発展に貢献する姿を知ることで、専⾨的知識と技能の重要
性を再認識し、さらなる学修への動機づけを⾼めます。 

 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

学修の成果は、筆記試験、課題レポート、演習への参加状況、実習前後の課題達成と実習中の
討議内容等で授業形式をふまえてシラバスの学習⽬標に沿って適正に評価します。また、学修し
たすべての知識を統合して新たな看護学の課題に取り組む特別研究は、論⽂として評価し、研究
成果はプレゼンテーションによって共有します。 

 
教育課程全体を通し、医療に携わるものとしての⾼い倫理観を持ち、看護学の発展に寄与して



⼈々の幸せに貢献するという使命感を⾃覚した、真の医療⼈を育成します。 

 



医学部保健学科看護学専攻カリキュラムマップ

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

2年 3年 4年

教養
○⾼い倫理観を持ち、豊かな⼈間性
を⾝につけている。
○健康と環境の関係を複眼的・俯瞰
的に施⾏し、⼈類の⽂化・社会・⾃然
に関連付けて他者に説明できる。

⾼度な専⾨性と深い学識
○看護学で求められる知識・技術を
有している。
○医療分野の課題解決に向けて、習
得した知識・技術を活⽤できる。

デザイン⼒
○看護学と医療分野における新たな
課題を発⾒し、解決の道筋を構想で
きる。
○看護学と医療分野のさまざまなニー
ズに対応するために、専⾨的知識と技
能を⽣かしながら、様々な分野の⼈と
協働できる。

○

⾼
度
な
専
⾨
性

と
深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
⼒

1年

○

○

○

国際性
○異なる⾔語・⽂化背景を考慮し
た、看護および保健医療のあり⽅につ
いて検討し提供できる。
○専⾨知識を活⽤しながら、⾔語・⽂
化の相違を超えて交流し、看護および
保健医療の課題をグローバルな視点
で総合的に評価できる。

高度教養教育科目
（現代の生命倫理・法・経済を考える）

学問への扉

情報教育科目

基盤教養教育科目

健康スポーツ教育科目

専門基礎科目

マルチリンガル教育科目
(第１外国語、第２外国語、グローバル理解)

専門科目
看護学概論、臨床小児科学、地域看護学概論、母性看護対象論、成人看護対象論、老年看護対象論、精神医療学、臨地実習など

卒業論文・卒業研究 等



医学部保健学科 
学位プログラム︓ 放射線技術科学 
授与する学位︓ 学⼠（保健衛⽣学） 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学及び医学部保健学科の教育⽬標のもと、学位プログラム「放射線技術科学」では将来
の⾼度な医学、医療を担うべき、次のような能⼒を備えた創造性豊かで開拓精神旺盛な医療技術
者及び医学研究者を育成することを⽬指しています。 
 

○⾼度な専⾨性と深い学識 
医療に関する深い学識の修得を⽬標とします。基本的な医療の知識が不⼗分であると、放射

線技術科学の各専⾨分野を⼗分に修得することはできません。加えて最先端の放射線技術、画
像検査のあらゆる分野に対応できる専⾨的な知識を教授します。講義だけでなく、実習などを
通じた主体的なグループ学習を提供します。 
 

○教養 
⼈間を充分に知り、健康と社会の関係を理解し、⼈とコミュニケーションをとるための教養が

要求されます。学⽣には、⼤学の講義だけでなく、⾃主的な学習や課外活動への積極的な参加を
促します。 
 

○国際性 
これからのグローバル社会で活躍するために、専⾨知識と語学⼒を基盤としたリーダーシップ

やサポーターシップが取れる⼈材の育成を⽬指します。 
 

○デザイン⼒ 
⾃分でものを考える能⼒や種々の問題を解決できる能⼒を養成し、医療従事者だけでなく、研

究者としても活躍できるデザイン⼒を養います。 
 

○独⾃の教育⽬標 
医療技術と⽣体の反応を理解するため、物理学、医⽤⼯学、⽣物学、医学などの関連分野に

関しても教授します。新規画像診断法・新規放射線治療法の開発応⽤など、放射線医学をより
発展させた最新の知識を修得させることを⽬指します。 

 
放射線技術科学の専⾨性に確固たる⾃信を持ち、国内外の医療現場、研究教育機関で⼒を発

揮できる⼈材の育成を⽬指しています。 
  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学及び医学部保健学科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「放射線技術科
学」では、国内外の研究・実践・教育の場で、専⾨性と語学⼒を基盤としたリーダーシップを発
揮し、放射線技術科学の専⾨性に関して確固たる⾃信を持ち、⼈に対して温かい⽬を持つ医療⼈
を育成するという教育⽬標に照らして、以下の⽬標を達成した学⽣に学⼠（保健衛⽣学）を授与
します。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 
・ 医療技術科学分野の⾼度な専⾨性と深い学識を得るために、主体的かつ継続的に学習する能⼒

を有している 
・ ⾼度専⾨的知識体系を総合的に活⽤しながら、⽂化、社会、環境に関連づけてグローバルな視

点で理解できる 
 

○教養 
・ ⾼い倫理観と⾼度な教養を⾝につけ、医療・医学のプロフェッショナルであるという⾃覚のも

とに⾏動できる 
・ 医療技術科学分野において、⽬標の実現のためにリーダーシップをとることができる 
・ 社会の⼀員としての意識を持ち、社会の発展のために積極的に貢献できる 

 
○国際性 
・ 英語を⽤いて必要な情報を多⾯的に収集できる 
・ 国内にとどまらず世界に通⽤する⾼度な医療専⾨職の養成を⽬指す 
 
○デザイン⼒ 
・ 会得した情報を客観的に整理、分析し、科学的根拠の下に論理的に考察することができる 
・ 医療技術科学における新たな問題を探究するための柔軟で横断的な想像⼒を⾝につけている 
・ 問題を主体的に解決するための実践的な⽅法をデザインできる 
 
○独⾃の学習⽬標 
・ 医療技術と⽣体の反応の理解に必要な、物理学、⽣化学、薬理学などの関連分野情報を修得

できる 
・ 放射線医学、イメージング技術の最新の知識を修得できる 

 
医療分野で活躍するスペシャリストの基盤となる⾼度な専⾨性と深い学識を⾝につける。⾼い

倫理観と豊かな⼈間性に基づき⾃らを律し、能動的に問題解決できるデザイン⼒を⾝につける。



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学及び医学部保健学科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「放射線技術
科学」では、教養教育、専⾨教育、及び国際性涵養教育に関する授業科⽬を体系的に編成し、講
義、演習、実験・実習を効果的に組み合わせて、幅広い知識と教養、豊かな⼈間性、⾼い倫理観
を⾝につけながら、放射線技術科学の理解を深め、理論と実践を科学的に追求し、放射線技術科
学の研究を発展させ、医療専⾨資格につながる授業を展開し、科⽬の特性に応じた評価⽅法によ
り、学修成果を適正に判断します。 
 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

ヘルスサイエンスは⼈の健康に奉仕する学問であることから、学位プログラム「放射線技術科
学」では、まず、全学共通教育において豊かな⼈間性と⾼い倫理観を⾝につけます。また、幅広
い知識と教養に裏付けられたコミュニケーション能⼒の修得も⾏います。 

専⾨課程では放射線技術の理論を深く学び、実習、研究を通じて科学的な視点と専⾨技術を修
得します。 

これらカリキュラムを通して、医療専⾨職のリーダーとして他部⾨から信頼される存在になれ
るよう知識と教養を⾝につけます。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

1 年次春学期から 2 年次の夏学期にかけて、「学問への扉」、「基盤教養教育科⽬」、「情報教養科
⽬」、「健康・スポーツ教育科⽬」などにより教養に関する授業科⽬を履修し、「マルチリンガル教
育科⽬」（第１外国語、第２外国語、グローバル理解）などの国際性に関する授業科⽬の履修、専
⾨科⽬を修得する基礎となる専⾨基礎教育科⽬と「医療科学概論」、「放射線科学序説」、「放射線
物理学」などの専⾨教育科⽬の履修を通して、医学と放射線技術科学の基礎を学びます。 

2 年次秋学期から「画像解剖学」、「診療放射線診断学」など、医⽤画像及び画像診断の理解を
深める講義と共に、「医⽤⼯学実習」、「画像解剖学実習」など実験、実習を通して専⾨知識の修得
と並⾏して、専⾨分野以外にも視野を広げ、修得した知識を社会における課題解決に応⽤できる
能⼒を養うために⾼度教養教育科⽬を履修させる。 

3 年次春学期以降専⾨性を更に深く掘り下げ、「医⽤機器⼯学」、「放射線治療物理学」、「画像情
報学」、「放射薬品化学」など、最新の放射線技術科学を学びます。3 年次秋・冬学期は⼤阪⼤学医
学部附属病院放射線部で臨床実習を⾏い、最新医療機器を⽤いた最先端の医療現場における放射
線技術学を学びます。 

4 年次は研究室に配属され、教員とテーマを決め、特別研究（卒業研究）に取り組みます。４年
次は特別研究と並⾏し、診療放射線技師国家試験に向けた模擬試験、集中講義などにも参加しま
す。 
 



＜学修成果の評価⽅法＞ 
教養教育科⽬、専⾨科⽬とも、筆記試験、課題レポート、演習や実験への参加状況、実習中の

討議内容などにより、シラバスの学習⽬標に沿って適正に評価します。特別研究（卒業研究）は
テーマへの取り組み、実験レポート、プレゼンテーション、論⽂作成の過程を総合的に評価しま
す。 
 

全教育課程を通し、⽣命倫理に関する⾼い意識を持ち、放射線技術科学の発展に貢献できる⼈
材を育成します。 



医学部保健学科放射線専攻カリキュラムマップ

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

国際性
○英語を⽤いて必要な情報を多⾯的に収集
できる。
○国内にとどまらず世界に通⽤する⾼度な医
療専⾨職の養成を⽬指す。

○

独⾃の学習⽬標
○医療技術と⽣体の反応の理解に必要な、
物理学、⽣化学、薬理学などの関連分野情
報を習得できる。
○放射線医学、イメージング技術の最新の知
識の修得できる。

デザイン⼒
○会得した情報を客観的に整理、分析し、科
学的根拠の下に論理的に考察することができ
る。
○医療技術科学における新たな問題を探究
するための柔軟で横断的な想像⼒を⾝につけ
ている.
○問題を主体的に解決するための実践的な
⽅法をデザインできる。

○

2年 3年 4年

教養
○⾼い倫理観と⾼度な教養を⾝につけ、医
療・医学のプロフェッショナルであるという⾃覚の
もとに⾏動できる。
○医療技術科学分野において、⽬標の実現
のためにリーダーシップをとることができる。
○社会の⼀員としての意識を持ち、社会の発
展のために積極的に貢献できる。

⾼度な専⾨性と深い学識
○医療技術科学分野の⾼度な専⾨性と深い
学識を得るために、主体的かつ継続的に学習
する能⼒を有している。
○⾼度専⾨的知識体系を総合的に活⽤しな
がら、⽂化、社会、環境に関連づけてグローバ
ルな視点で理解できる。

⾼
度
な
専
⾨
性
と
深

い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
⼒

1年

○

○

独
⾃
の
教
育
⽬
標

○

○ ○

高度教養教育科目

学問への扉

情報教育

科目

基盤教養教育科目

健康スポーツ教育科目

専門基礎科目
放射線科学序説、放射線物理学、画像工学など

マルチリンガル教育科目
(第１外国語、第２外国語、グローバル理解)

専門科目
放射線診断学、医用機器工学、放射線計測学、放射線治療物理学、放射線腫瘍学、

核医学、臨床実習など

臨床実習・卒業研究

専門科目
医療安全管理学など



医学部保健学科 
学位プログラム: 検査技術科学 
授与する学位: 学士（保健衛生学） 
 
教育目標 
 

大阪大学および医学部保健学科の教育目標のもと、学位プログラム「検査技術科学」では高い
倫理観と豊かな人間性を基盤に深い学識を有し、国際的にも活躍できる次のような能力を備えた
医療専門職の人材養成を目指しています。そのため以下のとおり教育目標を定めています。 
 
○高度な専門性と深い学識 
・検査技術に関する専門的な知識と臨床検査と病態との関連を学習し、基本的な医療知識のみ
ならず先進医療の分野に対応できる専門的な知識を教授します 
・講義を受動的に受講するだけでなく、自発的に学習を進め、得られた知識を発表できる積極
的な学習ができる環境を提供します 
 

○教養 
・医療情報の重要性を理解できる高い倫理観と豊かな人間性を養成します 
・健康と社会の関係を理解し、コミュニケーションを通じて社会で活躍できるための深い教養
を養成します 
 

○国際性 
・グローバル社会で活躍するために高度な専門知識・技術と語学力を基盤としてリーダーシッ
プやサポーターシップがとれる人材を育成します 
・国際的な医療分野の先進情報を収集するための技術力を養成します 

 
○デザイン力 

・自分でものを考え、情報を収集し、問題を解決できる能力を養成します 
・将来実地臨床の医療従事者だけでなく、研究者としても活躍できるデザイン力を養います 

 
検査技術科学領域の高度な専門性に基づき、国内外の様々な分野で高い倫理観と豊かな人間性

をもってリーダーシップを発揮できる医療人の養成を目指しています。  



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 

大阪大学および医学部保健学科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「検査技術科
学」では、国内外の研究・実践・教育の場で、専門性と語学力を基盤としたリーダーシップを発
揮し、検査技術科学の専門性に関して確固たる自信を持ち、人に対して温かい目を持つ医療人を
育成するという教育目標に照らして、以下の目標を達成した学生に学士（保健衛生学）を授与し
ます。 
 
○高度な専門性と深い学識 

・医療技術科学についての専門的知識および技能を得るために主体的かつ継続的に学習する能
力を持つ 
・専門的知識と学識を持ち、知識体系を人類の文化、社会、自然に関連づけて理解できる 
・チームの一員として行動できるとともに、それぞれの専門領域における方向性を示し、目標
の実現のためのリーダーシップをとることができる 
 

○教養 
・医療専門職としてふさわしい高い倫理観と人間性を身につけ、常に医療のプロフェッショナ
ルであるという自覚のもとに使命感をもって行動できる 
・深い教養を身につけ、社会の一員としての意識を持ち、社会の発展のために積極的に貢献で
きる 
 

○国際性 
・自らの思考プロセスを第三者に伝達するための的確なプレゼンテーション能力と語学力、コ
ミュニケーション能力を持つ 
・日本語、英語を用いて必要な情報を国際的・多面的に収集できる 
・専門的知識を総合的に活用しながら問題をグローバルな視点で位置づけできる 

 
○デザイン力 
・問題を探求するための柔軟で横断的な想像力を身につけ、問題解決のための実践的な方法をデ
ザインできる 
・得られた情報を客観的に整理、分析し、科学的根拠の下に論理的に考察できるデザイン力を持
つ 
 
医療分野で活躍するスペシャリストとしての基盤を形成するために高度な専門性と深い学識を

身につける。高い倫理観と豊かな人間性に基づいて自らを律し、グローバルな視点に立脚して課
題に対して能動的に取り組むことができるデザイン力を身につける。 



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 

大阪大学および医学部保健学科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「検査技術
科学」では、教養教育、専門教育、及び国際性涵養教育に関する授業科目を体系的に編成し、講
義、演習、実験・実習を効果的に組み合わせて、幅広い知識と教養、豊かな人間性、高い倫理観
を身につけながら、検査技術科学の理解を深め、理論と実践を科学的に追求し、検査技術科学の
研究を発展させ、かつ医療専門資格につながる授業を展開し、科目の特性に応じた評価方法によ
り、学修成果を適正に判断します。 
 
＜教育課程編成の考え方＞ 

学位プログラム「検査技術科学」は、全学共通教育で幅広い知識と教養、豊かな人間性、高い
倫理観を身につけます。専門課程では、検査技術科学の理論と実践を科学的に追求し、高度の専
門知識・技術を総合的に教育・研究します。深い教養を基礎に、国際性とデザイン力を習得し、
わが国における医療分野の知的拠点として、学問的進歩を先導し、その中核を担う指導的人材の
養成を目標としています。カリキュラム全体を通し、医療専門職としてふさわしい使命感と倫理
観を自覚した医療のプロフェッショナルとして、目標の実現のために適正な医療技術の提供とそ
れに対する責任の持てる社会人を育成します。 

 
＜学修内容及び学修方法＞ 

具体的には、1 年次春学期から 2 年次夏学期に、「学問への扉」、「基盤教養教育科目」、「情報教
育科目」、「健康・スポーツ教育科目」により深い教養を深め、「マルチリンガル教育科目」（第１
外国語、第２外国語、グローバル理解）などの国際性の基礎となる能力を修得し、専門科目を修
得する基礎となる専門基礎教育科目と「検査技術科学序説」、「医療科学概論」、「臨床医学概論」
などの専門教育科目の履修を通して、検査技術科学の基本と専門知識について学びます。 

2 年次秋学期より人体のはたらきとしくみ、病気のメカニズムを学びます。また検査法を理解
し、開発するうえで必要な物理・化学から生化学・分子生物学までの幅広い教育も並行して行わ
れます。専門分野以外にも視野を広げ、修得した知識を社会における課題解決に応用できる能力
を養うために高度教養教育科目を履修することができます。 

3 年次になると実際の検査技術の原理と方法、さらに個々の臨床検査データの意義を理解する
ために臨床医学や検査診断法についてより深い専門知識を学びます。さらに、2 および 3 年次の
一部の科目では英文原著を通して専門知識を学習することで国際性への意識を高めます。 

4 年次では大阪大学医学部附属病院の臨床検査部と各診療科（病棟、外来）において実習を行い
ます。ここで最新の検査技術の実際を習得し、実際の臨床の現場で臨床検査がどのように活用さ
れているかを学びます。さらに、検査技術学を深く理解するために、教員指導のもと課題を決め
て特別研究を行い、各研究室で行われている先端研究の一翼を担います。この特別研究は優れた
検査技師を育てるだけでなく、デザイン力、国際性、発信力を身につけ、将来の教育者・研究者



への道を方向づける契機にもなります。 
 

＜学修成果の評価方法＞ 
学修の成果は筆記試験、レポート、口頭発表の内容や実習への参加状況等、シラバスの学修目標

に沿って評価します。 
1 年次～2 年次前半では教養科目を中心に、2 年次後半～4 年次では専門科目を中心に学びま

す。ただ、1 年次～2 年次でも医学系専門科目を学び、2 年次～4 年次では国際性やデザイン力
を養成します。このように全学年を通して教育目標の達成に向けて教育内容が有機的に連携され
たカリキュラムで学生を育成します。 



・医療専門職としてふさわしい高
い倫理観と人間性を身につけ、常
に医療のプロフェッショナルであ
るという自覚のもとに使命感を
もって行動できる

・深い教養を身につけ、社会の一
員としての意識を持ち、社会の発
展のために積極的に貢献できる

・医療技術科学についての専門的
知識および技能を得るために主体
的かつ継続的に学習する能力を持
つ

・専門的知識と学識を持ち、知識
体系を人類の文化、社会、自然に
関連づけて理解できる

・チームの一員として行動できる
とともに、それぞれの専門領域に
おける方向性を示し、目標の実現
のためのリーダーシップをとるこ
とができる

・問題を探求するための柔軟で横
断的な想像力を身につけ、問題解
決のための実践的な方法をデザイ
ンできる

・得られた情報を客観的に整理、
分析し、科学的根拠の下に論理的
に考察できるデザイン力を持つ

・自らの思考プロセスを第三者に
伝達するための的確なプレゼン
テーション能力と語学力、コミュ
ニケーション能力を持つ

・日本語、英語を用いて必要な情
報を国際的・多面的に収集できる
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・専門的知識を総合的に活用し
ながら問題をグローバルな視点
で位置づけできる

<春・夏>

医療科学概論＊

放射線検査概論

<秋・冬>

検査技術科学序説

実践情報活用論

<春・夏>

生体機能学

臨床医学概論

公衆衛生学概論

防災・災害医療と情報管理

<秋・冬>

生体形態学

生体形態学実習

微生物学

検査情報解析学

検査情報解析学実習

病理組織細胞学 I

病理組織細胞学実習

生体分析学

臨床化学 I

臨床検査総論

臨床検査総論実習

臨床薬理学

医用工学

<春・夏>

放射性同位元素技術学

臨床免疫学

臨床化学 II

臨床化学実習

臨床生理学 I

臨床生理学II

病理組織細胞学Ⅱ

臨床血液学

臨床微生物学

医動物学

医薬品開発総論

スポーツ検査科学

基礎動物実験学

臨床医学最前線 ＊

先端検査技術科学＊

<秋・冬>

検査システム管理学

医用工学実習

臨床免疫学実習

生命工学

生命工学実習

臨床生理学実習

臨床血液学実習

微生物医動物学実習

臨床医学最前線 ＊

先端検査技術科学＊

1年 2年 3年 4年
教育目標 ディプローマ・ポリシーの

学習目標

<春・夏>

臨床医学特別実習

臨床病理学

特別研究＊

特別研究＊

特別研究＊

<秋・冬>

臨地実習

社会医学

社会医学実習

看護学概説

マルチリンガル
教育科目

情報教育科目 健康スポーツ教育科目

基盤教養教育科目

高度教養教育科目

〇: 臨床医学系専門科目または臨床医学の内容を多く含む科目、＊：複数の教育目標に対応した科目、青字：選択科目
検査技術科学専攻・カリキュラムマップ

〇

〇 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

学問への扉

医療科学概論＊ 〇



⻭学部 

 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学の教育⽬標のもと、⻭学部では、⼝・顎・顔⾯領域を通して⼈のからだ全体を科学の
⽬で⾒ることができ、次世代の⻭学研究・⻭科医療をけん引できる次のような能⼒を備えた⼈材
の育成を⽬指します。 

 
○⾼度な専⾨性と深い学識 
・⼝・顎・顔⾯領域を中⼼とした⽣命科学に関する専⾨的知識を備えた⼈材の育成を⽬指します。 

 
○教養 
・関連する学問分野との連携を推進する学際性を備えた⼈材の育成を⽬指します。 
・多様な背景を持つ⼈々と意思疎通することができる⼈材の育成を⽬指します。 
 

○国際性 
・⼝・顎・顔⾯領域を中⼼とした⽣命科学に関する領域において、国際的な視野をもって必要な
情報を収集する能⼒を備えた⼈材の育成を⽬指します。 
 

○デザイン⼒ 
・⼼理⾯や社会的側⾯なども含め患者個⼈に即した全⼈的⻭科医療を実践する⻭科医療⼈の育
成を⽬指します。 
・⼝・顎・顔⾯領域を中⼼とした⽣命科学に関して独創的な研究を展開する実⾏⼒を備えた⼈
材の育成を⽬指します。 

 
○プロフェッショナリズム（独⾃の教育⽬標） 
・医療⼈として必要な強い責任感及び倫理観を備えた⼈材の育成を⽬指します。 

 
上記に加え、⻭学部では、⻭科医学が⼝と全⾝との関わりも含めた幅広い分野へと拡⼤してい

る現状を踏まえ、⼤学、研究所、医療機関、企業、⾏政・公的機関など、多様な分野で活躍するグ
ローバルな⼈材の輩出を⽬標としています。 
 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のディプロマ・ポリシーのもと、⻭学部では、⼝・顎・顔⾯領域に基盤をおいた⽣命
科学分野を対象として、以下にあげるような能⼒を修得した学⽣に学⼠（⻭学）を授与します。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

・深い学識と最先端の専⾨的知識を有している。 
・⻭科医療に関する⼗分な技能を有している。 
 

○教養 
・医療⼈として必要な幅広い知識を有している。 
・医療⼈として必要なコミュニケーション能⼒を有している。 
 

○国際性 
・国際的な視野を持って情報を⼊⼿する能⼒を有している。 

 
○デザイン⼒ 
・患者のもつ社会的、個⼈的背景を尊重した上で、適切で効果的な⻭科医療を実践できる能⼒
を有している。 
・⻭科医学領域での研究の意義を理解し、それらに対して論理的かつ批判的に思考できる能⼒
を有している。 

 
○プロフェッショナリズム（独⾃の教育⽬標） 
・⽬的意識と向上⼼に溢れた強い⾃⽴⼼を有している。 
・医療⼈としての真摯な態度と使命感を有している。 

 
⻭学部学⽣は、卒業時に⽣涯にわたって⻭科医療者としての⾃⼰研鑽に取り組む姿勢を備える

とともに、⻭科医学に関する研究に対しても国際的な視野を持った上で論理的な思考を⾏うこと
ができ、⻭科医療⼈として⼗分なデザイン⼒を⾝につけることができます。 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のカリキュラム・ポリシーのもと、⻭学部では、専⾨⼒、俯瞰⼒、複眼的思考能⼒及
び国際性を涵養し、将来の多様なキャリアパスを⽀援する教育プログラムを実践します。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

⻭学部では、学⽣が卒業時に到達すべき学修⽬標を達成するために、全学共通教育科⽬、専⾨
教育科⽬及びその他必要とする科⽬を体系的かつ統合的に配置し、段階的に学修できる⼀貫教育
として編成します。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

・１、２年次に実施される全学共通教育科⽬では、講義、実験に加え、少⼈数によるゼミナール
形式の授業、アーリーエクスポージャとしての臨床体験も併せて⾏います。 
・専⾨教育科⽬（基礎系科⽬）では、講義、実習に加え、PBL、研究室配属プログラムなどのア
クティブラーニングプログラムを実施します。 
・専⾨教育科⽬（臨床系科⽬）では、講義、実習に加え、PBL 等による問題解決型プログラムを
実施します。 
・共⽤試験合格後に実施する臨床実習では、⻭学部附属病院にて Student Dentist（学⽣⻭科医
師）として患者に対する診療を担当するとともに、基礎系科⽬と臨床系科⽬を統合したセミナ
ーを受講します。さらに、選択科⽬として短期間の海外留学プログラムを実施します。 
 

＜学修成果の評価⽅法＞ 
段階的学修の各々のステップにおいて、ポートフォリオにより学習者⾃⾝の振り返りを促すと

ともに、⼩テスト、観察記録などによる形成的評価を繰り返し⾏います。学修の成果は総括的評
価として、筆記試験、⼝頭試験、実技試験、ポートフォリオ、観察記録などによって評価します。 
 

１、２年次に実施される全学共通教育科⽬及び専⾨教育科⽬において、⻭学部での学修に必要
な基礎的知識を再確認すると共に、⻭科医師として必要な倫理観を学びます。その後は、⼝・顎・
顔⾯領域に基盤をおいた⽣命科学に関する知識を幅広く修得する科⽬に加え、基礎⻭科医学の研
究室配属プログラム、海外交流プログラム、問題解決型学習、さらに、全⼈的⻭科医療を実践す
るために必要な⻭科医療技能及びコミュニケーション能⼒の育成演習などを順次⾏います。⻭学
部では、６年間を通して、統合的かつ段階的な学修ができるようなカリキュラムを構築すること
によって、すべての学⽣が教育⽬標を達成できるよう⼿厚くサポートします。 
 



⻭学部 
学位プログラム︓ ⻭学 
授与する学位︓ 学⼠（⻭学） 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学及び⻭学部の教育⽬標のもと、⼝・顎・顔⾯領域を通して⼈のからだ全体を科学の⽬
で⾒ることができ、次世代の⻭学研究・⻭科医療をけん引できる次のような能⼒を備えた⼈材の
育成を⽬指します。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

・⼝・顎・顔⾯領域を中⼼とした⽣命科学に関する専⾨的知識を備えた⼈材の育成を⽬指しま
す。 

 
○教養 

・関連する学問分野との連携を推進する学際性を備えた⼈材の育成を⽬指します。 
・多様な背景を持つ⼈々と意思疎通することができる⼈材の育成を⽬指します。 
 

○国際性 
・⼝・顎・顔⾯領域を中⼼とした⽣命科学に関する領域において、国際的な視野をもって必要
な情報を収集する能⼒を備えた⼈材の育成を⽬指します。 
 

○デザイン⼒ 
・⼼理⾯や社会的側⾯なども含め患者個⼈に即した全⼈的⻭科医療を実践する⻭科医療⼈の育
成を⽬指します。 
・⼝・顎・顔⾯領域を中⼼とした⽣命科学に関して独創的な研究を展開する実⾏⼒を備えた⼈
材の育成を⽬指します。 

 
○プロフェッショナリズム（独⾃の教育⽬標） 

・医療⼈として必要な強い責任感及び倫理観を備えた⼈材の育成を⽬指します。 
 
上記に加え、学位プログラム「⻭学」では、⻭科医学が⼝と全⾝との関わりも含めた幅広

い分野へと拡⼤している現状を踏まえ、⼤学、研究所、医療機関、企業、⾏政・公的機関な
ど、多様な分野で指導的な⽴場として活躍できるグローバルな⼈材の輩出を⽬標としていま
す。  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学及び⻭学部のディプロマ・ポリシーのもと、⼝・顎・顔⾯領域に基盤をおいた⽣命科
学分野を対象として、以下にあげるような能⼒を修得した学⽣に学⼠（⻭学）を授与します。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

・⼝・顎・顔⾯領域を中⼼とした⼈体の構造、機能、発⽣、成⻑及び加齢変化を階層的・統合的
に理解し、説明できる。 

・⼝・顎・顔⾯領域を中⼼とした⼈体に発⽣する感染症、疾患などを階層的・統合的に理解し、
説明できる。 
・⼝・顎・顔⾯領域に発⽣する疾患とこれらに伴う障害に対する検査法、診断法、予防法、治
療法、治療材料について説明できる。 
 

○教養 
・広く⼈⽂科学、社会科学及び⾃然科学の分野に対して興味を⽰し、⻭科医学の発展に貢献で
きる。 
・患者や家族、多職種の医療者と適切にコミュニケーションできる。 
 

○国際性 
・国内外における最新の⻭科医学及び⻭科医療⾏政等に関する情報を的確に収集できる。 

 
○デザイン⼒ 

・⼝・顎・顔⾯領域に発⽣する疾患について、適切に診断するとともに、患者の持つ社会的・個
⼈的背景を考慮した治療計画の⽴案、治療の実施、患者指導ができる。 
・⻭科医師としてチーム医療を⽀え、多職種のスタッフとのチーム医療の重要性を理解し実践
することによって患者の QOL 向上に貢献できる。 
・⻭科医学・医療に関する未知・未解決の問題を発⾒し、その解決に取組むことができる。 

 
○プロフェッショナリズム（独⾃の教育⽬標） 

・常に新たな専⾨的知識及び技術を習得し、⽣涯にわたりエビデンスに基づいた⻭科医療を実
践できる。 
・法規・規範を遵守するとともに、医療⼈としての⾼い倫理性を有し、⾃⼰犠牲と奉仕の精神を
もって⾏動できる。 
 
⻭学部学⽣は、卒業時に⽣涯にわたって⻭科医療者としての⾃⼰研鑽に取組む姿勢を備えると

ともに、⻭科医学に関する研究に対しても国際的な視野を持った上で論理的な思考を⾏うことが



でき、⻭科医療⼈として⼗分なデザイン⼒を⾝につけることができます。すなわち、教育の成果
として「プロフェッショナリズム」、「コミュニケーション能⼒」、「⻭科医学及びそれに関連する
領域の知識」、「⻭科医療に関する技能及びそれを実践できる態度」、「⻭科医学に関する科学的な
研究」の各領域に習熟するようになります。 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学及び⻭学部のカリキュラム・ポリシーのもと、専⾨⼒、俯瞰⼒、複眼的思考能⼒及び
国際性を涵養し、将来の多様なキャリアパスを⽀援する教育プログラムを実践します。 
 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

学⽣が卒業時に到達すべき学修⽬標を達成するために、全学共通教育科⽬、専⾨教育科⽬及び
その他必要とする科⽬を体系的かつ統合的に配置し、学位プログラム（⻭学）における教育成果
として掲げたコンピテンスの各項⽬を段階的に学修できる⼀貫教育として編成します。 
 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

学⽣が卒業時に習熟していることが求められる「プロフェッショナリズム」、「コミュニケーシ
ョン能⼒」、「⻭科医学及び関連する領域の知識」、「⻭科医療に関する技術及びそれを実践できる
態度」、「⻭科医学に関する科学的な研究」の各領域に関係する授業を、低学年から繰り返し配置
することによって、統合的かつ段階的な学修を実現します。 

・１、２年次に実施される全学共通教育科⽬では、⼤学での学び⽅を学修することを⽬的とし
た少⼈数によるゼミナール形式の授業に加え、専⾨教育科⽬の履修に必要な⽣物学、物理学、化
学などの分野に対して講義、実験を⾏い、基礎学⼒を養成します。さらに、アーリーエクスポー
ジャとしての臨床体験によって学修へのモチベーションを⾼めるとともに、⻭科医師としての倫
理観の獲得にむけた基礎的な知⾒の習得を⽬指します。 

・専⾨教育科⽬（基礎系科⽬）では、講義、実習に加え、PBL、研究室配属プログラムなどのア
クティブラーニングプログラムを実施し、基礎学⼒の定着を図ります。 

・専⾨教育科⽬（臨床系科⽬）では、講義、実習に加え、PBL 等による問題解決型プログラム
を実施し、⻭科臨床への応⽤⼒を養成します。 

・共⽤試験合格後に実施する臨床実習では、⻭学部附属病院にて Student Dentist（学⽣⻭科医
師）として患者に対する治療を担当するとともに、在宅診療や周術期の⼝腔管理、多職種連携な
ど学外での実習も併せて実施します。同時に、基礎科⽬と臨床科⽬を統合したセミナーを受講す
ることによって基礎科⽬の理解が臨床において重要であることを再確認します。これらのカリキ
ュラムを実施することによって、患者個⼈に即した全⼈的⻭科医療を実践できるだけでなく、常
に新しい専⾨的知識及び技術を習得し続け⽣涯にわたりエビデンスに基づいた⻭科医療を実践で
きる能⼒、すなわち⻭科医師としてのデザイン⼒を養成します。さらに、選択科⽬として短期間
の海外留学プログラムを実施することによって、多様な分野で活躍できるグローバルな⼈材の育
成を図ります。 
 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

段階的学修の各々のステップにおいて、ポートフォリオにより学習者⾃⾝の振り返りを促すと



ともに、⼩テスト、観察記録などによる形成的評価を繰り返し⾏い、学習者が確実に学修⽬標に
到達できるようサポートします。学修の成果は総括的評価として、筆記試験、⼝頭試験、実技試
験、ポートフォリオ、観察記録などによって評価します。 
 

学位プログラム「⻭学」では、１、２年次に実施される全学共通教育科⽬及び専⾨教育科⽬に
おいて、⻭学部での学修に必要な基礎的知識を再確認すると共に、⻭科医師として必要な倫理観
を学びます。その後は、⼝・顎・顔⾯領域に基盤をおいた⽣命科学に関する知識を幅広く修得す
る科⽬に加え、基礎⻭科医学の研究室配属プログラム、海外交流プログラム、問題解決型学習、
さらに、全⼈的⻭科医療を実践するために必要な⻭科医療技能及びコミュニケーション能⼒の育
成演習などを順次⾏います。６年間を通して、統合的かつ段階的な学修ができるようなカリキュ
ラム構成となっており、すべての学⽣が教育⽬標を達成できるよう⼿厚くサポートします。 
 



教養教育科目

専門教育科目

歯学序説Ⅰ 歯学序説Ⅱ

基礎生命科学

解剖学・組織学
口腔解剖学・
口腔組織学

生理学

生化学

細菌学

歯科理工学

衛生学

薬理学

病理学

基
礎
配
属
実
習

予防歯科学

クラウンブリッジ補綴学
有床義歯補綴学・
高齢者歯科学

歯科保存学

口腔治療学

顎顔面外科学

口腔外科腫瘍学

内科学

総
括
的
評
価
・
臨
床
実
習
前
の
共
用
試
験

歯科麻酔学

口腔検査診断学

顎口腔機能治療学

障害者歯科学

外科学

小児歯科学

歯科放射線学

整形外科学

総
括
的
評
価
・
臨
床
実
習
の
評
価
と
し
て
の
共
用
試
験

臨

床

実

習

国際歯科学演習

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 学位プログラム（歯学）
における教育成果

プロフェッショナリズム

コミュニケーション

歯科医学および関連する
領域の知識

歯科医療に関する技術および
それを実践できる態度

歯科医学に関する科学的
な研究

コンピテンス A

コンピテンス B

コンピテンス C

コンピテンスD

コンピテンス E

総合歯科学特論

歯科矯正学

プ
レ
ポ
リ
ク
リ

総
括
的
評
価

総
括
的
評
価

総

括

的

評

価
総
括
的
評
価

歯学部　歯学科　歯学

隣接医学

現代の生命倫理・
法・経済を考える

全学共通教育科目 専門教育系科目

専門教育科目

専門教育科目 専門教育科目

外国語 外国語外国語

教養教育科目

教養教育科目

教養教育科目

教養教育科目

教養教育科目

教養教育科目

教養教育科目

教養教育科目

教養教育系科目 国際性涵養教育系科目

教

養

国
際
性

高
度
な
専
門
性
と
深
い
学
識

デ

ザ

イ

ン

力

各科目の背景色は、学位プログラム（歯学）における教育成果として掲げたコンピテンスの領域を示す。掲げられたコンピテンスに対して低学年から繰り返し
学ぶ機会を設けることで、高度な専門性と深い学識を統合的かつ段階的に学修できるカリキュラムとして構築している。

※

総合歯科学



薬学部 

 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学の教育⽬標のもと、薬学部では、医薬品の創成とその適正な使⽤法の確⽴、⽣活環境
の安全・安⼼の確保等を通じて⼈類の健康に奉仕し、豊かな社会の発展に貢献することができる
⼈材を育成します。 

薬学部では、学⽣のキャリア形成のニーズに応じた学修が可能な先進研究コース、⼤阪⼤学
Pharm. D コース及び薬学研究コースの 3 コースを設け、下記のような社会が求める多様な薬学
⼈材の輩出を⽬指します。 
【先進研究コース】 

我が国の薬学・医学研究、薬事⾏政、医療等を牽引し、国際舞台で活躍する「薬剤師博⼠
（Pharmacist-Scientist）」 

【⼤阪⼤学 Pharm. D コース】 
創薬臨床⼒に加えて創薬研究⼒を持ち、⼤学、官公庁や臨床の場で中⼼となって活躍できる「研
究型⾼度薬剤師」 

【薬学研究コース】 
臨床や医療における経験を基盤とした基礎研究や創薬などのものづくりへの応⽤研究を展開で
きる能⼒を持ち、⼤学、公的研究機関、製薬等で活躍する「薬剤師創薬研究者」 

 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

・⽣命科学、創薬科学、社会・環境薬学、医療・臨床薬学等の多様な知識・技能を持ち、これを
統合して課題解決に活⽤できる資質・能⼒を養成します。 
 

○教養 
・薬学にとどまらない幅広い知識と複眼的な思考ができる資質・能⼒を養成します。 
・豊かな⼈間性、⼈類の健康に貢献する強い使命感、医療⼈としての⾼い倫理観を涵養します。 
 

○国際性 
・世界を視野に⼊れて異⽂化社会を俯瞰できる資質・能⼒を養成します。 
・創薬や先進医療、公衆衛⽣等において国際的な活躍ができる資質・能⼒を養成します。 
 

○デザイン⼒ 
・ヒトの健康・医療・福祉に関わる地域及びグローバルな薬学的課題を探求できる資質・能⼒ 
を養成します。 



・協調的かつ主導的に薬学的課題の解決を図ることができる資質・能⼒を養成します。 
 
 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のディプロマ・ポリシーのもと、薬学部は６年制薬学科において３つのコースを設
け、それぞれ教育⽬標に定める医薬品の創成とその適正な使⽤法の確⽴、⽣活環境の安全・安⼼
の確保等を通じて⼈類の健康に奉仕し、豊かな社会の発展に貢献することができる⼈材の育成を
⽬指します。こういった⼈材を輩出するために、所定の期間在学し、薬学部が下記の学習⽬標に
定める「⾼度な専⾨性と深い学識」、「教養」、「国際性」及び「デザイン⼒」を⾝につけ、学部規
程に定める期間在学し、所定の単位を修得した学⽣に学⼠（薬学）の学位を授与します。 

 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

・⽣命科学、創薬科学、社会・環境薬学、医療・臨床薬学等の多様な知識・技能を持ち、これ
を統合して課題解決に活⽤できる。 
 

○教養 
・薬学にとどまらない幅広い知識と複眼的な思考⼒を⾝につけている。 
・豊かな⼈間性、⼈類の健康に貢献する強い使命感、医療⼈としての⾼い倫理観を⾝につけて
いる。 
 

○国際性 
・世界を視野に⼊れて異⽂化社会を俯瞰できる。 
・創薬や先進医療、公衆衛⽣等において国際的な活躍ができる。 
 

○デザイン⼒ 
・ヒトの健康・医療・福祉に関わるローカル及びグローバルな薬学的課題を探求できる。 
・協調的かつ主導的に薬学的課題の解決を図ることができる。 

 
 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のカリキュラム・ポリシーのもと、薬学部では、ディプロマ・ポリシーに掲げた「⾼
度な専⾨性と深い学識」、「教養」、「国際性」及び「デザイン⼒」を修得するために必要な科⽬
を全学共通教育及び薬学専⾨教育において体系的に編成し、講義、演習、基礎実習、実務実習及
び⻑期課題研究等を適切に組合せた授業を⾏います。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

ディプロマ・ポリシーに掲げた「⾼度な専⾨性と深い学識」、「教養」、「国際性」及び「デザイン
⼒」について、それぞれの学習⽬標の修得を⽬的とした科⽬を体系的に配当することにより、教
育課程の編成を⾏います。 

すなわち、「⾼度な専⾨性と深い学識」としての「薬学における多様な知識と技能」は、全学共
通教育及び薬学専⾨教育において体系的に編成した専⾨基礎教育科⽬、基礎薬学科⽬群（物理・
情報系科⽬、化学系科⽬、衛⽣・分析系科⽬、⽣物・⽣命系科⽬）及び医療・臨床系科⽬の講義・
演習・実験、さらには⻑期課題研究、実務実習によって修得します。 

「教養」としての「幅広い知識と複眼的思考⼒」は、上記同様に全学共通教育及び薬学専⾨教
育において体系的に編成した講義・演習によって修得します。また、「豊かな⼈間性、強い使命感、
⾼い倫理観」は、薬学専⾨教育において医療・臨床系科⽬として開講するヒューマニズム教育科
⽬の講義・演習、さらには実務実習事前学習及び実務実習によって修得します。 

「国際性」としての「異⽂化社会を俯瞰し、グローバルに活躍できる」資質・能⼒は、薬学部
が⾼度教養教育科⽬及び⾼度国際性涵養科⽬に指定する講義・演習、さらには海外研修等によっ
て修得します。 

「デザイン⼒」としての「⾃らヒトの健康・医療・福祉に関わる地域及びグローバルな薬学的
課題を探求し、協調的かつ主導的に薬学的課題の解決を図ることができる」資質・能⼒は、薬学
専⾨教育における講義・演習や実務実習事前学習及び実務実習、さらには⻑期課題研究において
修得します。 

薬学部では、先進研究コース、⼤阪⼤学 Pharm. D コース、薬学研究コースを設置し、学⽣は
３年次からいずれかのコースに属することにより学修を進めます。それぞれのコースについて、
上記のようなカリキュラムにおける必修科⽬の履修により、薬学教育の基盤となる「⾼度な専⾨
性と深い学識」、「教養」、「国際性」及び「デザイン⼒」を共通に修得します。これに加えて、６年
間にわたる薬学専⾨教育において多様な選択科⽬を開講し、コース別に履修時期の適正な設定を
⾏うことによって、各コースの特徴ある⼈材育成の⽬標に合致した教育を⾏います。 
 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 
「⾼度な専⾨性と深い学識」、「教養」、「国際性」及び「デザイン⼒」について、それぞれの

学習⽬標の修得に係る科⽬については、教育⽬標への到達に適した学修⽅法として、PBL・アクテ



ィブラーニング、⾃主学修を取り⼊れた講義、演習や、実習、実験、研修、⻑期課題研究等を⾏い
ます。また、適宜こういった学修⽅法を組み合わせて授業を⾏います。 

 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

全ての開講科⽬について、それぞれの学習⽬標の到達度を適正に評価するための⽅法及び基準
を定め、これをシラバスに明記して学⽣に周知し、学修成果を厳格かつ公正に評価します。特に、
知識だけではなく学部教育においてさらなる⾼度化を図るべき技能や思考⼒・判断⼒・表現⼒、
協働して学ぶ態度の修得・醸成を⾏う演習科⽬や実習科⽬、さらにはヒューマニズム教育科⽬、
⻑期課題研究等については、科⽬の学習⽬標や修得すべき資質・能⼒に合わせた適正な学修成果
の評価を⾏います。 



薬学部 
学位プログラム︓ 薬学 
授与する学位︓ 学⼠（薬学） 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学及び薬学部の教育⽬標のもと、薬学科では、医薬品の創成とその適正な使⽤法の確
⽴、⽣活環境の安全・安⼼の確保等を通じて⼈類の健康に奉仕し、豊かな社会の発展に貢献する
ことができる⼈材を育成します。 

薬学科では、学⽣のキャリア形成のニーズに応じた学修が可能な先進研究コース、⼤阪⼤学
Pharm. D コース及び薬学研究コースの 3 コースを設け、下記のような社会が求める多様な薬学
⼈材の輩出を⽬指します。 
【先進研究コース】 

我が国の薬学・医学研究、薬事⾏政、医療等を牽引し、国際舞台で活躍する「薬剤師博⼠
（Pharmacist-Scientist）」 

【⼤阪⼤学 Pharm. D コース】 
創薬臨床⼒に加えて創薬研究⼒を持ち、⼤学、官公庁や臨床の場で中⼼となって活躍できる
「研究型⾼度薬剤師」 

【薬学研究コース】 
臨床や医療における経験を基盤とした基礎研究や創薬などのものづくりへの応⽤研究を展開で
きる能⼒を持ち、⼤学、公的研究機関、製薬等で活躍する「薬剤師創薬研究者」 

 
○⾼度な専⾨性と深い学識 
・⽣命科学、創薬科学、社会・環境薬学、医療・臨床薬学等の多様な知識・技能を持ち、これ
を統合して課題解決に活⽤できる資質・能⼒を養成します。 
 

○教養 
・薬学にとどまらない幅広い知識と複眼的な思考ができる資質・能⼒を養成します。 
・豊かな⼈間性、⼈類の健康に貢献する強い使命感、医療⼈としての⾼い倫理観を涵養します。 
 

○国際性 
・世界を視野に⼊れて異⽂化社会を俯瞰できる資質・能⼒を養成します。 
・創薬や先進医療、公衆衛⽣等において国際的な活躍ができる資質・能⼒を養成します。 
 

○デザイン⼒ 
・ヒトの健康・医療・福祉に関わるローカル及びグローバルな薬学的課題を探求できる資質・
能⼒を養成します。 



・協調的かつ主導的に薬学的課題の解決を図ることができる資質・能⼒を養成します。 
 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学及び薬学部のディプロマ・ポリシーのもと、薬学科は６年制薬学科において３つのコ
ースを設け、それぞれ教育⽬標に定める医薬品の創成とその適正な使⽤法の確⽴、⽣活環境の安
全・安⼼の確保等を通じて⼈類の健康に奉仕し、豊かな社会の発展に貢献することができる⼈材
の育成を⽬指します。こういった⼈材を輩出するために、所定の期間在学し、薬学部が下記の学
習⽬標に定める「⾼度な専⾨性と深い学識」、「教養」、「国際性」及び「デザイン⼒」を⾝につ
け、学部規程に定める期間在学し、所定の単位を修得した学⽣に学⼠（薬学）の学位を授与しま
す。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

・⽣命科学、創薬科学、社会・環境薬学、医療・臨床薬学等の多様な知識・技能を持ち、これ
を統合して課題解決に活⽤できる。 
 

○教養 
・薬学にとどまらない幅広い知識と複眼的な思考⼒を⾝につけている。 
・豊かな⼈間性、⼈類の健康に貢献する強い使命感、医療⼈としての⾼い倫理観を⾝につけて
いる。 
 

○国際性 
・世界を視野に⼊れて異⽂化社会を俯瞰できる。 
・創薬や先進医療、公衆衛⽣等において国際的な活躍ができる。 

 
○デザイン⼒ 

・ヒトの健康・医療・福祉に関わるローカル及びグローバルな薬学的課題を探求できる。 
・協調的かつ主導的に薬学的課題の解決を図ることができる。 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学及び薬学部のカリキュラム・ポリシーのもと、薬学科では、ディプロマ・ポリシーに
掲げた「⾼度な専⾨性と深い学識」、「教養」、「国際性」及び「デザイン⼒」を修得するため
に必要な科⽬を全学共通教育及び薬学専⾨教育において体系的に編成し、講義、演習、基礎実
習、実務実習及び⻑期課題研究等を適切に組合せた授業を⾏います。 
 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

ディプロマ・ポリシーに掲げた「⾼度な専⾨性と深い学識」、「教養」、「国際性」及び「デザイ
ン⼒」について、それぞれの学習⽬標の修得を⽬的とした科⽬を体系的に配当することにより、
教育課程の編成を⾏います。 

すなわち、「⾼度な専⾨性と深い学識」としての「薬学における多様な知識と技能」は、全学共
通教育及び薬学専⾨教育において体系的に編成した専⾨基礎教育科⽬、基礎薬学科⽬群（物理・
情報系科⽬、化学系科⽬、衛⽣・分析系科⽬、⽣物・⽣命系科⽬）及び医療・臨床系科⽬の講義・
演習・実験、さらには⻑期課題研究、実務実習によって修得します。 

「教養」としての「幅広い知識と複眼的思考⼒」は、上記同様に全学共通教育及び薬学専⾨教
育において体系的に編成した講義・演習によって修得します。また、「豊かな⼈間性、強い使命感、
⾼い倫理観」は、薬学専⾨教育において医療・臨床系科⽬として開講するヒューマニズム教育科
⽬の講義・演習、さらには実務実習事前学習及び実務実習によって修得します。 

「国際性」としての「異⽂化社会を俯瞰し、グローバルに活躍できる」資質・能⼒は、薬学部
が⾼度教養教育科⽬及び⾼度国際性涵養教育科⽬に指定する講義・演習、さらには海外研修等に
よって修得します。 

「デザイン⼒」としての「⾃らヒトの健康・医療・福祉に関わる地域及びグローバルな薬学的
課題を探求し、協調的かつ主導的に薬学的課題の解決を図ることができる」資質・能⼒は、薬学
専⾨教育における講義・演習や実務実習事前学習及び実務実習、さらには⻑期課題研究において
修得します。 

薬学科では、先進研究コース、⼤阪⼤学 Pharm. D コース、薬学研究コースを設置し、学⽣は
３年次からいずれかのコースに属することにより学修を進めます。それぞれのコースについて、
上記のようなカリキュラムにおける必修科⽬の履修により、薬学教育の基盤となる「⾼度な専⾨
性と深い学識」、「教養」、「国際性」及び「デザイン⼒」を共通に修得します。これに加えて、６
年間にわたる薬学専⾨教育において多様な選択科⽬を開講し、コース別に履修時期の適正な設定
を⾏うことによって、各コースの特徴ある⼈材育成の⽬標に合致した教育を⾏います。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

「⾼度な専⾨性と深い学識」、「教養」、「国際性」及び「デザイン⼒」について、それぞれの学
習⽬標の修得に係る科⽬については、教育⽬標への到達に適した学修⽅法として、PBL・アクティ



ブラーニング、⾃主学修を取り⼊れた講義、演習や、実習、実験、研修、⻑期課題研究等を⾏い
ます。また、適宜こういった学修⽅法を組み合わせて授業を⾏います。 
 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

全ての開講科⽬について、それぞれの学習⽬標の到達度を適正に評価するための⽅法及び基準
を定め、これをシラバスに明記して学⽣に周知し、学修成果を厳格かつ公正に評価します。特に、
知識だけではなく学部教育においてさらなる⾼度化を図るべき技能や思考⼒・判断⼒・表現⼒、
協働して学ぶ態度の修得・醸成を⾏う演習科⽬や実習科⽬、さらにはヒューマニズム教育科⽬、
⻑期課題研究等については、科⽬の学習⽬標や修得すべき資質・能⼒に合わせた適正な学修成果
の評価を⾏います。 



薬学部（薬学研究コース）カリキュラムマップ

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

多様な知識・技能を
持ち、これらを統合
して課題解決に活用
できる

○

幅広い知識と複眼的
思考力を身につけて
いる

○

豊かな人間性・強い
使命感・高い倫理観
を身につけている

○

世界を視野に入れて
異文化社会を俯瞰で
きる

○

創薬等の領域におい
て国際的に活躍がで
きる

○

地域及びグローバル
な課題を探求できる

○

協調的・主導的に課
題解決を図る

○

3年 4年 5年 6年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

1年 2年

全学共通教育科目

基礎薬学科目

高度教養教育科目/高度国際性涵養教育科目（グローバル薬学演習）

薬学専門科目（医療・臨床系科目）

薬学入門 基礎実習Ⅰ 基礎実習Ⅱ 事前学習 実務実習

基礎薬学科目

基礎薬学科目

全学共通教育科目

薬学専門科目（医療・臨床系科目）

高度教養教育科目/高度国際性涵養教育科目（グローバル薬学演習）

薬学専門科目（医療・臨床系科目）

薬学専門科目（医療・臨床系科目）

高度教養教育科目/高度国際性涵養教育科目（グローバル薬学演習）

高度教養教育科目/高度国際性涵養教育科目（グローバル薬学演習）

基礎薬学科目

薬学入門 基礎実習Ⅰ 基礎実習Ⅱ 事前学習 実務実習

薬学入門 基礎実習Ⅰ 基礎実習Ⅱ 事前学習 実務実習

薬学入門 基礎実習Ⅰ 基礎実習Ⅱ 事前学習 実務実習

薬学入門 基礎実習Ⅰ 基礎実習Ⅱ 事前学習 実務実習

薬学専門科目（医療・臨床系科目）

長期課題研究１

薬学入門 基礎実習Ⅰ 基礎実習Ⅱ 事前学習 実務実習

長期課題研究２

長期課題研究１ 長期課題研究２

長期課題研究１ 長期課題研究２

長期課題研究１ 長期課題研究２

長期課題研究１ 長期課題研究２

長期課題研究１ 長期課題研究２



薬学部（Pharm.Dコース）カリキュラムマップ

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

多様な知識・技能を
持ち、これらを統合
して課題解決に活用
できる

○

幅広い知識と複眼的
思考力を身につけて
いる

○

豊かな人間性・強い
使命感・高い倫理観
を身につけている

○

世界を視野に入れて
異文化社会を俯瞰で
きる

○

創薬等の領域におい
て国際的に活躍がで
きる

○

地域及びグローバル
な課題を探求できる

○

協調的・主導的に課
題解決を図る

○

高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

5年 6年1年 2年 3年 4年

基礎薬学科目

高度教養教育科目/高度国際性涵養教育科目（グローバル薬学演習）

薬学専門科目（医療・臨床系科目）

薬学入門 基礎実習Ⅰ 基礎実習Ⅱ 事前学習 実務実習

基礎薬学科目

全学共通教育科目

薬学専門科目（医療・臨床系科目）

高度教養教育科目/高度国際性涵養教育科目（グローバル薬学演習）

薬学専門科目（医療・臨床系科目）

薬学専門科目（医療・臨床系科目）

高度教養教育科目/高度国際性涵養教育科目（グローバル薬学演習）

高度教養教育科目/高度国際性涵養教育科目（グローバル薬学演習）

基礎薬学科目

薬学入門 基礎実習Ⅰ 基礎実習Ⅱ 事前学習 実務実習

薬学入門 基礎実習Ⅰ 基礎実習Ⅱ 事前学習 実務実習

薬学入門 基礎実習Ⅰ 基礎実習Ⅱ 事前学習 実務実習

薬学入門 基礎実習Ⅰ 基礎実習Ⅱ 事前学習 実務実習

全学共通教育科目

基礎薬学科目

薬学専門科目（医療・臨床系科目）

薬学入門 基礎実習Ⅰ 基礎実習Ⅱ 事前学習 実務実習

長期課題研究１ 長期課題研究２

長期課題研究１ 長期課題研究２

長期課題研究１ 長期課題研究２

長期課題研究１ 長期課題研究２

長期課題研究１ 長期課題研究２

長期課題研究１ 長期課題研究２



薬学部（先進研究コース）カリキュラムマップ

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

多様な知識・技能を
持ち、これらを統合
して課題解決に活用
できる

○

幅広い知識と複眼的
思考力を身につけて
いる

○

豊かな人間性・強い
使命感・高い倫理観
を身につけている

○

世界を視野に入れて
異文化社会を俯瞰で
きる

○

創薬等の領域におい
て国際的に活躍がで
きる

○

地域及びグローバル
な課題を探求できる

○

協調的・主導的に課
題解決を図る

○

3年 4年 5年 6年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

1年 2年

基礎薬学科目

高度教養教育科目/高度国際性涵養教育科目（グローバル薬学演習）

薬学専門科目（医療・臨床系科目）

薬学入門 基礎実習Ⅰ 基礎実習Ⅱ 事前学習 実務実習

基礎薬学科目

全学共通教育科目

薬学専門科目（医療・臨床系科目）

高度教養教育科目/高度国際性涵養教育科目（グローバル薬学演習）

薬学専門科目（医療・臨床系科目）

薬学専門科目（医療・臨床系科目）

高度教養教育科目/高度国際性涵養教育科目（グローバル薬学演習）

高度教養教育科目/高度国際性涵養教育科目（グローバル薬学演習）

基礎薬学科目

薬学入門 基礎実習Ⅰ 基礎実習Ⅱ 事前学習 実務実習

薬学入門 基礎実習Ⅰ 基礎実習Ⅱ 事前学習 実務実習

薬学入門 基礎実習Ⅰ 基礎実習Ⅱ 事前学習 実務実習

薬学入門 基礎実習Ⅰ 基礎実習Ⅱ 事前学習 実務実習

休

学

復

学

全学共通教育科目

基礎薬学科目

薬学専門科目（医療・臨床系科目）

薬学入門 基礎実習Ⅰ 基礎実習Ⅱ 事前学習 実務実習

長期課題研究１ 長期課題研究２

長期課題研究１ 長期課題研究２

長期課題研究１ 長期課題研究２

長期課題研究１ 長期課題研究２

長期課題研究１ 長期課題研究２

長期課題研究１ 長期課題研究２











 

 

工学部 
学位プログラム︓ 応用化学 
授与する学位︓ 学士（工学） 
 
教育目標 
 

大阪大学および工学部の教育目標のもと、学位プログラム「応用化学」では以下の教育目標を
定めています。 

昨今の科学技術の著しい発展と、それに付随するエネルギーや環境問題に対して、工学が果た
す役割は、以前にも増して重要になってきています。応用自然科学科は、既存の学問体系である
数学、物理学、化学、生物学などの個々の分野だけにとらわれず、自然科学の全ての分野につい
て幅広い興味や深い知識を持ち、自然現象をさまざまな角度から多面的に捉えることができる人
材の育成を目指しています。 

既存の科学技術の枠組みを超えた新しい発想に基づく科学技術を生み出し、それを社会的な要
請に応えられる技術として結実させるためには、現象の根源や、その研究の歴史的背景にまで踏
み込んだ深い理解に基づく科学的概念の獲得を欠かすことができません。また、それを使うため
のアイデアは、徹底的な思考と実践により生み出されます。本学位プログラム「応用化学」で
は、物質そのもの、あるいは物質の機能を操るための根源的な学問体系である「化学」を、文明
社会を支える根源的かつ中心的分野としてとらえ、「化学」の概念を徹底的な思考と実践によっ
て修得することを目指します。 

具体的には、炭素文明社会を支える有機化学、産業の中核を担う無機・分析化学、社会におけ
る物質の利用を根本から支える物理化学を、本学位プログラム「応用化学」を構成する３本の柱
とし、これらの学問的背景のもと、分子変換技術、機能性分子創成、医薬品開発、高分子材料開
発、環境技術、エネルギー変換技術 等の次世代を担う科学技術分野の発展に貢献できる人材を
育成することを、本学位プログラムの目標としています。  
 
○高度な専門性と深い学識 

応用化学分野の専門的な知識と技能をもつ人材の育成を目指します  
 

○教養 
科学全般について幅広い知識を持ち、自然現象をさまざまな角度から多面的に捉えることがで

きる人材の育成を目指します 
 
○国際性 

研究開発を推進するためのコミュニケーション能力と国際性をもつ人材の育成を目指します 



 

 

○デザイン力 
研究開発を実践するための論理的思考力、課題探究力、問題解決力、表現力をもつ人材の

育成を目指します  



 

 

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 

大阪大学および工学部のディプロマ・ポリシーのもと、本学位プログラム「応用化学」では、
教育目標に定める人材を育成するために、以下の項目にあげる能力を身につけ、設定した所定の
単位を修得し、学部規定に定める試験に合格した学生に学士（工学）の学位を授与します。  
 
○高度な専門性と深い学識 

・物質を構成する原子・分子およびそれらの集合構造の物性と反応性について基礎的知識を体
系的に把握している  
・物質を生み出す化学反応とその制御法について理解している  
・原子・分子をもとにした物質・材料を分析し、その特性を理解するための解析手法とその原理
について理解し、必要に応じてどの手法を用いるべきか考察する能力を身につけている  
 

○教養 
・科学全般について幅広い知識を持ち、自然現象をさまざまな角度から多面的に捉えることが
できる 

 
○国際性 

・研究開発を推進するためのコミュニケーション能力と国際性を有している 
 
○デザイン力 

・新しい分子・物質を生み出すための方法をデザインし、自ら実践することができる 
・化学とその周辺領域について自ら課題を設定し、種々の研究手法を用いて考察し発展させる
ことができる 
・自身の研究内容を正しく整理して卒業論文を作成し、その内容を論理立てて発表する能力を
有している  
 

  



 

 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 

大阪大学および工学部のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「応用化学」では以
下のとおりカリキュラム・ポリシーを定めています。  
 
＜教育課程編成の考え方＞ 

１年次には、科学・工学分野の基礎となる数学系、物理系、生物系の専門基礎教育科目の講義
を通して、自然科学についての幅広い知識を修得させるとともに、 科学的事象や現象を理論的に
考え理解する基礎を身につけさせます。また、教養教育系科目の講義を通して、自然科学以外の
学問領域についての幅広い知識も修得させます。さらに、「化学基礎論」の講義により、高校まで
に学んできた化学の復習と、専門化学の基礎知識を修得し、この知識をもとに、「化学実験」で基
本的な化学的実験手法を身につけさせます。 

２年次以降は、化学の専門分野（物理化学系、無機・分析化学系、有機化学系）の講義により、
物質の構造、機能、合成、反応、ならびにそれらの解析法などに関する専門知識を修得させます。
また、「工業化学」の講義を通して、より実践的な専門化学の知識も養います。「演習」、「実験」
を通して、専門分野についての理解を深めるとともに専門的技能を修得させます。また「化学英
語演習」ならびに「ゼミナール」により、研究開発を推進するための英語能力、コミュニケーシ
ョン能力を養います。国際性涵養教育科目として位置付けられたさらに高度な専門分野の講義を
通して、世界と伍して研究開発を進められる高い知識と能力を身につけさせます。 

４年次の「卒業研究」により、研究開発を実践するための論理的思考力、課題探究力、問題解
決力を養い、自身の研究内容を正しく整理して卒業論文を作成し、さらにその内容を論理立てて
発表する能力を修得させます。 

 
＜学修内容及び学修方法＞ 

全学共通教育の専門基礎教育科目ならびに教養教育系科目の講義を通して、自然科学を含めた
科学全般の幅広い知識を身につけさせます。また、応用化学分野の 専門的な知識の修得を目的と
して、「物理化学」、「有機化学」、「無機化学」、「分析化学」等の専門分野の授業を講義形式で行い、
さらに専門分野についての理解を深めるために「物理化学演習」、「有機化学演習」等の演習を行
います。「物理化学実験」、「有機化学実験」、「分析化学実験」等の実験を通して、専門的技能の基
礎を修得させます。  

国際性涵養教育科目として位置付けられたさらに高度な専門分野の講義を通して、世界と伍し
て研究開発を進められる高い知識と能力を身につけさせます。また、「化学英語演習」ならびに「ゼ
ミナール」での演習・発表を通して、英語能力、コミュニケーション能力を養います。４年次に
研究室に配属されて行う「卒業研究」により、研究開発を実践するための論理的思考力、課題探
究力、問題解決力、表現力を修得させます。  
 



 

 

＜学修成果の評価方法＞ 
学修の成果は、シラバスに記載されている学習目標の達成度をもとに、学期末試験、レポート、

小テストの結果等により評価します。  
 



カリキュラムマップ様式（工学部応用自然科学科応用化学コース）

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

学習目標Ａ
科学全般について幅広い知
識を持ち、自然現象をさま
ざまな角度から多面的に捉
えることができる

○ ○

学習目標Ｂ
物質を構成する原子・分子
およびそれらの集合構造の
物性と反応性について基礎
的知識を体系的に把握して
いる

○ ○

学習目標Ｃ
物質を生み出す化学反応と
その制御法について理解し
ている

○ ○

学習目標Ｄ
原子・分子をもとにした物
質・材料を分析し、その特
性を理解するための解析手
法とその原理について理解
し、必要に応じてどの手法
を用いるべきか考察する能
力を身につけている

○ ○

学習目標Ｅ
新しい分子・物質を生み出
すための方法をデザイン
し、自ら実践することがで
きる

○ ○ ○

学習目標Ｆ
化学とその周辺領域につい
て自ら課題を設定し、種々
の研究手法を用いて考察し
発展させることができる

○ ○

学習目標Ｇ
自身の研究内容を正しく整
理して卒業論文を作成し、
その内容を論理立てて発表
する能力を有している

○ ○

学習目標Ｈ
研究開発を推進するための
コミュニケーション能力と
国際性を有している

○ ○

1年 2年 3年 4年
高
度
な
専
門
性
と
深

い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

独
自
の
教
育
目
標

総合科目Ⅲ学問への扉

情報教育

先端科学序論Ⅰ

健康スポーツ教育科目

線形代数学Ⅰ

基礎解析学・演義Ⅰ

力学通論

生物学序論

マルチリンガル教育科目

熱力学

物理化学１

物理化学２

化学工学Ⅰ

無機化学１

分析化学１

有機化学１

有機化学２

卒業研究

教育目標

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
学
習
目
標

先端科学序論Ⅱ

線形代数学Ⅱ

基礎解析学・演義Ⅱ

電磁気学通論

基礎物理学実験

生物学詳論

化学基礎論Ａ 基礎化学実験

数学解析Ⅰ

ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ概論

数学解析Ⅱ

量子科学

物理化学３

物理化学４

化学工学Ⅱ

無機化学２

有機化学３

高分子化学１

高分子化学２

物理化学演習１

有機化学演習１

化学英語演習

応用電気化学

分光学

無機化学３

生化学１

有機化学演習２

ゼミナールＡ

物理化学実験

分析化学実験

計算化学・構造解析

演習１,２

物性科学

無機化学４

生化学２

物理化学演習２

ゼミナールＢ

有機化学実験

創成型実験

工学における安全と

倫理

基盤教養教育科目

教養教育科目 専門基礎教育科目 高度教養教育科目国際性涵養教育科目 高度国際性涵養教育科目・専門教育科目 専門教育科目

総合科目Ⅳ

物性論Ⅱ

生物有機化学

分析化学２

物理化学５

有機化学４

物理有機化学

有機工業化学１,２

触媒化学１,２
有機工業化学３,４
有機材料化学

生体材料化学



工学部 
学位プログラム： バイオテクノロジー 
授与する学位： 学士（工学） 
 
教育目標 
 
大阪大学および工学部の教育目標を受けて、学位プログラム「バイオテクノロジー」では以

下のとおり教育目標を定めています。昨今の科学技術の著しい発展と、それに付随するエネルギ
ーや環境問題に対して、工学が果たす役割は、以前にも増して重要になってきています。応用自
然科学科の「バイオテクオロジー」においては、既存の学問体系である数学、物理学、化学、生
物学などの個々の分野だけにとらわれず、自然科学の全ての分野について幅広い興味や深い知識
を持ち、自然現象をさまざまな角度から多面的に捉えることができる人材、特に、安全・安心で
豊かな人類社会の発展に果たす生物工学の役割を理解し、生物工学を真に人類の発展に活かすこ
とができる高い倫理観を身につけている人材を社会に輩出することを目標としています。 
 
○高度な専門性と深い学識 
バイオテクノロジーは、生命科学の発展とともにここ数十年の間に飛躍的な進展を続けてお

り、生物による医薬品の生産、高機能性品種の作成、さらには地球環境の保全など、健康、食
料、環境分野において大きな期待が向けられています。そのために、遺伝子から生態に至るまで
の生物科学の基礎を身につける「基礎生物科学」、生物が関わる現象を化学の力で解き明かす力
を身につける「生物化学」、生物を利用したものづくりを具現化する工学素養を身につける「生
物化学工学」、生物学を数学、物理学、情報科学と融合させる力を身につける「生物情報物理」
を習得した人材の育成を目指します。 

 
○教養 
人類社会や自然界の仕組みを深く理解する幅広い科学的知識と思考力を身につけ、地球の未来

に貢献できる人材の育成を目指します。 
 
○国際性 
専門英語教育および短期の海外留学などの機会を通して、英語でのコミュニケーション力と国

際交流力を養います。それにより、生物工学分野における基盤研究や、発酵、醸造、食品、化学、
製薬、情報、医療工学などの産業バイオ分野で専門性を活かし国際的に活躍できる人材の育成を
目指します。 

 
○デザイン力 
さまざまな生命現象の機構を解明し、それらのメカニズムを工学的に応用するための能力を養

い、「健康」、「環境」、「医療」といった地球規模の問題を解決するため生物工学研究に資する、デ



ザイン力や、実践力を持った人材の育成を目指します。  



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 
大阪大学および工学部のディプロマ・ポリシー（学習目標を含む）のもと、学位プログラム

「バイオテクノロジー」では以下のとおりディプロマ・ポリシーを定めています。以下にあげる
ような能力を身につけ、所定の単位を修得し、学部規定に定める試験に合格した学生に学士（工
学）の学位を授与します。 
 
○高度な専門性と深い学識 
・遺伝子から生態に至るまでの生物科学の基礎的知識を体系的に理解している。 
・生物が関わる現象を化学の力で解き明かす知識ならびに思考力をもっている。 
・生物を利用したものつくりを具現化する工学素養を身につけている。 
・生物学を数学、物理学、情報科学と融合させる力を身につけている。 

 
○教養 
・豊かな人間性と社会性のための広い教養を身につけている。 
 

○国際性 
・生物工学によって生み出された物質・技術を、英語力、自己表現能力により国際社会に発信
することができる。 
 

○デザイン力 
・生物工学分野について自ら設定した課題について、基礎生物科学、生物化学、生物化学工
学、生物情報物理、のいずれかの学問領域において研究手法をデザインし、実践することがで
きる。 
 

○独自の学習目標 
・安全・安心で豊かな人類社会の発展に果たす生物工学の役割を理解し、生物工学を真に人類
の発展に活かすことができる高い倫理観を身につけている。 
 
 
 

  



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 
大阪大学および工学部のカリキュラム・ポリシーのもとに、学位プログラム「バイオテクノ

ロジー」では以下のとおりカリキュラム・ポリシーを定めています。 
 
＜教育課程編成の考え方＞ 
ディプロマ・ポリシーに掲げる知識・技能を修得させるため、まず、１年次には教養教育とし

て、人類社会や自然界の仕組みを深く理解する幅広い知識の獲得を目指します。国際性涵養教育
として英語以外の語学を履修するとともに、専門基礎教育として、科学・工学分野の基礎となる
数学、物理、化学系の専門基礎教育科目を受講し、物ごとを理論的に考え理解する基礎を身につ
けます。生物科学関連については、高校生物の履修度に応じて、生物学序論または生物学詳論を
受講し、大学における生物科学の基礎知識を学習します。さらに先端科学序論 Iおよび IIの専門
単位を受講して、工学系の自然科学分野における最先端研究の面白さを学びます。特に、工学部
における応用生物工学が、物理、化学、生物学、数学、情報科学などの基盤の上に成り立つ応用
科学・工学であることを理解します。2 年次以降は、高度国際性涵養科目である工学専門英語を
履修するとともに、応用生物工学の専門分野の講義を受講し、生物化学工学、微生物学、生化学、
分子生物学、情報科学などに関する専門知識を修得します。 
カリキュラムは、「基礎生物科学」、「生物化学工学」、「生物化学」、「生物情報物理」の講義がバ

ランスよく提供されています。２年～３年次の前半には、応用生物工学分野の基礎となる、生体
分子学、分子細胞生物学、生物物理学などの講義を履修します。さらに２年次の後半から３年次
にかけて、生物化学工学、バイオプロセス工学、基幹代謝学、生命情報科学などより発展的な講
義を履修します。3 年次の午後は、工学における安全と倫理について学ぶとともに、応用生物工
学実験 I～VI により、実験研究の基礎技術を身につけることができます。また３年次後半には、
先端生物工業論での企業等からの講師による授業、数カ所の工場見学により、生物工学分野が産
業界にどのように貢献するかを学びます。４年次には分子細胞生物学、生物化学工学、バイオプ
ロセス工学、生物分析科学、生命情報科学など、さまざまな生物工学分野やその学際領域に属す
る各研究室に配属され、最先端の応用生物工学に関する研究を行い、卒業論文を作成します。こ
れにより、学部で学んだ知識・技術が実際の研究の場で活用されること、ならびに、最先端の応
用生物工学研究がどのようなものかを習得します。これらの教育課程編成によって、「最先端の高
度な専門性と深い学識」、「高度な教養」、「高度な国際性」、「高度なデザイン力」が育成されます。 

 
＜学修内容及び学修方法＞ 
専門教育では、それぞれの専門分野における基礎的及び専門的な知識・技能を習得するために、

講義と演習による授業を行います。さらに、応用生物学実験により、応用生物工学分野の研究に
必要な技術とその原理を学びます。 
教養教育では、全学共通教育による講義を通じて、人類社会や自然界の仕組みを深く理解する



幅広い知識の獲得を目指すと共に、演習を通して、自然科学や情報科学の基礎を学びます。 
国際性涵養教育については、全学生に工学倫理を必修科目として課し、技術の社会的責任を認識
させ高い倫理観を養います。また、希望する学生に対して、セメスター単位で大阪大学が学術協
定を結んでいる海外の大学に留学する機会を提供し、国際性の涵養を目指します。 
 
＜学修成果の評価方法＞ 
学修の成果はとして、シラバスに記載されている学習目標の達成度について、中間・期末試験、

レポート、授業参加態度、小テストの結果などを用いて評価します。 



カリキュラムマップ様式（応用自然科学科バイオテクノロジー学科目）

教育目標 学習目標

教養
Ａ

豊かな人間性と社会性のための広
い教養を身につけている

対応する学習目標 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

高度な専門性と深い学識

B
遺伝子から生態に至るまでの生物
科学の基礎的知識を体系的に理解

している。

高度な専門性と深い学識

C
生物が関わる現象を化学の力で解
き明かす知識ならびに思考力を

もっている。

高度な専門性と深い学識

D
生物を利用したものつくりを具現
化する工学素養を身につけてい

る。

B, G

高度な専門性と深い学識

E
生物学を数学、物理学、情報科学
と融合させる力を身につけてい

る。

C, G

国際性

F
生物工学によって生み出された物
質・技術を、英語力、自己表現能
力により国際社会に発信すること

ができる。

D, G

デザイン力

G
生物工学分野について自ら設定し
た課題について、基礎生物科学、
生物化学、生物化学工学、生物情
報物理、のいずれかの学問領域に
おいて研究手法をデザインし、実

践することができる。

E, G

独自の教育目標

H
安全・安心で豊かな人類社会の発
展に果たす生物工学の役割を理解
し、生物工学を真に人類の発展に
活かすことができる高い倫理観を

身につけている。

F

H

B,C, D, E

1年 2年 3年 4年

A

高度教養教育科目
学問への扉

情報教育科目

基盤教養教育科目

健康スポーツ教育科目

専門基礎教育科目

専門教育科目

（基礎生物科学）
バイオテクノロジー概論,分子細胞生物学Ⅰ

分子細胞生物学Ⅱ

専門教育科目

（生物情報物理）
生物物理学Ⅰ, 生物物理学Ⅱ, 熱力学,
物理化学１, 物理化学２,物理化学５,,

量子科学

専門教育科目

（生物化学関連）
生体分子学Ⅰ, 生体分子学Ⅱ, 基幹代謝

学Ⅰ, 有機化学１, 有機化学２, 有機化学３, 
無機化学１, 分析化学1, 分析化学2

専門教育科目門教育

卒業研究

専門教育科目

ゼミナールIV

専門教育科目

（生物化学工学）
生物化学工学Ⅰ,化学工学Ⅰ, 化学工学Ⅱ, 

数学解析Ⅰ, 数学解析Ⅱ

高緯教養教育科目

総合科目Ⅲ, Ⅳ

専門教育科目

応用生物工学実験Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ,Ⅴ,Ⅵ
物理化学実験

専門教育科目 先端科学序論 I, II

専門教育科目

先端生物工業論

専門教育科目/高度国際性涵養教育科目

（専門工学英語）
工学専門英語総合 A、B

専門教育科目

工学における安全

と倫理

専門教育科目

総合科目I, II, V

専門教育科目

（基礎生物科学）
応用自然科学特論

専門教育科目

（生物化学工学）
生物化学工学Ⅱ, 生物化学工学Ⅲ, 

バイオプロセス工学A, B

専門教育科目

（生物化学）
基幹代謝学ⅡA, B, 生物分析科学A, B, 

生物有機化学, 物性科学

専門教育科目

（生物情報物理）
生命情報科学Ⅰ, 生命情報科学Ⅱ, 情報

解析学, バイオ情報解析, 先端計測工学

マルチリンガル教育科目（第１外国語、第２外国語、グローバル理解）



 

 

工学部 
学位プログラム︓ 物理工学 
授与する学位︓ 学士（工学） 
 
教育目標 
 

大阪大学および工学部の教育目標を受けて、学位プログラム「物理工学」では以下の通り教育
目標を定めています。 

昨今の科学技術の著しい発展と、それに付随するエネルギーや環境問題に対して、工学が果た
す役割は、以前にも増して重要になってきています。応用自然科学科は、既存の学問体系である
数学、物理学、化学、生物学などの個々の分野だけにとらわれず、自然科学の全ての分野につい
て幅広い興味や深い知識を持ち、自然現象をさまざまな角度から多面的に捉えることができる人
材の育成を目指しています。 

物理工学コースでは、物理学を基本に、自然現象の精密さをその極限まで駆使し、我が国が常
に時代を先取りしてきた、創造性に富んだ高度な“物づくり技術” の創出にチャレンジします。
これからの社会の発展のために、特に、製造プロセスに利用する物理・化学現象を原子・電子論
の立場から深く理解して、高度に利用する、「原子論的生産技術」と呼ぶべき新しい物づくり技
術を開発することが重要です。このような理念や伝統を理解し、自ら課題を設定して探求するた
めの充分な基礎学力を備え、世界最先端の科学技術の追求や未踏の工学領域の開拓を実践するこ
とで、太陽電池や燃料電池などのエネルギーデバイス、自動車・鉄道・航空機・宇宙ロケットな
どの輸送機器、省エネルギー電力制御機器・携帯情報端末などのエレクトロニクス製品、光学・
分析・医療用精密科学機器など、次世代を担う幅広い科学・工学技術分野の発展に積極的・主体
的に貢献できる人材の育成を、本学位プログラムの目標としています。  

 
○高度な専門性と深い学識 

自然科学全般に関する高度な専門知識、特に物理工学に関する高度な専門知識と技能を修得す
ることを目指します。 

 
○教養 

自然科学全般に関する基礎知識の修得を通して、人類社会や自然界の仕組みを深く理解する幅
広い科学的知識と思考力の育成を目指します。 
 
○国際性 

幅広い教養と国際性を涵養することにより、工学を真に人類社会の発展に活かすことのできる
国際性を持つ人材の育成を目指します。  

 



 

 

○デザイン力 
科学技術を総合的に俯瞰できる洞察力を養うことにより、工学を真に人類社会の発展に活かす

ことのできるデザイン力及び高い倫理観を持つ人材の育成を目指します。  
 

  



 

 

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 

大阪大学および工学部のディプロマ・ポリシー（学習目標を含む）のもとに、学位プログラム
「物理工学」では以下のとおりディプロマ・ポリシーを定めています。 

物理学系コースである物理工学コースでは、自然界の現象を物理学に立脚して解明、制御、応用
することにより、幅広く科学技術を発展させ、その成果を実社会へ還元できる人材を育成するカ
リキュラムを定めています。物理工学コースのカリキュラムに沿って設定した所定の単位を修得
し、工学部規程に定める卒業論文の審査に合格した学生には、学士（工学）の学位を授与します。  
 
○高度な専門性と深い学識 
・専門講義科目、演習・実験により高度な専門知識を修得している。  
・論理的思考力、課題探究力、問題解決力、表現力を併せ持つ研究開発能力を修得している。 
 
○教養 
・多くの事象にわたる幅広い総合的な人文学的教養と、人文学を超えて学問全般にわたる広い教

養を身につけている。 
 

○国際性 
・グローバル化社会に貢献できる語学力、コミュニケーション能力、国際性を持っている。  

 
○デザイン力 
・プロジェクトベースラーニングによって培われた、幅広い学問基盤と国際感覚、異分野との
融合能力を修得している。 

・価値創造型グローバル連携を積極的に展開し、原子レベルで制御された製造プロセスの真の
進化と学術体系化を推進できる実践的な実力を持っている。  
 
  



 

 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 

大阪大学および工学部のカリキュラム・ポリシーのもとに、学位プログラム「物理工学」では
以下のとおりカリキュラム・ポリシーを定めています。  

 
＜教育課程編成の考え方＞ 

ディプロマ・ポリシーに掲げる知識・技能を修得させるため、学位プログラム「物理工学」で
は、あらゆる科学・技術分野で必要とされる「物理工学」のための 4 本柱である材料、加工、計
測、計算物理を、綿密且つ有機的に連携させた教育を行い、世界をリードする個性豊かなサイエ
ンティスト・エンジニアを養成します。1 年次では専門分野を問わず科学・工学分野の基礎とな
る数学・物理・化学および生物系の専門基礎教育科目を受講し、さまざまな自然現象に対して理
論的 に考え理解する基礎を身につけさせます。また、先端科学序論 I および II の専門単位(必須)
を受講して、工学系の自然科学分野における最先端研究の面白さを学びます。2 年次以降は、「設
計・製図学」と「物理学」の 2 つの専門分野の講義を受講し、物づくりの基礎となる専門知識を
修得します。特に「物理学」は、「物理学の基礎」と、「物性・材料物理」、「計測」、「計算・シミュ
レーション」の応用分野の講義をバランスよく提供します。各系列の講義が系統的・有機的に連
携して、最終的により実践的な物づくりを志向した「物理工学」を修得します。4 年次には各研
究室に配属され、最先端の精密科学に関する研究を行い、卒業論文を作成します。これにより、3
年次までに学んだ知識・技術を実際の研究の場で活用し、最先端の物づくり研究・開発を担う研
究者・技術者の素養を培います。 

また、2 年生から、修士学生によるチューター制度を導入して学位取得までの道筋を明確にし
ます。定員の 20 パーセントまでの学生を“トップ 8 制度”として学部 3 年生から研究室に配属し、
卒業後すぐに社会に貢献できる実践的な実力を養います。  

 
＜学修内容及び学修方法＞ 

専門教育では、それぞれの専門分野における基礎的及び専門的な知識・技能を修得するために、
講義、演習、実験による授業を行います。 

教養教育では、全学共通教育による講義を通じて、人類社会や自然界の仕組みを深く理解する
幅広い知識の獲得を目指します。 

国際性涵養教育については、全学生に工学における安全と倫理を必修科目として課し、安全に
関する教育を行うとともに技術の社会的責任を認識させ高い倫理観を養います。また、ゼミナー
ルⅡ、Ⅲにおいては物理工学コース内の研究領域や卒業研究に関連する主要な英語文献を精読し、
その内容の発表と討論を通して、英語文献の調査力、読解能力、プレゼンテーション能力を身に
つけ、国際性を涵養します。  
 
 



 

 

＜学修成果の評価方法＞ 
学修の成果は授業時間内における演習課題、レポート、学期末の試験などで評価します。学期末

の試験においては 60 点以上を合格とします。 
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卒業研究 

特別講義Ⅰ〜Ⅳ 

ゼミナールⅢ 

精密機器設計製図Ⅰ 

精密機器設計製図Ⅱ 

機器設計学 

システム制御 

数学解析演習Ⅱ 

統計⼒学 半導体デバイス 

物理化学加⼯ 

物性科学 

フォトニクス基礎 

振動波動学 量⼦⼒学Ⅱ 

有限要素法 
シミュレーション 

量⼦⼒学演習 

精密科学実験 

⼯学における安全と倫理 

機器製作概論 

図形科学演習 

数学解析Ⅰ 

数学解析Ⅱ 

解析⼒学 

⼀般⼒学 

熱⼒学 

材料⼒学 

 ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ概論 

電磁気学演習 

固体物性 

結晶物理学 

表⾯科学 

物理化学 

応⽤光学Ⅰ 

応⽤光学Ⅱ 

物理計測Ⅰ 

物理計測Ⅱ 

電気化学 

量⼦⼒学Ⅰ 計算機プログラミン
グ演習 

数値解析および演習 

量⼦科学 

数学解析演習Ⅰ 

物理数学 

先端科学序論Ⅰ、Ⅱ 

専⾨基礎教育科⽬ 

教養教育系科⽬ 

⾼度な専⾨性と深い学識 教養 国際性 デザイン⼒ 

分析化学 2 

マルチリンガル教育科⽬ 

物理⼯学実践講義 

ゼミナールⅡ 













 



 



 

















工学部 
学位プログラム︓ 電子情報工学 
授与する学位︓ 学士（工学） 
 
教育目標 
 

大阪大学および工学部の教育目標を受けて、学位プログラム「電子情報工学」では以下のとお
り教育目標を定めています。 

学位プログラム「電子情報工学」では、電子情報工学分野における専門的知識と技能を習得
し、広く視野を世界に向け的確な倫理観を持って独創的な科学技術の発展とその実践に貢献でき
る人材を育成することを目指した教育に取り組んでいます。 

 
○高度な専門性と深い学識 

電子情報工学科では、エレクトロニクス、情報ネットワーク、情報システム、ナノテクノロジ
ー、電力・エネルギー、新材料・デバイスといった電子情報工学分野の広がりに配慮して、電気
電子工学科目と情報通信工学科目の二つの学科目を設け、研究者・技術者として活躍できるよう
な電子情報工学分野の専門的知識と実践的な技能が身につく教育を目指しています。 

電気電子工学科目では、電気電子現象の理解と応用に必要な物理的な基礎理論を重視し、確固
とした基礎を中核として最新の技術を理解し応用展開を図る能力を涵養することを目標に教育を
行っています。またシステムとして全体を俯瞰する能力を涵養します。 

情報通信工学科目では、情報通信工学の基礎から応用までを理解することを目指して、数学や
電磁界理論に支えられる基礎理論から情報通信やシステム工学に係る要素技術まで、情報通信の
ネットワークとシステム工学に携わる幅広い能力を身につけることを目標として教育を行ってい
ます。 

 
○教養 

電子情報工学の基礎となる物理、数学に関連する専門基礎科目、幅広い教養教育科目を通して、
研究者・技術者として持つべき幅広い知識と思考力の育成を目指します。さらに、「卒業論文作成」
および「卒業論文発表会」などを通して、実施した研究内容を論理立てて正しく整理し、発表す
る能力の育成を目指します。 
 
○国際性 

高度国際性涵養教育科目として、卒業研究で配属された各研究室にて、専門的かつ実践的な英
語力を高めるゼミナール科目を開講し、電子情報工学分野における専門的知識と技能を活かして、
グローバルに活躍できるような、国際性を持つ人材の育成を目指します。 

  



○デザイン力 
「卒業研究」に加え、「工学倫理」に関する科目を開講し、電子情報工学分野における専門的

知識と技能をグローバル化した人類社会の持続的発展に積極的に活かすことのできるデザイン力
及び高い倫理観を持つ人材の育成を目指します。  



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 

大阪大学および工学部のディプロマ・ポリシー（学習目標を含む）のもとに、学位プログラム
「電子情報工学」では以下のとおりディプロマ・ポリシーを定めています。 

学位プログラム「電子情報工学」では、本学科の教育目標に定められている「電子情報工学分
野における専門的知識と技能を習得し、広く視野を世界に向け的確な倫理観を持って独創的な科
学技術の発展とその実践に貢献できる人材」を育成するために、本学科のカリキュラムに沿って
以下の項目にあげる能力を身につけ、設定した所定の単位を修得した学生に、学士（工学）の学
位を授与します。 
 
○高度な専門性と深い学識 

・電気信号や情報、電気エネルギーを、自由自在にかつ速く、正確に効率良く伝送、処理、制
御する技術とシステムに関する技術の基礎を勉強し、電子情報工学の基礎と応用に関する知識
を修得している。 
・「専門実験・創成実験」や「演習」などの科目の履修を通して、実践的な科学および工学の技
術、技能、創造力を修得している。 

 
○教養 

・研究者・技術者として持つべき幅広い知識および思考力を身につけている。 
・電子情報工学の基礎となる物理、数学などの知識を修得している。 
・「卒業論文作成」および「卒業論文発表会」などを通して、実施した研究内容を論理立てて正
しく整理し、発表する能力を修得している。 
 

○国際性 
・電子情報工学分野における専門的知識と技能を活かして、グローバルに活躍できるような、
国際性を身につけている。 
 

○デザイン力 
・電子情報工学分野における専門的知識と技能をグローバル化した人類社会の持続的発展に活
かすことのできるデザイン力と高い倫理観を身につけている。 
・「卒業研究」などを通して、これまでに学んだ専門分野の知識・技能を活かして研究を推進
するための論理的思考力、課題探究力、問題解決力、表現力並びにコミュニケーション能力を
修得している。 
  



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 

大阪大学および工学部のカリキュラム・ポリシーのもとに、学位プログラム「電子情報工学」
では以下のとおりカリキュラム・ポリシーを定めています。 

研究者・技術者として持つべき幅広い知識、思考力及び国際性を養うための全学共通教育、電
子情報工学に関する高度な専門的知識とそれを活用するためのデザイン力及び高い倫理観を養う
ための専門教育によって、本学科の教育理念で求める人材の育成を行います。 

 
＜教育課程編成の考え方＞ 

入学後はまず、主に全学共通教育科目を受講し、教養教育、国際性涵養教育により教養及び国
際性を、専門教育により電子情報工学の基礎となる物理、数学、コンピュータなどに関する知識
の修得を目指します。２年次以降は電気電子工学科目、情報通信工学科目の二つの学科目いずれ
かに分属され、主に専門教育科目を履修します。さらに、電気電子工学科目には電気工学と量子
情報エレクトロニクスの二つのコースが、情報通信工学科目には通信工学と情報システム工学の
二つのコースがあり、より進んだ専門教育を受けます。この専門教育により、電子情報工学に関
する高度な専門性と深い学識、デザイン力を養います。また、2 年次以降も、高度国際性涵養教
育科目、高度教養教育科目を履修することにより、継続的に教養、国際性を養います。 

 
＜学修内容及び学修方法＞ 
 学位プログラム「電子情報工学」のカリキュラムには、ディプロマ・ポリシーに掲げる知識・
技能を身につけるため、専門教育の科目として電子情報工学の基礎と応用に関する知識を修得し、
高度な専門性を養うための「講義」、より実践的な科学及び工学の技術、技能、創造力を拡げるた
めの「専門実験」、「演習」や独創性を発揮する場ともなる「創成実験」があります。また、「工学
倫理」に関する科目を必修として課し、専門的知識と技能をグローバル化した人類社会の持続的
発展に活かすことのできる高い倫理観を養います。さらに、論理的思考力、課題探究力、問題解
決力、デザイン力、表現力並びにコミュニケーション能力を併せ持つ研究開発能力の基盤を培う
「卒業研究」と「卒業論文作成」及び「卒業論文発表会」があります。 
 教養教育では、主に全学共通教育による講義を通して、専門知識だけでなく、研究者・技術者
として持つべき幅広い知識を修得します。 
 国際性涵養教育では、実践的な英語力の修得など、電子情報工学分野における専門的知識と技
能を活かして、グローバルに活躍できるような国際性を養います。 
 
＜学修成果の評価方法＞ 

シラバスに記載されている学習目標の達成度について、成績評価の方法（試験や課題、レポー
トなど）を用いて評価します。 



春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 デザイン力
導入・実験 電子情報工学序論

イノベーション能力

電磁理論ⅠA 電磁理論ⅠB

電気電子回路基礎論Ⅰ 電気電子回路基礎論Ⅱ

電気電子回路演習
コンピュータ・プログラミング コンピュータシステムⅠ コンピュータシステムⅡ コンピュータサイエンスとプログラミングⅠ コンピュータサイエンスとプログラミングⅡ

計測

セキュリティ基礎論I
先進セキュリティPBL
セキュリティＰＢＬ特論Ⅰ

総合科目Ⅰ 総合科目Ⅱ

専門基礎

必修科目 選択科目群A 選択科目群B 選択科目群C その他選択科目

国際性 ・電子情報工学分野における専門的知識と技能を活かして、グローバルに活躍できるような、国際性を身につけている。

デザイン力
・電子情報工学分野における専門的知識と技能をグローバル化した人類社会の持続的発展に活かすことのできるデザイン力と高い倫理観を身につけている。
・「卒業研究」などを通して、これまでに学んだ専門分野の知識・技能を活かして研究を推進するための論理的思考力、課題探究力、問題解決力、表現力並びにコミュニケーション能力を修得している。

教育目標 ディプロマ・ポリシーの学習目標

高度な専門性と深い学識
・電気信号や情報、電気エネルギーを、自由自在にかつ速く、正確に効率良く伝送、処理、制御する技術とシステムに関する技術の基礎を勉強し、電子情報工学の基礎と応用に関する知識を修得している。
・「専門実験・創成実験」や「演習」などの科目の履修を通して、実践的な科学および工学の技術、技能、創造力を修得している。

教養
・研究者・技術者として持つべき幅広い知識および思考力を身につけている。
・電子情報工学の基礎となる物理、数学などの知識を修得している。
・「卒業論文作成」および「卒業論文発表会」などを通して、実施した研究内容を論理立てて正しく整理し、発表する能力を修得している。

セキュリティＰＢＬ特論Ⅱ
セキュリティ基礎論Ⅱ

専門基礎教育科目
教養 学問への扉，基盤教養科目，情報教育科目，健康・スポーツ教育科目 高度教養教育科目

国際性 マルチリンガル教育科目

総合科目
総合科目Ⅲ 総合科目Ⅳ

※高度教養教育科目 ※高度教養教育科目 総合科目Ⅴ

専門性

情報システム工学

データベース工学 コンパイラ 情報システム工学演習Ⅱ
知識工学 人間情報工学 情報社会と職業

システムプログラム

信号処理
信号とシステム ディジタル信号処理

ディジタル画像処理

通信工学

情報理論 符号理論 通信ネットワーク工学
通信方式

情報システム工学演習Ⅰ ソフトウェア工学及び演習
情報システムネットワーク及び演習 機械学習とデータ処理及び演習

量子コンピューティング及び演習

計測基礎 ナノ物性計測

電子工学

 量子情報エレクトロニクス基礎 光波エレクトロニクス 量子エレクトロニクス
半導体工学Ⅰ 半導体工学Ⅱ

集積回路工学
分子電子材料

量子力学・物性論
量子論基礎 量子力学 物性論Ⅱ

量子力学演習 物性論演習
物性論Ⅰ

制御・最適化
制御工学Ⅰ 制御工学Ⅱ

数理計画法

ビーム・プラズマ・光
光量子ビーム基礎論

プラズマ基礎論

電力
電気機器 パワーエレクトロニクス 電気機械設計製図

電力工学Ⅰ 電力工学Ⅱ
電気絶縁工学

数学解析演習
確率統計 数値解析 システム線形代数

電気電子回路
回路とシステム ディジタル電子回路

アナログ電子回路
プログラミング技法Ⅰ プログラミング技法Ⅱ

電磁気学・物理
電気物理学A/B 電気物理学B/A 電磁理論ⅡA 電磁波工学

倫理・法規・英語
電気法規 産業社会と工学倫理

※高度教養教育科目 電子情報工学英語ゼミナール
※高度国際性涵養教育科目

電子情報工学科カリキュラムマップ（電気工学コース）

1年次 2年次 3年次 4年次

電子情報工学創成実験 電気電子工学専門実験A 電気電子工学専門実験B

卒業研究

光波工学
＊組によって開講時期が異なります 電磁理論ⅡB 計算物理基礎学

イノベーションデザイン

数学
数学解析Ⅰ 数学解析Ⅱ



春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 デザイン力
導入・実験 電子情報工学序論

イノベーション能力

電磁理論ⅠA 電磁理論ⅠB

電気電子回路基礎論Ⅰ 電気電子回路基礎論Ⅱ

電気電子回路演習
コンピュータ・プログラミング コンピュータシステムⅠ コンピュータシステムⅡ コンピュータサイエンスとプログラミングⅠ コンピュータサイエンスとプログラミングⅡ

計測

セキュリティ基礎論I
先進セキュリティPBL

セキュリティＰＢＬ特論Ⅰ

総合科目Ⅰ 総合科目Ⅱ

専門基礎

必修科目 選択科目群A 選択科目群B 選択科目群C 選択科目群D 選択科目群E 選択科目群F その他選択科目

国際性 ・電子情報工学分野における専門的知識と技能を活かして、グローバルに活躍できるような、国際性を身につけている。

デザイン力
・電子情報工学分野における専門的知識と技能をグローバル化した人類社会の持続的発展に活かすことのできるデザイン力と高い倫理観を身につけている。
・「卒業研究」などを通して、これまでに学んだ専門分野の知識・技能を活かして研究を推進するための論理的思考力、課題探究力、問題解決力、表現力並びにコミュニケーション能力を修得している。

教育目標 ディプロマ・ポリシーの学習目標

高度な専門性と深い学識
・電気信号や情報、電気エネルギーを、自由自在にかつ速く、正確に効率良く伝送、処理、制御する技術とシステムに関する技術の基礎を勉強し、電子情報工学の基礎と応用に関する知識を修得している。
・「専門実験・創成実験」や「演習」などの科目の履修を通して、実践的な科学および工学の技術、技能、創造力を修得している。

教養
・研究者・技術者として持つべき幅広い知識および思考力を身につけている。
・電子情報工学の基礎となる物理、数学などの知識を修得している。
・「卒業論文作成」および「卒業論文発表会」などを通して、実施した研究内容を論理立てて正しく整理し、発表する能力を修得している。

セキュリティＰＢＬ特論Ⅱ
セキュリティ基礎論Ⅱ

専門基礎教育科目
教養 学問への扉，基盤教養科目，情報教育科目，健康・スポーツ教育科目 高度教養教育科目

国際性 マルチリンガル教育科目

総合科目
総合科目Ⅲ 総合科目Ⅳ

※高度教養教育科目 ※高度教養教育科目 総合科目Ⅴ

専門性

情報システム工学

データベース工学 コンパイラ 情報システム工学演習Ⅱ
知識工学 人間情報工学 情報社会と職業

システムプログラム

信号処理
信号とシステム ディジタル信号処理

ディジタル画像処理

通信工学

情報理論 符号理論 通信ネットワーク工学
通信方式

情報システム工学演習Ⅰ ソフトウェア工学及び演習
情報システムネットワーク及び演習 機械学習とデータ処理及び演習

量子コンピューティング及び演習

制御・最適化
制御工学Ⅰ 制御工学Ⅱ

数理計画法

ビーム・プラズマ・光
光量子ビーム基礎論

プラズマ基礎論

電力
電気機器 パワーエレクトロニクス 電気機械設計製図

電力工学Ⅰ 電力工学Ⅱ
電気絶縁工学

計測基礎 ナノ物性計測

電子工学

量子情報エレクトロニクス基礎 光波エレクトロニクス 量子エレクトロニクス
半導体工学Ⅰ 半導体工学Ⅱ

集積回路工学
分子電子材料

量子力学・物性論
量子論基礎 量子力学 物性論Ⅱ

量子力学演習 物性論演習
物性論Ⅰ

電気電子回路
回路とシステム ディジタル電子回路

アナログ電子回路
プログラミング技法Ⅰ プログラミング技法Ⅱ

電磁気学・物理
電気物理学A/B 電気物理学B/A 電磁理論ⅡA 電磁波工学 光波工学

＊組によって開講時期が異なります 電磁理論ⅡB 計算物理基礎学

産業社会と工学倫理
※高度教養教育科目 電子情報工学英語ゼミナール

※高度国際性涵養教育科目

電子情報工学科カリキュラムマップ（量子情報エレクトロニクスコース）
1年次 2年次 3年次 4年次

電子情報工学創成実験 電気電子工学専門実験B 電気電子工学専門実験A

卒業研究

イノベーションデザイン

数学
数学解析Ⅰ 数学解析Ⅱ 数学解析演習
確率統計 数値解析 システム線形代数

倫理・法規・英語
電気法規



春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 デザイン力
導入・実験 電子情報工学序論

イノベーション能力

電気電子回路演習

コンピュータシステムⅠ コンピュータシステムⅡ コンピュータサイエンスとプログラミングⅠ コンピュータサイエンスとプログラミングⅡ

セキュリティ基礎論I
先進セキュリティPBL
セキュリティＰＢＬ特論Ⅰ

セキュリティPBL

総合科目Ⅰ 総合科目Ⅱ

専門基礎

必修科目 選択科目群A 選択科目群B 選択科目群C 選択科目群D 選択科目群E 選択科目群F その他選択科目

国際性 ・電子情報工学分野における専門的知識と技能を活かして、グローバルに活躍できるような、国際性を身につけている。

デザイン力
・電子情報工学分野における専門的知識と技能をグローバル化した人類社会の持続的発展に活かすことのできるデザイン力と高い倫理観を身につけている。
・「卒業研究」などを通して、これまでに学んだ専門分野の知識・技能を活かして研究を推進するための論理的思考力、課題探究力、問題解決力、表現力並びにコミュニケーション能力を修得している。

教育目標 ディプロマ・ポリシーの学習目標

高度な専門性と深い学識
・電気信号や情報、電気エネルギーを、自由自在にかつ速く、正確に効率良く伝送、処理、制御する技術とシステムに関する技術の基礎を勉強し、電子情報工学の基礎と応用に関する知識を修得している。
・「専門実験・創成実験」や「演習」などの科目の履修を通して、実践的な科学および工学の技術、技能、創造力を修得している。

教養
・研究者・技術者として持つべき幅広い知識および思考力を身につけている。
・電子情報工学の基礎となる物理、数学などの知識を修得している。
・「卒業論文作成」および「卒業論文発表会」などを通して、実施した研究内容を論理立てて正しく整理し、発表する能力を修得している。

総合科目Ⅴ
専門基礎教育科目

教養 学問への扉，基盤教養科目，情報教育科目，健康・スポーツ教育科目 高度教養教育科目
国際性 マルチリンガル教育科目

電気絶縁工学

総合科目
総合科目Ⅲ 総合科目Ⅳ

※高度教養教育科目 ※高度教養教育科目

専門性

電子工学
半導体工学Ⅰ 半導体工学Ⅱ

計測基礎 量子エレクトロニクス

電気工学
電気機器 電力工学Ⅰ 電力工学Ⅱ

光量子ビーム基礎論 パワーエレクトロニクス 電気機械設計製図
プラズマ基礎論 計算物理基礎学

量子力学・物性論
量子論基礎 量子力学 物性論 II ナノ物性計測

量子情報エレクトロニクス基礎 量子力学演習 物性論演習 分子電子材料
物性論Ⅰ

情報システム工学演習Ｉ 情報システム工学演習 II

ディジタル信号処理
セキュリティ基礎論 II

データベース工学 人間情報工学 ディジタル画像処理

制御・最適化
制御工学Ⅰ 制御工学Ⅱ

数理計画法

通信工学
信号処理
情報工学

情報通信基礎 I 情報理論 符号理論 通信方式
情報通信基礎 II 情報通信工学基礎演習 信号とシステム 通信ネットワーク工学

知識工学 機械学習とデータ処理および演習
情報システムネットワークおよび演習 量子コンピューティングおよび演習

回路とシステム
集積回路工学

コンピュータ・
プログラミング

プログラミング技法Ⅰ プログラミング技法Ⅱ ソフトウェア工学及び演習
システムプログラム コンパイラ

電磁波工学 光波工学
＊組によって開講時期が異なります 電磁気学 I 光波エレクトロニクス

電気電子回路
電子回路の基礎 I 電子回路の基礎 II ディジタル電子回路 アナログ電子回路

数学解析Ⅱ
通信工学数学演習

数値解析

電磁気学・物理
電気物理学A/B 電気物理学B/A 電磁気学基礎 電磁気学 II

倫理・法規・英語
情報社会と工学倫理 情報社会と職業
※高度教養教育科目 電子情報工学英語ゼミナール

電気法規 ※高度国際性涵養教育科目

電子情報工学科カリキュラムマップ（通信工学コース）
1年次 2年次 3年次 4年次

電子情報工学創成実験 情報通信工学専門実験A 情報通信工学専門実験B

卒業研究

イノベーションデザイン

数学

数学解析 I 情報通信数学 Ｉ システム線形代数
確率統計 情報通信数学 II



春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 デザイン力

導入 電子情報工学序論

電気電子回路演習
コンピュータシステムⅠ コンピュータシステムⅡ コンピュータサイエンスとプログラミングⅠ コンピュータサイエンスとプログラミングⅡ

セキュリティ基礎論 I
セキュリティＰＢＬ特論Ⅰ

先進セキュリティPBL

計測・生体

総合科目Ⅰ 総合科目Ⅱ

専門基礎

必修科目 選択科目群A 選択科目群B 選択科目群C 選択科目群D 選択科目群E 選択科目群F 選択科目群G その他選択科目

                    

総合科目Ⅳ
※高度教養教育科目 ※高度教養教育科目

電力
電気機器 パワーエレクトロニクス 電力工学Ⅱ

国際性 ・電子情報工学分野における専門的知識と技能を活かして、グローバルに活躍できるような、国際性を身につけている。

国際性 マルチリンガル教育科目

教育目標 ディプロマ・ポリシーの学習目標

高度な専門性と深い学識
・電気信号や情報、電気エネルギーを、自由自在にかつ速く、正確に効率良く伝送、処理、制御する技術とシステムに関する技術の基礎を勉強し、電子情報工学の基礎と応用に関する知識を修得している。
・「専門実験・創成実験」や「演習」などの科目の履修を通して、実践的な科学および工学の技術、技能、創造力を修得している。

総合科目Ⅲ

専門性

集積回路工学

量子論基礎  物性論Ⅰ 物性論Ⅱ 分子電子材料
物性論演習

デザイン力
・電子情報工学分野における専門的知識と技能をグローバル化した人類社会の持続的発展に活かすことのできるデザイン力と高い倫理観を身につけている。
・「卒業研究」などを通して、これまでに学んだ専門分野の知識・技能を活かして研究を推進するための論理的思考力、課題探究力、問題解決力、表現力並びにコミュニケーション能力を修得している。

電気法規

教養
・研究者・技術者として持つべき幅広い知識および思考力を身につけている。
・電子情報工学の基礎となる物理、数学などの知識を修得している。
・「卒業論文作成」および「卒業論文発表会」などを通して、実施した研究内容を論理立てて正しく整理し、発表する能力を修得している。

総合科目Ⅴ
専門基礎教育科目

教養 学問への扉，基盤教養科目，情報教育科目，健康・スポーツ教育科目 高度教養教育科目

ビーム・
プラズマ・光

光量子ビーム基礎論 計算物理基礎学
プラズマ基礎論

総合科目

電気機械設計製図

電子デバイス
量子情報エレクトロニクス基礎 半導体工学Ⅰ 半導体工学Ⅱ

電力工学Ⅰ 電気絶縁工学

システムプログラム

計測基礎 ナノ物性計測

量子電子工学
量子力学 光波エレクトロニクス 量子エレクトロニクス

量子力学演習 光波工学

電気電子材料

制御・最適化
制御工学Ⅰ 制御工学Ⅱ

数理計画法

回路とシステム
アナログ電子回路

セキュリティＰＢＬ特論Ⅱ

情報システム工学

情報通信基礎Ⅰ データベース工学 コンパイラ

情報理論 符号理論 通信方式

機械学習とデータ処理及び演習 ソフトウェア工学及び演習
情報システムネットワーク及び演習 量子コンピューティング及び演習

ディジタル画像処理
知識工学 人間情報工学

ディジタル信号処理
セキュリティ基礎論 II

電気物理学B/A 電磁気学基礎 電磁気学Ⅱ 電磁波工学
＊組によって開講時期が異なります 電磁気学Ⅰ

電気電子回路
電子回路の基礎Ⅰ 電子回路の基礎Ⅱ ディジタル電子回路

電子情報工学科カリキュラムマップ（情報システム工学コース）
1年次 2年次 3年次 4年次

実験
電子情報工学創成実験 情報通信工学専門実験B 情報通信工学専門実験A 電子情報工学英語ゼミナール

卒業研究

※高度国際性涵養教育科目

信号とシステム 通信ネットワーク工学

コンピュータ・プログラミング
プログラミング技法Ⅰ 情報システム工学演習Ⅰ 情報システム工学演習Ⅱ

プログラミング技法Ⅱ

通信工学

情報通信基礎Ⅱ

電磁気学
電気物理学A/B

倫理・法規
情報社会と工学倫理 情報社会と職業
※高度教養教育科目

数学

情報通信数学Ⅰ システム線形代数
情報通信数学Ⅱ

数学解析Ⅰ 数学解析Ⅱ 数学解析演習
確率統計 数値解析



⼯学部 
学位プログラム︓ 環境・エネルギー⼯学 
授与する学位︓ 学⼠（⼯学） 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および⼯学部の教育⽬標のもと、学位プログラム「環境・エネルギー⼯学」において
は、環境問題やエネルギー問題の解決に貢献することを⽬指した教育・研究に取り組み、関係各
分野の基礎的学理の教授とともに、専⾨的能⼒を体得しうる実践的教育を⾏い、社会のニーズに
応えることができる、包括的に捉える視点と深い専⾨的な能⼒の両⽅を備えた⼈材の育成を⽬標
としています。 

 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

⾃然科学や社会についての深い理解のもと、環境・エネルギー問題の本質を⾒極める⼒の習得
と、各⾃の専⾨分野を確⽴することを⽬指します。 

 
○教養 
 各⾃の専⾨分野を取り囲む幅広い分野の知識を修得し、深い教養と思考⼒、⾼い倫理観を育成
します。 
 
○国際性 

グローバルな問題に対して多⾓的に取り組むことができる国際性を持つ⼈材の育成を⽬指しま
す。 

 
○デザイン⼒ 

環境・エネルギー問題の解決のために必要とされる、科学技術を柔軟に使いこなすデザイン⼒
を養うことを⽬指します。 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および⼯学部のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「環境・エネルギー⼯
学」では以下のとおりディプロマ・ポリシーを定め、教育⽬標に定める⼈材を育成するために、
以下の項⽬にあげる能⼒を⾝につけ、設定した所定の単位を修得し、学部規程に定める試験に合
格した学⽣に学⼠（⼯学）の学位を授与します。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 
（１）環境・エネルギー⼯学の基礎となる数学・物理学・化学・⽣物学・情報学等の知識・技能を
修得している。 
（２）環境・エネルギー⼯学分野における基礎的及び専⾨的な知識・技能を修得している。 
 
○教養 
（３）持続可能な⼈類社会の発展に資するための教養として、社会や⾃然界の仕組みを深く理解
する幅広い科学的知識と思考⼒を修得している。 
（４）環境・エネルギー⼯学の役割を理解し、科学技術を真に⼈類社会の発展に活かすことので
きる⾼い倫理観を⾝につけている。 
 
○国際性 
（５）グローバル化社会に貢献できる語学⼒と国際性、環境・エネルギー問題及びその解決⽅法
の地域的な差異を理解することのできる教養を修得している。 
 
○デザイン⼒ 
（６）環境・エネルギー⼯学分野の知識・技能を活かして研究を実践するための基礎的能⼒を修
得している。 
  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のおよび⼯学部のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「環境・エネルギ
ー⼯学」では以下のとおりカリキュラム・ポリシーを定めています。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

学位プログラム「環境・エネルギー⼯学」においては、環境・エネルギー⼯学分野における基
礎分野及び専⾨分野に関する知識・技能を⾝につけることを⽬的としたカリキュラムを設けてい
ます。基礎分野としては、数学物理系科⽬、化学⽣物系科⽬、情報系科⽬が配当されています。
専⾨分野としては、⼈類の⽣存基盤の維持増進を実現するため環境⼯学、エネルギー量⼦⼯学か
らアプローチする専⾨教育科⽬群が配当されています。修得すべき授業科⽬には専⾨性を⾼め、
また視野を拡げる「講義」科⽬と関連する「演習・実習」科⽬がバランスよく配当されており、
さらに「卒業論⽂」への取り組みを通じた、論理的思考⼒、課題探究⼒、問題解決⼒、表現⼒並
びにコミュニケーション能⼒を培います。特に、国際性涵養科⽬「科学技術英語」では、益々必
要とされる英語によるコミュニケーションスキルを養います。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

学位プログラム「環境・エネルギー⼯学」のディプロマ・ポリシーに掲げる知識・技能を習得
させるため、2 年次では原論を学ぶと共にカリキュラムの全体を俯瞰できる講義・実験の多くを
必修科⽬として学習したのち、3 年次以降は環境⼯学コースとエネルギー量⼦⼯学コースに分か
れ、それぞれのコースの専⾨教育系科⽬の講義・演習において専⾨的理論を深く学び、さらに実
習・実験等を通じた実証・体験型の学びが配当されています。このように構成される専⾨教育科
⽬は、４年次の研究室配属を通じた対⾯指導による卒業研究での実際適⽤を通じて完結するカリ
キュラムとして提供しています。加えて、希望する学⽣はセメスター単位で⼤阪⼤学が学術協定
を結んでいる海外の⼤学に留学する機会もあり、決められた基準を満たせば、取得した単位は⼤
阪⼤学における卒業要件単位として組み⼊れることができます。 

 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

シラバスに記載されている学習⽬標を、試験や課題、レポートなどを⽤いて、その達成度を評
価します。 



夏学期 秋学期 冬学期 夏学期 秋学期 秋学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

学習目標Ｅ
環境・エネルギー工学分野の知識・技能を活かして研
究を実践するための基礎的能力を修得している。

〇 〇

夏学期

高度国際性涵養教育科目

科学技術英語I・II

量子線生物学、応用電磁気学、量子力学、
固体物理I・II、放射線化学、
放射線計測学、計測制御工学、
電子回路、量子化学、材料熱力学、
原子力エネルギー工学、量子ビーム工学、
応用光学、無機化学、分析化学、
核融合工学概論、原子力工学概論、
界面化学、特別講義I、
エネルギー量子工学演習・実験 I、
エネルギー量子工学演習・実験 II

卒業研究

マルチリンガル教育科目

学習目標Ｃ
環境・エネルギー工学の役割を理解し、科学技術を
真に人類社会の発展に活かすことのできる高い倫理
観を身につけている。

〇 〇

学習目標Ｄ
環境・エネルギー工学分野における基礎的及び専門
的な知識・技能を修得している。

〇 〇

春学期 冬学期

4年

高度教養教育科目

2年 3年

春学期 冬学期

専門基礎教育科目

健康・スポーツ教育科目

情報教育
科目

環境・エネルギー工学概論I・II

専門教育科目（コース共通）

基礎電磁気学、物理化学、

環境科学、確率・統計、

都市・環境デザイン概論、

熱力学概論、熱統計力学、

情報処理、環境システム工学、

基礎光学、伝熱学、流体力学、

量子エネルギー基礎論I・II、

空間情報学I・II、数学解析I・II、

環境・エネルギー数理、

物理数学、都市環境工学、

地球温暖化問題概論、

エネルギー材料工学、

基礎化学、回路理論基礎、

放射線物理学、

環境・エネルギー工学演習・実験 I、

環境・エネルギー工学演習・実験 II

工学倫理

専門教育科目（環境工学コース）

環境評価学、気象・水文学、都市計画学、
環境デザイン学、環境化学工学、
都市エネルギーシステム学、
コミュニケーションデザイン論、
構造・材料力学、基礎生態学、
資源材料循環工学、環境動態学、
都市経済学、環境設計情報学、
自然・社会生態システム学、
セラミック材料プロセス学、
金属材料プロセス学、
水環境工学、
都市・建築 エネルギーシステム、
環境・エネルギー政策学基礎、
リスク解析学基礎、特別講義II、
環境工学演習・実験Ⅰ、
環境工学演習・実験Ⅱ

専門教育科目
（エネルギー量子工学コース）

〇
学習目標Ｂ
環境・エネルギー工学の基礎となる数学・物理学・化
学・生物学・情報学等の知識・技能を修得している。

学習目標Ｆ
グローバル化社会に貢献できる語学力と国際性、環
境・エネルギー問題及びその解決方法の地域的な差異
を理解することのできる教養を修得している。

〇 〇

1年

春学期

学習目標Ａ
持続可能な人類社会の発展に資するための教養とし
て、社会や自然界の仕組みを深く理解する幅広い科学
的知識と思考力を修得している。

〇

高
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ン
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学問への扉

基盤教養教育科目













⼯学部 
学位プログラム︓ 社会基盤⼯学 
授与する学位︓ 学⼠（⼯学） 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および⼯学部の教育⽬標のもと、学位プログラム「社会基盤⼯学」では以下のとおり
教育⽬標を定めています。学位プログラム「社会基盤⼯学」では、⾃然環境と調和した美しい国
⼟づくりと、安全安⼼で快適な社会⽣活及び円滑な社会経済活動を実現するための社会基盤の整
備・保全に貢献できる⾼度な能⼒を有する技術者・研究者を輩出するために、以下のような素養
を⾝につけた⼈材の育成を⽬標として教育を⾏っています。 

 
○⾼度な専⾨性と深い学識 
・数学、⾃然科学、情報処理などの⼯学の基礎知識を習得し、それらを応⽤して物事を客観的か
つ多⾯的に分析・考察することにより、社会基盤⼯学における基礎課題を解決できる⼒ 
・社会基盤⼯学の主要分野における基礎的な知識や技術を幅広く習得するとともに、それらを総
合して社会基盤⼯学上の諸問題に応⽤できる⼒ 
 
○教養 
・地球環境や地域の多様な⽂化に対する学際的な理解と広い視野をもち、社会の激しい変化や科
学技術の急速な進歩にも柔軟に対応できる、幅広く深い教養と総合的な判断⼒ 
・社会基盤⼯学が果たすべき社会的な責務を認識するとともに、社会基盤が⼈間、社会や⾃然に
及ぼす影響を理解して取り組むことのできる技術者・研究者としての倫理観 
 
○国際性 
・⾃らの考えを論理的に記述し、発表・討議できるコミュニケーション能⼒、および社会基盤⼯
学分野における技術的なコミュニケーションが英語によってできる⼒ 
 
○デザイン⼒ 
・実現象を科学的に分析し社会基盤⼯学に関連する課題や問題点を⾒出し、様々な⾓度からそれ
らを分析して主体的に解決できる⼒ 
・個々の課題に対し、技術だけでなく安全、品質、環境、コスト、時間等を総合的に考慮して解
決を図るとともに、与えられた制約のもとで個⼈またはチームの⼀員として計画的に仕事に取り
組み解決するマネジメント⼒ 
・社会基盤⼯学に関わる技術はもとより、常に新しい技術に⽬を向け、⾃主的にかつ継続的に⾃
⼰の持つ技術を向上させることができる⼒ 
 



○独⾃の教育⽬標 
・卒業後、社会的・国際的に活躍できる⾼度な技術者・研究者として社会基盤⼯学に関わる分野
をリードできる知性と⼈間性 
 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および⼯学部のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「社会基盤⼯学」にお
いては、地球総合⼯学における幅広い教養および技術者・研究者としての倫理観を養うとともに、
社会基盤⼯学に求められる基礎および⾼度な専⾨知識・技術とそれらを総合して課題解決できる
能⼒を養成します。また、継続的な⾃⼰研鑽およびリーダーとなるべき素養の獲得ができる⼈材
を育てます。 

下記の能⼒を備えた学⽣に学⼠（⼯学）の学位を授与します。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 
・社会基盤⼯学の専⾨的な基礎課題を解決できる。（知識・理解） 
・社会基盤⼯学の専⾨知識や技術を総合して諸問題に応⽤できる。（知識・理解、思考・判断） 
 
○教養 
・幅広く深い教養と総合的な判断⼒を⾝につけている。（知識・理解、思考・判断） 
・社会基盤⼯学に携わる技術者・研究者としての倫理観を⾝につけている。（思考・判断） 
 
○国際性 
・⾃らの考えを論理的に記述し発表・討議できるコミュニケーション⼒を⾝につけている。（技能・
表現） 
 
○デザイン⼒ 
・社会基盤⼯学に関連する課題や問題点を⾒出し主体的に解決できる。（思考・判断） 
・個々の課題に対して総合的に解決を図るマネジメント⼒を⾝につけている。（思考・判断） 
・⾃主的・継続的に⾃⼰の持つ技術を向上させることができる。（関⼼・意欲・態度） 
 
○独⾃の学習⽬標 
・技術者として社会基盤⼯学に関わる分野をリードできる知性と⼈間性を⾝につけている。（関
⼼・意欲・態度） 
 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のおよび⼯学部のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「社会基盤⼯学」
では以下のとおりカリキュラム・ポリシーを定めています。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

学位プログラム「社会基盤⼯学」では、専⾨分野の知識や技術を習得する上で必要となる「基
礎⼒を養成する科⽬」、社会基盤⼯学の主体をなす「社会基盤⼯学の専⾨科⽬」、および社会基盤
⼯学に関わる「技術者・研究者として持つべき素養（⼈間⼒）を養うための科⽬」の３つの柱か
ら構成されています。専⾨科⽬については、さらに、材料・構造系、⽔⼯系、地盤系、計画系、
環境・マネジメント系に分類されています。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

１年次は、全学共通教育科⽬（学問への扉、基盤教養教育科⽬、情報教育科⽬、健康・スポー
ツ教育科⽬、アドヴァンスト・セミナー、マルチリンガル教育科⽬）として、地球総合⼯学に関
する幅広い教養と語学、数学、物理学、図学などを学びます。さらに、地球総合⼯学概論Ⅰおよ
び同Ⅱにおいて、地球総合⼯学の役割を学ぶとともに、地球総合⼯学科に設定された３つのプロ
グラム（船舶海洋⼯学プログラム、社会基盤⼯学プログラム、建築⼯学プログラム）の教育・研
究内容について理解を深め、それを踏まえて１年次終了の時期に上記いずれかのプログラムに分
属します。社会基盤⼯学プログラムに分属された学⽣には、２年次と３年次に配当された専⾨教
育科⽬を履修することで、材料・構造系、⽔⼯系、地盤系、計画系、環境・マネジメント系の専
⾨知識を広く⾝につけるとともに、実習や実験を通して専⾨知識を総合的に応⽤する⼒を養いま
す。さらに、４年次の卒業研究では専⾨分野の研究に取り組むことで、課題解決能⼒やコミュニ
ケーション能⼒を養うとともに、⾃⼰研鑽や協働作業を⾏う⼒を⾝につけます。 

 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

学修の成果は各科⽬のシラバスに記載されている定められた成績評価の⽅法（試験，課題やレ
ポートの提出状況とその評価結果）を⽤いて厳正に評価します。 

 



春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

幅広く深い教養と総合的な判断
力を身につけている。 ○ ○ ○

社会基盤工学に携わる技術者・
研究者としての倫理観を身につ
けている。

○ ○ ○

社会基盤工学の専門的な基礎課
題を解決できる。 ○ ○

社会基盤工学の専門知識や技術
を総合して諸問題に応用でき
る。

○ ○

社会基盤工学に関連する課題や
問題点を見出し主体的に解決で
きる。

○ ○

個々の課題に対して総合的に解
決を図るマネジメント力を身に
つけている。

○ ○ ○

自主的・継続的に自己の持つ技
術を向上させることができる。 ○ ○ ○

自らの考えを論理的に記述し発
表・討議できるコミュニケー
ション力を身につけている。

○ ○

技術者として社会基盤工学に関
わる分野をリードできる知性と
人間性を身につけている。

○ ○ ○

教
養
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際
性

デ
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・
人
間
性

地球総合工学科 社会基盤工学科目 社会基盤工学コース カリキュラムマップ

ディプロマポリシー

教育目標との関連性
1年 2年 3年 4年高

度
な
専
門
性

と
深
い
学
識

専門初級科目 専門中・上級科目

高度教養教育科目
学問への扉

情報教育科目

基盤教養教育科目

健康・スポーツ教育科目

専門基礎教育科目

国際性涵養教育系科目／マルチリンガル教育科目

専門入門科目
地球総合工学概論I 地球総合工学概論II

卒業研究

共

通

材
料
・
構
造

専門中・上級科目
工学倫理 地球環境学概論

専門実習・ゼミ

社会基盤工学実習

社会基盤工学
ゼミナール

総合科目
総合科目Ⅰ 総合科目Ⅱ 総合科目Ⅴ

マメ
ネン
ジト

総合科目
総合科目Ⅲ 総合科目Ⅳ

水

工

地

盤

計

画

連続体力学 数値計算法
社会基盤材料学実験 社会基盤工学実験

コンクリート構造学 鋼構造学
構造動力学
ﾏﾄﾘｯｸｽ構造解析学

河川流域工学 環境水理学
沿岸域の防災工学 ｳｫｰﾀｰﾌﾛﾝﾄ工学

水管理工学

地盤・基礎設計学 応用地質学
地盤調査・施工学

社会基盤ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

道路交通ｼｽﾃﾑ計画 公共交通ｼｽﾃﾑ計画
交通まちづくり学

数学解析I 数学解析II
測量学・測量学実習 数学解析III
空間情報学II

構造力学l及び演習 構造力学ll及び演習
構造力学基礎演習 構造材料学

流体力学 水理学 I 及び演習
水理学 II 及び演習

土質力学I及び演習 土質力学II及び演習

計画学基礎 計画システム学













基礎⼯学部 

 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学の教育⽬標のもと、基礎⼯学部では、「科学と技術の融合による科学技術の根本的開発
及びそれにより⼈類の真の⽂化を創造する」ことを教育研究理念とし、この理念のもと、理学と
⼯学のバランスのとれた深い専⾨教育の実践と⼈間性を涵養する質の⾼い教養教育を通じ、以下
に掲げる能⼒を有するプロフェッショナル⼈材を養成し、社会に輩出することを⽬標とします。 

 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

・専⾨分野における⾼度な知識と技能に加え、科学や技術に関わる幅広い学識とそれを活⽤す
る発想⼒と課題分析⼒を有する⼈材の育成を⽬指す。 
 

○教養 
・科学と技術を融合しつつ学際新領域を切り開くために必要な、幅広い分野を結びつけて考えら
れる教養を基にした複眼的・俯瞰的な思考⼒を有する⼈材の育成を⽬指す。 
 

○国際性 
・科学と技術の融合や学際新領域の開拓の観点での、異なる⾔語・⽂化・専⾨分野に理解を⽰し、
これらの相違を超えて交流できる国際性を有する⼈材の育成を⽬指す。 
 

○デザイン⼒ 
・学術的または社会的課題を発⾒・分析し、解決への道筋を構想できる⼒および様々な分野の⼈
と交流できる⼒を有する⼈材の育成を⽬指す。 

 
 
 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のディプロマ・ポリシーのもと、基礎⼯学部の教育⽬標に定める⼈材を育成するため
所定の期間在学し、所属する各コース（教育プログラム）で定める特別研究を含む所定の単位を
取得することで、以下に⽰す各分野で基盤となる⾃然科学系の知識や創造性、⾼度な専⾨能⼒と
幅広い知識、⾼い教養、倫理観、国際的リーダーシップ等の⼈間⼒を⾝につけた学⽣に学位（学
⼠（⼯学））を授与します。 

 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

・専⾨分野における⾼度な知識と技能に加えて、科学や技術に関わる幅広い学識を有している 
・専⾨分野における⾼度な知識と技能を学術的または社会的課題の発⾒・解決のために活⽤す
る発想⼒と課題分析⼒を有している 
 

○教養 
・科学と技術を融合しつつ学際新領域を切り開くために必要な幅広い知識を有している 
・科学と技術を融合しつつ学際新領域を切り開くために、幅広い分野を結びつけて考えられる
教養を基に複眼的・俯瞰的に思考し、客観的に評価できる 
 

○国際性 
・科学と技術の融合や学際新領域の開拓の観点から、異なる⾔語・⽂化・専⾨分野を理解でき
る 
・総合的な知性と豊かな⼈間性に基づく幅広い教養を兼ね備え、⾔語・⽂化・専⾨分野の相違
を超えて交流できる 
 

○デザイン⼒ 
・科学と技術の融合や学際新領域の開拓の観点から、社会・学問における新たな課題を発⾒・
分析し、解決への道筋を構想できる 
・科学と技術の融合や複合学際領域開拓の観点から、社会・学問における課題の発⾒・解決の
ために、様々な分野の⼈と協働できる 

 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のカリキュラム・ポリシーのもと、基礎⼯学部では、基礎⼯学部の学位授与の⽅針に
掲げる知識・技能などを修得させるために、教養教育系科⽬に加え、以下の⽅針で専⾨教育系科
⽬および国際性涵養教育系科⽬、その他必要とする科⽬を体系的に編成し、講義、演習、実習等
を適切に組み合わせた授業を開講します。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

⾼度な専⾨性、専⾨分野における倫理観等を獲得するために、基礎的な知識から最先端の研
究成果までを学ぶことができる、必修の専⾨教育科⽬の授業（講義、演習、実習）を配置します。
また、関連分野で必要となる科学・技術の基礎を⾝につけることができる、選択の専⾨教育科⽬
の授業を配置します。 

 
○教養 

 科学と技術を融合しつつ学際新領域を切り開くために必要な数学、物理、化学、⽣物を基盤
とした幅広い知識・教養を⾝につけるための、教養教育系科⽬を配置します。特に、本学部に
おいては、⾼度教養教育科⽬『基礎⼯学のための〇〇』（〇〇︓量⼦物理学、化学、⼒学、知能
システム学、⽣命科学、サイバネティックス、情報学、数理）を選択必修科⽬として設け(H31
年度⼊学⽣より)、各学⽣が⾃⾝の受講する学修プログラムと異なる分野の２科⽬（各１単位）
を履修させることで、学際新領域を切り開くための⾼度な教養を⾝につけさせます。 

 
○国際性 

 異なる⾔語・⽂化・専⾨分野の理解を深め、それらの相違を超えた交流を可能とする国際性
を磨くため、教養教育系科⽬および国際性涵養教育系科⽬の授業を配置します。 
 

○デザイン⼒ 
リーダーシップ、協調性、創造性等の⼈間性を⾝につけるための、PBL 科⽬、ゼミナール等

でのグループ活動を配置します。 
 また、実際の研究を体験し、⼤学院、社会において、研究・開発を担い得る専⾨的能⼒を⾝に
つける特別研究を配置します。 
 

＜学修内容及び学修⽅法＞ 
必修の専⾨教育科⽬により専攻分野において⾼い専⾨性をもった講義と実験・演習を⾏います。

選択科⽬や選択必修科⽬により、隣接分野に関する学識を修得するとともに、⾼度教養や国際性
を涵養します。アクティブラーニング形式で⾏われる PBL 科⽬、ゼミナール科⽬、特別研究によ



り、専⾨分野を含む課題の発⾒・解決のための構想⼒、創造性、リーダーシップ、協調性等のデ
ザイン⼒を涵養します。これら各科⽬のシラバスに記載されている学習⽬標の達成度について、
次に記載の⽅法で評価します。 

 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

困難な課題にも絶えず挑戦していく優れたリーダー⼈材を育成指導することを念頭に、１）講
義科⽬においては、試験やレポート、２）演習・実習科⽬においては、⼝頭試問やレポート等、
３）特別研究、PBL、海外研修等を含むアクティブラーニングにおいては、成果発表、ディスカッ
ション、⼝頭試問、レポート等によって、多⾓的に学修の評価を⾏い、⼀定の成績を収めた学⽣
に対して単位を認定します。 
 



基礎⼯学部 
学位プログラム︓ 化学 
授与する学位︓ 学⼠（⼯学） 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および基礎⼯学部の教育⽬標のもと、学位プログラム「化学」では以下のとおり教育
⽬標を定めています。 

科学と技術の融合による科学技術の根本的開発およびそれにより⼈類の真の⽂化を創造するこ
とを教育研究理念とする基礎⼯学部において、学位プログラム「化学」を担う化学応⽤科学科・
合成化学コースでは、⾃然界のあらゆるものの根本となる物質化学に関する科学的な本質の理解
と実践的な技術の創造を追究しており、新しい物質・材料の開発、物質と⽣命の関係の探求、エ
ネルギーや資源・環境問題の解決など、化学が⼤きな役割を果たすべき重要な分野において、将
来、第⼀線で活躍できる⼈材を育成することを⽬標としています。とくに専⾨教育においては、
化学全般について基礎から⾼度な専⾨性を持つ内容まで深く系統的に理解し、その知識・技能を
能動的に活⽤できるよう、講義・実習のいずれにおいても主体性を重視した体系的な教育を⾏う
とともに、化学⼯学および他の関連する科学領域の基礎も習得できる幅広い教育を⾏っていま
す。また、学位プログラムにおける継続的な教養教育および国際性涵養教育により、質の⾼い教
養とバランスのとれた国際性を⾝につける教育も⾏っており、これらを通じて、以下に掲げる能
⼒を有する⼈材を養成し、社会に輩出することを⽬指します。 

 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

・化学における⾼度な知識と技能に加え、科学や技術に関わる幅広い学識と創造性、およびそ
れを活⽤する発想⼒と課題分析⼒を有する⼈材の育成を⽬指す。 
 

○教養 
・化学を基盤とした科学と技術を融合しつつ学際新領域を切り開くために必要な、物理、数学、
⽣物などを含む幅広い分野を結びつけて考えられる教養を基にした複眼的・俯瞰的な思考⼒を
有する⼈材の育成を⽬指す。 

 
○国際性 

・化学を基盤とした科学と技術の融合や学際新領域の開拓の観点での、異なる⾔語・⽂化・専
⾨分野に理解を⽰し、これらの相違を超えて交流できる国際性を有する⼈材の育成を⽬指す。 
 

○デザイン⼒ 
・化学分野における学術的または社会的課題を発⾒・分析し、解決への道筋を構想できる⼒
および学際領域を含む様々な分野の⼈と交流できる⼒を有する⼈材の育成を⽬指す。 



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および基礎⼯学部のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「化学」では以下
のとおりディプロマ・ポリシーを定めています。 

基礎⼯学部・化学応⽤科学科・合成化学コースでは、学位プログラム「化学」の教育⽬標に定
める⼈材を育成するため、所定の期間在学し、同プログラムでデザイン・設定された教養・専⾨
教育課程により特別研究を含む所定の必要単位を取得することで、化学において基盤となる⾃然
科学系の知識や創造性、⾼度な専⾨能⼒と幅広い知識、⾼い教養、倫理観、国際的リーダーシッ
プ等の⼈間⼒を⾝につけた以下の基準を満たす学⽣に学位「学⼠（⼯学）」を授与します。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 
・化学分野における⾼度な知識と技能に加えて、化学⼯学を含む関連する科学や技術に関わる幅
広い学識を習得している。 
・化学分野における⾼度な知識と技能を学術的または社会的課題の発⾒・解決のために活⽤する
発想⼒と課題分析⼒を⾝につけている。 
 

○教養 
・化学を基盤とした科学と技術を融合しつつ学際新領域を切り開くために必要な、物理、数学、
⽣物などの関連分野における幅広い知識を習得している。 
・化学を基盤とした科学と技術を融合しつつ学際新領域を切り開くために、幅広い分野を結びつ
けて考えられる教養を基に、複眼的・俯瞰的に思考し、客観的に評価できる。 
 

○国際性 
・化学を基盤とした科学と技術の融合や学際新領域の開拓の観点から、異なる⾔語・⽂化・専⾨
分野を理解できる。 
・化学を基盤とした総合的な知性と豊かな⼈間性に基づく幅広い教養を兼ね備え、⾔語・⽂化・
専⾨分野の相違を超えて交流できる。 
 

○デザイン⼒ 
・化学を基盤とした科学と技術の融合や学際新領域の開拓の観点から、社会・学問における新
たな課題を発⾒・分析し、解決への道筋を構想できる。 
・化学を基盤とした科学と技術の融合や複合学際領域開拓の観点から、社会・学問における課
題の発⾒・解決にために、様々な分野の⼈と協働できる。 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および基礎⼯学部のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「化学」では以
下のとおりカリキュラム・ポリシーを定めています。 

基礎⼯学部において、学位プログラム「化学」を担う化学応⽤科学科・合成化学コースでは、
同プログラムにおける学位授与の⽅針に掲げる知識・技能などを修得させるために、教養教育系
科⽬に加え、以下の⽅針で専⾨教育系科⽬、国際性涵養教育系科⽬及びその他必要とする科⽬を
体系的に編成し、講義、演習、実験等を適切に組み合わせた授業を開講します。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

化学⼯学を含む化学全般に関する基礎的な知識から最先端の研究成果を学ぶことにより、⾼度
な専⾨性、専⾨分野における倫理観等を獲得させるために、必修の専⾨教育科⽬の授業（講義、
演習、実験）を配置します。また、数学・物理学など関連する科学の基礎知識、科学技術全般に
わたる学際的知識を⾝につけるために、専⾨選択科⽬の授業を配置します。 

特に、⾃然界のあらゆるものの根本となる物質化学を専⾨分野とする本学位プログラムでは、
化学全般について⾼度な専⾨性と深い学識を⾝につけさせるために、有機化学、⾼分⼦化学、無
機化学、物理化学それぞれについて、低年次から⾼年次まで体系的に授業を⾏います。また、⼤
学院、社会において通⽤する、化学を基盤とした専⾨的能⼒を⾝につけるために、講義科⽬ばか
りでなく、実験科⽬及び特別研究を履修させます。 

 
○教養 

化学を基盤とした科学と技術を融合しつつ学際新領域を切り開く上で必要な数学、物理、⽣物
を含む幅広い知識・教養を⾝につけるために、低年次に教養教育系科⽬の授業を履修させます。
また、本学位プログラムにおいては、⾼年次に⾼度教養教育科⽬『基礎⼯学のための〇〇』（〇〇︓
量⼦物理学、化学、⼒学、知能システム学、⽣命科学、サイバネティックス、情報学、数理）を選
択必修科⽬として設け、学際新領域を切り開くための⾼度な教養を⾝につけるために、化学とは
異なる分野の２科⽬を取得させます。 

 
○国際性 

化学を基盤としつつ、異なる⾔語・⽂化・専⾨分野の理解を深め、それらの相違を超えた交流
を可能とする国際性を磨くために、低年次には国際性涵養教育系科⽬を、⾼年次には⾼度国際性
涵養教育系科⽬（英語学術論⽂講読）を履修させます。 

 
○デザイン⼒ 

グループ活動を通じて、リーダーシップ、協調性、創造性等の⼈間性を⾝につけるために、２



年次に基礎⼯学 PBL 科⽬を、２,３年次に化学・化学⼯学実験を配置します。 
また、⼤学院、社会において、化学を基盤とした研究・開発を担い得る専⾨的能⼒を⾝につける

ために、４年次に化学分野の特別研究を通じて、実際の研究を体験させます。 
 

＜学修内容及び学修⽅法＞ 
専⾨必修科⽬により化学全般において⾼い専⾨性を持った講義と実験・演習を⾏います。選択

科⽬や選択必修科⽬により、数学・物理学など関連する科学の基礎知識および科学技術全般にわ
たる学際的知識を修得するとともに、⾼度教養や国際性を涵養します。アクティブラーニング形
式で⾏われる PBL 科⽬、実験科⽬、特別研究により、化学およびその学際領域における課題の発
⾒・解決のための構想⼒、創造性、リーダーシップ、協調性等のデザイン⼒を涵養します。 

 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

困難な課題にも絶えず挑戦していく優れたリーダー⼈材を育成指導することを念頭に、各科⽬
のシラバスに記載されている学習⽬標の達成度について、学修の成果として以下の⽅法により評
価します。１）講義科⽬においては、レポートや試験、２）演習・実験科⽬においては、レポート
や⼝頭試問等、３）特別研究、PBL、海外研修等を含むアクティブラーニングにおいては、レポー
ト、⼝頭試問、成果発表等によって、多⾓的に評価を⾏い、⼀定の成績を収めた学⽣に対して単
位を認定します。 



「資料5」

学位プログラム「化学」カリキュラムマップ

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

化学を基盤とした科学と技術を融合しつつ学際新
領域を切り開くために必要な、物理、数学、生物
などの関連分野における幅広い知識を習得してい
る。

○

化学を基盤とした科学と技術を融合しつつ学際新
領域を切り開くために、幅広い分野を結びつけて
考えられる教養を基に、複眼的・俯瞰的に思考
し、客観的に評価できる。

○

化学分野における高度な知識と技能を学術的また
は社会的課題の発見・解決のために活用する発想
力と課題分析力を身につけている。

○

化学を基盤とした科学と技術の融合や学際新領域
の開拓の観点から、社会・学問における新たな課
題を発見・分析し、解決への道筋を構想できる。

○

化学を基盤とした科学と技術の融合や複合学際領
域開拓の観点から、社会・学問における課題の発
見・解決にために、様々な分野の人と協働でき
る。

○

化学を基盤とした科学と技術の融合や学際新領域
の開拓の観点から、異なる言語・文化・専門分野
を理解できる。

○

化学を基盤とした総合的な知性と豊かな人間性に
基づく幅広い教養を兼ね備え、言語・文化・専門
分野の相違を超えて交流できる。

○

化学分野における高度な知識と技能に加えて、化
学工学を含む関連する科学や技術に関わる幅広い
学識を習得している。

○

1年 2年 3年 4年高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

数学 A

エレクトロニクス

高度教養教育科目
基礎工学のための

量子物理学１、量子物理学2、力学、知能システム学、生命科学、

サイバネティックス、情報学1、情報学2、数理

学問への扉

情報教育科目

基盤教養教育科目

健康スポーツ教育科目

マルチリンガル教育科目
高度国際性涵養教育科目

英語学術論文講読 科学技術英語

特別研究

（卒業研究）

有機化学I

高分子化学A 高分子化学B
無機化学A 無機化学B
分析化学

物理化学III-2
物理化学III-3

化学応用科学序説

化学基礎論A

技術経営学

数学 D
統計数学B
物質構造論B
磁気物理工学

実験系

有機

化学系

高分子化学系

無機

化学系

物理

化学系

専門基礎教育科目（数学・物理・生物系） 情報処理入門

量子力学A

化学工学概論

防災特論

数学 B

量子力学B
プロセス熱力学

有機工業化学

固体電子論A

統計物理学I
無機工業化学

データ科学

計画数学

統計数学A
固体電子論B
物質構造論A
光物理学基礎

化学反応論

安全工学

科学技術論A1,A2

先端化学演習

有機化学IV有機化学III
有機化学実験法

有機化学II-1  有機化学II-2

物理化学II-2
物理化学III-1

物理化学I物理化学

物理化学実験

化学工学実験

無機・分析化学実験

合成化学実験

基礎物理学実験

基礎化学実験

基礎工学PBL 













基礎⼯学部 
学位プログラム︓ 計算機科学・ソフトウェア科学 
授与する学位︓ 学⼠（⼯学） 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および基礎⼯学部の教育⽬標のもと、学位プログラム「計算機科学・ソフトウェア科
学」では、コンピュータそのものとその利⽤のための基盤となる知識や技術を有し、また、それ
らを様々な形で応⽤して社会に貢献することのできる⼈材を、基礎理論から応⽤に⾄る専⾨教育
と社会性、⼈間性を涵養する教養教育を通じて養成することを⽬標とします。 

 
○⾼度な専⾨性と深い学識 
・ハードウェアとしてのコンピュータに加え、ソフトウェアやネットワークなどに関する、コ
ンピュータを利⽤する上で基盤となる情報科学の知識と、情報技術を⽤いる技能と共に、それ
らを利⽤して様々な応⽤システムを構築する発想⼒と課題分析⼒、および、専⾨分野における
倫理観を有している。 

 
○教養 
・情報分野の専⾨的な知識や技術を種々の問題解決のために応⽤するのに必要な、幅広い教養
を基にした複眼的・俯瞰的な思考⼒を有している。 

 
○国際性 

・英語を通して発信される情報科学・情報技術に関連する専⾨的な理論や技術成果を咀嚼でき
る能⼒と共に、異なる⾔語・⽂化・専⾨分野に理解を⽰し、これらの相違を超えて交流できる国
際性を有している。 

 
○デザイン⼒ 

・情報科学・情報技術に関する学術的・専⾨的な課題に加え、情報科学・情報技術を活⽤して
解決できる社会的課題を、発⾒・分析して解決への道筋を構想できる⼒、および様々な分野の
⼈と交流できる⼒を有している。  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 
 ⼤阪⼤学および基礎⼯学部のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「計算機科学・ソ
フトウェア科学」で定める特別研究を含む所定の単位を取得することで、以下に⽰すコンピュー
タとその応⽤の基盤となる専⾨知識と技術、それらの背景にある⾃然科学系の知識、⾼い教養、
倫理観、国際性を⾝につけた学⽣に学位（⼯学）を授与します。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

・コンピュータとその関連分野における⾼度な知識と技能に加えて、その基盤となる理論的背
景について幅広い学識を有している。 
・コンピュータとその関連分野における⾼度な知識と技能を⽤いて応⽤システムを実現するこ
と、および、そのようなシステムを学術的または社会的な課題の解決に活⽤することに必要な、
発想⼒と課題分析⼒、および、専⾨分野における倫理観を有している。 

 
○教養 
・コンピュータとその関連分野における⾼度な知識と技能を、他の分野の技術と融合すること
や他分野の課題に適⽤することに必要な、幅広い知識を有している。 
・コンピュータとその関連分野における知識と技能を、他の分野の技術や課題に結びつけるこ
とができる幅広い知識を基に、専⾨的な理論や技術成果を科学の体系の中に位置付け、その価
値を客観的に評価することができる。 

 
○国際性 
・英語を通して発信される情報科学・情報技術に関連する専⾨的な理論や技術成果を理解でき
る。 
・総合的な知性と豊かな⼈間性に基づく幅広い教養を兼ね備え、⾔語・⽂化・専⾨分野の相違
を尊重するとともに、それらを超えて交流できる。 

 
○デザイン⼒ 
・コンピュータとその関連分野を発展させる上での新たな課題や、それら情報関連分野の技術を
活⽤して解決すべき新たな社会的課題を、発⾒・分析し、解決への道筋を構想できる。 
・コンピュータとその関連分野を発展させる上での課題や、それら情報関連分野の技術を適⽤
できる社会的課題を、発⾒し解決するために、様々な分野の⼈と協働できる。 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のおよび基礎⼯学部のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「計算機科学・
ソフトウェア科学」のディプロマ・ポリシーで掲げる知識・技術などを修得させるために、以下
の⽅針で、教養教育系科⽬、専⾨教育系科⽬、国際性涵養教育系科⽬を体系的に編成し、講義、
演習、実習等を適切に組み合わせた授業を開講しています。 
 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 
○⾼度な専⾨性と深い学識 
・専⾨基礎教育科⽬を通じて、情報科学・計算機科学を学ぶ上で必要な、数学や⾃然科学に関
する 基礎的な知識と技能を⾝につけます。その上で、専⾨教育科⽬の講義を通じて、情報科
学・計算機科学の基盤となる理論体系や、情報処理システムの構成・開発、ソフトウェアの構
成法・応⽤などに関する知識と技術といった、コンピュータとその関連分野における⾼度な知
識と技能を⾝につけます。 

・専⾨教育科⽬における、コンピュータを使ってプログラムを作成する演習や、ハードウェア
を制作する実験を通じて、コンピュータとその関連分野における⾼度な知識と技能を⽤いて応
⽤システムを実現すること、および、そのようなシステムを学術的または社会的な課題の解決
に活⽤することに必要な、発想⼒と課題分析⼒を⾝につけます。さらに、社会と情報技術との
関連性を学ぶ講義を通して、専⾨分野における倫理観を⾝につけます。 

 
○教養 
・教養教育系科⽬を通じて、コンピュータとその関連分野における⾼度な知識と技能を、他の分
野の技術と融合することや他分野の課題に適⽤することに必要な、⼈⽂科学と⾃然科学に関する
幅広い知識を⾝につけます。 
・教養教育系科⽬、特に、⾼度教養教育科⽬を通じて、コンピュータとその関連分野における知
識と技能を、他の分野の技術や課題に結びつけることができる幅広い知識を習得します。これに
より、専⾨的な理論や技術成果を科学の体系の中に位置付け、その価値を客観的に評価するため
の基礎を築きます。 
 
○国際性 
・⾼度国際性涵養教育科⽬に加え、専⾨教育科⽬における PBL，、ゼミナール，、特別研究を通じ
て、英語を通して発信される情報科学・情報技術に関連する専⾨的な理論や技術成果の理解⼒を
⾝につけます。 
・国際性涵養教育系科⽬を通じて、総合的な知性と豊かな⼈間性に基づく幅広い教養を⾝につけ、
⾔語・⽂化・専⾨分野の相違を尊重する国際性と、それらを超えて交流できる⼈間⼒の基本を⾝
につけます。 
 



○デザイン⼒ 
・ＰＢＬ、ゼミナール、特別研究等の専⾨教育科⽬を通じて、コンピュータとその関連分野を発
展させる上での新たな課題や、それら情報関連分野の技術を活⽤して解決すべき新たな社会的課
題を、発⾒・分析し、解決への道筋を構想できる創造性を⾝につけます。 
・ＰＢＬ、ゼミナール、特別研究等の専⾨教育科⽬を通じて、コンピュータとその関連分野を発
展させる上での課題や、それら情報関連分野の技術を適⽤できる社会的課題を、発⾒し解決する
ために、様々な分野の⼈と協働できる⼈間⼒の基本を⾝につけます。 
 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 
・それぞれの科⽬ではその学習内容に応じて、講義形式だけでなく、学⽣が主体的な学びを深め
るために、演習、実習、実験、ＰＢＬ、アクティブラーニングなどを適切に組み合わせて、学習
を⾏います。 

 
＜学修成果の評価⽅法＞ 
・学修の成果は、科⽬に応じた課題を課し、レポート・制作物・試験結果、および、活動内容で
評価します。具体的には、１）講義においては、レポート、試験、授業へのコミットメント、２）
演習・実習においては、活動内容、プログラム・ハードウェア・システム等の制作物、レポート
等、３）PBL やアクティブラーニングにおいては、活動内容、レポート、⼝頭試問、制作物、成
果発表等、４）特別研究においては、研究遂⾏の過程、作成した研究論⽂、制作物、成果発表等
によって、多⾓的に学修の評価を⾏い、⼀定の成績を収めた学⽣に対して単位を認定します。 



情報科学序説

情報科学基礎

プログラミングB

プログラミングC

プログラミングD

情報科学実験A
情報科学実験C情報科学実験B

情報科学演習C 情報科学演習D

データ構造と
アルゴリズム

情報数学基礎

情報解析A

電⼦回路

論理設計

計算機アーキテク
チャ

計算機⾔語

データベース
オペレーティング

システム

⾔語処理⼯学A情報ネットワーク

ヒューマン・コン
ピュータ・

インタラクション

⾔語処理⼯学B

知識⼯学

計算機援⽤⼯学B

計算機科学／ソ
フトウェア科学

特論B

計算機科学／ソ
フトウェア科学

特論A

科学技術論A

科学技術論B

個体素⼦概論

技術経営学

情報技術者と社会防災特論

数値計算

ディジタル回路

情報解析B
情報論A

情報論理学

情報論B

計算機援⽤⼯学A
計算理論

プログラム設計
ソフトウェア構成論

基礎⼯学PBL
(情報⼯学A)

⾼度な専⾨性と深い学識

教養

国際性

デザイン⼒

・コンピュータとその関連分野における⾼度な
知識と技能を、他の分野の技術と融合すること
や他分野の課題に適⽤することに必要な、幅広
い知識を有している。

・コンピュータとその関連分野における知識と
技能を、他の分野の技術や課題に結びつけるこ
とができる幅広い知識を基に、専⾨的な理論や
技術成果を科学の体系の中に位置付け、その価
値を客観的に評価することができる。

・総合的な知性と豊かな⼈間性に基づく幅広い
教養を兼ね備え、⾔語・⽂化・専⾨分野の相違
を尊重するとともに、それらを超えて交流でき
る。

・コンピュータとその関連分野を発展させる上
での課題や、それら情報関連分野の技術を適⽤
できる社会的課題を、発⾒し解決するために、
様々な分野の⼈と協働できる。

・コンピュータとその関連分野を発展させる上
での新たな課題や、それら情報関連分野の技術
を活⽤して解決すべき新たな社会的課題を、発
⾒・分析し、解決への道筋を構想できる。

・英語を通して発信される情報科学・情報技術
に関連する専⾨的な理論や技術成果を理解でき
る。

数学A

数学B

数学C

数学D

計画数学A

計画数学B

統計数学A

応⽤数理A

応⽤数理C

統計数学B

応⽤数理B

応⽤数理D

マルチリンガル教育科⽬

選択C群科⽬

演習・実験

プログラミング
基礎

⾼度教養教育科⽬

ゼミナールPBL

1年次 2年次 3年次 4年次

専⾨基礎教育科⽬

⾼度国際性涵養教育科⽬情報科学ゼミ
ナールB 科学技術英語

教養教育系科⽬

選択B群科⽬

選択A群科⽬

プログラミングA

基礎⼯学PBL
(情報⼯学B)

特
別
研
究

情報科学ゼミ
ナールA

・コンピュータとその関連分野における⾼度な
知識と技能を⽤いて応⽤システムを実現するこ
と、および、そのようなシステムを学術的また
は社会的な課題の解決に活⽤することに必要な、
発想⼒と課題分析⼒、および、専⾨分野におけ
る倫理観を有している。

・コンピュータとその関連分野における⾼度な
知識と技能に加えて、その基盤となる理論的背
景について幅広い学識を有している。



 

 

基礎⼯学部 
学位プログラム︓ 数理科学  
授与する学位︓ 学⼠（⼯学） 

 

教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および基礎⼯学部の教育⽬標のもと、学位プログラム「数理科学」では、科学と技術 
の融合による科学技術の根本的開発及びそれにより⼈類の真の⽂化を創造することを教育研究理 
念とし、この理念のもと、理学と⼯学のバランスのとれた深い専⾨教育の実践と⼈間性を涵養す 
る質の⾼い教養教育を通じ、次に掲げる⼈材を養成することを⽬的とします。 

 

○⾼度な専⾨性と深い学識 
・⾃然・社会現象を記述する数理モデルを構築し、解析することができる 

・コンピュータを⽤いて、数値解析やデータ分析を⾏うことができる 

・⾼度な数学理論を理解することができる 
 

○教養 
・数理科学に関する幅広い知識を有している 

 

○国際性 
・数理科学の研究成果に関する英語論⽂を調査することができる 

 

○デザイン⼒ 
・論理的で建設的な議論を⾏うためのコミュニケーション能⼒を有している 
・創造性が豊かである 



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー）
 

 

 

⼤阪⼤学および基礎⼯学部のディプロマ・ポリシーのもとに、学位プログラム「数理科学」で 
は以下のとおりディプロマ・ポリシーを定めています。 

学位プログラム「数理科学」では、以下の⽅針に基づいて学位(⼯学)を授与します。 

・ 情報科学科ならびに数理科学コースで開講される所定の単位を修得すること。 

・ 提出された特別研究報告が明快に記述され、当該分野に関する基礎知識が⼗分であると判断で 
きること。また、数理科学や統計科学の理論や応⽤に寄与する内容を含んでいると判断できるこ 
と。 

 

○⾼度な専⾨性と深い学識 
・ 数理科学における専⾨的知識を系統⽴てて⾝に付けている 

・ 計算機等の道具を利⽤して課題を解決する技能を持っている 

・ 専⾨分野における成果が社会でどのように活⽤されているか知っている 

・ ⾃分の研究成果や知り得た知⾒を国内外に発信するための表現能⼒を⾝につけている 
 

○教養 
・ 数理科学に関する幅広い知識と教養を⾝に付けている 

 

○国際性 
・ 異分野との交流や国際的な交流を積極的に推進することができる 

 

○デザイン⼒ 
・ 主体的に学習し，問題解決のために専⾨的知識を活⽤することができる 

・ 他者と論理的で建設的な議論ができる 

・ 物事を多⾓的に捉え，柔軟な発想から筋道を⽴てて思考することができる 
・  リーダーシップ・協調性・創造性などを⾝につけ，国内外の様々な分野でリーダーとして 

活躍できる



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー）
 

 

 

⼤阪⼤学および基礎⼯学部のカリキュラム・ポリシーのもとに、学位プログラム「数理科学」 
では以下のとおりカリキュラム・ポリシーを定めています。 

 

＜教育課程編成の考え⽅＞ 
学位プログラム「数理科学」では、基礎⼯学部の学位授与の⽅針に掲げる知識・技能などを修 

得させるために、下記の⽅針で、教養教育系科⽬、専⾨教育系科⽬、国際性涵養教育系科⽬及び 
その他必要とする科⽬を体系的に編成し、講義、演習、実習等を適切に組み合わせた授業を開講 
します。 
・  教養教育系科⽬の履修により、専⾨教育系科⽬、幅広い知識・教養、国際性の基本を修得する。 
・ 専⾨必修科⽬の授業（講義、演習、実習）を通じて、基礎的な知識から最先端の研究成果を学 

ぶことにより、⾼度な専⾨性、専⾨分野における倫理観等を⾝に付ける。また、専⾨選択科⽬ 
の授業を通じて、関連分野で必要となる技術の基礎を⾝につける。 

･   ゼミナール等でのグループ活動を通じて、リーダーシップ、協調性、創造性等の⼈間性を育む。 
・  特別研究を通じて、実際の研究を体験し、⼤学院、社会において、研究・開発を担い得る専⾨ 

的職業能⼒を修得する。 
 

＜学修内容及び学修⽅法＞ 
学位プログラム「数理科学」では、数学理論とコンピュータについて、基礎から応⽤まで習得 

できるようなカリキュラムを提供しています。1 年次では、教養教育系科⽬、マルチリンガル教 
育科⽬などのほかに、計算機科学コース／ソフトウェア科学コースと共通でコンピュータの基礎 
を講義、演習によって学ばせます。2 年次からは数理科学コース専⾨科⽬も加わり、数理科学の 
基礎となる理論体系を講義、演習によって学ばせます。そして 4 年次では研究室配属および卒業 
研究を⾏わせます。 

 

＜学修成果の評価⽅法＞ 
学修の成果は、数理科学コースの教員によって、シラバスに記載されている学習⽬標を、試験 

や課題、レポートなどを⽤いて、その達成度を評価します。 



数理科学コース　カリキュラムマップ

学習目標 秋学期・冬学期 春学期・夏学期 秋学期・冬学期 春学期・夏学期 秋学期・冬学期 春学期・夏学期

情報教育科目

数理科学に関する幅広い知識と教
養を身に付けている

◯ 防災特論 技術経営学

健康スポーツ教育科目
学問への扉(マチカネゼミ)

数値計算
数学A 数学C 応用数理A 応用数理B 機械学習の数理 統計的推測
数学B 数学D 応用数理C 応用数理D 数学解析

数理科学における専門的知識を系統
立てて身に付けている

◯ 基礎数理A 基礎数理B 基礎数理C 基礎数理D 社会数理A

専門分野における成果が社会でどのよ
うに活用されているか知っている

◯ 基礎数理演習A  基礎数理演習B  基礎数理演習C  基礎数理演習D 社会数理B

計画数学 統計数学B データ科学
統計数学A

異分野との交流や国際的な交流を積極
的に推進することができる

◯ マルチリンガル教育科目

物事を多角的に捉え，柔軟な発想か
ら筋道を立てて思考することができる

◯

リーダーシップ・協調性・創造性などを身
につけ，国内外の様々な分野でリーダー
として活躍できる

◯

計算機等の道具を利用して課題を解決
する技能を持っている

◯  プログラミングA  プログラミングB  プログラミングC  プログラミングD 計算数理A 計算数理B

情報科学序説 情報科学基礎 情報数学基礎 情報解析A 情報数理A 情報数理B

 情報科学実験A
データ構造と
とアルゴリズム

情報解析B

電子回路 デｨジタル回路

自分の研究成果や知り得た知見を国内
外に発信するための表現能力を身につ
けている

◯

科学技術論
A1,A2,B1,B2

主体的に学習し，問題解決のために専
門的知識を活用することができる

◯

 他者と論理的で建設的な議論ができる ◯ 基礎工学PBL
情報数理
ゼミナールA

情報数理
ゼミナールB

数理実験A 数理実験B

高度国際性涵養教
育科目

（統計数理概論A,B）
数理概論A,B

特別研究

高度教養教育科目
（基礎工学のための量子物理学
1・2,基礎工学のための化学1・2,
基礎工学部のための力学,基礎
工学のための知能システム学,
基礎工学のための生命科学,基
礎工学のためのサイバネティク
ス,基礎工学のための情報学1・

2）

3年 4年

春学期・夏学期 秋学期・冬学期

基盤教養教育科目
専門基礎教育科目

高
度
な
専
門
性

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

1年 2年



基礎⼯学部 
学位プログラム︓ 機械科学 
授与する学位︓ 学⼠（⼯学） 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および基礎⼯学部の教育⽬標のもと、学位プログラム「機械科学」では、「科学と技
術の融合による科学技術の根本的開発及びそれにより⼈類の真の⽂化を創造する」ことを教育研
究理念とし、この理念のもと、理学と⼯学のバランスのとれた深い専⾨教育の実践と⼈間性を涵
養する質の⾼い教養教育を通じ、以下に掲げる能⼒を有する⼈材を養成し、社会に輩出すること
を⽬標とします。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

・機械科学分野における⾼度な知識と技能に加え、科学や技術に関わる幅広い学識とそれを活
⽤する発想⼒と課題分析⼒を有する⼈材の育成を⽬指す。 

 
○教養 

・機械科学に関わる科学と技術を融合しつつ学際新領域を切り開くために必要な、幅広い分野
を結びつけて考えられる教養を基にした複眼的・俯瞰的な思考⼒を有する⼈材の育成を⽬指
す。 
 

○国際性 
・機械科学に関わる科学と技術の融合や学際新領域の開拓の観点での、異なる⾔語・⽂化・専
⾨分野に理解を⽰し、これらの相違を超えて交流できる国際性を有する⼈材の育成を⽬指す。 
 

○デザイン⼒ 
・機械科学に関わる学術的または社会的課題を発⾒・分析し、解決への道筋を構想できる⼒お
よび様々な分野の⼈と交流できる⼒を有する⼈材の育成を⽬指す。 
 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および基礎⼯学部のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「機械科学」の教
育⽬標に定める⼈材を育成するため所定の期間在学し、機械科学コースで定める特別研究を含む
所定の単位を取得することで、機械科学分野で基盤となる⾃然科学系の知識や創造性、⾼度な専
⾨能⼒と幅広い知識、⾼い教養、倫理観、国際的リーダーシップ等の⼈間⼒を⾝につけた学⽣に
学⼠（⼯学）を授与します。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

・機械科学分野における⾼度な知識と技能に加えて、科学や技術に関わる幅広い学識を有して
いる。 
・機械科学分野における⾼度な知識と技能を学術的または社会的課題の発⾒・解決のために活
⽤する発想⼒と課題分析⼒を有している。 

 
○教養 

・機械科学に関わる科学と技術を融合しつつ学際新領域を切り開くために必要な幅広い知識
を有している。 
・機械科学に関わる科学と技術を融合しつつ学際新領域を切り開くために、幅広い分野を結
びつけて考えられる教養を基に複眼的・俯瞰的に思考し、客観的に評価できる。 

 
○国際性 

・機械科学に関わる科学と技術の融合や学際新領域の開拓の観点から、異なる⾔語・⽂化・専
⾨分野を理解できる。 
・総合的な知性と豊かな⼈間性に基づく幅広い教養を兼ね備え、⾔語・⽂化・専⾨分野の相違
を超えて交流できる。 
 

○デザイン⼒ 
・機械科学に関わる科学と技術の融合や学際新領域の開拓の観点から、社会・学問における新
たな課題を発⾒・分析し、解決への道筋を構想できる。 
・機械科学に関わる科学と技術の融合や複合学際領域開拓の観点から、社会・学問における課
題の発⾒・解決のために、様々な分野の⼈と協働できる。 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のおよび基礎⼯学部のカリキュラム・ポリシーのもと、機械科学コースでは、学位プ
ログラム「機械科学」の学位授与の⽅針に掲げる知識・技能などを修得させるために、教養教育
系科⽬に加え、以下の⽅針で専⾨教育系科⽬、国際性涵養教育系科⽬及びその他必要とする科⽬
を体系的に編成し、講義、演習、実習等を適切に組み合わせた授業を開講します。 
 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

⾼度な専⾨性、専⾨分野における倫理観等を獲得するために、基礎的な知識から最先端の研究
成果までを学ぶことができる、必修の専⾨教育科⽬の授業（講義、演習、実習）を配置します。
また、関連分野で必要となる科学・技術の基礎を⾝につけることができる、選択の専⾨教育科⽬
の授業を配置します。 
 

○教養 
科学と技術を融合しつつ学際新領域を切り開くために必要な数学、物理、化学、⽣物を基盤と

した幅広い知識・教養を⾝につけるための、教養教育系科⽬を配置します。特に、機械科学コー
スにおいては、⾼度教養教育科⽬『基礎⼯学のための〇〇』（〇〇︓量⼦物理学、知能システム
学、⽣命科学、サイバネティクス、化学、数理、情報学）を選択必修科⽬として設け(H31 年度
⼊学⽣より)、各学⽣が⾃⾝の受講する学修プログラムと異なる分野の２科⽬（各１単位）を履
修させることで、学際新領域を切り開くための⾼度な教養を⾝につけさせます。 
 

○国際性 
異なる⾔語・⽂化・専⾨分野の理解を深め、それらの相違を超えた交流を可能とする国際性を

磨くため、教養教育系科⽬および国際性涵養教育系科⽬の授業を配置します。 
 

○デザイン⼒ 
リーダーシップ、協調性、創造性等の⼈間性を⾝につけるための、PBL 科⽬、ゼミナール等で

のグループ活動を配置します。 
 また、実際の研究を体験し、⼤学院、社会において、研究・開発を担い得る専⾨的能⼒を⾝に
つける特別研究を配置します。 
 

＜学修内容及び学修⽅法＞ 
必修の専⾨教育科⽬により専攻分野において⾼い専⾨性をもった講義と実験・演習を⾏います。

選択科⽬や選択必修科⽬により、隣接分野に関する学識を修得するとともに、⾼度教養や国際性
を涵養します。アクティブラーニング形式で⾏われる PBL 科⽬、ゼミナール科⽬、特別研究によ
り、専⾨分野を含む課題の発⾒・解決のための構想⼒、創造性、リーダーシップ、協調性等のデ
ザイン⼒を涵養します。これら各科⽬のシラバスに記載されている学習⽬標の達成度について、



次に記載の⽅法で評価します。 
 

＜学修成果の評価⽅法＞ 
１）講義科⽬においては、レポートや試験、２）演習・実習科⽬においては、レポートや⼝頭

試問等、３）特別研究、PBL、海外研修等を含むアクティブラーニングにおいては、レポート、⼝
頭試問、成果発表等によって、多⾓的に学修の評価を⾏い、⼀定の成績を収めた学⽣に対して単
位を認定します。 



カリキュラムマップ（学位プログラム「機械科学」）

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

情報教育科目

〇

基礎解析学Ｉ・同演義／線形
代数学Ｉ・同演義／力学詳論

Ｉなど

基礎解析学II・同演義／線形
代数学II・同演義／力学詳論

IIなど

マルチリンガル教育科目

統計数学Ａ／生産工学／機械加
工学／データ科学／機械科学特
論Ａ・Ｂ／科学技術論Ａ１・Ａ

２・Ｂ１・Ｂ２

統計数学Ｂ／技術経営学

システム科学序説 情報処理演習

数学Ａ／数学Ｂ／材料力学Ａ
／材料力学演習／機械力学Ａ
／機械力学演習／情報科学・

同演習／数理力学演習

熱学・統計力学要論など

数学Ｃ／熱工学Ａ/熱工学演習
／流体工学／流体工学演習／
設計工学／数値解析・同演習
／制御理論Ａ／機械力学Ｂ／

材料力学Ｂ

機械科学実験／防災特論／応
用数理Ａ／応用数理Ｃ／解析
力学／制御理論Ｂ／熱工学Ｂ
／流体工学Ｂ／弾塑性力学／
機械材料学／エレクトロニク

ス/計画数学

高度国際性涵養教育科目（機械科学セミナー／科学技術英語 等）

機械科学に関わる科学と技術の融合や複合
学際領域開拓の観点から、社会・学問にお
ける課題の発見・解決のために、様々な分野
の人と協働できる

機械科学に関わる科学と技術の融合や学際
新領域の開拓の観点から、社会・学問にお
ける新たな課題を発見・分析し、解決への道
筋を構想できる

専門基礎教育科目

教養教育系科目

基礎工学ＰＢＬ（機械科学） 機械構造計画演習 機械科学総合演習

〇

〇

専門教育科目

マルチリンガル教育科目

国際性涵養教育系科目

高度国際性涵養科目

専門教育系科目

基盤教養教育科目

健康・スポーツ教育科目

2年 3年

高度教養教育科目（基礎工学のための量子物理学１・２、化学１・２、知能システム学、生命科学、サイバネティックス、情報学１・２、数理）

学問への扉

4年

特別研究

応用数理Ｂ／応用数理Ｄ／計
測工学／連続体力学／流体機
械学／熱機械学／統計力学／
ロボット工学／計算力学／材
料強度学／宇宙工学／生体工
学Ａ・Ｂ／サイバネティクス

高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

1年

機械科学に関わる科学と技術の融合や学際
新領域の開拓の観点から、異なる言語・文
化・専門分野を理解できる

総合的な知性と豊かな人間性に基づく幅広
い教養を兼ね備え、言語・文化・専門分野の
相違を超えて交流できる

機械科学分野における高度な知識と技能に
加えて、科学や技術に関わる幅広い学識を
有している

機械科学分野における高度な知識と技能を
学術的または社会的課題の発見・解決のた
めに活用する発想力と課題分析力を有して
いる

〇

機械科学に関わる科学と技術を融合しつつ
学際新領域を切り開くために必要な幅広い
知識を有している

機械科学に関わる科学と技術を融合しつつ
学際新領域を切り開くために、幅広い分野を
結びつけて考えられる教養を基に複眼的・俯
瞰的に思考し、客観的に評価できる

〇



基礎⼯学部 
学位プログラム︓ ⽣物⼯学 
授与する学位︓ 学⼠（⼯学） 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および基礎⼯学部の教育⽬標のもと、学位プログラム「⽣物⼯学」では以下のとおり
教育⽬標を定めています。 
 学位プログラム「⽣物⼯学」では、⼈間を含む⽣物の特性と機能をシステム科学的に理解し、
それに基づく新しい学術領域や⼯学技術を創り出すことで、様々な社会的課題の解決と⾼度福祉
社会の実現に貢献できる⼈材の育成を⽬指しています。そのために、以下に掲げる能⼒を有する
⼈材を養成し、社会に輩出することを教育⽬標とします。 

 
○⾼度な専⾨性と深い学識 
・脳・神経科学、⽣物物理学、⽣体医⼯学における⾼度な専⾨性と知識に加え、⽣物学、物理

学、システム・情報⼯学の基礎知識をバランスよく備え、それらを活⽤する発想⼒と課題分析
⼒を有している。 

 
○教養 
・専⾨性にとらわれない広い教養を備え、複眼的・俯瞰的な視点と柔軟な思考⼒を有している。 

 
○国際性 
・専⾨分野における英語⽂献を読みこなし、必要な情報を収集、活⽤する能⼒を有している。 
・異なる⾔語・⽂化・専⾨分野の相違を超えて交流・情報発信できる能⼒を有している。 
 
○デザイン⼒ 
・学術的または社会的課題を発⾒し、解決への道筋を構想できる⼒を有している。 
 
  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および基礎⼯学部のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「⽣物⼯学」では
以下のとおりディプロマ・ポリシーを定めています。 
 学位プログラム「⽣物⼯学」の教育⽬標に定める⼈材を育成するため、所定の期間在学し、同
プログラムの定める特別研究を含む所定の単位を取得することで、以下に⽰す⾃然科学系の知識
や創造性、⾼度な専⾨能⼒と幅広い知識、⾼い教養、倫理観、国際的リーダーシップ等の⼈間⼒
を⾝につけた学⽣に学⼠（⼯学）の学位を授与します。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

・脳・神経科学、⽣物物理学、⽣体医⼯学における⾼度な専⾨性と知識に加えて、⽣物学、物
理学、システム・情報⼯学の基礎知識をバランスよく備えている。 

・脳・神経科学、⽣物物理学、⽣体医⼯学における⾼度な知識と技能を学術的または社会的課
題の発⾒・解決のために活⽤する発想⼒と課題分析⼒を有している。 

 
○教養 

・科学と技術を融合しつつ学際新領域を切り開くために必要な幅広い知識を有している。 
・科学と技術を融合しつつ学際新領域を切り開くために、専⾨性にとらわれない広い教養を備

え、複眼的・俯瞰的な視点と柔軟な思考⼒を有している。 
 

○国際性 
・科学と技術の融合や学際新領域の開拓の観点から、異なる⾔語・⽂化・専⾨分野を理解でき

る。 
・総合的な知性と豊かな⼈間性に基づく幅広い教養を兼ね備え、⾔語・⽂化・専⾨分野の相違

を超えて交流できる。 
 

○デザイン⼒ 
・科学と技術の融合や学際新領域の開拓の観点から、学術的または社会的課題を発⾒し、解決

への道筋を構想できる⼒を有している。 
・科学と技術の融合や複合学際領域開拓の観点から、社会・学問における課題の発⾒・解決に

ために、様々な分野の⼈と協働できる。 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のおよび基礎⼯学部のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「⽣物⼯学」
では以下のとおりカリキュラム・ポリシーを定めています。 
 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

専⾨教育では、⽣物学、物理学、システム・情報⼯学の 3 分野においてバランスの取れた知識
と考え⽅の修得を⽬指します。さらに、脳・神経科学、⽣物物理学、⽣体医⼯学における基礎的
な知識から最先端の研究成果を学ぶことにより、⾼度な専⾨性、専⾨分野における倫理観等を⾝
につけます。視野を広げるための国内外の講師を招いての特別講義、⾃主的な勉学を実践するた
めの課題探求型授業（PBL 授業と呼ばれます）、頭だけでなく⼿を動かして⾏う実験も 3 年次に
通年で実施します。 

 
○教養 

教養教育系科⽬では、豊かな教養や⼈間性を育み、他者の⾔うことを正確に理解し、⾃分の意
⾒を的確に伝える基礎を養います。急速に変化する社会の中で、総合的な判断⼒を持ち、未経験
の問題への対応⼒をつけることを⽬指します。専⾨の勉強を始める際に要求される数学、⾃然科
学、語学の基礎を⾝につけることも⽬指します。1 年次においては、「システム科学序説」という
必修授業を通して、システム科学科の 3 コースで⾏われている教育と研究の内容を学びます。1
年次の終わりに、2 年次以降どのコースに進学するかの進学振り分けが⾏われます。 
 
○国際性 
 国際性涵養教育系科⽬の履修により，異なる⾔語・⽂化・専⾨分野の理解を深め、それらの相
違を超えた交流を可能とする国際性を磨きます。 

 
○デザイン⼒ 

PBL 科⽬、ゼミナール等でのグループ活動を通じて、リーダーシップ、協調性、創造性等の⼈
間性を⾝につけます。また、4 年次には研究室に配属され、⼀年をかけて専⾨的で⾼度な研究に
とりくみます。研究することの意味や⾯⽩き、⼤変さを経験し、その成果を⽂章にまとめ、⼝頭
発表で他者へ伝え、結果を議論します。 
 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

専⾨科⽬により専攻分野において⾼い専⾨性を持った講義と実験・演習を⾏います。選択科⽬
や選択必修科⽬により、隣接分野に関する学識を修得するとともに、⾼度教養や国際性を涵養し
ます。アクティブラーニング形式で⾏われる PBL 科⽬、ゼミナール科⽬、特別研究により、専⾨



分野を含む課題の発⾒・解決のための構想⼒、創造性、リーダーシップ、協調性等のデザイン⼒
を涵養します。 

 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

 １）講義科⽬においては、レポートや試験、２）演習・実習科⽬においては、レポートや⼝
頭試問等、３）特別研究、PBL、海外研修等を含むアクティブラーニングにおいては、レポート、
⼝頭試問、成果発表等によって、多⾓的に学修の評価を⾏い、⼀定の成績を収めた学⽣に対して
単位を認定しています。 

 
本学位プログラムの第⼀の特徴は、学⽣⾃らが⽬標や計画を⽴て、⾃⾝の適性を伸ばせるよう、

必修科⽬を少なく、選択科⽬を多くしていることです。第⼆の特徴は、⽣物学、物理学、システ
ム・情報⼯学の 3 本の柱を有し、その融合的な教育を⾏っていることです。この 3 本柱に加えて、
広い視野、安全意識、⾃主性、コミュニケーション能⼒を得るための科⽬も準備しています。本
学位プログラムでは、教員による世界トップレベルの脳・神経科学研究，⽣物物理学研究，⽣体
医⼯学研究が進⾏しており、このような中で、「⽣き物の謎に迫ることで、科学と技術の新たなフ
ィールドを拓く」⼈材の育成を⾏います。カリキュラムの構成の詳細については、カリキュラム・
マップをご覧ください。 



「回答様式3」

カリキュラムマップ（生物工学コース）

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

科学と技術を融合しつつ学際
新領域を切り開くために必要
な幅広い知識を有している

○

科学と技術を融合しつつ学際
新領域を切り開くために、専
門性にとらわれない広い教養
を備え、複眼的・俯瞰的な視
点と柔軟な思考力を有してい
る

○

専門分野における倫理観を身
につけている

○

科学と技術の融合や複合学際領
域開拓の観点から、社会・学問
における課題の発見・解決にた
めに、様々な分野の人と協働で
きる

○

脳・神経科学、生物物理学、生
体医工学における高度な知識と
技能を学術的または社会的課題
の発見・解決のために活用する
発想力と課題分析力を有してい
る

○

科学と技術の融合や学際新領域
の開拓の観点から、学術的また
は社会的課題を発見し、解決へ
の道筋を構想できる力を有して
いる

○

科学と技術の融合や学際新領
域の開拓の観点から、異なる
言語・文化・専門分野を理解
できる

○

総合的な知性と豊かな人間性
に基づく幅広い教養を兼ね備
え、言語・文化・専門分野の
相違を超えて交流できる

○

4年デ
ザ
イ
ン
力

1年 2年 3年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

脳・神経科学、生物物理
学、生体医工学における
高度な専門性と知識に加
えて、生物学、物理学、
システム・情報工学の基
礎知識をバランスよく備
えている

○

高度教養教育科目
（基礎工学のための量子物理学
1,基礎工学のための量子物理学
2,基礎工学のための化学1,基礎
工学のための化学2,基礎工学の
ための力学,基礎工学ための知
能システム学,基礎工学のため
の情報学1,基礎工学ための情報
学2,基礎工学のための数理)

学問への扉

情報教育科目

基盤教養教育科目

健康スポーツ教育科目

システム科学序説

マルチリンガル教育科目

専門基礎教育科目

情報処理演習

科学技術コミュニケーション

特別研究

生物工学実験Ｂ，生物工学特別演
習

生物工学実験Ｃ

数学Ａ，数学Ｂ 数学Ｃ，数学Ｄ 統計数学Ａ，応用数理Ｃ 統計数学Ｂ，応用数理Ｄ 計画数学

解析力学
生物基礎物理学

基礎工学ＰＢＬ
（生物工学）

分子細胞生物学

生体情報論
コンピュータ工学基礎演習

量子力学Ａ，物理化学Ⅲ-１,

実世界データサイエンス
細胞工学

サイバネティクス

ライフサイエンス
ブレインサイエンス入門

生体計測学，生体システム
論，信号解析論，システム

制御工学演習

量子力学Ｂ，
複雑系数理科学

複雑系数理科学演習

ニューロフィジオロジー
ライフサイエンス演習

統計物理学I、物理化学Ⅲ-2

生物基礎物理学演習

生物情報論
知覚認知解析演習

防災特論

技術経営学

科学技術論A1,科学技術論A2,

科学技術論B1,科学技術論B2

科学技術英語

生物学・脳・神経科学

物理学・生物物理

システム・情報工学

バイオサイバネティクス特論，生体データ科学特論
多階層生物学特論，ニューロサイエンス特論
ブレインゲノム工学特論，生物基礎物理学特論

知覚認知特論，医用画像特論

生物化学工学,

ニューロサイエンス，ブレインゲノム工
学，ニューロサイエンス演習，ブレイン

ゲノム工学演習

統計物理学Ⅱ

データ科学



基礎⼯学部 
学位プログラム︓ 知能システム学 
授与する学位︓ 学⼠（⼯学） 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および基礎⼯学部の教育⽬標のもと、知能システム学では、⼈間、機械、環境の調和
と協働をもたらす新しい知能システムの創造を⽬指し、コンピュータ科学とロボット⼯学、およ
び数理科学・データ科学を駆使したシステムの統合化、知能化のための基礎理論と技術に関する
教育を⾏い、次に掲げる⼈材を養成することを⽬標とします。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

・知能システム学における⾼度な知識と技能に加え、知能システム学に関わる幅広い学識とそ
れを活⽤する発想⼒と課題分析⼒を有する⼈材の育成を⽬指す。 

 
○教養 

・システム科学とシステム技術を融合しつつ知能システム学に関わる学際新領域を切り開くた
めに必要な、幅広い分野を結びつけて考えられる教養を基にした複眼的・俯瞰的な思考⼒を有
する⼈材の育成を⽬指す。 
 

○国際性 
・システム科学とシステム技術の融合や知能システム学に関わる学際新領域の開拓の観点での、
異なる⾔語・⽂化・専⾨分野に理解を⽰し、これらの相違を超えて交流できる国際性を有する
⼈材の育成を⽬指す。 
 

○デザイン⼒ 
・知能システム学に関わる学術的または社会的課題を発⾒・分析し、解決への道筋を構想でき
る⼒および異なる専⾨分野の⼈と交流できる⼒を有する⼈材の育成を⽬指す。 
 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および基礎⼯学部のディプロマ・ポリシーのもと、特別研究を含む知能システム学コ
ースで定める単位数を取得することで、知能システム学の基盤となる知識や創造性、知能システ
ム学に関わる⾼度な専⾨能⼒と幅広い知識、⾼い教養、倫理観、国際的リーダーシップ等の⼈間
⼒を⾝につけた学⽣に学⼠（⼯学）を授与します。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

・知能システム学における⾼度な知識と技能に加えて、システム科学やシステム技術に関わる
幅広い学識を有している。 
・知能システム学における⾼度な知識と技能を学術的または社会的課題の発⾒・解決のために
活⽤する発想⼒と課題分析⼒を有している。 

 
○教養 

・システム科学とシステム技術を融合しつつ知能システム学に関わる学際新領域を切り開くた
めに必要な幅広い知識を有している。 
・システム科学とシステム技術を融合しつつ知能システム学に関わる学際新領域を切り開くた
めに、幅広い分野を結びつけて考えられる教養を基に複眼的・俯瞰的に思考し、客観的に評価
できる。 

 
○国際性 

・システム科学とシステム技術の融合や知能システム学に関わる学際新領域の開拓の観点から、
異なる⾔語・⽂化・専⾨分野を理解できる。 
・総合的な知性と豊かな⼈間性に基づく幅広い教養を兼ね備え、⾔語・⽂化・専⾨分野の相違
を超えて交流できる。 
 

○デザイン⼒ 
・システム科学とシステム技術の融合や知能システム学に関わる学際新領域の開拓の観点から、
社会・学問における新たな課題を発⾒・分析し、解決への道筋を構想できる。 
・システム科学とシステム技術の融合や知能システム学に関わる複合学際領域開拓の観点から、
社会・学問における課題の発⾒・解決のために、様々な分野の⼈と協働できる。 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のおよび基礎⼯学部のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「知能システ
ム学」では、コンピュータ科学、システム科学、およびロボット⼯学との組み合わせにより、与
えられた各要素を最適に統合化して知能システムを構成するための理論や⽅法を体系的に構成
し、講義、演習、実験等を適切に組み合わせた授業を開講します。 
 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

知能システム学に関する基礎的な知識や倫理観を⾝につけるために必修の専⾨教育科⽬の授
業（講義、演習、実習）を配置します。知能システム学に関する⾼度な知識を学ぶために選択必
修の専⾨教育科⽬の授業（講義）を配置します。また、⾼度な専⾨性を獲得するために最先端の
研究成果や関連分野に関する知識を学ぶことができる選択の専⾨教育科⽬の授業（講義）を配置
します。 

○教養 
幅広い知識・教養を学ぶことができる教養教育系科⽬を配置します。⾼度な教養を⾝につける

ために⾼度教養教育科⽬『基礎⼯学のための〇〇』（〇〇︓量⼦物理学１、２、化学１、２、⼒
学、⽣命科学、サイバネティクス、情報学、数理）を選択必修科⽬として配置します。 

○国際性 
異なる⾔語・⽂化・専⾨分野の理解を深め、国際性を磨くため、教養教育系科⽬および国際性

涵養教育系科⽬の授業を配置します。特に、専⾨分野における国際性を⾝につけるために⾼度国
際性涵養教育科⽬『知能システム学ゼミナール』を必修科⽬として配置します。 

○デザイン⼒ 
リーダーシップ、協調性、創造性等の⼈間性を⾝につけるための、『基礎⼯ PBL』、『知能シス

テム学実験 A、B』を必修科⽬として配置します。また、実際の研究を体験し、⼤学院、社会に
おいて、研究・開発を担い得る専⾨的能⼒を⾝につける『特別研究 I、II』を必修科⽬として配
置します。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

プログラミング教育は、情報処理演習、コンピュータ基礎演習、コンピュータ⼯学演習の 3 科
⽬で実施します。全学年にわたって、講義科⽬の宿題、学⽣実験、特別研究などにおいてプログ
ラミングをする機会を提供し、⾼度なプログラミングスキルを習得します。知能システム学実験
A および B では、回路設計、制御系設計、ロボット、信号処理、ユーザインタフェース等の課題
を設定して、講義等で学んだ知識を実験によって確かめ、理論的な知識に対する理解を深めます。 
 2 年次の知能システム学ゼミナールでは英書の⻑⽂読解を課し、特別研究などで必要となる技
術英語スキルを習得します。4 年次の研究室配属後は、特別研究の指導の⼀環として英語教育を
継続します。 
 プレゼンテーションスキルの習得も重視しており、2 年次の基礎⼯学 PBL(知能システム学)で
は特別研究に先駆けて取り組んだ課題についての発表を、4 年次の特別研究では科学技術論⽂の



作成法とプレゼンテーション技術を中⼼に丁寧に指導しています。特別研究のテーマには、⽐較
的⾼度な内容の個別問題を各指導教員が与え、研究成果を特別研究報告としてまとめることを卒
業要件としています。 

 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

学修の成果は、１）講義科⽬においては、レポートや試験、２）演習・実験科⽬においては、レ
ポートや⼝頭試問等、３）特別研究、PBL、海外研修等を含むアクティブラーニングにおいては、
レポート、⼝頭試問、成果発表等によって、多⾓的に学修の評価を⾏い、⼀定の成績を修めた学
⽣に対して単位を認定します。 



「回答様式3」

■カリキュラム・マップ

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

 システム科学とシステム技術を融
合しつつ知能システム学に関わる学
際新領域を切り開くために必要な幅
広い知識を有している。

○

システム科学とシステム技術を融合
しつつ知能システム学に関わる学際
新領域を切り開くために、幅広い分
野を結びつけて考えられる教養を基
に複眼的・俯瞰的に思考し、客観的
に評価できる。

○

知能システム学における高度な知識
と技能に加えて、システム科学やシ
ステム技術に関わる幅広い学識を有
している。

○  

知能システム学における高度な知識
と技能を学術的または社会的課題の
発見・解決のために活用する発想力
と課題分析力を有している。

○

システム科学とシステム技術の融合
や知能システム学に関わる学際新領
域の開拓の観点から、社会・学問に
おける新たな課題を発見・分析し、
解決への道筋を構想できる。

○

システム科学とシステム技術の融合
や知能システム学に関わる複合学際
領域開拓の観点から、社会・学問に
おける課題の発見・解決にために、
様々な分野の人と協働できる。

○

システム科学とシステム技術の融合
や知能システム学に関わる学際新領
域の開拓の観点から、異なる言語・
文化・専門分野を理解できる。

○

総合的な知性と豊かな人間性に基づ
く幅広い教養を兼ね備え、言語・文
化・専門分野の相違を超えて交流で
きる。

○

カリキュラムマップ（学位プログラム「知能システム学」）

1年 2年 3年 4年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

高度教養教育科目アドヴァンスト・セミナー学問への扉

情報教育

科目

基盤教養教育科目

健康・スポーツ教育科目

専門基礎教育科目

マルチリンガル教育科目 高度国際性涵養教育科目

数学D
計画数学A

システム科学序説

システム制御

システム最適化

信号処理

離散最適化
電子回路・センサ工学

情報理論・情報ネット

ワーク

ロボット工学

特別研究

基礎工学のための量子物理学1，2
基礎工学のための化学1，2
基礎工学のための力学

基礎工学のための生命科学

基礎工学のためのサイバネティクス

基礎工学のための情報学1，2
基礎工学のための数理

知能システム学

ゼミナール

知能システム学

実験A

情報処理演習

コンピュータ基礎

コンピュータ基礎演

習

数学A
数学B

防災特論

基礎工PBL
（知能システム学）

システム制御基礎

システム数学基礎

電気回路

コンピュータ工学

人工知能基礎

ヒューマンインタフェー

ス工学

制御システム設計論

計画数理工学

インテリジェント制御

音響メディア

画像処理論

機械学習

知能システム学特論

数学C

コンピュータ工学演習

知能システム学

実験B

コンピュータ数学

知的力学システム

計画数学

統計数学A
応用数理A
応用数理C

統計数学B
応用数理B
応用数理D

化学工学概論

科学技術

論A1
科学技術

論B1

科学技

術論A2
科学技

術論B2

技術経営学

科学技術英語

データ科学

数学解析



基礎⼯学部 
学位プログラム︓ エレクトロニクス 
授与する学位︓ 学⼠（⼯学） 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および基礎⼯学部の教育⽬標のもと、学位プログラム「エレクトロニクス」では、科
学と技術の融合による科学技術の根本的開発及びそれにより⼈類の真の⽂化を創造することを教
育研究理念とし、この理念のもと、理学と⼯学のバランスのとれた深い専⾨教育の実践と⼈間性
を涵養する質の⾼い教養教育を通じ、以下に⽰す２１世紀をリードする⼈材を養成することを⽬
標とします。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

・エレクトロニクス分野における知識を有している⼈材 
・エレクトロニクス分野に関する課題を理解できる⼈材 
・エレクトロニクス分野に関する問題解決のために知識を活⽤できる⼈材 

 
○教養 

・エレクトロニクス分野に関する幅広い知識を有している⼈材 
・エレクトロニクス分野における課題を俯瞰的に思考し、客観的に評価ができる⼈材 
 

○国際性 
・エレクトロニクス分野の研究成果に関する英語論⽂を調査することができる⼈材 
・エレクトロニクス分野の研究に関して海外研究者に説明ができる⼈材 
 

○デザイン⼒ 
・エレクトロニクス分野に関する問題を発⾒することができる⼈材 
・エレクトロニクス分野の研究に関する新しいアイデアを⾃由に発想することができる⼈材 
・エレクトロニクス分野に関する問題において解決の道筋をつくることができる⼈材 

 
⼈間重視の知的情報技術や創省エネルギー・省資源技術開発の必要性が⾼まり、電⼦・光につ

いての基礎科学、機能材料・デバイス・システム開発といったエレクトロニクスの基礎⼯学研究
がますます重要になっています。同時に、環境調和性や社会調和性を重視して、⾃然や⼈間社会
とのかかわりを総合的に⾒つめる⼒が要求されます。このような観点に⽴ち、基礎から応⽤まで
広くカバーするために、電⼦や光の性質を深く知り、新たなデバイス・システムヘと発展させる
エレクトロニクス分野をリードし世界へ⽻ばたく⼈材を育成することを⽬標としています。



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および基礎⼯学部のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「エレクトロニク
ス」では所定の期間在学し、下記に⽰す知識・技能並びに教養・デザイン⼒・国際涵養性を⾝に
つけ、所定単位を修得し学部規程に定める試験に合格した学⽣に学⼠（⼯学）の学位を授与しま
す。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

・エレクトロニクス分野における知識を有している 
・エレクトロニクス分野に関する課題を理解できる 
・エレクトロニクス分野に関する問題解決のために知識を活⽤できる 
 

○教養 
・エレクトロニクス分野に関する幅広い知識を有している 
・エレクトロニクス分野における課題を俯瞰的に⾒ることができる 
 

○国際性 
・エレクトロニクス分野の研究成果に関する英語論⽂を調査することができる 
・エレクトロニクス分野の研究に関して海外研究者に説明ができる 
 

○デザイン⼒ 
・エレクトロニクス分野に関する問題を発⾒することができる 
・エレクトロニクス分野の研究に関する新しいアイデアを⾃由に発想することができる 
・エレクトロニクス分野に関する問題において解決の道筋をつくることができる 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のおよび基礎⼯学部／基礎⼯学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログ
ラム「エレクトロニクス」では以下のとおりディプロマ・ポリシーと関連付けた教育課程を編成
しています。 
 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 
 教養教育系科⽬、専⾨教育系科⽬、国際性涵養教育系科⽬及びその他必要とする科⽬を体系的
に編成し、講義、演習、実習等を適切に組み合わせた授業を開講します。具体的には、教養教育
系科⽬の履修により、専⾨教育系科⽬、幅広い知識・教養、国際涵養性の基本を修得させます。
さらに、エレクトロニクスに関係する専⾨必修科⽬の授業（講義、演習、実習）を通じて、基礎
的な知識から最先端の研究成果を学ぶことにより、⾼度な専⾨性、専⾨分野における倫理観等を
⾝につけさせます。また、専⾨選択科⽬の授業を通じて、関連分野で必要となる技術の基礎を⾝
につけさせます。エレクトロニクスに関するPBL科⽬、ゼミナール等でのグループ活動を通じて、
リーダーシップ、協調性、創造性等の⼈間性を育ませます。特別研究（卒業研究）を通じて、最
先端のエレクトロニクスに関する実際の研究を体験し、⼤学院、社会において、研究・開発を担
い得る専⾨的職業能⼒を修得させます。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

学位プログラム「エレクトロニクス」では、“回路・システム・情報・通信系”、“光・電磁波・
電磁気系”および“半導体・電⼦材料・デバイス・物性系”の基幹３系からなるカリキュラム体制を
構成しており、必修科⽬として全体を網羅した科⽬群を履修するとともに、各系のより深い学習
をするために多くの関連選択科⽬を提供しています。具体的には、1 年次には電⼦物理科学科共
通の数学・物理・化学などの専⾨基礎教育科⽬、教養教育系科⽬を履修し、2 年次からはエレク
トロニクスコースとして、電磁気学、電気回路、電⼦回路、固体電⼦⼯学、情報理論、光エレク
トロニクスなどの基礎および専⾨科⽬をそろえ、演習や実験を含めた最先端のエレクトロニクス
教育を進めています。さらに、⾼度情報化社会の先端技術を⽀える電⼦デバイスおよび光デバイ
スの開発、さらにはヒューマンインターフェイスを念頭に置いたシステム開発までに対応できる
素養を⾝につけさせます。これらのカリキュラムに基づいて、21 世紀の最先端エレクトロニクス
をリードし世界に⽻ばたく実⼒を備えた技術者・研究者の育成を⾏うためのカリキュラムを提供
します。 
 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

学修の成果は、エレクトロニクスコースの教員によって、期末試験、レポート、出席によって
評価します。 

 



「資料5」

カリキュラムマップ（学位プログラム「エレクトロニクス」）

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

学習目標Ａ
エレクトロニクス分野に関す
る幅広い知識を有している

○

学習目標Ｂ
エレクトロニクス分野におけ
る課題を俯瞰的に思考し、客
観的に評価ができる

○

学習目標Ｃ
エレクトロニクス分野におけ
る知識を有している

○

学習目標Ｄ
エレクトロニクス分野に関す
る課題を理解できる

○

学習目標Ｅ
エレクトロニクス分野に関す
る問題解決のために知識を活
用できる

○

学習目標Ｆ
エレクトロニクス分野に関す
る問題を発見することができ
る

○ ○

学習目標Ｇ
エレクトロニクス分野の研究
に関する新しいアイデアを自
由に発想することができる

○ ○

学習目標Ｈ
エレクトロニクス分野に関す
る問題において解決の道筋を
つくることができる

○ ○

学習目標Ｉ
エレクトロニクス分野の研究
成果に関する英語論文を調査
することができる

○ ○

学習目標Ｊ
エレクトロニクス分野の研究
に関して海外研究者に説明が
できる

○

1年 2年 3年 4年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

高度教養教育科目
学問への扉（マチカネゼミ）

情報教育科目

基盤教養教育科目

健康スポーツ教育科目

専門基礎教育科目
基礎電磁気学A

マルチリンガル教育科目 高度国際性涵養教育科目

専門初級科目
電磁気学I〜IV/回路理論I〜IV/量
子物理I〜III/アナログ電子回路
I,II/固体物理I,II/統計力学基礎I, 

II/情報理論I,III/数学A〜D/解析力
学

専門入門科目

電子物理科学序説Ａ・Ｂ

専門中級科目
電磁気学V, VI/回路理論V, VI/固体物理III, 

IV/通信工学I, II/電子材料I, II/光エレクト
ロニクスI, II/デジタル
電子回路I, II/電子デバイス/
量エレ・量子情報基礎/

表面物性工学/防災特論/
計画数学/応用数理A,C,D/

固体電子論A

専門上級科目
データ科学/統計数学A,B/数学解析/
固体電子論B/科学技術論A1〜B2

/技術経営学

専門実験・演習上級
エレクトロニクス実験Ａ・Ｂ

専門ゼミ・演習初級
基礎工学PBL（エレクトロニクス）

エレクトロニクス論文輪講

専門上級
科目

電気工学
特別講義

専門上級科目
特別研究



基礎⼯学部 
学位プログラム︓ 物性物理科学 
授与する学位︓ 学⼠（⼯学） 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学及び基礎⼯学部の教育⽬標のもと、学位プログラム「物性物理科学」では以下のとお
り教育⽬標を定めています。 
 学位プログラム「物性物理科学」では、科学と技術の融合による科学技術の根本的開発及びそ
れにより⼈類の真の⽂化を創造することを教育研究理念とし、この理念のもと、理学と⼯学のバ
ランスのとれた深い専⾨教育の実践と⼈間性を涵養する質の⾼い教養教育を通じ、次に掲げる⼈
材を養成することを⽬標とします。 

 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

すべての科学と技術の基礎となる物質の性質を、⼒学、電磁気学、量⼦⼒学、統計⼒学などに
基づいて解明する物性物理科学の知識を幅広く修得し、それらの知識を効果的に活⽤して研究や
開発に活かすことができる⾼度な専⾨能⼒を有する⼈材の育成を⽬指す。 
 
○教養 

物性物理科学以外にも幅広い知識・教養を有し、学際領域を切り開くための俯瞰的かつ柔軟な
思考⼒、物事の本質を⾒抜く⼒を有する⼈材の育成を⽬指す。 

 
○国際性 

物性物理科学を起点に学際領域を切り開く観点から、異なる⾔語・⽂化・専⾨分野に理解を⽰
し、これらの相違を超えて交流できる国際性を有する⼈材の育成を⽬指す。 

 
○デザイン⼒ 

種々の問題を解決するためのデザイン⼒や協調性、リーダーシップを⾝につけており、また、
これらの能⼒を駆使して、新しい物理学を切り開くだけでなく、先端デバイスや新物質の開発・
製造において世界をリードできる⼒を有する⼈材の育成を⽬指す。 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学及び基礎⼯学部のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「物性物理科学」で
は以下のとおりディプロマ・ポリシーを定めています。 
学位プログラム「物性物理科学」で学位が授与されるには以下のことが求められます。 
・ 所定の期間在学し、物性物理科学コースの所定の単位を修得している。 
・ 所定の単位の修得を通じて、以下を⾝につけている。 
 
○⾼度な専⾨性と深い学識 
・物性物理科学の基盤となる知識を⾝につけている。 
・物性物理科学の⾼度な知識と技能、及び幅広い学識を⾝につけている。 
・物性物理科学の知識と技能を学術的または社会的課題の発⾒・解決のために活⽤できる。 
 

○教養 
・物性物理科学以外にも⼈⽂・社会科学などの幅広い知識・教養を⾝につけている。 
・物性物理科学を起点に、学際領域を切り開くための俯瞰的かつ柔軟な思考⼒、物事の本質を⾒
抜く⼒を有している。 
・研究・開発活動に必要な倫理観を有している。 

 
○国際性 

・物性物理科学を起点に学際領域を切り開く観点から、異なる⾔語・⽂化・専⾨分野に理解を⽰
し、これらの相違を超えて交流できる国際性を有している。 
・異⽂化を理解し、⽂化の違いを超えて協調してリーダーシップが発揮できる国際性を有して
いる。 
 

○デザイン⼒ 
・種々の問題の解決に必要な柔軟な思考⼒と問題の本質が何かを⾒抜く能⼒を⾝につけてい
る。 
・問題を解決するために必要な協調性と、解決の⼿段を構築できる能⼒を⾝につけている。



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学及び基礎⼯学部のカリキュラム・ポリシーのもと、⼤阪⼤学および基礎⼯学部のカリ
キュラム・ポリシーのもとに、学位プログラム「物性物理科学」では以下のとおりカリキュラ
ム・ポリシーを定めています。 

学位プログラム「物性物理科学」では、学位授与の⽅針に掲げる知識・能⼒などを修得させる
ために、カリキュラム・マップに⽰すように、教養教育系科⽬、専⾨教育系科⽬、国際性涵養教
育系科⽬及びその他必要とする科⽬を体系的に編成し、講義、演習、実習等を適切に組み合わせ
た授業を開講しています。具体的な⽅針は以下の通りです。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 
○⾼度な専⾨性と深い学識 

2 年次からは⼒学、電磁気学、量⼦⼒学、統計⼒学、固体物理学などを学ぶことにより物性物
理学の基礎知識を修得させるために、専⾨必修科⽬の授業を配置します。さらに、各科⽬の演習、
実験を通じて、知識を活⽤する能⼒や柔軟な思考⼒を⾝につけさせます。また、磁性、超伝導、
光物性などの物性物理学の最先端を知り、⾼度な専⾨性や専⾨分野における倫理観等を⾝につけ
させるため、専⾨選択科⽬の授業を配置します。 

 
○教養 

1 年次には、教養教育系科⽬（基礎教養教育科⽬、情報教育科⽬、健康・スポーツ教育科⽬、学
問への扉）の履修により、幅広い知識・教養及び専⾨教育科⽬の基本を⾝につけさせます。 

 
○国際性 

国際涵養教育系科⽬（マルチリンガル教育科⽬、⾼度国際性涵養科⽬、グローバルイニシアチ
ブ科⽬）の履修により、異なる⾔語・⽂化・専⾨分野の理解を深め、それらの相違を超えた交流
を可能とする国際性を⾝につけさせます。 

 
○デザイン⼒ 

PBL 科⽬、ゼミナール等を通じて、問題を発⾒する⼒、柔軟な思考⼒、問題を解決する⼿段を
構築する⼒などのデザイン⼒を体得させます。また、こうした授業のグループ活動を通じて、リ
ーダーシップ、協調性等の⼈間性を⾝につけさせます。 

4 年次の特別研究を通じて、実際の研究を体験し、⼤学院あるいは社会において、研究・開発
を担い得る専⾨的な能⼒を⾝につけさせます。 

  



＜学修内容及び学修⽅法＞ 
物性物理学における⾼い専⾨性を持った講義と実験・演習を⾏います。選択科⽬や選択必修科

⽬により、隣接分野に関する学識を修得させるとともに、⾼度教養や国際性を涵養します。アク
ティブラーニング形式で⾏われる PBL 科⽬、ゼミナール科⽬、特別研究により、専⾨分野を含む
課題の発⾒・解決のための構想⼒、創造性、リーダーシップ、協調性等のデザイン⼒を涵養させ
ます。 

 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

シラバスに記載されている学習⽬標の達成度について、各々の授業においてレポート・試験等
を課して評価します。 



「回答様式3」

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

・物性物理科学の基盤と
なる知識を身につけてい
る。
・物性物理科学の高度な
知識と技能、及び幅広い
学識を身につけている。
・物性物理科学の知識と
技能を学術的または社会
的課題の発見・解決のた
めに活用できる。

○

・物性物理科学以外にも
人文・社会科学などの幅
広い知識・教養を身につ
けている。
・物性物理科学を起点
に、学際領域を切り開く
ための俯瞰的かつ柔軟な
思考力、物事の本質を見
抜く力を有している。
・研究・開発活動に必要
な倫理観を有している。

○ ○

・物性物理科学を起点に
学際領域を切り開く観点
から、異なる言語・文
化・専門分野に理解を示
し、これらの相違を超え
て交流できる国際性を有
している。
・異文化を理解し、文化
の違いを超えて協調して
リーダーシップが発揮で
きる国際性を有してい
る。

○

・種々の問題の解決に必
要な柔軟な思考力と問題
の本質が何かを見抜く能
力を身につけている。
・問題を解決するために
必要な協調性と、解決の
手段を構築できる能力を
身につけている。

○ ○

■カリキュラム・マップ（物性物理科学）

1年 2年 3年 4年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

高度教養教育科目
(基礎工学のための化学1,基礎工学の

ための化学2,基礎工学のための知能シ

ステム学,基礎工学のための生命科学,
基礎工学のためのサイバネティクス基

礎工学のための情報学１,基礎工学の

ための情報学2,基礎工学のための数

理）

学問への扉

情報教育科目

基盤教養教育科目

健康・スポーツ教育科目

専門基礎

教育科目

グローバル・イニチアチブ科目

マルチリンガル教育科目

専門必修科目
数学Ａ

数学Ｂ

物理数学

基礎電磁気学Ｂ

解析力学

物質構造論Ａ

基礎物性演習Ⅰ

専門必修科目
電子物理科学序説Ａ

専門必修科目
量子力学Ｂ

統計物理学Ⅱ

応用物性演習Ⅰ

応用物性演習Ⅱ

物性実験１

専門選択科目Ⅰ
原子物理・前期量子論

専門選択科目Ⅰ

基礎工学PBL（物性物

理工学）

特別研究Ａ

専門選択科目Ⅱ
エレクトロニクス

専門必修科目
数学Ｃ

量子力学Ａ

統計物理学Ⅰ

応用電磁気学

物質構造論Ｂ

基礎物性演習Ⅱ

基礎物性演習Ⅲ

専門必修科目
固体電子論Ａ

応用物性演習ＩＩＩ

物性実験２

専門選択科目Ⅰ
先端科学技術セミナー（物

性物理工学の最前線）

専門選択科目Ⅰ
数学Ｄ

計算物理工学

専門選択科目Ⅰ
量子情報科学

光物理学基礎

低温物理工学

専門選択科目Ⅰ
半導体物理Ａ

磁気物理工学

超伝導物理

光物理学特論

量子力学Ｃ

専門選択科目Ⅰ
固体電子論Ｂ

半導体物理Ｂ

機能材料工学

セラミックス物性

専門選択科目Ⅱ
物理化学ＩＩＩ−１
サイバネティクス

実世界データサイエンス

専門選択科目Ⅱ
計画数学

応用数理Ｃ

生体システム論

複雑系数理科学

専門選択科目Ⅱ
応用数理Ｄ

物理化学ＩＩＩ−2
物理化学ＩＩＩ−3
生物情報論

専門選択科目Ⅱ
データ科学

統計数学Ａ

数学解析

社会数理Ｂ

高分子工業化学

材料力学Ａ
ヒューマン・コンピュータ・インタラク

ション

専門選択科目Ⅱ
統計数学Ｂ

技術経営学

専門必修科目
電子物理科学序説Ｂ

基礎電磁気学Ａ

専門選択科目Ⅱ

科学技術論Ａ１

科学技術論Ｂ１

専門選択科目Ⅱ

科学技術論Ａ2
科学技術論Ｂ2

科学技術英語国際性涵養演習

特別研究Ｂ

専門必修科目

防災特論

専門選択科目Ⅱ

光エレクトロニク

スⅠ

連続体力学

専門選択科目Ⅱ

光エレクトロニク

スⅡ

流体機械学

専門選択科目Ⅱ

通信工学Ⅰ

専門選択科目Ⅱ

通信工学Ⅱ



大阪大学の教育目標および各ポリシー（大学院課程） 

教育目標 

大阪大学は、「知の創造、継承及び実践」を使命とし、「地域に生き世界に伸びる」をモットー
に、学問の独立性と市民性を備えた世界水準の高度な教育研究を推進し、次代の社会を支え、人
類の理想の実現をはかる有能な人材を社会に輩出することを目的とします。 
その目的の実現のため、研究科及び全学的な教育組織において、 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識
○高度な教養
○高度な国際性
○高度なデザイン力
を身につけた知識基盤社会のリーダーとなるべき人材を育成します。 

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

大阪大学は、教育目標に定める人材を育成するため、所定の期間在学し、所属研究科において
定める専門分野に関する高度な知識・技能、教養、国際性及びデザイン力を身につけ、所定の単
位を修得し、必要な研究指導を受けた上で審査及び試験に合格した学生に学位を授与します。 
（学習目標） 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識
・ 専門分野における最先端かつ高度な知識・技能を有している
・ 課題解決のために最先端かつ高度な知識・技能を活用できる

○高度な教養
・ 高度で幅広い知識を有している
・ 複眼的・俯瞰的に思考し、多角的に評価できる

○高度な国際性
・ 異なる言語・文化を深く理解できる
・ 言語・文化の相違を超えて広く交流できる

○高度なデザイン力
・ 社会・学問における本質的かつ複雑多様な課題を発見し、解決の道筋を構想できる
・ 社会・学問における本質的かつ複雑多様な課題の発見・解決のために、様々な分野の人と

協働できる 



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 
大阪大学は、学位授与の方針に掲げる高度な知識・技能などを修得させるために、専攻分野

に関する科目並びに高度教養教育及び国際性涵養教育に関する高度な授業科目を体系的に編成
し、講義、演習、実習等を適切に組合せた高度な授業と優れた研究指導を行います。 
また、試験および審査により学修成果を厳格に評価します。 

 
入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） 
 

大阪大学は、教育目標に定める人材を育成するため、学部又は大学院（修士）の教育課程に
おける学修を通して、確かな基礎学力、専門分野における十分な知識及び主体的に学ぶ態度を身
につけ、自ら課題を発見し探求しようとする意欲に溢れる人を受け入れます。 
このような学生を適正に選抜するために、研究科・専攻等の募集単位ごとに、多様な選抜方

法を実施します。 



 

 

⼈⽂学研究科 

 
教育⽬標 
 

⼈⽂学研究科は、⼤阪⼤学の教育⽬標のもと、多様な個⼈や社会集団が⽣み出してきた⾔語・
事物・思考・習慣など、精神⽂化と物質⽂化の両⾯にわたる⼈間の営為を探求する⼈⽂学研究を
継承しつつ、専⾨性にとらわれることなく領域横断的で柔軟に発想する能⼒と、現代社会のグロ
ーバル化・情報化に即応した最新の技術を活⽤する⼒を⾝に付けることにより、現代にふさわし
い⼈⽂学をデザインし、今⽇的課題に果敢に挑戦し、そこで得られた知⾒を世界に向けて発信し
得る⼈材を養成することを⽬的とします。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

各専攻それぞれの特⾊を活かした教育により、⼈⽂学・⾔語⽂化学・外国学・⽇本学・芸術学
における各専⾨領域の最先端の知識の修得と、これを基盤とした理論と実践により、⾼度な専⾨
性を⾝につけさせるとともに、学術論⽂作成に必要なスキルや⾼度な研究に取り組むための種々
の能⼒を養います。⼀⽅で、このような専⾨領域の枠にとらわれず、広く⼈⽂学に関する諸領域
の知⾒を通して、学識を深化させ、グローバルな諸課題の解決に必要な柔軟な思考⼒を培います。 
○⾼度な教養 

学問全般にわたる⾼度で幅広い教養と現代にふさわしい⾼度な情報リテラシーを培い、また複
眼的、俯瞰的に思考し、対象を多⾓的に評価できる⼒を養います。 
○⾼度な国際性 

豊かで論理的な⽇本語能⼒と、⾔語や⽂化の差異を越えて、豊かなコミュニケーションを実ら
せる諸⾔語の⾼度な運⽤能⼒、そして他者や異⽂化、芸術の多様性に対する鋭敏な感受性と深い
理解⼒を涵養します。 
○⾼度なデザイン⼒ 
 各専攻が有する多彩な教育資源を縦横に組み合わせ、現代にふさわしい⼈⽂学の地平を切り開
き、今⽇、社会が直⾯する複雑多様な問題を⾃ら発⾒し、解決の道筋を独⾃に構想していくデザ
イン⼒を養います。 
 

⼈⽂学研究科は、５専攻の特⾊を活かしつつ、博⼠前期課程及び博⼠後期課程を通じて、社会
の多様な分野で、新たな⼈⽂学の知⾒を発信し、⾃⽴した研究者ならびに⾼度専⾨職業⼈として
活躍し得る⼈材の育成に取り組みます。 
  



 

 

学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼈⽂学研究科は、⼤阪⼤学のディプロマ・ポリシーのもと、伝統的かつ最先端の⼈⽂学の知⾒
や、⾔語と⽂化に関する⾼度な専⾨性と深い学識、教養・デザイン⼒・国際性を⾝に付け、所定
の単位を修得し、学位論⽂の審査及び最終試験に合格した学⽣に対し、博⼠前期課程では、修⼠
（⽂学、⾔語⽂化学、⽇本語・⽇本⽂化または学術）を、また、博⼠後期課程では、博⼠（⽂学、
⾔語⽂化学、⽇本語・⽇本語⽂化または学術）のいずれかの学位を授与します。 
 
【博⼠前期課程】 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
・専⾨領域における最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識を⾝につけている。 
・最先端かつ⾼度な研究に取り組む能⼒を⾝につけている。 
・明解な論旨で⼀貫した構成の論⽂をまとめる確かな論述能⼒を⾝につけている。 
・既存の専⾨領域にとらわれず、⼈⽂学に関わる諸領域の知⾒を通して、課題解決に必要な柔軟

な思考⼒を⾝につけている。 
○⾼度な教養 
・学問全般にわたる幅広く⾼度な教養や、⾃⽴した研究者ならびに⾼度専⾨職業⼈に必要な⾼度

な⼈⽂学的教養を有している。 
・⾼度な情報リテラシーに関する能⼒を有している。 
・多様化した社会に対応できる複眼的、俯瞰的な思考⼒を有している。 
○⾼度な国際性 
・グローバル化・情報化の進展する現代社会に深い関⼼を寄せ、個々の⾔語や⽂化を適切に理解

し尊重する姿勢を有している。 
・⾔語や⽂化の差異を越えて、円滑なコミュニケーションができる⾼度な⾔語運⽤能⼒を有して

いる。 
○⾼度なデザイン⼒ 
・⼈⽂学に関する専⾨領域において、本質的かつ複雑多様な課題を発⾒し、的確なデータ・⽂献

資料収集を通して、解決の道筋を構想できる能⼒を有している。 
○独⾃の学習⽬標 
・伝統的な⼈⽂学研究を継承しつつ、グローバル化、情報化の進む現代社会に即応した、領域横

断的で独創性を備えた修⼠論⽂を作成できる。 
・専⾨領域の特性に応じて、特定⾔語の⾼度な運⽤能⼒や職業に関わる能⼒を有する。 
 
【博⼠後期課程】 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
・⾃⽴した研究者ならびに⾼度専⾨職業⼈にふさわしい専⾨領域における最先端かつ⾼度な専⾨



 

 

性と深い学識を⾝につけている。 
・専⾨領域における研究⽅法に従って最先端かつ独創的な研究に取り組み、成果に結実させる⾼

度な研究能⼒を⾝につけている。 
・明解な論旨で⼀貫した構成の論⽂をまとめる⾼度な論述能⼒を⾝につけている。 
・既存の専⾨領域にとらわれず、⼈⽂学に関わる諸領域の知⾒を通して、課題解決に必要な柔軟

な思考⼒を⾝につけている。 
○⾼度な教養 
・⾃⽴した研究者ならびに⾼度専⾨職業⼈にふさわしい、学問全般にわたる総合的な教養や、専

⾨性の⾼い⼈⽂学的教養を有している。 
・⾃⽴した研究者および⾼度専⾨職業⼈にふさわしい⾼度な情報リテラシーに関する能⼒を有し

ている。 
・多様化する社会に対応できる複眼的、俯瞰的な思考⼒を有している。 
○⾼度な国際性 
・グローバル化・情報化の進展する現代社会に深い関⼼を寄せ、個々の⾔語や⽂化を適切に理解

し尊重する姿勢を有している。 
・⾔語や⽂化の差異を越えて、円滑かつ豊かなコミュニケーションができる⾼度な⾔語運⽤能⼒

を⾝に付け、研究成果を国内外に広く発信する能⼒を有している。 
○⾼度なデザイン⼒ 
・⼈⽂学に関する専⾨領域において、⾃らの課題に対して、先⾏研究を広く踏まえつつ、独創的

かつ先端的な研究を展開できる能⼒を有している。 
○独⾃の学習⽬標 
・伝統的な⼈⽂学研究を継承しつつ、グローバル化、情報化の進む現代社会に即応した、領域横

断的で独創性を備えた博⼠論⽂を作成できる。 
・専⾨領域の特性に応じて、特定⾔語の⾼度な運⽤能⼒や職業に関わる能⼒を駆使し、強い発信

⼒をもって⼈⽂学に貢献できる。 
  



 

 

教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼈⽂学研究科は、⼤阪⼤学のカリキュラム・ポリシーのもと、以下の⽅針によりカリキュラム
を編成します。 
 
【博⼠前期課程】 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

２年間の課程を通じて、専⾨教育、教養教育、国際性涵養教育の３つの柱に基づき以下の科⽬
編成を⾏うことで、⼈⽂学の最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識、幅広い教養、⾼度な国際性、
⾼度なデザイン⼒を養います。 
 
○専⾨教育︓「専⾨教育科⽬」により、当該専⾨領域に必要な専⾨知識と研究能⼒、ならびに国際

的に発信するための⾔語能⼒を養う。また、「研究科共通科⽬」により、⼈⽂学のあらゆる分野
に共通の基礎的な知識と研究の⽅法論、ならびに諸外国語を含め、隣接する分野に関する⾼度
で幅広い知⾒を培う。特に全専攻共通の必修科⽬である「⼈⽂学基礎（⼈⽂学と対話）」では、
現代の⽂化・社会の諸課題に関する最先端の知⾒を修得させるとともに、問題解決のための思
考⼒を涵養する。 

 
○教養教育︓必修科⽬である「⼈⽂学基礎（現代の教養）」を含めた「⾼度教養教育科⽬」を履修

させることにより、⼈⽂学に関する領域横断的な分野や、⼈⽂学以外の学問分野に関する⾼度
な教養を培う。 
 

○国際性涵養教育︓「⾼度国際性涵養教育科⽬」により、⾼度な外国語運⽤能⼒、異⽂化や他者に
対する感受性と知識を涵養する。 

 
また、学⽣⾃⾝の専⾨領域にかかわらず、幅広く科⽬を履修させることで、学際的・領域横断

的な研究につながるようにしています。なお、学⽣には、⾃専攻内の主たる指導教員のほかに、
必要に応じて他専攻の「相談教員」を指定し、随時研究指導を⾏う体制を整備しています。 

さらに、海外の諸⼤学との交流協定等に則った留学、海外研修、国際交流のプログラムを整備
し、学⽣の積極的な参加を促します。 
 

このような教育課程と体制により、最終年次には、⾼度な専⾨性を備えた修⼠論⽂の完成へと
導きます。 
 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

講義科⽬では、各⼈の研究主題に関する体系的な知識を習得するとともに、与えられる論述課



 

 

題を通じて、⾃⼒で資料を収集・分析・考察し、その結果を的確かつ論理的に構成・表現する能
⼒を⾝につけさせます。また、演習科⽬では、各⼈に⼝頭発表を⾏わせ、⽇本語ならびに外国語
の⽂献資料の⾼度な読解・分析能⼒、調査・研究を的確に遂⾏する能⼒、その結果を論理的かつ
説得的に発信する能⼒を⾝につけさせます。 

 
○専⾨教育︓講義科⽬と演習科⽬からなる「専⾨教育科⽬」から選択履修させる。専⾨領域によ

っては学外での実習やフィールドワークを取り⼊れた実習科⽬も開講する。「研究科共通科⽬」
のうち「⼈⽂学基礎（⼈⽂学と対話）」1 単位は必修とする。また、修⼠論⽂作成を通じて、独
⾃の課題について、主体的に考究・発信する能⼒を⾝につけさせる。 
 

○教養教育︓「研究科共通科⽬」のうち「⼈⽂学基礎（現代の教養）」1 単位は必修とする。その
他、講義科⽬と演習科⽬からなる「⾼度教養教育科⽬」から選択履修させる。 

 
○国際性涵養教育︓主として講義科⽬からなる「⾼度国際性涵養教育科⽬」から選択履修させる。 
 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

講義科⽬、演習・実習科⽬においては、シラバス等に記載されている学習⽬標の達成度に従い、
成績評価の⽅法（試験や課題、レポートなど）を⽤いて評価します。 

修⼠論⽂においては、複数の審査員が、主題選択の妥当性、論述の明晰さ、資料・⽂献調査の
適切性、主張の独⾃性などを総合的に判断し、評価します。 
 
【博⼠後期課程】 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

各学⽣の研究主題に関する講義科⽬、演習科⽬の履修を通じて、深い学識と⾼度な研究能⼒、
幅広い教養、ならびに国際的に発信する⾔語能⼒を修得させるとともに、研究を主体的に構想・
実⾏する能⼒と独創的なデザイン⼒をさらに⾼めます。 

また、学⽣⾃⾝の専⾨領域にかかわらず、幅広く科⽬を履修させることで、学際的・領域横断
的な研究につながるようにしています。なお、学⽣には、⾃専攻内の主たる指導教員のほかに、
必要に応じて他専攻の「相談教員」を指定し、随時研究指導を⾏う体制を整備しています。 

さらに、海外の諸⼤学との交流協定等に則った留学、海外研修、国際交流のプログラムを整備
し、学⽣の積極的な参加を促します。 

 
このような教育課程と体制により、最終年次には、⾃⽴した専⾨家としての独創性を備えた博

⼠論⽂の完成へと導きます。 

 



 

 

＜学修内容及び学修⽅法＞ 
講義科⽬を通じて、⾼度な教養ならびに⾼度な専⾨性と深い学識を⾝につけさせます。また、

演習・実習科⽬を通じて、①⽇本語ならびに外国語の⽂献資料の⾼度な読解・分析能⼒、②調査・
研究を的確に遂⾏するデザイン⼒と実⾏⼒、③その結果を論理的かつ説得的に発信する能⼒を⾝
につけさせます。さらに、博⼠論⽂作成を通じて、独⾃の課題について、学問的価値の⾼い成果
を主体的に考究・発信する能⼒を涵養します。 
 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

講義科⽬、演習・実習科⽬においては、シラバス等に記載されている学習⽬標の達成度に従い、
成績評価の⽅法（試験や課題、レポートなど）を⽤いて評価します。 

博⼠論⽂においては、当該分野の専⾨家である複数の審査員が、主題選択の妥当性、論述の明
晰さ、資料・⽂献調査の適切性、主張の独⾃性などを総合的に判断し、評価します。 



 

 

⼈⽂学研究科 
学位プログラム︓ ⼈⽂学 
授与する学位︓ 修⼠（⽂学）、博⼠（⽂学または学術） 
 
教育⽬標 
 
【博⼠前期課程】 

⼤阪⼤学および⼈⽂学研究科の教育⽬標のもと、学位プログラム「⼈⽂学」は、⽂献研究の⽅
法を基盤としつつ、現代社会の諸課題に応えるための研究アプローチを積極的に取り込み、伝統
的な⼈⽂知の更新を⽬指す⼀⽅で、⼈⽂知の多様性・多⾯性を反映する哲学、グローバルヒスト
リー・地理学、⽂学、⽐較・対照⾔語学の各コースにおいて、それぞれの学術的⽂脈に即した先
端的かつ独⾃な研究・教育をも⽬指します。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
・哲学、グローバルヒストリー・地理学、⽂学、⽐較・対照⾔語学の各コースにおいて先端的な

研究を⾏なうための専⾨的知識を習得させる。 
・各専⾨分野の研究⽅法に従ってデータや⽂献などの資料の的確な収集・分析⽅法を把握し、⽂

献を正確に読解する⽅法を習得させる。 
・明解な論旨で⼀貫した構成をもち，かつ明晰な⽂章表現によって学術論⽂を記述する技術を習

得させる。 
○⾼度な教養 
・⼈⽂学全般にわたる幅広く⾼度な教養を⾝につけさせる。 
・⼈⽂学全般に関係する現代にふさわしい⾼度な情報リテラシーを培う。 
・多くの事象にわたる総合的かつ⾼度な⼈⽂学的教養を⾝につけさせる。 
○⾼度な国際性 
・異⽂化に対する⾼度な知識、鋭敏な感受性および深い理解⼒を習得させる。 
・⼈⽂学の教養を踏まえ、国際的に活躍できる⾼い⾔語運⽤能⼒を習得させる。 
○⾼度なデザイン⼒ 
・哲学、グローバルヒストリー・地理学、⽂学、⽐較・対照⾔語学の各コースにおける独⾃の研

究テーマを設定し、現代社会の諸問題を解決する能⼒を習得させる。 
○独⾃の教育⽬標 
・現代社会の諸課題に応えるための研究アプローチを積極的に取り込むことを主眼とし、伝統的

な⼈⽂知の更新を⽬指す。 
・少⼈数教育、研究コミュニティーによる切磋琢磨を通して鍛えられた深い⼈⽂知を有し、グロ

ーバル社会で活躍できる⾼度専⾨職業⼈を育成する。 
・⾼度な専⾨性と深い学識、⾼度な教養、⾼度な国際性、⾼度なデザイン⼒に基づいて、哲学、

グローバルヒストリー・地理学、⽂学、⽐較・対照⾔語学の各コースにおける独創性を備えた修



 

 

⼠論⽂を作成する能⼒を養う。 
 
【博⼠後期課程】 

⼤阪⼤学および⼈⽂学研究科の教育⽬標のもと、学位プログラム「⼈⽂学」は、⽂献研究の⽅
法を基盤としつつ、現代社会の諸課題に応えるための研究アプローチを積極的に取り込み、伝統
的な⼈⽂知の更新を⽬指す⼀⽅で、⼈⽂知の多様性・多⾯性を反映する哲学、グローバルヒスト
リー・地理学、⽂学、⽐較・対照⾔語学の各コースにおいて、それぞれの学術的⽂脈に即した先
端的かつ独⾃な研究・教育をも⽬指します。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
・哲学、グローバルヒストリー・地理学、⽂学、⽐較・対照⾔語学の各コースにおいて，⾃⽴し

た研究者に必要な⾼度な専⾨的知識、調査の技能、ならびに明晰な論述能⼒とともに、伝統的
な⼈⽂知を更新する先端的で独創的な研究に取り組む能⼒を習得させる。 

・各専⾨分野の研究⽅法に従ってデータや⽂献などの資料の的確な収集・分析⽅法を指導し、⽂
献を正確に読解する⽅法を習得させる。 

・明解な論旨で⼀貫した構成をもち，かつ明晰な⽂章表現によって学術論⽂を記述する技術を習
得させる。 

○⾼度な教養 
・⼈⽂学全般にわたる幅広く⾼度な教養と、⾃⽴した研究者に必要な⾼度で総合的な⼈⽂学的教

養を⾝につけさせる。 
・⼈⽂学全般に関係する現代にふさわしい⾼度な情報リテラシーを培い、複眼的、俯瞰的に思考

し、対象を多⾓的に評価できる⼒を養う。 
・多くの事象にわたる総合的かつ⾼度な⼈⽂学的教養を⾝につけさせる。 
○⾼度な国際性 
・異⽂化に対する⾼度な知識と深い理解を背景に、⾃⽴した研究者として国際的に活躍できる⾼

度な⾔語運⽤能⼒を習得させる。 
○⾼度なデザイン⼒ 
・先⾏研究を広く踏まえつつ、⼈類の「知」の地平を拡⼤する豊かな感性と優れた探求能⼒を習

得させる。 
○独⾃の教育⽬標 
・現代社会の諸課題に応えるための研究アプローチを積極的に取り込むことを主眼とし、伝統的

な⼈⽂知の更新を⽬指すとともに、その多様性・多⾯性を反映する各コース・専⾨分野におい
て、それぞれの学術的⽂脈に即した先端的かつ独⾃な研究・教育を⽬指す。 

・少⼈数教育、研究コミュニティーによる切磋琢磨を通して鍛えられた深い⼈⽂知を有し、グロ
ーバル社会で活躍できる⾼度専⾨職業⼈を育成する。 

・最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識、⾼度な教養、⾼度な国際性、⾼度なデザイン⼒に基づい



 

 

て、哲学、グローバルヒストリー・地理学、⽂学、⽐較・対照⾔語学の各コースにおける⾃⽴し
た専⾨家としての独創性を備えた博⼠論⽂を作成する能⼒を養う。 
 
 
  



 

 

学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 
【博⼠前期課程】 

⼤阪⼤学および⼈⽂学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「⼈⽂学」は、
「⼈⽂（humanities =⼈間性）の知」に関する⾼度な専⾨性と深い学識、教養・デザイン⼒・国
際性を⾝につけ、所定の単位を修得し、学位論⽂の審査及び最終試験に合格した学⽣に学位を授
与します。 

博⼠前期課程では、以下の「学習⽬標」を達成したと判定された学⽣に修⼠（⽂学）の学位を
授与します。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
・哲学、グローバルヒストリー・地理学、⽂学、⽐較・対照⾔語学の各コースにおいて⾼度な専

⾨的知識を⾝につけ、先端的な研究に取り組むことができる。 
・各専⾨分野の研究⽅法に従ってデータや⽂献などの資料を的確に収集・分析するとともに、⽂

献を正確に読解する能⼒・⽅法を習得している。 
・明解な論旨で⼀貫した構成をもち，かつ明晰な⽂章表現によって学術論⽂を記述することがで

きる。 
○⾼度な教養 
・⼈⽂学全般にわたる幅広く⾼度な教養を⾝につけている。 
・⼈⽂学全般に関係する現代にふさわしい⾼度な情報リテラシーを習得している。 
・多くの事象にわたる総合的かつ⾼度な⼈⽂学的教養を⾝につけている。 
○⾼度な国際性 
・異⽂化に対する⾼度な知識、鋭敏な感受性および深い理解⼒を習得している。 
・⼈⽂学の教養を踏まえ、国際的に活躍できる⾼い⾔語運⽤能⼒を習得している。 
○⾼度なデザイン⼒ 
・哲学、グローバルヒストリー・地理学、⽂学、⽐較・対照⾔語学の各コースにおける独⾃の研

究テーマを設定し、現代社会の諸問題を解決する能⼒を習得している。 
○独⾃の学習⽬標 
・最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識、⾼度な教養、⾼度な国際性、⾼度なデザイン⼒に基づい

て、哲学、グローバルヒストリー・地理学、⽂学、⽐較・対照⾔語学の各コースにおける独創
性を備えた修⼠論⽂を作成できる。 

  



 

 

【博⼠後期課程】 
⼤阪⼤学および⼈⽂学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「⼈⽂学」は、

「⼈⽂（humanities =⼈間性）の知」に関する⾼度な専⾨性と深い学識、教養・デザイン⼒・国
際性を⾝につけ、所定の単位を修得し、学位論⽂の審査及び最終試験に合格した学⽣に学位を授
与します。 

博⼠後期課程では、以下の「学習⽬標」を達成したと判定された学⽣に以下の学習⽬標」を達
成したと判断された学⽣に、博⼠（⽂学）または博⼠（学術）の学位を授与します。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
・哲学、グローバルヒストリー・地理学、⽂学、⽐較・対照⾔語学の各コースにおいて⾼度な専

⾨的知識を⾝につけ、先端的な研究に取り組むことができる。 
・専⾨分野の研究⽅法に従ってデータや⽂献などの資料を的確に収集・分析するとともに、⽂献

を正確に読解する能⼒を習得している。 
・明解な論旨で⼀貫した構成をもち，かつ明晰な⽂章表現によって学術論⽂を記述できる。 
○⾼度な教養 
・⼈⽂学全般にわたる幅広く⾼度な教養を習得しているとともに、⾃⽴した研究者に必要な⾼度

で総合的な⼈⽂学的教養を⾝につけている。 
・⼈⽂学全般に関係する現代にふさわしい⾼度な情報リテラシーを習得しているとともに、複眼

的、俯瞰的に思考し、対象を多⾓的に評価できる⼒を持っている。 
・多くの事象にわたる総合的かつ⾼度な⼈⽂学的教養を修得している。 
○⾼度な国際性 
・異⽂化に対する⾼度な知識、鋭敏な感受性および深い理解⼒を習得している。 
・国際的に活躍できる⾼い⾔語運⽤能⼒を習得している。○⾼度なデザイン⼒ 
・哲学、グローバルヒストリー・地理学、⽂学、⽐較・対照⾔語学の各コースにおける独⾃の研

究テーマを設定し、現代社会の諸問題を解決する能⼒を習得している。 
○独⾃の学習⽬標 
・最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識、⾼度な教養、⾼度な国際性、⾼度なデザイン⼒に基づい

て、哲学、グローバルヒストリー・地理学、⽂学、⽐較・対照⾔語学の各コースにおける⾃⽴
した専⾨家としての独創性を備えた博⼠論⽂を作成できる。 

 
 
  



 

 

教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 
【博⼠前期課程】 

⼤阪⼤学および⼈⽂学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「⼈⽂学」は、
以下の⽅針でカリキュラムを編成します。 
 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

２年間の課程を通じて、専⾨教育、教養教育、国際性涵養教育の３つの柱に基づいた科⽬編成
を⾏い、哲学、グローバルヒストリー・地理学、⽂学、⽐較・対照⾔語学の各コースの最先端か
つ⾼度な専⾨性と深い学識、⾼度な教養、⾼度な国際性、⾼度なデザイン⼒を養います。 
 
○専⾨教育︓「専⾨教育科⽬」により、当該分野に必要な専⾨知識と研究能⼒、ならびに国際的

に発信する⾔語能⼒を養います。また、年次ごとに研究計画の策定と研究報告書の作成を課
し、研究を主体的に構想・実⾏する能⼒とデザイン⼒を⾼め、⾼度な専⾨性を備えた修⼠論⽂
の完成へと導きます。 

○教養教育︓「⾼度教養教育科⽬」により、専⾨分野以外の学問分野や領域横断的な分野に関す
る⾼度な教養を培います。 

○国際性涵養教育︓「⾼度国際性涵養教育科⽬」により、⾼度な外国語運⽤能⼒、異⽂化や他者
に対する感受性と知識を涵養します。また、海外の諸⼤学との交流協定等に則った留学、海外
研修、国際交流への参加を促すことで、上記の能⼒や知識をさらに⾼めます。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

講義科⽬では、個々の主題に関する体系的な知識を習得するとともに、与えられる論述課題を
通じて、⾃⼒で資料を収集・分析・考察し、その結果を的確かつ論理的に構成・表現する能⼒を
⾝につけます。また、演習科⽬では、各⼈が⼝頭発表を⾏うことで、⽇本語ならびに外国語の⽂
献資料の⾼度な読解・分析能⼒、調査・研究を的確に遂⾏する能⼒、その結果を論理的かつ説得
的に発信する能⼒を⾝につけます。また、⼈⽂学研究科共通の必修科⽬として、１年次に「⼈⽂
学」の基礎知識を学ぶ「⼈⽂学基礎（⼈⽂学と対話）」（１単位）と、⾼度教養教育科⽬として開
講される「⼈⽂学基礎（現代の教養）」（１単位）を履修します。 
 
○専⾨教育︓講義科⽬と演習科⽬からなる「専⾨教育科⽬」から選択履修します。専⾨分野によ

っては学外での実習やフィールドワークを取り⼊れた実習科⽬も開講しています。また、修⼠
論⽂作成を通じて、独⾃の課題について、主体的に考究・発信する能⼒を⾝につけます。 

○教養教育︓講義科⽬と演習科⽬からなる「⾼度教養教育科⽬」から選択履修します。 
○国際性涵養教育︓主として講義科⽬からなる「⾼度国際性涵養教育科⽬」から選択履修しま

す。 



 

 

＜学修成果の評価⽅法＞ 
学修の成果は、講義科⽬、演習・実習科⽬においては、シラバス等に記載されている学習⽬標

の達成度に従い、成績評価の⽅法（試験や課題、レポートなど）を⽤いて評価します。 
修⼠論⽂においては、複数の審査員が、主題選択の妥当性、論述の明晰さ、資料・⽂献調査の

適切性、主張の独⾃性などを総合的に判断し、評価します。 
 
【博⼠後期課程】 

⼤阪⼤学および⼈⽂学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「⼈⽂学」は、
以下の⽅針でカリキュラムを編成します。 
 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 
〇哲学、グローバルヒストリー・地理学、⽂学、⽐較・対照⾔語学の各コースの講義、演習を通

して当該分野に必要な深い学識と⾼度な研究能⼒、⾼度な教養、ならびに国際的に発信する⾔
語能⼒を養います。年次ごとに研究計画の策定と研究報告書の作成を課し、研究を主体的に構
想・実⾏する能⼒とデザイン⼒をさらに⾼めます。 

〇博⼠論⽂作成の準備のために、２年次以降に博⼠予備論⽂の提出を課します。最終年次には、
⾃⽴した専⾨家としての独創性を備えた博⼠論⽂の完成へと導きます。 

〇海外の諸⼤学との交流協定等に則った留学、海外研修、国際交流を積極的に促します。 
 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 
〇講義科⽬を通じて、⾼度な教養ならびに⾼度な専⾨性と深い学識を⾝につけます。 
〇演習・実習科⽬を通じて、①⽇本語ならびに外国語の⽂献資料の⾼度な読解・分析能⼒、②調

査・研究を的確に遂⾏する能⼒、③その結果を論理的かつ説得的に発信する能⼒を⾝につけま
す。 

〇博⼠論⽂作成を通じて、独⾃の課題について、学問的価値の⾼い成果を主体的に考究・発信す
る能⼒を⾝につけます。 

 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

学修の成果は、講義科⽬、演習・実習科⽬においては、シラバス等に記載されている学習⽬標
の達成度に従い、成績評価の⽅法（試験や課題、レポートなど）を⽤いて評価します。 

博⼠論⽂においては、当該分野の専⾨家である複数の審査員が、主題選択の妥当性、論述の明
晰さ、資料・⽂献調査の適切性、主張の独⾃性などを総合的に判断し、評価します。 

 



春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

人文学全般にわたる幅広く高度
な教養を身につけている。 〇

人文学全般にわたる高度で幅広
い教養と現代にふさわしい高度
な情報リテラシーを習得してい
る。

〇

多くの事象にわたる総合的かつ
高度な人文学的教養を身につけ
ている。

〇

哲学、グローバルヒストリー・
地理学、文学、比較・対照言語
学の各コースにおいて高度な専
門的知識を身につけ、先端的な
研究に取り組むことができる。

〇

各専⾨分野の研究方法に従って

データや文献などの資料を的確
に収集・分析するとともに、文
献を正確に読解する能力・方法
を習得している。

〇

人文学の教養を踏まえ、国際的
に活躍できる高い言語運用能力
を習得している。

〇

異文化に対する高度な知識、鋭
敏な感受性および深い理解力を
習得している。

〇

哲学、グローバルヒストリー・
地理学、文学、比較・対照言語
学の各コースにおける独自の研
究テーマを設定し、現代社会の
諸問題を解決する能力を習得し
ている。

〇

明解な論旨で一貫した構成をも
ち，かつ明晰な文章表現によっ
て学術論文を記述することがで
きる。

〇

最先端かつ高度な専門性と深い学識、高
度な教養、高度な国際性、高度なデザイ
ン力に基づいて、哲学、グローバルヒス
トリー・地理学、文学、比較・対照言語
学の各コースにおける独創性を備えた修
士論文を作成できる。

〇

人文学研究科カリキュラムマップ＿博士前期課程　人文学専攻　学位プログラム「人文学」

博士前期2年

※海外留学は、必須ではありません。

　交換留学およびエラスムス・ムンドゥス・マスタープログラム（ユーロカルチャー）を希望する場合は、協定校が定める語学能力に関する証明書の提出や、面接等に合格する必要があります。

　上記の留学期間はモデルケースであり、留学時期を限定しているものではありません。
　留学期間は概ね、半年～１年程度です。
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博士前期1年

大学院横断教育科目・大学院副専攻プログラム・大学院等高度副プログラム
専門教育科目

（所属専門分野の科目）

大学院横断教育科目・大学院副専攻プログラム・

大学院等高度副プログラム

専門教育科目（他専門分野の科目）

修士論文

高度教養教育科目

海外留学※高度国際性

涵養教育科目

修士論文作成演習

人文学基礎（現代の教養）【必修】

人文学基礎（人文学と対話）【必修】



人文学研究科カリキュラムマップ＿博士後期課程　人文学専攻　学位プログラム「人文学」

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

人文学全般にわたる幅広く高度な教養を
習得しているとともに、自立した研究者
に必要な高度で総合的な人文学的教養を
身につけている。

〇

人文学全般にわたる高度で幅広い教養と
現代にふさわしい高度な情報リテラシー
を習得しているとともに、複眼的、俯瞰
的に思考し、対象を多角的に評価できる
力を持っている。

〇

哲学、グローバルヒストリー・地理学、
文学、比較・対照言語学の各コースにお
いて高度な専門的知識を身につけ、先端
的な研究に取り組むことができる。

〇

専門分野の研究方法に従ってデータや文
献などの資料を的確に収集・分析すると
ともに、文献を正確に読解する能力を習
得している。

〇

異文化に対する高度な知識、鋭敏な感受
性および深い理解力を習得している。

〇

国際的に活躍できる高い言語運用能力を
習得している。

〇

哲学、グローバルヒストリー・地理学、
文学、比較・対照言語学の各コースにお
ける独自の研究テーマを設定し、現代社
会の諸問題を解決する能力を習得してい
る。

〇

明解な論旨で一貫した構成をもち，かつ
明晰な文章表現によって学術論文を記述
できる。

〇

最先端かつ高度な専門性と深い学識、高
度な教養、高度な国際性、高度なデザイ
ン力に基づいて、哲学、グローバルヒス
トリー・地理学、文学、比較・対照言語
学の各コースにおける自立した専門家と
しての独創性を備えた博士論文を作成で
きる。

〇

　留学期間は概ね、半年～１年程度です。

博士後期２年 博士後期３年

※海外留学は、必須ではありません。

　交換留学を希望する場合は、協定校が定める語学能力に関する証明書の提出や、面接等に合格する必要があります。

　上記の留学期間はモデルケースであり、留学時期を限定しているものではありません。
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博士後期１年

大学院横断教育科目・大学院副専攻プログラム・大学院等高度副プログラム

高度教養教育科目

高度国際性涵養教育科目

大学院横断教育科目・大学院副専攻プログラム・大学院等高度副プログラム

専門教育科目
（所属専門分野の科目）

博士

予備論文
博士論文

専門教育科目（他専門分野の科目）

海外留学※

博士論文作成演習



 

 

⼈⽂学研究科 
学位プログラム︓ ⾔語⽂化学 
授与する学位︓ 修⼠（⾔語⽂化学）、博⼠（⾔語⽂化学） 
 
教育⽬標 
 
【博⼠前期課程】 

⼤阪⼤学および⼈⽂学研究科の教育⽬標を受けて、学位プログラム「⾔語⽂化学」では以下の
とおり教育⽬標を定めています。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

⾔語、⽂化、教育、メディア、翻訳等、⾔語⽂化に関する最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識
を⾝につけさせるとともに、学術論⽂作成に必要なスキルや⾼度な研究に取り組むための種々の
能⼒を養います。その⼀⽅で、伝統的な学問領域を基にしながらも、既存の学問領域にとらわれ
ることなく新たな研究領域や⽅法論の開拓や⽂理融合も視野に⼊れつつ、⾔語と⽂化に関する⾼
度な教養、ならびに情報活⽤能⼒を修得したうえで、グローバル社会が直⾯する課題の解決に貢
献できる⼈材の育成を⽬標としています。 
○⾼度な教養 

既存の学問領域にとらわれず、領域横断的で⾼度な教養を⾝に付け、グローバル社会が直⾯す
る課題に対して、現代にふさわしい⾼度な情報リテラシーのもと学際的観点から複眼的、俯瞰的
に思考し、多⾓的に評価できる⼒を養います。 
○⾼度な国際性 

グローバル化や情報化が進展する今⽇、政治・経済・教育などの領域において、世界の諸地域・
諸⺠族の相互理解を成り⽴たせるためには、それぞれの⾔語や⽂化を適切に理解し尊重する姿勢
が必要です。このような社会において、⾔語や⽂化の差異を越えて、豊かなコミュニケーション
を実らせる⾼度な⾔語能⼒を養います。 
○⾼度なデザイン⼒ 

⾔語⽂化に関する本質的かつ複雑多様な課題を発⾒し、解決の道筋を構想できる⼒を養います。
また、⾔語⽂化の成り⽴ちに対する洞察⼒、得られた知⾒を多様な情報⼿段によって発信する能
⼒も養います。 
○独⾃の教育⽬標 

学位プログラム「⾔語⽂化学」は、博⼠前期課程を通して、学⽣にカリキュラム・ポリシーに
よって編成された科⽬を履修させ、教員の適切で多⾯的な指導によって論⽂作成や研究発表をさ
せることで、⾔語⽂化に関する⾼度な専⾨性と深い学識、そして地域社会および国際社会に対す
る⾔語⽂化学的な洞察⼒を⾝につけた、学術・⽂化・教育・社会・産業などの多様な分野で活躍
し得る⼈材を育成します。今⽇ますます多⽂化・多⾔語社会へと変貌していく世界を理解し、得
られた知⾒を広く社会に発信することにより、国家・⺠族・⽂化間の軋轢や紛争、温暖化現象な



 

 

どの環境問題や⼈⼝問題などの深刻化した問題の解決に貢献できる⼈材育成を⽬指します。 
 

【博⼠後期課程】 
⼤阪⼤学および⼈⽂学研究科の教育⽬標を受けて、学位プログラム「⾔語⽂化学」では以下の

とおり教育⽬標を定めています。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

⾔語、⽂化、教育、メディア、翻訳等、⾔語⽂化に関する最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識
を⾝につけさせるとともに、国際的な舞台で通⽤する学術論⽂作成に必要なスキルや第⼀線の研
究に取り組むための種々の能⼒を養います。その⼀⽅で、伝統的な学問領域を基にしながらも、
既存の学問領域にとらわれることなく新たな研究領域や⽅法論の開拓や⽂理融合も視野に⼊れつ
つ、⾔語と⽂化に関する最先端の⾼度な教養、ならびに情報活⽤能⼒を修得したうえで、グロー
バル社会が直⾯する課題に対して、独創的な発想で取り組み、その解決に貢献できる⾃⽴した研
究者ならびに⾼度専⾨職業⼈の育成を⽬標としています。 
○⾼度な教養 

既存の学問領域にとらわれず、領域横断的で⾼度な教養を⾝に付け、グローバル社会が直⾯す
る課題に対して、現代にふさわしい⾼度な情報リテラシーのもと学際的観点から複眼的、俯瞰的
に思考し、多⾓的に評価をすることにより、独創的な解決を提案することができる、現代社会の
リーダーとしての⼒を養います。 
○⾼度な国際性 

グローバル化や情報化が進展する今⽇、政治・経済・教育などの領域において、世界の諸地域・
諸⺠族の相互理解を成り⽴たせるためには、それぞれの⾔語や⽂化を適切に理解し尊重する姿勢
が必要です。このような社会において、⾔語や⽂化の差異を越えて、豊かなコミュニケーション
を実らせ、国際的にリーダーシップを発揮できる⾼度な⾔語能⼒を養います。 
○⾼度なデザイン⼒ 

⾔語⽂化に関する本質的かつ複雑多様な課題を発⾒し、解決の道筋を構想できる⾼度な⼒を養
います。また、⾔語⽂化の成り⽴ちに対する洞察⼒、得られた知⾒を多様な情報⼿段によって発
信する能⼒をさらに⾼めます。 
○独⾃の教育⽬標 

学位プログラム「⾔語⽂化学」は、博⼠後期課程を通して、学⽣にカリキュラム・ポリシーに
よって編成された科⽬を履修させ、教員の適切で多⾯的な指導によって論⽂作成や研究発表をさ
せることで、⾔語⽂化に関する⾼度な専⾨性と深い学識、そして地域社会および国際社会に対す
る⾔語⽂化学的な洞察⼒を⾝につけた、学術・⽂化・教育・社会・産業などの多様な分野でリー
ダーおよび指導者として活躍し得る⼈材を育成します。博⼠後期課程を通して⾝につけた現存の
学問領域にとらわれないグローバル社会に対する洞察⼒を活かし、今⽇ますます多⽂化・多⾔語
社会へと変貌していく世界を理解し、得られた知⾒を広く社会に発信することにより、国家・⺠



 

 

族・⽂化間の軋轢や紛争、温暖化現象などの環境問題や⼈⼝問題などの深刻化した問題の解決に
貢献できる⾃⽴した新たな研究領域の開拓に積極的に取り組む研究者ならびに⾼度専⾨職業⼈の
育成を⽬指します。 
  



 

 

学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 
【博⼠前期課程】 

⼤阪⼤学および⼈⽂学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「⾔語⽂化学」
は、⾔語と⽂化に関する⾼度な専⾨性と深い学識、教養・デザイン⼒・国際性を⾝につけ、所定
の単位を修得し、学位論⽂の審査および最終試験に合格した学⽣に学位を授与します。 
 博⼠前期課程では、以下の「学習⽬標」を達成したと判定された学⽣に修⼠（⾔語⽂化学）の
学位を授与します。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
・⾔語、⽂化、教育、メディア、翻訳等、⾔語⽂化に関する最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識

を有する。 
・独創性、実証性、論理性、明確性等の要件を満たした論⽂を執筆する能⼒を有する。 
・論理的で説得⼒のある研究発表をするためのプレゼンテーション能⼒を有する。 
○⾼度な教養 
・グローバル社会における多様な⾔語⽂化事象に関して、既存の学問分野にとらわれない、領域

横断的・学際的で幅広い興味・関⼼および⾼度な教養を有する。 
・⾔語情報処理やデータ統計処理に関する能⼒を有する。 
○⾼度な国際性 
・情報・コミュニケーション⼿段にとらわれず、⾔語や⽂化の差異を越えて効率的なコミュニケ

ーションを図るための⾼度な⾔語運⽤能⼒を有する。 
・留学⽣は、⾼度な⽇本語運⽤能⼒を有する。 
○⾼度なデザイン⼒ 
・⾔語⽂化に関する専⾨分野において、本質的かつ複雑多様な課題を発⾒し、的確なデータ・⽂

献資料収集を通して、論理的に解決の道筋を構想できる能⼒を有する。 
○独⾃の学習⽬標 
・既存の学問領域にとらわれない領域横断的な指導のもと、既存の学問領域では成し得ない、地

域社会および国際社会に対する新しい知⾒と複眼的な洞察⼒を有し、社会における様々な問題
解決に貢献できる能⼒を⾝につけている。 

 
【博⼠後期課程】 

⼤阪⼤学および⼈⽂学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「⾔語⽂化学」
は、⾔語と⽂化に関する⾼度な専⾨性と深い学識、教養・デザイン⼒・国際性を⾝につけ、所定
の単位を修得し、学位論⽂の審査および最終試験に合格した学⽣に学位を授与します。 

博⼠後期課程では、以下の「学習⽬標」を達成したと判定された学⽣に博⼠（⾔語⽂化学）の
学位を授与します。 



 

 

○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
・グローバル社会において⾃⽴した研究者ならびに⾼度専⾨職業⼈に必要な⾔語⽂化に関する最

先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識を有する。 
・研究成果を⽇本および国際的な学術誌に掲載されるような論⽂を執筆する能⼒を⾝につけてい

る。 
・⽇本および国際学会で研究発表をするための⾼度なプレゼンテーション能⼒を有する。 
○⾼度な教養 
・グローバル社会における多様な⾔語⽂化事象に関して、既存の学問分野にとらわれない、領域

横断的・学際的で幅広い興味・関⼼および現代社会のリーダーとしてふさわしい⾼度な教養を
有する。 

・⾔語情報処理やデータ統計処理に関する⾼度な能⼒を有する。 
○⾼度な国際性 
・⾔語⽂化を研究する⽴場から、国際化・情報化の進展する現代社会に深い関⼼を寄せ、それぞ

れの⾔語や⽂化を適切に理解し、尊重しようとする姿勢を有する。 
・情報・コミュニケーション⼿段にとらわれない、学際的で幅広い教養に裏打ちされた⾼度な⾔

語運⽤能⼒を有する。 
・留学⽣は、⾃⽴した研究者ならびに⾼度専⾨職業⼈として、グローバル社会における様々な問

題解決に必須の⾼度な⽇本語運⽤能⼒を有する。 
○⾼度なデザイン⼒ 
・⾔語⽂化に関する専⾨分野において、本質的かつ複雑多様な課題を発⾒し、的確なデータ・⽂

献資料収集を通して、論理的に解決の道筋を構想し、独創的・先端的な研究を展開する能⼒を
有する。 

○独⾃の学習⽬標 
・既存の学問領域にとらわれない領域横断的な指導のもと、既存の学問領域では成し得ない、地

域社会および国際社会に対する新しい知⾒と複眼的な洞察⼒を有し、社会における様々な問題
解決にリーダーとして貢献できる⾼度な能⼒を⾝につけている。さらに、国際的に連携しなが
ら問題解決に臨む積極的な姿勢とコミュニケーション能⼒を⾝につけている。 

  



 

 

教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 
【博⼠前期課程】 

⼤阪⼤学および⼈⽂学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「⾔語⽂化学」
の教育は、ディプロマ・ポリシーに掲げる知識や技能を修得させるべく、体系的かつ多様な科⽬
の授業および学位論⽂の作成等に対する指導によって⾏われます。 
 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

学位プログラム「⾔語⽂化学」は、⼈⽂学共通の科⽬編成とともに、⾔語⽂化学専攻６講座で
構成する以下３つの履修分野を設定し、これらが連携した教育・研究の提供により、⾔語⽂化学
に関する最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識、幅広い教養、⾼度な国際性、⾼度なデザイン⼒を
養います。 
 
・履修分野Ｉ︓超領域⽂化論、表象⽂化論を中⼼にさまざまな分野の科⽬を提供しています。 
・履修分野 II︓コミュニケーション論、第⼆⾔語教育学を中⼼にさまざまな分野の科⽬を提供し

ています。 
・履修分野 III︓理論⾔語学、デジタルヒューマニティーズ、⾔語認知科学を中⼼にさまざまな分

野の科⽬を提供しています。 
 
〇専⾨教育︓各履修分野は上記の研究領域に沿って開講科⽬が構成されていますが、⾔語⽂化学

専攻では、既存の学問領域にとらわれず、総合的・領域横断的な⾔語⽂化研究を重視すること
から、従来の学問分野の領域を超えた横断的な教育・研究を可能にする場として、学⽣が各⾃
の研究関⼼を深め、広げるために、すべての履修分野の科⽬を⾃由に選択し、履修できるよう
にしています。加えて、必修科⽬として「研究実践基礎」および「研究発表演習」を履修させ
ることにより、学⽣の研究・論⽂作成における基本的な知識とスキルの修得を課しています。
また、⼈⽂学研究科共通の必修科⽬である「⼈⽂学基礎（⼈⽂学と対話）」の履修により、現代
の⽂化・社会の諸課題に関する最先端の知⾒の修得とともに、問題解決を⾏うための思考⼒を
涵養します。 
学⽣の研究課題や論⽂作成の指導については、１名の学⽣に対し２名の指導教員が担当します
が、指定された指導教員以外にも⾔語⽂化学専攻所属の全教員に直接指導を求めることができ
る「集団指導体制」を取っています。 

○教養教育︓必修科⽬である「⼈⽂学基礎（現代の教養）」を含めた⾼度教養教育科⽬により、専
⾨分野以外の学問分野や領域横断的な分野に関する⾼度な教養を培います。 

○国際性涵養教育︓「⾔語特別演習」等の⾼度国際性涵養教育科⽬の履修により、⾼度な外国語運
⽤能⼒、異⽂化や他者に対する感受性と知識を涵養します。また、海外の諸⼤学との交流協定
等に則った留学、海外研修、国際交流への参加を促すことで、上記の能⼒や知識をさらに⾼め



 

 

ます。 
 
＜学修内容および学修⽅法＞ 

授業形式は、学⽣⾃⾝による問題解決型の学習を取り⼊れつつ、各専⾨教育科⽬の教授内容に
合わせ、講義、演習、実習と様々です。なお、博⼠前期課程では、⼈⽂学研究科共通の必修科⽬
として、１年次に「⼈⽂学」の基礎知識を学ぶ「⼈⽂学基礎（⼈⽂学と対話）」（１単位）と、⾼
度教養教育科⽬として開講される「⼈⽂学基礎（現代の教養）」（１単位）を、専攻独⾃の必修科
⽬として、１年次に⼤学院における研究を実践するための基礎知識を学ぶ「研究実践基礎」（１単
位）と、２年次に⾼度なプレゼンテーション能⼒を養う「研究発表演習」（１単位）の４科⽬（４
単位）を修得させます。さらに、「⾔語特別演習」等、⾼度国際性涵養教育科⽬として開講される
科⽬から 2 単位を修得させます。 
 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

各科⽬のシラバスに記載されている学習⽬標の達成度について、記載されている成績評価の⽅
法（筆記試験、レポート、⼝頭試験（研究報告を含む）等）を⽤いて評価します。 

修⼠論⽂においては、当該分野の専⾨家である複数の審査員が、独創性、継承性、実証性、論
理性、明確性などを総合的に判断し、評価します。 
 

以上のように、学位プログラム「⾔語⽂化学」は、ディプロマ・ポリシーに掲げる「学習⽬標」
を学⽣が達成できるように、授業の開講と研究指導の両⾯で、⾼度かつ多⾯的なカリキュラムを
提供しています。 

 
【博⼠後期課程】 

⼤阪⼤学および⼈⽂学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「⾔語⽂化学」
の教育は、ディプロマ・ポリシーに掲げる知識や技能を修得させるべく、体系的かつ多様な科⽬
の授業および学位論⽂の作成等に対する指導によって⾏われます。 
 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

学位プログラム「⾔語⽂化学」は、⼈⽂学共通の科⽬編成とともに、⾔語⽂化学専攻６講座で
構成する以下３つの履修分野を設定し、これらが連携した教育・研究の提供により、⾔語⽂化学
に関する深い学識と⾼度な研究能⼒、幅広い教養、国際的に発信する⾔語能⼒を養い、さらに研
究を主体的に構想・実⾏する⼒や独創的なデザイン⼒を⾼めます。 
 
・履修分野Ｉ︓超領域⽂化論特別研究、表象⽂化論特別研究を中⼼にさまざまな分野の科⽬を提

供しています。 
・履修分野 II︓コミュニケーション論特別研究、第⼆⾔語教育学特別研究を中⼼にさまざまな分



 

 

野の科⽬を提供しています。 
・履修分野 III︓理論⾔語学特別研究、史的⾔語特別研究、デジタルヒューマニティ―ズ特別研究、

⾔語認知科学特別研究を中⼼にさまざまな分野の科⽬を提供しています。 
 
〇専⾨教育︓各履修分野は上記の研究領域に沿って開講科⽬が構成されていますが、⾔語⽂化学

専攻では、既存の学問領域にとらわれず、総合的・領域横断的な⾔語⽂化研究を重視すること
から、従来の学問分野の領域を超えた横断的な教育・研究を可能にする場として、学⽣が各⾃
の研究関⼼を深め、広げるために、すべての履修分野の科⽬を⾃由に選択し、履修できるよう
にしています。 
学⽣の研究課題や論⽂作成の指導については、１名の学⽣に対し２名の指導教員が担当し、博
⼠論⽂資格審査に合格すると、さらに１名の指導教員がつき、３名の指導教員が博⼠論⽂の指
導に当たります。しかしながら、指定された指導教員以外にも⾔語⽂化学専攻所属の全教員に
直接指導を求めることができる「集団指導体制」を取っており、さらに他専攻の「相談教員」
を指定し、随時研究指導を受けることができるようにしています。 

○教養教育︓⾼度教養教育科⽬により、専⾨分野以外の学問分野や領域横断的な分野に関する、
現代社会のリーダーにふさわしい⾼度な教養を培います。 

○国際性涵養教育︓⾼度国際性涵養教育科⽬により、⾼度な外国語運⽤能⼒、異⽂化や他者に対
する感受性と知識をさらに⾼めます。また、海外の諸⼤学との交流協定等に則った留学、海外
研修、国際交流への参加を促すことで、第⼀線の研究者ならびに⾼度専⾨職業⼈としての能⼒
や知識を養成します。 

 
＜学修内容および学修⽅法＞ 

授業形式は、学⽣⾃⾝による問題解決型の学習を取り⼊れつつ、各専⾨教育科⽬の教授内容に
合わせ、講義、演習、実習と様々です。 
 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

各科⽬のシラバスに記載されている学習⽬標の達成度について、記載されている成績評価の⽅
法（筆記試験、レポート、⼝頭試験（研究報告を含む）等）を⽤いて評価します。 
博⼠論⽂においては、当該分野の専⾨家である複数の審査員が、独創性、継承性、実証性、論理
性、明確性などを総合的に判断し、評価します。 

以上のように、学位プログラム「⾔語⽂化学」は、ディプロマ・ポリシーに掲げる「学習⽬標」
を学⽣が達成できるように、授業の開講と研究指導の両⾯で、⾼度かつ多⾯的なカリキュラムを
提供しています。 



人文学研究科博士前期課程言語文化学専攻　学位プログラム「言語文化学」　カリキュラムマップ

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

グローバル社会における多様な言語文化事象に関して、既存の学問
分野にとらわれない、領域横断的・学際的で幅広い興味・関⼼およ
び⾼度な教養を有する。

○

言語情報処理やデータ統計処理に関する能⼒を有する。 ○

言語文化に関する専門分野において、本質的かつ複雑多様な課題
を発⾒し、的確なデータ・文献資料収集を通して、論理的に解決の
道筋を構想できる能⼒を有する。

○

言語、文化、教育、メディア、翻訳等、言語文化に関する最先端かつ
⾼度な専門性と深い学識を有する。 ○

独創性、実証性、論理性、明確性等の要件を満たした論文を執筆
する能⼒を有する。 ○

論理的で説得⼒のある研究発表をするためのプレゼンテーション能⼒
を有する。 ○

既存の学問領域にとらわれない領域横断的な指導のもと、既存の学
問領域では成し得ない、地域社会および国際社会に対する新しい知
⾒と複眼的な洞察⼒を有し、社会における様々な問題解決に貢献
できる能⼒を⾝につけている。

○

情報・コミュニケーション⼿段にとらわれず、言語や文化の差異を越え
て効率的なコミュニケーションを図るための⾼度な言語運⽤能⼒を有
する。

○

留学⽣は、⾼度な⽇本語運⽤能⼒を有する。 ○

２年
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⾼
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１年

【選択必修】

言語文化学専攻各履修分野の科⽬（２年間）

【必修】

人文学基礎（現代の教養）

大学院高度国際性涵養教育科目

大学院高度教養教育科目

【選択】

言語特別演習Ａ

【必修】

研究実践基礎

【必修】

研究発表演習

【必修】

人文学基礎（人文学と対話）

履修分野Ⅰ
超領域文化論講座各科⽬
表象文化論講座各科⽬

履修分野Ⅱ
コミュニケーション論講座各科⽬
第二言語教育学講座各科⽬

異分野の科目も自由に履修可能

履修分野Ⅲ
理論言語学・デジタル

ヒューマニティーズ講座各科⽬
言語認知科学講座各科⽬

大学院専門教育科目

【選択】

言語特別演習Ｂ

履修を推奨

修

士

論

文



人文学研究科博士後期課程言語文化学専攻　学位プログラム「言語文化学」　カリキュラムマップ

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

グローバル社会における多様な言語文化事象に関して、既存の学
問分野にとらわれない、領域横断的・学際的で幅広い興味・関⼼お
よび現代社会のリーダーとしてふさわしい⾼度な教養を有する。

○

言語情報処理やデータ統計処理に関する⾼度な処理能⼒を有す
る。 ○

言語文化に関する専門分野において、本質的かつ複雑多様な課
題を発⾒し、的確なデータ・文献資料収集を通して、論理的に解決
の道筋を構想し、独創的・先端的な研究を展開する能⼒を有す
る。

○

グローバル社会において⾃⽴した研究者ならびに⾼度専門職業⼈に
必要な言語文化に関する最先端かつ⾼度な専門性と深い学識を
有する。

○

研究成果を⽇本および国際的な学術誌に掲載されるような論文を
執筆する能⼒を⾝につけている。 ○

⽇本および国際学会で研究発表をするための⾼度なプレゼンテー
ション能⼒を有する。 ○

既存の学問領域にとらわれない領域横断的な指導のもと、既存の
学問領域では成し得ない、地域社会および国際社会に対する新し
い知⾒と複眼的な洞察⼒を有し、社会における様々な問題解決に
リーダーとして貢献できる⾼度な能⼒を⾝につけている。さらに、国際
的に連携しながら問題解決に臨む積極的な姿勢とコミュニケーション
能⼒を⾝につけている。

○

言語文化を研究する⽴場から、国際化・情報化の進展する現代社
会に深い関⼼を寄せ、それぞれの言語や文化を適切に理解し、尊
重しようとする姿勢を有する。

○

情報・コミュニケーション手段にとらわれない、学際的で幅広い教養に
裏打ちされた⾼度な言語運⽤能⼒を有する。 ○

留学⽣は、⾃⽴した研究者ならびに⾼度専門職業⼈として、グロー
バル社会における様々な問題解決に必須の⾼度な⽇本語運⽤能
⼒を有する。

○
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１年

【選択必修】

言語文化学専攻各履修分野の科⽬（３年間）

大学院高度国際性涵養教育科目

大学院高度教養教育科目

異分野の科目も自由に履修可能

大学院専門教育科目

履修分野Ⅰ

超領域文化論特別研究
表象文化論特別研究

履修分野Ⅱ

コミュニケーション論特別研究
第二言語教育学特別研究

履修分野Ⅲ

理論言語学特別研究
史的言語特別研究

デジタルヒューマニティーズ
特別研究

言語認知科学特別研究

博

士

論

文



 

人文学研究科 
学位プログラム： 外国学 

授与する学位： 修士（言語文化学）、博士（言語文化学） 

 

教育目標 

 

【博士前期課程】 

大阪大学および人文学研究科の教育目標のもと、学位プログラム「外国学」は、最先端かつ高

度な専門性と深い学識、教養・デザイン力・国際性を身につけ、社会の多様な分野のリーダーと

して活躍し得る人材を育成します。 

 

○最先端かつ高度な専門性と深い学識 

世界の諸言語とそれを基底とする社会と文化に関する理論と実践にわたる教授・研究を通じて、

専攻する言語に関する 4技能（読む、聞く、話す、書く）の高い運用能力と、世界の言語圏につ

いての最先端かつ高度な専門性と深い学識に基づいた、新たな学問的な知見を提起する能力を育

成します。 

○高度な教養 

既存の学問領域を超え、世界の諸言語とそれを基底とする社会と文化の全体像を理解するのに

求められる異文化理解についての高度な教養と現代にふさわしい高度な情報リテラシーを備え、

その方法論に習熟し、異文化を複眼的、立体的に捉え、多角的に評価できる人材を育成します。

また、「人文学林」での他専攻の言語学、文学、歴史学等、人文社会科学諸分野のディシプリンの

成果を応用できる高度な教養を備えた人材を育成します。 

○高度な国際性 

世界の諸言語について、高度な言語運用能力をもち、微妙なニュアンスの違いを理解し、異文

化間の豊かなコミュニケーションを実らせることのできる人材を育成します。 

○高度なデザイン力 

世界の諸言語とそれを基底とする社会と文化についての深い学識、異文化理解についての幅広

い教養と高度な言語運用能力を基礎に、世界の諸言語や社会・文化の成り立ちと現況に鋭い洞察

力をもつとともに、現代世界が直面する新しく多様な課題を提起し、解決の道筋を創造的に構想

できる人材を育成します。       

○独自の教育目標 

専攻する言語（中国語、朝鮮語、モンゴル語、インドネシア語、フィリピン語、タイ語、ベトナ

ム語、ビルマ語、ヒンディー語、ウルドゥー語、アラビア語、ペルシア語、トルコ語、スワヒリ

語、ロシア語、ハンガリー語、ドイツ語、デンマーク語、スウェーデン語、英語、フランス語、イ

タリア語、スペイン語、ポルトガル語）について、4技能（読む、聞く、話す、書く）にわたって

高い言語運用能力をもち、高度な学問的内容をもつ長い文章や発表などを理解し、複雑な学問的

主張を流暢に表現する能力を涵養します。  



 

【博士後期課程】 

大阪大学および人文学研究科の教育目標のもと、学位プログラム「外国学」は、最先端かつ高

度な専門性と深い学識、教養・デザイン力・国際性を身につけ、社会の多様な分野のリーダーと

して活躍し得る人材を育成します。 

 

○最先端かつ高度な専門性と深い学識 

世界の諸言語とそれを基底とする社会と文化に関する理論と実践にわたる教授・研究を通じて、

世界の言語圏についての最先端かつ高度な専門性と深い学識に基づいた、新たな学問的な知見を

提起する能力を持った自立した研究者ならびに高度専門職業人を育成します。 

○高度な教養 

既存の学問領域を越え、世界の諸言語とそれを基底とする社会と文化の全体像を理解するのに

求められる異文化理解についての領域横断的で高度な教養と現代にふさわしい高度な情報リテ

ラシーを備え、その方法論に習熟し、異文化を学際的観点から複眼的・立体的に捉え、多角的に

評価できる人材を育成します。 

○高度な国際性 

世界の諸言語について、高度な言語運用能力をもち、微妙なニュアンスの違いを理解し、異文

化間の豊かなコミュニケーションを実らせることのできる人材を育成します。海外の研究者と積

極的に連携しながら研究を進め、専門とする言語による研究発表をするなど、世界で活躍する国

際性豊かで有為な人材を育成します。 

○高度なデザイン力 

世界の諸言語とそれを基底とする社会と文化についての深い学識、異文化理解についての幅広

い教養と高度な言語運用能力を基礎に、世界の諸言語や社会・文化の成り立ちと現況に鋭い洞察

力をもつとともに、現代世界が直面する新しく多様な課題を提起し、解決の道筋を創造的に構想

できる人材を育成します。諸言語の資料をもとに、言語とその地域が抱える課題の本質が何かを

見通すことのできる視点を涵養するため、人文社会科学諸分野のディシプリンの成果を応用しつ

つ、専攻する言語での資料を駆使しながら持論を展開できるような高度なデザイン力を持つ人材

を育成します。 

○独自の教育目標 

専攻する言語（中国語、朝鮮語、モンゴル語、インドネシア語、フィリピン語、タイ語、ベトナ

ム語、ビルマ語、ヒンディー語、ウルドゥー語、アラビア語、ペルシア語、トルコ語、スワヒリ

語、ロシア語、ハンガリー語、ドイツ語、デンマーク語、スウェーデン語、英語、フランス語、イ

タリア語、スペイン語、ポルトガル語）について、4技能（読む、聞く、話す、書く）にわたって

高い言語運用能力をもち、高度な学問的内容をもつ長い文章や発表などを理解し、複雑な学問的

主張を流暢に表現する能力を涵養します。今後ますます社会のグローバル化の進展が予想され、

実際には格差や分断が顕在化する状況にあります。こうした状況を生み出す根幹には何があるの

かを探求し、言語や文化の差異を超えて相互理解を促進することのできる、多様な分野のリーダ



 

ーとして活躍する人材を育成します。 

 

  



 

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

 

【博士前期課程】 

大阪大学および人文学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「外国学」は、

以下に示す世界の諸言語と文化に関する最先端かつ高度な専門性と深い学識、教養・デザイン力・

国際性および高い言語運用能力を身につけ、所定の単位を修得し、学位論文の審査及び最終試験

に合格した学生に、修士（言語文化学）の学位を授与します。 

 

○最先端かつ高度な専門性と深い学識 

・専攻する地域の言語について、最先端かつ高度な専門性と深い学識を身につけている。 

・専攻する地域の文化事象について、最先端かつ高度な専門性と深い学識を身につけている。 

・専攻する地域の歴史社会について、最先端かつ高度な専門性と深い学識を身につけている。 

○高度な教養 

・世界の言語、文化、社会について既存の学問分野を越えた学際的で幅広い知識を有している。 

・異文化の言語・文化の全体像を理解するための方法について、高度な情報リテラシーを基盤と 

し、既存の学問分野を越えた学際的で幅広い学識と知見を身につけている。 

○高度な国際性 

・高度な外国語の運用能力を駆使して、言語や文化の壁を越え異なる文化を深く理解できる。 

・高度な外国語の運用能力を駆使して、言語や文化の壁を越えて交流することができる。 

○高度なデザイン力 

・世界の言語、文化、社会が直面する新たな本質的かつ複雑多様な課題を発見できる。 

・グローバルな視野に立って、世界が直面する課題について、多面的かつ柔軟に考えることがで

きる。 

・専攻語の能力と、言語圏についての深い学識を活用し、的確なデータ・文献資料収集を通して、 

世界が直面する問題の解決への道筋を構想できる能力を身につけている。 

○独自の学習目標 

専攻する言語（中国語、朝鮮語、モンゴル語、インドネシア語、フィリピン語、タイ語、ベトナ

ム語、ビルマ語、ヒンディー語、ウルドゥー語、アラビア語、ペルシア語、トルコ語、スワヒリ

語、ロシア語、ハンガリー語、ドイツ語、デンマーク語、スウェーデン語、英語、フランス語、イ

タリア語、スペイン語、ポルトガル語）について、4技能（読む、聞く、話す、書く）にわたって

高い言語運用能力を有する。  

  



 

【博士後期課程】 

大阪大学および人文学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「外国学」は、

以下に示す世界の諸言語と文化に関する最先端かつ高度な専門性と深い学識、教養・デザイン力・

国際性および高い言語運用能力を身につけ、所定の単位を修得し、学位論文の審査及び最終試験

に合格した学生に、博士（言語文化学）の学位を授与します。  

 

○最先端かつ高度な専門性と深い学識 

・専攻する地域の言語について、最先端かつ高度な専門性と深い学識を身につけている。 

・専攻する地域の文化事象について、最先端かつ高度な専門性と深い学識を身につけている。 

・専攻する地域の歴史社会について、最先端かつ高度な専門性と深い学識を身につけている。                                    

・世界の多様な言語文化のうち、特定のテーマについて、最新の先行研究を参考にしつつ、デー

タや文献などの資料を的確に収集し、正確に読解・分析することができる深い学識を身につけ

ている。 

○高度な教養 

・世界の言語、文化、社会について既存の学問分野を越えた学際的で幅広い知識を有している。 

・異文化の言語・文化の全体像を理解するための方法について、高度な情報リテラシーを基盤と

し、既存の学問分野を越えた学際的で幅広い学識と知見を身につけている。 

・自身が対象とする専門分野・地域について、その基礎となる地域文化の特徴や、普遍的な問題

点を理解できる高度な教養を有している。 

○高度な国際性 

・高度な外国語の運用能力を駆使して、言語や文化の壁を越え異なる文化を深く理解できる。 

・高度な外国語の運用能力を駆使して、言語や文化の壁を越えて交流することができる。 

・言語やその地域を研究対象としながら、言語や文化の差異を超えて世界で活躍できる。 

○高度なデザイン力 

・世界の言語、文化、社会が直面する新たな本質的かつ複雑多様な課題を発見できる。 

・グローバルな視野に立って、世界が直面する課題について、多面的かつ柔軟に考えることがで

きる。 

・専攻語の高度な運用能力と、言語圏についての深い学識を活用し、的確なデータ・文献資料収

集を通して世界が直面する問題の解決への道筋を構想できる能力を身につけている。 

・独創性・実証性・論理性・明確性等の要件を満たしつつ、自らの専門分野についての問題設定

を独創的に構想するとともに、論文執筆においては一貫した論理性と実証性、明確性を満たす

ことのできる能力を持つ。 

○独自の学習目標 

専攻する言語（中国語、朝鮮語、モンゴル語、インドネシア語、フィリピン語、タイ語、ベトナ

ム語、ビルマ語、ヒンディー語、ウルドゥー語、アラビア語、ペルシア語、トルコ語、スワヒリ

語、ロシア語、ハンガリー語、ドイツ語、デンマーク語、スウェーデン語、英語、フランス語、イ



 

タリア語、スペイン語、ポルトガル語）について、4技能（読む、聞く、話す、書く）にわたって

高い言語運用能力を有し、高度な諸言語の文献を精確に読解し、世界での最先端の研究成果を視

野に入れながら研究を進めることができる。  

 

  



 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

 

大阪大学および人文学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「外国学」は、

学習目標に定める知識や技能を修得させるべく、体系的かつ多様な科目の授業及び学位論文の作

成等に対する指導によって行います。また、授業科目の単位認定は、筆記試験、口頭試験もしく

は研究報告によって行います。 

 

【博士前期課程】 

＜教育課程編成の考え方＞ 

外国学専攻の前期課程は、24の専攻言語の専門性の高い科目群の他に、広域言語論、地域言

語社会特論、複合領域特論、関連研究言語の科目群や、人文学研究科共通の科目を設け、これら

を履修することで専門領域に関するより広い視野を持ち、多面的な考察ができるように、多様な

科目を提供します。また、海外留学や海外研修を積極的に推奨します。 

・専攻言語：専攻する言語の知識を得るとともに、4技能（読む、聞く、話す、書く）にわたる

高い運用能力を涵養するための授業科目群。（独自の学習目標） 

・地域言語論：専攻する言語圏の言語、文化表象、歴史と社会についての専門的な知識を涵養す

るための授業科目群。（最先端かつ高度な専門性と深い学識、高度な教養） 

・広域言語論：グローバルな観点から専攻する言語圏の言語と文化を捉える力を養うための授業

科目群。（高度な国際性、高度な教養） 

・地域言語社会特論：専攻する言語圏の言語と文化の特定の課題に関する研究を行う授業科目

群。（高度なデザイン力） 

・複合領域特論：多様な領域にまたがるテーマを研究する授業科目群。（高度なデザイン力） 

・関連研究言語：専攻言語以外の言語に関する知識を得るための授業科目群。（高度な国際性） 

 

＜学修内容及び学修方法＞ 

授業の形式は、学生自身による問題解決型の学習を取り入れ、各専門教育科目の教授内容に合

わせ、講義、演習等の多様な手法で行います。また、高度教養教育科目ならびに国際性涵養教育

科目をそれぞれ１単位以上修得させます。 

学生の研究指導は、前期課程の学生には各専攻言語の教員を中心に2名の教員が担当します。

専門科目は演習や実習の形式で行いますが、人文学研究科の必修科目として「人文学」の基礎知

識を学ぶ「人文学基礎（人文学と対話）」をはじめとする大学院共通科目を履修することによっ

て、より幅広い教養を身につけることができるように設定されています。  

 

＜学修成果の評価方法＞ 

各授業科目においては、シラバス等に記載されている学習目標の達成度に従い、成績評価の方

法（試験や課題、レポートなど）を用いて評価します。修士論文においては、中間発表等を通じ



 

て、研究の進展についての評価を行います。また、学位申請のために提出された論文については、

複数の教員による口頭試問が実施され、主題選択の妥当性、論述の明晰さ、資料・文献調査の適

切性、主張の独自性などを総合的に判断し、学修成果について評価します。 

 

【博士後期課程】 

＜教育課程編成の考え方＞ 

ディプロマ・ポリシーに掲げた知識や技能を涵養するために、体系的で多様な科目を開設し、

学位論文の作成に関する指導を行います。また、海外留学や海外研修を積極的に推奨します。 

・専攻科目：専攻する言語圏の先端的な知識を身につけるための授業科目群。（独自の学習目

標） 

・地域言語社会特論：専攻する言語圏の言語と文化の特定の課題に関する研究を行う授業科目

群。（最先端かつ高度な専門性と深い学識、高度な教養） 

・複合領域特論：多様な領域にまたがるテーマを研究する授業科目群。（高度なデザイン力、高

度な国際性） 

 

＜学修内容及び学修方法＞ 

授業の形式は、学生自身による問題解決型の学習を取り入れ、各専門教育科目の教授内容に合

わせ、講義、演習等の多様な手法で行います。  

学生の研究指導は、専攻言語を問わない教員 3名による研究指導体制を取ります。専門科目は

演習や実習の形式で行います。  

 

＜学修成果の評価方法＞ 

各授業科目においては、シラバス等に記載されている学習目標の達成度に従い、成績評価の方

法（試験や課題、レポートなど）を用いて評価します。博士論文においては、執筆中の論文の中

間発表等を通じて、研究の進展についての評価を行います。また、学位申請のために提出された

論文については、複数の教員による口頭試問が実施され、主題選択の妥当性、論述の明晰さ、資

料・文献調査の適切性、主張の独自性などを総合的に判断し、学修成果について評価します。  



「回答様式３」

人文学研究科カリキュラムマップ＿博士前期課程　外国学専攻学位プログラム「外国学」

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

専攻する地域の言語について、
最先端かつ高度な専門性と深い
学識を身につけている

○

専攻する地域の文化事象につい
て、最先端かつ高度な専門性と
深い学識を身につけている

○

専攻する地域の歴史社会につい
て、最先端かつ高度な専門性と
深い学識を身につけている

○

世界の言語、文化、社会につい
て既存の学問分野を越えた学際
的で幅広い知識を有している

○

異文化の言語・文化の全体像を
理解するための方法について、
高度な情報リテラシーを基盤と
し、既存の学問分野を越えた学
際的で幅広い学識と知見を身に
つけている

○

高度な外国語の運用能力を駆使
して、言語や文化の壁を越え異
なる文化を深く理解できる

○

高度な外国語の運用能力を駆使
して、言語や文化の壁を越えて
交流することができる

○

世界の言語、文化、社会が直面
する新たな本質的かつ複雑多様
な課題を発見できる

○

グローバルな視野に立って、世
界が直面する課題について、多
面的かつ柔軟に考えることがで
きる

○

専攻語の能力と、言語圏につい
ての深い学識を活用し、的確な
データ・文献資料収集を通し
て、世界が直面する問題の解決
への道筋を構想できる能力を身
につけている

○

専攻する言語について、４技能
(読む、聞く、話す、書く)にわ
たって高い言語運用能力を有す
る

○

　上記の留学期間はモデルケースであり、留学時期を限定しているものではありません。
　留学期間は概ね、半年～１年程度です。

※海外留学は、必須ではありません。

　交換留学およびエラスムス・ムンドゥス・マスタープログラム（ユーロカルチャー）を希望する場合は、協定校が定める語学能力に関する証明書の提出や、面接等に合格する必要があります。

博士前期2年
最
先
端
か
つ
高
度
な

専
門
性
と
深
い
学
識

高
度
な
教
養

高
度
な

国
際
性

高
度
な

デ
ザ
イ
ン
力

独
自
の

教
育
目
標

博士前期1年

修士論文

専攻提供科目

（地域言語論・広域言語論・専攻言語）

修士論文執筆

地域言語社会特論・複合領域特論

関連研究言語

海外留学※

研究科共通科目

大学院横断教育科目・大学院副専攻プログラム・大学院等高度副プログラム

高度教養教育科目

研究科共通科目 人文学基礎等

高度国際性涵養教育科目



「回答様式３」

人文学研究科カリキュラムマップ＿博士後期課程　外国学専攻学位プログラム「外国学」

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

専攻する地域の言語について、最先端かつ
高度な専門性と深い学識を身につけている

○

専攻する地域の文化事象について、最先端
かつ高度な専門性と深い学識を身につけて
いる

○

専攻する地域の歴史社会について、最先端
かつ高度な専門性と深い学識を身につけて
いる

○

世界の多様な言語文化のうち、特定のテー
マについて、最新の先行研究を参考にしつ
つ、データや文献などの資料を的確に収集
し、正確に読解・分析することができる深
い学識を持つ人材を育成する

○

世界の言語、文化、社会について既存の学
問分野を越えた学際的で幅広い知識を有し
ている

○

異文化の言語・文化の全体像を理解するた
めの方法について、高度な情報リテラシー
を基盤とし、既存の学問分野を越えた学際
的で幅広い学識と知見を身につけている

○

自身が対象とする専門分野・地域につい
て、その基礎となる地域文化の特徴や、普
遍的な問題点を理解できる高度な教養を有
している

○

高度な外国語の運用能力を駆使して、言語
や文化の壁を越え異なる文化を深く理解で
きる

○

高度な外国語の運用能力を駆使して、言語
や文化の壁を越えて交流することができる

○

言語やその地域を研究対象としながら、言
語や文化の差異を超えて世界で活躍できる

○

世界の言語、文化、社会が直面する新たな
本質的かつ複雑多様な課題を発見できる

○

グローバルな視野に立って、世界が直面す
る課題について、多面的かつ柔軟に考える
ことができる

○

専攻語の能力と、言語圏についての深い学
識を活用し、的確なデータ・文献資料収集
を通して、世界が直面する問題の解決への
道筋を構想できる能力を身につけている

○

独創性・実証性・論理性・明確性等の要件
を満たしつつ、自らの専門分野についての
問題設定を独創的に構想するとともに、論
文執筆においては一貫した論理性と実証
性、明確性を満たすことのできる能力を持
つ

○

専攻する言語について、４技能(読む、聞
く、話す、書く)にわたって高い言語運用能
力を有し、高度な諸言語の文献を精確に読
解し、世界での最先端の研究結果を視野に
入れながら研究を進めることができる

○

　留学期間は概ね、半年～１年程度です。

※海外留学は、必須ではありません。

　交換留学を希望する場合は、協定校が定める語学能力に関する証明書の提出や、面接等に合格する必要があります。

　上記の留学期間はモデルケースであり、留学時期を限定しているものではありません。

博士後期１年 博士後期２年 博士後期３年
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自
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教
育
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博士論文執筆

専攻提供科目

（所属専門分野の科目）

大学院横断教育科目・大学院副専攻プログラム・大学院等高度副プログラム

地域言語社会特論・複合領域特論

海外留学※



 

 

⼈⽂学研究科 
学位プログラム︓ 基盤⽇本学 
授与する学位︓ 修⼠（⽂学または学術）、博⼠（⽂学または学術） 
 
教育⽬標 
 

学位プログラム「基盤⽇本学」は、⼤阪⼤学と⼈⽂学研究科の教育⽬標のもと、次のような能
⼒を⾝につけた⼈材を養成することを⽬的とします。 
 
・⽇本の⾔語・⽂化・社会・歴史・⽂学などを厳密に学問的な⽅法に基づいて探究し、その専⾨

的知⾒に基づいて⽇本の抱える今⽇的課題に果敢に取り組むことのできる⼈材 
・研究成果を国内外に向けて発信し社会実装することのできる⾼度な俯瞰⼒、デザイン⼒及びコ

ミュニケーション⼒を⾝につけた⼈材 
 
 現代⽇本学分野、⽇本史学分野、考古学分野、⽇本⽂学・⽇本語史学分野、基盤⽇本語学分野
の 5 分野から成る学位プログラム「基盤⽇本学」は、博⼠前期課程及び博⼠後期課程を通じて、
上記の能⼒を兼ね備え社会の多様な分野のプロフェッショナルとして活躍し得る⼈材の育成に取
り組みます。 
 
【博⼠前期課程】 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
 学位プログラム「基盤⽇本学」においては、各分野で精緻化されてきた研究⽅法を習得しつつ、
また各分野の膨⼤な研究蓄積を踏まえながら、当該分野において先端的かつ⾼度に専⾨的な課題
に取り組み、⽇本研究の領域から⼈⽂学の新たな展開に貢献します。 
○⾼度な教養 

⽇本の⾔語・⽂化・社会・歴史・⽂学などについての深い学識を基礎としつつ、現代にふさわ
しい⾼度な情報リテラシーを培い、また複眼的、俯瞰的に思考する訓練を積むことで、対象を多
⾓的に評価できる⼒を養います。 
○⾼度な国際性 

豊かで論理的な⽇本語能⼒、⽇本の⾔語や⽂化についての深い学識を基礎としつつ、豊かなコ
ミュニケーションを実らせる⾼度な多⾔語運⽤能⼒、そして他者や異⽂化に対する鋭敏な感受性
と深い理解⼒を涵養します。 
○⾼度なデザイン⼒ 

5 つの分野の特⻑を縦横に組み合わせ、⽇本研究の新たな展開に貢献し、その成果を国内外で
発信し社会実装して、⽇本研究の⽴場からイノベーションに貢献するためのデザイン⼒を養いま
す。 



 

 

【博⼠後期課程】 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
 学位プログラム「基盤⽇本学」においては、各分野で精緻化されてきた研究⽅法を徹底的に習
得しつつ、また各分野の膨⼤な研究蓄積を⼗全に踏まえながら、当該分野において先端的かつ⾼
度に専⾨的な課題に取り組み、⽇本研究の領域から⼈⽂学の新⽣⾯を切り開きます。 
○⾼度な教養 

⽇本の⾔語・⽂化・社会・歴史・⽂学などについての深い学識を基盤として、現代にふさわし
い⾼度な情報リテラシーを⾝につけ、また複眼的、俯瞰的に思考する⾼度な能⼒を養うことで、
対象を多⾓的に評価し新たな価値を創造できる⼒を養います。 
○⾼度な国際性 

豊かで論理的な⽇本語能⼒、⽇本の⾔語や⽂化についての深い学識を基盤として、豊かなコミ
ュニケーションを実らせる⾼度な多⾔語運⽤能⼒、他者や異⽂化に対する鋭敏な感受性と深い理
解⼒、さらには⾃⾝の研究成果を広く国際発信しグローバルな知的貢献をなしうる能⼒を涵養し
ます。 
○⾼度なデザイン⼒ 

5 つの分野の特⻑を縦横に組み合わせ、⽇本研究の新たな地平を切り開き、その成果を国内外
で発信し社会実装するためのデザイン⼒を養います。 
 

  



 

 

学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

学位プログラム「基盤⽇本学」は、⼤阪⼤学と⼈⽂学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、
⽇本の⾔語・⽂化・社会・歴史・⽂学などを研究するための基盤的な研究⽅法を習得し各分野の
研究蓄積を踏まえて新たな学術的成果を提起するための修練を積み、伝統的かつ最先端の⼈⽂学
の知⾒や、⽇本の⾔語と⽂化に関する⾼度な専⾨性と深い学識、教養・国際性・デザイン⼒に関
する下記の能⼒や学識を⾝につけ、所定の単位を修得し、学位論⽂の審査及び最終試験に合格し
た学⽣に対し、博⼠前期課程では修⼠（⽂学または学術）、博⼠後期課程では博⼠（⽂学または学
術）のいずれかの学位を授与します。 
 
【博⼠前期課程】 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
・明解な論旨で⼀貫した構成の論⽂をまとめる確かな論述能⼒と豊かな⽂章表現⼒を有し、⽇本

学に関わる⾼度な専⾨的知識を⾝につけ、先端的な研究に取り組んでいる。 
・広い視野に⽴って研究を遂⾏し、学際的視点からみずからの研究成果を位置づけることのでき

る深い学識を有している。 
○⾼度な教養 
・学問全般にわたる幅広い教養と、⾃⽴した研究者ならびに⾼度専⾨職業⼈に必要な総合的な⼈

⽂学的教養、また⽇本を含む世界の⾔語・⽂化・社会・歴史等に関する学際的で現代的な教養
を有している。 

○⾼度な国際性 
・国際的視野に⽴って研究を遂⾏し、グローバルな⼈⽂学の展開のなかにみずからの専⾨的な研

究成果を位置づけることができるとともに、それを国際的に発信するための⾔語能⼒とコミュ
ニケーション・スキルを⾝につけている。 

○⾼度なデザイン⼒ 
・⽇本学の各分野において、本質的に重要な課題を発⾒し、データや資料の的確な収集・分析を

通して、解決の道筋を構想できる能⼒を有している。 
・国内外のステークホルダーと的確にコミュニケーションを交わし、みずからの研究成果を社会

実装する道筋を構想できる俯瞰⼒、デザイン⼒、コミュニケーション⼒を有している。 
 
【博⼠後期課程】 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
・明晰な論述能⼒を⾝につけ、⾃⽴した研究者ならびに⾼度専⾨職業⼈に必要な、⾼度な専⾨性

と⾼度な研究能⼒を有し、先端的で独創的な研究に取り組んでいる。 
・広い視野に⽴って独創的な研究を遂⾏し、学際的視点からみずからの先端的かつ⾼度に専⾨的

な研究成果を積極的に位置づけることのできる深い学識を有している。 



 

 

○⾼度な教養 
・学問全般にわたる⾼度で幅広い教養と、⾃⽴した研究者ならびに⾼度専⾨職業⼈に必要な⾼度

で総合的な⼈⽂学的教養、また⽇本を含む世界の⾔語・⽂化・社会・歴史等に関する学際的か
つ現代的で⾼度な教養を有している。 

○⾼度な国際性 
・国際的視野に⽴って研究を遂⾏し、グローバルな⼈⽂学の展開のなかにみずからの独創的で⾼

度に専⾨的な研究成果を位置づけることができるとともに、それを国際的に発信するための⾼
度な⾔語能⼒とコミュニケーション・スキルを⾝につけている。 

○⾼度なデザイン⼒ 
・⽇本学の各分野において、先⾏研究を広く踏まえつつ、本質的に重要な課題を発⾒し、データ

や資料の的確な収集・分析を通して、独創的かつ先端的なかたちで解決の道筋を構想できる能
⼒を有している。 

・国内外のステークホルダーと的確にコミュニケーションを交わし、みずからの⾼度な研究成果
を効果的に社会実装する道筋を構想できる俯瞰⼒、デザイン⼒、コミュニケーション⼒を有し
ている。 

 
 

  



 

 

教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 
 学位プログラム「基盤⽇本学」は、⼤阪⼤学と⼈⽂学研究科のカリキュラム・ポリシーのも
と、本学位プログラムのディプロマ・ポリシーに掲げられた能⼒や学識を修得させるため、カリ
キュラムを以下の⽅針で編成します。 
 
【博⼠前期課程】 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

博⼠前期課程を通じて、専⾨教育、教養教育、国際性涵養教育の 3 つの柱に基づいた科⽬編成
を⾏い、⽇本学の最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識、⾼度な教養、⾼度な国際性、⾼度なデザ
イン⼒を養います。 
 
○専⾨教育︓学位プログラム「基盤⽇本学」の「専⾨教育科⽬」は、⼈⽂学研究科共通の「研究科

共通科⽬」、⽇本学専攻共通の「専攻共通科⽬」、各分野が主体となって開講する「分野開講科⽬」
により構成されます。 

 
・「研究科共通科⽬」︓⼈⽂学のあらゆる分野に共通の基礎的な知識と研究の⽅法論、ならびに諸

外国語を含め、隣接する分野に関する⾼度で幅広い知⾒を培います。特に⼈⽂学研究科の必修
科⽬である「⼈⽂学基礎（⼈⽂学と対話）」では、現代の⽂化・社会の諸課題に関する最先端の
知⾒を修得させるとともに、問題解決のための思考⼒を涵養します。 

 
・「専攻共通科⽬」︓英語で⽇本研究の最先端のコンテンツについて講じる英語講義科⽬、英語に

よる研究発信⼒の強化を⽬的とする英語アカデミック・スキル科⽬を選択科⽬として開講する
ことにより、⽇本学専攻の学⽣⼀⼈ひとりがみずからの必要に応じて俯瞰⼒、デザイン⼒、コ
ミュニケーション⼒等を⾼められるようにします。 

 
・「分野開講科⽬」︓分野ごとに開講される科⽬ですが、⼀部の⾼度に専⾨的な科⽬以外は、他分

野の学⽣も受講することを前提として開講されます。当該分野で必要となる専⾨知識と研究能
⼒を教授するとともに、専⾨性に⽴脚する⽇本学専攻の学術的基盤の共有をも図ります。 

 
・専⾨教育の⼀環として、年度ごとに研究計画の提出を課すなど、主体的かつ計画的に研究を構

想・遂⾏するよう促し、⾼度な専⾨性を備えた修⼠論⽂の完成へと導きます。また、交換留学、
私費留学、海外研修、国内外のインターンシップなどへの参加を積極的にサポートすることに
より、俯瞰⼒、デザイン⼒、コミュニケーション⼒等の強化を図ります。 

 



 

 

○教養教育︓⼈⽂学研究科の必修科⽬である「⼈⽂学基礎（現代の教養）」を含む「⾼度教養教育
科⽬」により、専⾨分野以外の学問分野や領域横断的な分野に関する⾼度な教養を培います。 

 
○国際性涵養教育︓「⾼度国際性涵養教育科⽬」により、⾼度な外国語運⽤能⼒、異⽂化や他者

に対する感受性と知識を涵養します。 
 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

学位プログラム「基盤⽇本学」では、「分野開講科⽬」の履修を通じて、各分野で精緻化されて
きた研究⽅法を徹底的に習得しつつ、また各分野の膨⼤な研究蓄積を⼗全に踏まえながら、当該
分野において先端的かつ⾼度に専⾨的な研究に取り組みます。 

「分野開講科⽬」は、講義科⽬または演習科⽬として開講されます。講義科⽬では、当該科⽬
の主題に関する体系的な知識を習得するとともに、与えられる論述課題を通じて、⾃⼒で資料を
収集・分析・考察し、その結果を的確かつ論理的に構成・表現する能⼒を⾝につけます。演習科
⽬では、各⼈が⼝頭発表を⾏うことで、データや資料の⾼度な読解・分析能⼒、調査・研究を的
確に遂⾏する能⼒、その結果を論理的かつ説得的に発信する能⼒を⾝につけます。 

修⼠論⽂は、修⼠論⽂作成演習において逐⼀指導教員の指導を受けながら作成を進めることに
より、学術的完成度を⾼めます。 

以上と並⾏して、⼀⼈ひとりの関⼼と必要に応じて「研究科共通科⽬」「専攻共通科⽬」を履修
することにより、俯瞰⼒、デザイン⼒、コミュニケーション⼒等を⾼めます。 
 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

授業の成績は、シラバスに記載されている学習⽬標の達成度を基準として、シラバスに記載さ
れている⽅法により評価します。 
 修⼠論⽂については、複数の審査員が、テーマ設定の妥当性、研究の枠組や⽅法の妥当性、論
述の明晰さ、資料の選択や解釈の適切性、主張の独⾃性などを総合的に判断し、評価します。 
 
【博⼠後期課程】 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

博⼠後期課程を通じて、⽇本学の最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識、⾼度な教養、⾼度な国
際性、⾼度なデザイン⼒を養い、学術的な貢献度の⼤きい博⼠論⽂を完成させます。 
 博⼠後期課程の科⽬は、⽇本学専攻共通の「専攻共通科⽬」と、各分野が主体となって開講す
る「分野開講科⽬」とにより構成されます。 
 
・「専攻共通科⽬」︓英語で⽇本研究の最先端のコンテンツについて講じる英語講義科⽬、英語に

よる研究発信⼒の強化を⽬的とする英語アカデミック・スキル科⽬を選択科⽬として開講する
ことにより、⼀⼈ひとりの学⽣がみずからの必要に応じて俯瞰⼒、デザイン⼒、コミュニケー



 

 

ション⼒等を⾼められるようにします。 
 
・「分野開講科⽬」︓分野ごとに開講し、当該分野で必要となる⾼度な専⾨知識と⾼度な研究能⼒

を教授します。 
 
・専⾨教育の⼀環として、年度ごとに研究計画の提出を課すなど、主体的かつ計画的に研究を構

想・遂⾏するよう促します。また、逐次研究の進捗状況を確認するとともに助⾔を与え、最終
年次には⾃⽴した専⾨家としての独創性を備えた博⼠論⽂を完成させられるよう導きます。さ
らに、交換留学、私費留学、海外研修、国内外のインターンシップなどへの参加を積極的にサ
ポートすることにより、俯瞰⼒、デザイン⼒、コミュニケーション⼒等の強化を図ります。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 
 博⼠論⽂は、博⼠論⽂作成演習において随時指導教員の指導を受けながら進めることにより、
学術的完成度を⾼めます。 

授業の形式には、講義と演習があります。講義科⽬では、当該科⽬の主題に関する体系的な知
識を習得するとともに、与えられる論述課題を通じて、⾃⼒で資料を収集・分析・考察し、その
結果を的確かつ論理的に構成・表現する能⼒を⾝につけます。演習科⽬では、各⼈が⼝頭発表を
⾏うことで、データや資料の⾼度な読解・分析能⼒、調査・研究を的確に遂⾏する能⼒、その結
果を論理的かつ説得的に発信する能⼒を⾝につけます。 

博⼠論⽂作成を通じて、独⾃の課題について、学問的価値の⾼い成果を主体的に考究・発信す
る能⼒を⾝につけます。 
 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

授業の成績は、シラバスに記載されている学習⽬標の達成度を基準として、シラバスに記載さ
れている⽅法により評価します。 
 博⼠論⽂については、当該分野の専⾨家である複数の審査員が、テーマ設定の妥当性、研究の
枠組や⽅法の選択の妥当性、論述の明晰さ、資料の選択や解釈の適切性、主張の独⾃性、既存の
研究に対する学術的貢献度の⾼さ、新たな研究分野を切り開こうとする意欲、社会実装への展望
などを総合的に判断し、評価します。 



春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

学問全般にわたる幅広い教養
と、自立した研究者ならびに高
度専門職業人に必要な総合的な
人文学的教養、また日本を含む
世界の言語・文化・社会・歴史
等に関する学際的で現代的な教
養を有している。

○

国際的視野に立って研究を遂行
し、グローバルな人文学の展開
のなかにみずからの専門的な研
究成果を位置づけることができ
るとともに、それを国際的に発
信するための言語能力とコミュ
ニケーション・スキルを身に付
けている。

○

国内外のステークホルダーと的
確にコミュニケーションを交わ
し、みずからの研究成果を社会
実装する道筋を構想できる俯瞰
力、デザイン力、コミュニケー
ション力を有している。

○

広い視野に立って研究を遂行
し、学際的視点からみずからの
研究成果を位置づけることので
きる深い学識を有している。

○

日本学の各分野において、本質
的に重要な課題を発見し、デー
タや資料の的確な収集・分析を
通して、解決の道筋を構想でき
る能力を有している。

○

明解な論旨で一貫した構成の論
文をまとめる確かな論述能力と
豊かな文章表現力を有し、日本
学に関わる高度な専門的知識を
身につけ、先端的な研究に取り
組んでいる。

○

人文学研究科カリキュラムマップ＿博士前期課程　日本学専攻　学位プログラム「基盤日本学」

1年 2年
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先
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か
つ
高
度

な
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門
性
と
深
い

学
識

高
度
な
教
養

高
度
な
国
際
性

高
度
な
デ
ザ
イ

ン
力

高度教養教育科目

高度国際性涵養教育科目

研究科共通科目

専攻共通科目

分野開講科目

修士論文作成演習

学際的・国際的・社学連携的な副専攻／高度副

プログラム等の積極的履修、交換留学など

修

士

論

文

中

間

発

表

修

士

論

文



春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

国際的視野に立って研究を遂行し、
グローバルな人文学の展開のなかに
みずからの独創的で高度に専門的な
研究成果を位置づけることができる
とともに、それを国際的に発信する
ための高度な言語能力とコミュニ
ケーション・スキルを身に付けてい
る。

○

国内外のステークホルダーと的
確にコミュニケーションを交わ
し、みずからの高度な研究成果
を効果的に社会実装する道筋を
構想できる俯瞰力、デザイン
力、コミュニケーション力を有
している。

○

学問全般にわたる高度で幅広い教養
と、自立した研究者ならびに高度専
門職業人に必要な高度で総合的な人
文学的教養、また日本を含む世界の
言語・文化・社会・歴史等に関する
学際的かつ現代的で高度な教養を有
している。

○

日本学の各分野において、先行
研究を広く踏まえつつ、本質的
に重要な課題を発見し、データ
や資料の的確な収集・分析を通
して、独創的かつ先端的なかた
ちで解決の道筋を構想できる能
力を有している。

○

広い視野に立って独創的な研究
を遂行し、学際的視点からみず
からの先端的かつ高度に専門的
な研究成果を積極的に位置づけ
ることのできる深い学識を有し
ている。

○

明晰な論述能力を身につけ、自
立した研究者ならびに高度専門
職業人に必要な、高度な専門性
と高度な研究能力を有し、先端
的で独創的な研究に取り組んで
いる。

○

人文学研究科カリキュラムマップ＿博士後期課程　日本学専攻　学位プログラム「基盤日本学」
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専攻共通科目

研究科共通科目

分野開講科目

博士論文作成演習

博

士

論

文

博

士

予

備

論

文



 

 

⼈⽂学研究科 
学位プログラム︓ 応⽤⽇本学 
授与する学位︓ 修⼠（⽇本語・⽇本⽂化または学術）、博⼠（⽇本語・⽇本⽂化または学術） 
 
教育⽬標 
 

学位プログラム「応⽤⽇本学」は、⼤阪⼤学と⼈⽂学研究科の教育⽬標のもと、次のような能
⼒を⾝につけた⼈材を養成することを⽬的とします。 
 
・⽐較や交流の観点から⽇本を世界的視野のうちに捉え、⽇本語・⽇本⽂化を通して⽇本と世界

を結ぶとともに、⼈類の抱えるグローバルな課題に対しても⽇本研究の最先端の知⾒に基づい
て積極的な発信を⾏うことのできる⼈材 

・研究成果を国内外に向けて発信し社会実装することのできる⾼度な俯瞰⼒、デザイン⼒及びコ
ミュニケーション⼒を⾝につけた⼈材 

 
 ⽐較⽇本学分野、応⽤⽇本語学分野、⽇本語教育学分野の 3 分野から成る学位プログラム「応
⽤⽇本学」は、博⼠前期課程及び博⼠後期課程を通じて、上記の能⼒を兼ね備え社会の多様な分
野のプロフェッショナルとして活躍し得る⼈材の育成に取り組みます。 
 
【博⼠前期課程】 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
 学位プログラム「応⽤⽇本学」においては、⽐較や交流の観点から⽇本を世界的視野のうちに
捉え、その観点から⽇本語・⽇本⽂化についての専⾨的理解を深めるとともに、先端的かつ⾼度
に専⾨的な⽇本語・⽇本⽂化の理解に⽴脚して実践的に⽇本と世界を結ぶことにより、⽇本研究
の領域から⼈⽂学の新たな展開に貢献します。 
○⾼度な教養 

⽇本の⾔語や⽂化についての⽐較や交流の観点からの豊かな知⾒を基礎としつつ、現代にふさ
わしい⾼度な情報リテラシーを培い、また複眼的、俯瞰的に思考する訓練を積むことで、対象を
多⾓的に評価できる⼒を養います。 
○⾼度な国際性 

豊かで論理的な⽇本語能⼒、⽇本の⾔語や⽂化についての⽐較や交流の観点からの豊かな知⾒
を基礎としつつ、豊かなコミュニケーションを実らせる⾼度な多⾔語運⽤能⼒、そして他者や異
⽂化に対する鋭敏な感受性と深い理解⼒を涵養します。 
○⾼度なデザイン⼒ 

3 つの分野の特⻑を縦横に組み合わせ、⽇本研究の新たな展開に貢献し、その成果を国内外で
発信し社会実装するためのデザイン⼒を養います。 



 

 

【博⼠後期課程】 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
 学位プログラム「応⽤⽇本学」においては、⽐較や交流の観点から⽇本を世界的視野のうちに
しっかりと位置づけ、その観点から⽇本語・⽇本⽂化についての専⾨的理解を深めるとともに、
先端的かつ⾼度に専⾨的な⽇本語・⽇本⽂化の理解に⽴脚して実践的に⽇本と世界を結ぶことに
より、⽇本研究の領域から⼈⽂学の新展開を先導します。 
○⾼度な教養 

⽇本の⾔語・⽂化・社会・歴史・⽂学などについての深い学識を基盤として、現代にふさわし
い⾼度な情報リテラシーを⾝につけ、また複眼的、俯瞰的に思考する⾼度な能⼒を養うことで、
対象を多⾓的に評価し新たな価値を創造できる⼒を養います。 
○⾼度な国際性 

豊かで論理的な⽇本語能⼒、⽇本の⾔語や⽂化についての深い学識を基盤として、豊かなコミ
ュニケーションを実らせる⾼度な多⾔語運⽤能⼒、他者や異⽂化に対する鋭敏な感受性と深い理
解⼒、さらには⾃⾝の研究成果を広く国際発信しグローバルな知的貢献をなしうる能⼒を涵養し
ます。 
○⾼度なデザイン⼒ 

3 つの分野の特⻑を縦横に組み合わせ、⽇本研究の新たな地平を切り開き、その成果を国内外
で発信し社会実装して、⽇本研究の⽴場からイノベーションに貢献するためのデザイン⼒を養い
ます。 
 

  



 

 

学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 
 学位プログラム「応⽤⽇本学」は、⼤阪⼤学と⼈⽂学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、
⽇本語・⽇本⽂化についての深い理解に⽴ちつつ学際的・国際的視野から新たな学術的成果を⽣
み出しそれを実践的に社会実装するための修練を積み、伝統的かつ最先端の⼈⽂学の知⾒や、⽇
本の⾔語と⽂化に関する⾼度な専⾨性と深い学識、教養・国際性・デザイン⼒に関する下記の能
⼒や学識を⾝につけ、所定の単位を修得し、学位論⽂の審査及び最終試験に合格した学⽣に対し、
博⼠前期課程では修⼠（⽇本語・⽇本⽂化または学術）、博⼠後期課程では博⼠（⽇本語・⽇本⽂
化または学術）のいずれかの学位を授与します。 
 
【博⼠前期課程】 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
・明解な論旨で⼀貫した構成の論⽂をまとめる確かな論述能⼒と豊かな⽂章表現⼒を有し、⽇本

学に関わる⾼度な専⾨的知識を⾝につけ、先端的な研究に取り組んでいる。 
・広い視野に⽴って研究を遂⾏し、学際的視点からみずからの研究成果を位置づけることのでき

る深い学識を有している。 
○⾼度な教養 
・学問全般にわたる幅広い教養と、⾃⽴した研究者ならびに⾼度専⾨職業⼈に必要な総合的な⼈

⽂学的教養、また⽇本を含む世界の⾔語・⽂化・社会・歴史等に関する学際的で現代的な教養
を有している。 

○⾼度な国際性 
・国際的視野に⽴って研究を遂⾏し、グローバルな⼈⽂学の展開のなかにみずからの専⾨的な研

究成果を位置づけることができるとともに、それを国際的に発信するための⾔語能⼒とコミュ
ニケーション・スキルを⾝につけている。 

○⾼度なデザイン⼒ 
・⽇本学の各分野において、本質的に重要な課題を発⾒し、データや資料の的確な収集・分析を

通して、解決の道筋を構想できる能⼒を有している。 
・国内外のステークホルダーと的確にコミュニケーションを交わし、みずからの研究成果を社会

実装する道筋を構想できる俯瞰⼒、デザイン⼒、コミュニケーション⼒を有している。 
 
【博⼠後期課程】 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
・明晰な論述能⼒を⾝につけ、⾃⽴した研究者ならびに⾼度専⾨職業⼈に必要な、⾼度な専⾨性

と⾼度な研究能⼒を有し、先端的で独創的な研究に取り組んでいる。 
・広い視野に⽴って独創的な研究を遂⾏し、学際的視点からみずからの先端的かつ⾼度に専⾨的

な研究成果を積極的に位置づけることのできる深い学識を有している。 



 

 

○⾼度な教養 
・学問全般にわたる⾼度で幅広い教養と、⾃⽴した研究者ならびに⾼度専⾨職業⼈に必要な⾼度

で総合的な⼈⽂学的教養、また⽇本を含む世界の⾔語・⽂化・社会・歴史等に関する学際的か
つ現代的で⾼度な教養を有している。 

○⾼度な国際性 
・国際的視野に⽴って研究を遂⾏し、グローバルな⼈⽂学の展開のなかにみずからの独創的で⾼

度に専⾨的な研究成果を位置づけることができるとともに、それを国際的に発信するための⾼
度な⾔語能⼒とコミュニケーション・スキルを⾝につけている。 

○⾼度なデザイン⼒ 
・⽇本学の各分野において、先⾏研究を広く踏まえつつ、本質的に重要な課題を発⾒し、データ

や資料の的確な収集・分析を通して、独創的かつ先端的なかたちで解決の道筋を構想できる能
⼒を有している。 

・国内外のステークホルダーと的確にコミュニケーションを交わし、みずからの⾼度な研究成果
を効果的に社会実装する道筋を構想できる俯瞰⼒、デザイン⼒、コミュニケーション⼒を有し
ている。 

 

  



 

 

教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

学位プログラム「応⽤⽇本学」は、⼤阪⼤学と⼈⽂学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、
本学位プログラムのディプロマ・ポリシーに掲げられた能⼒や学識を修得させるため、カリキュ
ラムを以下の⽅針で編成します。 

 
【博⼠前期課程】 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

博⼠前期課程を通じて、専⾨教育、教養教育、国際性涵養教育の 3 つの柱に基づいた科⽬編成
を⾏い、⽇本学の最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識、⾼度な教養、⾼度な国際性、⾼度なデザ
イン⼒を養います。 
 
○専⾨教育︓学位プログラム「応⽤⽇本学」の「専⾨教育科⽬」は、⼈⽂学研究科共通の「研究科

共通科⽬」、⽇本学専攻共通の「専攻共通科⽬」、各分野が主体となって開講する「分野開講科
⽬」により構成されます。 

 
・「研究科共通科⽬」︓⼈⽂学のあらゆる分野に共通の基礎的な知識と研究の⽅法論、ならびに諸

外国語を含め、隣接する分野に関する⾼度で幅広い知⾒を培います。特に⼈⽂学研究科の必修
科⽬である「⼈⽂学基礎（⼈⽂学と対話）」では、現代の⽂化・社会の諸課題に関する最先端の
知⾒を修得させるとともに、問題解決のための思考⼒を涵養します。 

 
・「専攻共通科⽬」︓英語で⽇本研究の最先端のコンテンツについて講じる英語講義科⽬、英語に

よる研究発信⼒の強化を⽬的とする英語アカデミック・スキル科⽬を選択科⽬として開講する
ことにより、⽇本学専攻の学⽣⼀⼈ひとりがみずからの必要に応じて俯瞰⼒、デザイン⼒、コ
ミュニケーション⼒等を⾼められるようにします。 

 
・「分野開講科⽬」︓分野ごとに開講される科⽬ですが、⼀部の⾼度に専⾨的な科⽬以外は、他分

野の学⽣も受講することを前提として開講されます。当該分野で必要となる専⾨知識と研究能
⼒を教授するとともに、専⾨性に⽴脚する⽇本学専攻の学術的基盤の共有をも図ります。 

 
・専⾨教育の⼀環として、年度ごとに研究計画の提出を課すなど、主体的かつ計画的に研究を構

想・遂⾏するよう促し、⾼度な専⾨性を備えた修⼠論⽂の完成へと導きます。また、交換留学、
私費留学、海外研修、国内外のインターンシップなどへの参加を積極的にサポートすることに
より、俯瞰⼒、デザイン⼒、コミュニケーション⼒等の強化を図ります。 

  



 

 

○教養教育︓⼈⽂学研究科の必修科⽬である「⼈⽂学基礎（現代の教養）」を含む「⾼度教養教育
科⽬」により、専⾨分野以外の学問分野や領域横断的な分野に関する⾼度な教養を培います。 

○国際性涵養教育︓「⾼度国際性涵養教育科⽬」により、⾼度な外国語運⽤能⼒、異⽂化や他者
に対する感受性と知識を涵養します。 

 
学位プログラム「応⽤⽇本学」のカリキュラムの特徴の１つは、世界中から多様なバックグラ

ウンドを持った優秀な学⽣を獲得するため、⼤阪⼤学で受験する学⽣を対象とするトラック（実
践トラック、4 ⽉⼊学のみ）とは別に、外国⼈留学⽣を対象とし、海外からの受験を可能とする
トラック（専修トラック、10 ⽉⼊学のみ）が設けられている点です。専修トラックの留学⽣に
ついては、実践トラックの学⽣との修学背景の違いに配慮し、各指導教員が研究指導科⽬を開講
して、きめ細やかな研究指導・履修指導を⾏い、多様なバックグラウンドを持った学⽣がともに
学びともに⾼めあえるようカリキュラム上の⼯夫がなされています。 
 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

学位プログラム「応⽤⽇本学」では、「分野開講科⽬」の履修を通じて、⽐較や交流の観点から
⽇本を世界的視野のうちに捉え、先端的かつ⾼度に専⾨的な⽇本語・⽇本⽂化の理解に⽴脚して
実践的に⽇本と世界を結ぶことのできる能⼒を養います。この「分野開講科⽬」には、各分野の
専⾨科⽬に加え、全分野共通の基盤となる横断的基礎科⽬として、総論科⽬が設けられており、
⾃らが専⾨とする分野の関連領域についても学べるカリキュラム編成になっています。 

学位プログラム「応⽤⽇本学」の「分野開講科⽬」の授業形式は、学⽣⾃⾝による問題解決型
の学習を取り⼊れつつ、各科⽬の教授内容に合わせて、講義、演習などさまざまな形態をとりま
す。いずれの形態の授業においても、学⽣が資料収集や分析・考察を⾏い、学⽣間で、あるいは
学⽣と教員の間で⾃由闊達な議論がおこなわれるよう⼯夫されており、研究成果を説得⼒を持っ
て他者にわかりやすく伝えるデザイン⼒の育成が図られています。 

また⽇本語・⽇本⽂化を発信する国際的な場で活躍するために必要な、海外での研究集会やワ
ークショップの企画・⽴案・交渉・運営にかかわる実践的能⼒を育成するため、海外のジョイン
トキャンパスを拠点として、現地で⽇本語・⽇本⽂化を専攻する⼤学院⽣との学術交流会の実施・
運営に従事する機会を提供します。 

修⼠論⽂は、主指導教員と副指導教員による綿密な指導を受けながら作成を進めることにより、
学術的完成度を⾼めます。 

以上と並⾏して、⼀⼈ひとりの関⼼と必要に応じて「専攻共通科⽬」を履修することにより、
俯瞰⼒、デザイン⼒、コミュニケーション⼒等を⾼めます。 
 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

授業の成績は、シラバスに記載されている学習⽬標の達成度を基準として、シラバスに記載さ
れている⽅法により評価します。 



 

 

 修⼠論⽂については、複数の審査員が、テーマ設定の妥当性、研究の枠組や⽅法の妥当性、論
述の明晰さ、資料の選択や解釈の適切性、主張の独⾃性などを総合的に判断し、評価します。 
 
【博⼠後期課程】 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

博⼠後期課程を通じて、⽇本学の最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識、⾼度な教養、⾼度な国
際性、⾼度なデザイン⼒を養い、学術的な貢献度の⼤きい博⼠論⽂を完成させます。 
 博⼠後期課程の科⽬は、⽇本学専攻共通の「専攻共通科⽬」と、各分野が主体となって開講す
る「分野開講科⽬」とにより構成されます。 
 
・「専攻共通科⽬」︓英語で⽇本研究の最先端のコンテンツについて講じる英語講義科⽬、英語に

よる研究発信⼒の強化を⽬的とする英語アカデミック・スキル科⽬を選択科⽬として開講する
ことにより、⼀⼈ひとりの学⽣がみずからの必要に応じて俯瞰⼒、デザイン⼒、コミュニケー
ション⼒等を⾼められるようにします。 

 
・「分野開講科⽬」︓分野ごとに開講し、当該分野で必要となる⾼度な専⾨知識と⾼度な研究能⼒

を教授します。 
 
・専⾨教育の⼀環として、年度ごとに研究計画の提出を課すなど、主体的かつ計画的に研究を構

想・遂⾏するよう促します。また、逐次研究の進捗状況を確認するとともに助⾔を与え、最終
年次には⾃⽴した専⾨家としての独創性を備えた博⼠論⽂を完成させられるよう導きます。さ
らに、交換留学、私費留学、海外研修、国内外のインターンシップなどへの参加を積極的にサ
ポートすることにより、俯瞰⼒、デザイン⼒、コミュニケーション⼒等の強化を図ります。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

博⼠論⽂は、主指導教員と副指導教員による綿密な指導を受けながら作成を進めることにより、
学術的完成度を⾼めます。 

授業は、学⽣⾃⾝による問題解決型の学習を取り⼊れつつ、各科⽬の教授内容に合わせて開講
されます。 
 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

授業の成績は、シラバスに記載されている学習⽬標の達成度を基準として、シラバスに記載さ
れている⽅法により評価します。 
 博⼠論⽂については、当該分野の専⾨家である複数の審査員が、テーマ設定の妥当性、研究の
枠組や⽅法の選択の妥当性、論述の明晰さ、資料の選択や解釈の適切性、主張の独⾃性、既存の
研究に対する学術的貢献度の⾼さ、新たな研究分野を切り開こうとする意欲、社会実装への展望



 

 

などを総合的に判断し、評価します。 



「資料5」

1st Q 2nd Q 3rd Q 4th Q 1st Q 2nd Q 3rd Q 4th Q

学問全般にわたる幅広い教養
と、自立した研究者ならびに高
度専門職業人に必要な総合的な
人文学的教養、また日本を含む
世界の言語・文化・社会・歴史
等に関する学際的で現代的な教
養を有している。

○

国際的視野に立って研究を遂行
し、グローバルな人文学の展開
のなかにみずからの専門的な研
究成果を位置づけることができ
るとともに、それを国際的に発
信するための言語能力とコミュ
ニケーション・スキルを身に付
けている。

○

国内外のステークホルダーと的
確にコミュニケーションを交わ
し、みずからの研究成果を社会
実装する道筋を構想できる俯瞰
力、デザイン力、コミュニケー
ション力を有している。

○

広い視野に立って研究を遂行
し、学際的視点からみずからの
研究成果を位置づけることので
きる深い学識を有している。

○

日本学の各分野において、本質
的に重要な課題を発見し、デー
タや資料の的確な収集・分析を
通して、解決の道筋を構想でき
る能力を有している。

○

明解な論旨で一貫した構成の論
文をまとめる確かな論述能力と
豊かな文章表現力を有し、日本
学に関わる高度な専門的知識を
身につけ、先端的な研究に取り
組んでいる。

○

日本学専攻　応用日本学学位プログラム　博士前期課程　カリキュラムマップ
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「資料5」

1st Q 2nd Q 3rd Q 4th Q 1st Q 2nd Q 3rd Q 4th Q 1st Q 2nd Q 3rd Q 4th Q

国際的視野に立って研究を遂行し、
グローバルな人文学の展開のなかに
みずからの独創的で高度に専門的な
研究成果を位置づけることができる
とともに、それを国際的に発信する
ための高度な言語能力とコミュニ
ケーション・スキルを身に付けてい
る。

○

国内外のステークホルダーと的
確にコミュニケーションを交わ
し、みずからの高度な研究成果
を効果的に社会実装する道筋を
構想できる俯瞰力、デザイン
力、コミュニケーション力を有
している。

○

学問全般にわたる高度で幅広い教養
と、自立した研究者ならびに高度専
門職業人に必要な高度で総合的な人
文学的教養、また日本を含む世界の
言語・文化・社会・歴史等に関する
学際的かつ現代的で高度な教養を有
している。

○

日本学の各分野において、先行
研究を広く踏まえつつ、本質的
に重要な課題を発見し、データ
や資料の的確な収集・分析を通
して、独創的かつ先端的なかた
ちで解決の道筋を構想できる能
力を有している。

○

広い視野に立って独創的な研究
を遂行し、学際的視点からみず
からの先端的かつ高度に専門的
な研究成果を積極的に位置づけ
ることのできる深い学識を有し
ている。

○

明晰な論述能力を身につけ、自
立した研究者ならびに高度専門
職業人に必要な、高度な専門性
と高度な研究能力を有し、先端
的で独創的な研究に取り組んで
いる。

○

日本学専攻　応用日本学学位プログラム　博士後期課程　カリキュラムマップ
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⼈⽂学研究科 
学位プログラム︓ 芸術学 
授与する学位︓ 修⼠（⽂学）、博⼠（⽂学） 
  
教育⽬標 
 
【博⼠前期課程】 

⼤阪⼤学および⼈⽂学研究科の教育⽬標のもと、学位プログラム「芸術学」では、過去におい
ても現代においても、他の何ものによっても置き換え不可能な営みである芸術について、全国的
にも類を⾒ない規模の充実した体制のもと、専⾨的・先端的であると同時に学際的な多様性を備
えた教育を⾏ないます。 

学位プログラム「芸術学」は、美学・⽂芸学、⾳楽学・演劇学、⽇本東洋美術史・⻄洋美術史、
アートメディア論の 4 コースから成ります。本学位プログラムでは、以下のような教育を⽬標と
します。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
・芸術に関する最先端かつ⾼度な専⾨性と幅広い学識を体系的に学ぶとともに、その学識に基づ

く独創的な研究を、論理的かつ明晰なかたちで第三者に伝達する⼒を養う。 
○⾼度な教養 
・芸術全般に関する幅広い教養と、その教養を常にアップデートする⾼度な情報リテラシーを培

う。 
○⾼度な国際性 
・世界諸地域と⽇本の多様なジャンル・領域の芸術の研究を通し、他者や異⽂化に対する鋭敏な

感受性と深い理解⼒を涵養する。 
・豊かで論理的な⽇本語能⼒と、国際共通語である英語、そして専⾨分野に関わる諸外国語の⾼

度な運⽤能⼒を養う。 
○⾼度なデザイン⼒ 
・芸術学領域の学識を核として世界を探究し、独創的な研究を構想する⼒を培うとともに、その

成果を現代社会の諸課題の解決に接続する、柔軟で実践的なヴィジョンとデザイン⼒を養う。 
○独⾃の教育⽬標 
・芸術学の諸領域に関する⾼度な研究能⼒を備えた研究者・専⾨職業⼈を育成するとともに、多

様な芸術分野を網羅した本学位プログラムの特徴を⽣かし、芸術に関するジェネラリスト的な
職能を養う。 

 
【博⼠後期課程】 

⼤阪⼤学および⼈⽂学研究科の教育⽬標のもと、学位プログラム「芸術学」では、過去におい
ても現代においても、他の何ものによっても置き換え不可能な営みである芸術について、全国的



 

 

にも類を⾒ない規模の充実した体制のもと、⾼度に専⾨的・先端的であると同時に学際的な多様
性を備えた教育を⾏ないます。 

学位プログラム「芸術学」は、美学・⽂芸学、⾳楽学・演劇学、⽇本東洋美術史・⻄洋美術史、
アートメディア論の 4 コースから成ります。本学位プログラムでは、以下のような教育を⽬標と
します。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
・芸術に関する最先端かつ⾼度な専⾨性と幅広い学識を体系的に学ぶとともに、その学識に基づ

く独創的な研究を、論理的かつ明晰なかたちで第三者に伝達する⼒を養う。 
○⾼度な教養 
・芸術全般に関する幅広い教養と、その教養を常にアップデートする⾼度な情報リテラシーを培

う。 
○⾼度な国際性 
・豊かで論理的な⽇本語能⼒と、国際共通語である英語、そして専⾨分野に関わる諸外国語の⾼

度な運⽤能⼒を養う。 
・世界諸地域と⽇本の多様なジャンル・領域の芸術の研究を通し、他者や異⽂化に対する鋭敏な

感受性と深い理解⼒を涵養する。 
○⾼度なデザイン⼒ 
・芸術学領域の学識を核として世界を探究し、独創的な研究を構想する⼒を培うとともに、その

成果を現代社会の諸課題の解決に接続する、柔軟で実践的なヴィジョンとデザイン⼒を養う。 
○独⾃の教育⽬標 
・芸術学の諸領域に関する⾼度な研究能⼒を備えた研究者・専⾨職業⼈を育成するとともに、多

様な芸術分野を網羅した本学位プログラムの特徴を⽣かし、芸術に関するジェネラリスト的な
職能を養う。 

  



 

 

学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 
【博⼠前期課程】 

⼤阪⼤学および⼈⽂学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「芸術学」は、
芸術の作品や様態に関する⾼度な専⾨性と深い学識、教養・デザイン⼒・国際性を⾝につけ、所
定の単位を修得し、学位論⽂の審査及び最終試験に合格した学⽣に学位を授与します。 

博⼠前期課程では、以下の「学習⽬標」を達成したと判定された学⽣に修⼠（⽂学）の学位を
授与します。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
・芸術学諸分野の研究⽅法に従ってデータや⽂献などの資料を的確に収集・分析するとともに、

⽂献を正確に読解する⾼度な専⾨性を⾝につけ、先端的な研究を実現する能⼒を有している。 
・明解な論旨で⼀貫した構成の論⽂をまとめる確かな論述能⼒と豊かな⽂章表現⼒を⾝につけて
いる。 

○⾼度な教養 
・芸術学全般に関する幅広い教養と、その教養を常にアップデートする⾼度な情報リテラシーを

⾝につけ、独創的な研究を⾏う能⼒を有している。 
○⾼度な国際性 
・世界諸地域と⽇本の多様なジャンル・領域の芸術の研究を通して、異⽂化に対する⾼度な知識、

鋭敏な感受性および深い理解⼒を⾝につけている。 
・国際的に活躍できる⾼い⾔語運⽤能⼒を⾝につけている。 
○⾼度なデザイン⼒ 
・学問における独⾃の研究テーマを設定し、現代社会の諸問題を解決する構想・デザイン⼒を⾝

につけている。 
○独⾃の学習⽬標 
・芸術学に関する最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識、⾼度な教養、⾼度な国際性、⾼度なデザ

イン⼒に基づいて、独創性を備えた修⼠論⽂を作成できる。 
・特定の課題について独創性のある研究成果をあげることができる。同時に、芸術学領域の幅広

い分野を網羅した本学位プログラムの特徴を⽣かし、芸術諸分野に関するジェネラリスト的な
職能を養うこともできる。 

  



 

 

【博⼠後期課程】 
⼤阪⼤学および⼈⽂学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「芸術学」は、

芸術の作品や様態に関する⾼度な専⾨性と深い学識、教養・デザイン⼒・国際性を⾝につけ、所
定の単位を修得し、学位論⽂の審査及び最終試験に合格した学⽣に学位を授与します。 

博⼠後期課程では、以下の「学習⽬標」を達成したと判定された学⽣に博⼠（⽂学）の学位を
授与します。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
・芸術学諸分野の研究⽅法に従ってデータや⽂献などの資料を的確に収集・分析するとともに、

⽂献を正確に読解する⾼度な専⾨性を⾝につけ、先端的な研究を⾃⽴して⾼度に実現する能⼒
を有している。 

・明解な論旨で⼀貫した構成の論⽂を⾃⽴して作成しうる、⼗分に⾼度な論述能⼒と豊かな⽂章
表現⼒を⾝につけている。 

○⾼度な教養 
・芸術学全般に関する幅広い教養と、その教養を常にアップデートする⾼度な情報リテラシーを

⾝につけ、独創的な研究を⾃⽴して⾏うのに⼗分な能⼒を有している。 
○⾼度な国際性 
・⽇本と世界の多様なジャンル・領域の芸術の研究を通して、異⽂化に対する⾼度な知識、鋭敏

な感受性および深い理解⼒を、極めて⾼度に⾝につけている。 
・⾃⽴した研究者として国際的に活躍できる⾼度な⾔語運⽤能⼒を⾝につけている。 
○⾼度なデザイン⼒ 
・先⾏研究を広く踏まえつつ、芸術に関する知の地平を拡⼤する豊かな感性と優れた探求能⼒に

基づき、現代社会の諸問題を解決する構想・デザイン⼒を⾝につけている。 
○独⾃の学習⽬標 
・芸術学に関する最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識、⾼度な教養、⾼度な国際性、⾼度なデザ

イン⼒に基づいて、独創性を備えた博⼠論⽂を作成することができる。 
・特定の課題について独創性のある研究成果をあげることができる。同時に、芸術学領域の幅広

い分野を網羅した本学位プログラムの特徴を⽣かし、芸術諸分野に関するジェネラリスト的で
⾼度な職能を養うこともできる。 

 
 
  



 

 

教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 
【博⼠前期課程】 

⼤阪⼤学および⼈⽂学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「芸術学」で
は以下のとおりカリキュラム・ポリシーを定めています。 

各領域の特性に根ざし、芸術作品や関連資料の調査研究に関わる講義・演習科⽬を中⼼に、イ
ンターンシップを含む実践的な能⼒養成にも⼒を⼊れた教育を⾏います。 

学位プログラム「芸術学」は、美学・⽂芸学コース、⾳楽学・演劇学コース、⽇本東洋美術
史・⻄洋美術史コース、アートメディア論コースの 4 コースにわかれ、それぞれコースの学問的
特性を踏まえつつ、以下の⽅針に基づいてカリキュラムを編成します。 
 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

２年間の課程を通じて、専⾨教育、教養教育、国際性涵養教育の３つの柱に基づいた科⽬編成
を⾏い、芸術学を中⼼とした⼈⽂学の最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識、⾼度な教養、⾼度な
国際性、⾼度なデザイン⼒を養います。 
 
○専⾨教育︓「専⾨教育科⽬」により、当該分野に必要な専⾨知識と研究能⼒、ならびに国際的

に発信する⾔語能⼒を養います。また、年次ごとに研究計画と研究報告書の作成を課し、研究
を主体的に構想・実⾏する能⼒とデザイン⼒を⾼め、⾼度な専⾨性を備えた修⼠論⽂、もしく
は、特定の課題について独創性のある研究成果の完成へと導きます。また、芸術学領域の幅広
い分野を網羅した本学位プログラムの特徴を⽣かし、芸術諸分野に関するジェネラリスト的な
職能を養うことが可能なようカリキュラムを編成しています。 

 
○教養教育︓「⾼度教養教育科⽬」により、専⾨分野以外の学問分野や領域横断的な分野に関す

る⾼度な教養を培います。 
 
○国際性涵養教育︓「⾼度国際性涵養教育科⽬」により、⾼度な外国語運⽤能⼒、異⽂化や他者

に対する感受性と知識を涵養します。また、海外の諸⼤学との交流協定等に則った留学、海外
研修、国際交流への参加を促すことで、上記の能⼒や知識をさらに⾼めます。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

講義科⽬では、個々の主題に関する体系的な知識を習得するとともに、与えられる論述課題を
通じて、⾃⼒で資料を収集・分析・考察し、その結果を的確かつ論理的に構成・表現する能⼒を
⾝につけます。また、演習科⽬では、各⼈が⼝頭発表を⾏うことで、⽇本語ならびに外国語の⽂
献資料の⾼度な読解・分析能⼒、調査・研究を的確に遂⾏する能⼒、その結果を論理的かつ説得
的に発信する能⼒を⾝につけます。 



 

 

また、⼈⽂学研究科共通の必修科⽬として、１年次に「⼈⽂学」の基礎知識を学ぶ「⼈⽂学基
礎（⼈⽂学と対話）」（１単位）と、⾼度教養教育科⽬として開講される「⼈⽂学基礎（現代の教
養）」（１単位）を履修します。 
 
○専⾨教育︓講義科⽬と演習科⽬からなる「専⾨教育科⽬」から選択履修します。専⾨分野によ

っては学外でのインターンシップ他、実践的な場での経験を重視した科⽬も開講しています。
また、修⼠論⽂作成、もしくは、特定の課題について独創性のある研究を通じて、独⾃の課題
について、主体的に考究・発信する能⼒を⾝につけます。 

 
○教養教育︓講義科⽬と演習科⽬からなる「⾼度教養教育科⽬」から選択履修します。 
 
○国際性涵養教育︓主として講義科⽬からなる「⾼度国際性涵養教育科⽬」から選択履修しま

す。 
 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

講義科⽬、演習科⽬においては、シラバス等に記載されている学習⽬標の達成度に従い、成績
評価の⽅法（試験や課題、レポートなど）を⽤いて評価します。 

修⼠論⽂においては、複数の審査員が、主題選択の妥当性、論述の明晰さ、資料・⽂献調査の
適切性、主張の独⾃性などを総合的に判断し、評価します。 

 
【博⼠後期課程】 

⼤阪⼤学および⼈⽂学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「芸術学」で
は以下のとおりカリキュラム・ポリシーを定めています。 

各領域の特性に根ざし、芸術作品や関連資料の調査研究に関わる講義・演習科⽬を中⼼に、イ
ンターンシップを含む実践的な能⼒養成にも⼒を⼊れた教育を⾏います。 

学位プログラム「芸術学」は、美学・⽂芸学コース、⾳楽学・演劇学コース、⽇本東洋美術
史・⻄洋美術史コース、アートメディア論コースの 4 コースにわかれ、それぞれコースの学問的
特性を踏まえつつ、以下の⽅針に基づいてカリキュラムを編成します。 
 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

所属する専⾨分野の講義、演習を通して当該分野に必要な深い学識と⾼度な研究能⼒、ならび
に国際的に発信する⾔語能⼒を養います。年次ごとに研究計画と研究報告書の作成を課し、研究
を主体的に構想・実⾏する能⼒とデザイン⼒をさらに⾼めます。 

博⼠論⽂作成の準備のために、２年次以降に博⼠予備論⽂の提出を課します。最終年次には、
⾃⽴した専⾨家としての独創性を備えた博⼠論⽂の完成へと導きます。 

海外の諸⼤学との交流協定等に則った留学、海外研修、国際交流を積極的に促します。 



 

 

＜学修内容及び学修⽅法＞ 
講義科⽬を通じて、⾼度な教養ならびに⾼度な専⾨性と深い学識を⾝につけます。 
演習・実習科⽬を通じて、①⽇本語ならびに外国語の⽂献資料の⾼度な読解・分析能⼒、②調

査・研究を的確に遂⾏する能⼒、③その結果を論理的かつ説得的に発信する能⼒を⾝につけま
す。 

博⼠論⽂作成を通じて、独⾃の課題について、学問的価値の⾼い成果を主体的に考究・発信す
る能⼒を⾝につけます。 
 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

講義科⽬、演習科⽬においては、シラバス等に記載されている学習⽬標の達成度に従い、成績
評価の⽅法（試験や課題、レポートなど）を⽤いて評価します。 

博⼠論⽂においては、複数の審査員が、主題選択の妥当性、論述の明晰さ、資料・⽂献調査の
適切性、主張の独⾃性などを総合的に判断し、評価します。 

 
 



「回答様式３」

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

芸術学全般に関する幅広い教養
と、その教養を常にアップデー
トする高度な情報リテラシーを
身につけ、独創的な研究を行う
能力を有している。

〇

芸術学諸分野の研究方法に従って
データや文献などの資料を的確に
収集・分析するとともに、文献を
正確に読解する高度な専門性を身
につけ、先端的な研究を実現する
能力を有している。

〇

明解な論旨で一貫した構成の論
文をまとめる確かな論述能力と
豊かな文章表現力を身につけて
いる。

〇

国際的に活躍できる高い言語運
用能力を身につけている。 〇

世界諸地域と日本の多様なジャ
ンル・領域の芸術の研究を通し
て、異文化に対する高度な知
識、鋭敏な感受性および深い理
解力を身につけている。

〇

学問における独自の研究テーマ
を設定し、現代社会の諸問題を
解決する構想・デザイン力を身
につけている。

〇

芸術学に関する最先端かつ高度
な専門性と深い学識、高度な教
養、高度な国際性、高度なデザ
イン力に基づいて、独創性を備
えた修士論文を作成できる。

〇

特定の課題について独創性のある研究成果
をあげることができる。同時に、芸術学領
域の幅広い分野を網羅した本学位プログラ
ムの特徴を生かし、芸術諸分野に関する
ジェネラリスト的な職能を養うこともでき
る。

〇

人文学研究科芸術学専攻カリキュラムマップ＿博士前期課程 学位プログラム「芸術学」

博士前期2年

※海外留学は、必須ではありません。

　交換留学およびエラスムス・ムンドゥス・マスタープログラム（ユーロカルチャー）を希望する場合は、協定校が定める語学能力に関する証明書の提出や、面接等に合格する必要があります。

　上記の留学期間はモデルケースであり、留学時期を限定しているものではありません。
　留学期間は概ね、半年～１年程度です。
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博士前期1年

大学院横断教育科目・大学院副専攻プログラム・大学院等高度副プログラム

専門教育科目
（所属専門分野の科目）

大学院横断教育科目・大学院副専攻プログラム・

大学院等高度副プログラム

専門教育科目（他専門分野の科目）

修士論文

高度教養教育科目

海外留学※高度国際性

涵養教育科目

修士論文作成演習

人文学基礎（現代の教養）【必修】

人文学基礎（人文学と対話）【必修】



「回答様式３」

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

芸術学全般に関する幅広い教養と、そ
の教養を常にアップデートする高度な
情報リテラシーを身につけ、独創的な
研究を自立して行うのに十分な能力を
有している。

〇

芸術学諸分野の研究方法に従ってデータや
文献などの資料を的確に収集・分析すると
ともに、文献を正確に読解する高度な専門
性を身につけ、先端的な研究を自立して高
度に実現する能力を有している。

〇

明解な論旨で一貫した構成の論文を自
立して作成しうる、十分に高度な論述
能力と豊かな文章表現力を身につけて
いる。

〇

日本と世界の多様なジャンル・領域の
芸術の研究を通して、異文化に対する
高度な知識、鋭敏な感受性および深い
理解力を、極めて高度に身につけてい
る。

〇

自立した研究者として国際的に活躍で
きる高度な言語運用能力を身につけて
いる。

〇

先行研究を広く踏まえつつ、芸術に関
する知の地平を拡大する豊かな感性と
優れた探求能力に基づき、現代社会の
諸問題を解決する構想・デザイン力を
身につけている。

〇

芸術学に関する最先端かつ高度な専門
性と深い学識、高度な教養、高度な国
際性、高度なデザイン力に基づいて、
独創性を備えた博士論文を作成するこ
とができる。

〇

特定の課題について独創性のある研究成果
をあげることができる。同時に、芸術学領
域の幅広い分野を網羅した本学位プログラ
ムの特徴を生かし、芸術諸分野に関する
ジェネラリスト的で高度な職能を養うこと
もできる。

〇

　留学期間は概ね、半年～１年程度です。

人文学研究科芸術学専攻カリキュラムマップ＿博士後期課程　学位プログラム「芸術学」

博士後期２年 博士後期３年

※海外留学は、必須ではありません。

　交換留学を希望する場合は、協定校が定める語学能力に関する証明書の提出や、面接等に合格する必要があります。

　上記の留学期間はモデルケースであり、留学時期を限定しているものではありません。
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博士後期１年

大学院横断教育科目・大学院副専攻プログラム・大学院等高度副プログラム

高度教養教育科目

高度国際性涵養教育科目

大学院横断教育科目・大学院副専攻プログラム・大学院等高度副プログラム

専門教育科目
（所属専門分野の科目）

博士

予備論文 博士論文

専門教育科目（他専門分野の科目）

海外留学※

博士論文作成演習



⼈間科学研究科 

１．博⼠前期課程 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学の教育⽬標のもと、⼈間科学研究科は１９７８年に博⼠前期課程及び博⼠後期課程の
⼤学院として発⾜して以来、⼈間と社会の現実を、⾏動学・社会学・⼈間学・教育学・共⽣学など
のさまざまな学問分野の専⾨的知識（専⾨知）や、それらの研究⽅法を融合させて総合的にとら
える統合知を育成しながら、⽇本及び国際社会に貢献する能⼒を養うことを⽬的としています。
その⽬的の実現のために、「学際性」、「実践性」、「国際性」の 3 つの理念を掲げ、⾼度な専⾨性に
基づいて、各理念に沿った能⼒を備えた⼈材の育成を⽬指します。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

⾏動学系、社会学・⼈間学系、教育学系、共⽣学系のいずれかの学系に所属して、それぞれの
学系での最先端の知識を学ぶことを通じて⾼度な専⾨知を修得すると同時に、学系横断的な考え
⽅や着想⼒を養いながら、それぞれの専⾨分野の⽅法と成果を他の分野の知識と統合させた統合
知の習得を⽬指します。 
 
○⾼度な教養 

専⾨分野の知識や研究⼿法を学びつつ、4 学系横断の共通必修科⽬や他学系の科⽬を履修する
ことで、学際的視点から⼈間科学を実践するための⾼度な教養の育成を⽬指します。 
 
○⾼度な国際性 

社会のグローバル化の趨勢から、国際的な考え⽅を持つ多様な⼈々とコミュニケーションでき
る能⼒やそれを裏付ける外国語能⼒の育成に取り組みます。 
 
○⾼度なデザイン⼒ 

実験・調査・フィールドワークの活動を通じて専⾨知の技法を洗練化・⾼度化しつつ、社会や
現場でのさまざまな研究課題における問題発⾒・解決⼒を育むための実践的な教育・研究に取り
組みます。 
 
○独⾃の教育⽬標 

⾏動学・社会学・教育学・共⽣学などの多様な専⾨分野での実践の学びから専⾨知を育みつ
つ、それらを学際的な視野からまとめる統合知の習得も⽬指します。また、専⾨知や統合知を学
内外や社会の現場との相互作⽤から⽣み出される共創知へとつなげるための実践⼒を養います。 
 



博⼠前期課程では、⾼度な専⾨性を持ちながら、⼈間科学における幅広い学際的視野からさま
ざまな課題に取り組める職業⼈の養成や、博⼠後期課程に進学し研究者となるための基礎の習得
を⽬指します。 
 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のディプロマ・ポリシーのもと、⼈間科学研究科では、⽇本及び国際社会に貢献する
能⼒を養うため、学際性・実践性・国際性という３つの理念に即した、以下にあげるような能⼒
を修得した学⽣に修⼠（⼈間科学） を授与します。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・⾏動学系、社会学・⼈間学系、教育学系、共⽣学系のうち、所属する学系の専⾨分野における
⾼度な知識を体系的に理解している。 
・⾃ら設定した研究課題についての専⾨的知識、及びそれを⼈間科学的⼿法により分析・考察で
きる研究スキルを修得している。 
 

○⾼度な教養 
・現代社会やそこに⽣きる⼈間におけるさまざまな課題に学際的視点から応えるために必要と
なる⾼度で、かつ、幅広い教養を持っている。 

 
○⾼度な国際性 

・⽇本及び国際社会に貢献するための学際的で幅広い知識や外国語⼒を⼗分に⾝につけている。 
・⾃⾝の研究で得た知⾒を⽇本及び世界に発信するためのプレゼンテーション能⼒やコミュニ
ケーション能⼒を持っている。 

 
○⾼度なデザイン⼒ 

・⾃らの研究課題を発⾒しながら、実験・調査・フィールドワークにおいて専⾨分野や関連分野
のさまざまな専⾨的知識や研究⼿法を融合させつつ、その課題に取り組める研究展開⼒を持っ
ている。 
・さまざまな専⾨的知識を持つ他者とコミュニケーションを取りながら、研究や課題解決を展
開できる。 

 
⼈間科学研究科の博⼠前期課程では、これらの能⼒を有し、さらに適切な研究指導を受けなが

ら修⼠論⽂を完成させた学⽣に、⾼度な専⾨的知識や教養を備えつつ、学際的視点からさまざま
な社会や現場で活躍できる⼈材として学位を認定します。 
 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のカリキュラム・ポリシーのもと、⼈間科学研究科は、現代という未曾有の転換期に
⽣きる、⼈間と⼈間が営む社会がかかえる諸問題を解決するために、グローバルな視点とローカ
ルな知を融合する研究と実践をおこなうカリキュラム構成になっています。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

「⼈間科学専攻」の下に設置された４つの学系（⾏動学系、社会学・⼈間学系、教育学系、共
⽣学系）における⾼度な専⾨的知識の獲得を促す科⽬を履修するとともに、学系横断的な知の獲
得が可能となるように共通科⽬群の履修を求めます。科学的・実験実証的・統計学的なアプロー
チの科⽬、⼈⽂科学・⽂献研究・質的研究を重視する科⽬、フィールドワーク科⽬、そして国際
コミュニケーション能⼒を育成する科⽬を提供することで、学際的・実践的・国際的な学びを可
能にするカリキュラムとしています。 
 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

博⼠前期課程では以下に⽰す多様な講義・演習を履修しつつ、適切な研究指導を受けながら修
⼠論⽂を完成させます。 

学際的な考え⽅や⼈間科学的な視座を学ぶために、博⼠前期課程では、必修の基礎科⽬として
分野横断型科⽬を履修します。⾼度な専⾨的知識を習得するために、学系の下に設置された８つ
の⼤講座（⼈間⾏動学、⾏動⽣態学、社会環境学、基礎⼈間科学、臨床教育学、教育環境学、未
来共⽣学、グローバル共⽣学）における多彩な講義科⽬・演習科⽬を系統的に履修します。各学
系の全ての講義・演習は、⼤学院学⽣の所属学系・講座を問わず分野横断的に履修できます。さ
らに、⾼度なデザイン⼒や研究遂⾏⼒を学ぶために、少⼈数によるアクティブラーニングや⽂献
購読などの演習科⽬、教員からの対⾯指導等による特定研究科⽬によって課題発⾒やその解決に
向けた専⾨性の⾼い理論や研究⼿法・研究スキル等を実践的に習得します。 

⼤学院学⽣にふさわしい⾼度な教養や幅広い学問領域の素養を涵養するために、所属講座以外
の専⾨科⽬を履修します。また、⾼度な教養を養うために、⾼度副プログラムの科⽬や、異なる
考え⽅や⽂化を持つ他者との協働性の涵養を⽬指して未来共⽣リーディング⼤学院プログラム
が開発してきた科⽬の⼀部を共通科⽬として履修することができます。さらに、他研究科が提供
する⾼度教養教育科⽬の履修ができます。 

⾼度な国際性の基盤となる外国語⼒を涵養するために、英語の⾔語科⽬や英語で⾏われる⼈間
科学英語コースの⼤学院学⽣向け科⽬を提供します。また、論理的⽂章作成⼒や外国語での論⽂
執筆⼒を習得するために英語での論⽂作成・研究発表の演習科⽬も履修できます。国際性をより
⾼めるために外国語で⾏われる共通科⽬の履修を通じて、外国語によるコミュニケーション⼒を
養います。 

 



＜学修成果の評価⽅法＞ 
学修の成果は、講義や演習の科⽬では、それぞれの科⽬のシラバスに記載されている学習⽬標

の達成度について、成績評価の⽅法（試験や課題へのレポート等）を⽤いて評価します。実習・
フィールドワーク科⽬では、それぞれの科⽬での学習⽬標に関するレポートや研究発表等への
成績を基にして評価します。  



２．博⼠後期課程 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学の教育⽬標のもと、⼈間科学研究科は１９７８年に博⼠前期課程及び博⼠後期課程の
⼤学院として発⾜して以来、⼈間と社会の現実を、⾏動学・社会学・⼈間学・教育学・共⽣学など
のさまざまな学問分野の専⾨的知識（専⾨知）や、それらの研究⽅法を融合させて総合的にとら
える統合知を育成しながら、⽇本及び国際社会に貢献する能⼒を養うことを⽬的としています。
その⽬的の実現のために、「学際性」、「実践性」、「国際性」の 3 つの理念を掲げ、⾼度な専⾨性に
基づいて、各理念に沿った能⼒を備えた⼈材の育成を⽬指します。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

⾏動学系、社会学・⼈間学系、教育学系、共⽣学系のいずれかの学系に所属して、それぞれの
学系での最先端の知識の習得による⾼度な専⾨知を形成しつつ、専⾨分野の⾼度な知識・学識を
他の分野の知識と分野横断的に統合させた統合知の習得を⽬指します。 
 
○⾼度な教養 

⽂系・理系という従来の専⾨分野の枠を超えて、⼈間科学の諸分野の知識や研究⼿法を学際的
に統合するための思考⼒や展開⼒を⽀える⾼度な教養の育成を⽬指します。 
 
○⾼度な国際性 

社会のグローバル化の趨勢から、国際的な考え⽅を持つ多様な⼈々とリーダーシップを取りな
がらコミュニケーションできる⾼度な能⼒の育成に取り組みます。 
 
○⾼度なデザイン⼒ 

実験・調査・フィールドワークの実践的活動を通じて専⾨知の技法を洗練化・⾼度化しつつ、
学術や社会、現場でのさまざまな研究課題における問題発⾒⼒やその解決のための構想⼒の育成
を⽬指します。また、社会や現場でリーダーシップを発揮して、さまざまな⼈々と協働しながら
課題に取り組む展開⼒やその実践から⽣まれる共創知を養います。 
 

博⼠後期課程においては、複雑化し激動するグローバル社会の中でも、⾼度な専⾨知を備え、
かつ、統合知や共創知からさまざまな課題に取り組める専⾨家及び将来研究者を⽬指す⼈材を養
成します。 
 
 

  



卒業認定・学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のディプロマ・ポリシーのもと、⼈間科学研究科では、⽇本及び国際社会に貢献する
能⼒を養うため、学際性・実践性・国際性という３つの理念に即した、以下にあげるような能⼒
を修得した学⽣に博⼠（⼈間科学） を授与します。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・所属する学系の専⾨分野における⾼度な知識を体系的に理解し、活⽤できる。 
・⾃ら設定した課題についての専⾨的知識、及びそれを⼈間科学的⼿法により分析・考察できる
研究スキルを修得し、⾼度な研究ができる。 
 

○⾼度な教養 
・現代社会やそこに⽣きる⼈間におけるさまざまな課題に学際的視点から応えるために必要と
なる⾼度で、かつ、幅広い教養を持っている。 

 
○⾼度な国際性 

・⽇本及び国際社会に貢献するための学際的で幅広い知識や外国語での表現⼒を⼗分に⾝につ
けている。 
・⾃⾝の研究で得た知⾒を⽇本及び世界に発信するためのプレゼンテーション能⼒、コミュニ
ケーション能⼒を持っている。 

 
○⾼度なデザイン⼒ 

・⾃ら発⾒・設定した課題を実験・調査・フィールドワークなどを通じて研究・分析するために
必要となる⾼度で、実践的な研究⼒を持ち、学術的な成果としてもまとめ上げる表現⼒を持っ
ている。 
・さまざまな専⾨的知識を持つ他者とコミュニケーションを取りながら、研究や課題解決を⾼
度に展開できる。 

 
⼈間科学研究科の博⼠後期課程では、これらの能⼒を有し、かつ適切な研究指導に基づいて博

⼠学位論⽂を完成させた学⽣に、⾼度な専⾨的知識に加えて、学際的かつ柔軟な視点を持ちつ
つ、国際的にも活躍可能な専⾨研究者として学位を認定します。 
 
 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のカリキュラム・ポリシーのもと、⼈間科学研究科は、現代という未曾有の転換期に
⽣きる⼈間と⼈間が営む社会がかかえる諸問題に科学的にアプローチするために、グローバルな
視点とローカルな知を融合するための研究と実践をおこなうカリキュラム構成になっています。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

学際的・国際的な研究⼒や課題解決のための実践⼒を育成するために、「⼈間科学専攻」の下
に設置された４つの学系（⾏動学系、社会学・⼈間学系、教育学系、共⽣学系）が提供する特別
演習・特別研究の履修を通じて、科学的・実験実証的・統計学的なアプローチ、⼈⽂科学・⽂献
研究・質的研究・フィールドワークの視座や考え⽅、そして国際コミュニケーションや国際⽐較
の⼿法を学修します。そして、適切な研究指導を受けながら、博⼠学位論⽂を完成させます。 
 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

博⼠後期課程では博⼠学位論⽂の完成を⽬指して個々の研究課題に取り組むとともに、⾼度な
専⾨的知識を活⽤した研究活動を促進するために、そして、研究における⾼度なデザイン⼒や研
究遂⾏⼒を⾝に付けるために、教員からの個別指導等による特別研究を履修し、研究スキルや研
究⼿法、専攻する学問分野独⾃の理論や思考法などを⾝に付け、発展させます。 

課題発⾒やその解決のための研究⼒や実践⼒を育成するために、少⼈数による特別演習科⽬で
は、アクティブラーニングや演習形式によって専⾨性の⾼い知識・理論や研究⼿法を学びます。
⾼度な外国語能⼒や国際的視野を習得するために、特別演習では外国語で書かれた⽂献の購読・
輪読や⽂献紹介にも取り組みます。また、⽂献輪読や研究発表を通じて、⾼度なコミュニケーシ
ョン能⼒やプレゼンテーション能⼒を涵養します。 

⼤学院学⽣にふさわしい⾼度な教養や幅広い学問領域の素養を涵養するために、⾼度副プログ
ラムの科⽬や未来共⽣リーディング⼤学院プログラムが開発してきた科⽬などの共通科⽬を受
けることができます。また、他研究科が提供する⾼度教養教育科⽬の履修によって⾼度な教養を
習得することができます。 

 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

学修の成果は、特別演習において、シラバスに記載されている学習⽬標の達成度について、課
題・実習・フィールドワークへのレポートの成績を基にして評価します。特別研究は、博⼠学位
論⽂の完成のための研究指導であるため、論⽂作成上での諸活動での成果を基に評価します。 



人間科学研究科 
学位プログラム： 人間科学 
授与する学位： 修士（人間科学） 
 
教育目標 
 
大阪大学の教育目標のもと、人間科学研究科は１９７８年に博士前期課程及び博士後期課程の

大学院として発足して以来、人間と社会の現実を、行動学・社会学・人間学・教育学・共生学な
どのさまざまな学問分野の専門的知識（専門知）や、それらの研究方法を融合させて総合的にと
らえる統合知を育成しながら、日本及び国際社会に貢献する能力を養うことを目的としていま
す。その目的の実現のために、「学際性」、「実践性」、「国際性」の 3つの理念を掲げ、高度な専
門性に基づいて、各理念に沿った能力を備えた人材の育成を目指します。 

 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
行動学系、社会学・人間学系、教育学系、共生学系のいずれかの学系に所属して、それぞれの

学系での最先端の知識を学ぶことを通じて高度な専門知を修得すると同時に、学系横断的な考え
方や着想力を養いながら、それぞれの専門分野の方法と成果を他の分野の知識と統合させた統合
知の習得を目指します。 
 
○高度な教養 
専門分野の知識や研究手法を学びつつ、4 学系横断の共通必修科目や他学系の科目を履修する

ことで、学際的視点から人間科学を実践するための高度な教養の育成を目指します。 
 

○高度な国際性 
社会のグローバル化の趨勢から、国際的で多様な考え方を持つ人々とコミュニケーションでき

る能力やそれを裏付ける外国語能力の育成に取り組みます。 
 

○高度なデザイン力 
実験・調査・フィールドワークの活動を通じて専門知の技法を洗練化・高度化しつつ、社会や

現場でのさまざまな研究課題における問題発見・解決力を育むための実践的な教育・研究に取り
組みます。 

 
○独自の教育目標 
行動学・社会学・教育学・共生学などの多様な専門分野での実践の学びから専門知を育みつつ、

それらを学際的な視野からまとめる統合知の習得も目指します。また、専門知や統合知を学内外
や社会の現場との相互作用から生み出される共創知へと展開させるための実践力を養います。 

 



博士前期課程では、高度な専門性を持ちながら、人間科学における幅広い学際的視野からさま
ざまな課題に取り組める職業人の養成や、博士後期課程に進学し研究者となるための基礎の習得
を目指します。 

  



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 
大阪大学のディプロマ・ポリシーのもと、人間科学研究科では、日本及び国際社会に貢献する

能力を養うため、学際性・実践性・国際性という３つの理念に即した、以下にあげるような能力
を修得した学生に修士（人間科学）を授与します。 

 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・行動学系、社会学・人間学系、教育学系、共生学系のうち、所属する学系の専門分野におけ
る高度な知識を体系的に理解している。 
・自ら設定した課題についての高度な専門的知識、及びそれを人間科学的手法により分析・考
察できる高度な研究スキルを修得している。 
 

○高度な教養 
・現代社会やそこに生きる人間におけるさまざまな課題に学際的視点から応えるために必要と
なる高度で、かつ、幅広い教養を持っている。 
 

○高度な国際性 
・日本及び国際社会に貢献するための学際的で幅広い知識や外国語力を十分に身につけている。 
・自身の研究で得た知見を日本及び世界に発信するためのプレゼンテーション能力やコミュニ
ケーション能力を持っている。 

 
○高度なデザイン力 
・自らの研究課題を発見しながら、実験・調査・フィールドワークにおいて専門分野や関連分
野のさまざまな専門的知識や研究手法を融合させつつ、その課題に取り組める研究展開力を持
っている。 
・さまざまな専門的知識や考え方を持つ他者とコミュニケーションを取りながら、研究や課題
解決を展開できる。 
 
人間科学研究科の博士前期課程では、これらの能力を有し、さらに適切な研究指導を受けなが

ら修士論文を完成させた学生に、社会で活躍するための高度な専門的知識や教養を備え、学際的
視点からさまざまな課題に実践的に取り組める人材として学位を認定します。 

  



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 
大阪大学のカリキュラム・ポリシーのもと、人間科学研究科は、現代という未曾有の転換期に

生きる、人間と人間が営む社会がかかえる諸問題を解決するために、グローバルな視点とローカ
ルな知を融合する研究と実践をおこなうカリキュラム構成になっています。 
 
＜教育課程編成の考え方＞ 
「人間科学専攻」の下に設置された４つの学系（行動学系、社会学・人間学系、教育学系、共

生学系）における高度な専門的知識の獲得を促す科目を履修するとともに、学系横断的な知の獲
得が可能となるように共通科目群の履修を求めます。科学的・実験実証的・統計学的なアプロー
チの科目、人文科学・文献研究・質的研究を重視する科目、フィールドワーク科目、そして国際
コミュニケーション能力を育成する科目を提供することで、学際的・実践的・国際的な学びを可
能にするカリキュラムとしています。 
 
＜学修内容及び学修方法＞ 
博士前期課程では以下に示す多様な講義・演習を履修しつつ、適切な研究指導を受けながら修

士論文を完成させます。 
学際的な考え方や人間科学的な視座を学ぶために、博士前期課程では、必修の基礎科目として

分野横断型科目を履修します。高度な専門的知識を習得するために、学系の下に設置された８つ
の大講座（人間行動学、行動生態学、社会環境学、基礎人間科学、臨床教育学、教育環境学、未来
共生学、グローバル共生学）における多彩な講義科目・演習科目を系統的に履修します。各学系
の全ての講義・演習は、大学院学生の所属学系・講座を問わず分野横断的に履修できます。さら
に、高度なデザイン力や研究遂行力を学ぶために、少人数によるアクティブラーニングや文献購
読などの演習科目、教員からの対面指導等による特定研究科目によって課題発見やその解決に向
けた専門性の高い理論や研究手法・研究スキル等を実践的に習得します。 
大学院学生にふさわしい高度な教養や幅広い学問領域の素養を涵養するために、所属講座以外

の専門科目を履修します。また、高度な教養を養うために、高度副プログラムの科目や、異なる
考え方や文化を持つ他者との協働性の涵養を目指して未来共生リーディング大学院プログラムが
開発してきた科目の一部を共通科目として履修することができます。さらに、他研究科が提供す
る高度教養教育科目の履修ができます。 
高度な国際性の基盤となる外国語力を涵養するために、英語の言語科目や英語で行われる人間

科学英語コースの大学院学生向け科目を提供します。また、論理的文章作成力や外国語での論文
執筆力を習得するために英語での論文作成・研究発表の演習科目も履修できます。国際性をより
高めるために外国語で行われる共通科目の履修を通じて、外国語によるコミュニケーション力を
養います。 

 



＜学修成果の評価方法＞ 
学修の成果は、講義や演習の科目では、それぞれの科目のシラバスに記載されている学習目標

の達成度について、成績評価の方法（試験や課題へのレポート等）を用いて評価します。実習・
フィールドワーク科目では、それぞれの科目での学習目標に関するレポートや研究発表等への成
績を基にして評価します。 



カリキュラムマップ 人間科学研究科 人間科学専攻 学系全体 博士前期課程 学位プログラム︓人間科学

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

学習目標A
現代社会やそこに生きる人間におけるさまざまな課題に
学際的視点から応えるために必要となる高度で、かつ、
幅広い教養を持っている。

〇

学習目標B
行動学系、社会学・人間学系、教育学系、共生学系のう
ち、所属する学系の専門分野における高度な知識を体系
的に理解している。

〇

学習目標C
自らの研究課題を発見しながら、実験・調査・フィール
ドワークにおいて専門分野や関連分野のさまざまな専門
的知識や研究手法を融合させつつ、その課題に取り組め
る研究展開力を持っている。

〇 〇

学習目標D
さまざまな専門的知識や考え方を持つ他者とコミュニ
ケーションを取りながら、研究や課題解決を展開でき
る。

〇

学習目標E
自ら設定した課題についての専門的知識、及びそれを人
間科学的手法により分析・考察できる高度な研究スキル
を修得している。

〇 〇

学習目標F
自身の研究で得た知見を日本及び世界に発信するための
プレゼンテーション能力やコミュニケーション能力を
持っている。

〇

学習目標G
日本及び国際社会に貢献するための学際的で幅広い知識
や外国語力を十分に身につけている。

〇

高度教養教育科目
専門教育科目
高度国際性涵養教育科目

高

度

な

専

門

性

と

深

い

学

識

教
養

国
際
性

デ

ザ

イ

ン

力

1年 2年

高度国際性涵養教育科目（選択必修）：

英語による国際コミュニケーションⅠ・Ⅱ

高度国際性涵養教育科目（選択）：

人間科学国際特講Ⅰ～Ⅵ、

英語による論文作成・研究発表演習、

未来共生英語特定演習Ⅰ・Ⅱ、Academic Reading など

高度教養教育科目:インターンシップA・B、総合人間科学実習Ⅰ・Ⅱ、コミュニティ・ラーニング特定演習など

専門教育科目/所属講座以外の授業科目および基礎科目（選択必修）

専門教育科目（所属講座指定の選択必修）：

基礎心理学特講Ⅰ、社会理論特講、人間科学基礎理論特講、教育人間学特講、共生の人間学特講Ⅰなど

専門教育科目（所属講座指定の選択）：フィールドワーク実習Ⅰ・Ⅱ、方法実習Ⅰ・Ⅱ

専門教育科目（所属講座指定の選択必修）のうち演習科目：

基礎心理学特定演習Ⅰ、現代社会と社会理論特定演習Ⅰ、教育人間学特定演習Ⅰ、共生の人間学特定演習Ⅰなど

専門教育科目（所属講座指定の必修）：特定研究Ⅰ・Ⅱ

修士論文

人
間
科
学
学
際
研
究
特
講
（
必
修
）

専門教育科目（所属講座指定の必修）：特定研究Ⅰ・Ⅱ

修士論文



カリキュラムマップ 人間科学研究科 人間科学専攻 行動学系 博士前期課程 学位プログラム︓人間科学

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

学習目標A
現代社会やそこに生きる人間に深い関心を持ち、現代と
いう未曾有の転換期の学問的・社会的要請に応えるため
に必要な高度で、かつ、幅広い教養を持っている。

〇

学習目標B
行動学、社会学、人間学、教育学、共生学のいずれかに
ついて高度な知識を体系的に理解している。

〇

学習目標C
自らの研究課題を発見しながら、実験・調査・フィール
ドワークにおいて専門分野や関連分野のさまざまな専門
的知識や研究手法を融合させつつ、その課題に取り組め
る研究展開力を持っている。

〇 〇

学習目標D
さまざまな専門的知識や考え方を持つ他者とコミュニ
ケーションを取りながら、研究や課題解決を展開でき
る。

〇

学習目標E
自ら設定した課題についての専門的知識、及びそれを人
間科学的手法により分析・考察できる高度な研究スキル
を修得している。

〇 〇

学習目標F
自身の研究で得た知見を日本及び世界に発信するための
プレゼンテーション能力、コミュニケーション能力を
持っている。

〇

学習目標G
日本及び国際社会に貢献する学際的で幅広い知識を十分
に身につけている。

〇

高度教養教育科目
専門教育科目
高度国際性涵養教育科目

高

度

な

専

門

性

と

深

い

学

識

教
養

国
際
性

デ

ザ

イ

ン

力

1年 2年

高度教養教育科目:インターンシップA・B、総合人間科学実習Ⅰ・Ⅱ、コミュニティ・ラーニング特定演習など

専門教育科目（所属講座指定の選択必修）のうち演習科目：特定演習Ⅰ・Ⅱ

高度国際性涵養教育科目（選択必修）：

英語による国際コミュニケーションⅠ・Ⅱ

高度国際性涵養教育科目（選択）：

人間科学国際特講Ⅰ～Ⅵ、

英語による論文作成・研究発表演習、

未来共生英語特定演習Ⅰ・Ⅱ、Academic  Readingなど

専門教育科目（所属講座指定の選択必修）： 基礎心理学特講Ⅰ、応用認知心理学特講Ⅰ、社会心理学特講Ⅰ、臨床死生学・老年行動学特講

Ⅰ（福祉分野に関する理論と支援の展開）、環境行動論特講Ⅰ、安全行動学特講Ⅰ（産業・労働分野に関する理論と支援の展開）、比較発達心

理学特講Ⅰ、比較発達心理学特講（心理的アセスメントに関する理論と実践）、行動生理学特講Ⅰ・Ⅱ、行動統計科学特講Ⅰ・Ⅱ、生物人類学

特講Ⅰ、比較行動学特講Ⅰ

専門教育科目（所属講座指定の選択）：人間行動学フィールドワーク実習Ⅰ・Ⅱ、人間行動学方法実習Ⅰ・Ⅱ、行動生態学フィールドワーク実習

Ⅰ・Ⅱ、行動生態学方法実習Ⅰ・Ⅱ

専門教育科目/所属講座以外の授業科目および基礎科目（選択必修）

人
間
科
学
学
際
研
究
特
講
（
必
修
）

専門教育科目/（所属講座指定の必修）：特定研究Ⅰ・Ⅱ

修士論文

専門教育科目/（所属講座指定の必修）：特定研究Ⅰ・Ⅱ

修士論文



カリキュラムマップ 人間科学研究科 人間科学専攻 社会学・人間学系 博士前期課程 学位プログラム︓人間科学

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

学習目標A
現代社会やそこに生きる人間に深い関心を持ち、現代と
いう未曾有の転換期の学問的・社会的要請に応えるため
に必要な高度で、かつ、幅広い教養を持っている。

〇

学習目標B
行動学、社会学、人間学、教育学、共生学のいずれかに
ついて高度な知識を体系的に理解している。

〇

学習目標C
自らの研究課題を発見しながら、実験・調査・フィール
ドワークにおいて専門分野や関連分野のさまざまな専門
的知識や研究手法を融合させつつ、その課題に取り組め
る研究展開力を持っている。

〇 〇

学習目標D
さまざまな専門的知識や考え方を持つ他者とコミュニ
ケーションを取りながら、研究や課題解決を展開でき
る。

〇

学習目標E
自ら設定した課題についての専門的知識、及びそれを人
間科学的手法により分析・考察できる高度な研究スキル
を修得している。

〇 〇

学習目標F
自身の研究で得た知見を日本及び世界に発信するための
プレゼンテーション能力、コミュニケーション能力を
持っている。

〇

学習目標G
日本及び国際社会に貢献する学際的で幅広い知識を十分
に身につけている。

〇

高度教養教育科目
専門教育科目
高度国際性涵養教育科目

高

度

な

専

門

性

と

深

い

学

識

教
養

国
際
性

デ

ザ

イ

ン

力

1年 2年

高度国際性涵養教育科目（選択必修）：

英語による国際コミュニケーションⅠ・Ⅱ

高度国際性涵養教育科目（選択）：

人間科学国際特講Ⅰ～Ⅵ、

英語による論文作成・研究発表演習、

未来共生英語特定演習Ⅰ・Ⅱ、Academic  Readingなど

高度教養教育科目:インターンシップA・B、総合人間科学実習Ⅰ・Ⅱ、コミュニティ・ラーニング特定演習など

専門教育科目（所属講座指定の選択必修）のうち演習科目：特定演習Ⅰ・Ⅱ

専門教育科目（所属講座指定の選択必修）： 社会理論特講、現代社会学特講、計量社会学特講、社会データ科学特講、コミュニケーション社会

学特講、医療社会学特講、人間科学基礎理論特講、科学哲学・分析哲学特講、認識論・形而上学特講、哲学と質的研究特講、哲学的人間学特

講、現象学的な質的研究特講、比較文明学特講、比較思想史特講、人類学理論特講、グローバル化と文化特講、グローバル化と文化特講Ⅱ、応

用人類学特講

専門教育科目（所属講座指定の選択）：社会環境学フィールドワーク実習Ⅰ・Ⅱ、社会環境学方法実習Ⅰ・Ⅱ、基礎人間科学フィールドワーク実習

Ⅰ・Ⅱ、基礎人間科学方法実習Ⅰ・Ⅱ

専門教育科目/所属講座以外の授業科目および基礎科目（選択必修）

人
間
科
学
学
際
研
究
特
講
（
必
修
）

専門教育科目/（所属講座指定の必修）：特定研究Ⅰ・Ⅱ

修士論文

専門教育科目/（所属講座指定の必修）：特定研究Ⅰ・Ⅱ

修士論文



カリキュラムマップ 人間科学研究科 人間科学専攻 教育学系 博士前期課程 学位プログラム︓人間科学

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

学習目標A
現代社会やそこに生きる人間に深い関心を持ち、現代と
いう未曾有の転換期の学問的・社会的要請に応えるため
に必要な高度で、かつ、幅広い教養を持っている。

〇

学習目標B
行動学、社会学、人間学、教育学、共生学のいずれかに
ついて高度な知識を体系的に理解している。

〇

学習目標C
自らの研究課題を発見しながら、実験・調査・フィール
ドワークにおいて専門分野や関連分野のさまざまな専門
的知識や研究手法を融合させつつ、その課題に取り組め
る研究展開力を持っている。

〇 〇

学習目標D
さまざまな専門的知識や考え方を持つ他者とコミュニ
ケーションを取りながら、研究や課題解決を展開でき
る。

〇

学習目標E
自ら設定した課題についての専門的知識、及びそれを人
間科学的手法により分析・考察できる高度な研究スキル
を修得している。

〇 〇

学習目標F
自身の研究で得た知見を日本及び世界に発信するための
プレゼンテーション能力、コミュニケーション能力を
持っている。

〇

学習目標G
日本及び国際社会に貢献する学際的で幅広い知識を十分
に身につけている。

〇

高度教養教育科目
専門教育科目
高度国際性涵養教育科目

高

度

な

専

門

性

と

深

い

学

識

教
養

国
際
性

デ

ザ

イ

ン

力

1年 2年

高度教養教育科目:インターンシップA・B、総合人間科学実習Ⅰ・Ⅱ、コミュニティ・ラーニング特定演習など

専門教育科目（所属講座指定の選択必修）のうち演習科目：特定演習Ⅰ・Ⅱ

特定研究Ⅰ・Ⅱ

（所属講座指定の必修）

高度国際性涵養教育科目（選択必修）：

英語による国際コミュニケーションⅠ・Ⅱ

高度国際性涵養教育科目（選択）：

人間科学国際特講Ⅰ～Ⅵ、

英語による論文作成・研究発表演習、

未来共生英語特定演習Ⅰ・Ⅱ、Academic  Readingなど

専門教育科目（所属講座指定の選択必修）： 教育人間学特講、人間変容論特講Ⅰ・Ⅱ、外国教育史特講、教育哲学特講、教育思想史特講、教育工学特講Ⅰ・Ⅱ、

教育分野に関する理論と支援の展開、人格心理学特講、司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開、臨床心理学特講Ⅰ・Ⅱ、臨床心理面接特講Ⅰ（心理支援に関

する理論と実践）、臨床心理面接特講Ⅱ、心理支援法特講（心理支援に関する理論と実践）、心理療法特講、障がい児（者）心理学特講Ⅰ・Ⅱ、臨床心理学研究法特

講、保健医療分野に関する理論と支援の展開、心の健康教育に関する理論と実践、教育社会学特講、教育関係論特講、教育制度学特講、教育法学特講、日本教

育史特講、生涯教育学特講、生涯スポーツ特講、ジェンダーと教育特講(A)、教育文化学特講、学校社会学特講、コミュニティ教育学特講

専門教育科目（所属講座指定の選択）：臨床教育学フィールドワーク実習Ⅰ・Ⅱ、臨床教育学方法実習Ⅰ・Ⅱ、教育環境学フィールドワーク実習Ⅰ・Ⅱ、教育環境学

方法実習Ⅰ・Ⅱ

専門教育科目/所属講座以外の授業科目および基礎科目（選択必修）

人
間
科
学
学
際
研
究
特
講
（
必
修
）

専門教育科目/（所属講座指定の必修）：特定研究Ⅰ・Ⅱ

修士論文

専門教育科目/（所属講座指定の必修）：特定研究Ⅰ・Ⅱ

修士論文



カリキュラムマップ 人間科学研究科 人間科学専攻 共生学系 博士前期課程 学位プログラム︓人間科学

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

学習目標A
現代社会やそこに生きる人間に深い関心を持ち、現代と
いう未曾有の転換期の学問的・社会的要請に応えるため
に必要な高度で、かつ、幅広い教養を持っている。

〇

学習目標B
行動学、社会学、人間学、教育学、共生学のいずれかに
ついて高度な知識を体系的に理解している。

〇

学習目標C
自らの研究課題を発見しながら、実験・調査・フィール
ドワークにおいて専門分野や関連分野のさまざまな専門
的知識や研究手法を融合させつつ、その課題に取り組め
る研究展開力を持っている。

〇 〇

学習目標D
さまざまな専門的知識や考え方を持つ他者とコミュニ
ケーションを取りながら、研究や課題解決を展開でき
る。

〇

学習目標D
自ら設定した課題についての専門的知識、及びそれを人
間科学的手法により分析・考察できる高度な研究スキル
を修得している。

〇 〇

学習目標E
自身の研究で得た知見を日本及び世界に発信するための
プレゼンテーション能力、コミュニケーション能力を
持っている。

〇

学習目標F
日本及び国際社会に貢献する学際的で幅広い知識を十分
に身につけている。

〇

高度教養教育科目
専門教育科目
高度国際性涵養教育科目

高

度

な

専

門

性

と

深

い

学

識

教
養

国
際
性

デ

ザ

イ

ン

力

1年 2年

高度教養教育科目:インターンシップA・B、総合人間科学実習Ⅰ・Ⅱ、コミュニティ・ラーニング特定演習など

専門教育科目（所属講座指定の選択必修）のうち演習科目：特定演習Ⅰ・Ⅱ

高度国際性涵養教育科目（選択必修）：

英語による国際コミュニケーションⅠ・Ⅱ

高度国際性涵養教育科目（選択）：

人間科学国際特講Ⅰ～Ⅵ、

英語による論文作成・研究発表演習、

未来共生英語特定演習Ⅰ・Ⅱ、Academic  Readingなど

専門教育科目（所属講座指定の選択必修）：

共生の人間学特講Ⅰ・Ⅱ、共生社会論特講Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、共生行動論特講Ⅰ（家族関係・集団・地域社会における心理支援に関す

る理論と実践）、共生行動論特講Ⅱ、共生教育論特講Ⅰ・Ⅱ、国際協力学特講Ⅰ・Ⅱ、多文化共生学特講Ⅰ、地域創生論特講

Ⅰ・Ⅱ、コンフリクトと共生特講Ⅰ・Ⅱ

専門教育科目（所属講座指定の選択）：未来共生学フィールドワーク実習Ⅰ・Ⅱ、未来共生学方法実習Ⅰ・Ⅱ、グローバル共生

学フィールドワーク実習Ⅰ・Ⅱ、グローバル共生学方法実習Ⅰ・Ⅱ

専門教育科目/所属講座以外の授業科目および基礎科目（選択必修）

人
間
科
学
学
際
研
究
特
講
（
必
修
）

専門教育科目/（所属講座指定の必修）：特定研究Ⅰ・Ⅱ

修士論文

専門教育科目/（所属講座指定の必修）：特定研究Ⅰ・Ⅱ

修士論文



⼈間科学研究科 
学位プログラム︓ ⼈間科学 
授与する学位︓ 博⼠（⼈間科学） 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および⼈間科学研究科の教育⽬標のもと、学位プログラム 博⼠（⼈間科学）では以
下のとおり教育⽬標を定めています。 

学位プログラム「⼈間科学」では、１９７８年に博⼠前期課程及び博⼠後期課程の⼤学院とし
て⼈間科学研究科が発⾜して以来、⼈間と社会の現実を、⾏動学・社会学・⼈間学・教育学・共
⽣学などのさまざまな学問分野の専⾨的知識（専⾨知）や、それらの研究⽅法を融合させて総合
的にとらえる統合知を育成しながら、⽇本及び国際社会に貢献する能⼒を養うことを⽬的として
います。その⽬的の実現のために、「学際性」、「実践性」、「国際性」の 3 つの理念を掲げ、⾼度
な専⾨性に基づいて、各理念に沿った能⼒を備えた⼈材の育成を⽬指します。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

⾏動学、社会学・⼈間学系、教育学系、共⽣学系のいずれかの学系に所属して、それぞれの学
系での最先端の知識の習得による⾼度な専⾨知を形成しつつ、専⾨分野の⾼度な知識・学識を他
の分野の知識と分野横断的に統合させた統合知の習得を⽬指します。 
 
○⾼度な教養 

⽂系・理系という従来の専⾨分野の枠を超えて、⼈間科学の諸分野の知識や研究⼿法を学際的
に統合するための思考⼒や展開⼒を⽀える⾼度な教養の育成を⽬指します。 

 
○⾼度な国際性 

社会のグローバル化の趨勢から、国際的な考え⽅を持つ多様な⼈々とリーダーシップを取りな
がらコミュニケーションできる⾼度な能⼒の育成に取り組みます。 

 
○⾼度なデザイン⼒ 

実験・調査・フィールドワークの実践的活動を通じて専⾨知の技法を洗練化・⾼度化しつつ、
学術・や社会、現場でのさまざまな研究課題における問題発⾒⼒やその解決のための構想⼒の育
成を⽬指します。また、社会や現場でリーダーシップを発揮して、さまざまな⼈々と協働しなが
ら課題に取り組む展開⼒やその実践から⽣まれる共創知を養います。 

 
博⼠後期課程においては、複雑化し激動するグローバル社会の中でも、⾼度な専⾨知を備え、

かつ、統合知や共創知を踏まえながら、さまざまな課題に取り組める専⾨家及び将来研究者を⽬
指す⼈材を養成します。  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のディプロマ・ポリシーのもと、⼈間科学研究科では、⽇本及び国際社会に貢献する
能⼒を養うため、学際性・実践性・国際性という３つの理念に即した、以下にあげるような能⼒
を修得した学⽣に博⼠（⼈間科学）を授与します。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・所属する学系の専⾨分野における⾼度な知識を体系的に理解し、活⽤できる。 
・⾃ら設定した課題についての専⾨的知識、及びそれを⼈間科学的⼿法により分析・考察でき
る研究スキルを修得し、⾼度な研究ができる。 
 

○⾼度な教養 
・現代社会やそこに⽣きる⼈間におけるさまざまな課題に学際的視点から応えるために必要と
なる⾼度で、かつ、幅広い教養を持っている。 
 

○⾼度な国際性 
・⽇本及び国際社会に貢献するための学際的で幅広い知識や外国語での表現⼒を⼗分に⾝につ
けている。 
・⾃⾝の研究で得た知⾒を⽇本及び世界に発信するためのプレゼンテーション能⼒、コミュニ
ケーション能⼒を持っている。 

 
○⾼度なデザイン⼒ 

・⾃ら発⾒・設定した課題を実験・調査・フィールドワークなどを通じて研究・分析するため
に必要となる⾼度で、実践的な研究遂⾏⼒を持ち、学術的な成果としてもまとめ上げる表現⼒
を持っている。 
・さまざまな専⾨的知識を持つ他者とコミュニケーションを取りながら、研究や課題解決を⾼
度に展開できる。 
 
⼈間科学研究科の博⼠後期課程では、これらの能⼒を有し、かつ適切な研究指導に基づいて博

⼠学位論⽂を完成させた学⽣に、⾼度な専⾨的知識に加えて、学際的かつ柔軟な視点を持ちつ
つ、国際的にも活躍可能な専⾨研究者として学位を認定します。  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のカリキュラム・ポリシーのもと、⼈間科学研究科は、現代という未曾有の転換期に
⽣きる⼈間と⼈間が営む社会がかかえる諸問題に科学的にアプローチするために、グローバルな
視点とローカルな知を融合する研究と実践をおこなうカリキュラム構成になっています。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

学際的・国際的な研究⼒や課題解決のための実践⼒を育成するために、「⼈間科学専攻」の下に
設置された４つの学系（⾏動学系、社会学・⼈間学系、教育学系、共⽣学系）が提供する特別演
習・特別研究の履修を通じて、科学的・実験実証的・統計学的なアプローチ、⼈⽂科学・⽂献研
究・質的研究・フィールドワークの視座や考え⽅、そして国際コミュニケーションや国際⽐較の
⼿法を学修します。そして、適切な研究指導を受けながら、博⼠学位論⽂を完成させます。 
 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

博⼠後期課程では博⼠学位論⽂の完成を⽬指して個々の研究課題に取り組むとともに、⾼度な
専⾨的知識を活⽤した研究活動を促進するために、そして、研究における⾼度なデザイン⼒や研
究遂⾏⼒を⾝に付けるために、教員からの個別指導等による特別研究を履修し、研究スキルや研
究⼿法、専攻する学問分野独⾃の理論や思考法などを⾝に付け、発展させます。 

課題発⾒やその解決のための研究⼒や実践⼒を育成するために、少⼈数による特別演習科⽬で
は、アクティブラーニングや演習形式によって専⾨性の⾼い知識・理論や研究⼿法を学びます。
⾼度な外国語能⼒や国際的視野を習得するために、特別演習では外国語で書かれた⽂献の購読・
輪読や⽂献紹介にも取り組みます。また、⽂献輪読や研究発表を通じて、⾼度なコミュニケーシ
ョン能⼒やプレゼンテーション能⼒を涵養します。 

⼤学院学⽣にふさわしい⾼度な教養や幅広い学問領域の素養を涵養するために、⾼度副プログ
ラムの科⽬や未来共⽣リーディング⼤学院プログラムが開発してきた科⽬などの共通科⽬を受け
ることができます。また、他研究科が提供する⾼度教養教育科⽬の履修によって⾼度な教養を習
得することができます。 

 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

学修の成果は、特別演習において、シラバスに記載されている学習⽬標の達成度について、課
題・実習・フィールドワークへのレポートの成績を基にして評価します。特別研究は、博⼠学位
論⽂の完成のための研究指導であるため、論⽂作成上での諸活動での成果を基に評価します。 



カリキュラムマップ 人間科学研究科（後期課程）

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

学習⽬標A
現代社会やそこに⽣きる⼈間に深い関⼼を持ち、
現代という未曾有の転換期の学問的・社会的要請
に応えるために必要な⾼度で、かつ、幅広い教養
を持っている。

〇

学習⽬標B
所属する学系の専⾨分野における⾼度な知識を体
系的に理解し、活⽤できる。

〇

学習⽬標C
⾃ら発⾒・設定した課題を実験・調査・フィール
ドワークなどを通じて研究・分析するために必要
となる⾼度で、実践的な研究遂⾏⼒を持ち、学術
的な成果としてもまとめ上げる表現⼒を持ってい

〇 〇

学習⽬標D
さまざまな専⾨的知識を持つ他者とコミュニケー
ションを取りながら、研究や課題解決を⾼度に展
開できる。

〇

学習⽬標E
⾃ら設定した課題についての専⾨的知識、及びそ
れを⼈間科学的⼿法により分析・考察できる研究
スキルを修得している。

〇 〇

学習⽬標F
⾃⾝の研究で得た知⾒を⽇本及び世界に発信する
ためのプレゼンテーション能⼒、コミュニケー
ション能⼒を持っている。

〇

学習⽬標G
⽇本及び国際社会に貢献する学際的で幅広い知識
を⼗分に⾝につけている。

〇

※高度な教養や高度な国際性、プレゼンテーション能力、そしてコミュニケーション能力は、所属講座の特別演習における外国語文献の読解や文献紹介、共通科目の履修、そして博士論文作成にお
ける外国語文献の研究などを通じて涵養する。また、国内外の学術大会等での研究成果の発表等を通じて、高度なプレゼンテーション能力やコミュニケーション能力の習得を目指す。

3年1年 2年
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専門科目（所属講座指定の選択必

修）： 特別研究Ⅰ・Ⅱ

各講座フィールドワーク特別実習Ⅰ・Ⅱ

博士論文

専門科目（所属講座指定の選択必修）：特別演習Ⅰ・Ⅱ

専門科目（選択）：所属講座以外の講座の授業科目または共通科目

専門科目（所属講座指定の選択必

修）： 特別研究Ⅰ・Ⅱ

各講座フィールドワーク特別実習Ⅰ・Ⅱ

博士論文

専門科目（所属講座指定の選択必

修）： 特別研究Ⅰ・Ⅱ

各講座フィールドワーク特別実習Ⅰ・Ⅱ

博士論文



法学研究科 

 
教育目標 
 

大阪大学の教育目標のもと、法学研究科は、高度の研究能力、精深な学識、実践的な専門知を
涵養し、法的ルールや歴史的に形成された社会構造についての深い造詣に基づき、科学技術に象
徴される新しいテクノロジーに支えられた現代における法や政治に関する考察を加え、日本や世
界の社会が今後有するべき諸秩序の構想に貢献できる人材を育成することを目標としています。 

法学研究科の教育は、修了者に、修士の学位を授与する博士前期課程と博士（法学）の学位を
授与する博士後期課程により人材育成を行っております。 

まず、法や政治にかかわる様々な課題に対して的確な問題設定を行い、適切な分析・対処方法
を選び、それを確実に適用していくことのできる能力を養い得る人材を、幅広く受け入れます。
そして、そのような学生の素質をそれぞれ最大限にのばすため、博士前期課程を総合法政プログ
ラム・研究者養成プログラム・知的財産法プログラムの 3 プログラムから構成し、高度専門職業
人、教養・国際性・デザイン力を備えた研究者、知的財産法の専門家などの養成に取り組みます。
また、博士後期課程において、学生が、専門的な研究活動を自立的に遂行できる高度な研究能力
と、その基礎となる学識を修得することによって、大学教員などの研究者や高度専門職業人とし
て活躍できる人材を、今後とも数多く社会に送りだすことを目指しています。 
 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 

法や政治にかかわる賢慮に基づく社会科学の高度な専門知識と、それを活用した適切な実践的
判断力を身につけた人材の育成を図ります。 
 
○高度な教養 

幅広い知識と視野、複眼的・俯瞰的・客観的思考能力を身につけた人材の育成を図ります。 
 
○高度な国際性 

異なる言語、社会、文化等の差異を尊重しつつ、積極的に関係形成をはかる能力を身につけた
人材の育成を図ります。 
 
○高度なデザイン力 

法学、政治学及び経済学の学識を通じて課題を発見し、その解決のための制度・政策を構想し、
問題発見・解決のために、様々な分野の人と協働できる能力を身につけた人材の育成を図ります。 
 



こうした教育活動を通して、法学・政治学にかかわる賢慮を陶冶し、あわせて教養、国際性、
デザイン力を備えた人材を育成します。卒業生は、高度専門職業人、研究者、知的財産法の専門
家などとして社会の様々な分野で活躍することが期待されます。 
 

  



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 

大阪大学のディプロマ・ポリシーのもと、法学研究科では、博士前期課程及び博士後期課程に
おいて、教育目標に定める人材を育成し、学位を授与します。 
  博士前期課程を修了するためには、法学・政治学における研究能力、及び高度の専門性が求め
られる職業を担うための能力を有し、専攻分野の発展に貢献する研究内容を含む修士論文を作成
することが必要です。すなわち、各プログラムそれぞれ所定の必修科目・選択必修科目等を含む
科目履修によって所定の単位を修得し、かつ修士論文の審査及び最終試験に合格した学生に、修
士（法学）の学位を授与します。 
  博士後期課程では、法学・政治学の分野において、論理的整合性を保ちつつ、高いオリジナリ
ティを有し、未知の事象・事物の発見、新しい理論や政策的・実践的提言の構築・展開、新しい
学問的概念の提出、歴史的事実の再評価など、学問的理論やその応用に関する重要な貢献をなす
もの、すなわち十分な学術的価値を有する博士論文を作成して提出し、博士論文の学術内容を含
む分野に関する十分な全般的知識を有し、独立した研究者として研究を遂行できる学力を有する
と認められる学生に博士（法学）の学位を授与します。具体的には、学生は、研究指導を受け、
所定の科目履修によって所定の単位を修得し、かつ博士論文の審査及び最終試験に合格すること
が必要です。 
 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 

・法学、政治学の最先端の高度な専門知識・学識を身につけている。 
・課題解決のために法学、政治学など専門分野における専門知識・学識を実践的に活用できる。 
 

○高度な教養 
・専門知識を生かす幅広い知識を修得している。 
・物事を多角的、総合的に思考し、客観的に評価できる。 
 

○高度な国際性 
・異なる言語・社会・文化のあり方を理解できる。 
・言語・社会・文化の差異を尊重したコミュニケーションができる。 

 
○高度なデザイン力 

・より広い視野から、法学、政治学などの高度な専門知識・学識をもって、社会における課題を
発見し、解決のための制度・政策などの道筋を構想できる。 
 



以上の方針に基づいて育成するのは、社会の様々な価値観の違いを理解し、その調整を行いつ
つ、深い専門知識に基づいて熟慮しながら、法、政治の仕組みを通じて、社会の秩序を構想して
いくことができる知識と思考力を備えた人材です。 
 
 
 

  



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 

大阪大学のカリキュラム・ポリシーのもと、法学研究科の博士前期課程では、総合法政プログ
ラム・研究者養成プログラム・知的財産法プログラムの３プログラムを設け、教養・国際性・デ
ザイン力を備えた研究者、高度専門職業人、及び知的財産法の専門家などの養成を図っています。
いずれのプログラムにおいても、各学生には担任教員を充て、科目履修や学習計画等について学
修をサポートしコーディネートする体制を整えています。平常点評価、筆記試験又は論文試験な
どの方法で学修成果を厳格に評価し、科目の特質に応じた単位認定を行います。 

総合法政プログラムでは、法と政治をめぐるさまざまな問題について、実際的な問題を念頭に
おきつつ、多様な開講科目の履修や個別の指導を通じて幅広く学ぶことができます。研究者養成
プログラムでは、国際的な比較を重視しつつ、理論的・体系的に法学・政治学についての理解を
深め、将来専門研究者となるための基礎を身につけることができます。 知的財産法プログラムは、
知的財産法について、基本的な知識・理解の上に、高度な応用力を身につけ、知的財産の分野で
活躍できる人材を養成することを目標としています。 

法学研究科の博士後期課程では、教養・国際性・デザイン力を備えた上で、専門的な研究活動を
自立的に遂行できる高度な研究能力と、その基礎となる学識を修得させることによって、大学教
員などの研究者や高度専門職業人として活躍できる人材を輩出することを目指しています。各学
生に指導教員を充て、博士論文作成に向け、研究をサポートしコーディネートする体制を整えて
います。 

 
＜教育課程編成の考え方＞ 
・法学、政治学などの最先端の高度な専門知識・学識を修得するために、法学・政治学の専門教
育科目の必修科目、選択必修科目、選択科目から所定の単位を履修します。 

・物事を多角的・総合的に思考し、専門知識を生かす幅広い知識を修得するために、教養科目
として、高度教養教育科目を履修します。 

・異なる言語・社会・文化のあり方を理解できる能力を修得するために、国際性涵養教育科目
を履修します。 

・デザイン力を身につけるために、博士前期課程では修士論文の作成、博士後期課程では博士
（法学）論文の作成に取り組みます。 

 
＜学修内容及び学修方法＞ 
・高度な専門知識・学識を修得するために、講義形式及び演習形式の科目を履修します。 
・デザイン力を身につけるために、博士前期課程では担任教員から研究指導を受けて修士論文
を、博士後期課程では指導教員から研究指導を受けて博士論文を作成します。 

  



＜学修成果の評価方法＞ 
・学修成果の評価は、授業形式によって異なる方法で行います。評価の基準は、シラバスに記
載された学習目標をどの程度達成できているのかという観点から定めます。 

・講義形式の科目については、試験により学修成果を厳格に評価します。 
・演習形式の科目については、科目の性質に応じて、レポート試験に平常点などを組み合わせ
て評価し、その方法は開講に際してシラバス等により明示します。 

・博士前期課程では修士論文の論文審査及び口述試験、博士後期課程では博士論文（法学）の
論文審査と口述試験で評価を行います。 
 

以上の方針の下に、法学・政治学に関する知識・技能、教養、国際性、デザイン力を身につけ、
課題を発見しその解決策を構想していくことができる思考力・判断力を備えた人材を育成するた
めのカリキュラムを構成します。 



法学研究科 
学位プログラム︓ 総合法政 
授与する学位︓ 修士（法学） 
 
教育目標 
 

大阪大学及び法学研究科の教育目標のもと、総合法政プログラムは、さまざまな「公」と
「私」のインターフェイスで生じるガバナンスの問題に対して、社会のルールや秩序の意義を自
ら考え、現代法や公共政策について長期的なパースペクティヴ、構造的な視点からより良き改革
を構想し、その専門性をそれぞれの持ち場で生かそうとする人材を養成することを目的としま
す。 

総合法政プログラムは、法と政治をめぐるさまざまな問題について、実際的な問題を常に念頭
におきつつ、幅広く学ぶプログラムです。多彩な専門教育科目の履修や個別の指導を通じて、法
学部出身者も他学部出身者もその目的に応じた学修ができるように、最先端かつ高度な専門性と
深い学識、幅広い知識を背景とした総合的な判断力と構想力、多様な差異を尊重したコミュニケ
ーション能力を陶冶する教育機会を提供します。 

法学研究科の組織及び全学的な教育研究組織において、総合法政プログラムの教育目標を達成
するために、次の 4 項目の学識、能力を身につけた人材の育成をはかります。 

 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 

法や政治に関わる賢慮に基づく社会科学の高度な専門知識と、それを活用した適切な実践的判
断力を身につけた人材の育成を図ります。 

 
○高度な教養 

幅広い知識を背景とした多角的、総合的かつ客観的な思考能力を身につけた人材の育成を図り
ます。 

 
○高度な国際性 

異なる言語、社会、文化等の差異を尊重しつつ、積極的に関係形成をはかる能力を身につけた
人材の育成を図ります。 

 
○高度なデザイン力 

法や政治の深い学識と多角的かつ立体的な視野を通して、課題を発見し、その解決に向けた対
策を短期的・長期的に構想できる能力を身につけた人材の育成を図ります。 

 



こうした教育活動を通して、法学・政治学に関わる賢慮を陶冶し、あわせて教養、国際性、デ
ザイン力を備えた人材を育成します。卒業生は、国や地方自治体、民間企業、国際機関などで高
度専門職業人として社会の様々な分野で活躍することが期待されます。 
  



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 

大阪大学及び法学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、総合法政プログラムでは、教育目標
に定める人材を育成するため、所定の必修科目・選択必修科目等を含む科目履修によって所定の
単位を修得し、かつ修士論文の審査及び最終試験に合格した学生に、修士（法学）の学位を授与
します。 

総合法政プログラムの学習目標は次の通りです。 
 

○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・法学、政治学の最先端の高度な専門知識・学識を身につけている。 
・課題解決のために法学、政治学など専門分野における専門知識・学識を実践的に活用でき
る。 
 

○高度な教養 
・専門知識を生かす幅広い知識を修得している。 
・物事を多角的、総合的に思考し、客観的に評価できる。 
 

○高度な国際性 
・異なる言語・社会・文化のあり方を理解できる。 
・言語・社会・文化の差異を尊重したコミュニケーションができる。 
 

○高度なデザイン力 
・より広い視野から、法学、政治学などの高度な専門知識・学識をもって、社会における課題
を発見し、解決のための制度・政策などの道筋を構想できる。 
 
以上の方針に基づいて育成するのは、社会の様々な価値観の違いを理解し、その調整を行いつ

つ、深い専門知識に基づいて熟慮しながら、法、政治の仕組みを通じて、社会の秩序を構想して
いくことができる知識と思考力を備えた人材です。 
 
 

  



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 

大阪大学及び法学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、総合法政プログラムでは、各学生
に担任教員を充て、科目履修や学習計画等について学修をサポートしコーディネートする体制を
整えています。平常点評価、筆記試験又は論文試験などの方法で学修成果を厳格に評価し、科目
の特質に応じた単位認定を行います。 
 総合法政プログラムでは、法と政治をめぐるさまざまな問題について、実際的な問題を念頭に
おきつつ、多様な開講科目の履修や個別の指導を通じて幅広く学ぶことができます。 
 
＜教育課程編成の考え方＞ 

・法学、政治学の最先端の高度な専門知識・学識を修得するために、法学・政治学の専門教育
科目の必修科目、選択必修科目、選択科目から所定の単位を履修します。 
・物事を多角的・総合的に思考し、専門知識を生かす幅広い知識を修得するために、教養科目
として、高度教養教育科目を履修します。 
・異なる言語・社会・文化のあり方を理解できる能力を修得するために、高度国際性涵養教育
科目を履修します。 
・デザイン力を身につけるために、修士論文の作成に取り組みます。 

 
＜学修内容及び学修方法＞ 

・高度な専門知識・学識を修得するために、講義形式及び演習形式の科目を履修します。 
・デザイン力を身につけるために、博士前期課程では担任教員から研究指導を受けて修士論文
を作成します。 
 

＜学修成果の評価方法＞ 
・学修成果の評価は、授業形式によって異なる方法で行います。評価の基準は、シラバスに
記載された学習目標をどの程度達成できているのかという観点から定めます。 
・講義形式の科目については、試験により学修成果を厳格に評価します。 
・演習形式の科目については、科目の性質に応じて、レポート試験に平常点などを組み合わ
せて評価し、その方法は開講に際してシラバス等により明示します。 
・修士論文の論文審査及び口述試験で評価を行います。 
 
以上の方針の下に、法学・政治学に関する知識・技能、教養、国際性、デザイン力を身につ

け、課題を発見しその解決策を構想していくことができる思考力・判断力を備えた人材を育成す
るためのカリキュラムを構成します。 



カリキュラムマップ（法学研究科博士前期課程 法学・政治学専攻　総合法政）

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

幅広い知識を修得し
ている。 ○

多角的・総合的に思
考し、客観的に評価
できる。

○

法学・政治学の高度
な専門知識をもって
課題を発見できる。

 ○

発見した問題に対し
て、解決策への道筋
を構想できる。

 ○

法学・政治学の高度
な専門知識を身につ
け、課題解決のため
にその知識を活用で
きる。

○

異なる言語・社会・
文化のあり方を理解
できる。

○ 　

差異を尊重したコ
ミュニケーションが
できる。

　 ○
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1年 2年

専門教育科目兼高度国際性涵養教育科目

憲法1、憲法2、行政法1、行政法2、税法、刑法、刑事訴訟法、国際法1、国際法2、刑事法、

刑事法制論、統治論、人権論、民法1、民法2、商法1、商法2、経済法、民事訴訟法、

裁判外紛争処理法、労働法1、労働法2、雇用関係法、社会保障法、国際私法、国際取引法、

労働市場法、比較法史、ローマ法、法社会学、法政策学、中国法、法理学、法思想史、政治学、

政治過程論、西洋政治思想史、行政学、比較政治学 等

専門教育科目

裁判学、日本法史、西洋法史、日本政治史、法政情報学1、地方自治演習、

自治体インターンシップ特別演習基礎、自治体インターンシップ特別演習応用、

情報管理法、意匠法、商標法、著作権法、不正競争防止法、総合演習 等

高度教養教育科目

研究指導1

専門教育科目（概論科目）

公法の基礎、民法の基礎、

法政情報処理、

日本政治総合演習（留学生）

研究指導2 研究指導3 研究指導4

専門教育科目兼高度国際性涵

養教育科目（概論科目）

国際政治学概論、

日本法総合演習（留学生）、

政治学概論

修士

論文



法学研究科 
学位プログラム︓ 研究者養成 
授与する学位︓ 修士（法学） 
 
教育目標 
 

大阪大学及び法学研究科の教育目標のもと、研究者養成プログラムは、さまざまな「公」と
「私」のインターフェイスで生じるガバナンスの問題に対して、社会のルールや秩序の意義を自
ら考え、現代法や公共政策について長期的なパースペクティヴ、構造的な視点からより良き改革
を構想し、その専門性を生かそうとする人材を養成することを目的とします。 

研究者養成プログラムは、将来専門研究者となるための基礎を身につけるプログラムです。博
士後期課程への進学を前提として、国際的な比較を重視しつつ、理論的、体系的に、法学・政治
学について理解を深めます。そのために、最先端かつ高度な専門性と深い学識、幅広い知識を背
景とした総合的な判断力と構想力、多様な差異を尊重したコミュニケーション能力を陶冶する教
育機会を提供します。 

法学研究科の組織及び全学的な教育研究組織において、研究者養成プログラムの教育目標を達
成するために、次の 4 項目の学識、能力を身につけた人材の育成をはかります。 

 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 

法や政治に関わる賢慮に基づく社会科学の高度な専門知識と、それを活用した適切な実践的判
断力を身につけた人材の育成を図ります。 

 
○高度な教養 

幅広い知識を背景とした多角的、総合的かつ客観的な思考能力を身につけた人材の育成を図り
ます。 

 
○高度な国際性 

異なる言語、社会、文化等の差異を尊重しつつ、積極的に関係形成をはかる能力を身につけた
人材の育成を図ります。 

 
○高度なデザイン力 

法や政治の深い学識と多角的かつ立体的な視野を通して、課題を発見し、その解決に向けた対
策を短期的・長期的に構想できる能力を身につけた人材の育成を図ります。 

 
こうした教育活動を通して、法学・政治学に関わる賢慮を陶冶し、あわせて教養、国際性、デ

ザイン力を備えた人材を育成します。卒業生は、大学をはじめとするさまざまな研究機関におい
て、法学・政治学の研究者として活躍することが期待されます。 



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 

大阪大学及び法学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、研究者養成プログラムでは、教育目
標に定める人材を育成するため、所定の必修科目・選択必修科目等を含む科目履修によって所定
の単位を修得し、かつ修士論文の審査及び最終試験に合格した学生に、修士（法学）の学位を授
与します。 

研究者養成プログラムの学習目標は次の通りです。 
 

○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・法学、政治学の最先端の高度な専門知識・学識を身につけている。 
・課題解決のために法学、政治学など専門分野における専門知識・学識を実践的に活用でき
る。 
 

○高度な教養 
・専門知識を生かす幅広い知識を修得している。 
・物事を多角的、総合的に思考し、客観的に評価できる。 
 

○高度な国際性 
・異なる言語・社会・文化のあり方を理解できる。 
・言語・社会・文化の差異を尊重したコミュニケーションができる。 
 

○高度なデザイン力 
・より広い視野から、法学、政治学などの高度な専門知識・学識をもって、社会における課題
を発見し、解決のための制度・政策などの道筋を構想できる。 
 
以上の方針に基づいて育成するのは、社会の様々な価値観の違いを理解し、その調整を行いつ

つ、深い専門知識に基づいて熟慮しながら、法、政治の仕組みを通じて、社会の秩序を構想して
いくことができる知識と思考力を備えた人材です。 
 

  



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 

大阪大学及び法学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、研究者養成プログラムでは、各学
生に担任教員を充て、科目履修や学習計画等について学修をサポートしコーディネートする体制
を整えています。平常点評価、筆記試験又は論文試験などの方法で学修成果を厳格に評価し、科
目の特質に応じた単位認定を行います。 
 研究者養成プログラムでは、法と政治をめぐるさまざまな問題について、実際的な問題を念頭
におきつつ、多様な開講科目の履修や個別の指導を通じて幅広く、かつ深く理論的・体系的に学
ぶことができます。 
 
＜教育課程編成の考え方＞ 

・法学、政治学の最先端の高度な専門知識・学識を修得するために、法学・政治学の専門教育科
目の必修科目、選択必修科目、選択科目から所定の単位を履修します。 
・物事を多角的・総合的に思考し、専門知識を生かす幅広い知識を修得するために、教養科目と
して、高度教養教育科目を履修します。 
・異なる言語・社会・文化のあり方を理解できる能力を修得するために、高度国際性涵養教育科
目を履修します。 
・デザイン力を身につけるために、修士論文の作成に取り組みます。 
 

＜学修内容及び学修方法＞ 
・高度な専門知識・学識を修得するために、講義形式及び演習形式の科目を履修します。 
・デザイン力を身につけるために、博士前期課程では担任教員から研究指導を受けて修士論文
を作成します。 
 

＜学修成果の評価方法＞ 
・学修成果の評価は、授業形式によって異なる方法で行います。評価の基準は、シラバスに
記載された学習目標をどの程度達成できているのかという観点から定めます。 
・講義形式の科目については、試験により学修成果を厳格に評価します。 
・演習形式の科目については、科目の性質に応じて、レポート試験に平常点などを組み合わ
せて評価し、その方法は開講に際してシラバス等により明示します。 
・修士論文の論文審査及び口述試験で評価を行います。 
 
以上の方針の下に、法学・政治学に関する知識・技能、教養、国際性、デザイン力を身につ

け、課題を発見しその解決策を構想していくことができる思考力・判断力を備え、研究者として
の能力を身につけた人材を育成するためのカリキュラムを構成します。 



カリキュラムマップ（法学研究科博士前期課程 法学・政治学専攻　研究者養成）

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

幅広い知識を修得し
ている。 ○

多角的・総合的に思
考し、客観的に評価
できる。

○

法学・政治学の高度
な専門知識をもって
課題を発見できる。

 ○

発見した問題に対し
て、解決策への道筋
を構想できる。

 ○

学術的な価値の高い
研究活動を遂行でき
る。

○ ○ ○

法学・政治学の高度
な専門知識を身につ
け、課題解決のため
にその知識を活用で
きる。

○

異なる言語・社会・
文化のあり方を理解
できる。

○ 　

差異を尊重したコ
ミュニケーションが
できる。

　 ○

最

先

端

か

つ

高

度

な

専

門

性

と

深

い

学

識

高
度
な
教
養

高
度
な
国
際

性

高
度
な
デ
ザ

イ
ン
力

1年 2年

高度教養教育科目

研究指導1

専門教育科目（概論科目）

公法の基礎、民法の基礎、

法政情報処理、

日本政治総合演習（留学生）

研究指導2 研究指導3 研究指導4

専門教育科目兼高度国際性涵

養教育科目（概論科目）

国際政治学概論、

日本法総合演習（留学生）、

政治学概論

修士

論文

専門教育科目

裁判学、日本法史、西洋法史、日本政治史、法政情報学1、地方自治演習

自治体インターンシップ特別演習基礎、自治体インターンシップ特別演習応用、

情報管理法、意匠法、商標法、著作権法、不正競争防止法、総合演習 等

専門教育科目兼高度国際性涵養教育科目

憲法1、憲法2、行政法1、行政法2、税法、刑法、刑事訴訟法、国際法1、国際法2、刑事法、

刑事法制論、統治論、人権論、民法1、民法2、商法1、商法2、経済法、民事訴訟法、

裁判外紛争処理法、労働法1、労働法2、雇用関係法、社会保障法、国際私法、国際取引法、

労働市場法、比較法史、ローマ法、法社会学、法政策学、中国法、法理学、法思想史、政治学、

政治過程論、西洋政治思想史、行政学、比較政治学 等



法学研究科 
学位プログラム︓ 知的財産法 
授与する学位︓ 修士（法学） 
 
教育目標 
 

大阪大学及び法学研究科の教育目標のもと、知的財産法プログラムは、さまざまな「公」と
「私」のインターフェイスで生じるガバナンスの問題に対して、社会のルールや秩序の意義を自
ら考え、現代法や公共政策について長期的なパースペクティヴ、構造的な視点からより良き改革
を構想し、それぞれの持ち場で知的財産法を中心とした専門性を生かそうとする人材を養成する
ことを目的とします。 

知的財産法プログラムは、知的財産法に特化したプログラムです。知的財産法について、基本
的な知識・理解の上に、高度な応用力を身につけ、知的財産の分野で活躍できる人材を養成する
ことを目標としています。そのために、最先端かつ高度な専門性と深い学識、幅広い知識を背景
とした総合的な判断力と構想力、多様な差異を尊重したコミュニケーション能力を陶冶する教育
機会を提供します。 

法学研究科の組織及び全学的な教育研究組織において、知的財産法プログラムの教育目標を達
成するために、次の 4 項目の学識、能力を身につけた人材の育成をはかります。 

 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 

法や政治に関わる賢慮に基づく社会科学の高度な専門知識と、それを活用した適切な実践的判
断力を身につけた人材の育成を図ります。 

 
○高度な教養 

幅広い知識を背景とした多角的、総合的かつ客観的な思考能力を身につけた人材の育成を図り
ます。 

 
○高度な国際性 

異なる言語、社会、文化等の差異を尊重しつつ、積極的に関係形成をはかる能力を身につけた
人材の育成を図ります。 

 
○高度なデザイン力 

法や政治の深い学識と多角的かつ立体的な視野を通して、課題を発見し、その解決に向けた対
策を短期的・長期的に構想できる能力を身につけた人材の育成を図ります。 

 



こうした教育活動を通して、知的財産法を中心とした法学・政治学に関わる賢慮を陶冶し、あ
わせて教養、国際性、デザイン力を備えた人材を育成します。卒業生は、知的財産法の専門家な
どとして社会の様々な分野で活躍することが期待されます。  



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 

大阪大学及び法学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、知的財産法プログラムでは、教育目
標に定める人材を育成するため、所定の必修科目・選択必修科目等を含む科目履修によって所定
の単位を修得し、かつ修士論文の審査及び最終試験に合格した学生に、修士（法学）の学位を授
与します。 

知的財産法プログラムの学習目標は次の通りです。 
 

○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・知的財産法の最先端の高度な専門知識・学識を身につけている。 
・課題解決のために知的財産法分野における専門知識・学識を実践的に活用できる。 
 

○高度な教養 
・専門知識を生かす幅広い知識を修得している。 
・物事を多角的、総合的に思考し、客観的に評価できる。 
 

○高度な国際性 
・異なる言語・社会・文化のあり方を理解できる。 
・言語・社会・文化の差異を尊重したコミュニケーションができる。 
 

○高度なデザイン力 
・より広い視野から、知的財産法の高度な専門知識・学識をもって、社会における課題を発見
し、解決のための制度・政策などの道筋を構想できる。 

 
以上の方針に基づいて育成するのは、社会の様々な価値観の違いを理解し、その調整を行いつ

つ、深い専門知識に基づいて熟慮しながら、法、政治の仕組みを通じて、社会の秩序を構想して
いくことができる知識と思考力を備えた人材です。 
 

  



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 

大阪大学及び法学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、知的財産法プログラムでは、知的
財産法をめぐるさまざまな問題について、実際的な問題を念頭におきつつ、多様な開講科目の履
修や個別の指導を通じて幅広く学ぶことができます。 

知的財産法プログラムでは、各学生に担任教員を充て、科目履修や学習計画等について学修を
サポートしコーディネートする体制を整えています。平常点評価、筆記試験又は論文試験などの
方法で学修成果を厳格に評価し、科目の特質に応じた単位認定を行います。 
 
＜教育課程編成の考え方＞ 
・知的財産法を中心とした法学・政治学などの最先端の高度な専門知識・学識を修得するために、
法学・政治学の専門教育科目の必修科目、選択必修科目、選択科目から所定の単位を履修します。 
・物事を多角的・総合的に思考し、専門知識を生かす幅広い知識を修得するために、教養科目と
して、高度教養教育科目を履修します。 
・異なる言語・社会・文化のあり方を理解できる能力を修得するために、高度国際性涵養教育科
目を履修します。 
・デザイン力を身につけるために、修士論文の作成に取り組みます。 
 

＜学修内容及び学修方法＞ 
・高度な専門知識・学識を修得するために、講義形式及び演習形式の科目を履修します。 
・デザイン力を身につけるために、博士前期課程では担任教員から研究指導を受けて修士論文
を作成します。 
 

＜学修成果の評価方法＞ 
・学修成果の評価は、授業形式によって異なる方法で行います。評価の基準は、シラバスに
記載された学習目標をどの程度達成できているのかという観点から定めます。 
・講義形式の科目については、筆記試験及び平常点により学修成果を厳格に評価します。 
・演習形式の科目については、科目の性質に応じて、レポート試験に平常点などを組み合わ
せて評価し、その方法は開講に際してシラバス等により明示します。 
・博士前期課程では修士論文の論文審査及び口述試験で評価を行います。 
 
以上の方針の下に、知的財産法を中心とした法学・政治学に関する知識・技能、教養、国際

性、デザイン力を身につけ、課題を発見しその解決策を構想していくことができる思考力・判断
力を備えた人材を育成するためのカリキュラムを構成します。 



カリキュラムマップ（ 法学研究科博士前期課程 法学・政治学専攻　知的財産法）

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

幅広い知識を修得し
ている。

○

多角的・総合的に思
考し、客観的に評価
できる。

○

法学・政治学の高度
な専門知識をもって
課題を発見できる。

 ○

発見した問題に対し
て、解決策への道筋
を構想できる。

 ○

法学・政治学の高度
な専門知識を身につ
け、課題解決のため
にその知識を活用で
きる。

○ 　

異なる言語・社会・
文化のあり方を理解
できる。

○ 　

差異を尊重したコ
ミュニケーションが
できる。

　 ○

最

先
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か

つ

高

度

な

専

門
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と
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い
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識

高
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高
度
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1年 2年

専門教育科目兼高度国際性涵養教育科目

憲法1、憲法2、行政法1、行政法2、税法、刑法、刑事訴訟法、国際法1、国際法2、刑事法、刑事法制論、

統治論、人権論、民法1、民法2、商法1、商法2、経済法、民事訴訟法、裁判外紛争処理法、労働法1、
労働法2、雇用関係法、社会保障法、国際私法、国際取引法、労働市場法、比較法史、ローマ法、

法社会学、法政策学、中国法、法理学、法思想史、政治学、政治過程論、西洋政治思想史、

行政学、比較政治学、特許法、デザイン保護法、ブランド保護法、知的財産条約 等

高度教養教育科目

研究指導1 研究指導2 研究指導3 研究指導4

専門教育科目兼高度国際性涵養教

育科目（概論科目）

国際政治学概論、

日本法総合演習（留学生）、

政治学概論

専門教育科目

裁判学、日本法史、西洋法史、日本政治史、法政情報学1、地方自治演習、

自治体インターンシップ特別演習基礎、自治体インターンシップ特別演習応用、情報管理法、意匠法、

商標法、著作権法、不正競争防止法、知的財産関係法、技術保護法、文化保護法、競業法、

外国知的財産法、先端知的財産法研究1、先端知的財産法研究2、総合演習 等

専門教育科目（概論科目）

公法の基礎、民法の基礎、

法政情報処理、

日本政治総合演習（留学生）

修士

論文



法学研究科 
学位プログラム︓ 法学・政治学 
授与する学位︓ 博士（法学） 
 
教育目標 
 

大阪大学及び法学研究科の教育目標のもと、博士後期課程は、さまざまな「公」と「私」のイ
ンターフェイスで生じるガバナンスの問題に対して、社会のルールや秩序の意義を自ら考え、現
代法や公共政策について長期的なパースペクティヴ、構造的な視点からより良き改革を構想し、
その専門性を生かそうとする人材を養成することを目的とします。 

博士後期課程は、法学・政治学の分野について、研究者として自立して研究活動を行い、又は
その他の高度に専門的な業務に従事するに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識
を養うことを目的とします。そのために、最先端かつ高度な専門性と深い学識、幅広い知識を背
景とした総合的な判断力と構想力、多様な差異を尊重したコミュニケーション能力を陶冶する教
育機会を提供します。 

法学研究科の組織及び全学的な教育研究組織において、研究者養成プログラムの教育目標を達
成するために、次の 4 項目の学識、能力を身につけた人材の育成をはかります。 

 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 

法や政治に関わる賢慮に基づく社会科学の高度な専門知識と、それを活用した適切な実践的判
断力を身につけた人材の育成を図ります。 

 
○高度な教養 

幅広い知識を背景とした多角的、総合的かつ客観的な思考能力を身につけた人材の育成を図り
ます。 

 
○高度な国際性 

異なる言語、社会、文化等の差異を尊重しつつ、積極的に関係形成をはかる能力を身につけた
人材の育成を図ります。 

 
○高度なデザイン力 

法や政治の深い学識と多角的かつ立体的な視野を通して、課題を発見し、その解決に向けた対
策を短期的・長期的に構想できる能力を身につけた人材の育成を図ります。 

 
こうした教育活動を通して、法学・政治学に関わる賢慮を陶冶し、あわせて教養、国際性、デ

ザイン力を備えた人材を育成します。卒業生は、大学をはじめとするさまざまな研究機関におい
て、法学・政治学の研究者として活躍することが期待されます。  



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 

大阪大学及び法学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、博士後期課程では、教育目標に定め
る人材を育成するため、所定の必修科目・選択必修科目等を含む科目履修によって所定の単位を
修得し、かつ博士論文の審査及び最終試験に合格した学生に、博士（法学）の学位を授与しま
す。 

博士後期課程の学習目標は次の通りです。 
 

○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・法学、政治学の最先端の高度な専門知識・学識を身につけている。 
・課題解決のために法学、政治学など専門分野における専門知識・学識を実践的に活用でき
る。 
 

○高度な教養 
・専門知識を生かす幅広い知識を修得している。 
・物事を多角的、総合的に思考し、客観的に評価できる。 
 

○高度な国際性 
・異なる言語・社会・文化のあり方を理解できる。 
・言語・社会・文化の差異を尊重したコミュニケーションができる。 
 

○高度なデザイン力 
・より広い視野から、法学、政治学などの高度な専門知識・学識をもって、社会における課題
を発見し、解決のための制度・政策などの道筋を構想できる。 
 
以上の方針に基づいて育成するのは、社会の様々な価値観の違いを理解し、その調整を行いつ

つ、深い専門知識に基づいて熟慮しながら、法、政治の仕組みを通じて、社会の秩序を構想して
いくことができる知識と思考力を備えた人材です。 

  



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 

大阪大学及び法学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、博士後期課程では、教養・国際性・
デザイン力を備えた上で、専門的な研究活動を自立的に遂行できる高度な研究能力と、その基礎
となる学識を修得させることによって、大学教員などの研究者や高度専門職業人として活躍でき
る人材を輩出することを目指しています。各学生に指導教員を充て、博士論文作成に向け、研究
をサポートしコーディネートする体制を整えています。 

博士後期課程では、研究者養成を主たる目的とするものであることから、伝統的な科目を中心
にカリキュラムが構成されています。指導教員の助言を得ながら、各人の研究関心に応じて自由
に履修することで、近い将来独立して研究を行うための準備を進めることができます。 
また、試験により学修成果を厳格に評価します。 
 
＜教育課程編成の考え方＞ 
・法学、政治学の最先端の高度な専門知識・学識、さらには異なる言語・社会・文化のあり方を
理解できる能力を修得するために、法学・政治学の専門教育科目の必修科目、選択必修科目、選
択科目から所定の単位を履修します。 
・デザイン力を身につけるために、博士論文の作成に取り組みます。 
 

＜学修内容及び学修方法＞ 
・高度な専門知識・学識を修得し、デザイン力を身につけるために、博士後期課程では指導教
員から研究指導を受けて博士論文を作成します。 
 

＜学修成果の評価方法＞ 
・学修成果の評価は、博士後期課程では主に博士論文（法学）の論文審査と口述試験で評価し
ます。 
 
以上の方針の下に、法学・政治学に関する知識・技能、教養、国際性、デザイン力を身につ

け、課題を発見しその解決策を構想していくことができる思考力・判断力を備え、独立した研究
者としての能力を身につけた人材を育成するためのカリキュラムを構成します。 

 



カリキュラムマップ（法学研究科博士後期課程 法学・政治学専攻　法学・政治学）

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

法学・政治学の最先端の
高度な専門知識をもって
課題を発見できる。

　 ○

発見した問題に対し
て、解決策への道筋を
構想できる。

　 ○

学術的な価値の高い研
究活動ができる。

○ ○ ○

3年

法学・政治学の高度な
専門知識を身につけ、
課題解決のためにその
知識を活用できる。

○

最
先
端
か
つ
高
度

な
専
門
性
と
深
い

学
識

高
度
な
教
養

高
度
な
国
際

性

高
度
な
デ
ザ
イ

ン
力

1年 2年

博士論文

研究指導

専門教育科目

憲法特殊講義1、憲法特殊講義2、行政法特殊講義1、行政法特殊講義2、行政法特殊講義3、環境法特殊講義、

税法特殊講義、刑法特殊講義1、刑法特殊講義2、刑事訴訟法特殊講義1、民法特殊講義1、民法特殊講義2、
商法特殊講義1、商法特殊講義2、労働法特殊講義1、労働法特殊講義2、社会法特殊講義、

民事訴訟法特殊講義1、民事訴訟法特殊講義2、裁判法特殊講義1、裁判法特殊講義2、
国際法特殊講義1、国際法特殊講義2、国際私法特殊講義、国際取引法特殊講義、経済法特殊講義、

法思想史特殊講義、法理学特殊講義、法社会学特殊講義、

中国法特殊講義、日本法制史特殊講義、西洋法制史特殊講義、ローマ法特殊講義、

政治学特殊講義、政治過程論特殊講義、比較政治特殊講義、西洋政治思想史特殊講義、

日本政治史特殊講義、国際政治学特殊講義、行政学特殊講義、法政情報学特殊講義1、
文献購読1、文献購読2、特定研究、研究演習1、研究演習2 等



経済学研究科 

 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学の教育⽬標を受け、創⽴以来、⽇本における経済学研究の発展を担ってきた経済学研
究科は、経済学研究科は経済学専攻と経営学系専攻から構成されます。 
経済学専攻の博⼠前期課程には、経済学コース、応⽤経済コース、経済制度・事例分析コースの
３コース、経営学系専攻の博⼠前期課程には、経営研究コース、ビジネスコースの２コースがあ
り、学⽣の⼆⼀ズに応じた多様なカリキュラムを⽤意しています。これらは、研究者のみならず
⾼度な知識をもった職業⼈の養成をめざすものです。グローバル化の時代に対応できるよう、い
くつかの科⽬は英語で⾏われます。 

経済学専攻と経営学系専攻の両⽅に、博⼠前期課程で⾝につけた知識と思考⼒をさらに⾼める
ことを⽬的として、博⼠後期課程が⽤意されています。博⼠後期課程では、指導教員のもとで博
⼠論⽂を作成していくことになります。世界に通⽤する研究者の養成を主な⽬的としますが、職
業⼈の知識の⾼度化もめざします。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

世界に通⽤する最先端の経済学や経営学を体系的に習得することをめざします。 
 
○⾼度な教養 

専⾨知識を実践に応⽤する上で必要とされる⼈間社会あるいは⾃然界に関する幅広い教養を⾝
につけることをめざします。 
 

○⾼度な国際性 
いくつかの科⽬は英語で⾏われ、グローバル化の時代に対応できるような能⼒・⼈材の育成を

めざします。 
 
○⾼度なデザイン⼒ 

未解決の問題に対して⽷⼝を⾒つけ、解決までの道筋を⾃らのアイデアで作り上げていくデザ
イン⼒を⾝につけることをめざします。 
 
○独⾃の教育⽬標 

学⽣の⼆⼀ズに応じた多様なカリキュラムを⽤意し、研究者と⾼度な知識をもった職業⼈の養
成をめざします。 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のディプロマ・ポリシーを受け、経済学研究科は、博⼠前期課程教育を通じて所定の
基準を満たす学⽣に、修得した専⾨分野に応じて、修⼠（経済学）、修⼠（応⽤経済学）、また
は、修⼠（経営学）の学位を授けます。 

また、博⼟後期課程教育を通じて、所定の基準を満たす能⼒をさらに⾼めることができたと認
められる学⽣、または同等の学⼒を確認することができた者に対して、博⼠（経済学）、博⼠
（応⽤経済学）、または、博⼠（経営学）の学位を授けます。 

修⼠および博⼠の学位には、最先端の研究者として、あるいは⾼度な知識をもった職業⼈とし
て、将来、⼤きな成果をあげてほしいという期待を込めています。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・世界に通⽤する経済学や経営学の先端知識を体系的に習得している 
・論理的に思考する能⼒をもっている 
 

○⾼度な教養 
・⼈間社会および⾃然界に関する⾼度な教養を⾝につけている 
 

○⾼度な国際性 
・⾃国の経済問題だけでなくグローバルな諸問題にも関⼼をもっている 
・⽇本⼈および外国⼈と⼼を開いて対話するコミュ⼆ケーション能⼒がある 

 
○⾼度なデザイン⼒ 

・未解決の問題に対して、解決までの道筋を⾃らのアイデアで作り上げていくデザイン⼒を備
えている 
 

○独⾃の教育⽬標 
・専⾨知識にもとづいて現実の経済・経営問題を理解する⽅法を習得している 
・⾃分の考えや意⾒を論理的に、そして説得⼒をもって話したり書いたりする能⼒を⾝につけ
ている 

 
 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のカリキュラム・ポリシーを受け、経済学研究科では、教育⽬標にしたがった多様で
体系的なカリキュラムを⽤意しています。 

経済学専攻博⼠前期課程においては、経済学コース、応⽤経済コース、経済制度・事例分析コー
スを設置しています。経済学コースは研究者養成を主な⽬的とし、応⽤経済コースと経済制度・
事例分析コースでは、主として⾼度な知識をもち、多様な実学を社会で活⽤する職業⼈の養成を
めざします。いずれのコースでも、必要な基礎知識を学んだ上で最先端の⾼度な専⾨知識の習得
へと進み、得られた知識や思考法を⽤いて教員の指導のもとで学位論⽂や特定の課題についての
研究を完成するという体系的なカリキュラムになっています。 

経営学系専攻博⼠前期課程においては、経営研究コース、ビジネスコースを設置しています。
経営研究コースでは研究者養成を主⽬的とし、それぞれの研究分野に必要な基礎知識を学習した
上で、より専⾨的な知識や思考法を習得し、それらを⽤いて教員の指導のもとで学位論⽂を作成
していくカリキュラムとなっており、特に教員の研究指導を重視します。ビジネスコースでは、
多様な⼈材を育てるために、基礎的な知識を学んだ上で、専⾨知識の習得へと進み、教員の指導
のもとで学位論⽂や特定の課題についての研究を完成していく体系的なカリキュラムとなってい
ます。 

博⼠後期課程では、経済学専攻、経営学系専攻とも、教員の指導のもとで学位論⽂を作成する
ことに重点が置かれます。最先端の専⾨論⽂や専⾨書を読み、独創性のある研究成果を学会等で
発表し、海外や国内の査読付き学術誌に論⽂を投稿し、学位論⽂の完成につなげていきます。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 
・経済学や経営学の専⾨知識を実践に応⽤する上で必要となる⾼度で幅広い教養を⾝につけま

す。 
・グローバル化する経済の中でリーダーシップを発揮するために必要となるコミュニケーショ

ン能⼒を⾝につけます。 
・経済学、経済史、経営学の基礎を学び、より専⾨的な科⽬を履修し、経済・社会現象を理論的、

実証的、歴史的にとらえるための⾼度な専⾨知識と思考法を学びます。さらに、現在の経済や
企業が直⾯する問題や最先端の研究成果を学びます。 

・経済学・経営学の知識と思考法を駆使しながら、問題解決のための研究能⼒またはデザイン⼒
を養います。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

博⼠前期課程経済学専攻は経済学コース、応⽤経済コース、経済制度・事例分析コースからな
ります。経済学コースでは、ミクロ経済、マクロ経済、経済学史、経済発展、経済史、経営史、
公共経済、⾦融、国際経済、労働経済、計量経済などの研究分野につき、最先端の研究成果をも



とに研究者養成および⾼度専⾨的職業⼈養成のためのカリキュラムとなっています。応⽤経済コ
ースでは、政策担当機関やシンクタンクなどでエコノミストとして活躍する⼈材等、⾼度専⾨的
職業⼈の養成を主たる⽬的とし、財政、⾦融、公共経済、国際経済、労働経済、環境経済、計量
経済などの最先端の研究成果をもとに、経済社会を分析する能⼒を培うためのカリキュラムとな
っています。経済制度・事例分析コースでは、⾼度専⾨的職業⼈の中でも、とりわけ、経済史・
経営史アプローチに基づく資料調査やケーススタディー、国際⽐較の⼿法に加え、理論的・統計
的アプローチによる綿密な制度観察スキルを⾝につけ、世界経済の制度的発展や現状分析に⼿腕
を発揮する⼈材を育成するためのカリキュラムとなっています。 

博⼠前期課程経営学系専攻は経営研究コースおよびビジネスコースからなり、経営組織、経営
戦略、技術経営（ＭＯＴ）、マーケティング、オペレーションズ・リサーチ、経営科学、統計学・
実証分析、データマイニング、⾦融⼯学、ファイナンス、アカウンティングおよびアジア・マネ
ジメントなどの研究分野につき、最先端の研究成果をもとに、研究者の養成とともに、企業の企
画・調査部⾨などで活躍する⾼度専⾨的職業⼈の養成のためのカリキュラムとなっています。 
博⼠後期課程では、経済学専攻、経営学系専攻ともに、博⼠論⽂の完成をめざし、個々の研究課
題に取り組みます。 
 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

博⼠前期課程の講義科⽬では、シラバスに記載されている学習⽬標を、試験や課題、レポート
などを⽤いて、その達成度を評価します。学位論⽂や課題研究につながる研究指導では、報告や
議論の内容などによって評価します。 

博⼠後期課程の講義科⽬や研究指導も、博⼠前期課程と同様の⽅法によって評価します。 
 



経済学研究科 
学位プログラム︓ 経済学 
授与する学位︓ 修⼠（経済学）、修⼠（応⽤経済学）、博⼠（経済学）、博⼠(応⽤経済学) 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および経済学研究科の教育⽬標を受け、学位プログラム「経済学」では以下のとおり
教育⽬標を定めています。 

博⼠前期課程には、経済学コース、応⽤経済コース、および経済制度・事例分析コースの 3 コ
ースがあります。経済学コースでは、ミクロ経済、マクロ経済、経済学史、経済発展、公共経
済、⾦融、国際経済、労働経済など経済理論や計量分析を中⼼的なアプローチ⼿段とする分野
と、経済史、経営史など歴史的分析を軸とする分野について、それぞれ最先端の研究成果をもと
に研究者養成および⾼度専⾨的職業⼈養成をめざします。応⽤経済コースでは、政策担当機関や
シンクタンクなどでエコノミストとして活躍する⼈材等、⾼度専⾨的職業⼈の養成を主たる⽬的
とし、財政、⾦融、公共経済、国際経済、労働経済、環境経済、計量経済などの最先端の研究成
果をもとに、経済社会を分析する能⼒を培います。経済制度・事例分析コースでは、⾼度専⾨職
業⼈の育成を主たる⽬的とし、経済史・経営史アプローチに基づく史料調査やケース・スタディ
ー、国際⽐較の⼿法に加え、理論的・統計的アプローチによる綿密な制度観察スキルを⾝に着
け、世界経済の制度的発展や現状分析に⼿腕を発揮する⼈材の輩出をめざします。 

博⼠前期課程で⾝につけた知識と思考⼒をさらに⾼めるために、博⼠後期課程が⽤意されてい
ます。博⼠後期課程は特にコースを定めず、教員の指導のもとで専⾨論⽂を作成し、学会等で研
究発表し、最終的には博⼠論⽂を完成します。世界に通⽤する研究者の養成を主な⽬的とします
が、職業⼈の知識の⾼度化もめざします。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

世界に通⽤する最先端の経済学を体系的に習得することをめざします。 
 

○⾼度な教養 
専⾨知識を実践に応⽤する上で必要とされる⼈間社会や⾃然界に関する幅広い教養を⾝につけ

ることをめざします。 
 

○⾼度な国際性 
グローバル化の時代に対応できるよう、いくつかの科⽬は英語で⾏われ、外国⼈留学⽣との交

流の場や交換留学制度などを⽤意し、それにより国際性を養い､グローバル化する経済の中で､リ
ーダーシップを発揮して世界各地で活躍できるような能⼒・⼈材の育成をめざします。 

 



○⾼度なデザイン⼒ 
未解決の問題に対して⽷⼝を⾒つけ、解決までの道筋を⾃らのアイデアで作り上げていくデザ

イン⼒を⾝につけることをめざします。 
 
○独⾃の教育⽬標 

⽇本や世界で⽣起するさまざまな経済・社会現象に関する法則を理論的、実証的、歴史的にと
らえることのできる⼈材の育成をめざします。 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および経済学研究科のディプロマ・ポリシーを受け、学位プログラム「経済学」で
は、博⼠前期課程教育を通じて所定の基準を満たす学⽣に、修得した専⾨分野に応じて、修⼠
（経済学）または修⼠（応⽤経済学）の学位を授けます。 

また、博⼠後期課程教育を通じて、所定の基準を満たす能⼒をさらに⾼めることができたと認
められる学⽣、または同等の学⼒を確認することができた者に対して、修得した専⾨分野に応じ
て、博⼠（経済学）または博⼠（応⽤経済学）の学位を授けます。 

修⼠および博⼠の学位には、最先端の研究者として、あるいは⾼度な知識をもった職業⼈とし
て、将来、⼤きな成果をあげてほしいという期待を込めています。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・世界に通⽤する経済学の先端知識を体系的に習得している 
・論理的に思考する能⼒をもっている 
 

○⾼度な教養 
・⼈間社会および⾃然界に関する⾼度な教養を⾝につけている 
 

○⾼度な国際性 
・⾃国の経済・経営問題だけでなくグローバルな諸問題にも関⼼をもっている 
・⽇本⼈および外国⼈と⼼を聞いて対話するコミュニケーション能⼒がある 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
・未解決の問題に対して、解決までの道筋を⾃らのアイデアで作り上げていくデザイン⼒を備
えている 
 

○独⾃の学習⽬標 
・専⾨知識にもとづいて現実の経済・経営問題を理解する⽅法を習得している 
・⾃分の考えや意⾒を論理的に、そして説得⼒をもって話したり書いたりする能⼒を⾝につけ
ている  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および経済学研究科のカリキュラム・ポリシーを受け、学位プログラム「経済学」は
以下のように多様で体系的なカリキユラムを⽤意しています。博⼠前期課程では、経済学コース、
応⽤経済コース、経済制度・事例分析コースを設置しています。経済学コースでは、研究者養成
を主な⽬的とし、応⽤経済コースと経済制度・事例分析コースでは、主として⾼度な知識をもち、
多様な実学を社会で活⽤する職業⼈の養成をめざします。いずれのコースでも、必要な基礎知識
を学んだ上で最先端の⾼度な専⾨知識の習得へと進み、得られた知識や思考法を⽤いて教員の指
導のもとで学位論⽂や特定の課題についての研究を完成するという体系的なカリキュラムになっ
ています。 

博⼠後期課程では、前期課程で⾝に付けた知識と思考⼒をさらに発展させ、教員の指導のもと
で学術雑誌に掲載可能な質の⾼い研究論⽂を作成し、それらを学位論⽂としてまとめていくこと
に重点が置かれます。最先端の専⾨論⽂や専⾨書を読み、独創性のある研究成果を積極的に海外
へ発信することを推奨しており、論⽂を英語で執筆して国際学会で報告し、国内外の査読付き学
術雑誌に論⽂を投稿し、学位論⽂の完成につなげていきます。 

また、博⼠前期課程・後期課程を通じて海外の⼤学院で勉強するための、サポート体制も充実
しています。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

・経済学の専⾨知識を実践に応⽤する上で必要となる⾼度で幅広い教養を⾝につけます。 
・グローバル化する経済の中でリーダーシップを発揮するために必要となるコミュニケーショ
ン能⼒を⾝につけます。 
・経済学の基礎を学び、より専⾨的な科⽬を履修し、経済・社会現象を理論的、実証的、歴史
的にとらえるための⾼度な専⾨知識と思考法を学びます。さらに、現在の経済や企業が直⾯す
る問題や最先端の研究成果を学びます。 
・経済学の知識と思考法を駆使しながら、問題解決のための研究能⼒またはデザイン⼒を養い
ます。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

経済学コースは、経済理論や計量分析を中⼼的なアプローチ⼿段とする分野と、歴史的分析を
軸とする分野とに⼤きく分かれますが、それぞれについて研究者に必要な基礎知識を学び、教員
の指導のもとで最先端の研究成果をもとにする学位論⽂の完成を⽬指すという、研究者養成を主
眼とする教育を実施するカリキュラムになっています。 

主に⾼度専⾨職業⼈養成をめざす応⽤経済コースでも、経済学に関する⾼度な専⾨知識を習得
し、得られた知識や思考法を⽤いて特定の課題についての研究を完成していくことのできるカリ
キュラムとなっています。 



経済史・経営史の基礎的な知識を学ぶ経済制度・事例分析コースでも、この点に変わりはなく、
経済制度や経営事例に関する知識と分析⼿法を得ることで、ユニークな⾼度専⾨職業⼈を⽬指す
カリキュラムとなっています。 

また、グローバル化に対応し、英語による授業も⾏っています。経営学系専攻科⽬や⼤学院横
断教育科⽬等を履修することによって、⾼度な教養⼒も⾝につけることもできます。学位論⽂や
課題研究を通じて、問題を発⾒し、最先端の知識を⽤いて解決していくデザイン⼒、および指導
教員や学友との対話を通じて知⾒を深めていくコミュニケーション能⼒を養うことができます。 

博⼠後期課程では、博⼠論⽂の完成をめざし、個々の課題研究に取り組みます。 
 

＜学修成果の評価⽅法＞ 
学修の成果について、博⼠前期課程の講義科⽬では、シラバスに記載されている学習⽬標を、

試験、課題、レポート、報告の内容、参加の姿勢などによって総合的に評価します。学位論⽂や
課題研究につながる研究指導では、報告や議論の内容などによって評価します。 

博⼠後期課程の講義科⽬や研究指導も、博⼠前期課程と同様の⽅法によって評価します。 



経済学専攻専門教育科目

経営学系専攻、他研究科専門教育科目等

最
先
端
か
つ
行
動
な

専
門
性
と
深
い
学
識

高
度
な
教
養

高
度
な
国
際
性

高
度
な
デ
ザ
イ
ン
力

独
自
の
教
育
目
標

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

(1)世界に通用する経済学の先端知
識を体系的に習得している

(2)論理的に思考する能力をもってい
る

○

(3)人間社会および自然界に関する
高度な教養を身につけている

〇

(4)自国の経済問題だけでなくグロー
バルな諸問題にも関心をもっている

(5)日本人および外国人と心を開い
て対話するコミュ二ケーション能力
がある

〇

(6)未解決の問題に対して、解決まで
の道筋を自らのアイデアで作り上げ
ていくデザイン力を備えている

〇

(7)専門知識にもとづいて現実の経
済・経営問題を理解する方法を習得
している

(8)自分の考えや意見を論理的に、
そして説得力をもって話したり書いた
りする能力を身につけている

〇

ディプロマ・ポリシーの学習目標

教育目標 １年 ２年

応用科目（高度国際性涵養教育科目）

展開科目

高度国際性涵養教育科目（応用科目）

高度教養教育科目

研究指導演習

専門教育科目（基本科目、応用科目、展開科目、研究指導演習）

基本科目

基本科目



経済学専攻専門教育科目

自由選択

ディプロマ・ポリシーの学習目標

最
先
端
か
つ
行
動
な

専
門
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と
深
い
学
識

高
度
な
教
養

高
度
な
国
際
性

高
度
な
デ
ザ
イ
ン
力

独
自
の
教
育
目
標

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

(1)世界に通用する経済学の先端知
識を体系的に習得している

(2)論理的に思考する能力をもってい
る

○

(3)人間社会および自然界に関する
高度な教養を身につけている

〇

(4)自国の経済問題だけでなくグロー
バルな諸問題にも関心をもっている

(5)日本人および外国人と心を開い
て対話するコミュ二ケーション能力
がある

〇

(6)未解決の問題に対して、解決まで
の道筋を自らのアイデアで作り上げ
ていくデザイン力を備えている

〇

(7)専門知識にもとづいて現実の経
済・経営問題を理解する方法を習得
している

(8)自分の考えや意見を論理的に、
そして説得力をもって話したり書いた
りする能力を身につけている

〇

教育目標 １年 ２年 ３年

専門教育科目（学位論文指導演習を除く）

自由選択

専門教育科目（全科目）

専門教育科目（学位論文指導演習）

専門教育科目（学位論文指導演習を除く）



経済学研究科 
学位プログラム︓ 経営学系 
授与する学位︓ 修⼠（経営学）、修⼠（経済学）、博⼠（経営学）、博⼠(経済学) 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および経済学研究科の教育⽬標を受け、学位プログラム「経営学系」は以下のとおり
教育⽬標を定めています。 

学位プロクラム「経営学系」では、複雑化・グローバル化したビジネス世界の中で、研究者や
専⾨職業⼈として、国際的に活躍できる⼈材を育成します。個別教員の徹底した指導の下、最先
端かつ⾼度な経営学系の知識とスキルを習得すること、専⾨知識を実践に応⽤する上で必要とさ
れる⼈間社会や⾃然界に関する幅広い教養を⾝につけること、未解決の問題に対して⽷⼝を⾒つ
け、解決までの道筋を⾃らのアイデアで作り上げていくデザイン⼒を⾝につけることをめざしま
す。 

博⼠前期課程は、経営研究コースおよびビジネスコースからなり、経営組織、経営戦略、技術
経営（ＭＯＴ）、マーケティング、オペレーションズ・リサーチ、経営科学、統計学・実証分
析、データマイニング、⾦融⼯学、ファイナンス、アカウンティングおよびアジア・マネジメン
トなどの研究分野につき、最先端の研究成果をもとに、研究者の養成とともに、企業の企画・調
査部⾨などで活躍する⾼度な専⾨的知識をもった職業⼈の養成をめざします。ビジネスコースで
は、⼯学研究科ビジネスエンジニアリング専攻との連携のもと、技術の知識をもった経営者と経
営の知識をもった技術者の養成をめざします。連携科⽬を習得した修⼠（⼯学）の取得者は、1
年間で修⼠（経宮学）あるいは修⼠（経済学）を取得することができます。 

博⼠後期課程では、博⼠前期課程で⾝につけた知識と思考⼒をさらに⾼めるために、教員の指
導のもとに専⾨論⽂を作成し、学会等で研究発表し、最終的には博⼠論⽂を完成します。世界に
通⽤する研究者の養成を主な⽬的としますが、それぞれの専⾨分野で指導的な⽴場となれる⾼度
な職業⼈の育成もめざします。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

世界に通⽤する最先端の経営学を体系的に習得することをめざします。 
 

○⾼度な教養 
専⾨知識を実践に応⽤する上で必要とされる⼈間社会や⾃然界に関する幅広い教養を⾝につけ

ることをめざします。 
 

○⾼度な国際性 
グローバル化の時代に対応できるよう、いくつかの科⽬は英語で⾏われ、外国⼈留学⽣との交

流の場や交換留学制度などを⽤意し、それにより国際性を養い､グローバル化する経済の中で､リ



ーダーシップを発揮して世界各地で活躍できるような能⼒・⼈材の育成をめざします。 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
未解決の問題に対して⽷⼝を⾒つけ、解決までの道筋を⾃らのアイデアで作り上げていくデザ

イン⼒を⾝につけることをめざします。 
 
○独⾃の教育⽬標 

⽇本や世界で⽣起するさまざまな経済・社会現象に関する法則を理論的、実証的、歴史的にと
らえることのできる⼈材の育成をめざします。  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および経済学研究科のディプロマ・ポリシーを受け、学位プログラム「経営学系」で
は、博⼠前期課程教育を通じて所定の基準を満たす学⽣に、修得した専⾨分野に応じて、修⼠
（経営学）または修⼠（経済学）の学位を授けます。 

また、博⼠後期課程教育を通じて、所定の基準を満たす能⼒をさらに⾼めることができたと認
められる学⽣、または同等の学⼒を確認することができた者に対して、修得した専⾨分野に応じ
て、博⼠（経営学）または博⼠（経済学）の学位を授けます。 

修⼠および博⼠の学位には、最先端の研究者として、あるいは⾼度な知識をもった職業⼈とし
て、将来、⼤きな成果をあげてほしいという期待を込めています。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・世界に通⽤する経営学の先端知識を体系的に習得している 
・論理的に思考する能⼒をもっている 
 

○⾼度な教養 
・⼈間社会および⾃然界に関する⾼度な教養を⾝につけている 
 

○⾼度な国際性 
・⾃国の経済・経営問題だけでなくグローバルな諸問題にも関⼼をもっている 
・⽇本⼈および外国⼈と⼼を聞いて対話するコミュニケーション能⼒がある 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
・未解決の問題に対して、解決までの道筋を⾃らのアイデアで作り上げていくデザイン⼒を備
えている 
 

○独⾃の学習⽬標 
・専⾨知識にもとづいて現実の経済・経営問題を理解する⽅法を習得している 
・⾃分の考えや意⾒を論理的に、そして説得⼒をもって話したり書いたりする能⼒を⾝につけ
ている 

 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および経済学研究科のカリキュラム・ポリシーを受け、学位プログラム「経営学系」
は以下のように多様で体系的なカリキユラムを⽤意しています。博⼠前期課程では、経営研究コ
ース、ビジネスコースを設置しています。経営研究コースでは、特定の分野についての深い知識
を持ち、⾃主的に研究を⾏える⼈材を養成するカリキュラムとなっています。ビジネスコースで
は、ビジネス分野において求められる⾼度な専⾨知識を備えた職業⼈を養成するカリキュラムと
なっています。また、⼯学研究科と連携したカリキュラムも提供し、技術の知識をもった経営者
および経営の知識をもった技術者を養成します。 

博⼠後期課程では、前期課程で⾝に付けた知識と思考⼒をさらに発展させ、教員の指導のもと
で学術雑誌に掲載可能な質の⾼い研究論⽂を作成し、それらを学位論⽂としてまとめていくこと
に重点が置かれます。最先端の専⾨論⽂や専⾨書を読み、独創性のある研究成果を積極的に海外
へ発信することを推奨しており、論⽂を英語で執筆して国際学会で報告し、国内外の査読付き学
術雑誌に論⽂を投稿し、学位論⽂の完成につなげていきます。 

また、博⼠前期課程・後期課程を通じて海外の⼤学院で勉強するための、サポート体制も充実
しています。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 
・経営学の専⾨知識を実践に応⽤する上で必要となる⾼度で幅広い教養を⾝につけます。 
・グローバル化する経済の中でリーダーシップを発揮するために必要となるコミュニケーショ
ン能⼒を⾝につけます。 
・経営学の基礎を学び、より専⾨的な科⽬を履修し、経済・社会現象を理論的、実証的、歴史的
にとらえるための⾼度な専⾨知識と思考法を学びます。さらに、現在の経済や企業が直⾯する問
題や最先端の研究成果を学びます。 
・経営学の知識と思考法を駆使しながら、問題解決のための研究能⼒またはデザイン⼒を養いま
す。 
 

＜学修内容及び学修⽅法＞ 
経営研究コースは、経営学、会計学、経営科学、マーケティング、ファイナンス等の分野があ

りますが、それぞれについて研究者に必要な基礎知識を学び、教員の指導のもとで最先端の研究
成果をもとにする学位論⽂の完成を⽬指すという、研究者養成を主眼とする教育を実施するカリ
キュラムになっています。 

ビジネスコースでも、経営学、会計学、経営科学、マーケティング、ファイナンス等に関する
⾼度な専⾨知識を習得し、得られた知識や思考法を⽤いて特定の課題についての研究を完成して
いくことのできるカリキュラムとなっています。 

また、グローバル化に対応し、英語による授業も⾏っています。経済学専攻科⽬や⼤学院横断



教育科⽬等を履修することによって、⾼度な教養⼒も⾝につけることもできます。学位論⽂や課
題研究を通じて、問題を発⾒し、最先端の知識を⽤いて解決していくデザイン⼒、および指導教
員や学友との対話を通じて知⾒を深めていくコミュニケーション能⼒を養うことができます。 

博⼠後期課程では、博⼠論⽂の完成をめざし、個々の課題研究に取り組みます。 
 

＜学修成果の評価⽅法＞ 
学修の成果について、博⼠前期課程の講義科⽬では、シラバスに記載されている学習⽬標を、

試験、課題、レポート、報告の内容、参加の姿勢などによって総合的に評価します。学位論⽂や
課題研究につながる研究指導では、報告や議論の内容などによって評価します。 

博⼠後期課程の講義科⽬や研究指導も、博⼠前期課程と同様の⽅法によって評価します。 



経営学系専攻専門教育科目

経済学専攻、他研究科専門教育科目等

最
先
端
か
つ
行
動
な

専
門
性
と
深
い
学
識

高
度
な
教
養

高
度
な
国
際
性

高
度
な
デ
ザ
イ
ン
力

独
自
の
教
育
目
標

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

(1)世界に通用する経営学の先端知
識を体系的に習得している

(2)論理的に思考する能力をもって
いる

○

(3)人間社会および自然界に関する
高度な教養を身につけている

〇

(4)自国の経済問題だけでなくグロー
バルな諸問題にも関心をもっている

(5)日本人および外国人と心を開い
て対話するコミュ二ケーション能力
がある

〇

(6)未解決の問題に対して、解決まで
の道筋を自らのアイデアで作り上げ
ていくデザイン力を備えている

〇

(7)専門知識にもとづいて現実の経
済・経営問題を理解する方法を習得
している

(8)自分の考えや意見を論理的に、
そして説得力をもって話したり書いた
りする能力を身につけている

〇

ディプロマ・ポリシーの学習目標

教育目標 １年 ２年

応用科目（高度国際性涵養教育科目）

高度国際性涵養教育科目（応用科目）

高度教養教育科目

基本科目

基本科目

研究指導演習

専門教育科目（基本科目、応用科目、研究指導演習）



経営学系専攻専門教育科目

自由選択

ディプロマ・ポリシーの学習目標

最
先
端
か
つ
行
動
な

専
門
性
と
深
い
学
識

高
度
な
教
養

高
度
な
国
際
性

高
度
な
デ
ザ
イ
ン
力

独
自
の
教
育
目
標

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

(1)世界に通用する経営学の先端知
識を体系的に習得している

(2)論理的に思考する能力をもってい
る

○

(3)人間社会および自然界に関する
高度な教養を身につけている

〇

(4)自国の経済問題だけでなくグロー
バルな諸問題にも関心をもっている

(5)日本人および外国人と心を開いて
対話するコミュ二ケーション能力があ
る

〇

(6)未解決の問題に対して、解決まで
の道筋を自らのアイデアで作り上げ
ていくデザイン力を備えている

〇

(7)専門知識にもとづいて現実の経
済・経営問題を理解する方法を習得
している

(8)自分の考えや意見を論理的に、そ
して説得力をもって話したり書いたり
する能力を身につけている

〇

教育目標 １年 ２年 ３年

専門教育科目（学位論文指導演習を除く）

自由選択

専門教育科目（全科目）

専門教育科目（学位論文指導演習）

専門教育科目（学位論文指導演習を除く）



理学研究科 

 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学の教育⽬標のもと、理学研究科では、真理探究を⽬的としたすべての⾃然科学の基盤
であり、今⽇の科学技術を⽀える礎となる学問である理学を通じた⾼度な教育を⾏います。⾃然
科学の進歩の多くは、科学技術の成果がもたらす利益の追求とは独⽴に、純粋に⾃然科学の美し
さや深遠さに惹かれた⼈達の努⼒と発⾒によって達成されてきました。そのような理学の考え⽅・
精神は、社会発展のための基盤であると同時に、⼈類全体の⽂化的・知的な財産であり、それら
を修得し、社会の様々な分野で応⽤できる能⼒の育成を理学研究科の教育⽬標とします。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

⾃然科学の各分野における最先端の研究成果を理解するため、⾼度な専⾨性と深い学識を⾝に
つける教育を⾏います。その教育の過程で、科学的思考⼒と⽅法論を修得し、社会の様々な分野
で応⽤できる能⼒の修得を⽬指します。 

 
○⾼度な教養 

研究者倫理を⾝につけ、広い視野と豊かな学識を持ち、社会の各分野で主体的に活動活躍でき
る⼈材を養成します。 
 

○⾼度な国際性 
英語等によるコミュニケーション⼒と国際感覚を⾝につけ、⼤学・公的機関・企業等での研究

職・技術開発職・教育職などの広い分野でグローバルに活躍できる⼈材を育てることを⽬標とし
ます。 
 
○⾼度なデザイン⼒ 

しっかりとした学問的素養と深い学識を⾝につけ、科学的思考⼒と⽅法論を修得することによ
り、様々な疑問や好奇⼼を新たな課題の発⾒に結びつけ、複雑多様な課題を解決するために分野
の枠を超えて協働できる⼈材を育てます。 
 
 
 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のディプロマ・ポリシーのもと、 理学研究科では⼤阪⼤学の初代総⻑で、本学部を
創設した⻑岡半太郎先⽣の⾔葉である「勿嘗糟粕（そうはくをなむるなかれ）」の精神に則り、
⾃然科学の探求に対して形だけをまねず、真理追求の中で理学の本質を学び、理学研究科の提供
する科⽬構成に従った下記のような能⼒を⾝につけた博⼠前期課程の学⽣に学位「修⼠（理
学）」を、博⼠後期課程の学⽣には「博⼠（理学）」を授与します。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・各専攻の専⾨分野における最先端の知識を修得し、その分野の研究内容の本質を理解できる
能⼒を⾝につけています。 
・博⼠前期課程修了者は、各分野の最先端の専⾨知識を基盤とした研究の実践能⼒を⾝につけ
ています。 
・博⼠後期課程修了者は、各分野の最先端の専⾨知識を基盤とし、⾃⽴して研究が⾏える⾼度
な研究能⼒を⾝につけています。 

 
○⾼度な教養 

・広い分野で活躍できる基礎学⼒と研究者倫理、さらには異分野の⼈ともコミュニケーション
ができる⾼度な教養を⾝につけています。 
 

○⾼度な国際性 
・英語で⾃⾝の研究成果を発表でき、また英語で学術論⽂を作成できる語学⼒を⾝につけてい
ます。 
・海外の研究者と研究に関する議論できる語学⼒を⾝につけています。 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
・特定分野の⾼い専⾨性から全体を俯瞰し、その専⾨性を別分野でも活かす能⼒を⾝につけて
います。 

 
 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のカリキュラム・ポリシーのもと、理学研究科では専⾨分野における基礎から最先端
までの知識を修得し、それを実践できる能⼒を⾝につけるための専⾨教育科⽬、異分野の⼈とも
コミュニケーションができる教養を⾝につけるための⾼度教養教育科⽬、および海外の研究者と
コミュニケーションができる能⼒を⾝につけるための⾼度国際性涵養教育科⽬からなるカリキュ
ラムを履修したのち、厳格な学修成果の評価⽅法により単位認定します。 
 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

専⾨分野における最先端までの知識を習得するために、各専攻が開講する専⾨科⽬を履修しま
す。 

博⼠前期課程では、各分野の最先端の専⾨知識を基盤とした研究の実践能⼒を⾝につけるため
に、教員の個別指導の下で最先端の研究を⾏い、また各研究室・研究グループのセミナーに参加
して研究の進捗状況を報告し、得られた結果について討論して、教員の指導の下に修⼠論⽂を作
成するカリキュラムになっています。 
 博⼠後期課程では、各分野の最先端の専⾨知識を基盤とし、⾃⽴して研究が⾏える⾼度な研究
能⼒を⾝につけるために、教員の助⾔を受け、最先端の研究を⽴案・実施し、各研究室・研究グ
ループの特別セミナーに参加して研究の進捗状況を報告し、得られた結果について討論して、最
終的に博⼠論⽂を作成するカリキュラムになっています。 
また、広い分野で活躍できる基礎学⼒と研究者倫理、さらには異分野の⼈ともコミュニケーショ
ンができる⾼度な教養を⾝につけるために、⾼度教養教育科⽬や副専攻プログラム・⾼度副プロ
グラム・⾼度教養プログラムを開講しています。 

さらには、海外で⾃⾝の研究成果を発表でき、英語で学術論⽂を作成でき、海外の研究者と研
究に関する議論できる語学⼒を⾝につけるために、⾼度国際性涵養教育科⽬を開講しています。 
以上のカリキュラムにより、各⼈の進路に合わせて、特定分野の⾼い専⾨性から全体を俯瞰し、
その専⾨性を別分野でも活かせる能⼒、企業等での応⽤研究に⽣かせる能⼒、⾼等学校教員とし
て課題研究等の指導ができる能⼒を⾝につけられる教育プログラムになっています。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

各専攻の専⾨分野の基礎から最先端までの知識を系統的に履修できるカリキュラムに従って
学修します。特に、最先端の研究の実践⽅法を⾝につけ、博⼠後期課程の場合には最先端の研究
を⽴案・実施できるようになるために、各研究室・研究グループに配属されてセミナー・特別セ
ミナーに参加し、また教員の個別指導の下で、研究の進捗状況について討論し、最終的に学位論
⽂を作成します。 

  



＜学修成果の評価⽅法＞ 
学修の成果は、各科⽬のシラバスに記載されている評価⽅法によって、厳格かつ公平に評価し

ます。具体的には、講義・演習・演義の成績評価は、試験・⼩テストの結果、レポートの内容、お
よび授業への参加姿勢等で、実験・実習の成績評価は、授業への参加姿勢とレポート内容で、そ
してセミナー科⽬の成績評価は、セミナーでの発表内容や論⽂等で⾏います。さらに、修⼠及び
博⼠の学位審査と最終試験は、各学位論⽂の内容とその内容に関する発表会での発表⽅法・質疑
応答等で評価します。 
 



理学研究科 
学位プログラム︓ 数学 
授与する学位︓ 修⼠（理学) 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および理学研究科の教育⽬標のもと、学位プログラム「数学」では以下のとおり教育
⽬標を定めています。 

数学はその⻑い歴史の中で、数や図形の世界を個々の問題として解き明かそうとする試みや、
⾃然をより深く認識しようとする努⼒の中から発展してきました。その試⾏錯誤の中から、様々
な思考の過程に現れる共通の仕組みを抽象化し、その世界に潜む原理や美を求めるという抽象数
学の側⾯や、⾃然現象を記述しその解明を通し再び⾃然認識の世界へ光を返すという数理科学的
側⾯が⽣まれてきました。近年では、コンピューターの⽬覚ましい発展にも⽀えられ、物理学、
⽣物学、化学などの従来の⾃然科学の枠を越え、⼯学、経済学、⼈⽂・社会科学、情報科学など
広範な分野にまで、数学の活躍の場が広がってきています。また、これら様々な分野との交流を
通して、これまでにない新しい数学理論も⽣まれています。 

学位プログラム「数学」では、以上のような背景と⼤阪⼤学が掲げる「物事の本質を⾒極める
学問と教育が⼤学の使命であり、この使命を果たすことで⼤学は社会に貢献していく」という理
念にもとづき、⾼度で専⾨的な数学の教育を通して、次代の社会を⽀え、⼈類の理想の実現をは
かる有能な⼈材を社会に輩出することを教育⽬標としています。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

⾼度な数学の本質を厳密に理解し修得する過程を通して、複雑な事象を数学的にとらえ、⼀般
化、抽象化、体系化して処理する能⼒と、論理的思考能⼒と表現⼒に磨きをかけます。 

 
○⾼度な教養 

研究者倫理を⾝につけ、広い視野と豊かな学識を持ち、社会の各分野で主体的に活動できる⼈
材を養成します。 

 
○⾼度な国際性 

数学とその関連分野の研究者、教育者、技術者のみならず多様な領域で、幅広い視野と国際性
をもって主導的な⽴場で活躍する⼈材を育成します。 

 
○⾼度なデザイン⼒ 

⾼度な数学の専⾨性と学識を、社会のあらゆる場⾯に現れる難解な諸問題の発⾒と解決に
結びつけ、複雑多様な課題解決のために分野の枠を越えて協働できる⼈材を育てます。また、
本課程は数学の専修免許取得のための教員養成課程としての役割を果たします。 



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および理学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「数学」では以下
のとおりディプロマ・ポリシーを定めています。 

数学とその関連分野の教育を通して、研究者、教育者、技術者として、様々な分野で活躍する
ために基本となる、学⼒、研究能⼒、および研究成果発表能⼒を習得させることを⽬標としてい
ます。同時に、博⼠後期課程に進学してさらに⾼度な専⾨的知識、技能、研究を⾏うために必要
な素養を培います。併設の数学図書室を利⽤して過去から最新のものまで国内外の専⾨的な⽂献
に幅広く触れることで知識を深めることができます。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・数学における専⾨分野と関連するいくつかの分野について⾼度な知識を有し、それらを他者
に説明する能⼒を有しています。 
・数学における専⾨分野について、基礎理論から最先端のトピックスに⾄るまでの知識を有し、
研究を推進するための基本的な技能を習得しています。 
 

○⾼度な教養 
・研究者倫理や特定の分野だけに偏らない幅広い⾃然科学の素養に基づく柔軟性とコミュニケ
ーション能⼒を獲得しています。 
・⼤学院副専攻プログラム、⾼度副プログラム、⾼度博⼠⼈材養成プログラムの修了者は、学
際的・俯瞰的な視点や複眼的視野で対象を考える能⼒を⾝につけています。 
 

○⾼度な国際性 
・海外の研究者と研究に関する議論ができる語学⼒を⾝につけています。 
・数学またはその周辺分野の英⽂学術論⽂を読み、その内容について解説することができます。 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
・数学の学習・研究で培われた思考⼒、着想⼒、洞察⼒、忍耐⼒を様々な⽅⾯で活⽤する態度
を⾝につけています。 
・中学校教員免許(数学)、あるいは、⾼等学校教員免許(数学)を取得している場合には、⾼度
の専⾨知識をわかりやすく解説し、課題研究を指導することができます。 
 

○独⾃の学習⽬標 
修⼠論⽂については次のいずれかの要件を満たすことが求められます。 
1.   論⽂筆者により得られた新しい数学的結果を含むもの。 



2.   数学的に意義のある計算結果(計算機実験も含む)や定理の新しい証明などで、論⽂筆者
⾃⾝による部分を含むもの。 
3.   ある分野において既に知られている重要な数学的事実について、論⽂筆者⾃⾝の観点か
らまとめたもの。 

 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および理学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「数学」では以
下のとおりカリキュラム・ポリシーを定めています。数学における基礎から最先端までの知識を
修得し、それを実践できる能⼒、および異分野の⼈ともコミュニケーションができる教養を⾝に
つけるために、以下に説明する専⾨教育科⽬、⾼度教養教育科⽬、⾼度国際性涵養教育科⽬から
なるカリキュラムを履修し、厳格な学修成果の評価⽅法により単位認定します。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

数学における基礎から最先端までの知識を修得し、それを実践する能⼒を⾝につけるために、
教員の個別指導の下で、セミナーを⾏い、さらに修⼠論⽂を作成します。また、英語で執筆され
た学術論⽂を活⽤できる⼒を⾝につけるために、⾼度国際性涵養教育科⽬を履修します。また、
広い分野で活躍できる基礎学⼒と⾼度な教養を⾝につけるために、⾼度教養教育科⽬を履修しま
す。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

前期課程においては、指導教員のもとで研究指導を受けるほか、これと平⾏して数学専攻の定
める履修⽅法に基づき、⾼度教養教育科⽬１単位以上、⾼度国際性涵養教育科⽬ 1 単位以上、専
⾨教育科⽬の講義科⽬ 10 単位以上とセミナー科⽬ 18 単位、合計 30 単位以上を修得する必要が
あります。さらに修了にあたっては、修⼠論⽂を提出して審査を受けなければなりません。具体
的には以下のように学修します。 
・指導教員は⼊学時に学⽣の希望もできるだけ取り⼊れて決定します。指導教員は学習・研究指
導の継続性の観点からも、特別の事情がない限り、本課程を修了するまで変更されません。指導
教員は修⼠論⽂指導も含め、研究指導を⾏うに加え、セミナーを担当します。 
・セミナー科⽬は、１年次の基礎セミナー(9 単位)および２年次のセミナー(9 単位)が必修です。
2 年次の最後に提出する修⼠論⽂は、これらのセミナーにおける学習が⼟台となります。 
・⾼度国際性涵養教育科⽬として、海外⽂献研究が開講されます。これは１年次の基礎セミナー
と連携して開講されます。その履修を強く推奨します。 
・専⾨教育科⽬の講義には概論と特論があり、概論は主に 1 年次、特論は主に 2 年次の学⽣の履
修を念頭においていますが、各⼈の興味、知識、能⼒に応じて、2 年次で概論を、1 年次で特論を
履修することは差し⽀えありません。 
・⾮常勤講師による集中講義は、多くの場合、現在活発に研究されている分野への⼊⾨的講義を
短期間で⾏います。単位にこだわらず、積極的に聴講することを薦めます。集中講義は数学特別
講義として開講され、それぞれ 1 単位です。年次は無関係に履修が可能です。 
・⾼度教養教育科⽬は、所定の構成科⽬から履修が可能です。 
 



＜学修成果の評価⽅法＞ 
学修の成果は、試験の結果、レポートやセミナーでの発表内容、授業への参加状況等、科⽬に

応じてシラバスに記載された評価⽅法によって、厳格かつ公平に評価します。 
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理学研究科 
学位プログラム︓ 数学 
授与する学位︓ 博⼠（理学) 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および理学研究科の教育⽬標のもと、学位プログラム「数学」では以下のとおり教育
⽬標を定めています。 

数学はその⻑い歴史の中で、数や図形の世界を個々の問題として解き明かそうとする試みや、
⾃然をより深く認識しようとする努⼒の中から発展してきました。その試⾏錯誤の中から、様々
な思考の過程に現れる共通の仕組みを抽象化し、その世界に潜む原理や美を求めるという抽象数
学の側⾯や、⾃然現象を記述しその解明を通し再び⾃然認識の世界へ光を返すという数理科学的
側⾯が⽣まれてきました。近年では、コンピューターの⽬覚ましい発展にも⽀えられ、物理学、
⽣物学、化学などの従来の⾃然科学の枠を越え、⼯学、経済学、⼈⽂・社会科学、情報科学など
広範な分野にまで、数学の活躍の場が広がってきています。また、これら様々な分野との交流を
通して、これまでにない新しい数学理論も⽣まれています。 

学位プログラム「数学」では、以上のような背景と⼤阪⼤学が掲げる「物事の本質を⾒極める
学問と教育が⼤学の使命であり、この使命を果たすことで⼤学は社会に貢献していく」という理
念にもとづき、最先端の⾼度で専⾨的な数学の教育を通して、次代の社会を⽀え、⼈類の理想の
実現をはかる有能な⼈材を社会に輩出することを教育⽬標としています。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

最先端の⾼度な数学の本質を厳密に理解し修得する過程を通して、複雑な事象を数学的にとら
え、⼀般化、抽象化、体系化して処理する能⼒と、論理的思考能⼒と表現⼒に磨きをかけます。 
 
○⾼度な教養 

研究者倫理を⾝につけ、広い視野と豊かな学識を持ち、社会の各分野で主体的に活動できる⼈
材を養成します。 

 
○⾼度な国際性 

数学とその関連分野の研究者、教育者、技術者のみならず多様な領域で、幅広い視野と国際性
をもって主導的な⽴場で活躍する⼈材を育成します。 

 
○⾼度なデザイン⼒ 

最先端の⾼度な数学の専⾨性と学識を、社会のあらゆる場⾯に現れる難解な諸問題の発⾒
と解決に結びつけ、複雑多様な課題解決のために分野の枠を越えて協働できる⼈材を育てま
す。  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および理学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「数学」では以下
のとおりディプロマ・ポリシーを定めています。 

数学とその関連分野の教育を通して、⾼度な専⾨的知識が求められる様々な分野において、主
導的な⽴場の研究者、教育者、技術者として活躍するために必要な、研究能⼒、研究指導⼒、研
究成果発表能⼒、コミュニケーション能⼒を習得させることを⽬標としています。併設の数学図
書室を利⽤して過去から最新のものまで国内外の専⾨的な⽂献に幅広く触れることで知識を深め
ることができます。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・数学における専⾨分野と関連するいくつかの分野について⾼度な知識を有し、他者に指導的
⽴場で説明する能⼒を有しています。 
・数学における専⾨分野について、最先端の知識と技能を有し、研究を主体的に推進すること
ができます。 
 

○⾼度な教養 
・専⾨的な研究に主体的に取り組むことにより、研究者の⼀員としての⾃覚と責任感を持つこ
とができます。 

 
○⾼度な国際性 

・海外の研究者と最先端で⾼度な研究に関する議論ができる語学⼒を⾝につけています。 
・数学またはその周辺分野の英⽂学術論⽂の読解と国内外の研究者との交流によって国際性が
育まれています。 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
・数学の学習・研究で培われた思考⼒、着想⼒、洞察⼒、忍耐⼒を様々な⽅⾯で活⽤する積極
的な態度を⾝につけています。 

・中学校教員免許(数学)、あるいは、⾼等学校教員免許(数学)を取得している場合には、⾼度の
専⾨知識をわかりやすく解説し、⾼度な課題研究を指導することができます。 

 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および理学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「数学」では以
下のとおりカリキュラム・ポリシーを定めています。 

数学における最先端の知識を修得し、それを実践できる能⼒、および異分野の⼈ともコミュニ
ケーションができる教養を⾝につけるために、以下に説明するカリキュラムを履修し、厳格な学
修成果の評価⽅法により単位認定します。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

数学における最先端の知識を修得し、⾃⽴して研究が⾏える⾼度な研究能⼒を⾝につけるため
に、教員の個別指導のもとで、セミナーを⾏い、さらに博⼠論⽂を作成します。最先端の数学の
論⽂は、ほぼ英語で書かれているため、後期課程においては⽇常的に英語にふれることになりま
す。また最終的に執筆する博⼠論⽂は、国際的に広くその成果を知らしめるように書かれます。
興味ある講義については、単位にとらわれず、前期課程の講義、⾼度教養教育科⽬、⾼度国際性
涵養教育科⽬なども、履修することが可能です。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

後期課程においては、指導教員のもとで研究指導を受けるほか、これと平⾏して数学専攻の定
める履修⽅法に基づき、特別講義２科⽬以上、特別セミナー１科⽬以上を修得する必要がありま
す。さらに修了にあたっては、博⼠論⽂を提出して審査を受けなければなりません。具体的には
以下のように学修します。 
・指導教員は⼊学時に学⽣の専⾨分野と希望を⼗分考慮して決定します。指導教員は学習・研究

指導の継続性の観点からも、特別の事情がない限り、本課程を修了するまで変更されません。
指導教員は博⼠論⽂指導も含め、研究指導を⾏うに加え、特別セミナーを担当します。 

・後期課程３年間の主な⽬的は、博⼠論⽂の完成です。修了に当たっては、この博⼠論⽂作成へ
の過程として、特別セミナーがあります。 

・特別セミナーは、原則として必ず各学年のセミナーを修得することを推奨しています。特別セ
ミナーの指導形態は前期課程のセミナーよりも⾃由度があり、学⽣の主体性が重んじられてい
ます。指導教員のもとで⽂献を読み、与えられた⼜は⾃ら設定した研究課題について、各⾃学
習・研究したこと、考えたことを指導教員に発表し、これに対するコメントや指⽰を受けて、こ
れを再び⾃⾝の研究に⽣かすという繰り返しとなります。 

・特別セミナーや主体的な研究が重んじられているため、講義は 3 年間で２科⽬以上の特別講義
の履修という最低限の条件にとどめられています。しかし、興味ある講義については、単位に
とらわれず、前期課程の講義、⾼度教養教育科⽬、⾼度国際性涵養教育科⽬なども、積極的に履
修することが望まれます。 
 



＜学修成果の評価⽅法＞ 
学修の成果は、試験の結果、レポートやセミナーでの発表内容、授業への参加状況等、科⽬に

応じてシラバスに記載された評価⽅法によって、厳格かつ公平に評価します。           
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理学研究科 
学位プログラム︓ 物理学 
授与する学位︓ 修⼠（理学) 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および理学研究科の教育⽬標のもと、学位プログラム「物理学」では物理学を通じた
⾼度な教育を⾏います。物理学は⾃然の原理探究を⽬的としたすべての⾃然科学の基盤であり、
今⽇の科学技術を⽀える礎です。また、社会発展のための基盤であると同時に、即時的な応⽤を
必ずしも⽬的としない⼈類全体の⽂化的・知的な財産にもなっています。この性格ゆえに、物理
学は今⽇のように社会的環境が⼤きく変化している時にも、柔軟に物事の本質を考えるための基
礎を提供します。 

物理学専攻では、上に述べたような物理学の特徴を踏まえて以下のような⽬標を掲げていま
す。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

物理学の先端研究を通じた教育を⾏い、実際の研究を通じた研究⼿法の理解を⽬指します。 
 

○⾼度な教養 
幅広い⾃然科学の素養に基づく柔軟な発想から、⾃然に対して鋭い直感⼒と的確な判断⼒を養

います。 
 

○⾼度な国際性 
世界の研究者と共同研究や国際研究会での議論も⾏いつつ国際性を⾝につけることを⽬指しま

す。 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
上記の能⼒をもとに、⾃らのアイディアでそれらを最先端の研究に結びつけることも教育の視

野に⼊れています。 
 

○独⾃の教育⽬標 
博⼠前期課程修了後には公的機関・企業等での研究職・技術開発職・教育職などの広い分野で

貢献できる⼈材を育成することを⽬標としています。 
 
物理学の美しさや深遠さの魅⼒を追求して、それらを研究成果として結実させるためには、よ

り⾼度な学問的素養を⾝につけ、広い視野と科学的思考⼒を持ち、またそれを実践する⽅法論を



修得しなければなりません。このような⼈材こそが、将来、グローバルに分野を超えて活躍でき
ると考えています。 

 
   



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および理学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「物理学」では素
粒⼦・原⼦核・物性理論、素粒⼦・原⼦核実験、物性実験の各分野に分かれ、真理追求の中で物
理学の本質を学び、主に物理学専攻が提供する科⽬構成から得られる能⼒を⾝につけた学⽣に学
位を授与します。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

課程修了者は、物理学を中⼼とした基礎学⼒、英語で書かれた学術論⽂を理解する能⼒、広い
分野で活躍できる問題解決能⼒と学会発表等を通じて研究成果を発表する能⼒を⾝につけていま
す。  

 理論系課程修了者は、その分野の最先端を理解する能⼒を⾝につけています。 
 実験系課程修了者は、その分野に新たな貢献を⾏う能⼒を⾝につけています。 
 

○⾼度な教養 
広い分野で活躍できる基礎学⼒と研究者倫理、さらには異分野の⼈ともコミュニケーションが

できる⾼度な教養を⾝につけています。 
 

○⾼度な国際性 
英語のコミュニケーション能⼒と研究発表能⼒を⾝につけています。 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
学⽣が希望するキャリアに応じて 
・専⾨分野の最先端までの専⾨知識を修得し、博⼠後期課程進学後に⾃⽴して研究を⾏うため
に必要な基礎的能⼒を⾝につけています。 
・基礎研究を企業等での応⽤研究に⽣かす能⼒を⾝につけています。 
・⾼等学校教員として課題研究等の指導能⼒を⾝につけています。 
 

○独⾃の学習⽬標 
また、⼤学院副専攻プログラム、⾼度副プログラム、⾼度博⼠⼈材養成プログラムの修了者

は、学際的・俯瞰的な視点や複眼的視野で対象を考える能⼒を⾝につけています。 



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および理学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「物理学」では
素粒⼦・原⼦核・物性理論、素粒⼦・原⼦核実験、物性実験の 3 分野のいずれかに所属し、各分
野の専⾨分野における知識・能⼒を⾝につけるため下記のカリキュラムを履修し、試験・レポー
ト等に合格したのち単位を与えられます。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

下記を通じて、ディプロマ・ポリシーの⽬標の達成を⽬指します。 

・物理学における最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識を⾝につけるために、専⾨科⽬、研究室

セミナーを履修します。 

・広い分野で活躍できる能⼒や、異分野の⼈ともコミュニケーションができる⾼度な教養を⾝

につけるために、⾼度教養教育科⽬を履修します。 

・海外の研究者とコミュニケーションができる能⼒を⾝につけるための⾼度国際性涵養教育科

⽬、実践科学英語を履修します。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

各分野で開講される専⾨科⽬を履修し、専⾨分野の最先端までの知識を⾝につけます。 
・共通科⽬から適切な科⽬を履修し、各分野に共通な基盤的知識を⾝につけます。 
・博⼠前期課程では、 

1 理論系学⽣は、教員の指導の下で研究⽅法を学び、その分野の最先端までの理解をするこ
とができます。さらに進んで独⾃の研究を⾏うことも奨励します。 

 2 実験系学⽣は、教員の指導の下で実践的な研究⽅法を⾝につけ、各学⽣が⼯夫を施し⾃ら
実験を⾏い、その分野で新たな貢献を⾏うことができます。いずれの場合においても、各研
究室・研究グループのセミナーに参加して研究の進捗状況を報告、得られた結果について討
論し、教員の指導の下に修⼠論⽂を作成します。 

・各々の進路に合わせた⼤学院教育プログラムを履修し、独⽴法⼈研究所等での研究者、企業
等での研究者、⾼校等での⾼度専⾨型理系教育指導者等に必要な能⼒・技能の取得、またグ
ローバルに活躍できる能⼒を⾝に付けます。 

・専攻共通科⽬・副専攻プログラム・⾼度副プログラムにより、より広い分野の知識や応⽤能
⼒、豊かな学識を⾝につけます。 

 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

学修の成果は、以下の⽅法により評価します。 



専⾨科⽬については、シラバスに記載の学習⽬標の達成度について、試験・レポートに基づき評価し
ます。 

セミナー科⽬については、シラバスに記載の学習⽬標の達成度について、研究課題に対する取り組み
と成果の両⽅を総合的に評価します。 

修⼠論⽂については、審査員を中⼼として論⽂と⼝頭発表で評価します。              



カリキュラムマップ

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

物理学を中⼼とした基礎学⼒、英語
で書かれた学術論⽂を理解する能
⼒、広い分野で活躍できる問題解決
能⼒と学会発表等を通じて研究成果
を発表する能⼒を⾝につけていま
す。
 理論系課程修了者は、その分野の
最先端を理解する能⼒を⾝につけて
います。
 実験系課程修了者は、その分野に
新たな貢献を⾏う能⼒を⾝につけて
います。

○ ○ ○

⾼等学校教員として課題研究等の
指導能⼒を⾝につけています。 ○ ○

基礎研究を企業等での応⽤研究に
⽣かす能⼒を⾝につけています。 ○ ○

専⾨分野の最先端までの専⾨知識
を修得し、博⼠後期課程進学後に
⾃⽴して研究を⾏うために必要な
基礎的能⼒を⾝につけています。

○ ○ ○

英語のコミュニケーション能⼒と
研究発表能⼒を⾝につけていま
す。

○ ○ ○

広い分野で活躍できる基礎学⼒と研
究者倫理、さらには異分野の⼈とも
コミュニケーションができる⾼度な
教養を⾝につけています。

○

学際的・俯瞰的な視点や複眼的視野
で対象を考える能⼒を⾝につけてい
ます。

○ ○ ○ ○

1年 2年
高
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な
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門
性
と

深
い
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識

教
養

国
際
性

独
自
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ン
力

専門教育科目

高度国際性涵養教育科目

セミナー・修士論文

高度教養教育科目

専門教育科目：Topical Seminar

Aコース（理論系：基礎物理学・量子物理学コース）科目

Bコース（実験系：素粒子・核物理学コース）科目

Cコース（実験系：物性物理学コース）科目

共通授業科目（A,B,Cコース共通）

理学研究科各専攻共通科目

大学院副専攻プログラム、高度副プログラム、



理学研究科 
学位プログラム︓ 物理学 
授与する学位︓ 博⼠（理学) 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および理学研究科の教育⽬標のもと、学位プログラム「物理学」では物理学を通じた
⾼度な教育を⾏います。物理学は⾃然の原理探究を⽬的としたすべての⾃然科学の基盤であり、
今⽇の科学技術を⽀える礎です。また、社会発展のための基盤であると同時に、即時的な応⽤を
必ずしも⽬的としない⼈類全体の⽂化的・知的な財産にもなってい ます。この性格ゆえに、物
理学は今⽇のように社会的環境が⼤きく変化している時にも、 柔軟に物事の本質を考えるため
の基礎を提供します 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

物理学の先端研究を通じた教育を⾏います。 
 

○⾼度な教養 
幅広い⾃然科学の素養を基盤とする柔軟な発想による、⾃然に対する鋭い直感⼒と的確な判断

⼒を養います。 
 

○⾼度な国際性 
英語の⽂献で最先端の知識を⾝につけ、研究成果を英語での論⽂あるいは⼝頭で発信する⼒を

養います。 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
特に博⼠後期課程においては、学⽣個⼈個⼈の研究スタイルを確⽴させ、それらを最先端の研

究に結びつけることを教育の視野に⼊れています。 
 

○独⾃の教育⽬標 
博⼠後期課程修了後には⼤学・公的機関・企業等での研究職・技術開発職・教育職などの広い

分野でリーダーとして国際的に貢献できる⼈材を育成することを⽬標としています。 
 
物理学の美しさや深遠さの魅⼒を追求して、それらを研究成果として結実させるためには、よ

り⾼度な学問的素養を⾝につけ、広い視野と科学的思考⼒を持ち、またそれを実践する⽅法論を
修得しなければなりません。このような⼈材こそが、将来、グローバルに分野を超えて活躍でき
ると考えています。 

   



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および理学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「物理学」は真理
追求の中で物理学の本質を学び、主に物理学の研究を通じて得られる、次に挙げる能⼒を⾝につ
けた学⽣に学位を授与します。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

課程修了者は、⾃⽴して研究を⾏うために必要な、問題への着眼⼒、問題を明確にするための
分析⼒、問題解決の⽅法を考案する発想⼒、問題を解決するための実⾏⼒、その結果を英語で発
表するための発信⼒を⾝につけています。 

 
○⾼度な教養 

分野の異なる研究者とコミュニケーションができる⾼度な教養を⾝につけています。 
 
○⾼度な国際性 

英語で学術論⽂を読み書きする能⼒を⾝につけています。必要な場合には、外国⼈研究者と共
同研究を進めるためのコミュニケーションを英語で⾏うことができます。 
  
○⾼度なデザイン⼒ 

学⽣の希望するキャリアに応じて、1 研究機関において、⾃⾝の専⾨分野の研究を進歩させる
能⼒、２基礎研究を企業等での応⽤研究に⽣かす能⼒、３⾼等学校教員として課題研究等の指導
能⼒を⾝につけています。 

 
○独⾃の学習⽬標 

専⾨分野における最先端の知識・研究能⼒を⾝につけるとともに、広い分野への応⽤⼒を⾝に
つけています。また、⼤学院副専攻プログラム、⾼度副プログラム、⾼度博⼠⼈材養成プログラ
ムの修了者は、学際的・俯瞰的な視点や複眼的視野で対象を考える能⼒を⾝につけています。 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のおよび理学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「物理学」で
は、各分野の専⾨分野における知識・能⼒を⾝につけ、⾃ら実践して研究を遂⾏できる能⼒を⾝
につけるために下記のカリキュラムを履修し、試験・レポート等に合格したのち単位を与えられ
ます。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

下記を通じて、ディプロマ・ポリシーの⽬標の達成を⽬指します。 

・研究室セミナー科⽬を履修し、⾃分の⼒で研究を⽴案、遂⾏する⼒を養います。 

・物理学における最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識を⾝につけるために、特別講義を履修します。 

・広い分野で活躍できる能⼒や、異分野の⼈ともコミュニケーションができる⾼度な教養を⾝につけるために、

⾼度教養教育科⽬を履修します。 

・海外の研究者とコミュニケーションができる能⼒を⾝につけるために⾼度国際性涵養教育科⽬を履修します。 
 

＜学修内容及び学修⽅法＞ 
各分野で開講される専⾨科⽬を履修し、専⾨分野の最先端までの知識を⾝につけます。 
・博⼠後期課程では、教員の助⾔を受け、最先端の研究を⽴案・実施し、学位論⽂を作成しま
す。また、各研究室・研究グループの特別セミナーに参加して研究の進捗状況を報告、得られ
た結果について討論し、最終的に博⼠論⽂を作成します。 
・各々の進路に合わせた⼤学院教育プログラムを履修し、⼤学での研究者、独⽴法⼈研究 所      
等での研究者、企業等での研究者、⾼校等での⾼度専⾨型理系教育指導者等に必要な能⼒・技
能の取得、またグローバルに活躍できる能⼒を⾝に付けます。 
・専攻共通科⽬・副専攻プログラム・⾼度副プログラムにより、より広い分野の知識や応⽤能
⼒、豊かな学識を⾝につけます。 
 

＜学修成果の評価⽅法＞ 
学修の成果は、以下の⽅法により評価します。 
専⾨科⽬、特別講義については、シラバスに記載の学習⽬標の達成度について、試験・レポートに基

づき評価します。 
セミナー科⽬については、シラバスに記載の学習⽬標の達成度について、研究課題に対する取り組みと

成果の両⽅を総合的に評価します。 
博⼠論⽂については、審査員を中⼼として論⽂と⼝頭発表で評価します。 
 

課程修了者は各分野の専⾨分野における最先端の知識・能⼒と⾃ら実践して研究を遂⾏できる能



⼒、そしてより広い分野への応⽤⼒を⾝につけます 



カリキュラムマップ

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

⾃⽴して研究を⾏うために必要
な、問題への着眼⼒、問題を明確
にするための分析⼒、問題解決の
⽅法を考案する発想⼒、問題を解
決するための実⾏⼒、その結果を
英語で発表するための発信⼒を⾝
につけています。

○ ○

研究機関において、⾃⾝の専⾨分
野の研究を進歩させる能⼒を⾝に
つけています。

○ ○

基礎研究を企業等での応⽤研究に
⽣かす能⼒を⾝につけています。 ○ ○

⾼等学校教員として課題研究等の
指導能⼒を⾝につけています。 ○ ○

英語で学術論⽂を読み書きする能
⼒を⾝につけています。必要な場
合には、外国⼈研究者と共同研究
を進めるためのコミュニケーショ
ンを英語で⾏うことができます。

○ ○

分野の異なる研究者とコミュニケー
ションができる⾼度な教養を⾝につ
けています。

○

3年
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1年 2年

特別講義

高度国際性涵養教育科

特別セミナー・博士論文

高度教養教育科目

特別講義：Topical Seminar



理学研究科 
学位プログラム︓ 先導的量⼦ビーム応⽤卓越⼤学院プログラム（物理学） 
授与する学位︓ 修⼠（理学） 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および理学研究科の教育⽬標のもと、学位プログラム「先導的量⼦ビーム応⽤卓越⼤
学院プログラム（物理学）」では物理学を通じた⾼度な教育を⾏います。物理学は⾃然の原理探
究を⽬的としたすべての⾃然科学の基盤であり、今⽇の科学技術を⽀える礎です。また、社会発
展のための基盤であると同時に、即時的な応⽤を必ずしも⽬的としない⼈類全体の⽂化的・知的
な財産にもなっています。この性格ゆえに、物理学は今⽇のように社会的環境が⼤きく変化して
いる時にも、柔軟に物事の本質を考えるための基礎を提供します。 

物理学専攻では、上に述べたような物理学の特徴を踏まえて以下のような⽬標を掲げていま
す。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

物理学の先端研究を通じた教育を⾏い、実際の研究を通じた研究⼿法の理解を⽬指します。 
 
○⾼度な教養 

幅広い⾃然科学の素養に基づく柔軟な発想から、⾃然に対して鋭い直感⼒と的確な判断⼒を養
います。 

 
○⾼度な国際性 

世界の研究者と共同研究や国際研究会での議論も⾏いつつ国際性を⾝につけることを⽬指しま
す。 

 
○⾼度なデザイン⼒ 

上記の能⼒をもとに、⾃らのアイディアでそれらを最先端の研究に結びつけることも教育の視
野に⼊れています。 
 

○独⾃の教育⽬標 
博⼠前期課程修了後には公的機関・企業等での研究職・技術開発職・教育職などの広い分野で
貢献できる⼈材を育成することを⽬標としています。 
物理学の美しさや深遠さの魅⼒を追求して、それらを研究成果として結実させるためには、よ
り⾼度な学問的素養を⾝につけ、広い視野と科学的思考⼒を持ち、またそれを実践する⽅法論
を修得しなければなりません。このような⼈材こそが、将来、グローバルに分野を超えて活躍
できると考えています。 



分野を横断した国際共同研究を通して、バックキャスト思考により社会的課題を解決する⾼い
専⾨性と広い俯瞰⼒を兼ね備えた、国際舞台で活躍できる次世代量⼦ビーム応⽤技術の創出を
先導する⼈材の育成も⽬標としています。  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および理学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「先導的量⼦ビー
ム応⽤卓越⼤学院プログラム（物理学）」では素粒⼦・原⼦核・物性理論、素粒⼦・原⼦核実
験、物性実験の各分野に分かれ、真理追求の中で物理学の本質を学び、主に物理学専攻が提供す
る科⽬構成から得られる能⼒を⾝につけた学⽣に学位を授与します。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

課程修了者は、物理学を中⼼とした基礎学⼒、英語で書かれた学術論⽂を理解する能⼒、広い
分野で活躍できる問題解決能⼒と学会発表等を通じて研究成果を発表する能⼒を⾝につけてい
ます。 
理論系課程修了者は、その分野の最先端を理解する能⼒を⾝につけています。 
実験系課程修了者は、その分野に新たな貢献を⾏う能⼒を⾝につけています。 
 

○⾼度な教養 
広い分野で活躍できる基礎学⼒と研究者倫理、さらには異分野の⼈ともコミュニケーションが
できる⾼度な教養を⾝につけています。 

 
○⾼度な国際性 

英語のコミュニケーション能⼒と研究発表能⼒を⾝につけています。 
 
○⾼度なデザイン⼒ 

学⽣が希望するキャリアに応じて 
・専⾨分野の最先端までの専⾨知識を修得し、博⼠後期課程進学後に⾃⽴して研究を⾏うため

に必要な基礎的能⼒を⾝につけています。 
・基礎研究を企業等での応⽤研究に⽣かす能⼒を⾝につけています。 
・⾼等学校教員として課題研究等の指導能⼒を⾝につけています。 

 
○独⾃の学習⽬標 

また、⼤学院副専攻プログラム、⾼度副プログラム、⾼度博⼠⼈材養成プログラム、先導的量
⼦ビーム応⽤⼤学院プログラムの修了者は、学際的・俯瞰的な視点や複眼的視野で対象を考え
る能⼒を⾝につけています。 

 
  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および理学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「先導的量⼦ビ
ーム応⽤卓越⼤学院プログラム（物理学）」では素粒⼦・原⼦核・物性理論、素粒⼦・原⼦核実
験、物性実験の 3 分野のいずれかに所属し、各分野の専⾨分野における知識・能⼒を⾝につける
ため下記のカリキュラムを履修し、試験・レポート等に合格したのち単位を与えられます。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 
下記を通じて、ディプロマ・ポリシーの⽬標の達成を⽬指します。 

・物理学における最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識を⾝につけるために、専⾨科⽬、研究室セ
ミナーを履修します。 

・広い分野で活躍できる能⼒や、異分野の⼈ともコミュニケーションができる⾼度な教養を⾝に
つけるために、⾼度教養教育科⽬を履修します。 

・海外の研究者とコミュニケーションができる能⼒を⾝につけるための⾼度国際性涵養教育科⽬、
実践科学英語を履修します。 

・専⾨性の⾼い授業科⽬に加えて、国内研修、海外研修、多様な関連領域の授業科⽬など、異分
野融合あるいは国際連携による共同研究に重点をおいた授業科⽬などを体系的に編成し、講義、
演習、実習等を適切に組合せた⾼度な授業と優れた研究指導を⾏います。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

各分野で開講される専⾨科⽬を履修し、専⾨分野の最先端までの知識を⾝につけます。 
・共通科⽬から適切な科⽬を履修し、各分野に共通な基盤的知識を⾝につけます。 
・博⼠前期課程では、 

1 理論系学⽣は、教員の指導の下で研究⽅法を学び、その分野の最先端までの理解をすること
ができます。さらに進んで独⾃の研究を⾏うことも奨励します。 

2 実験系学⽣は、教員の指導の下で実践的な研究⽅法を⾝につけ、各学⽣が⼯夫を施し⾃ら実
験を⾏い、その分野で新たな貢献を⾏うことができます。いずれの場合においても、各研究
室・研究グループのセミナーに参加して研究の進捗状況を報告、得られた結果について討論
し、教員の指導の下に修⼠論⽂を作成します。 

・各々の進路に合わせた⼤学院教育プログラムを履修し、独⽴法⼈研究所等での研究者、企業等
での研究者、⾼校等での⾼度専⾨型理系教育指導者等に必要な能⼒・技能の取得、またグロー
バルに活躍できる能⼒を⾝に付けます。 

・専攻共通科⽬・副専攻プログラム・⾼度副プログラム・⾼度教養プログラムにより、より広い
分野の知識や応⽤能⼒、豊かな学識を⾝につけます。 

 
また、先導的量⼦ビーム応⽤卓越⼤学院プログラム履修者は、次の科⽬も履修します。 



・所属専攻以外での研究活動（国内研修）や海外連携機関等での研究活動（海外研修）を必須と
します。 

・放射線、量⼦医学、機械学習・データ処理など量⼦ビームを俯瞰的に理解する能⼒を涵養する
ための多様な関連領域の授業科⽬を選択必修科⽬として学修します。 

・量⼦ビーム応⽤シンポジウムでの発表、またワークショップの企画運営などにより、異分野共
創の経験を積みます。 

 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

学修の成果は、以下の⽅法により評価します。 
専⾨科⽬については、シラバスに記載の学習⽬標の達成度について、試験・レポートに基づき
評価します。 
セミナー科⽬については、シラバスに記載の学習⽬標の達成度について、研究課題に対する取
り組みと成果の両⽅を総合的に評価します。 
修⼠論⽂については、審査員を中⼼として論⽂と⼝頭発表で評価します。 
 
先導的量⼦ビーム応⽤卓越⼤学院プログラムにおいては、進級審査を⾏い、プログラムを継続
して履修する資質や研究遂⾏⼒があるかを評価します。また、修了審査では、⾃律した研究者
として世代量⼦ビーム応⽤技術の創出する能⼒を有しているかを評価します。 
 



カリキュラムマップ

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

物理学を中⼼とした基礎学⼒、英語
で書かれた学術論⽂を理解する能
⼒、広い分野で活躍できる問題解決
能⼒と学会発表等を通じて研究成果
を発表する能⼒を⾝につけていま
す。
 理論系課程修了者は、その分野の
最先端を理解する能⼒を⾝につけて
います。
 実験系課程修了者は、その分野に
新たな貢献を⾏う能⼒を⾝につけて
います。

○ ○ ○

高等学校教員として課題研究等の
指導能⼒を⾝につけています。 ○ ○

基礎研究を企業等での応用研究に
⽣かす能⼒を⾝につけています。 ○ ○

専⾨分野の最先端までの専⾨知識
を修得し、博士後期課程進学後に
⾃⽴して研究を⾏うために必要な
基礎的能⼒を⾝につけています。

○ ○ ○

英語のコミュニケーション能⼒と
研究発表能⼒を⾝につけていま
す。

○ ○ ○

広い分野で活躍できる基礎学⼒と研
究者倫理、さらには異分野の⼈とも
コミュニケーションができる高度な
教養を⾝につけています。

○

学際的・俯瞰的な視点や複眼的視野
で対象を考える能⼒を⾝につけてい
ます。

○ ○ ○ ○

1年 2年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

独
自
の
学
習

目
標

デ
ザ
イ
ン
力

専門教育科目

高度国際性涵養教育科目

セミナー・修士論文

高度教養教育科目

専門教育科目：Topical Seminar

Aコース（理論系：基礎物理学・量子物理学コース）科目

Bコース（実験系：素粒子・核物理学コース）科目

Cコース（実験系：物性物理学コース）科目

共通授業科目（A,B,Cコース共通）

大学院副専攻プログラム、高度副プログラム、

先導的量子ビーム応用卓越大学院プログラム



理学研究科 
学位プログラム︓ 先導的量⼦ビーム応⽤卓越⼤学院プログラム（物理学） 
授与する学位︓ 博⼠（理学） 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および理学研究科の教育⽬標のもと、学位プログラム「先導的量⼦ビーム応⽤卓越⼤
学院プログラム（物理学）」では物理学を通じた⾼度な教育を⾏います。物理学は⾃然の原理探
究を⽬的としたすべての⾃然科学の基盤であり、今⽇の科学技術を⽀える礎です。また、社会発
展のための基盤であると同時に、即時的な応⽤を必ずしも⽬的としない⼈類全体の⽂化的・知的
な財産にもなっています。この性格ゆえに、物理学は今⽇のように社会的環境が⼤きく変化して
いる時にも、柔軟に物事の本質を考えるための基礎を提供します。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

物理学の先端研究を通じた教育を⾏います。 
 

○⾼度な教養 
幅広い⾃然科学の素養を基盤とする柔軟な発想による、⾃然に対する鋭い直感⼒と的確な判断
⼒を養います。 
 

○⾼度な国際性 
英語の⽂献で最先端の知識を⾝につけ、研究成果を英語での論⽂あるいは⼝頭で発信する⼒を
養います。 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
特に博⼠後期課程においては、学⽣個⼈個⼈の研究スタイルを確⽴させ、それらを最先端の研
究に結びつけることを教育の視野に⼊れています。 
 

○独⾃の教育⽬標 
博⼠後期課程修了後には⼤学・公的機関・企業等での研究職・技術開発職・教育職など
の広い分野でリーダーとして国際的に貢献できる⼈材を育成することを⽬標としていま
す。 
物理学の美しさや深遠さの魅⼒を追求して、それらを研究成果として結実させるために
は、より⾼度な学問的素養を⾝につけ、広い視野と科学的思考⼒を持ち、またそれを実
践する⽅法論を修得しなければなりません。このような⼈材こそが、将来、グローバル
に分野を超えて活躍できると考えています。 



分野を横断した国際共同研究を通して、バックキャスト思考により社会的課題を解決す
る⾼い専⾨性と広い俯瞰⼒を兼ね備えた、国際舞台で活躍できる次世代量⼦ビーム応⽤
技術の創出を先導する⼈材の育成も⽬標としています。  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および理学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「先導的量⼦ビー
ム応⽤卓越⼤学院プログラム（物理学）」は真理追求の中で物理学の本質を学び、主に物理学の
研究を通じて得られる、次に挙げる能⼒を⾝につけた学⽣に学位を授与します。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

課程修了者は、⾃⽴して研究を⾏うために必要な、問題への着眼⼒、問題を明確にするための
分析⼒、問題解決の⽅法を考案する発想⼒、問題を解決するための実⾏⼒、その結果を英語で
発表するための発信⼒を⾝につけています。 
 

○⾼度な教養 
分野の異なる研究者とコミュニケーションができる⾼度な教養を⾝につけています。 

 
○⾼度な国際性 
 英語で学術論⽂を読み書きする能⼒を⾝につけています。必要な場合には、外国⼈研究者と共

同研究を進めるためのコミュニケーションを英語で⾏うことができます。 
 
○⾼度なデザイン⼒ 

学⽣の希望するキャリアに応じて、1 研究機関において、⾃⾝の専⾨分野の研究を進歩させる
能⼒、２基礎研究を企業等での応⽤研究に⽣かす能⼒、３⾼等学校教員として課題研究等の指
導能⼒を⾝につけています。 

 
○独⾃の学習⽬標 
 また、先導的量⼦ビーム応⽤卓越⼤学院プログラムの修了者は、⾼度な専⾨性、広い俯瞰⼒、

国際通⽤⼒の全てを⾼いレベルで⾝に付けています。 
 
  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および理学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「先導的量⼦ビ
ーム応⽤卓越⼤学院プログラム（物理学）」では、各分野の専⾨分野における知識・能⼒を⾝に
つけ、⾃ら実践して研究を遂⾏できる能⼒を⾝につけるために下記のカリキュラムを履修し、試
験・レポート等に合格したのち単位を与えられます。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 
下記を通じて、ディプロマ・ポリシーの⽬標達成を⽬指します。 
・研究室セミナー科⽬を履修し、⾃分の⼒で研究を⽴案、遂⾏する⼒を養います。 
・物理学における最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識を⾝につけるために、特別講義を履修しま

す。 
・広い分野で活躍できる能⼒や、異分野の⼈ともコミュニケーションができる⾼度な教養を⾝に

つけるために、⾼度教養教育科⽬を履修します。 
・海外の研究者とコミュニケーションができる能⼒を⾝につけるために⾼度国際性涵養教育科⽬

を履修します。 
・専⾨性の⾼い授業科⽬に加えて、国内研修、海外研修、多様な関連領域の授業科⽬など、異分

野融合あるいは国際連携による共同研究に重点をおいた授業科⽬などを体系的に編成し、講義、
演習、実習等を適切に組合せた⾼度な授業と優れた研究指導を⾏います。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 
各分野で開講される専⾨科⽬を履修し、専⾨分野の最先端までの知識を⾝につけます。 
・ 博⼠後期課程では、教員の助⾔を受け、最先端の研究を⽴案・実施し、学位論⽂を作成します。

また、各研究室・研究グループの特別セミナーに参加して研究の進捗状況を報告、得られた結
果について討論し、最終的に博⼠論⽂を作成します。 

・ 各々の進路に合わせた⼤学院教育プログラムを履修し、⼤学での研究者、独⽴法⼈研究 所等
での研究者、企業等での研究者、⾼校等での⾼度専⾨型理系教育指導者等に必要な能⼒・技能
の取得、またグローバルに活躍できる能⼒を⾝に付けます。 

・ 専攻共通科⽬・副専攻プログラム・⾼度副プログラム・⾼度教養プログラムにより、より広い
分野の知識や応⽤能⼒、豊かな学識を⾝につけます。 

 
また、先導的量⼦ビーム応⽤卓越⼤学院プログラム履修者は、次の科⽬も履修します。 
・所属専攻以外での研究活動（国内研修）や海外連携機関等での研究活動（海外研修）を必須と

します。 
・放射線、量⼦医学、機械学習・データ処理など量⼦ビームを俯瞰的に理解する能⼒を涵養する

ための多様な関連領域の授業科⽬を選択必修科⽬として学修します。 



・量⼦ビーム応⽤シンポジウムでの発表、またワークショップの企画運営などにより、異分野共
創の経験を積みます。 

 
＜学修成果の評価⽅法＞ 
学修の成果は、以下の⽅法により評価します。 

専⾨科⽬、特別講義については、シラバスに記載の学習⽬標の達成度について、試験・レポート
に基づき評価します。 
セミナー科⽬については、シラバスに記載の学習⽬標の達成度について、研究課題に対する取

り組みと成果の両⽅を総合的に評価します。 
博⼠論⽂については、審査員を中⼼として論⽂と⼝頭発表で評価します。 
 
課程修了者は各分野の専⾨分野における最先端の知識・能⼒と⾃ら実践して研究を遂⾏できる

能⼒、そしてより広い分野への応⽤⼒を⾝につけます。 
 
先導的量⼦ビーム応⽤卓越⼤学院プログラムにおいては、進級審査を⾏い、プログラムを継続

して履修する資質や研究遂⾏⼒があるかを評価します。また、修了審査では、⾃律した研究者と
して世代量⼦ビーム応⽤技術の創出する能⼒を有しているかを評価します。 

 



カリキュラムマップ

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

⾃⽴して研究を⾏うために必要
な、問題への着眼⼒、問題を明確
にするための分析⼒、問題解決の
⽅法を考案する発想⼒、問題を解
決するための実⾏⼒、その結果を
英語で発表するための発信⼒を⾝
につけています。

○ ○

研究機関において、⾃⾝の専門分
野の研究を進歩させる能⼒を⾝に
つけています。

○ ○

基礎研究を企業等での応用研究に
⽣かす能⼒を⾝につけています。 ○ ○

高等学校教員として課題研究等の
指導能⼒を⾝につけています。 ○ ○

英語で学術論⽂を読み書きする能
⼒を⾝につけています。必要な場
合には、外国人研究者と共同研究
を進めるためのコミュニケーショ
ンを英語で⾏うことができます。

○ ○

分野の異なる研究者とコミュニケー
ションができる高度な教養を⾝につ
けています。

○

高度な専門性、広い俯瞰⼒、国際
通用⼒の全てを高いレベルで⾝に
付けています。

○ ○ ○
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1年 2年

特別講義

高度国際性涵養教育科

特別セミナー・博士論文

高度教養教育科目

特別講義：Topical Seminar

先導的量子ビーム応用卓越大学院プログラム



理学研究科 
学位プログラム︓ 化学 
授与する学位︓ 修⼠（理学) 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および理学研究科の教育⽬標を受けて、学位プログラム「化学」は以下のとおり
教育⽬標を定めています。化学は「物質の反応、構造、性質を探求する学問」です。その対
象は、単⼀分⼦のレベルから液晶、結晶などの分⼦集合体、巨⼤な⽣体分⼦やポリマーなど
様々な⼤きさに及んでいます。物質を対象にした⾃然科学である化学の研究は、我々⼈類の
理解がまだまだ及んでいない挑戦すべき問題にあふれています。こうした問題の理学的解明
は、⼈類の新たな知的基盤を創出するだけでなく、次代の社会、産業を⽀えていくものとな
るでしょう。化学専攻では、このような物質の成り⽴ちや、分⼦、原⼦レベルでの構造、ミ
クロおよびマクロな機能に対して理学的な観点で考察、思考することができ、⾃然科学の発
展を担うとともに、持続可能な社会を実現するための問題解決に結び付けることができる研
究者⼈材の育成をおこなうことを教育⽬標とします。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

化学の様々な概念を正しく理解できるよう、無機化学、物理化学、有機化学のバランスのとれ
た専⾨知識を得ることを⽬的とした基盤的な講義、実習とともに、専⾨領域における先端的な講
義や集中講義、各種セミナーをおこないます。また⼊学時に、化学のほぼ全領域にわたる研究分
野の中から学⽣が⾃分の研究領域を決め、研究活動を進められるよう指導します。 

 
○⾼度な教養 

現代社会の課題や問題を正しく理解するとともに、それを理学として根源的なレベルで探求し、
発展させ、新たな知⾒につなげる創造的活動を実践できる⼈材の育成を⽬的とした教育をおこな
います。さらに、上記の様々な要素が相互に複合的に関連しあった新しい問題の発掘を通して、
化学とそれをとりまく分野との境界領域、分野を超えた融合領域の開拓を中⼼になってリードす
るための基盤となる「教養」の育成を重視します。 

 
○⾼度な国際性 

学部教育に引き続き、英語等を⽤いたコミュニケーション能⼒、表現⼒の向上をはかります。
また、化学を中⼼に、その周辺領域においても、英語等を⽤いて情報収集し、その情報を活⽤で
きるための教育を⾏います。講義、実習、研究活動を通して、化学専攻では、特に、「創造性」、
「思考⼒」、「展開⼒」、「情報の的確な収集能⼒とその分析⼒」、研究成果や考えをまとめ海外を含
めた様々な⽴場の⼈と議論、発信できる「コミュニケーション⼒」、「国際性」の育成を重視しま
す。 

 



○⾼度なデザイン⼒ 
理学研究科、全学で進める各種の教育プログラム、キャリア⽀援、海外活動⽀援、⽇本化学会

をはじめとする各種学会とも協調した学⽣の⽀援も進めています。本専攻を修了した⼈材が，将
来、⼤学・公的機関・企業等での研究職・技術開発職・教育職などの広い分野で活躍できるとと
もに、リーダーとしてもグローバルに貢献できる⼈材を育成することを⽬標としています。その
ために必要となる、俯瞰的に分析・考察する⼒、科学的な思考や⽅法論を通して新しい問題を発
⾒しその本質を理解して解決に導いていくことができる⼒を育成します。 
 
○独⾃の教育⽬標 

上記のような⾼度な教養、⾼度な国際性、⾼度なデザイン⼒を伸ばすため、分野を超えた複数
の指導教員体制を作っているのも化学専攻の特徴です。 
  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および理学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「化学」では
「勿嘗糟粕（そうはくをなめるなかれ）」の精神に則り、⾃然科学の探求において形だけを
まねず、真理追求の中で理学としての化学の本質を学び、⻑期的視点で社会基盤を⽀えてい
く⾼い意識と研究能⼒をもち、次世代のグローバルリーダーになる⼈材を育成します。博⼠
前期課程では化学専攻の提供する講義、実習、セミナー科⽬、ならびに物理化学、無機化
学、有機化学、学際領域の個々の専⾨研究活動によって得られる以下の能⼒を⾝につけた学
⽣に学位「修⼠（理学）」を授与します。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
・有機化学、無機化学、物理化学についてのバランスのとれた教養と専⾨レベルでの知識、考え
⽅を習得しており、それらを基盤として化学的な視点で新しい課題を発⾒し研究を展開する能⼒
をもっており、物質が関わる⾃然現象において、その物質の性質を調べる⼀般的な研究⼿法を⾝
につけている。そのために必要な⽂献調査、課題発⾒、実験、データの解析、モデル構築とその
科学的な理解、そして新たな問題の提⽰をする科学研究の進め⽅を理解している。 

 
○⾼度な教養 
・物質が関わる⾃然現象の多様な側⾯とその階層構造に対する広い化学的教養を⾝につけており、
社会や産業を⽀える根源となる本質的な物質理学としての化学の学術的意義と、その応⽤に対し
て⾒極め、理解をしており、かつ研究成果をまとめ、それをわかりやすく発表できるプレゼンテ
ーション⼒と、質疑応答に対応できるコミュニケーション能⼒が⾝に付いている。 
 
○⾼度な国際性 
・英語による論⽂講読、科学的なレベルでコミュニケーションができ、科学研究における国際的
協⼒関係構築の必要性について理解し、共同作業ならびに分野を越えて交流をすることができる。 
 
○⾼度なデザイン⼒ 
・知識の習得だけでなく、得られた知識や思考⽅法を使って、能動的なレベルで実験結果を俯瞰
的に分析し、かつ科学的な解釈と考察ができるとともに、専⾨分野での⾃分の研究の位置づけ、
他の仕事との関係を考えることができる。 

 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および理学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「化学」では、
化学研究を⾏うために必要な知識・考え⽅・技術を学び、⾃ら実践して研究を遂⾏できる能⼒を
⾝につけます。そのために下記のカリキュラムを履修し、試験・レポート等に合格したのち単位
が与えられます。専攻で定める所定の単位を修得し、論⽂審査、研究業績発表によりデザイン⼒
を⾝につけ、最終試験に合格した者には修⼠の学位が授与されます。 
 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識を涵養するため、先端教育科⽬（有機科学系、物理化学系、
無機化学系科⽬）、研究室セミナー、各種⼤学院教育プログラムを学びます。 
○⾼度な教養を涵養するため、⾼度副プログラム、⾼度教養プログラム、リーディングプログラ
ムなどを学びます。 
○⾼度な国際性を涵養するため、実践科学英語、研究室セミナー、リーディングプログラムを学
びます。 
○⾼度なデザイン⼒を涵養するため、研究室セミナー、リーディングプログラム、⼤学院オナー
コースを学びます。 
 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 
・先端教育科⽬（有機科学系、物理化学系、無機化学系科⽬）ならびに他専攻の科⽬を履修する
ことで、各研究分野の最先端を学びます。 
・選択科⽬として、アドバンスト実験を履修し、最先端の計測装置を実際に使⽤して、それら測
定法、原理、データ解析⽅法などを実践的に学びます。 
・選択科⽬のインターラクティブセミナーでは、所属研究室とは異なる研究室のセミナーに参加
し、他研究室の研究の進め⽅を学ぶとともに、⾃らも研究発表をすることで、他分野の研究室の
メンバーとの討論、さらには他分野の研究者にいかに⾃らの研究内容を正しく伝えるか、その⽅
法を学びます。 
・学外の研究者による集中講義を履修し、最前線の化学研究について幅広く学びます。 
・博⼠前期課程の修了要件外の科⽬として、実践科学英語、科学論⽂作成法、研究者倫理特論を
履修し、英語で発表執筆するやり⽅を学ぶとともに、さらには研究者として知っておくべき倫理
を学びます。教員の指導の下で最先端の研究を⾏い、実践的な研究⽅法を⾝につけます。 
・各研究室・研究グループのセミナーに参加して研究の進捗状況を報告し、さらには得られた結
果について討論し、教員の指導の下に修⼠論⽂の書き⽅を学びます。その中で、英語での発表、
討論を実践的に学びます。 
・各々の進路に合わせた⼤学院教育プログラムを履修し、⼤学での研究者・教育者、独⽴法⼈研
究所等での研究者、企業等での研究者、⾼校等での⾼度専⾨型理系教育指導者等に必要な能⼒・
技能の取得、またグローバルに活躍できる能⼒を⾝に付けます。 
・各種の⼤学院教育プログラムによって垣根を越えた幅広い研究分野の統合能⼒、研究の社会的
意義の把握能⼒、異分野間のコミュニケーション能⼒を習得します。 



・所定の審査を受けた後に「リーディングプログラム」や「⼤学院オナーコース」でのプログラ
ムを履修し、広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーの能⼒を⾝につけます。また、
海外の研究機関においての研究も可能で有り、⾼度の専⾨教育を⾏うと同時に、⾼度の国際性も
⾝につけます。 
・専攻共通科⽬・副専攻プログラム・⾼度副プログラム・⾼度教養プログラムにより、より広い
分野の知識や応⽤能⼒、豊かな学識を⾝につけます。 

 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

学修の成果は、試験、課題、レポートの内容、論⽂やプレゼンテーションの内容等、科⽬に応
じてシラバスに記載された評価⽅法によって、厳格に評価します。 

              



最先端かつ⾼度な専⾨性

年次

２

１

先端教育科⽬ 無機化学系
(最先端の無機化学の知識を身につける）

⽣物無機化学 構造錯体化学
分離化学 物性錯体化学１
無機分光化学概論 物性錯体化学２
核化学１ 核化学２

基礎的科⽬
(大学院レベルの化学の基礎学力を身につける)

⼤学院無機化学
⼤学院物理化学
⼤学院有機化学

セミナー・実験科⽬
(分野横断を可能とする専⾨性）

化学アドバンスト実験

インタラクティブセミナーⅠ
インタラクティブセミナーⅡ

サイエンスコア Ⅰ
サイエンスコア Ⅱ

所属する各研
究 室 で の セ ミ
ナー – Ⅰ
(例：物性有機
化学半期セミ
ナーⅠ:海外の

研究トレンドや
自身の研究の
デザイン)

化学専攻(修⼠)カリキュラムマップ

所属する各研
究 室 で の セ ミ
ナー – Ⅱ
(例：物性有機
化 学 半 期 セ ミ
ナ ー Ⅱ: 海 外 の
研究トレンドや
⾃⾝の研究のデ
ザイン)

修⼠(理学)の取得 必要修了単位習得

先端教育科⽬ 物理化学系
(最先端の物理化学の知識を⾝につける）
固体電⼦物性 ⽣物物理化学
量⼦化学 凝縮系物理化学
化学反応論 表⾯化学
半導体化学 構造熱化学
⽣体分⼦動的解析学 構造物性化学
核磁気共鳴分光学

先端教育科⽬ 有機化学系
(最先端の有機化学の知識を身につける）

広域化学 触媒化学
有機⽣物化学 物性有機化学
ゲノム化学 構造有機化学
蛋⽩質分⼦化学 合成有機化学
⽣体分⼦化学 有機⾦属化学概論
有機分光化学 有機分⼦軌道論

集中講義
(最先端の知識を学ぶ)

特別講義 A-Ⅰ､Ⅱ
特別講義 B-Ⅰ､Ⅱ

Current Topics Ⅰ､Ⅱ､
Ⅲ

実践科⽬
(科学者の教養を磨く）

実践科学英語
科学論⽂作成法
研究者倫理特論

⾼度な教養
⾼度な

国際性涵養教育

⾼度な
デザイン⼒

修⼠論⽂作成
(独⾃の学習⽬標に沿った論⽂作成）



理学研究科 
学位プログラム︓ 化学 
授与する学位︓ 博⼠（理学) 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および理学研究科の教育⽬標を受けて、学位プログラム「化学」は以下のとおり
教育⽬標を定めています。化学は物質に根ざした⾃然科学であり、物質の「創成」、「変
換」、「循環」を通して社会、産業、さらに⽂化に⼤いなる発展をもたらし、ひいては⼈類の
未来へ向けた英知をつくりだしていく学問といえます。社会のさらなる発展、地球環境、天
然資源、⽣物資源の維持、さらに次世紀にむけた新たな物質観、新概念の創出は、今後の⾃
然科学に関わるものに課せられた重要な課題です。そのためには、⾃然を⽀配している原理
や、物質の中の根本原理を理解し、そこに根ざした新たな開拓を⾏う化学の創造的な「⼒」
と、強い意志をもったグローバルリーダーが必要になってきます。化学専攻博⼠後期課程で
は、専⾨分野での研究をより深いレベルに進め、新たな知の創出活動を通して、⼤学や公的
機関の研究者、企業研究者として第⼀線で活躍できるような⾼度な研究能⼒と、科学研究と
社会との関係を考え化学の専⾨家として次代を担う⾼い意識をもつ研究者を養成します。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

専⾨分野を牽引できるような学術的能⼒と同時に研究室の枠をこえた専攻内での活動、各種研
究・教育補助活動、学会活動等を通して社会のリーダーとして活躍できるような指導⼒を⾝につ
けます。 

 
○⾼度な教養 

博⼠の学位を取得後の⾃らの⽅向性を意識し、研究科や専攻の各種プログラム、コースを受講
できるような教育体制もつくります。 

 
○⾼度な国際性 

近い分野の研究者と議論しながら⾃らの研究をより広げる能⼒、分野の異なる⼈との議論を通
して様々な視点からの考え⽅を理解し⾃らの研究にフィードバックを図る⼒など多⾓的な視点か
らの研究展開⼒を養います。⼀⽅で、得られた成果を国内外に広く発信するための英語、⽇本語
での論⽂作成能⼒や、研究発表ができる「コミュニケーション能⼒」を⾝につけます。 

 
○⾼度なデザイン⼒ 

設定した研究課題に対して、⾃らの⼒で実験や研究をデザインし、実践していく能⼒を⾝につ
けるとともに、得られたデータの分析やその中にある科学的な意義を明らかにして、創造的な研
究成果をあげることを⽬指します。そのために、それぞれの専⾨領域での広範な知識や考え⽅を



習得するとともに、新しい概念を⽣み出すための「発想⼒」「思考⼒」さらには、系統的・論理的
に思考するための「論理展開能⼒」を養います。 
 
○独⾃の教育⽬標 

学術研究活動の意義と責任を意識するために必要な、研究費やデータ管理、論⽂発表等の倫理
についての研修・教育や「研究資⾦獲得のための研究プロポーザル作成」等についてのトレーニ
ングも⾏います。 

 
化学専攻博⼠後期課程を修了した⼈材が、独⽴した研究者として、化学が関係する様々な分野、

さらには学際分野でのグローバルなリーダーとして活躍できること⽬指します。 
  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および理学研究科のディプロマ・ポリシー（学習⽬標を含む）のもとに、学位プ
ログラム「化学」は以下のとおりディプロマ・ポリシーを定めています。博⼠後期課程では、
研究活動を主体的に進め新しい研究成果をあげることを通して、⾼い専⾨性と研究能⼒をも
ち社会を牽引できる化学の専⾨家の育成を⾏います。化学専攻後期課程の講義、セミナー単
位を取得し、博⼠学位論⽂の審査に合格した⼈材は以下のような能⼒を⾝につけています。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・物質が関わる⾃然現象を専⾨的なレベルで考察し、その多様な側⾯を科学的に理解すること
ができ、専⾨領域での研究を通して創造的な成果をあげ、新しい知の創出を⾏う⾼い能⼒を有
している。 
・それぞれの専⾨分野で、化学の専⾨家としての広範な知識や考え⽅を習得するとともに、未
開の問題を解決し、新しい概念を⽣み出すための「発想⼒」「思考⼒」「論理展開能⼒」を有して
おり、研究論⽂や研究データを分析し、新しい成果を過去の成果との関係、位置づけをする能⼒
がある。 
 

○⾼度な教養 
・社会や産業を⽀える根源となる物質理学としての化学の学術的意義と、その応⽤に対して理解
し、それを研究に反映する能⼒を有しており、⾃然科学の様々な専⾨領域とその役割、相互の関
係を正しく把握し、その中で⾃らの役割を発揮することができる。また、化学を超えて他分野と
の境界領域、他分野との学際領域の開拓にも意欲的に取り組むことができる。 

 
○⾼度な国際性 

・研究・教育を国際的なレベルで進めるグローバルなコミュニケーション能⼒を有している。 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
・⾃らの⼒でオリジナルな研究テーマを決め、そのための、研究計画の⽴案、実験のデザイ
ン、研究成果のまとめと発表をする能⼒がある。 
 

○独⾃の学習⽬標 
・科学研究を進める上での社会的なルール、データや研究資料の取り扱いに関する倫理につい
て正しい理解と実践ができる。 
 
  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および理学研究科のカリキュラム・ポリシーのもとに、学位プログラム「化学」は以
下のとおりカリキュラム・ポリシーを定めています。⼤阪⼤学および理学研究科のカリキュラム・
ポリシーのもと、化学専攻博⼠後期課程では、研究活動を主体的に進め、新しい研究成果をあげ
ることを通して、⾼い専⾨性と研究能⼒を⾝につけます。そのために下記のカリキュラムを履修
し、試験・レポート等に合格したのち単位が与えられます。専攻が定める所定の単位を取得し、
博⼠論⽂の進⾏度調査、予備審査、本審査（最終試験）に合格した者に対して、博⼠（理学）を
認定します。 
 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識を涵養するため、研究室、研究グループのセミナー、イン
タラクティブ特別セミナー、集中講義を学びます。 
○⾼度な教養を涵養するため、⾼度博⼠⼈材養成プログラムなどを学びます。 
○⾼度な国際性を涵養するため、研究室、研究グループのセミナー、リーディングプログラムを
学びます。 
○⾼度なデザイン⼒を涵養するため、研究室セミナー、リーディングプログラムなどを学びます。 
 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

・教員の指導の下で最先端の研究をおこない、実践的な研究⽅法を⾝につけます。また、各研
究室、研究グループのセミナーに参加して研究の進捗状況を報告し、さらには得られた結果に
ついて討論し、教員の指導の下に博⼠論⽂の書き⽅を学びます。 
・インタラクティブ特別セミナーでは、所属研究室とは異なる研究室の教員らの前で研究発表
をおこない、そして討論します。他分野の研究者との討論の結果をいかに⾃らの研究にフィー
ドバックさせるか、その⽅法を学びます。 
・学外の研究者による集中講義を履修し、最前線の化学研究についてより深く学びます。 
・各々の進路に合わせた⼤学院理学研究科共通の⾼度博⼠⼈材養成プログラム（基礎理学、研
究⼒強化、グローバル化、トップサイエンティスト、トップ企業研究者、⾼度教育者の６つの
プログラムを⽤意しています）を履修し、⼤学での研究者・教育者、独⽴法⼈研究所等での研
究者、企業等での研究者、⾼校等での⾼度専⾨型理系教育指導者等に必要な能⼒・技能の取得、
またグローバルに活躍できる能⼒を⾝に付けます。 
・⾼度博⼠⼈材養成プログラムでは、学位論⽂作成演習、実践科学英語、海外短期留学、特論
（S）⾼度理学特別講義、企業研究者特別講義、科学技術とコミュニケーション、企業インター
ンシップなどの講義を履修し、垣根を越えた幅広い研究分野の統合能⼒、研究の社会的意義の
把握能⼒、異分野間のコミュニケーション能⼒を習得します。 
 



＜学修成果の評価⽅法＞ 
学修の成果は、試験、課題、レポートの内容、論⽂やプレゼンテーションの内容等、科⽬に応

じてシラバスに記載された評価⽅法によって、厳格に評価します。              



年次

２

１

博⼠論⽂作成
(最先端の成果を発表）

インタラクティブ
特別セミナー

（博⼠論⽂研究の進捗調査
を含む、主査副査との研究
討論を経て最先端かつ⾼度
な専⾨性を⾝につける）

所属する各研究室
でのセミナー – Ⅰ
(例：物性有機化学
特別セミナーⅠ：
専⾨性を磨く)

化学専攻(博⼠)カリキュラムマップ

所属する各研究室
でのセミナー – Ⅱ
(例：物性有機化学
特別セミナーⅡ：
専⾨性を磨く)

博⼠(理学)の取得

必要修了単位習得

集中講義
(最先端の知識の獲得）

特別講義 A-Ⅱ
特別講義 B-Ⅱ

⾼度博⼠⼈材養成
プログラム

（修了要件外教育
プログラム）

(専⾨外の教養を磨く）
基礎理学プログラム

研究⼒強化プログラム
グローバル化プログラム
トップサイエンティスト

プログラム
トップ企業研究者

プログラム
⾼度教育者プログラム

3

集中講義
(最先端の知識の獲得）

特別講義 A-Ⅰ
特別講義 B-Ⅰ

博⼠論⽂公開
審査会

所属する各研究室
でのセミナー – Ⅲ
(例：物性有機化学
特別セミナーⅢ：
専⾨性を磨く)

研究の実施
(自身の研究のデザイン)

研究の実施
(⾃⾝の研究のデザイン)

研究の実施
(自身の研究のデザイン)

最先端かつ⾼度な専⾨性
(独⽴した研究者となる）

⾼度な
デザイン⼒

⾼度な教養教育

⾼度な国際性涵養教育



理学研究科 
学位プログラム︓  先導的量⼦ビーム応⽤卓越⼤学院プログラム（化学） 
授与する学位︓ 修⼠（理学） 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および理学研究科の教育⽬標を受けて、学位プログラム「先導的量⼦ビーム応⽤卓越
⼤学院プログラム（化学）」は以下のとおり教育⽬標を定めています。化学は「物質の反応、構
造、性質を探求する学問」です。その対象は、単⼀分⼦のレベルから液晶、結晶などの分⼦集合
体、巨⼤な⽣体分⼦やポリマーなど様々な⼤きさに及んでいます。物質を対象にした⾃然科学で
ある化学の研究は、我々⼈類の理解がまだまだ及んでいない挑戦すべき問題にあふれています。
こうした問題の理学的解明は、⼈類の新たな知的基盤を創出するだけでなく、次代の社会、産業
を⽀えていくものとなるでしょう。化学専攻では、このような物質の成り⽴ちや、分⼦、原⼦レ
ベルでの構造、ミクロおよびマクロな機能に対して理学的な観点で考察、思考することができ、
⾃然科学の発展を担うとともに、持続可能な社会を実現するための問題解決に結び付けることが
できる研究者⼈材の育成をおこなうことを教育⽬標とします。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

化学の様々な概念を正しく理解できるよう、無機化学、物理化学、有機化学のバランスのとれ
た専⾨知識を得ることを⽬的とした基盤的な講義、実習とともに、専⾨領域における先端的な講
義や集中講義、各種セミナーをおこないます。また⼊学時に、化学のほぼ全領域にわたる研究分
野の中から学⽣が⾃分の研究領域を決め、研究活動を進められるよう指導します。 

 
○⾼度な教養 

現代社会の課題や問題を正しく理解するとともに、それを理学として根源的なレベルで探求
し、発展させ、新たな知⾒につなげる創造的活動を実践できる⼈材の育成を⽬的とした教育をお
こないます。さらに、上記の様々な要素が相互に複合的に関連しあった新しい問題の発掘を通し
て、化学とそれをとりまく分野との境界領域、分野を超えた融合領域の開拓を中⼼になってリー
ドするための基盤となる「教養」の育成を重視します。 

 
○⾼度な国際性 

学部教育に引き続き、英語等を⽤いたコミュニケーション能⼒、表現⼒の向上をはかります。
また、化学を中⼼に、その周辺領域においても、英語等を⽤いて情報収集し、その情報を活⽤で
きるための教育を⾏います。講義、実習、研究活動を通して、化学専攻では、特に、「創造性」、
「思考⼒」、「展開⼒」、「情報の的確な収集能⼒とその分析⼒」、研究成果や考えをまとめ海外を
含めた様々な⽴場の⼈と議論、発信できる「コミュニケーション⼒」、「国際性」の育成を重視し
ます。 



 
○⾼度なデザイン⼒ 

理学研究科、全学で進める各種の教育プログラム、キャリア⽀援、海外活動⽀援、⽇本化学会
をはじめとする各種学会とも協調した学⽣の⽀援も進めています。本専攻を修了した⼈材が、将
来、⼤学・公的機関・企業等での研究職・技術開発職・教育職などの広い分野で活躍できるとと
もに、リーダーとしてもグローバルに貢献できる⼈材を育成することを⽬標としています。その
ために必要となる、俯瞰的に分析・考察する⼒、科学的な思考や⽅法論を通して新しい問題を発
⾒しその本質を理解して解決に導いていくことができる⼒を育成します。 
 
○独⾃の教育⽬標 

上記のような⾼度な教養、⾼度な国際性、⾼度なデザイン⼒を伸ばすため、分野を超えた複数
の指導教員体制を作っているのも化学専攻の特徴です。 

また、分野を横断した国際共同研究を通して、バックキャスト思考により社会的課題を解決す
る⾼い専⾨性と広い俯瞰⼒を兼ね備えた、国際舞台で活躍できる次世代量⼦ビーム応⽤技術の創
出を先導する⼈材および能⼒の育成に取り組みます。  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および理学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「先導的量⼦ビー
ム応⽤卓越⼤学院プログラム（化学）」では「勿嘗糟粕（そうはくをなめるなかれ）」の精神に則
り、⾃然科学の探求において形だけをまねず、真理追求の中で理学としての化学の本質を学び、
⻑期的視点で社会基盤を⽀えていく⾼い意識と研究能⼒をもち、次世代のグローバルリーダーに
なる⼈材を育成します。博⼠前期課程では化学専攻の提供する講義、実習、セミナー科⽬、なら
びに物理化学、無機化学、有機化学、学際領域の個々の専⾨研究活動によって得られる以下の能
⼒を⾝につけた学⽣に学位「修⼠（理学）」を授与します。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
・有機化学、無機化学、物理化学についてのバランスのとれた教養と専⾨レベルでの知識、考え
⽅を習得しており、それらを基盤として化学的な視点で新しい課題を発⾒し研究を展開する能⼒
をもっており、物質が関わる⾃然現象において、その物質の性質を調べる⼀般的な研究⼿法を⾝
につけている。そのために必要な⽂献調査、課題発⾒、実験、データの解析、モデル構築とその
科学的な理解、そして新たな問題の提⽰をする科学研究の進め⽅を理解している。 

 
○⾼度な教養 
・物質が関わる⾃然現象の多様な側⾯とその階層構造に対する広い化学的教養を⾝につけており、
社会や産業を⽀える根源となる本質的な物質理学としての化学の学術的意義と、その応⽤に対し
て⾒極め、理解をしており、かつ研究成果をまとめ、それをわかりやすく発表できるプレゼンテ
ーション⼒と、質疑応答に対応できるコミュニケーション能⼒が⾝に付いている。 

 
○⾼度な国際性 
・英語による論⽂講読、科学的なレベルでコミュニケーションができ、科学研究における国際的
協⼒関係構築の必要性について理解し、共同作業ならびに分野を越えて交流をすることができる。 

 
○⾼度なデザイン⼒ 
・知識の習得だけでなく、得られた知識や思考⽅法を使って、能動的なレベルで実験結果を俯瞰
的に分析し、かつ科学的な解釈と考察ができるとともに、専⾨分野での⾃分の研究の位置づけ、
他の仕事との関係を考えることができる。 

 
○独⾃の学習⽬標 
・次世代量⼦ビーム応⽤技術の創出を先導する⼈材として、⾼度な専⾨性、広い俯瞰⼒、国際通
⽤⼒の全てを⾼いレベルで⾝に付けている。 
  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および理学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「先導的量⼦ビ
ーム応⽤卓越⼤学院プログラム（化学）」では、化学研究を⾏うために必要な知識・考え⽅・技
術を学び、⾃ら実践して研究を遂⾏できる能⼒を⾝につけます。そのために下記のカリキュラム
を履修し、試験・レポート等に合格したのち単位が与えられます。専攻で定める所定の単位を修
得し、論⽂審査、研究業績発表によりデザイン⼒を⾝につけ、最終試験に合格した者には修⼠の
学位が授与されます。 
 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識を涵養するため、先端教育科⽬（有機科学系、物理化学
系、無機化学系科⽬）、研究室セミナー、各種⼤学院教育プログラムを学びます。 
○⾼度な教養を涵養するため、⾼度副プログラム、⾼度教養プログラム、リーディングプログラ
ム、先導的量⼦ビーム応⽤卓越⼤学院プログラムなどを学びます。 
○⾼度な国際性を涵養するため、実践科学英語、研究室セミナー、リーディングプログラム、先
導的量⼦ビーム応⽤卓越⼤学院プログラムを学びます。 
○⾼度なデザイン⼒を涵養するため、研究室セミナー、リーディングプログラム、⼤学院オナー
コース、先導的量⼦ビーム応⽤卓越⼤学院プログラムを学びます。 
 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 
・先端教育科⽬（有機科学系、物理化学系、無機化学系科⽬）ならびに他専攻の科⽬を履修する
ことで、各研究分野の最先端を学びます。 
・選択科⽬として、アドバンスト実験を履修し、最先端の計測装置を実際に使⽤して、それら測
定法、原理、データ解析⽅法などを実践的に学びます。 
・選択科⽬のインターラクティブセミナーでは、所属研究室とは異なる研究室のセミナーに参加
し、他研究室の研究の進め⽅を学ぶとともに、⾃らも研究発表をすることで、他分野の研究室の
メンバーとの討論、さらには他分野の研究者にいかに⾃らの研究内容を正しく伝えるか、その⽅
法を学びます。 
・学外の研究者による集中講義を履修し、最前線の化学研究について幅広く学びます。 
・博⼠前期課程の修了要件外の科⽬として、実践科学英語、科学論⽂作成法、研究者倫理特論を
履修し、英語で発表執筆するやり⽅を学ぶとともに、さらには研究者として知っておくべき倫理
を学びます。教員の指導の下で最先端の研究を⾏い、実践的な研究⽅法を⾝につけます。 
・各研究室・研究グループのセミナーに参加して研究の進捗状況を報告し、さらには得られた結
果について討論し、教員の指導の下に修⼠論⽂の書き⽅を学びます。その中で、英語での発表、
討論を実践的に学びます。 



・各々の進路に合わせた⼤学院教育プログラムを履修し、⼤学での研究者・教育者、独⽴法⼈研
究所等での研究者、企業等での研究者、⾼校等での⾼度専⾨型理系教育指導者等に必要な能⼒・
技能の取得、またグローバルに活躍できる能⼒を⾝に付けます。 
・各種の⼤学院教育プログラムによって垣根を越えた幅広い研究分野の統合能⼒、研究の社会的
意義の把握能⼒、異分野間のコミュニケーション能⼒を習得します。 
・所定の審査を受けた後に「リーディングプログラム」や「⼤学院オナーコース」、「先導的量
⼦ビーム応⽤卓越⼤学院プログラム」でのプログラムを履修し、広く産学官にわたりグローバル
に活躍するリーダーの能⼒を⾝につけます。また、海外の研究機関においての研究も可能で有
り、⾼度の専⾨教育を⾏うと同時に、⾼度の国際性も⾝につけます。 
・専攻共通科⽬・副専攻プログラム・⾼度副プログラム・⾼度教養プログラムにより、より広い
分野の知識や応⽤能⼒、豊かな学識を⾝につけます。 
 
また、先導的量⼦ビーム応⽤卓越⼤学院プログラム履修者は、次の科⽬を履修します。 
・所属専攻以外での研究活動（国内研修）や海外連携機関等での研究活動（海外研修）を必須と
します。 
・放射線、量⼦医学、機械学習・データ処理など量⼦ビームを俯瞰的に理解する能⼒を涵養する
ための多様な関連領域の授業科⽬を選択必修科⽬として学修します。 
・量⼦ビーム応⽤シンポジウムでの発表、またワークショップの企画運営などにより、異分野共
創の経験を積みます。 
 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

学修の成果は、試験、課題、レポートの内容、論⽂やプレゼンテーションの内容等、科⽬に応
じてシラバスに記載された評価⽅法によって、厳格に評価します。 

先導的量⼦ビーム応⽤卓越⼤学院プログラムにおいては、進級審査を⾏い、プログラムを継続
して履修する資質や研究遂⾏⼒があるかを評価します。また、修了審査では、⾃律した研究者と
して世代量⼦ビーム応⽤技術の創出する能⼒を有しているかを評価します。 



最先端かつ⾼度な専⾨性

年次

２

１

修⼠論⽂作成
(独⾃の学習⽬標に沿った論⽂作成）

先端教育科目 無機化学系
(最先端の無機化学の知識を身につける）

生物無機化学 構造錯体化学
分離化学 物性錯体化学１
無機分光化学概論 物性錯体化学２
核化学１ 核化学２

基礎的科目
(大学院レベルの化学の基礎学力を身につける)

大学院無機化学
大学院物理化学
大学院有機化学

セミナー・実験科目
(分野横断を可能とする専⾨性）

化学アドバンスト実験

インタラクティブセミナーⅠ
インタラクティブセミナーⅡ

サイエンスコア Ⅰ
サイエンスコア Ⅱ

所属する各研
究 室 で の セ ミ
ナー – Ⅰ
(例︓物性有機
化学半期セミ
ナーⅠ:海外の

研究トレンドや
自身の研究の
デザイン)

化学専攻(修士)カリキュラムマップ

所属する各研
究 室 で の セ ミ
ナー – Ⅱ
(例 ︓物 性 有 機
化 学 半 期 セ ミ
ナ ー Ⅱ: 海 外 の
研究トレンドや
⾃身の研究のデ
ザイン)

修⼠(理学)の取得 必要修了単位習得

先端教育科目 物理化学系
(最先端の物理化学の知識を⾝につける）
固体電子物性 生物物理化学
量子化学 凝縮系物理化学
化学反応論 表面化学
半導体化学 構造熱化学
生体分子動的解析学 構造物性化学
核磁気共鳴分光学

先端教育科目 有機化学系
(最先端の有機化学の知識を身につける）

広域化学 触媒化学
有機生物化学 物性有機化学
ゲノム化学 構造有機化学
蛋白質分子化学 合成有機化学
生体分子化学 有機⾦属化学概論
有機分光化学 有機分子軌道論

集中講義
(最先端の知識を学ぶ)

特別講義 A-Ⅰ､Ⅱ
特別講義 B-Ⅰ､Ⅱ

Current Topics Ⅰ､Ⅱ､
Ⅲ

実践科目
(科学者の教養を磨く）

実践科学英語
科学論⽂作成法
研究者倫理特論

⾼度な教養
⾼度な

国際性涵養教育

⾼度な
デザイン⼒



理学研究科 
学位プログラム︓ 先導的量⼦ビーム応⽤卓越⼤学院プログラム（化学）  
授与する学位︓ 博⼠（理学） 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および理学研究科の教育⽬標を受けて、学位プログラム「先導的量⼦ビーム応⽤卓越
⼤学院プログラム（化学）」は以下のとおり教育⽬標を定めています。化学は物質に根ざした⾃
然科学であり、物質の「創成」、「変換」、「循環」を通して社会、産業、さらに⽂化に⼤いなる発
展をもたらし、ひいては⼈類の未来へ向けた英知をつくりだしていく学問といえます。社会のさ
らなる発展、地球環境、天然資源、⽣物資源の維持、さらに次世紀にむけた新たな物質観、新概
念の創出は、今後の⾃然科学に関わるものに課せられた重要な課題です。そのためには、⾃然を
⽀配している原理や、物質の中の根本原理を理解し、そこに根ざした新たな開拓を⾏う化学の創
造的な「⼒」と、強い意志をもったグローバルリーダーが必要になってきます。化学専攻博⼠後
期課程では、専⾨分野での研究をより深いレベルに進め、新たな知の創出活動を通して、⼤学や
公的機関の研究者、企業研究者として第⼀線で活躍できるような⾼度な研究能⼒と、科学研究と
社会との関係を考え化学の専⾨家として次代を担う⾼い意識をもつ研究者を養成します。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

専⾨分野を牽引できるような学術的能⼒と同時に研究室の枠をこえた専攻内での活動、各種研
究・教育補助活動、学会活動等を通して社会のリーダーとして活躍できるような指導⼒を⾝につ
けます。 
 
○⾼度な教養 

博⼠の学位を取得後の⾃らの⽅向性を意識し、研究科や専攻の各種プログラム、コースを受講
できるような教育体制もつくります。 
 
○⾼度な国際性 

近い分野の研究者と議論しながら⾃らの研究をより広げる能⼒、分野の異なる⼈との議論を通
して様々な視点からの考え⽅を理解し⾃らの研究にフィードバックを図る⼒など多⾓的な視点か
らの研究展開⼒を養います。⼀⽅で、得られた成果を国内外に広く発信するための英語、⽇本語
での論⽂作成能⼒や、研究発表ができる「コミュニケーション能⼒」を⾝につけます。 
 
○⾼度なデザイン⼒ 

設定した研究課題に対して、⾃らの⼒で実験や研究をデザインし、実践していく能⼒を⾝につ
けるとともに、得られたデータの分析やその中にある科学的な意義を明らかにして、創造的な研
究成果をあげることを⽬指します。そのために、それぞれの専⾨領域での広範な知識や考え⽅を



習得するとともに、新しい概念を⽣み出すための「発想⼒」「思考⼒」さらには、系統的・論理
的に思考するための「論理展開能⼒」を養います。 

 
○独⾃の教育⽬標 

学術研究活動の意義と責任を意識するために必要な、研究費やデータ管理、論⽂発表等の
倫理についての研修・教育や「研究資⾦獲得のための研究プロポーザル作成」等についての
トレーニングも⾏います。 

化学専攻博⼠後期課程を修了した⼈材が、独⽴した研究者として、化学が関係する様々な
分野、さらには学際分野でのグローバルなリーダーとして活躍できることを⽬指します。 

また、分野を横断した国際共同研究を通して、バックキャスト思考により社会的課題を解
決する⾼い専⾨性と広い俯瞰⼒を兼ね備えた、国際舞台で活躍できる次世代量⼦ビーム応⽤
技術の創出を先導する⼈材および能⼒の育成に取り組んでいます。 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および理学研究科のディプロマ・ポリシー（学習⽬標を含む）のもとに、学位プログ
ラム「先導的量⼦ビーム応⽤卓越⼤学院プログラム（化学）」は以下のとおりディプロマ・ポリ
シーを定めています。博⼠後期課程では、研究活動を主体的に進め新しい研究成果をあげること
を通して、⾼い専⾨性と研究能⼒をもち社会を牽引できる化学の専⾨家の育成を⾏います。化学
専攻後期課程の講義、セミナー単位を取得し、博⼠学位論⽂の審査に合格した⼈材は以下のよう
な能⼒を⾝につけています。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
・物質が関わる⾃然現象を専⾨的なレベルで考察し、その多様な側⾯を科学的に理解することが
でき、専⾨領域での研究を通して創造的な成果をあげ、新しい知の創出を⾏う⾼い能⼒を有して
いる。 
・それぞれの専⾨分野で、化学の専⾨家としての広範な知識や考え⽅を習得するとともに、未開
の問題を解決し、新しい概念を⽣み出すための「発想⼒」「思考⼒」「論理展開能⼒」を有してお
り、研究論⽂や研究データを分析し、新しい成果を過去の成果との関係、位置づけをする能⼒が
ある。 
 
○⾼度な教養 
・社会や産業を⽀える根源となる物質理学としての化学の学術的意義と、その応⽤に対して理解
し、それを研究に反映する能⼒を有しており、⾃然科学の様々な専⾨領域とその役割、相互の関
係を正しく把握し、その中で⾃らの役割を発揮することができる。また、化学を超えて他分野と
の境界領域、他分野との学際領域の開拓にも意欲的に取り組むことができる。 
 
○⾼度な国際性 
・研究・教育を国際的なレベルで進めるグローバルなコミュニケーション能⼒を有している。 
 
○⾼度なデザイン⼒ 
・⾃らの⼒でオリジナルな研究テーマを決め、そのための、研究計画の⽴案、実験のデザイン、
研究成果のまとめと発表をする能⼒がある。 
 
○独⾃の学習⽬標 
・科学研究を進める上での社会的なルール、データや研究資料の取り扱いに関する倫理について
正しい理解と実践ができる。 
・次世代量⼦ビーム応⽤技術の創出を先導する⼈材として、⾼度な専⾨性、広い俯瞰⼒、国際通
⽤⼒の全てを⾼いレベルで⾝に付けている。  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および理学研究科のカリキュラム・ポリシーのもとに、学位プログラム「先導的量⼦
ビーム応⽤卓越⼤学院プログラム（化学）」は以下のとおりカリキュラム・ポリシーを定めてい
ます。⼤阪⼤学および理学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、化学専攻博⼠後期課程で
は、研究活動を主体的に進め、新しい研究成果をあげることを通して、⾼い専⾨性と研究能⼒を
⾝につけます。そのために下記のカリキュラムを履修し、試験・レポート等に合格したのち単位
が与えられます。専攻が定める所定の単位を取得し、博⼠論⽂の進⾏度調査、予備審査、本審査
（最終試験）に合格した者に対して、博⼠（理学）を認定します。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識を涵養するため、研究室、研究グループのセミナー、イン
タラクティブ特別セミナー、集中講義を学びます。 
○⾼度な教養を涵養するため、⾼度博⼠⼈材養成プログラム、先導的量⼦ビーム応⽤卓越⼤学院
プログラムなどを学びます。 
○⾼度な国際性を涵養するため、研究室、研究グループのセミナー、リーディングプログラム、
先導的量⼦ビーム応⽤卓越⼤学院プログラムを学びます。 
○⾼度なデザイン⼒を涵養するため、研究室セミナー、リーディングプログラム、先導的量⼦ビ
ーム応⽤卓越⼤学院プログラムなどを学びます。 
 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 
・教員の指導の下で最先端の研究をおこない、実践的な研究⽅法を⾝につけます。また、各研究
室、研究グループのセミナーに参加して研究の進捗状況を報告し、さらには得られた結果につい
て討論し、教員の指導の下に博⼠論⽂の書き⽅を学びます。 
・インタラクティブ特別セミナーでは、所属研究室とは異なる研究室の教員らの前で研究発表を
おこない、そして討論します。他分野の研究者との討論の結果をいかに⾃らの研究にフィードバ
ックさせるか、その⽅法を学びます。 
・学外の研究者による集中講義を履修し、最前線の化学研究についてより深く学びます。 
・各々の進路に合わせた⼤学院理学研究科共通の⾼度博⼠⼈材養成プログラム（基礎理学、研究
⼒強化、グローバル化、トップサイエンティスト、トップ企業研究者、⾼度教育者の６つのプロ
グラムを⽤意しています）を履修し、⼤学での研究者・教育者、独⽴法⼈研究所等での研究者、
企業等での研究者、⾼校等での⾼度専⾨型理系教育指導者等に必要な能⼒・技能の取得、またグ
ローバルに活躍できる能⼒を⾝に付けます。 
・⾼度博⼠⼈材養成プログラムでは、学位論⽂作成演習、実践科学英語、海外短期留学、特論（S）
⾼度理学特別講義、企業研究者特別講義、科学技術とコミュニケーション、企業インターンシッ



プなどの講義を履修し、垣根を越えた幅広い研究分野の統合能⼒、研究の社会的意義の把握能⼒、
異分野間のコミュニケーション能⼒を習得します。 
 

また、先導的量⼦ビーム応⽤卓越⼤学院プログラム履修者は、次の科⽬を履修します。 
・所属専攻以外での研究活動（国内研修）や海外連携機関等での研究活動（海外研修）を必須と
します。 
・放射線、量⼦医学、機械学習・データ処理など量⼦ビームを俯瞰的に理解する能⼒を涵養する
ための多様な関連領域の授業科⽬を選択必修科⽬として学修します。 
・量⼦ビーム応⽤シンポジウムでの発表、またワークショップの企画運営などにより、異分野共
創の経験を積みます。 
 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

学修の成果は、試験、課題、レポートの内容、論⽂やプレゼンテーションの内容等、科⽬に応
じてシラバスに記載された評価⽅法によって、厳格に評価します。 

先導的量⼦ビーム応⽤卓越⼤学院プログラムにおいては、進級審査を⾏い、プログラムを継続
して履修する資質や研究遂⾏⼒があるかを評価します。また、修了審査では、⾃律した研究者と
して世代量⼦ビーム応⽤技術の創出する能⼒を有しているかを評価します。 

 



年次

２

１

博⼠論⽂作成
(最先端の成果を発表）

インタラクティブ
特別セミナー

（博⼠論⽂研究の進捗調査
を含む、主査副査との研究
討論を経て最先端かつ⾼度
な専門性を身につける）

所属する各研究室
でのセミナー – Ⅰ
(例︓物性有機化学
特別セミナーⅠ︓
専門性を磨く)

化学専攻(博士)カリキュラムマップ

所属する各研究室
でのセミナー – Ⅱ
(例︓物性有機化学
特別セミナーⅡ︓
専門性を磨く)

博⼠(理学)の取得

必要修了単位習得

集中講義
(最先端の知識の獲得）

特別講義 A-Ⅱ
特別講義 B-Ⅱ

⾼度博士⼈材養成
プログラム

（修了要件外教育
プログラム）

(専門外の教養を磨く）
基礎理学プログラム
研究⼒強化プログラム
グローバル化プログラム
トップサイエンティスト

プログラム
トップ企業研究者
プログラム

⾼度教育者プログラム

3

集中講義
(最先端の知識の獲得）

特別講義 A-Ⅰ
特別講義 B-Ⅰ

博⼠論⽂公開
審査会

所属する各研究室
でのセミナー – Ⅲ
(例︓物性有機化学
特別セミナーⅢ︓
専門性を磨く)

研究の実施
(自身の研究のデザイン)

研究の実施
(自身の研究のデザイン)

研究の実施
(自身の研究のデザイン)

最先端かつ⾼度な専門性
(独⽴した研究者となる）

⾼度な
デザイン⼒

⾼度な教養教育

⾼度な国際性涵養教育



理学研究科 
学位プログラム︓ ⽣物科学 
授与する学位︓ 修⼠（理学) 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および理学研究科の教育⽬標のもと、⽣物科学専攻では、⽣物科学を発展させ、⼈類
の未来を⽀える⼈材を育成します。⽣命活動を理解することは今後の⼤きな課題であり、チャレ
ンジしがいのある活動です。⽣命科学の対象は分⼦レベル、細胞レベル、個体レベル、⽣態系レ
ベルに渡り、その発展は⼈類の存続に関わります。学位プログラム「⽣物科学」では、⽣命の本
質を理解するため、幅広い分野において第⼀線で活躍する研究者が、基礎から最新の研究成果ま
でを解説する講義を担当するとともに、研究活動や成果発表においてはきめ細かい指導を⾏いま
す。これらをとおして⼤学院⽣は学問的素養を⾝につけることや科学的思考⼒と⽅法論を修得す
ることができます。また、研究は創造的な活動であるという点に重きを置き、⽣物科学専攻で
は、創造性、コミュニケーション⼒の涵養に取り組みます。修了後にはアカデミアや企業等での
研究・技術開発・教育など広い分野で国際的に貢献し、将来のリーダーとなりうる⼈材を育成す
ること⽣物科学専攻の教育⽬標にします。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

⽣物科学における最先端の研究成果を理解するため、⾼度な専⾨性と深い学識を⾝につける教
育を⾏います。その教育をとおして、科学的思考⼒と⽅法論を修得し、社会の様々な分野で応⽤
できる能⼒の修得を⽬指します。さらに、研究活動に従事することを通して、信頼性の⾼い研究
を⾏う能⼒、主体的に研究を⾏う姿勢、新しい研究の世界を切り拓く気概を獲得することを⽬標
としています。 

 
○⾼度な教養 

研究者としての倫理を⾝につけ、広い視野と豊かな学識を持ち、社会の各分野で主体的に活動
できる⼈材を養成します。広く深い理解と健全な批判⼒を養い、専⾨のみならず広い分野におい
て本質を⾒抜く⼒を育てることを⽬標としています。 

 
○⾼度な国際性 

英語によるコミュニケーション⼒、国際感覚、専⾨知識、他分野の本質を⾒抜く⼒を⾝につけ、
⼤学・公的機関・企業等での研究職・技術開発職・教育職などの広い分野でグローバルに活躍で
きる⼈材を育てることを⽬標とします。 

 

  



○⾼度なデザイン⼒ 
科学的思考⼒と⽅法論、論理性に基づく学問的素養と深い学識により、複雑多様な課題を解決

するために分野の枠を超えて協働できる⼈材を育てます。オリジナリティーが⾼く発展性のある
研究テーマを発想する感性を育てます。⾃らが研究提案をし、新たな価値を⽣み出す意欲と⾃主
性、責任感を育てることを⽬標とします。 

 
○独⾃の教育⽬標 

質の⾼い研究活動を⾏う気質を育成することを⽬標とします。また、柔軟な発想、⾃然に対す
る鋭い直感⼒と的確な判断を⾏える⼈材を育てます。 
 

⽣物科学分野での⽣物科学分野での深い理解に加えて、広い視野と豊かな学識、健全な批判⼒
を持ち合わせ、⽣物科学分野のみならず広い分野において国際的に活躍できる⼈材を育てること
を⽬標とします。そのためには、専⾨分野の知識はもとより、幅広い知識、様々な分野の本質を
⾒抜く⼒、⾃ら研究を⽣み出す気質と適切な研究デザイン⼒、国際性、協調性、発信⼒を育てる
ことを⽬標とします。 
 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および理学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、⽣物科学専攻では⾃然科学の探求
に対して形だけをまねず、真理追求の中で理学の本質を学び、下記のような能⼒を⾝につけた学
⽣に修⼠の学位を授与します。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

•⽣物科学の基礎を⾝につけ、専⾨分野における最先端の知識を修得する能⼒、研究内容の本
質を理解できる能⼒を⾝につけています。 
•⽣物科学分野において課題を発⾒し、解決する⽅法を考える能⼒、信頼性の⾼い研究を⾏う
能⼒を⾝につけています。 
 

○⾼度な教養 
•広い分野で活躍できる基礎学⼒、洞察⼒、健全な批判⼒、研究者倫理、さらには異分野の⼈と
もコミュニケーションできる⾼度な教養を⾝につけています。 

 
○⾼度な国際性 

•⾃⾝の研究分野について、英語で意思疎通を⾏うことができる語学⼒を⾝につけています。 
•英語論⽂を読んで必要な知識を正確に⾝につける能⼒を持っています。 

  
○⾼度なデザイン⼒ 

•⽂献や web などから必要な情報を⾒出し、⾃らの研究に⽣かす能⼒を持ちます。 
•⾃らがアイデアを⽣み出し、科学的、論理的に適切な研究デザインを⾏う能⼒を持ちます。 
•データを正確にまとめ、論理的に伝える能⼒を持ちます。 
 

○独⾃の学習⽬標 
・本質から考える⼒、独創的なアイデアを⽣み出す⼒、洞察⼒、研究における感性、仕事
に対する情熱を⾼いレベルで持つことを⽬標とします。 

 
修了時には、⽣物科学分野での深い理解に加えて、広い視野と豊かな学識、健全な批判⼒

を持ち合わせ、⽣物科学分野のみならず広い分野において国際的に活躍できる能⼒を⾝につ
けていることが必要です。そのためには、専⾨分野の知識はもとより、広い科学の分野の知
識、様々な分野の本質を⾒抜く⼒、⾃ら研究を⽣み出す気質と研究をデザインする⼒、研究
における感性、国際性、協調性、発信⼒が求められます。 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および理学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、⽣物科学専攻では専⾨分野にお
ける基礎から最先端までの知識を修得し、それを実践できる能⼒、および異分野の⼈ともコミュ
ニケーションができる教養を⾝につけるために、以下に説明する専⾨教育科⽬、⾼度教養教育科
⽬、⾼度国際性涵養教育科⽬からなるカリキュラムを履修し、適切な学修成果の評価⽅法により
単位認定します。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

専⾨分野における基礎から最先端までの知識を習得するために、⽣物科学専攻が開講する専⾨
科⽬を履修します。⾃らがアイデアを⽣み出し、科学的、論理的に適切な研究デザインを⾏う⼒、
研究を遂⾏する⼒を⾝につけるために、教員の助⾔を受け、最先端の研究を⽴案・実施し、各研
究室・研究グループのセミナーに参加して研究の進捗状況を報告し、実験を遂⾏し、得られた結
果について討論して、学会や投稿論⽂として公開することを⽬指します。最終的に修⼠論⽂を作
成します。英語で開講される科⽬のみでも卒業単位を揃えることができます。 

また、広い分野で活躍できる基礎学⼒と研究者倫理、さらには異分野の⼈ともコミュニケーシ
ョンができる⾼度な教養を⾝につけるために、⾼度教養教育科⽬や副専攻プログラム・⾼度副プ
ログラム・⾼度教養プログラムを履修します。 

⾃⾝の研究分野について、海外の学⽣や研究者と意思疎通を⾏うことができる語学⼒を⾝につ
けるため、国際性涵養教育科⽬やサイエンスコア科⽬を履修します。 

以上のカリキュラムにより、発想⼒、論理的思考⼒、信頼性の⾼い研究を実践する能⼒、協調
性、柔軟性を⾝につけ、企業を含む世界の様々な分野で活躍できる能⼒を⾝につけます。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

授業は講義、セミナー、演習、実験等の形式で実施します。演習に於いても受講者⾃らが調べ、
実践するアクティブラーニングを取り⼊れます。半期セミナーでは所属研究室で論⽂を読んで議
論し、また、実験などを実践し、データを解析し、結果を考察して研究発表につなげることによ
り、研究の発想から結果の解釈、研究報告までの過程を⾝につけます。サイエンスコア科⽬の履
修により、コミュニケーション能⼒、国際性を⾝につけます。インタラクティブセミナーにおい
ては副研究室に所属し、異分野の感覚を吸収し、広い視野で研究を捉える⼒を養います。 

 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

学修の成果は、試験の結果、レポートやセミナーでの発表内容、授業への参加状況等、科⽬に
応じた評価⽅法によって、厳格かつ公平に評価します。実験に於いては、⾃主性、アイデアの創
出、実験のデザイン、結果のまとめ⽅、論⽂執筆、研究成果のインパクト、信頼性などをもとに
総合的に評価します。 
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理学研究科 
学位プログラム︓ ⽣物科学 
授与する学位︓ 博⼠（理学) 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および理学研究科の教育⽬標のもと、⽣物科学専攻では、⽣物科学を発展させ、⼈類
の未来を⽀える⼈材を育成します。複雑な⽣命活動を理解することは今後の⼤きな課題であり、
チャレンジしがいのある活動です。⽣命科学の対象は分⼦レベル、細胞レベル、個体レベル、⽣
態系レベルに渡り、その発展は⼈類の存続に関わります。博⼠学位プログラム「⽣物科学」では
⽣命の本質を理解するため、幅広い分野において第⼀線で活躍する研究者が、基礎から最新の研
究成果までを解説する講義を担当するとともに、研究活動や成果発表においてはきめ細かい指導
を⾏います。これらをとおして、⼤学院⽣は学問的素養、科学的・論理的思考⼒と⽅法論を修得
することができます。研究は創造的な活動であるという点に重きを置き、⽣物科学専攻では、創
造性とコミュニケーション⼒の涵養に取り組みます。修了後には、国内外を問わず基礎⽣物科学
研究の優れた研究者・リーダーとなる⼈材の育成、アカデミアや企業等での研究・技術開発・教
育など広い分野で国際的に貢献できるリーダーとなる⼈材の育成を⽣物科学専攻の教育⽬標にし
ます。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

⽣物科学における最先端の研究成果を理解するため、⾼度な専⾨性と深い学識を⾝につける教
育を⾏います。その教育をとおして、科学的思考⼒と⽅法論を修得し、社会の様々な分野で応⽤
できる能⼒の修得を⽬指します。さらに、研究活動に従事することを通して、⼤学院⽣が⾃⽴的
に研究を⾏う能⼒、新しい研究の世界を切り拓く能⼒を獲得することを⽬標としています。 

 
○⾼度な教養 

研究者としての倫理を⾝につけ、広い視野と豊かな学識を持ち、社会の各分野で主体的に活動
できる⼈材を養成します。広く深い理解と健全な批判⼒を養い、専⾨のみならず広い分野におい
て本質を⾒抜く⼒を育てることを⽬標としています。 

 
○⾼度な国際性 

英語によるコミュニケーション⼒、国際感覚、専⾨知識、他分野の本質を⾒抜く⼒を⾝につけ、
⼤学・公的機関・企業等での研究職・技術開発職・教育職などの広い分野でグローバルに活躍で
きる⼈材を育てることを⽬標とします。 

 

  



○⾼度なデザイン⼒ 
科学的思考⼒と⽅法論、論理性に基づく学問的素養と深い学識により、複雑多様な課題を解決

するために分野の枠を超えて協働できる⼈材を育てます。オリジナリティーが⾼く発展性のある
研究テーマを発想する感性を育てます。⾃らが研究提案をし、新たな価値を⽣み出す意欲と⾃主
性、責任感を育てることを⽬標とします。 

 
○独⾃の教育⽬標 

質の⾼い研究活動を⾏う気質を育成することを⽬標とします。また、柔軟な発想、⾃然に対す
る鋭い直感⼒と的確な判断を⾏える⼈材を育てます。 
 

⽣物科学分野での深い理解に加えて、広い視野と豊かな学識、健全な批判⼒を持ち合わせ、⽣
物科学分野のみならず広い分野において国際的に活躍できる⼈材を育てることを⽬標とします。
そのためには、専⾨分野の知識はもとより、広く科学の分野の知識を持ち、また、様々な分野の
本質を⾒抜く⼒、⾃ら研究を⽣み出す気質と研究をデザインする⼒、信頼性の⾼い研究を⾏う⼒、
国際性、協調性、発信⼒を育てることを⽬標とします。 
 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および理学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、⽣物科学専攻では⾃然科学の探求
に対して形だけをまねず、真理追求の中で理学の本質を学び、下記のような能⼒を⾝につけた学
⽣に博⼠の学位を授与します。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

•⽣物科学専攻の専⾨分野における最先端の知識を修得して既知の知⾒に統合する能⼒、研究
の本質を理解できる能⼒を⾝につけています。 
•⽣物科学分野の最先端の専⾨知識を基盤とし、オリジナリティーが⾼く発展性のある研究テ
ーマを開拓し、⾃⽴して研究が⾏える⾼度な研究能⼒を⾝につけています。 
 

○⾼度な教養 
•広い分野で活躍できる基礎学⼒、洞察⼒、健全な批判⼒、研究者倫理、さらには異分野の⼈と
もコミュニケーションできる⾼度な教養を⾝につけています。 

 
○⾼度な国際性 

•英語で⾃⾝の研究成果を発表でき、また英語で学術論⽂を作成できる語学⼒を⾝につけていま
す。 
•海外の研究者と研究に関する議論できる語学⼒を⾝につけ、海外の研究者にも刺激を与える能
⼒を持っています。 

  
○⾼度なデザイン⼒ 

•世界で次々と⽣み出される知識・技術のうち必要なものを迅速に⾒つけ、⾃らの研究に取り
⼊れる能⼒を持ちます。 
•⾃らがアイデアを⽣み出し、科学的、論理的に適切な研究デザインを⾏う能⼒、新たなプロ
ジェクトを考える能⼒を持ちます。 
•チーム内外の研究者と協⼒して研究を⾏う能⼒を持っています。 
•科学論⽂を作成する能⼒を持ちます。 
 

○独⾃の学習⽬標 
・本質から考える⼒、独創的なアイデアを⽣み出す⼒、洞察⼒、研究における感性、仕事
に対する情熱を⾼いレベルで持つことを⽬標とします。 

 
修了時には、⽣物科学分野での深い理解に加えて、広い視野と豊かな学識、健全な批判⼒を
持ち合わせ、⽣物科学分野のみならず広い分野において国際的に活躍できる能⼒を⾝につけ



ていることが必要です。そのためには、専⾨分野の知識はもとより、広い科学の分野の知識、
様々な分野の本質を⾒抜く⼒、⾃ら研究を⽣み出す気質と研究をデザインする⼒、信頼性の
⾼い研究を⾏う⼒、国際性、協調性、発信⼒が求められます。博⼠後期課程においては、こ
れらが⾼いレベルで求められ、英語論⽂として発信する能⼒を⾝につけています。 



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および理学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、⽣物科学専攻では専⾨分野にお
ける基礎から最先端までの知識を修得し、それを実践できる能⼒、および異分野の⼈ともコミュ
ニケーションができる教養を⾝につけるために、以下に説明する専⾨教育科⽬、⾼度教養教育科
⽬、⾼度国際性涵養教育科⽬からなるカリキュラムを履修し、適切な学修成果の評価⽅法により
単位認定します。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

専⾨分野における基礎から最先端までの知識を習得するために、⽣物科学専攻が開講する専⾨
科⽬を履修します。最先端の専⾨知識を基盤とし、⾃⽴して研究が⾏える⾼度な研究能⼒を⾝に
つけるために、教員の助⾔を受け、最先端の研究を⽴案・実施し、各研究室・研究グループのセ
ミナーに参加して研究の進捗状況を報告し、得られた結果について討論して、学会や投稿論⽂と
して公開することを⽬指します。最終的に博⼠論⽂を作成します。英語で開講される科⽬のみで
も卒業単位を揃えることができます。 

また、広い分野で活躍できる基礎学⼒と研究者倫理、さらには異分野の⼈ともコミュニケーシ
ョンができる⾼度な教養を⾝につけるために、⾼度教養教育科⽬や副専攻プログラム・⾼度副プ
ログラム・⾼度教養プログラムを履修します。 

さらには、海外で⾃⾝の研究成果を発表でき、英語で学術論⽂を作成でき、海外の研究者と研
究に関する議論ができる語学⼒は研究室での活動、サイエンスコア、⽣物科学特別講義 7、Current 
topics、⾼度国際性涵養教育科⽬等で⾝につけます。 

以上のカリキュラムにより、各⼈の進路に合わせて、⽣物科学分野の⾼い専⾨性から全体を俯
瞰し、その専⾨性を別分野でも活かせる能⼒を⾝につけます。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

授業は講義、セミナー、演習、実験等の形式で実施します。演習に於いても受講者⾃らが調べ、
実践するアクティブラーニングを取り⼊れます。サイエンスコア科⽬の履修により、コミュニケ
ーション能⼒の向上や専⾨外の研究も学ぶ学⽣同⼠の相互教育を発展させます。インタラクティ
ブセミナーの履修により、異分野の感覚を吸収し、広い視野で研究を捉える⼒を養います。博⼠
後期課程の場合には、最先端の研究を⽴案・実施できるようになるために、各研究室・研究グル
ープに配属されて特別セミナーに参加し、研究デザイン、実験の実践、データの解析などを教員
の個別指導の下で研究の進捗状況について討論し、投稿論⽂、学位論⽂を作成します。 

 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

学修の成果は、試験の結果、レポートやセミナーでの発表内容、授業への参加状況等、科⽬に
応じた評価⽅法によって、厳格かつ公平に評価します。実験に於いては、⾃主性、アイデアの創



出、実験のデザイン、結果のまとめ⽅、論⽂執筆、研究成果のインパクト、信頼性などをもとに
総合的に評価します。博⼠の学位取得には投稿論⽂が受理された上で、博⼠論⽂の審査に合格す
る必要があります。 



冬学期

秋学期

夏学期

春学期

冬学期

秋学期

夏学期

春学期

冬学期

秋学期

夏学期

春学期

博士後期
課程

3年

2年

1年

博⼠論⽂

サイエンスコ
ア
V

サイエンスコ
ア

サイエンスコ
ア

⽣物科学イ
ンタラク
ティブ
特別セミ
ナー

特別セミナー
SISC Seminar for 

Advanced Researches

⽣物科学特
論 S

Current
topics
XVI‐XX

⽣物科学
特別講義

1–6

研究科
共通科⽬内の⾼度教養

教育科⽬

他専攻
提供科⽬

⽣物科学
特別講義

7

（英語で
の議論を
中⼼とす
る）

⽣物科学専攻 博⼠課程（後期） カリキュラムマップ

⾼度教養
教育

⾼度国際性
涵養教育専⾨教育

専⾨性
⽣物科学専攻の専⾨分野における最先端の知識を修得して既知の知⾒に統合する能⼒、研究の本質を理解で

きる能⼒を⾝につけている

教養
広い分野で活躍できる
基礎学⼒、洞察⼒、健
全な批判⼒、研究者倫
理、さらには異分野の
⼈ともコミュニケー
ションできる⾼度な教
養を⾝につけている

デザイン⼒
世界で次々と⽣み出される知識・技術のうち必要なものを迅速に⾒つけ、⾃らの研究に取り⼊れる能⼒を持つ / ⾃らがアイデアを⽣み出
し、科学的、論理的に適切な研究デザインを⾏う能⼒を持つ / チーム内外の研究者と協⼒して研究を⾏う能⼒を持つ / 英語で科学論⽂を

作成する能⼒を持つ

国際性
海外の研究者と研究に関する議論できる語学⼒、知識、アイデアを持つ

３本の教育の柱

４つのの⽬標

特別セミナー
SISC Seminar for 

Advanced Researches

特別セミナー
SISC Seminar for 

Advanced Researches



理学研究科 
学位プログラム︓ ⾼分⼦科学 
授与する学位︓ 修⼠（理学) 
 
教育⽬標 
 

⾼分⼦物質は、現在の⽇常⽣活にはなくてはならないものです。したがって、⾼分⼦科学は現
代社会の基盤となる知識であり、そのさらなる発展は⼈類が快適に⽣活する上で不可⽋です。⼤
阪⼤学および理学研究科の教育⽬標のもと、本プログラムでは⾼分⼦科学を発展させ、また⾼分
⼦科学を応⽤した技術開発を⾏える⼈材の育成を教育⽬標とします。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

⾼分⼦科学専攻において、化学・物理学・⽣物科学・数学の基礎知識の上に⽴って、⾼分⼦科
学の専⾨知識を基盤とした研究の実践能⼒を⾝につけています。 

 
○⾼度な教養 

基礎科学の最先端研究を通じた教育を⾏い、特定の分野だけに偏らない幅広い⾃然科学の素養
に基づく柔軟な発想から、⾃然に対して鋭い直感⼒と的確な判断⼒を持つ⼈材を育成します。 

 
○⾼度な国際性 

英語によるコミュニケーション⼒と国際感覚を⾝につけ、⾼分⼦科学に関する成果を広く国際
社会に伝えることにできる研究者・教育者の育成を⾏います。 

 
○⾼度なデザイン⼒ 

⾼分⼦科学に関する学問的素養と深い学識を⾝につけ、科学的思考⼒と⽅法論を修得すること
により、様々な疑問や好奇⼼を新たな課題の発⾒に結びつけ、複雑多様な課題を解決するために
分野の枠を超えて協働できる⼈材を育てます。 

 
○独⾃の教育⽬標 

⾼分⼦科学専攻は、我が国の中で唯⼀、理学系研究科の中に設置された⾼分⼦科学を追求する
専攻であることを鑑み、基礎研究を重視しそれらが応⽤研究に結びつくことを教育の視野に⼊れ
て，教育を進める。 
 

本学位プログラム修了後には、⼤学・公的研究機関・企業等での研究職・技術開発職・教育職
などの広い分野で社会に貢献できる⼈材を育成することを⽬標とします。 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および理学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、⾼分⼦科学における基礎から最先
端までの知識を修得するために、⾼分⼦科学専攻が指定する科⽬構成に従った下記のような能⼒
を⾝につけた学⽣に学位を授与します。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・⾼分⼦の合成・反応・構造・物性・機能・凝集・⽣体⾼分⼦に関する最先端の知識を修得し、
その分野の研究内容の本質を理解できる能⼒を⾝につけています。 

・⾼分⼦科学の専⾨知識を基盤とした研究の実践能⼒を⾝につけています。 
 

○⾼度な教養 
・⾼分⼦科学のみならず、物理学・化学・⽣物学などの関連分野で活躍できる基礎学⼒と研究者
倫理、さらには異分野の⼈ともコミュニケーションができる⾼度な教養を⾝につけています。 

 
○⾼度な国際性 

・英語で⾃⾝の⾼分⼦科学に関する研究成果を発表でき、また英語で学術論⽂の草稿を作成で
きる語学⼒を⾝につけています。 
・海外の研究者と⾼分⼦科学に研究に関する議論できる語学⼒を⾝につけています。 

  
○⾼度なデザイン⼒ 

・⾼分⼦科学の専⾨性から全体を俯瞰し、その専⾨性を別分野でも活かす能⼒を有していま
す。 
・企業等での応⽤研究を理解し，⾼分⼦科学をそれに⽣かす能⼒を⾝につけています。 
・⾼等学校教員として課題研究等の指導ができる能⼒を⾝につけています。 
 

○独⾃の学習⽬標 
・⾼分⼦科学の基礎研究を重視し、それらを先進的な研究に結びつける能⼒を有していま
す。 

 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のおよび理学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、⾼分⼦科学における基礎から
最先端までの知識を修得し、それを実践できる能⼒、および異分野の⼈ともコミュニケーション
ができる教養を⾝につけるために、以下に説明する専⾨教育科⽬、⾼度教養教育科⽬、⾼度国際
性涵養教育科⽬からなるカリキュラムを履修し、厳格な学修成果の評価⽅法により単位認定しま
す。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

最先端の専⾨知識を基盤とした研究の実践能⼒を⾝につけるために、⾼分⼦科学専攻の教員の
個別指導の下で最先端の研究を⾏い、また各研究室・研究グループのセミナーに参加して研究の
進捗状況を報告し、得られた結果について討論して、教員の指導の下に修⼠論⽂を作成します。 
また、広い分野で活躍できる基礎学⼒と研究者倫理、さらには異分野の⼈ともコミュニケーショ
ンができる⾼度な教養を⾝につけるために、⾼分⼦物理化学、⾼分⼦有機化学、⾼分⼦凝集科学、
情報⾼分⼦科学を必修とし、⾼度教養教育科⽬や副専攻プログラム・⾼度副プログラム・⾼度教
養プログラムを履修します。 
さらには、海外で⾃⾝の研究成果を発表でき、英語で学術論⽂を作成でき、海外の研究者と研究

に関する議論できる語学⼒を⾝につけるために、⾼度国際性涵養教育科⽬を履修します。 
以上のカリキュラムにより、各⼈の進路に合わせて、特定分野の⾼い専⾨性から全体を俯瞰し、
⾼分⼦科学の専⾨性を別分野でも活かせる能⼒、企業等での応⽤研究に⽣かせる能⼒、⾼等学校
教員として課題研究等の指導ができる能⼒を⾝につけます。 
 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

⾼分⼦科学専攻が指定する⾼分⼦科学の基礎から最先端までの知識を系統的に履修できるカリ
キュラムに従って学修します。特に、最先端の研究の実践⽅法を⾝に付けられるようになるため
に、各研究室・研究グループに配属されて、⾼分⼦科学に関する実験・セミナーに参加し、また
教員の個別指導の下で、研究の進捗状況について討論し、最終的に修⼠論⽂を作成します。 

 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

学修の成果は、試験の結果、レポートやセミナーでの発表内容、授業への参加状況等、科⽬に
応じた評価⽅法、修⼠論⽂業績発表会での評価によって、厳格かつ公平に評価します。 



カリキュラムマップ

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

⾼分⼦の合成・反応・構造・物性・機
能・凝集・⽣体⾼分⼦に関する最先端
の知識を修得し、その分野の研究内容
の本質を理解できる能⼒を⾝につけて
います。

○

⾼等学校教員として課題研究等の指導
ができる能⼒を⾝につけています。 ○ ○

⾼分⼦科学の専⾨知識を基盤とした研
究の実践能⼒を⾝につけています。 ○

⾼分⼦科学の基礎研究を重視しそれら
を先進的な研究に結びつける能⼒を有
しています

○

企業等での応⽤研究を理解し，⾼分⼦
科学をそれに⽣かす能⼒を⾝につけて
います。

○ ○

⾼分⼦科学の専⾨性から全体を俯瞰
し、その専⾨性を別分野でも活かす能
⼒を有しています。

○ ○

⾼分⼦科学のみならず、化学・⽣物学
などの関連分野で活躍できる基礎学⼒
と研究者倫理、さらには異分野の⼈と
もコミュニケーションができる⾼度な
教養を⾝につけています。

○

英語で⾃⾝の⾼分⼦科学に関する研究
成果を発表でき、また英語で学術論⽂
の草稿を作成できる語学⼒を⾝につけ
ています。

○

海外の研究者と⾼分⼦科学に研究に関
する議論できる語学⼒を⾝につけてい
ます。

○

1年 2年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

独
自
の
学
習

目
標

高度教養教育科目

専門教育科目（必修）
高分子有機化学，高分子物理化学A・B，高分子凝集科学，情報高分子科学

インタラクティブセミナー

国際性涵養教育科目

半期セミナー・修士論文

専門教育科目（選択）

インタラクティブ演習



理学研究科 
学位プログラム︓ ⾼分⼦科学 
授与する学位︓ 博⼠（理学) 
 
教育⽬標 
 

⾼分⼦物質は、現在の⽇常⽣活にはなくてはならないものです。したがって、⾼分⼦科学は現
代社会の基盤となる知識であり、そのさらなる発展は⼈類が快適に⽣活する上で不可⽋です。⼤
阪⼤学および理学研究科の教育⽬標のもと、本プログラムでは⾼分⼦科学を発展させ、また⾼分
⼦科学を応⽤した技術開発を⾏え、リーダーとして⾼分⼦科学を牽引できる⼈材の育成を教育⽬
標とします。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

⾼分⼦科学専攻において、化学・物理学・⽣物科学・数学の基礎知識の上に⽴って、⾼分⼦科
学の⾼度な専⾨知識を基盤とした研究を、⾃⽴して⽴案・実践する能⼒を⾝につけています。 

 
○⾼度な教養 

基礎科学の最先端研究を通じた教育を⾏い、特定の分野だけに偏らない幅広い⾃然科学の素養
に基づく柔軟な発想から、⾃然に対して鋭い直感⼒と的確な判断⼒を持つ⼈材を育成します。 

 
○⾼度な国際性 

英語によるコミュニケーション⼒と国際感覚を⾝につけ、⾼分⼦科学に関する成果を国際会議・
論⽂発表等を通じて広く国際社会に伝えることができる研究者の育成を⾏います。 

 
○⾼度なデザイン⼒ 

⾼分⼦科学に関する学問的素養と深い学識を⾝につけ、科学的思考⼒と⽅法論を修得すること
により、様々な疑問や好奇⼼を新たな課題の発⾒に結びつけ、複雑多様な課題を解決するために
分野の枠を超えてリーダーとして協働できる⼈材を育てます。 

 
○独⾃の教育⽬標 

⾼分⼦科学専攻は、我が国の中で唯⼀、理学系研究科の中に設置された⾼分⼦科学を追求する
専攻で、懐徳堂と適塾を⽣んだ⼤阪の⾵⼟を引き継いで基礎研究を重視し、それらが応⽤研究に
結びつくことを教育の視野に⼊れて教育を進めます。 
 

本学位プログラム修了後には、⼤学・公的研究機関・企業等での研究職・技術開発職・教育職
などの広い分野でリーダーとして社会に貢献できる⼈材を育成することを⽬標とします。 



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および理学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、⾼分⼦科学における最先端の知識
を修得し、⾃ら研究の⽴案・実践できる能⼒およびその研究成果を他の分野に応⽤できる能⼒を
⾝につけた学⽣に学位を授与します。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
・⾼分⼦の合成・反応・構造・物性・機能・凝集・⽣体⾼分⼦に関する最先端の知識を広く修得
し、その分野の研究内容の本質を深く理解できる能⼒を⾝につけています。 

・⾼分⼦科学の専⾨知識を基盤とした研究の⽴案・実践能⼒を⾝につけています。 
 
○⾼度な教養 
・⾼分⼦科学のみならず、物理学・化学・⽣物学などの関連分野で活躍できる基礎学⼒と⾼い研

究者倫理、さらには異分野の⼈とも幅広くコミュニケーションができる⾼度な教養を⾝につけ
ています。 

 
○⾼度な国際性 
・英語で⾃⾝の⾼分⼦科学に関する研究成果を発表・質疑応答ができ、また英語で学術論⽂を作

成できる語学⼒を⾝につけています。 
・海外の研究者と⾼分⼦科学に研究に関する議論できる語学⼒を⾝につけています。 
  
○⾼度なデザイン⼒ 
・⾼分⼦科学の専⾨性から全体を俯瞰し、その専⾨性を別分野でも活かす能⼒を有しています。 
・企業等での応⽤研究を理解し，⾼分⼦科学を応⽤研究に⽣かす能⼒を⾝につけています。 
・⾼等学校教員として課題研究等の⾼度な指導ができる能⼒を⾝につけています。 

 
○独⾃の学習⽬標 
・基礎研究を重視し、それらを多⽅⾯の先進的な研究に結びつける⾼い能⼒を有していま

す。 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のおよび理学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、⾼分⼦科学における基礎から
最先端までの知識を修得し、それを実践できる能⼒、および異分野の⼈ともコミュニケーション
ができる教養を⾝につけるために、以下に説明するカリキュラムを履修し、博⼠論⽂の作成を⾏
い、厳格な学修成果の評価⽅法により単位認定します。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

最先端の専⾨知識を基盤とした研究の実践能⼒を⾝につけるために、⾼分⼦科学専攻の教員の
個別指導の下で最先端の研究を⾏い、また各研究室・研究グループのセミナーに参加して研究の
進捗状況を報告し、得られた結果について討論して、教員の指導の下に博⼠論⽂を作成します。 

また、広い分野で活躍できる基礎学⼒と研究者倫理、さらには異分野の⼈ともコミュニケーシ
ョンができる⾼度な教養を⾝につけるために、博⼠前期課程配当の⾼分⼦物理化学、⾼分⼦有機
化学、⾼分⼦凝集科学、情報⾼分⼦科学を履修済であることを前提とします。 

さらには、海外で⾃⾝の研究成果を発表・質疑応答するこができ、英語で学術論⽂を投稿でき、
国際会議、国際インターンシップ等に参加し、海外の研究者と研究に関する議論できる語学⼒を
⾝につけます。 
以上のカリキュラムにより、各⼈の進路に合わせて、特定分野の⾼い専⾨性から全体を俯瞰し、
⾼分⼦科学の専⾨性を別分野でも指導的に活かせる能⼒、企業等での⾰新的な応⽤研究に⽣かせ
る能⼒、⾼等学校教員として新規の課題研究等の指導ができる能⼒を⾝につけます。 
 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

⾼分⼦科学専攻が指定する⾼分⼦科学の基礎から最先端までの知識を系統的に履修できるカリ
キュラムに従って学修します。特に、最先端の研究の実践⽅法を⾝につけ、最先端の研究を⽴案
できるようになるために、各研究室・研究グループに配属されて、⾼分⼦科学に関する実験・セ
ミナーに参加し、また教員の個別指導の下で、研究の進捗状況について討論し、最終的に博⼠論
⽂を作成します。 

 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

学修の成果は、試験の結果、レポートやセミナーでの発表内容、授業への参加状況等、科⽬に
応じた評価⽅法、修⼠論⽂業績発表会での評価によって、厳格かつ公平に評価します。 



カリキュラムマップ

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

⾼分⼦の合成・反応・構造・物性・
機能・凝集・⽣体⾼分⼦に関する最
先端の知識を広く修得し、その分野
の研究内容の本質を深く理解できる
能⼒を⾝につけています。

○

⾼等学校教員として課題研究等の
指導ができる能⼒を⾝につけてい
ます。

○ ○

⾼分⼦科学の専⾨知識を基盤とし
た研究の⽴案・実践能⼒を⾝につ
けています。

○

基礎研究を重視し、それらを多⽅
⾯の先進的な研究に結びつける能
⼒を⾼く有しています。 ○

企業等での応⽤研究を理解し，⾼
分⼦科学を応⽤研究に⽣かす能⼒
を⾝につけています。

○ ○

⾼分⼦科学の専⾨性から全体を俯
瞰し、その専⾨性を別分野でも活
かす能⼒を有しています。

○ ○

⾼分⼦科学のみならず、化学・⽣物
学などの関連分野で活躍できる基礎
学⼒と⾼い研究者倫理、さらには異
分野の⼈とも幅広くコミュニケー
ションができる⾼度な教養を⾝につ
けています。

○

英語で⾃⾝の⾼分⼦科学に関する
研究成果を発表・質疑応答がで
き、また英語で学術論⽂を作成で
きる語学⼒を⾝につけています。

○

海外の研究者と⾼分⼦科学に研究
に関する議論できる語学⼒を⾝に
つけています。

○

2年 3年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

独
自
の
学
習

目
標

1年

高度教養教育科

目

専門教育科目
高分子有機化学，高分子物理化学A・B，

高分子凝集科学，情報高分子科学

インタラクティブ特別セミナー

国際性涵養教育科目

特別セミナー・博士論文

集中講義・特論（s）

インタラクティブ特別演習

海外インターンシップ



 

 

理学研究科 

学位プログラム︓ 先導的量⼦ビーム応⽤卓越⼤学院プログラム（⾼分⼦科学） 
授与する学位︓ 修⼠（理学） 

教育⽬標  
 

⾼分⼦物質は、現在の⽇常⽣活にはなくてはならないものです。したがって、⾼分⼦科学は現
代社会の基盤となる知識であり、そのさらなる発展は⼈類が快適に⽣活する上で不可⽋です。⼤
阪⼤学および理学研究科の教育⽬標のもと、本学位プログラムでは⾼分⼦科学を発展させ、また
⾼分⼦科学を応⽤した技術開発を⾏える⼈材の育成を教育⽬標とします。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

化学・物理学・⽣物科学・数学の基礎知識の上に⽴って、⾼分⼦科学の専⾨知識を基盤とした
研究の実践能⼒を⾝につけた⼈材を育成します。 

 
○⾼度な教養 

基礎科学の最先端研究を通じた教育を⾏い、特定の分野だけに偏らない幅広い⾃然科学の素養
に基づく柔軟な発想から、⾃然に対して鋭い直観⼒と的確な判断⼒を持つ⼈材を育成します。 

 
○⾼度な国際性 

英語によるコミュニケーション⼒と国際感覚を⾝につけ、⾼分⼦科学に関する成果を広く国際
社会に伝えることができる⼈材を育成します。 

 
○⾼度なデザイン⼒ 

⾼分⼦科学に関する学問的素養と深い学識を⾝につけ、科学的思考⼒と⽅法論を修得すること
により、様々な疑問や好奇⼼を新たな課題の発⾒に結びつけ、複雑多様な課題を解決するため
に分野の枠を超えて協働できる⼈材を育成します。 
 

○独⾃の教育⽬標 
⾼分⼦科学専攻は、我が国の中で唯⼀、理学系研究科の中に設置された⾼分⼦科学を追究する
専攻であることに鑑み、基礎研究を重視し、それらが応⽤研究に結びつくことを視野に⼊れて、
教育を進めます。 
本学位プログラム修了後に、⼤学・公的研究機関・企業等での研究職・技術開発職・教育職な
どの広い分野で社会に貢献できる⼈材を育成することを⽬標とします。 
また、分野を横断した国際共同研究を通して、バックキャスト思考により社会的課題を解決す
る⾼い専⾨性と広い俯瞰⼒を兼ね備えた、国際舞台で活躍できる次世代量⼦ビーム応⽤技術の
創出を先導する⼈材および能⼒の育成に取り組みます。 

 



 

 

学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および理学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、⾼分⼦科学における基礎から最先
端までの知識を修得するために、⾼分⼦科学専攻が指定する科⽬構成に従った下記のような能⼒
を⾝につけた学⽣に修⼠（理学）の学位を授与します。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
・⾼分⼦の合成・反応・構造・物性・機能・凝集・⽣体⾼分⼦に関する最先端の知識を修得し、その

分野の研究内容の本質を理解できる能⼒を⾝につけています。 
・⾼分⼦科学の専⾨知識を基盤とした研究の実践能⼒を⾝につけています。 
 
○⾼度な教養 
・⾼分⼦科学のみならず、物理学・化学・⽣物学などの関連分野で活躍できる基礎学⼒と研究者

倫理、さらには異分野の⼈ともコミュニケーションができる⾼度な教養を⾝につけています。 
 
○⾼度な国際性 
・英語で⾃⾝の⾼分⼦科学に関する研究成果を発表でき、また英語で学術論⽂の草稿を作成でき

る語学⼒を⾝につけています。 
・海外の研究者と⾼分⼦科学の研究に関する議論ができる語学⼒を⾝につけています。 
 
○⾼度なデザイン⼒ 
・⾼分⼦科学の専⾨性から全体を俯瞰し、その専⾨性を別分野でも活かす能⼒を⾝につけていま

す。 
・企業等での応⽤研究を理解し、⾼分⼦科学をそれに活かす能⼒を⾝につけています。 
・⾼等学校教員として課題研究等の指導ができる能⼒を⾝につけています。 
 
○独⾃の学習⽬標 
・⾼分⼦科学の基礎研究を重視し、それらを先進的な研究に結びつける能⼒を⾝につけてい

ます。 
・次世代量⼦ビーム応⽤技術の創出を先導する⼈材として、⾼度な専⾨性、広い俯瞰⼒、国際通

⽤⼒の全てを⾼いレベルで⾝につけています。 



 

 

教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および理学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、⾼分⼦科学における基礎から最
先端までの知識を修得し、それを実践できる能⼒、および異分野の⼈ともコミュニケーションが
できる教養を⾝につけるために、以下に説明する専⾨教育科⽬、⾼度教養教育科⽬、⾼度国際性
涵養教育科⽬からなるカリキュラムを履修し、厳格な学修成果の評価⽅法により単位認定します。 
 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

最先端の専⾨知識を基盤とした研究の実践能⼒を⾝につけるために、⾼分⼦科学専攻の教員の
個別指導の下で最先端の研究を⾏い、また各研究室・研究グループのセミナーに参加して研究の
進捗状況を報告し、得られた結果について討論して、教員の指導の下に修⼠論⽂を作成します。
また、広い分野で活躍できる基礎学⼒と研究者倫理、さらには異分野の⼈ともコミュニケーショ
ンができる⾼度な教養を⾝につけるために、⾼分⼦物理化学、⾼分⼦有機化学、⾼分⼦凝集科学、情
報⾼分⼦科学を必修とし、⾼度教養教育科⽬や副専攻プログラム・⾼度副プログラム・⾼度教養
プログラム、先導的量⼦ビーム応⽤卓越⼤学院プログラムなどを履修します。 

さらには、海外で⾃⾝の研究成果を発表でき、英語で学術論⽂を作成でき、海外の研究者と研究に
関する議論ができる語学⼒を⾝につけるために、⾼度国際性涵養教育科⽬、先導的量⼦ビーム応
⽤卓越⼤学院プログラムなどを履修します。 

以上のカリキュラムにより、各⼈の進路に合わせて、特定分野の⾼い専⾨性から全体を俯瞰し、⾼
分⼦科学の専⾨性を別分野でも活かせる能⼒、企業等での応⽤研究に活かせる能⼒、⾼等学校教
員として課題研究等の指導ができる能⼒を⾝につけます。 
 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

⾼分⼦科学専攻が指定する⾼分⼦科学の基礎から最先端までの知識を系統的に履修できるカリ
キュラムに従って学修します。特に、最先端の研究の実践⽅法を修得するために、各研究室・研
究グループに配属されて、⾼分⼦科学に関する実験・セミナーに参加し、また教員の個別指導の
下で、研究の進捗状況について討論し、最終的に修⼠論⽂を作成します。 

また、先導的量⼦ビーム応⽤卓越⼤学院プログラム履修者は、次の科⽬を履修します。 
・所属専攻以外での研究活動（国内研修）や海外連携機関等での研究活動（海外研修）を必須と

します。 
・放射線、量⼦医学、機械学習・データ処理など量⼦ビームを俯瞰的に理解する能⼒を涵養する

ための多様な関連領域の授業科⽬を選択必修科⽬として学修します。 
・量⼦ビーム応⽤シンポジウムでの発表、またワークショップの企画運営などにより、異分野共

創の経験を積みます。 
 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

学修の成果は、シラバスに記載の⽅法及び修⼠論⽂審査基準に従って、厳格に評価します。 
先導的量⼦ビーム応⽤卓越⼤学院プログラムにおいては、進級審査を⾏い、プログラムを継続

して履修する資質や研究遂⾏⼒があるかを評価します。また、修了審査では、⾃律した研究者と
して次世代量⼦ビーム応⽤技術を創出する能⼒を有しているかを評価します。 



カリキュラムマップ

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

⾼分⼦の合成・反応・構造・物性・機能・凝集・⽣体⾼分
⼦に関する最先端の知識を修得し、その分野の研究内容の
本質を理解できる能⼒を⾝につけています。

○

⾼等学校教員として課題研究等の指導ができる能⼒を⾝に
つけています。 ○ ○

⾼分⼦科学の専⾨知識を基盤とした研究の実践能⼒を⾝に
つけています。 ○

⾼分⼦科学の基礎研究を重視しそれらを先進的な研究に結
びつける能⼒を有しています。 ○

企業等での応⽤研究を理解し，⾼分⼦科学をそれに活かす
能⼒を⾝につけています。 ○ ○

⾼分⼦科学の専⾨性から全体を俯瞰し、その専⾨性を別分
野でも活かす能⼒を有しています。 ○ ○

⾼分⼦科学のみならず、物理学・化学・⽣物学などの関連
分野で活躍できる基礎学⼒と研究者倫理、さらには異分野
の⼈ともコミュニケーションができる⾼度な教養を⾝につ
けています。

○

英語で⾃⾝の⾼分⼦科学に関する研究成果を発表でき、ま
た英語で学術論⽂の草稿を作成できる語学⼒を⾝につけて
います。

○

海外の研究者と⾼分⼦科学の研究に関する議論ができる語
学⼒を⾝につけています。 ○

次世代量⼦ビーム応⽤技術の創出を先導する⼈材として、
⾼度な専⾨性、広い俯瞰⼒、国際通⽤⼒の全てを⾼いレベ
ルで⾝につけています。

○
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高度教養教育科目

専門教育科目（必修）
高分子有機化学，高分子物理化学A・B，高分子凝集科学，情報高分子科学

インタラクティブセミナー

高度国際性涵養教育科目

半期セミナー・修士論文

専門教育科目（選択）

インタラクティブ演習

先導的量子ビーム応用卓越大学院プログラム



 

 

理学研究科 
学位プログラム︓ 先導的量⼦ビーム応⽤卓越⼤学院プログラム（⾼分⼦科学） 
授与する学位︓ 博⼠（理学） 

教育⽬標 

 
⾼分⼦物質は、現在の⽇常⽣活にはなくてはならないものです。したがって、⾼分⼦科学は現

代社会の基盤となる知識であり、そのさらなる発展は⼈類が快適に⽣活する上で不可⽋です。⼤
阪⼤学および理学研究科の教育⽬標のもと、本学位プログラムでは⾼分⼦科学を発展させ、また
⾼分⼦科学を応⽤した技術開発を⾏え、リーダーとして⾼分⼦科学を牽引できる⼈材の育成を教
育⽬標とします。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

化学・物理学・⽣物科学・数学の基礎知識の上に⽴って、⾼分⼦科学の⾼度な専⾨知識を基盤
とした研究を、⾃⽴して⽴案・実践する能⼒を⾝につけた⼈材を育成します。 

 
○⾼度な教養 

基礎科学の最先端研究を通じた教育を⾏い、特定の分野だけに偏らない幅広い⾃然科学の素養
に基づく柔軟な発想から、⾃然に対して鋭い直観⼒と的確な判断⼒を持つ⼈材を育成します。 

 
○⾼度な国際性 

英語によるコミュニケーション⼒と国際感覚を⾝につけ、⾼分⼦科学に関する成果を国際会議・
論⽂発表等を通じて広く国際社会に伝えることができる⼈材を育成します。 

 
○⾼度なデザイン⼒ 

⾼分⼦科学に関する学問的素養と深い学識を⾝につけ、科学的思考⼒と⽅法論を修得すること
により、様々な疑問や好奇⼼を新たな課題の発⾒に結びつけ、複雑多様な課題を解決するため
に分野の枠を超えてリーダーとして協働できる⼈材を育成します。 

 
○独⾃の教育⽬標 

⾼分⼦科学専攻は、我が国の中で唯⼀、理学系研究科の中に設置された⾼分⼦科学を追究する
専攻で、懐徳堂と適塾を⽣んだ⼤阪の⾵⼟を引き継いで基礎研究を重視し、それらが応⽤研究
に結びつくことを視野に⼊れて教育を進めます。 
本学位プログラム修了後に、⼤学・公的研究機関・企業等での研究職・技術開発職・教育職な
どの広い分野でリーダーとして社会に貢献できる⼈材を育成することを⽬標とします。 
また、分野を横断した国際共同研究を通して、バックキャスト思考により社会的課題を解決す
る⾼い専⾨性と広い俯瞰⼒を兼ね備えた、国際舞台で活躍できる次世代量⼦ビーム応⽤技術の
創出を先導する⼈材および能⼒の育成に取り組みます。 

 



 

 

学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 

 

⼤阪⼤学および理学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、⾼分⼦科学における最先端の知識
を修得し、⾃ら研究の⽴案・実践できる能⼒およびその研究成果を他の分野に応⽤できる能⼒を
⾝につけた学⽣に博⼠（理学）の学位を授与します。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
・⾼分⼦の合成・反応・構造・物性・機能・凝集・⽣体⾼分⼦に関する最先端の知識を広く修得

し、その分野の研究内容の本質を深く理解できる能⼒を⾝につけています。 
・⾼分⼦科学の専⾨知識を基盤とした研究の⽴案・実践能⼒を⾝につけています。 
 
○⾼度な教養 
・⾼分⼦科学のみならず、物理学・化学・⽣物学などの関連分野で活躍できる基礎学⼒と⾼い研

究者倫理、さらには異分野の⼈とも幅広くコミュニケーションができる⾼度な教養を⾝につけ
ています。 

 
○⾼度な国際性 
・英語で⾃⾝の⾼分⼦科学に関する研究成果を発表・質疑応答ができ、また英語で学術論⽂を作

成できる語学⼒を⾝につけています。 
・海外の研究者と⾼分⼦科学の研究に関する議論ができる語学⼒を⾝につけています。 

 
○⾼度なデザイン⼒ 
・⾼分⼦科学の専⾨性から全体を俯瞰し、その専⾨性を別分野でも活かす能⼒を⾝につけていま

す。 
・企業等での応⽤研究を理解し、⾼分⼦科学を応⽤研究に活かす能⼒を⾝につけています。 
・⾼等学校教員として課題研究等の⾼度な指導ができる能⼒を⾝につけています。 

 
○独⾃の学習⽬標 
・基礎研究を重視し、それらを多⽅⾯の先進的な研究に結びつける⾼い能⼒を⾝につけていま

す。 
・次世代量⼦ビーム応⽤技術の創出を先導する⼈材として、⾼度な専⾨性、広い俯瞰⼒、国際通

⽤⼒の全てを⾼いレベルで⾝につけています。 



 

 

教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 

 

⼤阪⼤学および理学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、⾼分⼦科学における基礎から最先
端までの知識を修得し、それを実践できる能⼒、および異分野の⼈ともコミュニケーションがで
きる教養を⾝につけるために、以下に説明するカリキュラムを履修し、博⼠論⽂の作成を⾏い、厳格
な学修成果の評価⽅法により単位認定します。 
 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

最先端の専⾨知識を基盤とした研究の実践能⼒を⾝につけるために、⾼分⼦科学専攻の教員の
個別指導の下で最先端の研究を⾏い、また各研究室・研究グループのセミナーに参加して研究の
進捗状況を報告し、得られた結果について討論して、教員の指導の下に博⼠論⽂を作成します。
また、広い分野で活躍できる基礎学⼒と研究者倫理、さらには異分野の⼈ともコミュニケーシ 
ョンができる⾼度な教養を⾝につけるために、博⼠前期課程配当の⾼分⼦物理化学、⾼分⼦有機
化学、⾼分⼦凝集科学、情報⾼分⼦科学を履修済であることを前提とします。 

さらには、海外で⾃⾝の研究成果を発表・質疑応答するこができ、英語で学術論⽂を投稿でき、国
際会議、国際インターンシップ等に参加し、海外の研究者と研究に関する議論ができる語学⼒を
⾝につけます。 

以上のカリキュラムにより、各⼈の進路に合わせて、特定分野の⾼い専⾨性から全体を俯瞰し、⾼
分⼦科学の専⾨性を別分野でも指導的に活かせる能⼒、企業等での⾰新的な応⽤研究に活かせる
能⼒、⾼等学校教員として新規の課題研究等の指導ができる能⼒を⾝につけます。 
 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

⾼分⼦科学専攻が指定する⾼分⼦科学の基礎から最先端までの知識を系統的に履修できるカリ
キュラムに従って学修します。特に、最先端の研究の実践⽅法を⾝につけ、最先端の研究を⽴案
できるようになるために、各研究室・研究グループに配属されて、⾼分⼦科学に関する実験・セ
ミナーに参加し、また教員の個別指導の下で、研究の進捗状況について討論し、最終的に博⼠論
⽂を作成します。 

また、先導的量⼦ビーム応⽤卓越⼤学院プログラム履修者は、次の科⽬を履修します。 
・所属専攻以外での研究活動（国内研修）や海外連携機関等での研究活動（海外研修）を必須と

します。 
・放射線、量⼦医学、機械学習・データ処理など量⼦ビームを俯瞰的に理解する能⼒を涵養する

ための多様な関連領域の授業科⽬を選択必修科⽬として学修します。 
・量⼦ビーム応⽤シンポジウムでの発表、またワークショップの企画運営などにより、異分野共

創の経験を積みます。 
 
＜学修成果の評価⽅法＞ 
学修の成果は、シラバスに記載の⽅法及び博⼠論⽂審査基準に従って、厳格に評価します。 
先導的量⼦ビーム応⽤卓越⼤学院プログラムにおいては、進級審査を⾏い、プログラムを継続

して履修する資質や研究遂⾏⼒があるかを評価します。また、修了審査では、⾃律した研究者と
して量⼦ビーム応⽤技術を創出する能⼒を有しているかを評価します。 



カリキュラムマップ

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

⾼分⼦の合成・反応・構造・物性・機能・凝集・⽣体⾼分⼦に
関する最先端の知識を広く修得し、その分野の研究内容の本質
を深く理解できる能⼒を⾝につけています。

○

⾼等学校教員として課題研究等の⾼度な指導ができる能⼒
を⾝につけています。 ○ ○

⾼分⼦科学の専⾨知識を基盤とした研究の⽴案・実践能⼒
を⾝につけています。 ○

基礎研究を重視し、それらを多⽅⾯の先進的な研究に結び
つける⾼い能⼒を⾝につけています。 ○

企業等での応⽤研究を理解し，⾼分⼦科学を応⽤研究に活
かす能⼒を⾝につけています。 ○ ○

⾼分⼦科学の専⾨性から全体を俯瞰し、その専⾨性を別分
野でも活かす能⼒を⾝につけています。 ○ ○

⾼分⼦科学のみならず、物理学・化学・⽣物学などの関連分野
で活躍できる基礎学⼒と⾼い研究者倫理、さらには異分野の⼈
とも幅広くコミュニケーションができる⾼度な教養を⾝につけ
ています。

○

英語で⾃⾝の⾼分⼦科学に関する研究成果を発表・質疑応
答ができ、また英語で学術論⽂を作成できる語学⼒を⾝に
つけています。

○

海外の研究者と⾼分⼦科学の研究に関する議論ができる語
学⼒を⾝につけています。 ○

次世代量⼦ビーム応⽤技術の創出を先導する⼈材として、
⾼度な専⾨性、広い俯瞰⼒、国際通⽤⼒の全てを⾼いレベ
ルで⾝につけています。

○
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1年

高度教養教育科目

専門教育科目
高分子有機化学，高分子物理化学A・B，

高分子凝集科学，情報高分子科学

インタラクティブ特別セミナー

高度国際性涵養教育科目

特別セミナー・博士論文

集中講義・特論（S）

インタラクティブ特別演習

海外インターンシップ

先導的量子ビーム応用卓越大学院プログラム



理学研究科 
学位プログラム： 宇宙地球科学 
授与する学位： 修士（理学) 
 
教育目標 
 
大阪大学および理学研究科の教育目標のもと、学位プログラム「宇宙地球科学」では以下のと

おり教育目標を定めています。 
宇宙の宇は四方上下・空間の広がり、宇宙の宙は往古来今・時間の流れを表します。宇宙を冠

する私たちの専攻は広大な時空間を舞台に繰り広げられる森羅万象を、宇宙・地球・物質・生命
の四つをキーワードに研究しています。もちろんこれら四つのキーワードは独立しているわけで
はなく、「宇宙のなかの地球と惑星」、「地球に生まれた生命」「世界を作る物質」というようにお
互いに深く関係しあっています。宇宙地球科学専攻は、宇宙・惑星・地球を舞台に起こる様々な
自然現象や、生命までを含む多様な物質の極限状態を、物理学を基礎として解明し、伝統的な天
文学や地球惑星科学とは異なった視点からの宇宙地球科学の構築を目指すべく設立された、全国
にも類を見ない大変ユニークな専攻です。本専攻がカバーする領域には、理論宇宙物理学、Ｘ線
天文学、赤外線天文学、生命宇宙地球科学、惑星科学、地球化学、地球物理学、固体地球科学、
非平衡物理学、ソフトマター物理などが含まれています。本専攻においては基礎物理学を重視し
ており、特に、宇宙や生体系等に見られる様々な極限状態に起こる諸現象を、現代物理学を用い
て解明することを大きな目標にしています。 
学位プログラム「宇宙地球科学」における教育と実験的及び理論的研究は、理学研究科の物理

学専攻との緊密な連携のもとに行います。しかしながら、本プログラムでは物理学科出身者に限
ることなく、天文学・地球科学・化学・生物学・数理科学・情報科学・工学など、多様なバック
グラウンドを持った人材を広く求めています。そして、従来の学問の因習的な縦割りにとらわれ
ることなく、学際領域の開拓と新たな総合科学としての宇宙地球科学の構築を目指しています。
これらの研究から得られる成果は、宇宙・地球・生命・物質の相互関連を明らかにするにとどま
らず、地球環境問題、生命の起源や将来の人類の生活や生存環境にも、新たな展望を拓くに違い
ありません。これらの目標を実現するために、宇宙地球科学専攻は、研究分野に対しても可変的
な、複数の研究グループから構成されています。そして、人間の活動と自然の調和が強く求めら
れている現在、基礎科学の素養を持ちつつ、宇宙・地球の全容を把握できる人材の輩出を目指す
と共に、各分野において先進的かつグローバルなリーダーを育成します。 

 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
宇宙地球科学における最先端の研究成果を理解するため、高度な専門性と深い学識を身につけ

る教育を行います。その教育の過程で、科学的思考力と方法論を修得し、社会の様々な分野で応
用できる能力の修得を目指します。 

 



○高度な教養 
研究者倫理を身につけ、広い視野と豊かな学識を持ち、社会の各分野で主体的に活動できる人

材を養成します。 
 

○高度な国際性 
英語によるコミュニケーション力と国際感覚を身につけ、大学・公的機関・企業等での研究職・

技術開発職・教育職などの広い分野でグローバルに活躍できる人材を育てることを目標とします。 
 

○高度なデザイン力 
しっかりとした学問的素養と深い学識を身につけ、科学的思考力と方法論を修得することによ

り、様々な疑問や好奇心を新たな課題の発見に結びつけ、複雑多様な課題を解決するために分野
の枠を超えて協働できる人材を育てます。 

 
○独自の教育目標 
宇宙地球科学の最先端研究には、そもそも分野横断的かつ国際性豊かであるという性質があり

ます。その特性を十分に活かして、上記の４つの項目を実現していきます。 
 
 

  



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 
大阪大学および理学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「宇宙地球科学」

では以下のとおりディプロマ・ポリシーを定めています。  
 博士前期課程では、学際的な特徴をもつ宇宙地球科学の本質を学び、下記のような能力を身に
つけた学生に学位「修士（理学）」を授与します。 
 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・宇宙地球科学における最先端の知識を修得し、多様な宇宙・地球惑星科学的現象を理解でき
る能力を身につけています。 
・博士前期課程修了者は、宇宙地球科学の専門知識を基盤とした研究の実践能力と、宇宙地球
科学を含む広い分野で活躍できる専門性を身につけています。 
 

○高度な教養 
・宇宙地球科学を含む広い分野で活躍できる基礎学力と研究者倫理、さらには異分野の人ともコ
ミュニケーションをとることができる高度な教養を身につけています。 
 

○高度な国際性 
・英語を含む文献を読み、宇宙地球科学の研究内容を理解する能力を身につけています。 
・英語で自身の研究成果を論理的かつ明確に発表でき、その能力を活かして他分野でも活躍でき
る能力を身につけています。 
 

○高度なデザイン力 
・宇宙地球科学の高い専門性から全体を俯瞰し、その専門性を別分野でも活かす能力を身につ
けています。 
・宇宙地球科学の基礎研究を企業等での研究に応用する能力、また高等学校教員として課題研
究等の指導ができる能力を身につけています。 

 
○独自の学習目標 
宇宙地球科学の学際的な研究から得られる成果により、宇宙や生命の起源などの根元的な問題

の重要性を理解し、地球環境問題や将来の人類の生活に対応した研究を行う能力を身につけてい
ます。 
 望遠鏡を使う天体観測や、野外での地球諸現象の観測など、宇宙地球科学では、観測、機器開
発、さらにデータ解析も重要な研究手段です。宇宙地球科学のそれぞれの分野で、研究を計画し
て遂行する力を身につけています。 



（理論）宇宙における基礎物理の検証、天体現象の説明、相互作用系などの物性において、
新しい研究を遂行する能力を身につけています。 
（実験分析）最先端の分析装置の原理を理解して使い、優れた分析結果を出す能力を身につ
けています。 
（観測）最先端の観測装置の原理を理解して使い、優れた観測結果を出す能力を身につけて
います。 
（機器開発）目的に沿った実験・観測システムの開発・改良を行う能力を身につけていま
す。 
（データ解析）シミュレーション、実験、観測などで取得されたデータを、適切に処理し、
結果を科学的に解釈することのできる能力を身につけています。 

 
 

  



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 
大阪大学および理学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「宇宙地球科学」

では以下の通りカリキュラム・ポリシーを定めています。専門分野（宇宙地球科学）における基
礎から最先端までの知識を修得し、それを応用できる能力を身につけるための専門教育科目、異
分野の人ともコミュニケーションができる教養を身につけるための高度教養教育科目、および海
外の研究者とコミュニケーションができる能力を身につけるための高度国際性涵養教育科目から
なるカリキュラムを履修したのち、厳格な学修成果の評価方法により単位認定します。 
 
＜教育課程編成の考え方＞ 
博士前期課程では、宇宙地球科学の最先端の専門知識を基盤とした研究の実践能力を身につけ

るために、宇宙理論コース(C1)、宇宙実験コース(A2)、地球実験コース(B2)、物性理論コース(C2) 
のいずれかのコースに所属し、下記のカリキュラムを履修します。 
・広い分野で活躍できる基礎学力と研究者倫理、さらには異分野の人ともコミュニケーションを
取れる高度な教養を身につけるために、高度教養教育科目や副専攻プログラム・高度副プログラ
ムを開講しています。 
・英語を含む文献を読み、宇宙地球科学の研究内容を理解する能力を身に付け、英語で自身の研
究成果を論理的かつ明確に発表できるように、高度な国際性涵養教育科目を開講しています。 
・専攻共通科目を履修し、各分野の基盤的な専門知識と応用能力を身につけます。 
・特別講義を履修し、より専門的な内容や幅広い最先端の研究の知識を身につけます。  
・セミナー科目を履修し、教員の指導の下に最先端の研究を行い、各研究室・研究グループでの
実践的研究に参加して、自らの研究内容や結果について討論を行い、自分の考えを論理立てて明
確に発表を行う能力を身につけ、修士論文を作成します。 
 
以上のカリキュラムにより、各人の進路に合わせて、特定分野の高い専門性から全体を俯瞰し、

大学での研究者・教育者、独立法人研究所等での研究者、企業等での研究者、高校等での高度専
門型理系教育指導者等に必要な能力・技能の取得、またグローバルに活躍できる能力を身に付け
ます。 
 
＜学修内容及び学修方法＞ 
宇宙地球科学の基礎から最先端までの知識を系統的に履修できるカリキュラムに従って学修し

ます。最先端の研究の実践方法を身につけて研究を立案・実施できるようになるために、各研究
室・研究グループに配属されてセミナー・特別セミナーに参加し、また教員の個別指導の下で、
研究の進捗状況について討論し、最終的に学位論文を作成します。 

 



＜学修成果の評価方法＞ 
学修の成果は、各科目のシラバスに記載されている評価方法によって、厳格かつ公平に評価しま
す。具体的には、講義・演習・演義の成績評価は、試験・小テストの結果、レポートの内容、お
よび授業への参加姿勢等で、実験・実習の成績評価は、授業への参加姿勢とレポート内容で、そ
してセミナー科目の成績評価は、セミナーでの発表内容や論文等で行います。さらに、修士の学
位審査と最終試験は、あらかじめ定めた学位論文に係る評価基準に基づいて実施されます。 



春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

学習目標Ａ：宇宙地球科学を含む広い
分野で活躍できる研究能力と専門性を
身につけています。

○ ○

学習目標Ｂ：多様な宇宙・地球惑星科
学的現象を理解できる能力を身につけ
ています。

○ ○

学習目標Ｃ：宇宙や生命の起源などの
根元的な問題の重要性を理解し、地球
環境問題や将来の人類の生活に対応し
た研究を行う能力を身につけていま
す。

○ ○

学習目標Ｄ：宇宙地球科学のそれぞれ
の分野で（理論、実験分析、観測、機
器開発、データ解析など）新しい研究
を計画して遂行するデザイン力を身に
つけています。

○ ○ ○

学習目標Ｅ：英語を含む文献を読み、
その分野の研究内容を理解する能力、
研究成果をまとめて日本語や英語で論
理的かつ明確に発表する能力を身につ
けています。

○ ○

カリキュラム・マップ　宇宙地球科学専攻博士前期課程

1年 2年
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と
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養
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ン
力

独
自
の
教
育
目
標

基盤教養教育科目・副専攻プログラム

専門教育科目 特別講義I-XIII

教育目標

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

専門各セミナー

高度国際性涵養教育科目
宇宙生命論

実践科学英語 科学英語基礎

修
士
論
文

一般相対性理論

宇宙進化学セミナー
X線天文学セミナー

赤外線天文学セミナー
惑星科学セミナー

地球惑星物質科学セミナー

レーザー宇宙物理学セミナー
理論物性学セミナー

惑星内部物質学セミナー
ソフトマター地球惑星科学セミナー

ソフトマター地球惑星物理学
地球テクトニクス
環境物性・分光学

地球生命論
太陽惑星系電磁気学

天体物理の基礎
同位体宇宙地球科学

惑星物質科学
惑星地質学
非平衡物理学

高エネルギー天文学
宇宙論

天体輻射論
X線天文学

光赤外線天文学
星間固体物理学

自由選択科目

非平衡現象論
極限物性学
高圧物性科学
惑星内部物質学
地球内部物性学



理学研究科 
学位プログラム︓ 宇宙地球科学 
授与する学位︓ 博⼠（理学) 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および理学研究科の教育⽬標のもと、学位プログラム「宇宙地球科学」では以下のと
おり教育⽬標を定めています。 

宇宙の宇は四⽅上下・空間の広がり、宇宙の宙は往古来今・時間の流れを表します。宇宙を冠
する私たちの専攻は広⼤な時空間を舞台に繰り広げられる森羅万象を、宇宙・地球・物質・⽣命
の四つをキーワードに研究しています。もちろんこれら四つのキーワードは独⽴しているわけで
はなく、「宇宙のなかの地球と惑星」、「地球に⽣まれた⽣命」「世界を作る物質」というようにお
互いに深く関係しあっています。宇宙地球科学専攻は、宇宙・惑星・地球を舞台に起こる様々な
⾃然現象や、⽣命までを含む多様な物質の極限状態を、物理学を基礎として解明し、伝統的な天
⽂学や地球惑星科学とは異なった視点からの宇宙地球科学の構築を⽬指すべく設⽴された、全国
にも類を⾒ない⼤変ユニークな専攻です。本専攻がカバーする領域には、理論宇宙物理学、Ｘ線
天⽂学、⾚外線天⽂学、⽣命宇宙地球科学、惑星科学、地球化学、地球物理学、固体地球科学、
物性理論・⾮平衡物理学、ソフトマター物理などが含まれています。本専攻においては基礎物理
学を重視しており、特に、宇宙や⽣体系等に⾒られる様々な極限状態に起こる諸現象を、現代物
理学を⽤いて解明することを⼤きな⽬標にしています。 

学位プログラム「宇宙地球科学」における教育と実験的及び理論的研究は、理学研究科の物理
学専攻との緊密な連携のもとに⾏います。しかしながら、本プログラムでは物理学科出⾝者に限
ることなく、天⽂学・地球科学・化学・⽣物学・数理科学・情報科学・⼯学など、多様なバック
グラウンドを持った⼈材を広く求めています。そして、従来の学問の因習的な縦割りにとらわれ
ることなく、学際領域の開拓と新たな総合科学としての宇宙地球科学の構築を⽬指しています。
これらの研究から得られる成果は、宇宙・地球・⽣命・物質の相互関連を明らかにするにとどま
らず、地球環境問題、⽣命の起源や将来の⼈類の⽣活や⽣存環境にも、新たな展望を拓くに違い
ありません。これらの⽬標を実現するために、宇宙地球科学専攻は、研究分野に対しても可変的
な、複数の研究グループから構成されています。そして、⼈間の活動と⾃然の調和が強く求めら
れている現在、基礎科学の素養を持ちつつ、宇宙・地球の全容を把握できる⼈材の輩出を⽬指す
と共に、各分野において先進的かつグローバルなリーダーを育成します。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

宇宙地球科学における最先端の研究成果を理解するため、⾼度な専⾨性と深い学識を⾝につけ
る教育を⾏います。その教育の過程で、科学的思考⼒と⽅法論を修得し、社会の様々な分野で応
⽤できる能⼒の修得を⽬指します。 

 



○⾼度な教養 
研究者倫理を⾝につけ、広い視野と豊かな学識を持ち、社会の各分野で主体的に活動できる⼈

材を養成します。 
 

○⾼度な国際性 
英語によるコミュニケーション⼒と国際感覚を⾝につけ、⼤学・公的機関・企業等での研究職・

技術開発職・教育職などの広い分野でグローバルに活躍できる⼈材を育てることを⽬標とします。 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
しっかりとした学問的素養と深い学識を⾝につけ、科学的思考⼒と⽅法論を修得することによ

り、様々な疑問や好奇⼼を新たな課題の発⾒に結びつけ、複雑多様な課題を解決するために分野
の枠を超えて協働できる⼈材を育てます。 

 
○独⾃の教育⽬標 

宇宙地球科学の最先端研究には、そもそも分野横断的かつ国際性豊かであるという性質があり
ます。その特性を⼗分に活かして、上記の４つの項⽬を実現していきます。 
 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および理学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「宇宙地球科学」で
は、以下のとおりディプロマ・ポリシーを定めています。  
 博⼠後期課程では、学際的な特徴をもつ宇宙地球科学の本質を学び、下記のような能⼒を⾝に
つけた学⽣に学位「博⼠（理学）」を授与します。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・宇宙地球科学における最先端の知識を修得し、多様な宇宙・地球惑星科学的現象を複眼的視
野で理解し、新たな課題を発⾒する能⼒と深い学識を⾝につけています。 
・博⼠後期課程修了者は、宇宙地球科学の最先端の専⾨知識を基盤とし、⾃⽴して研究を⾏う
ことができる⾼度な研究能⼒と⾼い専⾨性を⾝につけています。 
 

○⾼度な教養 
宇宙地球科学を含む広い分野で活躍できる基礎学⼒と研究者倫理、さらには異分野の⼈ともコ

ミュニケーションをとることができる⾼度な教養を⾝につけています。 
 

○⾼度な国際性 
・英語を含む⽂献を読み、宇宙地球科学の研究内容を理解する能⼒を⾝につけています。 
・英語で⾃⾝の研究成果を論理的かつ明確に発表でき、また英語で学術論⽂を作成できる語学
⼒を⾝につけています。 

・海外の研究者と宇宙地球科学の研究に関する議論を交わすことができる語学⼒を⾝につけて
います。 

 
○⾼度なデザイン⼒ 

・宇宙地球科学の⾼い専⾨性から全体を俯瞰し、その専⾨性を別分野でも活かす能⼒を⾝に
つけています。 
・宇宙地球科学の基礎研究を企業等での研究に応⽤する能⼒、また⾼等学校教員として課題
研究等の指導ができる能⼒を⾝につけています。 
 

○独⾃の学習⽬標 
宇宙地球科学の学際的な研究から得られる成果により、宇宙や⽣命の起源などの根元的な問題

を深く探求できるとともに、地球環境問題や将来の⼈類の⽣活への新たな展望を切り開く研究を
⾃ら⾏う能⼒を⾝につけています。 



 望遠鏡を使う天体観測や、野外での地球諸現象の観測など、宇宙地球科学では、観測、機器開
発、さらにデータ解析も重要な研究⼿段です。宇宙地球科学のそれぞれの分野で、研究を計画し
て遂⾏する⼒を⾝につけています。 
（理論）宇宙における基礎物理の検証、天体現象の説明、相互作⽤系などの物性において、新
しい研究を遂⾏する能⼒を⾝につけています。 

（実験分析）最先端の分析装置の原理を理解して使い、優れた分析結果を出す能⼒を⾝につけ
ています。 

（観測）最先端の観測装置の原理を理解して使い、優れた観測結果を出す能⼒を⾝につけてい
ます。 

（機器開発）⽬的に沿った実験・観測システムの開発・改良を⾏う能⼒を⾝につけています。 
（データ解析）シミュレーション、実験、観測などで取得されたデータを、適切に処理し、結
果を科学的に解釈することのできる能⼒を⾝につけています。 

 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および理学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「宇宙地球科学」
では、以下の通りカリキュラム・ポリシーを定めています。専⾨分野（宇宙地球科学）における
基礎から最先端までの知識を修得し、それを応⽤し発展させる能⼒を⾝につけるための専⾨教育
科⽬、異分野の⼈ともコミュニケーションができる教養を⾝につけるための⾼度教養教育科⽬、
および海外の研究者とコミュニケーションができる能⼒を⾝につけるための⾼度国際性涵養教育
科⽬からなるカリキュラムを履修したのち、厳格な学修成果の評価⽅法により単位認定します。 
 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

博⼠後期課程では、宇宙地球科学の最先端の専⾨知識を基盤とし、⾃⽴して研究を⾏うことが
できる⾼度な研究能⼒を⾝につけるために、下記のカリキュラムを履修します。 

・広い分野で活躍できる基礎学⼒と研究者倫理、さらには異分野の⼈ともコミュニケーション
を取れる⾼度な教養を⾝につけるために、⾼度教養教育科⽬や副専攻プログラム・⾼度副プロ
グラムを開講しています。 
・海外で⾃⾝の研究成果を発表でき、英語で学術論⽂を作成でき、海外の研究者と研究に関す
る議論できる語学⼒を⾝につけるために、⾼度国際性涵養教育科⽬を開講しています。 
・専攻共通科⽬を履修し、各分野の基盤的な専⾨知識と応⽤能⼒を⾝につけます。 
・特別講義を履修し、より専⾨的な内容や幅広い最先端の研究の知識を⾝につけます。  
・セミナー科⽬を履修し、教員の指導の下に最先端の研究を⽴案・実施し、各研究室・研究グル
ープでの実践的研究に参加して、⾃らの研究内容や結果について討論を⾏い、⾃分の考えを論
理⽴てて明確に発表を⾏う能⼒を⾝につけ、博⼠論⽂を作成します。 

 
 以上のカリキュラムにより、各⼈の進路に合わせて、特定分野の⾼い専⾨性から全体を俯瞰し、
⼤学での研究者・教育者、独⽴法⼈研究所等での研究者、企業等での研究者、⾼校等での⾼度専
⾨型理系教育指導者等に必要な能⼒・技能の取得、またグローバルに活躍できる能⼒を⾝に付け
ます。 
 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

宇宙地球科学の基礎から最先端までの知識を系統的に履修できるカリキュラムに従って学修し
ます。最先端の研究の実践⽅法を⾝につけ研究を⽴案・実施できるようになるために、各研究室・
研究グループに配属されてセミナー・特別セミナーに参加し、また教員の個別指導の下で、研究
の進捗状況について討論し、最終的に学位論⽂を作成します。 

 

  



＜学修成果の評価⽅法＞ 
学修の成果は、各科⽬のシラバスに記載されている評価⽅法によって、厳格かつ公平に評価し

ます。具体的には、講義・演習・演義の成績評価は、試験・⼩テストの結果、レポートの内容、
および授業への参加姿勢等で、実験・実習の成績評価は、授業への参加姿勢とレポート内容で、
そしてセミナー科⽬の成績評価は、セミナーでの発表内容や論⽂等で⾏います。さらに、博⼠の
学位審査と最終試験は、各学位論⽂の内容とその内容に関する発表会での発表⽅法・質疑応答等
で評価します。 



春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

学習目標Ａ：宇宙地球科学を含む広い
分野で活躍できる研究能力と専門性を
身につけています

○ ○

学習目標Ｂ：多様な宇宙・地球惑星科
学的現象を理解できる能力を身につけ
ています。

○ ○

学習目標Ｃ：宇宙や生命の起源などの
根元的な問題の重要性を理解し、地球
環境問題や将来の人類の生活に対応し
た研究を行う能力を身につけていま
す。

○ ○

学習目標Ｄ：宇宙地球科学のそれぞれ
の分野で（理論、実験分析、観測、機
器開発、データ解析など）独自性のあ
る研究を計画して遂行するデザイン力
を身につけています。

○ ○ ○

学習目標Ｅ：英語を含む文献を読み、
その分野の研究内容を理解する能力、
研究成果をまとめて日本語や英語で論
理的かつ明確に発表する能力を身につ
けています。

○ ○

カリキュラム・マップ　宇宙地球科学専攻博士後期課程

1年 2年 3年
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専門教育科目 特別講義I-XIII

教育目標

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー 専門各セミナー

博士論文

宇宙進化学特別セミナー
X線天文学特別セミナー

赤外線天文学特別セミナー
惑星科学特別セミナー

地球惑星物質科学特別セミナー

理論物性学特別セミナー
惑星内部物質学特別セミナー

ソフトマター地球惑星科学特別セミナー
レーザー宇宙物理学特別セミナー

















































医学系研究科 
学位プログラム︓ 医⼯連携プログラム 
授与する学位︓ 修⼠（医科学) 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および医学系研究科の教育⽬標をもとに、学位プログラム「医⼯連携プログラム」で
は以下のとおり教育⽬標を定めています。 

医⼯学は、最先端の医学と⼯学の知識や技術を融合した分野であり、医学の研究や医療技術の
開発研究を、医師などの医療スタッフだけが⾏うのではなく、⾃然科学系の学問を専攻した研究
者と医療スタッフとがチームを組んで⾏う必要があります。 

医学系研究科修⼠課程医科学専攻（医⼯連携プログラム）では、このような社会的要請に応え
るため、以下の⼈材を育成します。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・研究者として⾃⽴して研究活動を⾏うに必要な⾼度な研究能⼒ 
およびその基礎となる豊かな学識を有する⼈材。 

・最先端の医学・医療・先端⼯学・情報学の知識と技能を有する⼈材。 
 

○⾼度な教養 
・最先端の医学・医療・理⼯学・情報学についての⾼度な知識と技術を獲得するとともに、⼈
類の健康・福祉に貢献できる⾼度な倫理観と、深い教養を兼ね備えた⼈材。 
 

○⾼度な国際性 
・グローバルな視点で、⾰新的な医療機器、健康機器の開発をリードする⼈材。 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
・多様な医療現場における課題（ニーズ）を発⾒し、⼯学と医学の知識および⽅法論により⾰
新的かつ独創的なソリューションおよびコンテンツを提供する⼈材。 

 
○独⾃の教育⽬標 
・医看⼯連携を実践できる⼈材。  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および医学系研究科のディプロマ・ポリシー（学習⽬標を含む）のもと、学位プログ
ラム「医⼯連携プログラム」では以下のとおりディプロマ・ポリシーを定めています。医学系研
究科修⼠課程医科学専攻（医⼯連携プログラム）では、教育⽬標に定める⼈材を育成するため、
２年以上在学して３２単位修得し、必要な研究指導を受けた上で、修⼠論⽂審査及び試験に合格
し、次のとおり医学研究に必要な⾼度な倫理観と、優れた知識・能⼒、デザイン⼒、国際性を⾝
につけている学⽣に修⼠（医科学）の学位を授与します。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・最先端の医科学研究および最先端⼯学の⾼度な知識と技術を有している。 
 

○⾼度な教養 
・医⼯学の研究に必要な優れた⽬的意識と⾼度な倫理感を備え、幅広い医学および⼯学を融合
した領域の知識を⾝につけている。 
 

○⾼度な国際性 
・グローバルに活躍する能⼒を⾝につけている。 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
・多様な医療現場における課題（ニーズ）を発⾒し、⼯学と医学の知識および⽅法論により⾰
新的かつ独創的なソリューションおよびコンテンツを創造することができる能⼒を⾝につけて
いる。 
・⾝につけた知識や技術を基に⾃由に発想し、ビジネスとしての医療機器開発⾏う能⼒を⾝に
つけている。 
・⾃らの成果を、国内外に発信するために必要なコミュニケーション能⼒を⾝につけている。 
 

○独⾃の学習⽬標 
・医⼯連携のみならず、医療スタッフ、理⼯学者が互いにサポートできる看護と⼯学の連携を
⽬指し、医看⼯連携を実践できる能⼒を⾝につけている。 

 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および医学系研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「医⼯連携プ
ログラム」では以下のとおりカリキュラム・ポリシーを定めています。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

学位プログラム「医⼯連携プログラム」では、医学、⽣命科学、および医療に関する授業科⽬
に加えて、現場の多様な領域の課題を発⾒する能⼒を涵養するための⾼度教養教育、及びグロー
バルに活躍する基礎能⼒を涵養するための国際性涵養教育など、授業科⽬を体系的に編成し、講
義、演習、実習等を適切に組合せた⾼度な授業と優れた研究指導を⾏います。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

・幅広い医学の基礎知識を⾝につけるための講義「医科学概論」を必修科⽬として学修します。 
・幅広い医⼯融合領域の知識を⾝につけるための講義・演習「医⼯連携プログラムセミナー」
を必修科⽬として学修します。 
・医⼯連携の研究に必要な優れた⽬的意識と⾼度な倫理感を⾝につけることを⽬的とした講義
を必修科⽬として学修します。 
・グローバルに活躍する能⼒を⾝につけるため、アクティブラーニング形式の英語を交えた医
療機器開発論を必修科⽬として学修します。 
・現場における課題を解決する能⼒を⾝につけるため、配属された研究室での指導教員による
研究指導を必修科⽬として学修します。 
・⾝につけた知識や技術を基に⾃由に発想し、表現できる能⼒を⾝につけるための演習を必修
科⽬として学修します。 
・⾃らの成果を、国内外に発信するために必要なコミュニケーション能⼒を⾝につけるための
演習を必修科⽬として学修します。 

 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

・学修の成果については、シラバスに記載された学習⽬標を試験、レポートにより、その達成
度を評価します。 
・修⼠学位論⽂の審査については、論⽂内容、研究発表能⼒、質疑応答能⼒を、公正且つ厳格
に評価します。 



「資料5」

学位プログラムにおけるカリキュラムマップ（修士課程 医工連携プログラム）

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

最先端の医科学研究および最先端
工学の高度な知識と技術を有して
いる。

○

医工学の研究に必要な優れた目的
意識と高度な倫理感を備え、幅広
い医学および工学を融合した領域
の知識を身につけている。

○

多様な医療現場における課題
（ニーズ）を発見し、工学と医学
の知識および方法論により革新的
かつ独創的なソリューションおよ
びコンテンツを創造することがで
きる能力を身につけている。

○ ○

身につけた知識や技術を基に自由
に発想し、ビジネスとしての医療
機器開発行う能力を身につけてい
る。

○

自らの成果を、国内外に発信する
ために必要なコミュニケーション
能力を身につけている。

○

医工連携のみならず、医療スタッ
フ、理工学者が互いにサポートで
きる看護と工学の連携を目指し、
医看工連携を実践できる能力を身
につけている。

○ ○ ○

グローバルに活躍する能力を身に
つけている。

○

 必修科目

 高度教養教育科目

 国際性涵養教育科目

2年
最
先
端
か
つ

高
度
な
専
門

性
と
深
い
学

識

高
度
な
教
養

高
度
な
国
際

性

高
度
な
デ
ザ

イ
ン
力

独
自
の
学
習

目
標

1年

医工連携プログラムセミ

ナーIII

医科学概

論I, II

医工連携プログラムセ

ミナーIV

人体系統

解剖学実

習

医工連携プログラムセ

ミナーI

医療機器開発論

医工連携プログラムセ

ミナーII

医療機器

開発のた

めの臨床

医学

医工情報

学入門Ⅰ

医療機器

開発のた

めの機器

学習

医療機器

開発の実

践

医工情報

学入門Ⅱ

高度教養教育科目
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医学系研究科 医学専攻 
学位プログラム︓ 感染症学・免疫学学位プログラム 
授与する学位︓ 博⼠（医学） 

教育⽬標 

⼤阪⼤学及び医学系研究科の教育⽬標のもと、学位プログラム「感染症学・免疫学学位プログ
ラム」では、以下のような⼈材及び能⼒の育成に取り組んでいます。本学位プログラムでは、国
際的に活躍する有⼒な感染症学・免疫学研究者のもと、国際⽔準の優れた研究環境において⾼い
レベルでの教育及び研究を⾏うことにより、⾼度な専⾨性と深い学識経験をもつ研究者を育成し
ます。さらにこの若⼿研究者が新しい研究領域を切り拓き、世界を変える研究を⾏う研究者とし
て、感染症学・免疫学研究を先導する次世代のリーダーとなることを⽬標としています。 

○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識
・⾼度な医学に関する専⾨性と深い学識を有する⼈材。 

○⾼度な教養
・最先端の医学・公衆衛⽣学の推進、及び、⼈類の健康・福祉に貢献できる⾼度な倫理観と、深

い教養を兼ね備えた⼈材。 

○⾼度な国際性
・世界の医学、⽣命科学、及び医療の発展に貢献し、次世代をリードするグローバルに活躍する

⼈材。 

○⾼度なデザイン⼒
・医学や医学を取り巻く多様な領域の課題を発⾒し、多様な分野と協働し、解決できる⼈材。 

○独⾃の教育⽬標
・新しい領域を切り拓き、世界を変える研究を⾏う研究者として、感染症学・免疫学研究を先導

する⼈材。



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学及び医学系研究科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「感染症学・免疫
学学位プログラム」では、教育⽬標に定める⼈材を育成するため、所定期間在学し、必要な単位
を修得のうえ、審査及び試験に合格し、次のとおり優れた知識と能⼒を⾝につけている学⽣に学
位を授与します。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
・医学・⽣命科学・医療に関する⾼度な知識を⾝につけている。 

 
○⾼度な教養 
・医学研究に必要な⾼度な倫理観を⾝につけている。 
・⽣命現象を統合的に理解する能⼒を⾝につけている。  
 
○⾼度な国際性 
・グローバルに活躍する能⼒を⾝につけている。 
 
○⾼度なデザイン⼒ 
・医学を取り巻く多様な学問分野と協働する能⼒を⾝につけている。 

 
○独⾃の学習⽬標 
・新しい領域を切り拓き、世界を変える研究を⾏う研究者として、感染症学・免疫学研究を先導

する能⼒を⾝につけている。 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学及び医学系研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「感染症学・免
疫学学位プログラム」では、ディプロマ・ポリシーに定める⾼度な知識・能⼒を修得するため、
次のとおり教育課程を編成しています。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

医学系研究科の医学、⽣命科学、及び医療に関する⾼度専⾨性授業科⽬に加えて、⽣命現象を統
合的に理解する能⼒を涵養するための多様な関連領域の授業科⽬、グローバルに活躍する能⼒を
涵養するための授業科⽬及び新しい領域を切り拓き、世界を変える研究を⾏う研究者として、感
染症学・免疫学研究を先導する能⼒を養成する科⽬などを体系的に編成し、講義、演習、実習等
を適切に組合せた⾼度な授業と優れた研究指導を⾏います。 
 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 
・医学・⽣命科学・医療に関する⾼度な知識を⾝につけるための講義を選択必修科⽬として学修

します。 
・⽣命現象を統合的に理解する能⼒を⾝につけるための講義を選択必修科⽬として学修します。 
・医学研究に必要な⾼度な倫理観と、安全に研究を⾏うための知識を⾝につけることを⽬的とし

た講義を選択必修科⽬として学修します。 
・グローバルに活躍する能⼒を⾝につけるための英語演習を選択科⽬として学修します。 
・医学を取り巻く多様な学問分野と協働する能⼒を⾝につけるため、配属された研究室での指導

教員による研究指導を選択必修科⽬として学修します。 
・世界の第⼀線で活躍する研究者が主宰する研究グループでの学位論⽂研究をとおし、研究基礎

⼒の涵養のみならず実践的な感染症学・免疫学の学識を深めるとともに、研究に対する技術・
⽅法論及び研究マネジメントを学修します。 

・研究実践⼒を涵養し、世界⽔準の⾃⽴した研究者として研究を実施するための独創的研究課題
の創出と先端研究の実施経験の蓄積、世界的視野の獲得のため、世界第⼀線の指導教員による
研究指導を必修科⽬として学修します。 

・免疫学フロンティア研究センター、微⽣物病研究所、感染症総合教育研究拠点及び先端モダリ
ティ・DDS 研究センターの国際的な研究機関・研究者とのネットワークを活⽤した共同研究、
海外留学等の国際交流への参画を通じてグローバルに活躍する能⼒を修得します。 

 
＜学修成果の評価⽅法＞ 
・学修の成果は、シラバスに記載された学習⽬標を試験、レポートにより、その達成度を評価し

ます。 
・プログラム修了審査では、独創的研究課題にもとづく優れた科学技術⽔準を満たす研究成果を

発表し、⾃ら研究を実践する能⼒を有する研究者として、新しい領域を切り拓き、感染症学・
免疫学研究を先導する能⼒を有しているかを評価します。 



・学位論⽂の審査は厳格に⾏われ、その評価は、知識・技能、それらを発展・活⽤できる能⼒の
修得度によって評価します。 



カリキュラムマップ（博士課程　感染症学・免疫学学位プログラム）

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

医学研究に必要な高度な
倫理観を身につけてい
る。

○

医学・生命科学・医療に
関する高度な知識を身に
つけている。

○ ○ ○

医学を取り巻く多様な学
問分野と協働する能力を
身につけている。

○ ○ ○

生命現象を統合的に理解
する能力を身につけてい
る。

○ ○ ○

グローバルに活躍する能
力を身につけている。

○

新しい領域を切り拓き、
世界を変える研究を行う
研究者として、感染症
学・免疫学研究を先導す
る能力を身につけてい
る。

○

必修科目 　　選択必修科目 選択科目

３年 ４年１年 ２年

最
先
端
か
つ
高
度
な

専
門
性
と
深
い
学
識

高
度
な
教
養

高
度
な
国
際
性

高
度
な
デ
ザ
イ
ン
力

独
自
の
教
育
目
標

授業科目A
（生体統御医学A、感染症・免疫

学Aなど）

特別セミナー

（生体統御医学特別セミナー、

感染症・免疫学特別セミナーな

ど）

実践感染症学・免疫学演習 1

実践感染症学・免疫学演習 2

感染症学・免疫学実習 1

感染症学・免疫学実習 2

Medical Writing

Medical Oral Presentation
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医学系研究科 保健学専攻 
学位プログラム： 次世代のがんプロフェッショナル養成プラン 高度がん看護専門看護師  
授与する学位： 修士（看護学）または修士（保健学） 
 
教育目標 
 
大阪大学及び医学系研究科保健学専攻の教育目標のもと、がん医療に関わる熟練したケア技術

とキュアの知識を備え、がん患者及び家族の様々なニーズや課題に応えられる臨床判断力と卓越
した実践力を持って、患者の身体的・精神的な苦痛を理解し、患者の QOL（生活の質）の視点
に立った水準の高いケアを提供できるがん看護専門看護師を育成します。また、患者や家族に対
する直接ケアだけではなく、看護師への相談や教育、チーム医療を円滑に提供するための調整を
行える人材を育成します。 
さらに、がん看護専門看護師を目指すにあたり、がん医療に関する深い学識と教養をもち、高

い倫理観と豊かな人間性を備え、国際的視点を持った人材の育成を目指しています。 
「高度がん看護専門看護師コース」は、文部科学省の多様な新ニーズに対応する「次世代のが

んプロフェッショナル養成プラン」をもとに開設されています。本コースは、日本看護系大学協
議会の認定した高度実践看護師教育課程であり、がん医療専門人材(がんプロフェッショナル)で
あるがん看護専門看護師の資格取得を目的として、以下の教育目標の項目を挙げています。 
 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・机上の学び以外に、チーム医療による高度ながん医療に対応する臨床実習を取り入れ、がん医
療における熟練したケア技術とキュアの知識を身につけた人材を育成します。 

・がん患者及び家族の様々なニーズや課題に応えられる臨床判断力と卓越した実践力を持ち、患
者の QOL（生活の質）の視点に立った水準の高いケアを提供できる人材を育成します。 
・次世代のがんプロフェッショナル養成プランの連携大学と協働して、がん医療の現場で顕在化
している課題に対応できる人材を育成します。 

 
○高度な教養 
・熟練したケア技術とキュアの知識を基盤として、がん医療の現場でリーダーシップを発揮でき
る人材を育成します。 
・看護師として培ってきた知識・経験をもとに、がん医療に関するケア技術とキュアの知識をさ
らに発展させ、後進の看護師をはじめとした医療専門職に対して教育及び相談対応を行うこと
のできる能力を育成します。 

・がん看護専門看護師にふさわしい高い倫理感性を身につけ、がん患者及び家族が抱える課題を
解決できる人材を育成します。 

 
○高度な国際性  



・熟練したケア技術とキュアの知識を用いて、国際的な視点からがん看護の課題を評価できる人
材を育成します。 

・異なる言語・文化背景を考慮したがん看護のあり方について検討し、卓越したケアを提供でき
る力が修得できるようにします。 
 

○高度なデザイン力 
・がん医療における多様な課題に対応するために、がん医療を担う他職種と協働しながらがん患

者及び家族の抱える課題の解決ができる能力を養います。 

・がん看護における新規性・独自性のある研究課題に向き合い、時代のニーズに応じた研究遂行

能力を身につけた人材を育成します。 

 
○独自の教育目標 
・がん患者の身体的・精神的な苦痛を理解し、がん患者及び家族に対して QOLの視点に立ち、看

護実践、相談、調整、倫理調整、教育、研究の 6つの役割が発揮できる人材を育成します。 

・次世代のがんプロフェッショナル養成プランの人材育成として取り組むべき施策のうち、がん

医療の現場で顕在化しているがん疼痛のケアに卓越した人材やがんサバイバーの支援ができる

人材を育成します。 

 

「高度がん看護専門看護師コース」では、がん医療に関わる熟練したケア技術とキュアの知識を

備え、がん患者及び家族の QOL（生活の質）の視点に立った水準の高いケアを提供できるがん看

護専門看護師を育成します。 

 

 

  



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 
大阪大学及び医学系研究科保健学専攻のディプロマ・ポリシーのもと、がん医療に関わる熟練

したケア技術とキュアの知識を備え、がん患者及び家族の QOL（生活の質）の視点に立った水
準の高いケアを提供できるがん看護専門看護師を育成するために、以下の学生に学位（修士（看
護学）または修士（保健学））を授与します。 
 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・がん医療の最新の科学的根拠をもとに、患者を取り巻く事象や課題を解決するための高い臨床
判断力と実践力を修得している 

・がん医療の現場で課題となっているがん疼痛やがんサバイバーへのケアに関する知識と支援が
できる実践力を修得している 

・がん医療に関わる熟練したケア技術とキュアの知識を備え、がん患者及び家族の QOL（生活の
質）の視点に立った水準の高いケアを提供できる能力を有する 
 

○高度な教養 
・がん看護専門看護師にふさわしい高い倫理観と人間性を持ち、がん医療の発展や質の向上に積
極的に貢献できる力を修得している 

 
○高度な国際性 
・日本で実践されているがん看護を国際的な視点から評価し、日本におけるがん看護実践の位置
づけを説明できる能力を有する 

・国際的なガイドライン及び国際専門誌の読解力を身につけ、自身の実践や研究の社会への貢献
について説明できる能力を有する 

 
○高度なデザイン力 
・高い問題解決能力を身につけ、がん患者が抱える課題に対するケアを提案し、組織や同僚とと
もに看護実践を提供できる能力を有する 

・看護学と医療分野の様々なニーズに対応するために、がん医療に関わる熟練したケア技術とキ
ュアの知識をもとに、がん医療に関わる他職種と協働したチーム医療を提供できる 

・がん医療の現場で課題となっている事柄を研究の視点と統合し、自主性、独創性をもとに研究
テーマを設定できる 

 
○独自の学習目標 
・がん医療に関する高度な専門性と深い学識をもとに、がん看護専門看護師の 6つの役割である
看護実践、相談、調整、倫理調整、教育、研究が発揮できる能力を有する 



・がん疼痛を看護の視点から臨床推論、アセスメントし、個別的なケアを計画できる能力の修得
とともに、がん疼痛緩和のために、多職種チームを調整できる能力を有する。 

・がんサバイバーの抱える課題について関心をもち、支援の在り方について、当事者へのケアを
通して学び、支援できる能力を修得する。 

 
 
  



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 

 
＜教育課程編成の考え方＞ 
「高度がん看護専門看護師コース」では、質の高いがん医療の提供に必要となる熟練したケア
技術とキュアの知識を修得するために必要な講義、実習を履修させ、指導教員からの研究指導の
もとに修士論文の作成を目指します。 
授業科目を履修する過程において、がん医療に関する高度な専門性と深い学識・教養を身につ

け、がん医療で直面する課題を発見し解決する臨床判断力を身につけるとともに、がん看護専門
看護師を目指す上で必要となる高い倫理性を身につけさせます。 
また、研究を遂行する基礎学力を身につけ、研究の進捗状況報告の過程の中で理論と実践を結
びつけるための研究テーマを自ら設定できる能力を修得させます。そのなかで、国際学会への参
加や、科学論文を英語で読むことにより、高度な国際性を身につけさせます。 
 
＜学修内容及び学修方法＞ 

 
 
＜学修成果の評価方法＞ 
学修の成果は、講義内でのプレゼンテーション及びレポートによって、シラバスに記載された学
習目標への到達度をもとに評価します。また、実習や論文作成に関しても同様に、学習目標の到
達度によって評価します。 
講義や実習においては、高度な専門性や教養が身についているかのみならず、他職種との協働の
姿勢、がん看護専門看護師となるための姿勢や態度についても評価します。 

 
「高度がん看護専門看護師コース」では、質の高いがん医療を提供するために必要となる熟練

したケア技術とキュアの知識を修得するために必要な講義、実習を履修、がん看護実践の課題解
決に向けた研究に取り組み、修士論文を作成させます。講義や実習では、他職種や他者との協働、

大阪大学及び医学系研究科保健学専攻のカリキュラム・ポリシーのもと、以下のとおりカリキ
ュラム・ポリシーを定めています。熟練したケア技術とキュアの知識を修得し、がん看護専門看
護師に必要となる高度な臨床判断能力・倫理的感性、高い研究の遂行能力を育む教育システムと
なっています。 

「高度がん看護専門看護師コース」は、本課程に 2年以上在学し、所定の単位を修得し、かつ、
必要な研究指導を受けた上、指導教員から論文指導を受け修士論文を提出して、その審査及び最
終試験に合格すれば修了し、学位を授与します。 
所定の単位とは、①専門看護師共通科目 16単位以上、②がん看護専門科目 28単位以上の合計

44単位以上です。がん看護専門科目の 28単位には、講義以外にも、必修である臨地実習 10 単
位、研究２単位が含まれます。なお、高度教養教育科目と高度国際性涵養教育科目の履修が必須
となります。 



がん看護の専門職となるための高度な教養や姿勢についても評価します。 



医学系（保健学専攻）がんプロ ⾼度がん看護専⾨看護師コース 修⼠（看護学または保健学） カリキュラムマップ

学習⽬標 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期
最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識
○がん医療の最新の科学的根拠をもとに、患者を取り巻く事象や課題を解決す
るための⾼い臨床判断⼒と実践⼒を⾝につけている

○

〇がん医療の現場で課題となっているがん疼痛やがんサバイバーへのケアに関す
る知識と⽀援ができる実践⼒を⾝につけている ○

○がん医療に関わる熟練したケア技術とキュアの知識を備え、がん患者および家
族のQOL（⽣活の質）の視点に⽴った⽔準の⾼いケアを提供できる ○

独⾃の学習⽬標
○がん医療に関する⾼度な専⾨性と深い学識をもとに、がん看護専⾨看護師
の6つの役割である看護実践、相談、調整、倫理調整、教育、研究が発揮でき
る能⼒を有する

○

〇がん疼痛を看護の視点から臨床推論、アセスメントし、個別的なケアを計画で
きる能⼒の修得とともに、がん疼痛緩和のために、多職種チームを調整できる能
⼒を有する

○

〇がんサバイバーの抱える課題について関⼼をもち、⽀援の在り⽅について、当
事者へのケアを通して学び、⽀援できる能⼒を⾝につけている ○

⾼度な教養
○がん看護専⾨看護師にふさわしい⾼い倫理観と⼈間性を持ち、がん医療の
発展や質の向上に積極的に貢献できる⼒を修得している

○

⾼度な国際性
○⽇本で実践されているがん看護を国際的な視点から評価し、⽇本におけるが
ん看護実践の位置づけを説明できる能⼒を有する

○

○国際的なガイドラインおよび国際専⾨誌の読解⼒を⾝につけ、⾃⾝の実践や
研究の社会への貢献について説明できる能⼒を有する ○

⾼度なデザイン⼒
○⾼い問題解決能⼒を⾝につけ、がん患者が抱える課題に対するケアを提案
し、組織や同僚とともに看護護実践を提供できる能⼒を有する

○

○看護学と医療分野の様々なニーズに対応するために、がん医療に関わる熟練
したケア技術とキュアの知識をもとに、がん医療に関わる他職種と協働したチーム
医療を提供できる能⼒を⾝につけている

○

○がん医療の現場で課題となっている事柄を研究の視点と統合し、⾃主性、独
創性をもとに研究テーマを設定できる ○

2年
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1年

⾼度がん看護専⾨看護師コース共通科⽬

高度がん看護専門看護師コース専門科目

がんの病態生理学各論Ⅰ、がん看護方法論Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ、

がん看護実践特論Ⅰ,Ⅱなど

がん看護実践実習Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ
がん治療看護実践実習Ⅰ,Ⅱ

がん看護実践研究 研究

発表会





































医学系（保健学専攻）がんプロ　地域の病理医不足を補う病理・細胞診断コース　修士（保健学）　　　カリキュラムマップ

I, II, 













医学系（保健学専攻）がんプロ　がん治療を目指した分子ゲノムコース　修士（保健学）　　　カリキュラムマップ

( I, II I, II )



医学系研究科 保健学専攻 
学位プログラム： 次世代のがんプロフェッショナル養成プラン がん免疫療法・がん
予防のための免疫診断 
授与する学位： 修士 (保健学) 
 
教育目標 
 
大阪大学及び医学系研究科保健学専攻の教育目標のもと、将来、医療分野でのキャリア
を目指す学生を対象に、がん免疫学およびがん生物学に関する知識を習得し、研究を通じ
てがん免疫学、特にがん免疫療法・がん予防のための免疫診断の分野で悪性腫瘍に関する
新たな検査法および治療法の開発に独自の視点をもって自主的に取り組むことができるよ
うに教育します。 
 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
高度な専門性と学識を高めるためにがんの発生および悪性化に関与する因子、がんに対す
る免疫監視、がんワクチン、免疫療法と相補いその効果を増強する新たな治療法のいずれか
について研究し、がんの発生から発症、治療のサイクルの中で大きな役割を果たすがん免疫
についての理解を深められるように指導します。 
 
○高度な教養 
培ってきた教養と深い専門知識を更に発展させて、どのような医療現場においても、柔軟な
思考と応用ができるように能力を養成します。 
 
○高度な国際性 
高度な専門知識、技術と語学力を高め、国際的な学会や意見交換の場で自分の考えを英語で
述べることができるように指導します。 
 
○高度なデザイン力 
自分の研究テーマのみならず、様々な文献や情報をグローバルに収集し、研究を多角的な視
点から展開するデザイン力を養います。 
 
○独自の教育目標 
修了時までにがん免疫療法・がん予防のための免疫診断に関する研究論文を完成できるよ
うに指導します。免疫療法やがん予防において重要な腫瘍免疫能を評価する能力や個人個
人の免疫能に基づいて個別化されたがん治療法を開発する能力を身につけさせます。実際
の研究過程を通じて、考える力を養成し、将来がん免疫学、特にがん免疫療法・がん予防
のための免疫診断の分野でリーダーとして信頼される人材の育成を目指します。 



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 
大阪大学及び医学系研究科保健学専攻のディプロマ・ポリシーのもと、「がん免疫療法・
がん予防のための免疫診断コース」では以下のとおりディプロマ・ポリシーを定めていま
す。がん免疫学、特にがん免疫療法・がん予防のための免疫診断の分野で悪性腫瘍に関す
る新たな検査法および治療法の開発に関わるキャリアを目指す学生を受け入れ、ディプロ
マ・ポリシーに書かれた能力を身につけ所定の単位を修得するとともに所定の研究指導を
うけ修士論文を提出した学生に学位（修士（保健学））を授与します。 
 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・医療科学の領域で研究を遂行できる基礎学力と高度な専門性と深い学識・教養、高い倫理
性を備えている 
 
○高度な教養 
・医療専門職としてふさわしい高い倫理観と人間性を身につけ、常に医療のプロフェッショ
ナルであるという自覚のもとに、社会の発展のために積極的に貢献できる 
 
○高度な国際性 
・国際専門誌の読解力と、自身の研究の社会への説明能力を有している 
 
○高度なデザイン力 
・学問の府たる大学としての自主性、独創性があり、研究の視点として理論と実証の両面を
備える研究テーマを設定できる 
・課題に対する新たな評価法を提案でき、問題解決能力を身につけ、基盤技術を構築できる 

 
○独自の学習目標 
・免疫療法やがん予防において重要な腫瘍免疫能を評価する能力や個人個人の免疫能に基
づいて個別化されたがん治療法を開発する能力を有し、将来の医療へ貢献できる研究を推
進できる能力を有している。 
  



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 
大阪大学及び医学系研究科保健学専攻のカリキュラム・ポリシーのもと、「がん免疫療

法・がん予防のための免疫診断コース」では以下のとおりカリキュラム・ポリシーを定め
ています。柔軟な思考力、高度な医療の知識、研究者としての高い倫理性が持てるような
教育システムになっています。 

 
＜教育課程編成の考え方＞ 
博士前期課程では、医療科学の領域の専門分野の研究に必要な最先端の高度な講義、演習、

実験、実習を履修させ、指導教員からの研究指導の下に修士論文を作成させます。 
必要な授業科目を履修する過程において、医療科学の領域で研究を遂行する基礎学力と高

度な専門性と深い学識・教養を身につけさせ、演習での発表や研究の進捗状況報告の過程の
中で研究の視点として理論と実証の両面を備える研究テーマを自ら設定できる能力や臨床
での課題を発見し解決する能力を身につけさせるとともに、他者からの視線にさらすこと
により高い倫理性を身につけさせます。また、基本的に科学論文を英語で読むことを必要と
するため、英語で行われる講義の受講、英語による研究発表を行うことにより、高度な国際
性を身につけさせます。 
 
＜学修内容及び学修方法＞ 
博士前期課程では、2年間以上在学しその間に専門科目、高度教養教育科目、高度国際性
涵養教育科目をそれぞれ所定の単位数を充足し、必要な研究指導を受けた上、指導教員から
論文指導を受け修士論文を提出し、その審査及び最終試験に合格すれば修了し、学位を授与
します。 
がんの発生および悪性化に関与する因子、がんに対する免疫監視、がんワクチン、免疫療
法と相補いその効果を増強する新たな治療法のいずれかのテーマで研究します。実験計画、
実施、結果の解釈と分析、次の実験の方向性と項目を具体的に設定し、研究的な問いに対す
る答えを出していきます。週 1 回の講義によって他分野の研究について理解を深め、自分
のテーマ以外についても見識を広め考える力を養います。自考力、課題解決能力が要求され、
それぞれを独自の方法によって修得できる/評価できる学修体系になっています。 
 
＜学修成果の評価方法＞ 
学修の成果は講義、セミナーにおける出席、テーマについての討論、レポート作成等に加

えて、普段からの研究に取り組む熱意、議論と組織人としての協働的な態度を重視します。
最終的には完成した研究成果＝学位論文により総合的に評価します。 
 



春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

⾼度な教養
○医療専⾨職としてふさわしい⾼い倫理観と⼈間性を⾝につけ、
常に医療のプロフェッショナルであるという⾃覚のもとに、社会
の発展のために積極的に貢献できる

○

最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識
○医療科学の領域で研究を遂⾏できる基礎学⼒と⾼度な専⾨性と
深い学識・教養、⾼い倫理性を備えている ○ ○ ○ ○

独⾃の学修⽬標
○免疫療法やがん予防において重要な腫瘍免疫能を評価する能⼒
や個⼈個⼈の免疫能に基づいて個別化されたがん治療法を開発す
る能⼒を有し、将来の医療へ貢献できる研究を推進できる能⼒を
有している

○ ○ ○ ○

⾼度なデザイン⼒
○・学問の府たる⼤学としての⾃主性、独創性があり、研究の視
点として理論と実証の両⾯を備える研究テーマを設定できる
・課題に対する新たな評価法を提案でき、問題解決能⼒を⾝につ
け、基盤技術を構築できる

○ ○

⾼度な国際性
○国際専⾨誌の読解⼒と、⾃⾝の研究の社会への説明能⼒を有し
ている ○

専⾨科⽬

がん免疫診断学 I, II、がん免疫診断学実習 I, II等

医療技術科学ゼミナールI・II

⾼度国際性涵養科⽬

２年

研究科学習⽬標

医学系（保健学専攻）がんプロ がん免疫療法・がん予防のための免疫診断コース 修⼠（保健学）   カリキュラムマップ
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薬学研究科 

 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学の教育⽬標のもと、薬学研究科では、医薬品の創成や適正使⽤法の確⽴、⽣活環境の
安全・安⼼の確保などを通じて⼈類の健康に奉仕し、豊かな社会の発展を主導できる卓越した⼈
材を輩出することを理念とし、薬学領域の最先端の研究を通して幅広い知識と深い専⾨性を修得
することにより、将来、研究、医療、教育、産業、⾏政等の分野で国際的に活躍して⾼度な「もの
づくり（創薬）」に貢献できる指導的研究者を育成します。 

こういった⼈材を育成するために、薬学研究科では、学内の産業科学研究所、微⽣物病研究所、
阪⼤微⽣物病研究会等、医学部附属病院、学外の医薬基盤・健康・栄養研究所、医薬品医療機器
総合機構、医薬品⾷品衛⽣研究所等の機関との連携のもとに、「最先端の⾼度な専⾨性と深い学識」、
「⾼度な教養」、「⾼度な国際性」及び「⾼度なデザイン⼒」の養成・涵養を⽬指します。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
・⽣命科学、創薬科学、社会・環境薬学、医療・臨床薬学、先進医療、レギュラトリーサイエン
ス等の最先端の薬学研究を通して修得した⾼度な知識・技能の統合により、主導的に課題解決
を進めることができる資質・能⼒を養成します。 
 

○⾼度な教養 
・薬学にとどまらない幅広くより深い知識を修得させ、複眼的・俯瞰的な思考⼒を養成します。 
・創造性あふれる豊かな⼈間性と卓越したリーダーシップ、⼈類の健康に指導的な⽴場で貢献す
る強い使命感、最先端医療の担い⼿としての優れた倫理観を涵養します。 
 

○⾼度な国際性 
・世界を視野に⼊れて異⽂化社会を俯瞰し、創薬や先進医療、公衆衛⽣等において国際的に指導
的研究者として活躍ができる優れた国際競争⼒を養成します。 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
・⾃らヒトの健康・医療・福祉に関わるローカル及びグローバルな薬学的課題を深く探求し、協
調的かつ主導的にその解決を図り、さらにその⾼度化を進めることができる資質・能⼒を養成し
ます。  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のディプロマ・ポリシーのもと、薬学研究科は、医療薬学専攻及び創成薬学専攻にお
いて、教育⽬標に定める薬学領域の最先端の研究を通して幅広い知識と深い専⾨性を修得し、将
来、研究、医療、教育、産業、⾏政等の分野で国際的に活躍して⾼度な「ものづくり（創薬）」
に貢献できる指導的研究者の育成を⽬指します。このような研究者を育成するために、⼤学院学
則に定める期間在学し、薬学研究科が下記の学習⽬標に定める「最先端の⾼度な専⾨性と深い学
識」、「⾼度な教養」、「⾼度な国際性」及び「⾼度なデザイン⼒」を⾝につけ、所定の単位を修得
し、必要な研究指導を受けた上、論⽂の審査及び最終試験に合格した学⽣に博⼠（薬学）及び修
⼠（薬科学）・博⼠（薬科学）の学位を授与します。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・⽣命科学、創薬科学、社会・環境薬学、医療・臨床薬学、先進医療、レギュラトリーサイエン
ス等の最先端の薬学研究を通して修得した⾼度な知識・技能の統合により、主導的に課題解決
を進めることができる。 
 

○⾼度な教養 
・薬学にとどまらない幅広くより深い知識と複眼的・俯瞰的な思考⼒を有する。 
・創造性あふれる豊かな⼈間性と卓越したリーダーシップ、⼈類の健康に指導的な⽴場で貢献
する強い使命感、最先端医療の担い⼿としての優れた倫理観を有する。 
 

○⾼度な国際性 
・世界を視野に⼊れて異⽂化社会を俯瞰し、創薬や先進医療、公衆衛⽣等において国際的に指
導的研究者として活躍ができる優れた国際競争⼒を⾝につけている。 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
・⾃らヒトの健康・医療・福祉に関わるローカル及びグローバルな薬学的課題を深く探求し、
協調的かつ主導的にその解決を図り、さらにその⾼度化を進めることができる。 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のカリキュラム・ポリシーのもと、薬学研究科では、ディプロマ・ポリシーに掲げた
「最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識」、「⾼度な教養」、「⾼度な国際性」及び「⾼度なデザイ
ン⼒」を修得するために、創成薬学専攻の博⼠前期課程においては、講義科⽬、ゼミナール科⽬、
演習科⽬、⾼度教養教育科⽬及び⾼度国際性涵養教育科⽬、博⼠後期課程においては、選択必修
科⽬、必修科⽬、選択科⽬を体系的に編成しています。また医療薬学専攻の博⼠課程においては、
選択必修科⽬、必修科⽬を体系的に編成しています。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

ディプロマ・ポリシーに掲げた「最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識」、「⾼度な教養」、「⾼度
な国際性」及び「⾼度なデザイン⼒」について、それぞれの学習⽬標の修得を⽬的とした科⽬を
体系的に配当することにより教育課程の編成を⾏います。 

すなわち、「最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識」は、創成薬学専攻の博⼠前期課程では講義
科⽬、ゼミナール科⽬及び演習科⽬、博⼠後期課程では選択必修科⽬及び必修科⽬によって修得
します。医療薬学専攻の博⼠課程では選択必修科⽬及び必修科⽬によって修得します。 

「⾼度な教養」は、創成薬学専攻の博⼠前期課程では講義科⽬、ゼミナール科⽬、演習科⽬及
び⾼度教養教育科⽬、博⼠後期課程では選択必修科⽬、必修科⽬、選択科⽬によって修得します。
医療薬学専攻の博⼠課程では選択必修科⽬、必修科⽬、選択科⽬によって修得します。 

「⾼度な国際性」は、創成薬学専攻の博⼠前期課程では講義科⽬、ゼミナール科⽬、演習科⽬
及び⾼度国際性涵養教育科⽬、博⼠後期課程では選択必修科⽬、必修科⽬、選択科⽬によって修
得します。医療薬学専攻の博⼠課程では選択必修科⽬、必修科⽬、選択科⽬によって修得します。
両専攻において、特に「グローバル⼤学院薬学演習」は本資質・能⼒の修得に特化した科⽬とし
て配当されています。 

「⾼度なデザイン⼒」は、創成薬学専攻の博⼠前期課程ではゼミナール科⽬、演習科⽬及び⾼
度教養教育科⽬、博⼠後期課程では選択必修科⽬及び必修科⽬及び選択科⽬によって修得します。
医療薬学専攻の博⼠課程では選択必修科⽬及び必修科⽬によって修得します。 
 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

「最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識」、「⾼度な教養」、「⾼度な国際性」及び「⾼度なデ
ザイン⼒」について、それぞれの学習⽬標の修得に係る科⽬については、学習⽬標への到達に適
した学修⽅法として、PBL・アクティブラーニング、⾃⼰学修を取り⼊れた講義、演習や、実習、
実験、研修等を⾏います。また、適宜こういった学修⽅法を組み合わせて授業を⾏います。 
 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

全ての開講科⽬について、それぞれの学習⽬標の到達度を適正に評価するための⽅法及び基準



を定め、これをシラバスに明記して学⽣に周知し、学修成果を厳格かつ公正に評価します。特に、
知識（授業等）だけではなく⼤学院教育においてさらなる⾼度化を図るべき技能や思考⼒・判断
⼒・表現⼒、協働して学ぶ態度の修得・醸成を⾏う演習科⽬や実習科⽬等（研究指導）について
は、科⽬の学習⽬標や修得すべき資質・能⼒に合わせた適正な学修成果の評価を⾏います。 



薬学研究科 
学位プログラム︓ 創成薬学 
授与する学位︓ 修⼠（薬科学）、博⼠（薬科学) 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学及び薬学研究科の教育⽬標のもと、創成薬学専攻では、優れた国際競争⼒を持つ指導
的研究者を輩出することを⽬指して、卓越した「創薬基盤研究⼒」を有する⼈材を育成します。
すなわち、ライフサイエンスの最先端でグローバルに活躍でき、次世代の我が国の「ものづくり
（創薬）」の⽂化を⽀えることができる基礎研究者、さらには創薬基礎研究に加え環境科学、レギ
ュラトリーサイエンスの分野で活躍できる研究者の育成に⼒を注ぎ、総合的に⾰新的医薬品創出、
医療・⽣命科学の発展に貢献できる優れた薬学⼈材の輩出を⽬指します。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
（博⼠前期課程） 

・有機化学、⽣物化学、物理化学などの幅広く深い知識を基盤として、さらに⽣命科学、創薬
科学、社会・環境衛⽣薬学等の薬学専⾨分野における卓越した「創薬基盤技術⼒」を養成しま
す。 

（博⼠後期課程） 
・有機化学、⽣物化学、物理化学などの幅広く深い知識を基盤として、さらに⽣命科学、創薬
科学、社会・環境衛⽣薬学等の薬学専⾨分野における卓越した「創薬基盤技術⼒」修得し、創
薬基礎研究者として次世代の「ものづくり（創薬）」を担うことができる資質・能⼒を養成しま
す。 
 

○⾼度な教養 
（博⼠前期課程） 

・⼈類が直⾯する健康・福祉・医療に関わる地球規模課題問題の解決に向けて、主導的かつ意欲
的に取り組むことができる薬学領域の深い知識と複眼的・俯瞰的な思考⼒を養成します。 
・創造性あふれる豊かな⼈間性と卓越したリーダーシップ、強い使命感、優れた倫理観を涵養し
ます。 

（博⼠後期課程） 
・⼈類が直⾯する健康・福祉・医療に関わる地球規模課題問題の解決に向けて、主導的かつ意欲
的に取り組むことができる薬学領域の深い知識と複眼的・俯瞰的な思考⼒を養成します。 
・創造性あふれる豊かな⼈間性と卓越したリーダーシップ、課題問題の解決を主導する強い使
命感、指導的研究者としての優れた倫理観を涵養します。 
・地球規模課題の解決を指導的な⽴場で推進できる資質・能⼒を養成します。 
 



○⾼度な国際性 
（博⼠前期課程） 

・将来、研究、教育、⾏政等において指導的⽴場で国際的に活躍するために必要な、世界の異⽂
化社会を俯瞰し、最先端の創薬や公衆衛⽣等の研究を主導できる優れた国際的競争⼒を養成し
ます。 

（博⼠後期課程） 
・将来、研究、教育、⾏政等において指導的⽴場で国際的に活躍するために必要な、世界の異
⽂化社会を俯瞰し、最先端の創薬や公衆衛⽣等の研究を主導できる優れた国際的競争⼒を養成
します。 

 ・優れた国際的競争⼒を⽣かして、⾼度グローバル⼈材として活躍できる資質・能⼒を養成し
ます。 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
（博⼠前期課程） 

・ローカル及びグローバルな薬学的課題を深く探求し、協調的かつ主導的にその解決策を⾒出
すことができ、さらにその⾼度化を図ることができる資質・能⼒を養成します。 

（博⼠後期課程） 
・ローカル及びグローバルな薬学的課題を深く探求し、協調的かつ主導的にその解決策を⾒出
すことができ、さらにその⾼度化を図ることができる資質・能⼒を養成します。 
・ローカル及びグローバルな薬学的課題の解決策を指導的な⽴場で実践することができる資
質・能⼒を養成します。 
 
 
 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学及び薬学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、創成薬学専攻では、優れた国際的競
争⼒を持った指導的研究者を輩出することを⽬指して、卓越した「創薬基盤研究⼒」を有する⼈
材を育成するという教育⽬標に基づいて、ライフサイエンスの最先端でグローバルに活躍でき、
次世代の「ものづくり（創薬）」を担う創薬基礎研究者を育成します。すなわち、最先端の基礎
科学を修得するのみならず、新たな⽣命原理の発⾒や⾰新的科学技術・医療技術の創成に寄与す
る卓越した「創薬基盤技術⼒」を備え、さらに発展させることができる⼈材の育成を実践しま
す。 

学習⽬標に掲げる「最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識」、「⾼度な教養」、「⾼度な国際性」及
び「⾼度なデザイン⼒」を達成して所定の単位を修得し、必要な研究指導を受けた上、論⽂の審
査及び最終試験に合格した者に、博⼠前期課程においては修⼠（薬科学）、博⼠後期課程におい
ては博⼠（薬科学）の学位を授与します。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
（博⼠前期課程） 

・有機化学、⽣物化学、物理化学などの幅広く深い知識を基盤として、さらに⽣命科学、創薬
科学、社会・環境衛⽣薬学等の薬学専⾨分野における卓越した「創薬基盤技術⼒」を⾝につけ
ている。 

（博⼠後期課程） 
・有機化学、⽣物化学、物理化学などの幅広く深い知識を基盤として、さらに⽣命科学、創薬
科学、社会・環境衛⽣薬学等の薬学専⾨分野における卓越した「創薬基盤技術⼒」を⾝につけ、
創薬基礎研究者として次世代の「ものづくり（創薬）」を担うことができる。 

 
○⾼度な教養 
（博⼠前期課程） 

・⼈類が直⾯する健康・福祉・医療に関わる地球規模課題問題の解決に向けて、主導的かつ意
欲的に取り組むことができる薬学領域の深い知識と複眼的・俯瞰的な思考⼒を⾝についている。 
・創造性あふれる豊かな⼈間性と卓越したリーダーシップ、強い使命感、優れた倫理観を⾝に
つけている。 

（博⼠後期課程） 
・⼈類が直⾯する健康・福祉・医療に関わる地球規模課題問題の解決に向けて、主導的かつ意欲
的に取り組むことができる薬学領域の深い知識と複眼的・俯瞰的な思考⼒を⾝につけている。 
・創造性あふれる豊かな⼈間性と卓越したリーダーシップ、課題問題の解決を主導する強い使命
感、指導的研究者としての優れた倫理観を⾝につけている。 
・地球規模課題の解決を指導的な⽴場で推進できる。 



○⾼度な国際性 
（博⼠前期課程） 

・将来、研究、教育、⾏政等において指導的⽴場で国際的に活躍するために必要な、世界の異⽂
化社会を俯瞰し、最先端の創薬や公衆衛⽣等の研究を主導できる優れた国際的競争⼒を⾝につ
けている。 

（博⼠後期課程） 
・将来、研究、教育、⾏政等において指導的⽴場で国際的に活躍するために必要な、世界の異⽂
化社会を俯瞰し、最先端の創薬や公衆衛⽣等の研究を主導できる優れた国際的競争⼒を⾝につ
けている。 

 ・優れた国際的競争⼒を⽣かして、⾼度グローバル⼈材として活躍できる。 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
（博⼠前期課程） 

・ローカル及びグローバルな薬学的課題を深く探求し、協調的かつ主導的にその解決策を⾒出
すことができ、さらにその⾼度化を図ることができる。 

（博⼠後期課程） 
・ローカル及びグローバルな薬学的課題を深く探求し、協調的かつ主導的にその解決策を⾒出
すことができ、さらにその⾼度化を図ることができる。 
・ローカル及びグローバルな薬学的課題の解決策を指導的な⽴場で実践することができる。 

 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学及び薬学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、創成薬学専攻では、ディプロマ・
ポリシーに掲げた「最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識」、「⾼度な教養」、「⾼度な国際性」及
び「⾼度なデザイン⼒」を修得するために、博⼠前期課程においては講義科⽬、ゼミナール科⽬、
演習科⽬、⾼度教養科⽬及び⾼度国際性涵養教育科⽬、博⼠後期課程においては、選択必修科⽬、
必修科⽬、選択科⽬を体系的に編成しています。課程を修了するためには、前期課程では１、２
年⽣で合計 30 単位以上、後期課程では１〜３年で合計 15 単位以上の取得が必要となります。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

ディプロマ・ポリシーに掲げた「最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識」、「⾼度な教養」、「⾼度
な国際性」及び「⾼度なデザイン⼒」について、それぞれの学習⽬標の修得を⽬的とした科⽬を
体系的に配当することにより教育課程の編成を⾏います。 

それぞれの学習⽬標の修得については、「最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識」は、前期課程で
は講義科⽬、ゼミナール科⽬及び演習科⽬、後期課程では選択必修科⽬及び必修科⽬によって修
得します。 

「⾼度な教養」は、前期課程では講義科⽬、ゼミナール科⽬、演習科⽬及び⾼度教養教育科⽬、
後期課程では選択必修科⽬、必修科⽬、選択科⽬によって修得します。 

「⾼度な国際性」は、前期課程では講義科⽬、ゼミナール科⽬、演習科⽬及び⾼度国際性涵養
教育科⽬、後期課程では選択必修科⽬、必修科⽬、選択科⽬によって修得します。特に「グロー
バル⼤学院薬学演習」は本資質・能⼒の修得に特化した科⽬として両課程に配当されています。 

「⾼度なデザイン⼒」は、前期課程ではゼミナール科⽬、演習科⽬及び⾼度教養科⽬、後期課
程では選択必修科⽬、必修科⽬及び選択科⽬によって修得します。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

「最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識」、「⾼度な教養」、「⾼度な国際性」及び「⾼度なデザ
イン⼒」について、それぞれの学習⽬標の修得に係る科⽬については、学習⽬標への到達に適し
た学修⽅法として、PBL・アクティブラーニング、⾃⼰学修を取り⼊れた講義、演習や、実習、実
験、研修等を⾏います。また、適宜こういった学修⽅法を組み合わせて授業を⾏います。 
 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

全ての開講科⽬について、それぞれの学習⽬標の到達度を適正に評価するための⽅法及び基準
を定め、これをシラバスに明記して学⽣に周知し、学修成果を厳格かつ公正に評価します。特
に、知識（授業等）だけではなく⼤学院教育においてさらなる⾼度化を図るべき技能や思考⼒・
判断⼒・表現⼒、協働して学ぶ態度の修得・醸成を⾏う演習科⽬や実習科⽬等（研究指導）につ
いては、科⽬の学習⽬標や修得すべき資質・能⼒に合わせた適正な学修成果の評価を⾏います。 
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特別演習 演習科目
選択必修
(3単位)がん緩和医療特別演習

ゼミナール科

目必修
(10単位)

創薬薬学
ゼミナール１

創薬薬学
ゼミナール２

生物有機化学
特別講義

天然物創薬学
特別講義

生物物理化学
特別講義

分子細胞生物
学特別講義

疾患生体応答
学特別講義

分子病態生理学
特別講義

未来医療学
特別講義

先端生命科学
特別講義

衛生薬学
特別講義

医療薬学
特別講義

伝統医薬解析
特別講義

医薬基盤科学
特別講義

ﾚｷﾞｭﾗﾄﾘｰｻｲｴﾝｽ
特別講義

医薬品医療機器
評価学特別講義

創薬サイエンス
特別講義

ヘルスコミュニ
ケーション

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ大学院
薬学特別講義

法中毒学
演習

法中毒学
演習２

法臨床中毒学 薬物機器分析
特論

ゲノム医薬品学
特論

ゲノム医療体内
動態解析学特論

ゲノム医療評価
統計学特論

先進がん薬物療法
副作用学特論

先進緩和医療
薬物学特論

知的財産入門

医薬品臨床評価
特論

医薬品開発計画
特論

臨床試験デザイン
特論

臨床薬理学特論 医薬品開発規制
特論

医薬品ﾗｲﾌｻｲｸﾙ
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ特論

臨床研究倫理特論
医薬品開発計画

管理学特論
稀少疾患特論

臨床研究統計学
詳論

メディカル
アフェアーズ特論

臨床試験データ
管理学特論

医薬品安全学特論 臨床ビッグデータ
活用学特論

薬品製造化学
特別講義

医薬合成化学
特別講義

発展途上国におけるｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
健康環境の課題と対策

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ大学院
薬学演習

Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ Ⅹ
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1 2 3

創薬ナノデザイン学
1 2 3

衛生分析学

1 2 3
医薬品医療機器評価学

1 2 3
循環器病態学

1 2 3
生体分子科学

1 2 3

環境病因病態学
1 2 3

レギュラトリーサイエンス

1 2 3
医薬基盤科学

1 2 3

先制心身医薬学
1 2 3

先端化粧品科学

3
筋幹細胞創薬

1 2 3

医薬品・医療機器規制科学
1 2 3

構造生物学
1 2 3

天然物創薬学
1 2 3

次世代食品開発学
1 2

死因究明学・薬用資源学
1 2 3

臨床薬理学

1 2 3
医療薬学

1 2 3

臨床薬効解析学
1 2 3

情報・計量薬学

3
薬剤学

1 2 3

1 2 3
遺伝子機能解析学

1 2 3

生物有機化学
1 2 3

細胞生理学

1 2 3
細胞生物学

1 2 3

1 2 3
薬品製造化学

1 2 3
分子生物学

1 2 3
医薬合成化学

1 2 3

生体応答制御学
1 2 3

生体構造機能分析学

1 2 3

毒性学
1 2 3

神経薬理学
1 2
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(非修了要

件)

選択必修
科目

(6単位以上)

最
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高
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性
と
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知的財産入門

創成薬学特別研究1/2/3

がん基盤研究特別演習

がん臨床研究特別演習

特別演習

グローバル大学院薬学演習

大学院後期・創成薬学専攻

後期博士課程１年 後期博士課程２年 後期博士課程３年

高分子化学



薬学研究科  
学位プログラム︓ ⽣命医科学の社会実装プログラム（創成薬学）   
授与する学位︓ 修⼠（薬科学）、博⼠（薬科学） 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学及び薬学研究科の教育⽬標のもと、学位プログラム「⽣命医科学の社会実装プログラ
ム」では、下記のような⼈材および能⼒の育成に取り組んでいます。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
（博⼠前期課程） 
・有機化学、⽣物化学、物理化学などの幅広く深い知識を基盤として、さらに⽣命科学、創薬科

学、社会・環境衛⽣薬学等の薬学専⾨分野における卓越した「創薬基盤技術⼒」を養成します。 
（博⼠後期課程） 
・有機化学、⽣物化学、物理化学などの幅広く深い知識を基盤として、さらに⽣命科学、創薬科

学、社会・環境衛⽣薬学等の薬学専⾨分野における卓越した「創薬基盤技術⼒」を修得し、創
薬基礎研究者として次世代の「ものづくり（創薬）」を担うことができる資質・能⼒を養成しま
す。 

 
○⾼度な教養 
（博⼠前期課程） 
・⼈類が直⾯する健康・福祉・医療に関わる地球規模課題問題の解決に向けて、主導的かつ意欲

的に取り組むことができる薬学領域の深い知識と複眼的・俯瞰的な思考⼒を養成します。 
・創造性あふれる豊かな⼈間性と卓越したリーダーシップ、強い使命感、優れた倫理観を涵養し

ます。 
（博⼠後期課程） 
・⼈類が直⾯する健康・福祉・医療に関わる地球規模課題問題の解決に向けて、主導的かつ意欲

的に取り組むことができる薬学領域の深い知識と複眼的・俯瞰的な思考⼒を養成します。 
・創造性あふれる豊かな⼈間性と卓越したリーダーシップ、課題問題の解決を主導する強い使命

感、指導的研究者としての優れた倫理観を涵養します。 
・地球規模課題の解決を指導的な⽴場で推進できる資質・能⼒を養成します。 
 
○⾼度な国際性 
（博⼠前期課程） 
・将来、研究、教育、⾏政等において指導的⽴場で国際的に活躍するために必要な、世界の異⽂

化社会を俯瞰し、最先端の創薬や公衆衛⽣等の研究を主導できる優れた国際的競争⼒を養成し
ます。 



（博⼠後期課程） 
・将来、研究、教育、⾏政等において指導的⽴場で国際的に活躍するために必要な、世界の異⽂

化社会を俯瞰し、最先端の創薬や公衆衛⽣等の研究を主導できる優れた国際的競争⼒を養成し
ます。 

・優れた国際的競争⼒を⽣かして、⾼度グローバル⼈材として活躍できる資質・能⼒を養成しま
す。 

 
○⾼度なデザイン⼒ 
（博⼠前期課程） 
・ローカル及びグローバルな薬学的課題を深く探求し、協調的かつ主導的にその解決策を⾒出す

ことができ、さらにその⾼度化を図ることができる資質・能⼒を養成します。 
（博⼠後期課程） 
・ローカル及びグローバルな薬学的課題を深く探求し、協調的かつ主導的にその解決策を⾒出す

ことができ、さらにその⾼度化を図ることができる資質・能⼒を養成します。 
・ローカル及びグローバルな薬学的課題の解決策を指導的な⽴場で実践することができる資質・

能⼒を養成します。 
 
○独⾃の教育⽬標 
・卓抜した研究成果をあげるとともに⽣命医科学を俯瞰できる「研究実践⼒」と、その研究成果

を社会応⽤するための知のスキルである「社会実装⼒」を兼備した⼈材を養成します。



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および薬学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「⽣命科学の社会
実装プログラム」では教育⽬標に定める⼈材を育成するため、所定期間在学し、必要な単位を修
得のうえ、審査及び試験に合格し、次のとおり優れた知識と能⼒を⾝につけている学⽣に学位を
授与します。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
（博⼠前期課程） 
・有機化学、⽣物化学、物理化学などの幅広く深い知識を基盤として、さらに⽣命科学、創薬科

学、社会・環境衛⽣薬学等の薬学専⾨分野における卓越した「創薬基盤技術⼒」を⾝につけて
いる。 

（博⼠後期課程） 
・有機化学、⽣物化学、物理化学などの幅広く深い知識を基盤として、さらに⽣命科学、創薬科

学、社会・環境衛⽣薬学等の薬学専⾨分野における卓越した「創薬基盤技術⼒」を⾝につけ、創
薬基礎研究者として次世代の「ものづくり（創薬）」を担うことができる。 

 
○⾼度な教養 
（博⼠前期課程） 
・⼈類が直⾯する健康・福祉・医療に関わる地球規模課題問題の解決に向けて、主導的かつ意欲

的に取り組むことが出来る薬学領域の深い知識と複眼的・俯瞰的な思考⼒を⾝につけている。 
・創造性あふれる豊かな⼈間性と卓越したリーダーシップ、強い使命感、優れた倫理観を⾝につ

けている。 
（博⼠後期課程） 
・⼈類が直⾯する健康・福祉・医療に関わる地球規模課題問題の解決に向けて、主導的かつ意欲

的に取り組むことができる薬学領域の深い知識と複眼的・俯瞰的な思考⼒を⾝につけている。 
・創造性あふれる豊かな⼈間性と卓越したリーダーシップ、課題問題の解決を主導する強い使命

感、指導的研究者としての優れた倫理観を⾝につけている。 
・地球規模課題の解決を指導的な⽴場で推進できる。 

 
○⾼度な国際性 
（博⼠前期課程） 
・将来、研究、教育、⾏政等において指導的⽴場で国際的に活躍するために必要な、世界の異⽂

化社会を俯瞰し、最先端の創薬や公衆衛⽣等の研究を主導できる優れた国際的競争⼒を⾝につ
けている。 

 



（博⼠後期課程） 
・将来、研究、教育、⾏政等において指導的⽴場で国際的に活躍するために必要な、世界の異⽂

化社会を俯瞰し、最先端の創薬や公衆衛⽣等の研究を主導できる優れた国際的競争⼒を⾝につ
けている。 

・優れた国際的競争⼒を⽣かして、⾼度グローバル⼈材として活躍できる。 
 
○⾼度なデザイン⼒ 
（博⼠前期課程） 
・ローカル及びグローバルな薬学的課題を深く探求し、協調的かつ主導的にその解決策を⾒出す

ことができ、さらにその⾼度化を図ることができる。 
（博⼠後期課程） 
・ローカル及びグローバルな薬学的課題を深く探求し、協調的かつ主導的にその解決策を⾒出す

ことができ、さらにその⾼度化を図ることができる。 
・ローカル及びグローバルな薬学的課題の解決策を指導的な⽴場で実践することができる。 

 
○独⾃の学習⽬標 
・卓抜した研究成果をあげるとともに⽣命医科学を俯瞰できる「研究実践⼒」と、その研究成果

を社会応⽤するための知のスキルである「社会実装⼒」を⾝につけている。 
 
  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および薬学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「⽣命医科学の
社会実装プログラム」では、ディプロマ・ポリシーに定める⾼度な知識・能⼒を習得するため、
次のとおり教育課程を編成しています。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

ディプロマ・ポリシーに掲げた「最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識」、「⾼度な教養」、「⾼度な
国際性」及び「⾼度なデザイン⼒」について、それぞれの学習⽬標の修得を⽬的とした科⽬、⽣
命医科学の⼊⾨科⽬、研究実践⼒を強化する研究科横断科⽬及び研究成果を社会実装する科⽬・
実践訓練科⽬を体系的に配当することにより教育課程の編成を⾏います。 

それぞれの学習⽬標の修得については、「最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識」は、前期課程で
は講義科⽬、ゼミナール科⽬及び演習科⽬、後期課程では選択必修科⽬及び必修科⽬によって修
得します。 

「⾼度な教養」は、前期課程では講義科⽬、ゼミナール科⽬、演習科⽬及び⾼度教養教育科⽬、
後期課程では選択必修科⽬、必修科⽬、選択科⽬によって修得します。 

「⾼度な国際性」は、前期課程では講義科⽬、ゼミナール科⽬、演習科⽬及び⾼度国際性涵養
教育科⽬、後期課程では選択必修科⽬、必修科⽬、選択科⽬によって修得します。特に「グロー
バル⼤学院薬学演習」は本資質・能⼒の修得に特化した科⽬として両課程に配当されています。 

「⾼度なデザイン⼒」は、前期課程ではゼミナール科⽬、演習科⽬及び⾼度教養科⽬、後期課
程では選択必修科⽬、必修科⽬及び選択科⽬によって修得します。 
 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 
・「最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識」、「⾼度な教養」、「⾼度な国際性」及び「⾼度なデザ

イン⼒」について、それぞれの学習⽬標の修得に係る科⽬については、学習⽬標への到達に適
した学修⽅法として、PBL・アクティブラーニング、⾃⼰学修を取り⼊れた講義、演習や、実
習、実験、研修等を⾏います。また、適宜こういった学修⽅法を組み合わせて授業を⾏います。 

・⽣命医科学の基礎的知識や倫理的素養を学修するための講義を選択必修科⽬として学修します。 
・異分野に対する理解を深め、研究実践⼒を強化する研究科横断型の演習及び実習、研究成果を

社会実装するために必要となる知識を⾝につけるための演習を必修科⽬として学修します。 
・研究成果を社会実装する実践訓練の実習を必修科⽬として学修します。 
 
＜学修成果の評価⽅法＞ 
・全ての開講科⽬について、それぞれの学習⽬標の到達度を適正に評価するための⽅法及び基準

を定め、これをシラバスに明記して学⽣に周知し、学修成果を厳格かつ公正に評価します。特
に、知識（授業等）だけではなく⼤学院教育においてさらなる⾼度化を図るべき技能や思考



⼒・判断⼒・表現⼒、協働して学ぶ態度の修得・醸成を⾏う演習科⽬や実習科⽬等（研究指
導）については、科⽬の学習⽬標や修得すべき資質・能⼒に合わせた適正な学修成果の評価を
⾏います。 

・プログラム教育については、進級審査を⾏い、研究実践⼒を有しているかを評価します。プロ
グラム修了審査では研究実践⼒に加え、社会実装⼒を有しているかを評価します。 



Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

高
度
な
デ
ザ
イ
ン
力

ゼミナール科
目必修
( 10単位)

特別演習 演習科目
選択必修
( 3単位)がん緩和医療特別演習

最先端の研究を
主導できる優れた
国際的競争力を
身につけている

高
度
な
国
際
性

高度教養教育科目/高度国際性涵養教育科目

協調的・主導的に課題の
解決策を見出しさらに

その高度化を図ることがで
きる

大学院前期・創成薬学専攻

薬学専門分野における
幅広く深い知識を

基盤として、卓越した
「創薬基盤技術力」を

身につけている

最
先
端
か
つ

高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

前期博士課程１年 前期博士課程２年

選択必修
科目

(1単位以上)

深い知識と
複眼的・俯瞰的な思考力

を身につけている

高
度
な
教
養

豊かな人間性と卓越した
リーダーシップ・
強い使命感・
高い倫理観を
身につけている

創薬薬学
ゼミナール１

創薬薬学
ゼミナール２

生物有機化学
特別講義

天然物創薬学
特別講義

生物物理化学
特別講義

分子細胞生物
学特別講義

疾患生体応答
学特別講義

分子病態生理学
特別講義

未来医療学
特別講義

先端生命科学
特別講義

衛生薬学
特別講義

医療薬学
特別講義

伝統医薬解析
特別講義

医薬基盤科学
特別講義

ﾚｷﾞｭﾗﾄﾘｰｻｲｴﾝｽ
特別講義

医薬品医療機器
評価学特別講義

創薬サイエンス
特別講義

ヘルスコミュニ
ケーション

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ大学院
薬学特別講義

法中毒学
演習

法中毒学
演習２

法臨床中毒学 薬物機器分析
特論

生命医科学の社会実装プログラム授業科目
必修(4単位)

選択必修(4単位) 生命医科学の社会実装プログラム授業科目 必修(12単位)
卓抜した研究成果をあげるとともに生命医科学を俯瞰で
きる「研究実践力」と、その研究成果を社会応用するため
の知のスキルである「社会実装力」を身につけている。

ゲノム医薬品学
特論

ゲノム医療体内
動態解析学特論

ゲノム医療評価
統計学特論

先進がん薬物療法
副作用学特論

先進緩和医療
薬物学特論

知的財産入門

医薬品臨床評価
特論

医薬品開発計画
特論

臨床試験デザイン
特論

臨床薬理学特論 医薬品開発規制
特論

医薬品ﾗｲﾌｻｲｸﾙ
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ特論

臨床研究倫理特論
医薬品開発計画
管理学特論

稀少疾患特論

臨床研究統計学
詳論

メディカル
アフェアーズ特論

臨床試験データ
管理学特論

医薬品安全学特論 臨床ビッグデータ
活用学特論

薬品製造化学
特別講義

医薬合成化学
特別講義

発展途上国におけるｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
健康環境の課題と対策

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ大学院
薬学演習

Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ Ⅹ

必修科目
( 3単位)

地域・グローバルな
薬学的課題の解決
策を指導的な立場
で実践することがで

きる

高
度
な
デ
ザ

イ
ン
力

修得した資質・能力
を生かして高度グ
ローバル薬学人材

として
活躍できる

高
度
な
国
際
性

協調的・主導的に薬
学的課題の解決策
を見出し、さらにそ
の高度化を図ること

ができる

高
度
な
教
養

最先端の研究を
主導できる優れた
国際的競争力を
身につけている

選択必修

科目

(6単位以上)

卓越した
「創薬基盤技術力」

を
身につけ次世代の
「ものづくり(創薬)」

を
担うことができる

深い知識と
複眼的・俯瞰的な思
考力を身につけてい

る

豊かな人間性と卓
越したリーダーシッ

プ・
強い使命感・
高い倫理観を
身につけている

地球規模課題の解
決を指導的な立場

で
推進できる

1 2 3

創薬ナノデザイン学
1 2 3

衛生分析学

1 2 3
医薬品医療機器評価学

1 2 3
循環器病態学

1 2 3
生体分子科学

1 2 3

環境病因病態学
1 2 3

レギュラトリーサイエンス

1 2 3
医薬基盤科学

1 2 3

先制心身医薬学
1 2 3

先端化粧品科学

3
筋幹細胞創薬

1 2 3

医薬品・医療機器規制科学
1 2 3

構造生物学
1 2 3

天然物創薬学
1 2 3

次世代食品開発学
1 2

死因究明学・薬用資源学
1 2 3

臨床薬理学

1 2 3
医療薬学

1 2 3

臨床薬効解析学
1 2 3

情報・計量薬学

3
薬剤学

1 2 3

1 2 3
遺伝子機能解析学

1 2 3

生物有機化学
1 2 3

細胞生理学

1 2 3
細胞生物学

1 2 3

1 2 3
薬品製造化学

1 2 3
分子生物学

1 2 3
医薬合成化学

1 2 3

生体応答制御学
1 2 3

生体構造機能分析学

1 2 3

毒性学
1 2 3

神経薬理学
1 2

選択科目
(非修了要

件)

選択必修
科目

(6単位以上)

最
先
端
か
つ

高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

知的財産入門

創成薬学特別研究1/2/3

がん基盤研究特別演習

がん臨床研究特別演習

特別演習

グローバル大学院薬学演習

大学院後期・創成薬学専攻

後期博士課程１年 後期博士課程２年 後期博士課程３年

高分子化学



薬学研究科 
学位プログラム︓ 医療薬学 
授与する学位︓ 博⼠（薬学) 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学及び薬学研究科の教育⽬標のもと、医療薬学専攻では、世界をリードする先導的医療
⼈の輩出を⽬指して、卓越した「創薬臨床⼒」を有する⼈材を育成します。すなわち、優れた研
究能⼒に裏打ちされた⾼度かつ多様な知識や技能を有し、医療・臨床薬学、トランスレーショナ
ルリサーチ、医薬品開発研究の最先端でグローバルに活躍し、医療現場における臨床的な課題を
主導的に解決できる⾼度研究型薬剤師の輩出を⽬指します。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・医療・臨床薬学における幅広く深い知識を基盤に、将来最先端の先進医療を担うことができ
る卓越した「創薬臨床⼒」を養成します。 
 

○⾼度な教養 
・多様化・複雑化する臨床的な課題の解決に向けて、主導的かつ意欲的に取り組むことができ
る薬学領域、特に医療・臨床薬学の深い知識を修得させ、複眼的・俯瞰的な思考⼒を養成しま
す。 
・研究者としての創造性あふれる豊かな⼈間性と卓越したリーダーシップ、医療⼈としての強
い使命感と優れた倫理観を涵養します。 
 

○⾼度な国際性 
・将来、先進医療の最前線や研究、教育、⾏政等において指導的⽴場で国際的に活躍するため
に必要な、世界の医療情勢を俯瞰し、最先端の薬物治療や医療技術開発等に関する研究を主導
できる優れた国際的な競争⼒を持つ⼈材を養成します。 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
・ローカル及びグローバルな薬学的課題、特に臨床的な課題を深く探求し、協調的かつ主導的
にその解決策を⾒出すことができ、さらにその⾼度化を図ることができる⾼度デザイン⼒を養
成します。 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学及び薬学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、医療薬学専攻では、世界をリードす
る先導的医療⼈の輩出を⽬指して、卓越した「創薬臨床⼒」を有する⼈材を育成するという教育
⽬標に基づいて、優れた研究能⼒に裏打ちされた⾼度かつ多様な知識や技能を有し、医療・臨床
薬学、トランスレーショナルリサーチ、医薬品開発研究の最先端でグローバルに活躍し、臨床的
な課題を主導的に解決できる⾼度研究型薬剤師を育成します。すなわち、医療の現場はもとより
医療・臨床薬学の最前線の研究や医薬保健⾏政、品質保証・薬事を含めた医薬品開発の⼊⼝から
出⼝において、国際的舞台で指導的な⽴場で活躍し、薬物治療・医療技術の科学的評価と最適
化、さらには新規開発に寄与できる「創薬臨床⼒」を備え、さらに発展させることができる⼈材
の育成を実践します。 

学習⽬標に掲げる「最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識」、「⾼度な教養」、「⾼度な国際性」及
び「⾼度なデザイン⼒」を達成して所定の単位を修得し、必要な研究指導を受けた上、論⽂の審
査及び最終試験に合格し博⼠課程を修了した者に博⼠（薬学）の学位を授与します。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・医療・臨床薬学における幅広く深い知識を基盤に、将来最先端の先進医療を担うことができ
る卓越した「創薬臨床⼒」を⾝につけ、⾼度研究型薬剤師として先進医療における次世代の薬
物治療・医療技術の開発とその発展を担うことができる。 

 
○⾼度な教養 

・多様化・複雑化する臨床的な課題の解決に向けて、主導的かつ意欲的に取り組むことができ
る薬学領域、特に医療・臨床薬学の深い知識と複眼的・俯瞰的な思考⼒を⾝につけている。 

・研究者としての創造性あふれる豊かな⼈間性と卓越したリーダーシップ、医療⼈としての強
い使命感と優れた倫理観を⾝につけている。 

・これらの資質・能⼒を⽣かして、臨床的課題の解決を指導的な⽴場で推進できる。 
 
○⾼度な国際性 

・将来、先進医療の最前線や研究、教育、⾏政等において指導的⽴場で国際的に活躍するため
に必要な、世界の医療情勢を俯瞰し、最先端の薬物治療や医療技術開発等に関する研究を主導
できる優れた国際的競争⼒を⾝につけている。 
・これらの資質・能⼒を⽣かして、⾼度グローバル薬学⼈材として活躍できる。 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
・ローカル及びグローバルな薬学的課題、特に臨床的な課題を深く探求し、協調的かつ主導的
にその解決策を⾒出すことができ、さらにその⾼度化を図ることができる。 



 ・ローカル及びグローバルな臨床的な課題の解決策を指導的な⽴場で実践することができる。 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学及び薬学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、医療薬学専攻では、ディプロマ・
ポリシーに掲げた「最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識」、「⾼度な教養」、「⾼度な国際性」及
び「⾼度なデザイン⼒」を修得するために、博⼠課程において選択必修科⽬、必修科⽬を体系的
に編成しています。博⼠課程を修了するためには、１〜４年で合計 30 単位以上の取得が必要と
なります。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

ディプロマ・ポリシーに掲げた「最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識」、「⾼度な教養」、「⾼度
な国際性」及び「⾼度なデザイン⼒」について、それぞれの学習⽬標の修得を⽬的とした科⽬を
体系的に配当することにより教育課程の編成を⾏います。 

それぞれの学習⽬標の修得について、「最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識」は、選択必修科⽬
及び必修科⽬によって修得します。 

「⾼度な教養」は、選択必修科⽬、必修科⽬、選択科⽬によって修得します。 
「⾼度な国際性」は、選択必修科⽬、必修科⽬、選択科⽬によって修得します。特に「グロー

バル⼤学院薬学演習」は本資質・能⼒の修得に特化した科⽬として配当されています。 
「⾼度なデザイン⼒」は、選択必修科⽬及び必修科⽬によって修得します。 
 

＜学修内容及び学修⽅法＞ 
「最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識」、「⾼度な教養」、「⾼度な国際性」及び「⾼度なデザ

イン⼒」の修得に向けて、それぞれの学習⽬標の修得に係る科⽬については、学習⽬標への到達
に適した学修⽅法として、PBL・アクティブラーニング、⾃⼰学修を取り⼊れた講義、演習や、実
習、実験、研修等を⾏います。また、適宜こういった学修⽅法を組み合わせて授業を⾏います。 
 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

全ての開講科⽬について、それぞれの学習⽬標の到達度を適正に評価するための⽅法及び基準
を定め、これをシラバスに明記して学⽣に周知し、学修成果を厳格かつ公正に評価します。特
に、知識（授業等）だけではなく⼤学院教育においてさらなる⾼度化を図るべき技能や思考⼒・
判断⼒・表現⼒、協働して学ぶ態度の修得・醸成を⾏う演習科⽬や実習科⽬等（研究指導）につ
いては、科⽬の学習⽬標や修得すべき資質・能⼒に合わせた適正な学修成果の評価を⾏います。 
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創薬サイエンス特別講義

ゲノム医薬品学特論

大学院・医療薬学専攻

博士課程１年 博士課程２年 博士課程３年 博士課程４年

薬品製造化学特別講義

生物有機化学特別講義

生物物理化学特別講義

疾患生体応答学特別講義

未来医療学特別講義

 分子病態生理学特別講義

 先端生命科学特別講義

 医療薬学特別講義

伝統医薬解析学特別講義

必修科目
(15単位)

 医薬基盤科学特別講義

 医薬品医療機器評価学特別講義

 発展途上国におけるグローバル健康環境の課題と対策

 ゲノム医療体内動態解析学特論

 先進がん薬物療法副作用学特論

 法臨床中毒学

選択必修
科目

(8単位以上)

特別演習

がん基盤研究特別演習

がん臨床研究特別演習

選択必修
科目

(7単位以上)

 医薬合成化学特別講義

 天然物創薬学特別講義

 分子細胞生物学特別講義

ゲノム医療評価統計学特論

レギュラトリーサイエンス特別講義

衛生薬学特別講義

協調的・主導的に薬学

的課題の解決策を見出

し、さらにその高度化を

図ることができる

地域・グローバルな

薬学的課題の解決策を

指導的な立場で実践

することができる

最
先
端
か
つ

高
度
な

専
門
性
と

深
い
学
識

高
度
な
教
養

高
度
な
国
際
性

高
度
な
デ
ザ

イ
ン
力

卓越した

「創薬基盤技術力」を

身につけ次世代の

「ものづくり(創薬)」を

担うことができる

深い知識と

複眼的・俯瞰的な思考

力を身につけている

豊かな人間性と卓越し

たリーダーシップ・

強い使命感・

高い倫理観を

身につけている

地球規模課題の解決を

指導的な立場で推進

できる

最先端の研究を

主導できる優れた

国際的競争力を

身につけている

修得した資質・能力を

生かして高度グローバ

ル薬学人材として

活躍できる

薬物機器分析特論

先端緩和医療薬物学特論  知的財産入門

グローバル大学院薬学演習  法中毒学演習

法中毒学演習２

医療薬学ゼミナール１ 医療薬学ゼミナール２ 医療薬学ゼミナール３



薬学研究科 
学位プログラム︓ ⽣命医科学の社会実装プログラム（医療薬学） 
授与する学位︓ 博⼠（薬学） 
 
教育⽬標 
 
⼤阪⼤学及び薬学研究科の教育⽬標のもと、学位プログラム「⽣命医科学の社会実装プログラ

ム」では、下記のような⼈材および能⼒の育成に取り組んでいます。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
・医療・臨床薬学における幅広く深い知識を基盤に、将来最先端の先進医療を担うことができる

卓越した「創薬臨床⼒」を養成します。 
 
○⾼度な教養 
・多様化・複雑化する臨床的な課題の解決に向けて、主導的かつ意欲的に取り組むことができる

薬学領域、特に医療・臨床薬学の深い知識を修得させ、複眼的・俯瞰的な思考⼒を養成します。 
・研究者としての創造性あふれる豊かな⼈間性と卓越したリーダーシップ、医療⼈としての強い

使命感と優れた倫理観を涵養します。 
 
○⾼度な国際性 
・将来、先進医療の最前線や研究、教育、⾏政等において指導的⽴場で国際的に活躍するために

必要な、世界の医療情勢を俯瞰し、最先端の薬物治療や医療技術開発等に関する研究を主導で
きる優れた国際的な競争⼒を持つ⼈材を養成します。 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
・ローカル及びグローバルな薬学的課題、特に臨床的な課題を深く探求し、協調的かつ主導的に

その解決策を⾒出すことができ、さらにその⾼度化を図ることができる⾼度デザイン⼒を養成
します。 

 
○独⾃の教育⽬標 
・卓抜した研究成果をあげるとともに⽣命医科学を俯瞰できる「研究実践⼒」と、その研究成果

を社会応⽤するための知のスキルである「社会実装⼒」を兼備した⼈材を養成します。 
  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および薬学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「⽣命科学の社会
実装プログラム」では教育⽬標に定める⼈材を育成するため、所定期間在学し、必要な単位を修
得のうえ、審査及び試験に合格し、次のとおり優れた知識と能⼒を⾝につけている学⽣に学位を
授与します。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
・医療・臨床薬学における幅広く深い知識を基盤に、将来最先端の先進医療を担うことができる

卓越した「創薬臨床⼒」を⾝につけ、⾼度研究型薬剤師として先進医療における次世代の薬物
治療・医療技術の開発とその発展を担うことができる。 

 
○⾼度な教養 

・多様化・複雑化する臨床的な課題の解決に向けて、主導的かつ意欲的に取り組むことができる
薬学領域、特に医療・臨床薬学の深い知識と複眼的・俯瞰的な思考⼒を⾝につけている。 

・研究者としての創造性あふれる豊かな⼈間性と卓越したリーダーシップ、医療⼈としての強
い使命感と優れた倫理観を⾝につけている。 

・これらの資質・能⼒を⽣かして、臨床的課題の解決を指導的な⽴場で推進できる。 
 
○⾼度な国際性 

・将来、先進医療の最前線や研究、教育、⾏政等において指導的⽴場で国際的に活躍するため
に必要な、世界の医療情勢を俯瞰し、最先端の薬物治療や医療技術開発等に関する研究を主
導できる優れた国際的競争⼒を⾝につけている。 

・これらの資質・能⼒を⽣かして、⾼度グローバル薬学⼈材として活躍できる。 
 
○⾼度なデザイン⼒ 

・ローカル及びグローバルな薬学的課題、特に臨床的な課題を深く探求し、協調的かつ主導的
にその解決策を⾒出すことができ、さらにその⾼度化を図ることができる。 

・ローカル及びグローバルな臨床的な課題の解決策を指導的な⽴場で実践することができる。 
 
○独⾃の学習⽬標 

・卓抜した研究成果をあげるとともに⽣命医科学を俯瞰できる「研究実践⼒」と、その研究成果
を社会応⽤するための知のスキルである「社会実装⼒」を⾝につけている。 

 
 
  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および薬学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「⽣命医科学の社
会実装プログラム」では、ディプロマ・ポリシーに定める⾼度な知識・能⼒を習得するため、次
のとおり教育課程を編成しています。 
 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

ディプロマ・ポリシーに掲げた「最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識」、「⾼度な教養」、「⾼度な
国際性」及び「⾼度なデザイン⼒」について、それぞれの学習⽬標の修得を⽬的とした科⽬、⽣
命医科学の⼊⾨科⽬、研究実践⼒を強化する研究科横断科⽬及び研究成果を社会実装する科⽬・
実践訓練科⽬を体系的に配当することにより教育課程の編成を⾏います。 

それぞれの学習⽬標の修得について、「最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識」は、選択必修科⽬
及び必修科⽬によって修得します。 

「⾼度な教養」は、選択必修科⽬、必修科⽬、選択科⽬によって修得します。 
「⾼度な国際性」は、選択必修科⽬、必修科⽬、選択科⽬によって修得します。 
特に「グローバル⼤学院薬学演習」は本資質・能⼒の修得に特化した科⽬として配当されてい

ます。 
「⾼度なデザイン⼒」は、選択必修科⽬及び必修科⽬によって修得します。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

・「最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識」、「⾼度な教養」、「⾼度な国際性」及び「⾼度なデザイ
ン⼒」の修得に向けて、それぞれの学習⽬標の修得に係る科⽬については、学習⽬標への到
達に適した学修⽅法として、PBL・アクティブラーニング、⾃⼰学修を取り⼊れた講義、演習
や、実習、実験、研修等を⾏います。また、適宜こういった学修⽅法を組み合わせて授業を⾏
います。 

・⽣命医科学の基礎的知識や倫理的素養を学修するための講義を選択必修科⽬として学修しま
す。 

・異分野に対する理解を深め、研究実践⼒を強化する研究科横断型の演習及び実習、研究成果
を社会実装するために必要となる知識を⾝につけるための演習を必修科⽬として学修します。 

・研究成果を社会実装する実践訓練の実習を必修科⽬として学修します。 
 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

・全ての開講科⽬について、それぞれの学習⽬標の到達度を適正に評価するための⽅法及び基
準を定め、これをシラバスに明記して学⽣に周知し、学修成果を厳格かつ公正に評価しま
す。特に、知識（授業等）だけではなく⼤学院教育においてさらなる⾼度化を図るべき技能
や思考⼒・判断⼒・表現⼒、協働して学ぶ態度の修得・醸成を⾏う演習科⽬や実習科⽬等
（研究指導）については、科⽬の学習⽬標や修得すべき資質・能⼒に合わせた適正な学修成
果の評価を⾏います。 



・プログラム教育については、進級審査を⾏い、研究実践⼒を有しているかを評価します。プ
ログラム修了審査では研究実践⼒に加え、社会実装⼒を有しているかを評価します。 

 
 



Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

大学院・医療薬学専攻 卓越した

「創薬基盤技術力」を

身につけ次世代の

「ものづくり(創薬)」を

担うことができる

最
先
端
か
つ

高
度
な

専
門
性

と

深
い
学
識

博士課程１年 博士課程２年 博士課程３年 博士課程４年

薬品製造化学特別講義  医薬合成化学特別講義

選択科目
(非修了

要件)

深い知識と

複眼的・俯瞰的な思考

力を身につけている

高
度
な
教
養

生物有機化学特別講義  天然物創薬学特別講義

生物物理化学特別講義  分子細胞生物学特別講義

疾患生体応答学特別講義  分子病態生理学特別講義 豊かな人間性と卓越し

たリーダーシップ・

強い使命感・

高い倫理観を

身につけている

未来医療学特別講義  先端生命科学特別講義

衛生薬学特別講義  医療薬学特別講義

伝統医薬解析学特別講義  医薬基盤科学特別講義
地球規模課題の解決を

指導的な立場で推進

できる

レギュラトリーサイエンス特別講義  医薬品医療機器評価学特別講義

創薬サイエンス特別講義  発展途上国におけるグロー バル健康環境の課題と対策

ゲノム医薬品学特論  ゲノム医療体内動態解析学特論

最先端の研究を

主導できる優れた

国際的競争力を

身につけている

高
度
な
国
際
性

ゲノム医療評価統計学特論  先進がん薬物療法副作用学特論

先端緩和医療薬物学特論  知的財産入門

グローバル大学院薬学演習  法中毒学演習

法中毒学演習２  法臨床中毒学

薬物機器分析特論 修得した資質・能力を

生かして高度グローバ

ル薬学人材として

活躍できる特別演習

選択必修

科目
( 7単位以上)

協調的・主導的に薬学

的課題の解決策を見出

し、さらにその高度化を

図ることができる

高
度
な
デ
ザ
イ
ン
力

がん基盤研究特別演習

がん臨床研究特別演習

地域・グローバルな

薬学的課題の解決策を

指導的な立場で実践

することができる

必修科目
( 15単位)

医療薬学ゼミナール１ 医療薬学ゼミナール２ 医療薬学ゼミナール３

生命医科学の社会実装プログラム授業科目
必修科目
(16単位)

卓抜した研究成果をあげるとともに生命医科
学を俯瞰できる「研究実践力」と、その研究成
果を社会応用するための知のスキルである

「社会実装力」を身につけている。



⼯学研究科 

教育⽬標 
 

⼤阪⼤学の教育⽬標を受けて、⼯学研究科では、「科学と技術の融合を図り、より豊かな社会
⽣活を希求するための学問が⼯学である」との理念に基づき、⼯学の深い理解と積極的な活⽤を
通じて、⼈類社会の持続的発展に資することを⽬指した教育・研究に取り組んでおります。そし
て、世界最先端の研究課題に取り組ませ、⾃ら課題の抽出と解決法の発⾒を体験させること、場
合によっては産学共創協働研究にも参画させることにより、科学技術の追求から未踏の⼯学領域
の開拓まで、⼯学の関わる幅広い舞台において⼗分に活躍することができ、⾼度な研究俯瞰⼒を
備えて国際社会を牽引することのできるグローバル・リーダーの育成を⽬標としています。 

後期課程においては、上記に加えて「⼈類社会の未来の問題を予⾒する洞察⼒」、「未踏の⼯
学領域への展開⼒」を⾝に付けさせ、⼤阪⼤学のモットーである「地域に⽣き世界に伸びる」を
実践できるグローバル・リーダーを育成し、社会に輩出することを⽬標としています。 

 ○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

⼈類社会や⾃然界の仕組みを深く理解し、広範かつ⾼度な科学的知識を⾝に付けさせ、それら
を基礎として⼯学の各分野における世界最先端の専⾨的知識と技能を習得させることを⽬指しま
す。さらに、各⾃が独⾃に研究課題を考案し、それに取り込むことにより、学識を深め、課題を
抽出して解決できる、俯瞰⼒を有する⼈材の育成を⽬指します。 

○⾼度な教養 

⾃⼰の研究課題のみに留まらず、周辺分野、あるいは異分野の研究にも興味を持ち、⾃⼰の研
究との接点を⾒出す所から境界領域研究の創⽣や、さらには⼈類社会や⾃然界の仕組みそのもの
を深く理解でき、広範かつ⾼度な科学的知識、教養を⾝に付けた⼈材の育成を⽬指します。 

○⾼度な国際性 

国際共同研究、国際会議での発表等の機会を積極的に与え、それらの経験より、⼯学を真に国
際社会の発展に活かすことのできる⼈材の育成を⽬指します。 

○⾼度なデザイン⼒ 

⾃⼰の専⾨の研究課題を出発点とし、⼈類社会の複雑な問題の解決策を⾒出すことのできる深
い思考⼒を⾝に付けることによって、⼯学を真に⼈類社会の発展に活かすことのできるデザイン
⼒及び⾼い倫理観を持つ⼈材の育成を⽬指します。 



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のディプロマ・ポリシーのもとに、⼯学研究科では、教育⽬標に定める⼈材を育成す
るために、博⼠前期課程及び博⼠後期課程において、研究科に所定の期間在学し、各専攻におけ
る⾼度な専⾨に関して以下の項⽬にあげる能⼒を⾝につけ、所定の単位を修得し、研究科規程に
定める試験に合格した学⽣に修⼠（⼯学）、および博⼠（⼯学）の学位を授与します。 

【博⼠前期課程】 

○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・専攻する分野における⾼度な専⾨知識と技能を習得させる。 

・修⼠論⽂研究として取り組む先端専⾨分野の知識と技能を⾝に付けさせる。 

・修⼠論⽂研究の内容・成果を発表し、それに関する討論を⾏う能⼒を有する。 

○⾼度な教養 

・⾃ら実施した研究を正しく整理し、修⼠論⽂を作成する能⼒を有している。 

・国際社会が抱えている様々な問題を俯瞰でき、正確に理解して解決法を提案できる能⼒を⾝に
つけている。 

○⾼度な国際性 

・英語により⾃⼰の成果を発表し、留学⽣を始めとする海外の学⽣らと議論できる能⼒を⾝につ
ける。 

○⾼度なデザイン⼒ 

・研究開発を実践するための論理的思考⼒、コミュニケーション⼒及び問題解決⼒を有している 

・修⼠論⽂研究の内容・成果を発表し、それに関する討論を⾏う能⼒を有している 

【博⼠後期課程】 

○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・専攻する分野における先端的な専⾨知識と技能を有し、その真髄が理解できる能⼒を備えてい
る。 



・独創的研究課題の発掘能⼒、研究企画⼒、研究推進⼒、研究発信能⼒を有する。 

○⾼度な教養 

・研究遂⾏のための⾼い倫理観を有する。 

・論理的かつ独創的思考⼒、課題探究⼒、問題解決⼒、表現⼒を有する。 

○⾼度な国際性 

・国際的なコミュニケーション⼒を持ち、それで発表・議論を⾏える実践的研究能⼒を有する。 

○⾼度なデザイン⼒ 

・新規性、独創性、学術的意義を有する博⼠論⽂を作成する能⼒を有する。 

・博⼠論⽂研究の内容・成果を発表し、それに関する専⾨的に⾼度な討論を⾏う能⼒を有する。 

 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のカリキュラム・ポリシーのもとに、⼯学研究科では、学部で学んだ専⾨知識と技能
をより深めるために、⾼度かつ最新の理論を学ぶカリキュラムを各専攻で提供します。更にその
知識を実社会に活⽤するために必要な、幅広い分野の教養､デザイン⼒及び国際性の涵養を⽬的
として、専⾨教育科⽬、⾼度教養教育科⽬、⾼度国際性涵養教育科⽬を履修させ、それぞれを厳
格かつ適正に評価して単位認定します。 

【教育課程編成の考え⽅】 

博⼠前期課程では、各種授業により⾼度な専⾨知識と技能を修得させるとともに、実践的な研
究開発能⼒の育成を⽬的とし、研究室配属を通じた対⾯指導による修⼠研究で完結するカリキュ
ラムを提供している。また希望する学⽣は、⼤阪⼤学が学術協定を結んでいる海外の⼤学に留学
する機会もある。修了要件は、所定の授業科⽬について３０単位以上修得し、かつ必要な研究指
導を受け、修⼠論⽂審査に合格することです。 

博⼠後期課程では、各種授業により先端的な専⾨知識と技能を修得させるとともに、専⾨領域
における世界でトップレベルの研究開発能⼒の育成を⽬的とし、指導教員による⾼い研究倫理と
独創性・有⽤性等の視点からの研究論⽂指導を通じて完結するカリキュラムを提供している。修
了要件は、所定の単位を修得し、かつ必要な研究指導を受け、博⼠論⽂審査に合格することで
す。 

博⼠前期・後期課程を通じて、優秀で創造⼒に富む研究者・技術者を育成するために、⼯学研
究科に所属する教員に加え、関連の研究所・研究センター等の学内他部局や学外からも教員を迎
え、研究指導を⾏っています。 

【学修内容及び学修⽅法】 

専⾨教育科⽬では、各専⾨分野を系統的に履修できるように⼯夫しているとともに、専⾨の周
辺分野にも関⼼を持って履修できるように配置しています。また、社会における⼯学の役割を認
識できるように、実務経験を有する講師による授業科⽬も⼗分な量を準備しています。専⾨教育
と同時に、広い視野と俯瞰⼒の育成と国際⼒の強化の為に、⾼度教養教育科⽬と⾼度国際性涵養
科⽬を準備している。そして、教員の個別指導（研究指導）によって、各⾃の研究課題を遂⾏
し、学位論⽂としてまとめられるようなカリキュラム構成となっています。 

 【学修成果の評価⽅法】 

⼯学研究科の専⾨教育科⽬は多種多様の形があり、学修の成果はそれぞれの授業形態に適した
試験、レポート提出、⼝頭試問、成果発表等を採⽤しています。それらを厳格かつ公平に評価す
ることで、単位認定を⾏っています。 



 修⼠学位論⽂は、専攻分野における研究能⼒、⾼度の専⾨性が求められる職業を担うための能
⼒を修得するために⾏われた専攻分野の発展に貢献する研究内容を含み、その内容について各専
攻で開催される論⽂発表会で学術研究に相応しい発表・討論がなされた後、各専攻において学位
審査を⾏い、専攻⻑会にて最終判定を⾏っています。 
 博⼠学位論⽂は、学理とその応⽤に関する重要な貢献をなす⼗分な学術的価値を有し、⾃主的
かつ主体的に取り組んだ研究の成果であることが必要であり、その内容については過去に、いか
なる機関、いかなる申請者によっても発表された博⼠学位論⽂の内容を含まないものとします。
博⼠学位論⽂の内容は国際的に公表されるものとし、学位審査は各学位審査委員会及び各専攻に
より⾏われ、専攻⻑会にて最終判定を⾏っています。 
 
 



工学研究科 
学位プログラム︓ 生物工学 
授与する学位︓ 修士（工学) 博士（工学） 
 
教育目標 
 

大阪大学および工学研究科の教育目標のもと、学位プログラム「生物工学」では以下のとおり
教育目標を定めています。 

生物工学コースに加えて、我が国と国際社会の懸け橋となる人材育成を目指した留学生を対象
とした英語での講義から構成されるバイオテクノロジー産学共創グローバル人材育成特別プログ
ラム、さらに国際的リーダーシップ力の獲得と強化を目指した生物工学ダブルディグリープログ
ラムを設けています。これらのコース・プログラムにおいては、共通の英語にて実施する科目を
設けることにより、英語での自己表現力や討論能力を身につけさせます。これらを踏まえた上
で、研究室配属を通じた対面指導による修士研究により、人類社会に貢献するために必要なリー
ダーシップ力、デザイン力、国際性の涵養、複眼的視野、独創的視点の獲得を行います。 
 
博士前期課程 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 

・人類の未来に貢献できる国際感覚を持った人材の育成を目指し、生命科学、数学、物理学、
化学、情報科学や工学の素養を身につけるための教育・研究を通して、バイオテクノロジーの
フロンティアをも創出し得る国際的、創造的な研究者・技術者の育成を目指します。 
 

○高度な教養 
・生命のメカニズムを多様なアプローチで解析し、人と地球の持続的発展に必要な細胞、生命
システムの創造と工学的な展開を通して、その成果を食糧、医療、環境、材料，エネルギーな
どをはじめとした多様な産業に結実させ、人類の未来に貢献できる国際感覚を持った人材の育
成を目指します。 
 

○高度な国際性 
・英語でのコミュニケーション力と国際交流力を培う教育により、バイオテクノロジーのフロ
ンティアや先端的融合分野をも創出し得る国際的、創造的な人材を育成することを目指します。 
 

○高度なデザイン力 
・「生命に学び」、「生命を創り」、「生命で造る」から構成される生物生産システムをトータルに
デザインできるグローバル人材の育成を目指します。 

  



博士後期課程 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 

・人類の未来に貢献できる国際感覚を持った人材の育成を目指し、生命科学、数学、物理学、
化学、情報科学や工学の素養を身につけるための教育・研究を通して、バイオテクノロジーの
フロンティアや先端的融合分野をも創出し得る高度に国際的、創造的な研究者・技術者の育成
を目指します。 
 

○高度な教養 
・生命のメカニズムを多様なアプローチで解析し、人と地球の持続的発展に必要な細胞、生命
システムの創造と工学的な展開を通して、その成果を食糧、医療、環境、材料，エネルギーな
どをはじめとした多様な産業に結実させ、人類の未来に貢献できる国際感覚を持った高度な人
材の育成を目指します。 
 

○高度な国際性 
・英語でのコミュニケーション力と国際交流力を培う教育により、バイオテクノロジーのフロ
ンティアや先端的融合分野をも創出し得る高度に国際的、創造的な人材を育成することを目指
します。 
 

○高度なデザイン力 
・「生命に学び」、「生命を創り」、「生命で造る」から構成される生物生産システムをトータルに
デザインできる高度なグローバル人材の育成を目指します。 
 

  



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 

大阪大学および工学研究科のディプロマ・ポリシーのもとに、学位プログラム「生物工学」で
は以下のとおりディプロマ・ポリシーを定めており、以下の項目にあげる能力を身につけ、設定
した所定の単位を修得し、定められた試験・審査に合格した学生に修士(工学)または博士（工学）
の学位を授与します。 

学位プログラム「生物工学」で、修士（工学）の学位を取得するには、カリキュラムに沿って
設定された専門科目について、所定の単位を修得することが必須条件です。しかし、そうした多
様な生物工学専門分野の理解だけでなく、修了時には、修士研究の成果を原則として英語で発表
する事を課しています。その後、修士研究の成果を修士論文として提出することが求められます。
また、その間、前期課程の１年次には、研究の進捗状況について、原則として英語でポスター発
表を行うことにより評価し、適宜指導を行っています。一方、博士（工学）の学位取得には、所
定の単位を修得するだけでなく、自らのアイデアに基づいて研究を企画立案し、周囲をも巻き込
んで研究を主体的に進展させる能力が求められます。研究成果を博士論文として提出することが
学位取得の必要条件となっています。また、国際的な専門誌に英語で執筆した原著論文を発表す
ることを博士論文執筆の要件としています。 

なお、学習目標は以下のとおりです。 
 
博士前期課程 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 

・自然現象を原子・分子レベルのミクロな立場から理解し、基本的なメカニズムを幅広い視野
に立って工学的に応用することができる。 
・遺伝子から生態に至るまでの生物科学の基礎的知識を体系的に理解し、工学的に応用するこ
とができる。 
・物理学、化学、生物学、化学工学、情報科学の幅広くかつ深い理解のもと、様々な生物のも
つ本質的なシステムとその動作原理を理解し、工学的に応用することができる。 
 

○高度な教養 
・人類社会の安定と福利に広く貢献できる豊かな人格と教養、倫理観を身につけている。 
 

○高度な国際性 
・生物工学によって生み出された物質・技術を、高い英語力、自己表現能力により、国際科学
誌への掲載、国際学会での発表などにより国際社会に発信することができる。 
 

  



○高度なデザイン力 
・生物工学分野の工学的体系化と応用を通して、他分野との連携・協働をおこない、最先端バ
イオテクノロジーに応用することができる。 
・生物工学分野について自ら設定した課題について、研究手法をデザインし、さらに発展させ
ることができる。 

 
博士後期課程 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 

・自然現象を原子・分子レベルのミクロな立場から高度に理解し、基本的なメカニズムを幅広
い視野に立って工学的に応用することができる。 
・遺伝子から生態に至るまでの生物科学の基礎的知識を体系的に理解し、工学的に高度に応用
することができる。 
・物理学、化学、生物学、化学工学、情報科学の幅広くかつ深い理解のもと、様々な生物のも
つ本質的なシステムとその動作原理を理解し、新たな分野を開拓・展開し、工学的に高度に応
用することができる。 
 

○高度な教養 
・生物工学（バイオテクノロジー）分野を中心に幅広い知識を有し、人類社会の安定と福利に広
く貢献できる豊かな人格と教養、倫理観を身につけている。 
 

○高度な国際性 
・生物工学（バイオテクノロジー）分野のグローバルリーダーとして人類社会の安定と福利に
広く貢献できるために、生物工学によって生み出された物質・技術を、高い英語力、自己表現
能力により、国際科学誌への掲載、国際学会での発表などにより高度に国際社会にて発信する
ことができる。 
 

○高度なデザイン力 
・生物工学分野の工学的体系化と応用を通して、他分野との連携・協働をおこない、最先端バ
イオテクノロジーに高度に応用することができる。 
・生物工学分野について自ら設定した課題について、研究手法をデザインし、さらに高度に発
展させることができる。 

 

  



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 

大阪大学および工学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「生物工学」で
は以下のとおりカリキュラム・ポリシーを設定しています。 
 
＜教育課程編成の考え方＞ 

前期課程においては、国際性涵養教育と専門教育については、生物資源工学、ゲノム機能工学、
細胞動態学、生命環境システム工学特論、細胞工学特論、生物化学工学特論、生命工学、細胞製
造論、微生物学特論、微生物機能工学などの授業科目を用意して、生命の理解に留まらず、生物
生産プロセスをトータルにデザインし、ものづくりに結実させることができる能力が培われるカ
リキュラム設計としています。これらの科目のいくつかは、留学生のためバイオテクノロジー産
学共創グローバル人材育成特別プログラムにも開講されており、英語で講義が行われています。
そのため、受講者には留学生も含まれており、英語での自己表現力や討論能力を訓練できる科目
として機能しています。これらの教育課程編成によって「最先端の高度な専門性と深い学識」「高
度な国際性」「高度なデザイン力」を育成します。さらに高度教養教育として、生物工学特論 I/II
（集中講義）を配置し、「高度な教養」を育成します。さらに、当コースでは、前期課程の早い時
期に、短期間であっても外国に留学することを奨励しており、将来、国際的に活躍しようとする
人にとっては、大変魅力的な留学環境が整備されています。また、生物工学ダブルディグリープ
ログラムにおいては、協定先の科目履修が必要となります。 

後期課程においては、生物機能工学特論 I, II、生命反応工学特論 I, II、生物工学ゼミナール III
〜VIII を開講し、さらに専門性の高い知識を身につけるとともに、独創的なアイデアを生み出す
力を養います。これらの教育課程編成によって「最先端の高度な専門性と深い学識」「高度な国際
性」「高度なデザイン力」「高度な教養」を育成します。 
 
＜学修内容及び学修方法＞ 

前期課程の授業科目は、高度国際性涵養教育科目と専門教育科目については、講義、演習、実
験の授業形式にて、さらに高度教養教育科目については、集中講義形式で行います。さらに修士
論文については、指導教員および指導教員グループによる研究指導形式で行われます。 

後期課程においては、専門教育科目について集中講義を含む講義、演習、実験の授業形式にて
行います。さらに博士論文については、指導教員および指導教員グループによる研究指導形式で
行われます。 

 
＜学修成果の評価方法＞ 
 学修の成果として、シラバスに記載されている学習目標の達成度について、中間・期末試験、
レポート、授業参加態度、小テストの結果などを用いて評価します。 



 修士学位論文は、専攻分野における研究能力、高度の専門性が求められる職業を担うための能
力を修得するために行われた専攻分野の発展に貢献する研究内容を含み、その内容について各専
攻で開催される論文発表会で学術研究に相応しい発表・討論がなされた後、各専攻において学位
審査を行い、専攻長会にて最終判定を行っています。 
 博士学位論文は、学理とその応用に関する重要な貢献をなす十分な学術的価値を有し、自主的
かつ主体的に取り組んだ研究の成果であることが必要であり、その内容については過去に、いか
なる機関、いかなる申請者によっても発表された博士学位論文の内容を含まないものとします。
博士学位論文の内容は国際的に公表されるものとし、学位審査は各学位審査委員会及び各専攻に
より行われ、専攻長会にて最終判定を行っています。 



学位プログラム：生物工学　カリキュラムマップ（工学研究科生物工学専攻）

  

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

○ ○

人類社会の安定と福利に広く貢
献できる豊かな人格と教養、倫
理観を身につけている。自然現
象を原子・分子レベルのミクロ
な立場から理解し、基本的なメ
カニズムを幅広い視野に立って
工学的に応用することができ
る。

人類社会の安定と福利に広く貢献で
きる豊かな人格と教養、高度な倫理
観を身につけている。
自然現象を原子・分子レベルのミク
ロな立場から高度に理解し、基本的
なメカニズムを幅広い視野に立って
工学的に応用することができる。

○

物理学、化学、生物学、化学工
学、情報科学の幅広くかつ深い
理解のもと、様々な生物のもつ
本質的なシステムとその動作原
理を理解し、工学的に応用する
ことができる。

○

・生物工学によって生み出され
た物質・技術を、高い英語力、
自己表現能力により、国際科学
誌への掲載、国際学会での発表
などにより国際社会に発信する
ことができる。

生物工学（バイオテクノロジー）分
野のグローバルリーダーとして人類
社会の安定と福利に広く貢献できる
ために、生物工学によって生み出さ
れた物質・技術を、高い英語力、自
己表現能力により、国際科学誌への
掲載、国際学会での発表などにより
高度に国際社会にて発信することが
できる。

○ ○

遺伝子から生態に至るまでの生
物科学の基礎的知識を体系的に
理解し、工学的に応用すること
ができる。物理学、化学、生物
学、化学工学、情報科学の幅広
くかつ深い理解のもと、様々な
生物のもつ本質的なシステムと
その動作原理を理解し、工学的
に応用することができる。

遺伝子から生態に至るまでの生物科
学の基礎的知識を体系的に理解し、
工学的に高度に応用することができ
る。物理学、化学、生物学、化学工
学、情報科学の幅広くかつ深い理解
のもと、様々な生物のもつ本質的な
システムとその動作原理を理解し、
新たな分野を開拓・展開し、工学的
に高度に応用することができる。

○ ○ ○

・生物工学分野の工学的体系化
と応用を通して、他分野との連
携・協働をおこない、最先端バ
イオテクノロジーに応用するこ
とができる。
・生物工学分野について自ら設
定した課題について、研究手法
をデザインし、さらに発展させ
ることができる。

・生物工学分野の工学的体系化と応
用を通して、他分野との連携・協働
をおこない、最先端バイオテクノロ
ジーに高度に応用することができ
る。
・生物工学分野について自ら設定し
た課題について、研究手法をデザイ
ンし、さらに高度に発展させること
ができる。

教育目標

高
度
な
教
養
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先
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つ
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な
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と
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識

高
度
な
国
際
性

高
度
な
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博士前期課程学習目標 博士後期課程学習目標博士前期課程 博士後期課程

1年 2年 1年 2年 3年

生物工学特論I

ゲノム機能工学

生命環境システム工学特論

生命工学

生物化学工学特論

細胞製造論

微生物機能工学

生物資源工学A, B
微生物学特論A, B

ナノバイオテクノロジー特論A, B
細胞動態学A, B

細胞工学特論A, B

バイオテクノロジー特論

生物機能工学特論I
生命反応工学特論I

生物工学ゼミナールI 生物工学ゼミナールII

生物工学実験 生物工学特論II

海外フィールドスタディS

生物機能工学特論II
生命反応工学特論II

生物工学ゼミナールIII

生物工学ゼミナールIV 生物工学ゼミナールV 生物工学ゼミナールVI 生物工学ゼミナールVII 生物工学ゼミナールVIII海外フィールドスタディS

研究指導

研究指導

専門教育科目 高度国際性涵養教育科目高度教養教育科目 専門教育科目＋高度国際性涵養教育科目

工学英語I 工学英語II



工学研究科 
学位プログラム： 応用化学 
授与する学位： 修士（工学) 博士（工学） 
 
教育目標 
 
大阪大学および工学研究科の教育目標のもと、学位プログラム「応用化学」では、工学的視点

に立った化学全般に関する基礎知識と幅広い教養を有するとともに、化学分野での専門性に立脚
した工学的応用力を身につけた人材の育成を目標としています。さらに、グローバルな視点も養
うことによって、未来創造社会のリーダーとなる人材の育成に取り組んでいます。 
 
博士前期課程 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
化学を基礎とする最先端かつ高度な専門性を備えている人材の育成を目指します 
 

○高度な教養 
工学的視点に立った化学全般に関する基礎知識と幅広い教養を有する人材の育成を目指します 
 

○高度な国際性 
研究開発を推進するための表現力ならびに国際性やコミュニケーション能力をもつ人材の育成
を目指します 
 

○高度なデザイン力 
研究開発を実践するための論理的思考力、課題探究力、問題解決力の修得を目指します 
 
博士後期課程 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
応用化学分野における世界最先端の専門的知識と技能を有する人材の育成を目指します 
 

○高度な教養 
応用化学分野を中心に幅広い知識を有し、広い視野に立って柔軟に思考することができる人材
の育成を目指します 
 

○高度な国際性 
教育・研究の将来を担いうるグローバルリーダーとしての高いコミュニケーション能力、国際
性、倫理観を身につけた人材の育成を目指します  

 



○高度なデザイン力 
・研究開発を実践するための高度な論理的思考力、課題探究力、問題解決力、研究推進力、研
究発信力の修得を目指します  
・科学技術を総合的に俯瞰して新分野・新技術をデザインできる洞察力、独創的思考力、研究
企画力をもつ人材の育成を目指します  
 
上記の教育を通して、化学を基盤として分子変換技術、機能性分子創成、医薬品開発、環境

技術、エネルギー変換技術等の次世代を担う科学技術分野の発展に主体的に貢献できる人材の
育成に重点をおいています。  
 

  



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 
大阪大学および工学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、教育目標に定める人材を育成する

ため、学位プログラム「応用化学」ではカリキュラムに沿って設定 した所定の単位を修得し、以
下に示した能力を備え、修士論文の審査に合格した学生には修士（工学）が、博士論文の審査に
合格した学生には博士（工学）が授与されます。 
 
博士前期課程 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
化学を基礎とする最先端かつ高度な知識と技能を有している 
 

○高度な教養 
工学的視点に立った化学全般に関する基礎知識と幅広い教養を身に付けている 
 

○高度な国際性 
研究開発を推進するための表現力ならびに国際性やコミュニケーション能力を有している  
 

○高度なデザイン力 
・研究開発を実践するための論理的思考力、課題探究力、問題解決力を修得している  
・自身の研究成果を正しく整理して修士論文を作成する能力を有している 

 
博士後期課程 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・応用化学分野における世界最先端の専門的知識と技能を有している  
 

○高度な教養 
・応用化学分野を中心に幅広い知識を有し、広い視野に立って柔軟に思考することができる  
 

○高度な国際性 
・教育・研究の将来を担いうるグローバルリーダーとしての高いコミュニケーション能力、国
際性、倫理観を身につけている 
 

○高度なデザイン力 
・研究開発を実践するための論理的思考力、課題探究力、問題解決力、研究推進力、研究発信
力を修得している  
・科学技術を総合的に俯瞰して新分野・新技術をデザインできる洞察力、独創的思考力、研究



企画力を修得している  
・新規性、独創性、学術的意義を有する学術論文ならびに博士論文を作成する能力を有してい
る  

 
 

  



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 
大阪大学及び工学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「応用化学」では、

ディプロマ・ポリシーに掲げた「最先端かつ高度な専門性と深い学識」、「高度な教養」、「高度な
国際性」及び「高度なデザイン力」を修得するために、豊かな創造性と独創性を発揮して化学に
対する社会の期待と要請に応え、次世代の科学技術の柱を創出できる人材の育成に重点を置いた
教育を実践するカリキュラムを提供します。 
 
＜教育課程編成の考え方＞ 
博士前期課程では、化学分野の専門教育科目の講義ならびに分野別講義を通して、化学を基礎

とする最先端かつ高度な知識を修得させるとともに、化学及びその周辺分野における科学技術を
俯瞰的に理解する能力を養います。また、「化学工学」等の講義を通して実用的な工業生産工程に
関する基礎理論等、工学的視点に立った化学全般に関する基礎知識と幅広い教養を修得させます。
さらに、高度国際性涵養教育科目である「工学英語」や各専門化学の講義により、研究開発を推
進するための表現力ならびに国際性やコミュニケーション能力を修得させ、総合的に化学を議論
できる能力を養います。「研究指導」における実験活動を通し て、研究開発を実践するための論
理的思考力、課題探究力、問題解決力を養い、自身の研究成果を正しく整理して修士論文を作成
する能力を修得させます。 
博士後期課程では、専門教育科目の講義を通して、応用化学分野を中心とする幅広い知識とと

もに、世界最先端の専門的知識を修得させます。また、自身の専門 分野以外の先端化学研究の調
査と発表、新たな研究課題の探索・企画・発表を行う「ゼミナール」を通して、高いコミュニケ
ーション能力と国際性を養うとともに、科学技術を総合的に俯瞰して新分野・新技術をデザイン
できる洞察力、独創的思考力、研究企画力を修得させます。さらに、「研究指導」により、研究開
発 を実践するための論理的思考力、課題探究力、問題解決力、研究推進力、研究発信力を養い、
新規性、独創性、学術的意義を有する学術論文ならびに博士論文を作成する能力を修得させます。  
 
＜学修内容及び学修方法＞ 
化学を基礎とする最先端かつ高度な知識とともに、工学的視点に立った化学全般に関する基礎

知識と幅広い教養を修得させるために、博士前期・後期課程いずれ においても「専門教育科目」
と「分野別講義」（「環境化学」、「エネルギー化学」、「マテリアル化学」、「生命化学」）の
授業を講義形式で行います。また、コミュニケーション能力、国際性、論理的思考力、独創的思
考力、研究企画力を養うために、ゼミナール系の授業を発表形式で行います。 

 
＜学修成果の評価方法＞ 
学修の成果は、シラバスに記載されている学習目標の達成度をもとに、学期末試験、レポート、
小テストの結果などにより評価します。 



修士学位論文は、専攻分野における研究能力、高度の専門性が求められる職業を担うための能
力を修得するために行われた専攻分野の発展に貢献する研究内容を含み、その内容について各専
攻で開催される論文発表会で学術研究に相応しい発表・討論がなされた後、各専攻において学位
審査を行い、専攻長会にて最終判定 を行っています。 
博士学位論文は、学理とその応用に関する重要な貢献をなす十分な学術的価値を有し、自主的
かつ主体的に取り組んだ研究の成果であることが必要であり、その内容については過去に、いか
なる機関、いかなる申請者によっても発表された博士学位論文の内容を含まないものとします。
博士学位論文の内容は国際的に公表されるものとし、学位審査は各学位審査委員会及び各専攻に
より行われ、専攻長会によって最終判定を行っています。  
 



学位プログラム：応用化学　カリキュラムマップ（工学研究科応用化学専攻）

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

学習目標Ａ
（前期課程）化学を基礎
とする最先端かつ高度な知
識と技能を有している/
（後期課程）応用化学分
野における世界最先端の専
門的知識と技能を有してい
る

○

学習目標Ｂ
（前期課程）工学的視点
に立った化学全般に関する
基礎知識と幅広い教養を身
に付けている　　　（後期
課程）応用化学分野を中心
に幅広い知識を有し、広い
視野に立って柔軟に思考す
ることができる

○ ○

学習目標Ｃ
（前期課程）研究開発を
推進するための表現力なら
びに国際性やコミュニケー
ション能力を有している
（後期課程）教育・研究
の将来を担いうるグローバ
ルリーダーとしての高いコ
ミュニケーション能力、国
際性、倫理観を身につけて
いる

○ ○

学習目標Ｄ
（前期課程）研究開発を
実践するための論理的思考
力、課題探究力、問題解決
力を修得している（後期
課程）研究開発を実践する
ための論理的思考力、課題
探究力、問題解決力、研究
推進力、研究発信力を習得
している

○ ○

学習目標Ｅ
（前期課程）自身の研究
成果を正しく整理して修士
論文を作成する能力を有し
ている　　　　　（後期
課程）新規性、独創性、学
術的意義を有する学術論文
ならびに博士論文を作成す
る能力を有している

○ ○

学習目標Ｆ（後期課程）
科学技術を総合的に俯瞰し
て新分野・新技術をデザイ
ンできる洞察力、独創的思
考力、研究企画力を修得し
ている

○ ○

最
先
端
か
つ
高
度
な
専
門

性
と
深
い
学
識

高
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な
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高
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高
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な
デ
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ン
力

博士後期課程

1年 2年 1年 2年 3年

博士前期課程

計算機化学特論１
計算機化学特論２

工学英語Ⅰ

触媒反応化学
分子変換化学
生物有機化学

バイオマテリアル化学
機能有機合成化学
固体触媒化学
超分子化学

機能高分子化学
物性化学

生体反応化学
有機電子材料科学

研究指導（修士論文特別研究課題）

教育目標

研究指導（博士論文特別研究課題）

分子創成化学ゼミナール
物質機能化学セミナール

化学工学特論１
化学工学特論２

先端有機化学
環境化学

有機資源化学
有機金属化学
機能錯体化学

先端無機材料化学
反応有機化学

エネルギー変換化学
光化学とケミカルバイオロジー

機能超分子化学

分子創成化学研究課題企画ゼミナール
物質機能化学研究課題企画ゼミナール

分子創成化学先端研究情報ゼミナール
物質機能化学先端研究情報ゼミナール

励起反応化学
量子分子工学

環境化学特別講義１
エネルギー化学特別講義１

生命化学特別講義１
マテリアル化学特別講義１

分子創成化学特別講義１
分子創成化学特別講義２
物質機能化学特別講義１
物質機能化学特別講義２

電子機能分子化学
自然材料化学

環境化学特別講義２
エネルギー化学特別講義２

生命化学特別講義２
マテリアル化学特別講義２ 分子創成化学特別講義３

分子創成化学特別講義４
物質機能化学特別講義３
物質機能化学特別講義４

高度教養教育科目 高度国際性涵養教 専門教育科目

工学英語Ⅱ

専門教育科目＋高度国際性涵養教育科目

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
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シ
ー
の
学
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工学研究科 
学位プログラム︓ 精密工学 
授与する学位︓ 修士（工学) 博士（工学） 
 
教育目標 
 

大阪大学および工学研究科の教育目標を受けて、学位プログラム「精密工学」では以下の通り
教育目標を定めています。 

学位プログラム「精密工学」では、物理学を基本に、自然現象の精密さをその極限まで駆使し、
我が国が常に時代を先取りしてきた、創造性に富んだ高度な“物づくり技術”の創出にチャレンジ
します。これからの社会の発展のために先端技術に求められるのは、原子・分子のスケールでの
物づくりです。これらは従来の生産技術を、経験に基づき改良・洗練していくだけでは成し得る
ことはできません。自然界の現象を物理学に立脚して電子・原子・分子レベルから解明、制御、
応用することにより、先端生産科学技術や先導的工学領域の開拓を図り、新産業創出へと展開し
て、豊かな社会の創造に貢献することを理念としています。新材料、加工プロセス、極限計測、
制御を統合する新しい先端生産科学技術を開拓し、物質やエネルギー、エレクトロニクス、情報・
通信、生命・環境、宇宙などの分野に応用展開することを目指した精密工学の教育と研究を行う
とともに、物質の基礎的性質の解明、新物質の創成とその物性予測、新計測法の開発から、ナノ
テクノロジー、フォトンテクノロジー、バイオメディカル工学に至る融合科学技術の開拓を目指
した教育と研究を行います。このような理念や伝統を理解し、自ら課題を設定して探求するため
の充分な基礎学力を備え、次世代を担う科学技術分野の発展に積極的・主体的に貢献できる人材
を育成することを目標としています。 

 
博士前期課程 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 

自然科学全般に関する高度な専門知識、特に物理工学・精密工学に関する高度な専門知識と技
能を習得させます。 

 
○高度な教養 

自然科学全般に関する基礎知識の習得を通して、人類社会や自然界の仕組みを深く理解する幅
広い科学的知識と思考力の育成を行います。 

 
○高度な国際性 

幅広い教養と国際性を身につけることにより、工学を真に人類社会の発展に活かすことのでき
る国際性を持つ人材の育成を行います。 

  



○高度なデザイン力 
科学技術を総合的に俯瞰できる洞察力を養うことにより、工学を真に人類社会の発展に活かす

ことのできるデザイン力及び高い倫理観を持つ人材の育成を行います。 
 
博士後期課程 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 

自然科学全般に関する高度な専門知識、特に物理工学に関する高度な専門知識と技能を習得さ
せるとともに、物理工学の最先端領域についての深い専門知識と学識を取得させます。 

 
○高度な教養 

自然科学全般に関する基礎知識の習得を通して、人類社会や自然界の仕組みを深く理解する幅
広い科学的知識と思考力の育成を行うとともに、企業や研究機関でのリーダーに必要な深い思考
力と指導力を習得させます。 

 
○高度な国際性 

幅広い教養と国際性を身につけることにより、工学を真に人類社会の発展に活かすことのでき
る国際性を持つ人材の育成を行うと共に、物理工学の専門知識を広く共有させるためのコミュニ
ケーション能力を養います。 

 
○高度なデザイン力 

科学技術を総合的に俯瞰できる洞察力を養うことにより、工学を真に人類社会の発展に活かす
ことのできるデザイン力及び高い倫理観を持つ人材の育成を行うとともに、企業や研究機関での
リーダーに必要な企画力を養います。 

 

  



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 

大阪大学および工学研究科のディプロマ・ポリシーのもとに、学位プログラム「精密工学」で
は以下のとおりディプロマ・ポリシーを定めています。 

工学研究科物理学系専攻は、自然界の現象を物理学に立脚して解明、制御、応用することによ
り、幅広く科学技術を発展させ、その成果を実社会へ還元できる人材を育成することを目標とし
て設立された専攻です。学位プログラム「精密工学」では、あらゆる科学・技術分野で必要とさ
れる専門講義科目、演習・実験により高度な専門知識を習得します。また、コース内に限らず、
国内外の教育研究機関との広範な連携によって、基礎科学から応用、融合分野の創出に至るさま
ざまなプロジェクト研究を推進しており、そのような研究活動を通じて、論理的思考力、課題探
究力、問題解決力、表現力並びに国際性やコミュニケーション能力を併せ持つ研究開発能力を習
得します。これらのカリキュラムに沿って設定した所定の単位を修得し、工学研究科規程に定め
る修士論文および博士論文の審査に合格した学生には、修士（工学）および博士（工学）の学位
を授与します。 
 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 

博士前期課程では、 
・専門講義科目、演習・実験により高度な専門知識を修得している。 
・論理的思考力、課題探究力、問題解決力、表現力を併せ持つ研究開発能力を修得している。 
博士後期課程では、さらに 
・物理工学の最先端領域についての、深い専門知識と学識を習得している。 
 

○高度な教養 
博士前期課程では、 
・多くの事象にわたる幅広い総合的な人文学的教養と、人文学を超えて学問全般にわたる広い
教養を身につけている。 
博士後期課程では、さらに 
・企業や研究機関でのリーダーに必要な、深い思考力と指導力を習得している。 
 

○高度な国際性 
博士前期課程では、 
・グローバル化社会に貢献できる語学力、コミュニケーション能力、国際性を持っている。 
博士後期課程では、さらに 
・物理工学の専門知識を広く共有させるためのコミュニケーション能力を取得している。 

  



○高度なデザイン力 
博士前期課程では、 
・最先端研究におけるプロジェクトベースラーニングによって培われた、幅広い学問基盤と国
際感覚、異分野との融合能力を修得している。 
・価値創造型グローバル連携を積極的に展開し、原子レベルで制御された製造プロセスの真の
進化と学術体系化を推進できる実践的な実力を修得している。 
・学位取得後、トップスピードで企業等の物づくり現場に参入し、即戦力として活躍できる実
力を修得している。 
博士後期課程では、さらに 
・企業や研究機関でのリーダーに必要な企画力を持っている。 

 
 

  



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 

大阪大学および工学研究科のカリキュラム・ポリシーのもとに、学位プログラム「精密工学」
では以下のとおりカリキュラム・ポリシーを定めています。 
 
＜教育課程編成の考え方＞ 

ディプロマ・ポリシーに掲げる知識・技能を修得させるため、学位プログラム「精密工学」で
は、専門講義科目、演習・実験により高度な専門知識を習得します。また、幅広い分野の素養や
国際性を高めるための科学技術に関する専門講義科目も用意しています。所属コース以外の開講
科目も受講し専門性を広げることができ、さらに、研究室での研究活動を通じて、論理的思考力、
課題探究力、問題解決力、表現力並びに国際性やコミュニケーション能力を併せ持つ研究開発能
力を習得するとともに、高度なデザイン力を、研究指導やゼミナールを通して涵養させます。精
密工学コースは、自然科学の分野における充実した教育体制を基礎に、「機能材料領域、ナノ表面
界面工学領域、量子計測領域、原子制御プロセス領域、超精密加工領域、計算物理領域、先進デ
バイス工学領域」の、７つの研究領域から成る大講座、および、工学研究科附属精密工学研究セ
ンター「ナノ製造科学領域」を加えた 8 研究室により構成されており、それぞれが、「精密工学」
に基づく物づくりのための、材料、加工、計測、計算物理の分野を担当し、密接かつ有機的な連
携のもとに教育を行っています。また、コース内には、世界最高性能の研究施設(ウルトラクリー
ン実験施設)が設置されており、充実した設備と自由な環境のもと、最先端の“物づくり技術”をめ
ざした教育を推進しています。  

博士前期課程 1 年次では、物づくり技術に必要な「機器設計」、「材料・物性」、「加工・計測」、
「デバイス」、「計算シミュレーション」に関する専門科目を修得したのち、１、２年次を通して、
修士論文研究を遂行します。  

博士後期課程 1 年次では、各研究領域が提供する「特論」を学習・修得したのち、博士課程 3
年間を通じて、博士論文研究を遂行します。  

また、博士前期課程、博士後期課程を通じて「精密工学演習」が提供され、最先端研究の紹介
とその深い理解、研究の進捗報告および議論を通じて、「精密工学」が目指す物づくり技術に関す
る総合的な教養と実践的な方法論を学びます。  

物理学系専攻英語コース在籍の留学生を対象とした国際教育プログラムの開講も含まれていま
す。 

 
＜学修内容及び学修方法＞ 

専門教育では、それぞれの専門分野における基礎的及び専門的な知識・技能を習得するために、
講義、演習、実験による授業を行います。 

国際性涵養教育については、博士前期課程、博士後期課程において精密工学演習を必修科目と
して課し、主に英語文献による最先端研究の紹介とその深い理解、研究の進捗報告および議論を



通じて、「精密工学」が目指す物づくり技術に関する総合的な教養と実践的な方法論の習得、なら
びに国際性を涵養します。 

 
＜学修成果の評価方法＞ 

学修の成果は、シラバスに記載されている学習目標の達成度を授業時間内における演習課題、
レポート、学期末の試験などで評価します。学期末の試験においては 60 点以上を合格としま
す。 

修士学位論文は、専攻分野における研究能力、高度の専門性が求められる職業を担うための能
力を修得するために行われた専攻分野の発展に貢献する研究内容を含み、その内容について各専
攻で開催される論文発表会で学術研究に相応しい発表・討論がなされた後、各専攻において学位
審査を行い、専攻長会にて最終判定を行っています。 

博士学位論文は、学理とその応用に関する重要な貢献をなす十分な学術的価値を有し、自主的
かつ主体的に取り組んだ研究の成果であることが必要であり、その内容については、過去に、い
かなる機関、いかなる申請者によっても発表された博士学位論文の内容を含まないものとしま
す。博士学位論文の内容は国際的に公表されるものとし、学位審査は各学位審査委員会及び各専
攻により行われ、専攻長会にて最終判定を行っています。 



学位プログラム：精密工学　カリキュラムマップ（工学研究科物理学系専攻　精密工学コース）

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

学習目標Ａ
（前期・後期課程）
・専門講義科目、演習・実
験により高度な専門知識を
修得している。
・論理的思考力、課題探究
力、問題解決力、表現力を
併せ持つ研究開発能力を修
得している。

○

学習目標Ｂ
（前期・後期課程）
・多くの事象にわたる幅広
い総合的な人文学的教養
と、人文学を超えて学問全
般にわたる広い教養を身に
つけている。

○ ○

学習目標Ｃ
（前期・後期課程）
・グローバル化社会に貢献
できる語学力、コミュニ
ケーション能力、国際性を
持っている。

○ ○

学習目標Ｄ
（前期・後期課程）
・最先端研究におけるプロ
ジェクトベースラーニング
によって培われた、幅広い
学問基盤と国際感覚、異分
野との融合能力を修得して
いる。
・価値創造型グローバル連
携を積極的に展開し、原子
レベルで制御された製造プ
ロセスの真の進化と学術体
系化を推進できる実践的な
実力を修得している。
・学位取得後、トップス
ピードで企業等の物づくり
現場に参入し、即戦力とし
て活躍できる実力を修得し
ている。

○ ○

最

先

端

か

つ

高

度

な

専

門

性

と

深

い

学

識

高

度

な

教

養

高

度

な

国

際

性

高

度

な

デ

ザ

イ

ン

力

博士後期課程

1年 2年 1年 2年 3年

博士前期課程

⼯学英語Ⅰ

薄膜材料科学特論
半導体表⾯科学特論
精密科学機器特論Ⅰ

研究指導（修⼠論⽂特別研究課題）

教育⽬標

機能材料特論
超精密科学特論

研究指導（博⼠論⽂特別研究課題）

極限精密加⼯学特論
超⾳波⼯学

材料物性学特論
光科学特論
物理計測特論

精密科学機器特論Ⅱ

計算科学特論Ⅱ

応⽤表⾯科学

精密⼯学特論Ⅰ

精密⼯学特別講義Ⅰ

精密⼯学特論Ⅱ

精密⼯学特別講義Ⅱ

ナノ製造科学特論
量⼦計測特論

応⽤表⾯科学特論

⾼度教養教育科⽬ ⾼度国際性涵養教育科⽬ 専⾨教育科⽬

⼯学英語Ⅱ

専⾨教育科⽬＋⾼度国際性涵養教育科⽬

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
学
習
⽬
標

量⼦シミュ
レーション
特論Ⅰ

量⼦シミュ
レーション
特論Ⅱ

精密⼯学演習Ⅰ 精密⼯学演習Ⅱ 精密⼯学演習Ⅲ 精密⼯学演習Ⅳ

精密⼯学特別演習Ⅰ

表⾯原⼦制御特論

超精密加⼯学特論

原⼦制御プロセス特論
計算物理特論

精密⼯学特別演習Ⅱ 精密⼯学特別演習Ⅲ 精密⼯学特別演習Ⅳ

















 

工学研究科 
学位プログラム： 機械工学 
授与する学位： 修士（工学) 博士（工学） 
 
教育目標 
 
大阪大学および工学研究科の教育目標を受けて、学位プログラム「機械工学」では以下のとお

り教育目標を定めています。 
機械工学は、マイクロシステムから巨大なプラントにいたるまで、きわめて広範な機械や装置

を対象として、安全で豊かな社会生活を実現するための技術を開拓する学術分野です。機械工学
がもたらす技術は、例えば、エネルギーや環境問題に起因する制約、生態系との関係などのもと、
ますます複合化するものづくりの課題を解決するために不可欠です。 
大阪大学および工学研究科の教育目標を受けて、学位プログラム「機械工学」では、学術の探

究を通じて機械工学分野における高度な専門知識を習得し、幅広い教養と国際性を身につけるこ
とにより、持続可能な社会の構築、人類の未来の発展への貢献を目的とした教育・研究を行うこ
とを目標としています。 

 
博士前期課程 
博士前期課程では、狭義の機械に限定されず様々なシステムを横断的かつ総合的に扱い、個々

の原理と相互の連成を理解することを基本として、複雑なシステムの力学（メカニクス）や環境
に応じた知的な制御（コントロール）を究めることにより、革新的な機械システムの設計や開発
に向けた新しい知識と学理の創造を担う技術者・研究者の育成を目的としています。 
 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
機械工学の諸専門分野（計算力学、固体力学、流体力学、熱工学、制御工学、知能機械学、統

合デザイン工学、生産加工学）のいくつかについて深い学識をもち、専門家として問題解決に貢
献できる能力を養います。 

 
○高度な教養 
機械工学の基礎をなす数学、力学についての深い理解に加え、最新の機械工学に関する知識と

工学全般にわたる幅広い教養をもつ人材を育成します。 
 

○高度な国際性 
国際的に活動する研究者・技術者としての素養をもつ人材を育成します。 
 

  



 

○高度なデザイン力 
複雑な現象・事象をモデル化し、機械や製品を創り出す際の創造性や多様な人々を巻き込む力

をもつ人材を育成します。 
 
博士後期課程 
博士後期課程では、企画・管理・指導の能力にも優れ、機械工学の研究や技術開発を通じて新

たな価値の創出を先導し、社会の持続可能な発展に貢献できる人材を育成することを目的として
います。 
 
○最先端かつ卓越した専門性と深い学識 
機械工学の諸専門分野（計算力学、固体力学、流体力学、熱工学、制御工学、知能機械学、統

合デザイン工学、生産加工学）のいくつかについて深い学識をもち、専門家として問題解決に貢
献できる能力を養います。 

 
○卓越した教養 
機械工学の基礎をなす数学、力学についての深い理解に加え、最新の機械工学に関する知識と

工学全般から異分野に及ぶ幅広い教養をもつ人材を育成します。 
 

○卓越した国際性 
国際的な研究の場での情報収集とコミュニケーション、また研究者としての情報発信ができる

能力を養います。 
 

○卓越したデザイン力 
独創的研究課題の発掘能力、研究企画力、研究推進力、研究発信能力を身につけている人材を

育成します。 
 
 

  



 

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 
大阪大学および工学研究科のディプロマ・ポリシーのもとに、学位プログラム「機械工学」で

は以下のようにディプロマ・ポリシーを定めています。 
 
博士前期課程 
博士前期課程では、機械工学専攻が設定したカリキュラムに沿って所定の単位を修得して以下

の項目にあげる能力を身につけ、工学研究科規程に定める修士論文の審査に合格した学生に修士
（工学）の学位を授与します。 

 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・機械工学に関する研究課題について深くかつ独創的に探求し、その過程を論理的に表現する
能力を身につけている。 
・機械工学の専門科目（計算力学、固体力学、流体力学、熱工学、制御工学）について深く理
解し、現象を緻密にモデル化して応用できる。 
・機械工学の専門科目（知能機械学、統合デザイン工学、生産加工学）について深く理解し、
新たな機械や製品を創り出す際に応用できる。 
 

○高度な教養 
・機械工学の基礎となる数学、力学を深く理解している。 
・最新の機械工学に関する知識と教養を有している。 
 

○高度な国際性 
・国際的な活動の基盤として、外国語を運用する能力を身につけている。 

 
○高度なデザイン力 
・機械や製品を創り出す際の創造性や多様な人々を巻き込む力、複雑な現象・事象をモデル化
する力などの総合力、実践力を身につけている。 
 

博士後期課程 
博士後期課程では、機械工学専攻が設定したカリキュラムに沿って所定の単位を修得して以下

の項目にあげる能力を身につけ、工学研究科規程に定める博士論文の審査に合格した学生に博士
（工学）の学位を授与します。 

 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・機械工学における先端的な専門知識と技能を身につけている。 



 

・新規性、独創性、学術的意義を有する博士論文を作成する能力を身につけている。 
 

○高度な教養 
・研究遂行のための高い倫理観を有している。 
 

○高度な国際性 
・論理的かつ独創的思考力、課題探究力、問題解決力、表現力及び国際的なコミュニケーショ
ン力を併せ持つ実践的研究能力を身につけている。 
・博士論文研究の内容・成果を発表し、それに関する専門的に高度な討論を行う能力を身につ
けている。 
 

○高度なデザイン力 
・独創的研究課題の発掘能力、研究企画力、研究推進力、研究発信能力を身につけている。 
 
 

  



 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 
大阪大学および工学研究科のカリキュラム・ポリシーのもとに、学位プログラム「機械工学」

では以下のようにカリキュラム・ポリシーを定めています。 
 
学位プログラム「機械工学」では、学部で学んだ専門知識をより深めて、さらに高度でかつ最

新の機械工学を学ぶカリキュラムを提供しています。 
 

＜教育課程編成の考え方＞ 
学位プログラム「機械工学」では、「最先端かつ高度な専門性と深い学識」及び「高度なデザイ

ン力」を育成するために専門教育科目を、「高度な国際性」を育成するために高度国際性涵養教育
を，「高度な教養」を育成するために高度教養教育科目をそれぞれ配置しています。高度教養教育
科目については、部局・専攻を横断して教育目標に適した関連科目を履修できるよう配慮してい
ます。 
 
＜学修内容及び学修方法＞ 
博士前期課程では、機械工学の高度な展開の基盤となる数学科目や力学科目に加え、機械工学

の最先端知識を選択的に深める多数の専門科目群（計算力学、固体力学、流体力学、熱工学、制
御工学、知能機械学、統合デザイン工学、生産加工学などに関する科目）の講義・演習を提供し
ます。また、展開科目として、業界との連携により提供される設計開発課題に挑むプロジェクト
科目やものづくりに関するマルチィジックスを対象とした解析科目により、総合力や構想力を養
成します。さらに、機械工学を独創的に発展させる能力や実際問題に適用する能力を涵養するこ
とを目的とし、研究室配属を通じた個別指導よる修士研究で完結するカリキュラムを提供してい
ます。 
 
博士後期課程では、企画・管理・指導の能力にも優れた高度な研究者を養成するためのコース

ワークを提供するとともに、専門領域における最先端の理論の構築と実社会への適用を目的とし、
指導教員による独創性・有用性等の視点からの研究論文指導を通じて完結するカリキュラムを提
供しています。これらのカリキュラムにより、新たな価値の創出を先導し、社会の持続可能な発
展に貢献する人材を育成します。 
 
＜学修成果の評価方法＞ 
学修の成果は、シラバスに記載されている学習目標の達成度についての成績評価方法（試験や

課題、レポートなど）を用いて評価します。 
修士学位論文は、専攻分野における研究能力、高度の専門性が求められる職業を担うための能

力を修得するために行われた専攻分野の発展に貢献する研究内容を含み、その内容について各専



 

攻で開催される論文発表会で学術研究に相応しい発表・討論がなされた後、各専攻において学位
審査を行い、専攻長会にて最終判定を行っています。 
博士学位論文は、学理とその応用に関する重要な貢献をなす十分な学術的価値を有し、自主的

かつ主体的に取り組んだ研究の成果であることが必要であり、その内容については過去に、いか
なる機関、いかなる申請者によっても発表された博士学位論文の内容を含まないものとします。
博士学位論文の内容は国際的に公表されるものとし、学位審査は各学位審査委員会及び各専攻に
より行われ、専攻長会にて最終判定を行っています。 



MC 1年次

春～夏学期 秋～冬学期 春～夏学期 秋～冬学期

MC 2年次
博士前期課程学習目標

機械工学の基礎となる数学，力学を深く
理解している．

機械や製品を創り出す際の創造性や多様
な人々を巻き込む力，複雑な現象・事象
をモデル化する力などの総合力，実践力
を身につけている．

計算力学について深く理解し，現象を緻
密にモデル化して応用できる．

最新の機械工学に関する知識と教養を有して
いる．

国際活動の基盤として，外国語の運用能力を
身につけている．

基礎数学Ｉ 基礎数学Ⅱ

連続体力学 解析力学

プロダクトデザイ
ン方法論

機械創成工学ゼミ
ナールⅠ

機械創成工学ゼミ
ナールⅡ

マルチフィジック
ス解析

プロダクトデザイン

シミュレーション
創成学計算流体力学

数理固体力学

分子熱流体工学

非線形構造力学

振動波動論

機械材料学

ナノ界面設計学微細構造評価学

数理固体力学

計算流体力学 非線形非平衡流体
力学

流体・固体混相流

非平衡統計力学

粘性流体力学

燃焼工学 分子熱流体工学

反応輸送現象論

多変数制御理論 知能制御論ロバスト制御理論

機械制御 生命機械システム
工学

宇宙機工学

生命機械システム
工学

知能制御論

人間支援システム
論

宇宙機工学

システム設計工学

サステナブルシス
テムデザイン論

創成加工学

宇宙機工学

光マイクロ機械計
測学

創成加工学

レーザプロセス学

ナノ界面設計学

航空宇宙工学

機械工学特別講義Ⅰ

機械工学特別講義Ⅱ

機械工学特別講義
Ⅲ

工学英語Ⅰ 工学英語Ⅱ

機械工学に関する研究課題について深く
かつ独創的に探求し，その過程を論理的
に表現する能力を身につけている．

固体力学について深く理解し，現象を緻
密にモデル化して応用できる．

流体力学について深く理解し，現象を緻
密にモデル化して応用できる．

熱工学について深く理解し，現象を緻密
にモデル化して応用できる．

制御工学について深く理解し，現象を緻密
にモデル化して応用できる．

知能機械学について深く理解し，新たな機
械や製品を創り出す際に応用できる．

統合デザイン工学について深く理解し，新た
な機械や製品を創り出す際に応用できる．

生産加工学について深く理解し，新たな機械
や製品を創り出す際に応用できる．

機械創成工学
ゼミナールⅢ

研究指導（修士論文）

非線形動力学

機械創成工学

高
度
な

デ
ザ
イ
ン
力

高
度
な
国
際
性

高
度
な
教
養

最
先
端
か
つ

高
度
な
専
門
性

と
深
い
学
識

学位プログラム：
機械工学
カリキュラムマップ

機械工学専攻
博士前期課程

高度国際性涵養教育科目
（青字）



学位プログラム：
機械工学
カリキュラムマップ

機械工学専攻
博士後期課程

DC 1年次 DC 3年次

機能構造学特
論Ⅰ

機能構造学特
論Ⅱ

熱流動態学特
論Ⅰ

熱流動態学特
論Ⅱ

統合設計学特
論Ⅰ

統合設計学特
論Ⅱ

知能制御学特
論Ⅰ

知能制御学特
論Ⅱ

プロダクトデザインマネジメント

DC 2年次

秋～冬学期 秋～冬学期春～夏学期 春～夏学期

機械創成工学
ゼミナール

研究指導（博士論文）

博士後期課程学習目標

【最先端かつ高度な専門性と深い学識】
機械工学における先端的な専門知識
と技能を身につけている．

【最先端かつ高度な専門性と深い学識】
新規性，独創性，学術的意義を有
する博士論文を作成する能力を身
につけている．

【高度な教養】
研究遂行のための高い倫理観を
有している．

【高度な国際性】
論理的かつ独創的思考力，
課題探求力，問題解決力，
表現力及び国際的なコ
ミュニケーション力を併
せ持つ実践的研究能力を
身につけている．

【高度な国際性】
博士論文研究の内容・成
果を発表し，それに関す
る専門的に高度な討論を
行う能力を身につけてい
る．

【高度なデザイン力】
独創的研究課題の発掘能
力，研究企画力，研究推
進力，研究発信能力を身
につけている．

研究指導（博士論文）

研究指導（博士論文）

研究指導（博士論文）

研究指導（博士論文）

研究指導（博士論文）



⼯学研究科 
学位プログラム︓ マテリアル⽣産科学 
授与する学位︓ 修⼠（⼯学) 博⼠（⼯学） 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および⼯学研究科の教育⽬標を受けて、学位プログラム「マテリアル⽣産科学」では
以下のとおり教育⽬標を定めています。 

学位プログラム「マテリアル⽣産科学」では、材料および⽣産プロセスの深い理解に基づいた
「ものづくり」によって⼈類社会の持続的発展に貢献することをめざした教育・研究に取り組ん
でいます。 

博⼠前期課程および後期課程においては、本研究科の掲げる⼯学理念のもと、「地域に⽣き世
界に伸びる」の⼤阪⼤学のモットーの実践を⽬指し、世界最先端の材料・⽣産科学技術を追求し、
専⾨分野において指導的役割を担うグローバルな技術者・研究者および教育者を育成し、社会に
輩出することを⽬標としています。 
 
博⼠前期課程 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・材料および⽣産プロセスに関する、広範かつ⾼度な材料科学の専⾨知識ならびに実践的な技
能を習得した⼈材の育成を⽬指します。 
 

○⾼度な教養 
・科学・⼯学全般に関する幅広い知識、かつ社会⼈としての教養、価値観ならびに倫理感を合わ
せもつ⼈材の育成を⽬指します。 
 

○⾼度な国際性 
・確固たる語学⼒、コミュニケーション能⼒の醸成により国際的に活躍できる⼈材の育成を⽬
指します。 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
・材料科学・⽣産科学における複雑な問題を⾒いだし、解決する深い思考⼒を有する⼈材の育
成を⽬指します。 

 
博⼠後期課程 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・材料および⽣産プロセスに関する、広範かつ⾼度な材料科学を深く理解するだけでなく、各
専⾨分野における世界最先端の専⾨知識と技能を習得した⼈材の育成を⽬指します。 



○⾼度な教養 
・科学全般に関する幅広く深い知識を有するだけでなく、事象を多⾯的かつ深く洞察できる教
養、社会・産業や世界が抱える多種多様な問題に対応できる⾼い価値観と倫理感を具備する⼈
材の育成を⽬指します。 
 

○⾼度な国際性 
・確固たる語学⼒、コミュニケーション能⼒だけでなく多様な国際性をも具備し、国際社会で
先導的な役割を担うことができる⼈材の育成を⽬標とします。 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
・論理的思考、課題探求⼒や問題解決⼒に加え、世界トップレベルの研究開発⼒、科学の深遠
および未踏の⼯学領域への展開⼒を有する⼈材を育成します。 

 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および⼯学研究科のディプロマ・ポリシー（学習⽬標を含む）のもとに、学位プログ
ラム「マテリアル⽣産科学」では以下のとおりディプロマ・ポリシーを定めています。 

現代社会の基幹をなす産業を⽀える「ものづくり」において世界のリーダーとして国際的に活
躍できる材料科学者・技術者には、材料科学・⽣産科学に関する⾼度かつ最先端の専⾨知識と技
術、広い視野に⽴った精深な学識に加え、⽂化を超えて交流できるコミュニケーション⼒を含め
た国際性を兼ね備えることが求められます。 

博⼠前期課程では、材料科学・⽣産科学における⾼度な専⾨に関して以下の項⽬にあげる能⼒
を⾝に着け、所定の単位を修得し、修⼠論⽂の提出および論⽂内容の発表を⾏い、審査基準を満
たした学⽣に対して、修⼠（⼯学）の学位を授与します。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・材料科学・⽣産科学に関する、⾼度な専⾨知識を⾝に着けている。 
・研究で取り組む専⾨分野における先端の知識と技能を習得している。 
 

○⾼度な教養 
・材料科学・⽣産科学に関する専⾨知識を社会のために役⽴てようとする健全な価値観ならび
に⾼い倫理観を⾝に着けている。 
・社会・産業の発展に寄与することのできる知識・教養を⾝に着けている。 
 

○⾼度な国際性 
・⼯学・科学に関する討論を外国語で⾏える能⼒を⾝に着けている。 

 
○⾼度なデザイン⼒ 

・研究の内容・成果を発表し、それに関する討論に基づいて、⾃⾝の研究に活かすことがで
きる。 
・研究開発を実践するための論理的思考⼒、問題解決⼒および指導⼒を⾝に着けている。 
・研究を正しく整理する分析⼒、内容を正確に伝える表現・伝達⼒を有している。 
 

博⼠後期課程については、材料科学・⽣産科学における、以下の項⽬にあげる能⼒を⾝に着
け、博⼠論⽂の提出、審査基準を満⾜する論⽂内容の発表を⾏い、かつマテリアル⽣産科学専攻
が定める⼝頭試問に合格した学⽣に博⼠(⼯学)の学位を授与します。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・材料科学・⽣産科学に関する最先端の専⾨知識を⾝に着けている。 



○⾼度な教養 
・材料科学・⽣産科学に関する最先端の専⾨知識を社会の発展に活かそうとする健全な価値観
ならびに⾼い倫理観を⾝に着けている。 
・科学・⼯学の深化および社会・産業の発展に寄与できるような、科学全般に関する幅広く深
い知識、かつ現代社会・産業や世界が抱える複雑な問題に対応できるような、物事を多⾯的か
つ深く洞察する能⼒を⾝に着けている。 
 

○⾼度な国際性 
・論理的かつ独創的思考⼒、問題解決⼒、表現⼒および国際的なコミュニケーション⼒を併せ
持つ実践的研究・開発能⼒を有している。 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
・新規性、⾼い独創性および学術的意義を有する研究をデザインし、遂⾏する能⼒を⾝に着け
ている。 
 
 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 
 ⼤阪⼤学および⼯学研究科のカリキュラム・ポリシーのもとに、学位プログラム「マテリアル
⽣産科学」では以下のとおりカリキュラム・ポリシーを定めています。 
 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 
博⼠前期課程 

博⼠前期課程では、「ものづくり」に関する⾼度な専⾨知識を⾝に着けること、論理的思考⼒・
問題解決⼒、科学者・研究者としての表現⼒・国際コミュニケーション⼒を向上させることを⽬
標として教育を⾏います。マテリアル科学コースでは「もの」に関して、⼀⽅、⽣産科学コース
では「つくり」に関して、⾼度な専⾨知識を様々な専⾨教育科⽬を通じて学修させます。また専
⾨教育科⽬での実習科⽬では研究を整理し分析する能⼒、内容を正確に伝える表現・伝達⼒や研
究に関する討論を⾏う能⼒も⾝に着けさせます。⼀⽅、⾼度国際性涵養科⽬では、⼯学分野で活
躍する科学者・研究者に必要な実践英語⼒を⾝に着けさせ、⾼度教養教育科⽬では材料科学・⽣
産科学の実務分野での研究・開発のあり⽅、システム構築のポイントや問題解決法を学ぶことに
より研究開発を実践するための論理的思考⼒・問題解決⼒を醸成させるとともに⾼い倫理観も養
います。また修⼠論⽂研究を通じて、材料科学・⽣産科学において現在問題とされている事象の
解決策を⾒出し対応できる思考⼒を醸成します。 

 
博⼠後期課程 

博⼠後期課程では、「ものづくり」に関する、さらに専⾨性の⾼い知識を⾝に着けること、論理
的かつ独創的思考⼒、問題解決能⼒、表現⼒および国際コミュニケーション⼒を洗練させること
を⽬標として教育を⾏います。そのために材料科学・⽣産科学に関する最先端の専⾨知識を習得
させます。また材料に関する基礎科学と応⽤展開に関する内容を英語で理解し、英語で討論を⾏
う能⼒も養います。さらに、課題発掘能⼒、研究企画・推進⼒や発信能⼒など、世界的に活躍で
きる科学者・研究者としての素養を醸成するだけでなく、後進を育成する指導⼒も⾝に着けさせ
ます。これらは専⾨教育だけでなく、⾼度国際性涵養科⽬および⾼度教養教育科⽬としての内容
も兼備しており、語学⼒・国際性を洗練させることや科学者としての教養を深化させることにも
寄与します。また博⼠論⽂研究を通じて、論理的思考、課題探求⼒や問題解決⼒に加え、世界ト
ップレベルの研究開発⼒、科学の深遠および未踏の⼯学領域を切り拓く⼒を養います。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 
博⼠前期課程 
 材料科学・⽣産科学に関する⾼度な専⾨知識は専⾨科⽬として「表界⾯物性論」、「界⾯制御⼯
学」、「機能材料化学」、「結晶塑性学」など「材料」に関する講義および「ジョイニングプロセス
特論」、「加⼯物理学」、「インターフェイスメカニックス」、「構造化設計学」など「⽣産・加⼯・



構造化」に関する講義を通じて修学させます。⼀⽅、「マテリアル科学ゼミナール」や「⽣産科学
ゼミナール」などの実習科⽬では研究活動を通じて得た知識や成果を正しく整理して分析する能
⼒、表現・伝達⼒を⾝に着けさせます。「研究指導」では、上述した研究者としての素養に加え、
後進を指導する能⼒も養います。また専⾨科⽬でも「マテリアル科学創成⼯学」や「マテリアル
⽣産科学創成⼯学」では企業から招へいした講師から先端専⾨分野の知識や技能を習得させます。
⼀⽅、⾼度教養教育科⽬の「マテリアル社会連携学」では、企業での研究開発を実践するための
論理的思考や問題解決⼒、さらに⾼い倫理観を養成します。さらに「⼯学英語」では⾼度国際性
涵養教育科⽬として⼯学分野を題材とした e-ラーニングにより、⼯学分野で活躍するために必要
な実践英語⼒をリスニング、リーディングを中⼼に学修させます。 
 
博⼠後期課程 
 「材料物性学特論」、「材料エネルギー理⼯学特論」、「構造機能制御学特論」、「材料機能化プロ
セス⼯学特論」などでは「材料」に関する最先端の専⾨知識を、「⽣産プロセス学特論」、「構造化
設計・評価学特論」や「システムインテグレーション特論」などでは「⽣産・加⼯・構造化」に関
する最先端の知識を講義形式で学修させます。⼀⽅、「構造・機能先進材料デザイン学 I, II, III」
では⼀流の外国⼈研究者を講師とし、材料に関する基礎科学と応⽤展開に関する講義を英語で⾏
い、材料学に関する最先端の知識だけでなく国際的に活躍できる科学者としての教養・語学⼒を
⾝に着けさせます。さらに演習や討論を通じて実践的英語⼒を醸成させます。また「研究指導」
では、研究活動を通じて、社会の発展に寄与できる独創的思考⼒、課題探求⼒、問題解決⼒、表
現・コミュニケーション能⼒、倫理観など、⾼度かつ実践的な研究・開発能⼒を養成します。 
 
＜学修成果の評価⽅法＞ 
博⼠前期課程 

シラバスに記載されている学習⽬標の達成度を学期末試験、⼩テスト、レポートや課題などか
ら評価します。 

修⼠学位論⽂は、専攻分野における研究能⼒、⾼度の専⾨性が求められる職業を担うための能
⼒を修得するために⾏われた専攻分野の発展に貢献する研究内容を含み、その内容について各専
攻で開催される論⽂発表会で学術研究に相応しい発表・討論がなされた後、各専攻において学位
審査を⾏い、専攻⻑会にて最終判定を⾏っています。 
 
博⼠後期課程 
 シラバスに記載されている学習⽬標の達成度をレポートや課題などから評価します。 

博⼠学位論⽂は、学理とその応⽤に関する重要な貢献をなす⼗分な学術的価値を有し、⾃主的
かつ主体的に取り組んだ研究の成果であることが必要であり、その内容については過去に、いか
なる機関、いかなる申請者によっても発表された博⼠学位論⽂の内容を含まないものとします。



博⼠学位論⽂の内容は国際的に公表されるものとし、学位審査は各学位審査委員会及び各専攻に
より⾏われ、専攻⻑会にて最終判定を⾏っています。 



春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

学習目標C
（前期課程）
・工学・科学に関する討論を外国語で行える能力を身につけている。
（後期課程）
・論理的かつ独創的思考力、問題解決力、表現力および国際的なコミュニ
ケーション力を併せ持つ実践的研究・開発能力を有している。

○

学習目標D
（前期課程）
・研究の内容・成果を発表し、それに関する討論に基づいて、自身の研究
に活かす能力を有している。
・研究開発を実践するための論理的思考力、問題解決力および指導力を有
している。
・研究を正しく整理する分析力、内容を正確に伝える表現・伝達力を有し
ている。
（後期課程）
・新規性、高い独創性および学術的意義を有する研究をデザインし、遂行
する能力を有している。

○

学習目標B
（前期課程）
・材料科学・生産科学に関する専門知識を社会のために役立てようとする
健全な価値観ならびに高い倫理観を身につけている。
・社会・産業の発展に寄与することのできる知識・教養を身につけてい
る。
（後期課程）
・材料科学・生産科学に関する最先端の専門知識を社会の発展に活かそう
とする健全な価値観ならびに高い倫理観を身につけている。
・科学・工学の深化および社会・産業の発展に寄与できるような、科学全
般に関する幅広く深い知識、かつ現代社会・産業や世界が抱える複雑な問
題に対応できるような、物事を多面的かつ深く洞察する能力を身につけて
いる。

○

プロセス設計

構造設計

システム設計

分

野

物性材料設計

エネルギー理工学
材料設計

構造機能
制御設計

材料機能化
プロセス設計学習目標A

（前期課程）
・材料科学・生産科学に関する高度な専門知識を身につけており、研究で
取り組む先端専門分野の知識と技能を身につけている。
（後期課程）
・材料科学・生産科学に関する最先端の専門知識を身につけている。

○

学位プログラム：マテリアル生産科学　カリキュラムマップ（工学研究科マテリアル生産科学専攻）
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博士前期課程 博士後期課程

１年 ２年 １年 ２年 ３年

量子材料物性論

材料組織学

電子顕微鏡学

生体高分子構造解析学

量子材料化学

ジョイニング

プロセス特論Ⅰ

加工物理学Ⅱ

機能材料学

ナノプラズマ工学

インターフェイス

メカニックス

信頼性評価工学

構造化評価学

電子システムインテグレーション

応用デバイス工学

マテリアル社会連携学Ⅱ

工学英語Ⅰ 工学英語Ⅱ

マテリアル生産科学創成工学Ⅰ・Ⅱ

材料物性学特論

材料エネルギー理工学特論

生産プロセス学特論

構造化設計・評価学特論

システムインテグレーション特論

構造機能制御学特論

材料機能化プロセス工学特論

構造・機能先進材料デザイン学Ⅰ
構造・機能先進

材料デザイン学Ⅱ

構造・機能先進

材料デザイン学Ⅲ

研究指導

生産科学ゼミナール

インターンシップ

研究指導

表界面物性論

極微構造解析学

材料設計・プロセス工学

プラズマ応用工学

機能材料化学

界面制御工学

基盤材料・計算材料工学

結晶塑性学

結晶成長工学

粉体機能化工学

材料設計論

生体材料学

機能性評価学

材料電磁プロセス学

環境材料工学

材料加工学

インテリジェント加工学

ジョイニングプロセス特論Ⅱ

加工物理学Ⅰ

アプライドマテリアル論

材料機能化設計学

接合プロセスメタラジー論

接合プロセス学特論

溶接施工管理論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

界面機能化

プロセシング

構造化設計学

先端構造評価論

知的設計学

電子システム

統合設計論

マテリアル社会連携学Ⅰ

生産科学特別講義

マテリアル科学創成工学Ⅰ

専門教育科目（A分野） 専門教育科目（B分野） 高度教養教育科目 高度国際性涵養教育科目専門教育科目（共通） 一年ごとに、春学期・夏学期交互開講

マテリアル科学創成工学Ⅱ

マテリアル科学ゼミナール

教育目標

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
学
習
目
標



工学研究科 
学位プログラム︓ 電気電子情報通信工学 
授与する学位︓ 修士（工学) 博士（工学） 
 
教育目標 
 

大阪大学および工学研究科の教育目標を受けて、学位プログラム「電気電子情報通信工学」で
は以下のとおり教育目標を定めています。 

「科学と技術の融合を図り、より豊かな社会生活を希求するための学問が工学である」との工
学研究科の理念に基づき、本学位プログラムでは、電気電子情報通信工学の深い理解と積極的な
活用を通して、人類社会の持続的発展に資することを目指した教育・研究に取り組み、最先端の
分野で世界をリードするような、グローバルに活躍できる研究者・技術者を育成することを教育
の目標に掲げています。 
 
博士前期課程 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
 電気電子情報通信工学分野の高度な専門的知識と実践的技能の修得を目指します。 
 
○高度な教養 
 研究内容を論理立てて正しく整理し、論文を執筆する能力、研究成果を発表し、他の研究者と
討論できるような高度な教養の育成を目指します。 
 
○高度な国際性 

実践的な工学英語を学ぶことにより、グローバルに活躍できるような、高度な国際性を持つ人
材の育成を目指します。 

 
○高度なデザイン力 

研究を推進するための論理的思考力、課題探究力、問題解決力および複雑化した工学的課題に
対して、解決の道筋をつけることができる高度なデザイン力を持つ人材の育成を目指します。 

 
博士後期課程 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 

電気電子情報通信工学分野の高度な専門的知識に加え、独創的思考ができ、自ら新しい研究課
題を見つけることができる能力の修得を目指します。 
 
○高度な教養 

研究内容を論理立てて正しく整理し、論文を執筆する能力、研究成果を発表し、当該分野の専



門家と深く討論できる高度な教養の育成を目指します。 
 

○高度な国際性 
 最先端の分野でグローバルリーダーとして活躍できる国際性を持つ人材の育成を目指します。 

 
○高度なデザイン力 

論理的思考力、課題探究力、問題解決力に加え、研究企画力、研究推進力といったリーダーに
要求される能力、最先端分野の研究開発を、高い倫理観を持って、主導できる高度なデザイン力
を持つ人材の育成を目指します。 

 

 

  



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 
 大阪大学および工学研究科のディプロマ・ポリシーのもとに、学位プログラム「電気電子情報
通信工学」では以下のとおりディプロマ・ポリシーを定めています。 
 学位プログラム「電気電子情報通信工学」では、履修コースのカリキュラムに沿って以下の項
目にあげる能力を身につけ、設定した所定の単位を修得し、論文の審査に合格した学生に修士（工
学）、博士（工学）の学位を授与します。 
 
博士前期課程 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 

・電気電子情報通信工学分野の最先端かつ高度な専門的知識と実践的技能を修得している。 
 

○高度な教養 
・「修士論文研究」で実施した内容を論理立てて正しく整理し、論文を執筆する能力を身につけ

ている。 
・「修士論文発表会」などを通して、発表、討論する能力を修得している。 
 

○高度な国際性 
・グローバル社会で活躍するための高度な国際性を身につけている。 
 

○高度なデザイン力 
・複雑化した工学的課題に対して、解決の道筋をつけることができる高度なデザイン力を身に

つけている。 
・「修士論文研究」などを通して、これまでに学んだ専門分野の知識・技能を活かして研究を

推進するための高度な論理的思考力、課題探究力、問題解決力を身につけている。 
 

博士後期課程 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 

・電気電子情報通信工学分野の高度な専門的知識と実践的技能に加え、独創的思考ができ、自
ら新しい研究課題を見つける能力を身につけている。 

 
○高度な教養 

・実施した研究内容を論理立てて正しく整理し、論文を執筆する能力、当該分野の専門家と深
い討論を行える能力を身につけている。 

 



○高度な国際性 
・研究成果を自ら国際的に発信し、最先端の分野でグローバルリーダーとして活躍できる高度

な国際性を身につけている。 
 

○高度なデザイン力 
・独創的思考ができる能力、研究企画ができる能力を有し、自ら研究を推進する力を身につけ

ている。 
・最先端の研究に従事する研究者として持つべき高度な倫理観を身につけている。 

 



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 

大阪大学および工学研究科のカリキュラム・ポリシーのもとに、学位プログラム「電気電子情
報通信工学」では以下のとおりカリキュラム・ポリシーを定めています。 
 学部で学んだ専門知識と技能をより深めるために、電気電子情報通信工学に関する高度かつ最
新の理論を学ぶカリキュラムを提供します。 
 
＜教育課程編成の考え方＞ 

本プログラムでは、ディプロマ・ポリシーに掲げる知識・技能を身につけるため、電気電子情
報通信工学の高度な知識を修得し、さらに広い視野を養うための大学院基礎科目として量子論、
電気電子材料、電子物理、通信理論、ネットワーク工学、システム理論、電力システム、フォト
ニクス、プラズマ物理などを教授し、これらを中核として応用分野の科目を配して、包括的で高
度かつ緻密な教育を提供します。これら専門教育科目により、最先端かつ高度な専門性と深い学
識を養います。そして、研究指導、セミナー、実験・演習により、論理的思考力、課題探求力、問
題解決の道筋をつけるデザイン力、グローバル社会で活躍するための表現力、コミュニケーショ
ン能力を養います。さらに、研究者・技術者として持つべき高度な教養、国際性などを養うため
の、高度教養教育科目、高度国際性涵養教育科目がカリキュラムに含まれています。 
 
＜学修内容および学修方法＞ 

博士前期課程、博士後期課程それぞれにおいて、履修コースとして電気工学、情報通信工学、
量子情報エレクトロニクス、イノベーションデザインおよびグローバルサイエンス＆エンジニア
リングの 5 コースがあり、それぞれのコースに専門教育科目が設定されており、入学時にいずれ
かのコースに配属されます。 

電気工学コースでは、システム工学、制御工学、電力システム、レーザー、プラズマ、高エネ
ルギー粒子、ビームシステムなどの分野の専門教育科目を講義と演習で提供します。情報通信工
学コースでは、光通信、無線通信、マルチメディア情報ネットワークの基礎理論から最先端応用
技術に至るまでハード・ソフト両面をバランスよく学べる専門教育科目を講義と演習で提供しま
す。量子情報エレクトロニクスコースでは、ナノサイエンス・ナノエレクトロニクスとフォトニ
クスをキーワードに、電子、光子、原子、分子から集積デバイスや生体機能などの分野の専門教
育科目を講義と演習で提供します。イノベーションデザインコースでは、電気電子情報通信工学
に関する科目に加え、ビジネス戦略が策定できる研究者、リーダーを養成するための専門教育科
目を講義と演習で提供します。グローバルサイエンス＆エンジニアリングコースでは、すべての
専門教育科目の講義と演習を英語で行います。 

 
＜学修成果の評価方法＞ 



シラバスに記載されている学習目標の達成度について、成績評価の方法（試験や課題、レポー
トなど）を用いて評価します。 

修士学位論文は、専攻分野における研究能力、高度の専門性が求められる職業を担うための能
力を修得するために行われた専攻分野の発展に貢献する研究内容を含み、その内容について各専
攻で開催される論文発表会で学術研究に相応しい発表・討論がなされた後、各専攻において学位
審査を行い、専攻長会にて最終判定を行っています。 

博士学位論文は、学理とその応用に関する重要な貢献をなす十分な学術的価値を有し、自主的
かつ主体的に取り組んだ研究の成果であることが必要であり、その内容については過去に、いか
なる機関、いかなる申請者によっても発表された博士学位論文の内容を含まないものとします。
博士学位論文の内容は国際的に公表されるものとし、学位審査は各学位審査委員会及び各専攻に
より行われ、専攻長会にて最終判定を行っています。 



カリキュラムマップ様式（工学研究科電気電子情報通信工学専攻）

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

学習目標Ａ
（前期課程）電気電子情報
通信工学分野の最先端かつ
高度な専門的知識と実践的
技能を修得している。/（後
期課程）電気電子情報通信
工学分野の高度な専門的知
識と実践的技能に加え、独
創的思考ができ、自ら新し
い研究課題を見つける能力
を身につけている。

○

学習目標Ｂ
（前期課程）「修士論文研
究」で実施した内容を論理
立てて正しく整理し、論文
を執筆する能力を身につけ
ている。かつ、「修士論文
発表会」などを通して、発
表、討論する能力を修得し
ている。/（後期課程）実施
した研究内容を論理立てて
正しく整理し、論文を執筆
する能力、当該分野の専門
家と深い討論を行える能力
を身につけている。

○ ○

学習目標Ｃ
（前期課程）グローバル社
会で活躍するための高度な
国際性を身につけている。/
（後期課程）研究成果を自
ら国際的に発信し、最先端
の分野でグローバルリー
ダーとして活躍できる高度
な国際性を身につけてい
る。

○ ○

学習目標Ｄ
（前期課程）複雑化した工
学的課題に対して、解決の
道筋をつけることができる
高度なデザイン力を身につ
けている。/（後期課程）独
創的思考ができる能力、研
究企画ができる能力を有
し、自ら研究を推進する力
を身につけている。

○ ○

学習目標Ｅ
（前期課程）「修士論文研
究」などを通して、これま
でに学んだ専門分野の知
識・技能を活かして研究を
推進するための高度な論理
的思考力、課題探究力、問
題解決力を身につけてい
る。/（後期課程）最先端の
研究に従事する研究者とし
て持つべき高度な倫理観を
身につけている。

○ ○
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博士後期課程

1年 2年 1年 2年 3年

博士前期課程

⼯学英語Ⅰ

エネルギーシステム・要素論
ダイナミカルシステム論
数理システム計画論
センシングシステム理論

光学
プラズマ・粒⼦ビーム⼯学

凝縮応⽤物理学

研究指導（修⼠論⽂特別研究課題）

教育⽬標

研究指導（博⼠論⽂特別研究課題）

電気電⼦情報通信⼯学セミナー

電⼒システム解析論
応⽤システム数理
レーザー⼯学

プラズマフォトニクス
光・量⼦ビーム計測⼯学

核融合⼯学

専⾨教育科⽬ 専⾨教育科⽬ 専⾨教育科⽬

⼯学英語Ⅱ

専⾨教育科⽬

ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
学
習
⽬

数理解析学 計算物理学

フォトニックネットワーク⼯学
通信トラヒック⼯学

量⼦光⼯学
知的情報処理論

実践離散数学と計算の理論
実践セキュリティ特論 I
グラフ信号処理

光通信⼯学
コンピュータネットワーク

光伝送⼯学
機械学習とデータマイニングの基礎
先進情報セキュリティとアルゴリズム

実践セキュリティ特論ＩＩ
⽣体データ解析

半導体物性論
分⼦電⼦⼯学

集積システム設計論
表⾯界⾯⼯学
超伝導物性

光物性・光エレクトロニクス
レーザープラズマ⼯学

電⼦線ナノ計測学
⾮線形光学

分⼦光電デバイス
⾼周波アナログ集積回路⼯学

電気⼯学実験

電気⼯学
特別講義

量⼦情報
エレクトロニクス
特別講義

知価社会論

情報通信⼯学
特別講義

システム数理特論
核科学フロンティア

先進電磁⼯学フロンティア

システム・電⼒⼯学特論
先端量⼦科学特論

先端レーザー⼯学特論

通信ネットワーク⼯学特論
通信システム⼯学特論

光電波通信⼯学特論
知能システム⼯学特論

先端エレクトロニクス材料
⼯学特論

先端エレクトロニクスデバイス
⼯学特論

先端集積エレクトロニクス
⼯学特論

⼯学系海外インターンシップⅠ
⼯学系海外インターンシップII
⼯学系海外インターンシップIII

情報通信⼯学演習

⾼度セキュリティ
PBL ⾼度セキュリティPBL II

⾼度セキュリティPBL III
⾼度サイバーセキュリティPBL III

⾼度サイバーセキュリティPBL I
⾼度サイバーセキュリティPBL II

先進安全なデータ設計特論

量⼦情報エレクトロニクス演習

エレクトロニクス研究エレクトロニクス研究基礎 Ｉ エレクトロニクス研究基礎 ＩＩ

イノベーションデザイン実践 I
イノベーションデザインセミナー I

イノベーションデザイン実践 II
イノベーションデザインセミナー II

イノベーションデザイン実践 III イノベーションデザイン実践Ⅳ イノベーションデザイン実践 V イノベーションデザイン実践 VI

専⾨教育科⽬

⾼度国際性涵養教育科⽬

⾼度教養教育科⽬ ⾼度教養教育科⽬ ⾼度教養教育科⽬

先端量⼦科学特論

















⼯学研究科 
学位プログラム︓ 船舶海洋⼯学 
授与する学位︓ 修⼠（⼯学) 博⼠（⼯学） 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および⼯学研究科の教育⽬標を受けて、学位プログラム「船舶海洋⼯学」では、地球
的視点から海洋に係わる科学技術を創造し、その有効性・安全性・環境影響を展望しながら、海
洋での⼈⼯物をデザイン・開発・運⽤する能⼒を持った⼈材を育てることを⽬指した教育・研究
に取り組んでいます。 
 
博⼠前期課程 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・船舶海洋⼯学の専⾨的・多⾯的学⼒を養います。 
・⾃らの考えや解決策を論理的に伝えるコミュニケーション能⼒を養います。 

 
○⾼度な教養 

・地球環境や⽂化に対する学際的⾒識と倫理観を養います。 
・地球環境や物流経済を理解し評価する能⼒を養います。 
 

○⾼度な国際性 
・異⽂化理解のもと、英語により発表・討論する能⼒を養います。 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
・課題を理解し、計画・デザインをまとめる能⼒を養います。 
・環境・安全・性能・コストを総合的に考慮するマネジメント能⼒を養います。 
 

博⼠後期課程 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・船舶海洋⼯学の最先端の専⾨的・多⾯的学識を養い、その上で、新しい技術や理論等を⾃⾝
で⽣み出すことのできる能⼒を養います。 
 

○⾼度な教養 
・時代とともに変化する社会的要請に応え、将来の技術発展動向を⾒極める能⼒を養います。 

 
○⾼度な国際性 

・異⽂化理解のもと、海外に⾃分の考えを発信できる能⼒を養います。 
 



○⾼度なデザイン⼒ 
・最先端の知識・技能に基づき未来の海洋利⽤、物流システム像を構想する能⼒を養います。 
 

 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および⼯学研究科のディプロマ・ポリシー（学習⽬標を含む）のもとに、学位プログ
ラム「船舶海洋⼯学」では、博⼠前期課程及び博⼠後期課程についてのディプロマ・ポリシーを
以下のように定めます。  

 
博⼠前期課程 

博⼠前期課程では、⼤阪⼤学および⼯学研究科のディプロマ・ポリシーのもとに、以下の学習
⽬標に掲げる能⼒を⾝につけ、船舶海洋⼯学コースが設定した所定の単位を修得し、研究科規程
に定める試験に合格し、提出した修⼠学位論⽂が妥当と認められた学⽣に、修⼠（⼯学）の学位
を授与します。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・専攻する分野における⾼度な専⾨知識と技能を有している。 
・修⼠論⽂研究として取り組む先端専⾨分野の知識と技能を有している。 
・船舶および海洋の利⽤・開発に対して、経済活動に偏らず、その有効性と安全性、環境保全
に対する理解⼒と総合化できる⼒を有している。 
 

○⾼度な教養 
・⾃ら実施した研究を正しく整理し、修⼠論⽂を作成する能⼒を有している。 
・⾃ら設定した課題に対して、提案する問題解決法をもとに船舶・海洋⼯学における⼈⼯物の
設計にまとめる⼒と学術論⽂にまとめる⼒を有している。 
・船舶・海洋⼯学における諸問題の中から、⾃ら課題を設定し、問題解決法を構築し、その妥
当性について、他⼈との議論を通して、批判や異なる考え⽅を理解し、解決法の改善を⾏い得
る能⼒を有している。 
 

○⾼度な国際性 
・異⽂化理解のもと、国際的な場での議論を通じて、解決法や⼿法等の改善を⾏い得る能⼒を
有している。 

 
○⾼度なデザイン⼒ 

・研究開発を実践するための論理的思考⼒、コミュニケーション⼒及び問題解決⼒を有してい
る。 
・修⼠論⽂研究の内容・成果を発表し、それに関する討論を⾏う能⼒を有している。 
・論理的な記述⼒と数学的な定式化、モデル化をできる能⼒を有している。 
・問題解決に必要な情報を得るための実験を⾃ら計画し、得られた情報をもとに既存技術と新
規技術を織り交ぜて解析、考察できる能⼒を有している。 

 



博⼠後期課程 
博⼠後期課程では、⼤阪⼤学および⼯学研究科のディプロマ・ポリシーのもとに、以下の学習

⽬標に掲げる能⼒を⾝につけ、船舶海洋⼯学コースが設定したカリキュラムに沿って所定の単位
を修得し、研究科規定に定める試験に合格し、提出した博⼠学位論⽂が妥当と認められた学⽣に、
博⼠（⼯学）の学位が授与されます。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・専攻する分野における最先端の専⾨知識と技能を有している。 
 

○⾼度な教養 
・⾃ら設定した研究課題を解決し、論⽂執筆・発表を⾏う能⼒を有している。 

 
○⾼度な国際性 

・海外の最先端の研究者や実務者と議論し、⾃らの⼿法の独創性や優位性を主張できる能⼒
を有している。 

 
○⾼度なデザイン⼒ 

・新規性、独創性、社会的意義等を有する研究を計画・実施し、成果を⾃⾝で取りまとめる能
⼒を有している。 
 

 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および⼯学研究科のカリキュラム・ポリシーのもとに、博⼠前期課程においては、専
⾨分野の知識を深める講義や討論を重視した演習・ゼミナールに加え、論理的思考⼒、課題探究
⼒、問題解決⼒、解決策を論理的に伝えるコミュニケーション能⼒を併せ持つ実践的な研究開発
能⼒を培う修⼠論⽂作成のための研究指導があります。また、博⼠後期課程においては、専⾨分
野の先端科学技術を学ぶ講義の他、博⼠前期課程での研究開発能⼒に加え、独創的思考⼒、時代
とともに変化する社会的要請と技術動向への対処能⼒、未来の海洋利⽤、物流システム像を構想
する能⼒を培う博⼠論⽂作成のための研究指導があります。 

 
学位プログラム「船舶海洋⼯学」では以下のとおりカリキュラム・ポリシーを定めています。 
 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

博⼠課程前期では、各分野における最先端の専⾨的知識と深い思考⼒ならびに実践的な計画・
デザイン⼒の育成のため、各種授業を開講します。授業は、個々の学⽣の志向に応じて多数の科
⽬から、教養教育、国際性涵養教育、専⾨教育のそれぞれの科⽬を選択して履修できるようにし
ています。ゼミナールを通して⾏う修⼠論⽂研究では、⾼度な専⾨能⼒とともに、⾃発的な探求
⼼の醸成、議論や発表を通じたコミュニケーション能⼒、⾼度なデザイン能⼒の育成を⽬標とし
ています。さらに、船舶海洋⼯学コースでは、すべての授業が英語により⾏われ、国際的な授業
環境を提供します。また、⼤阪⼤学、⼤阪府⽴⼤学、神⼾⼤学間における海事教育の連携（関⻄
海事教育アライアンス）による授業プログラム、国⼟交通省との連携授業プログラムなど多様な
プログラムを⽤意しています。 

博⼠課程後期では、各種授業の他、専⾨領域における未知の原理の探索、新規の理論の構築と
その⼯学的適⽤を⽬的として、指導教員による博⼠論⽂指導および指導教員グループによる評価
を⾏います。とくに、後期課程では最先端の学識のみならず、時代と共に変化する社会的要請へ
の対処⼒、未知の分野への学術的展開⼒、⾼度なデザイン⼒を重視した指導を⾏います。 
 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

個々の学⽣の志向に応じて多数の科⽬から、教養教育、国際性涵養教育、専⾨教育のそれぞれ
の科⽬を選択して履修します。各科⽬では、⽬的に応じて、講義形式や演習形式といった科⽬形
態が採⽤されており、特に演習科⽬では Project Based Learning などの主体的な取り組みを前
提とした授業を⾏います。 

 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

シラバスに記載されている学習⽬標の達成度について、成績評価の⽅法（試験や課題、レポー
トなど）を⽤いて評価します。 

 
 修⼠学位論⽂は、専攻分野における研究能⼒、⾼度の専⾨性が求められる職業を担うための能
⼒を修得するために⾏われた専攻分野の発展に貢献する研究内容を含み、その内容について各専



攻で開催される論⽂発表会で学術研究に相応しい発表・討論がなされた後、各専攻において学位
審査を⾏い、専攻⻑会にて最終判定を⾏っています。 
 博⼠学位論⽂は、学理とその応⽤に関する重要な貢献をなす⼗分な学術的価値を有し、⾃主的
かつ主体的に取り組んだ研究の成果であることが必要であり、その内容については過去に、いか
なる機関、いかなる申請者によっても発表された博⼠学位論⽂の内容を含まないものとします。
博⼠学位論⽂の内容は国際的に公表されるものとし、学位審査は各学位審査委員会及び各専攻に
より⾏われ、専攻⻑会にて最終判定を⾏っています。 



学位プログラム：船舶海洋工学　カリキュラムマップ（工学研究科船舶海洋工学部門）

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

（博士前期課程）専攻す
る分野における高度な専
門知識と技能を有してい
る。／（博士後期課程）
専攻する分野における最
先端の専門知識と技能を
有している

○

（博士前期課程）修士論
文研究として取り組む先
端専門分野の知識と技能
を有している。

○

（博士前期課程）船舶お
よび海洋の利用・開発に
対して、経済活動に偏ら
ず、その有効性と安全
性、環境保全に対する理
解力と総合化できる力を
有している。。

○

（博士前期課程）自ら実
施した研究を正しく整理
し、修士論文を作成する
能力を有している。

○

（博士前期課程）自ら設
定した課題に対して、提
案する問題解決法をもと
に船舶・海洋工学におけ
る人工物の設計にまとめ
る力と学術論文にまとめ
る力を有している。／
（博士後期課程）自ら設
定した研究課題を解決
し、論文執筆・発表を行
う能力を有している。

○

（博士前期課程）船舶・
海洋工学における諸問題
の中から、自ら課題を設
定し、問題解決法を構築
し、その妥当性につい
て、他人との議論を通し
て、批判や異なる考え方
を理解し、解決法の改善
を行い得る能力を有して
いる。

○

（博士前期課程）異文化
理解のもと、国際的な場
での議論を通じて、解決
法や手法等の改善を行い
得る能力を有している。
／（博士後期課程）海外
の最先端の研究者や実務
者と議論し、自らの手法
の独創性や優位性を主張
できる能力を有してい
る。

○

（博士前期課程）研究開
発を実践するための論理
的思考力、コミュニケー
ション力及び問題解決力
を有している。

○

（博士前期課程）修士論
文研究の内容・成果を発
表し、それに関する討論
を行う能力を有してい
る。

○

（博士前期課程）論理的
な記述力と数学的な定式
化、モデル化をできる能
力を有している。

○

（博士前期課程）問題解
決に必要な情報を得るた
めの実験を自ら計画し、
得られた情報をもとに既
存技術と新規技術を織り
交ぜて解析、考察できる
能力を有している。／
（博士後期課程）新規
性、独創性、社会的意義
等を有する研究を計画・
実施し、成果を自身で取
りまとめる能力を有して
いる

○

3年
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博士前期課程 博士後期課程

1年 2年 1年 2年

研究指導・修⼠論⽂特別研究課題 研究指導・博⼠論⽂特別研究課題

教育⽬標

専⾨科⽬
海洋利⽤計画学特論
船舶海洋材料学特論
船舶海洋流体⼒学特論
船舶海洋構造⼒学特論
運動制御学特論
海中機器⼯学特論

セミナール科⽬
船舶海洋⼯学ゼミナールⅠ, Ⅱ

セミナール科⽬
海洋利⽤計画学ｾﾞﾐﾅｰﾙ
船舶海洋材料学ｾﾞﾐﾅｰﾙ
船舶海洋流体⼒学ｾﾞﾐﾅｰﾙ
船舶海洋構造⼒学ｾﾞﾐﾅｰﾙ
運動制御学ｾﾞﾐﾅｰﾙ
海中機器⼯学ｾﾞﾐﾅｰﾙ

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
学
習
⽬
標

専⾨各論科⽬
基準及び規則開発とリスク評価

専⾨各論科⽬
造船産業技術特論

専⾨共通科⽬
フューチャー・デザイン

⾼度国際性涵養教育科⽬

⼯学系海外インターンシップⅠ
⼯学系海外インターンシップⅡ
⼯学系海外インターンシップⅢ

専⾨共通科⽬
⾼度国際性涵養教育科⽬

地球総合⼯学特論

⾼度国際性涵養教育科⽬
⼯学英語Ⅰ ⼯学英語Ⅱ

⾼度教養教育科⽬

専⾨共通科⽬
⾼度国際性涵養教育科⽬

地球総合⼯学特論
連続体⼒学
構造⼒学Ⅰ

構造⼒学Ⅱ

造波理論
流体⼒学

⼒学系の安全性評価⼿法論
洋上プラットフォームデザイン論

専⾨共通科⽬
⾼度国際性涵養教育科⽬

構造体強度論
運動制御学
船舶耐航性
弾塑性学

数値構造解析
船舶推進エネルギー論



⼯学研究科 
学位プログラム︓ 社会基盤⼯学 
授与する学位︓ 修⼠（⼯学) 博⼠（⼯学） 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および⼯学研究科の教育⽬標のもと、地球総合⼯学専攻における学位プログラム「社
会基盤⼯学」では以下のとおり教育⽬標を定めています。本学位プログラムにおいては、⾃然環
境と調和した美しい国⼟づくりと、安全・安⼼で快適な社会⽣活及び円滑な社会経済活動を実現
するための社会基盤の整備・保全に貢献する⼈材を育成するために、以下のような素養を⾝につ
けた⼈材の育成を⽬標として教育を⾏っています。博⼠前期課程では、次の能⼒を有する⼈材の
育成を教育⽬標とします。さらに博⼠後期課程では、より⾼度な次の能⼒の修得を⽬標としま
す。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
・社会基盤⼯学の専⾨的・多⾯的学⼒（博⼠前期課程・後期課程） 
 
○⾼度な教養 
・地球環境や地域の多様な⽂化に対する学際的⾒識と倫理観（博⼠前期課程・後期課程） 
 
○⾼度な国際性 
・⾃らの考えや解決策を論理的に伝えるコミュニケーション⼒（博⼠前期課程・後期課程） 
・英語により発表・討論する⼒（博⼠前期課程・後期課程） 
 
○⾼度なデザイン⼒ 
・地球環境と⼈間社会の現象を理解し評価する⼒（博⼠前期課程・後期課程） 
・課題を理解し計画・デザインをまとめる⼒（博⼠前期課程・後期課程） 
・環境・性能・コストを総合的に考慮し解決を図るマネジメント⼒（博⼠前期課程・後期課程） 
・時代とともに変化する社会的要請と技術動向に対処する⼒（博⼠後期課程） 
・最先端の知識に基づき未来を構想する⼒（博⼠後期課程） 
 
○独⾃の教育⽬標 
・国際的協調を基に社会基盤の⻑寿命化に貢献する⼒（博⼠後期課程） 

 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および⼯学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「社会基盤⼯学」
では以下のとおりディプロマ・ポリシーを定めています。所定の単位を修得し、必要な研究指導
を受けることにより、以下に掲げる「最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識」、「⾼度な教養」、「⾼
度な国際性」、「⾼度なデザイン⼒」及び「独⾃の学習⽬標」（博⼠後期課程のみ）を⾝に付けた
上、修⼠論⽂審査及び最終試験を⾏い、これらに合格した学⽣に、博⼠前期課程においては修⼠
（⼯学）、博⼠後期課程においては博⼠（⼯学）の学位を授与します。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
・社会基盤⼯学の専⾨的・多⾯的学⼒を⾝につけている。（知識・理解）（博⼠前期課程・後期課
程） 
 
○⾼度な教養 
・地球環境や地域の多様な⽂化に対する学際的⾒識と倫理観を⾝につけている。（知識・理解、
思考・判断）（博⼠前期課程・後期課程） 
 
○⾼度な国際性 
・⾃らの考えや解決策を論理的に伝えるコミュニケーション⼒を⾝につけている。（技能・表
現）（博⼠前期課程・後期課程） 
・英語により発表・討論する⼒を⾝につけている。（関⼼・意欲・態度、技能・表現）（博⼠前期
課程・後期課程） 
 
○⾼度なデザイン⼒ 
・地球環境と⼈間社会の現象を理解し評価する⼒を⾝につけている。（知識・理解、思考・判
断）（博⼠前期課程・後期課程） 
・課題を理解し計画・デザインをまとめる⼒を⾝につけている。（知識・理解、思考・判断）（博
⼠前期課程・後期課程） 
・環境・性能・コストを総合的に考慮し解決を図るマネジメント⼒を⾝につけている。（思考・
判断）（博⼠前期課程・後期課程） 
・時代とともに変化する社会的要請と技術動向に対処する⼒を⾝につけている。（思考・判断、
関⼼・意欲・態度）（博⼠後期課程） 
・最先端の知識に基づき未来を構想する⼒を⾝につけている。（知識・理解、思考・判断）（博⼠
後期課程） 

  



○独⾃の学習⽬標 
・国際的協調を基に社会基盤の⻑寿命化に貢献する⼒を⾝につけている。（思考・判断、技能・
表現）（博⼠後期課程） 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および⼯学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「社会基盤⼯学」
では以下のとおりカリキュラム・ポリシーを定めています。 

 
＜教育課程の編成の考え⽅＞ 

⼤阪⼤学及び⼯学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「社会基盤⼯学」
は、専⾨分野の知識や技術をより深く習得するためにデザインされた「専⾨講義科⽬」に加え、
修⼠論⽂および博⼠論⽂を作成するための研究活動および研究成果発表のためのプレゼン能⼒・
コミュニケーション能⼒等を養う「研究・ゼミナール」から構成されています。このうち「専⾨
講義科⽬」は、材料・構造系、⽔⼯系、地盤系、計画系、環境・マネジメント系に分類されていま
す。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

博⼠前期課程では、各分野における世界最先端の内容を有する各種授業が開講されており、そ
れらを⾃由に選択することにより、総合的かつ深い専⾨的知識を獲得できます。また修⼠論⽂研
究では、⾼度な専⾨能⼒とともに、⾃発的な探求⼼の醸成、ゼミナールにおける議論や発表を通
じたコミュニケーション能⼒の育成が図られます。 

博⼠後期課程では、さらに⾼度な各種授業の他、専⾨領域における世界トップレベルの理論の
構築とその⼯学的適⽤を⽬的として、指導教員による博⼠論⽂指導および指導教員グループによ
る研究指導が⾏われます。最先端の学識のみならず、時代と共に変化する社会的要請への対処⼒、
未知の分野への学術的展開⼒を重視した実践的な指導が⾏われます。 

 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

学修の成果は各科⽬のシラバスに記載されている定められた成績評価の⽅法（試験，課題やレ
ポートの提出状況とその評価結果）を⽤いて厳正に評価します。 

修⼠学位論⽂は、専攻分野における研究能⼒、⾼度の専⾨性が求められる職業を担うための能
⼒を修得するために⾏われた専攻分野の発展に貢献する研究内容を含み、その内容について各専
攻で開催される論⽂発表会で学術研究に相応しい発表・討論がなされた後、各専攻において学位
審査を⾏い、専攻⻑会にて最終判定を⾏っています。 

博⼠学位論⽂は、学理とその応⽤に関する重要な貢献をなす⼗分な学術的価値を有し、⾃主的
かつ主体的に取り組んだ研究の成果であることが必要であり、その内容については過去に、いか
なる機関、いかなる申請者によっても発表された博⼠学位論⽂の内容を含まないものとします。
博⼠学位論⽂の内容は国際的に公表されるものとし、学位審査は各学位審査委員会及び各専攻に
より⾏われ、専攻⻑会にて最終判定を⾏っています。 
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⼯学研究科 
学位プログラム︓ 建築⼯学 
授与する学位︓ 修⼠（⼯学) 博⼠（⼯学） 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および⼯学研究科の教育⽬標を受けて、学位プログラム「建築⼯学」では以下のとお
り教育⽬標を定めています。 

学位プログラム「建築⼯学」では、博⼠前期課程と後期課程を通して、⾃然環境の保全、循環
型社会の形成、都市・地域⽣活・活動空間の創造、⼈の活動環境を構成する建築・都市やネット
ワークの新たな構築・維持保全・再⽣に貢献し、時代の転換期に即した、しなやかな社会経済シ
ステムの再構築に向けて、修得した専⾨知識を活⽤できる⼈材を育成します。とりわけ、⾵⾬や
地震などの⾃然の外乱に対して⼈間の都市活動における安⼼と安全を確保し、また、健康で⽂化
的な社会を⽀える快適で美しい建築・都市を実現するための計画・技術・デザインに関わる能⼒
を有する⼈材を育成します。 
 
博⼠前期課程 
博⼠前期課程では、次の能⼒の修得を⽬標とします。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・建築⼯学の専⾨的・多⾯的学⼒ 
・地球環境と都市社会の現象を理解し評価する能⼒ 
・環境・安全・性能・コストを総合的に考慮するマネジメント能⼒ 
 

○⾼度な教養 
・地球環境や⽂化に対する学際的⾒識と倫理観 
 

○⾼度な国際性 
・⾃らの考えや解決策を論理的に伝える国際コミュニケーション能⼒ 
・英語により発表・討論する能⼒ 

 
○⾼度なデザイン⼒ 

・課題を理解し計画・デザインをまとめる能⼒ 
 

博⼠後期課程 
博⼠後期課程では、博⼠前期課程で求める上記の能⼒をさらに伸展させ、より⾼度な能⼒を有す
る⼈材の育成を⽬指し、次の能⼒の修得も⽬標とします。 
 



○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 
・最先端の知識・技能に基づき未来の環境像・都市像を構想する能⼒ 
 

○⾼度な教養 
・時代とともに変化する社会的要請と技術動向への対処能⼒ 
 

○⾼度な国際性 
・⾃らの考えや解決策を論理的に伝える国際コミュニケーション能⼒ 
・将来の教育・研究を担うグローバルリーダーとして英語により発表・討論する能⼒ 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
・国際的協調を基に都市基盤の保全・改善・再編に貢献する能⼒ 

 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および⼯学研究科のディプロマ・ポリシーのもとに、学位プログラム「建築⼯学」で
は以下のとおりディプロマ・ポリシーを定めています。 

博⼠前期課程では、専⾨分野の知識を深める講義や討論を重視した演習・ゼミナールに加え、
論理的思考⼒、課題探求⼒、問題解決⼒、解決策を論理的に伝えるコミュニケーション能⼒を併
せ持つ実践的な研究開発能⼒を培う修⼠論⽂作成のための研究指導があります。それらのカリキ
ュラムを通じて以下の項⽬にあげる知識・能⼒を⾝につけ、建築⼯学コースが設定した所定の単
位を修得し、提出した修⼠論⽂の審査に合格した学⽣に修⼠（⼯学）の学位を授与します。 
 博⼠後期課程では、専⾨分野の先端科学技術を学ぶ講義の他、博⼠前期課程での研究開発能⼒
に加え、独創的思考⼒、時代とともに変化する社会的要請と技術動向への対処能⼒、未来の環境
像・都市像を構想する能⼒、国際的協調を基に建築・都市の創造・保全・改善・再編に貢献する
能⼒を培う博⼠論⽂作成のための研究指導があります。博⼠論⽂の審査および試験は、その研究
が新規性、独創性、学術的意義等を有し、かつ申請者が上記の能⼒に加え研究企画⼒、推進⼒な
らびに発進⼒を有しているかどうかの評価に基づいて⾏われます。建築⼯学コースが設定したカ
リキュラムに沿って所定の単位を取得し、学習⽬標に掲げる能⼒を⾝につけるとともに、提出し
た博⼠論⽂に対して、上記の評価⽅針に基づいて⾏われた審査に合格した学⽣に対して、博⼠（⼯
学）の学位を授与します。 
 
博⼠前期課程 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・建築・都市に関して、計画・意匠、⼒学・構造、環境・設備のいずれかまたは複数の分野にお
ける最先端で⾼度な専⾨知識を⾝につけている。（知識・理解） 
 

○⾼度な教養 
・建築家あるいは建築技術者にふさわしい⾼い識⾒を⾝につけている。（関⼼・意欲、態度） 
 

○⾼度な国際性 
・⾃らの考えや解決策を論理的に伝える国際コミュニケーション能⼒を⾝につけている。（技
能・表現） 

 
○⾼度なデザイン⼒ 

・⾃ら設定した課題について解決策を考察できる能⼒を⾝につけている。（思考・判断） 
・課題を理解し、解決策を建築・都市の設計としてまとめる能⼒、または論⽂としてまとめる
能⼒を⾝につけている。（技能・表現） 

 
博⼠後期課程 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・建築・都市に関して、計画・意匠、⼒学・構造、環境・設備のいずれかまたは複数の分野に



おいて博⼠前期課程に⽐して、より最先端でより⾼度な専⾨知識を⾝につけている。（知識・理
解） 
 

○⾼度な教養 
・建築家あるいは建築技術者にふさわしいひときわ⾼い識⾒を⾝につけている。（関⼼・意欲、
態度） 
 

○⾼度な国際性 
・⾃らの考えや解決策を論理的に伝えるひときわ⾼い国際コミュニケーション能⼒を⾝につけ
ている。（技能・表現） 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
・⾃ら設定した課題について解決策を考察できるひときわ⾼い能⼒を⾝につけている。（思考・
判断） 
・課題を理解し、解決策を建築・都市の設計としてまとめる⾼い能⼒、または論⽂としてまと
める⾼い能⼒を⾝につけている。（技能・表現） 

 

 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

⼤阪⼤学および⼯学研究科のカリキュラム・ポリシーのもとに、学位プログラム「建築⼯学」
ではカリキュラムを構成しています。最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識を習得するための「専
⾨教育科⽬」、論理的思考⼒、コミュニケーション能⼒、⾼度な教養と⾼度な国際性を培う「⾼度
国際性涵養教育科⽬」「⾼度教養教育科⽬」があります。上記に加え、課題探求⼒、問題解決⼒、
実践的な研究開発能⼒すなわち⾼度なデザイン⼒を⾝につけさせるため、修⼠論⽂の研究を指導
します。 
 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

博⼠前期課程では、「専⾨教育科⽬」によって計画・意匠、⼒学・構造、環境・設備の各分野の
世界最先端の専⾨知識と、「⾼度国際性涵養教育科⽬」「⾼度教養教育科⽬」によって幅広く論理
的な思考⼒ならびに実践的なコミュニケーション能⼒を講義・演習形式で育成します。必修の講
義科⽬を少数に厳選し、個々の学⽣の興味・思考に応じて多数の科⽬から選択して履修できるよ
うにしています。ゼミナールを通じて⾏う修⼠論⽂研究では、上記の能⼒とともに、⾃発的な探
究⼼を醸成し、計画・デザイン⼒を育成します。また、建築設計インターンシップでは、建築設
計業務を⾏う企業等に数週間在席させ、建築設計の実務に触れる機会を持たせます。 
 博⼠後期課程では、各種授業の他、専⾨分野における世界トップレベルの原論・理論の構築と
その⼯学的適⽤を⽬的として、指導教員による博⼠論⽂指導および指導教員グループによる評価
を⾏います。とくに、後期課程では最先端の学識のみならず、時代と共に変化する社会的要請へ
の対処⼒、未知の分野への学術的展開⼒を重視した指導を⾏います。 

 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

学修の成果は、シラバスに記載されている学習⽬標の達成度について、成績評価の⽅法（試験
や課題、レポートなど）を⽤いて評価します。 

修⼠学位論⽂は、専攻分野における研究能⼒、⾼度の専⾨性が求められる職業を担うための能
⼒を修得するために⾏われた専攻分野の発展に貢献する研究内容を含み、その内容について各専
攻で開催される論⽂発表会で学術研究に相応しい発表・討論がなされた後、地球総合⼯学専攻建
築⼯学部⾨会議において学位審査を⾏い、専攻⻑会にて最終判定を⾏っています。 

博⼠学位論⽂は、学理とその応⽤に関する重要な貢献をなす⼗分な学術的価値を有し、⾃主的
かつ主体的に取り組んだ研究の成果であることが必要であり、その内容については過去に、いか
なる機関、いかなる申請者によっても発表された博⼠学位論⽂の内容を含まないものとします。
博⼠学位論⽂の内容は国際的に公表されるものとし、学位審査は各学位審査委員会及び地球総合
⼯学専攻教授会により⾏われ、専攻⻑会にて最終判定を⾏っています。 



春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

建築家あるいは建築技術者に
ふさわしい高い識見を身につ
けている。

○ ○

自ら設定した課題について解
決策を考察できる能力を身に
つけている。

○ ○

課題を理解し、解決策を建築・
都市の設計としてまとめる能
力、または論文としてまとめる
能力を身につけている。

○ ○ ○ ○

自らの考えや解決策を論理的
に伝える国際コミュニケーショ
ン能力を身につけている。

〇 〇

高
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性
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デ
ザ
イ
ン
力

地球総合工学専攻　建築工学コース　カリキュラムマップ

ディプロマポリシー

教育目標との関連性

最
先
端
か
つ
高
度
な
専
門
性

と
深
い
学
識

2年

博士前期課程 博士後期課程

3年

1年 1年2年

建築・都市に関して、計画・意
匠、力学・構造、環境・設備の
いずれかまたは複数の分野に
おける最先端で高度な専門知
識を身につけている。

○ 〇

修士論文 研究指導・博士論文

専門科目（ゼミナール、インターンシップ科目）

建築工学ゼミナールⅠ 建築工学ゼミナールⅡ 建築工学ゼミナールⅢ 建築工学ゼミナールⅣ

建築設計インターンシップA 建築設計インターンシップB

建築設計インターンシップC 建築設計インターンシップD

専門共通科目
フューチャー・デザイン

専門各論科目

建築工学特別講義Ⅰ

建築工学特別講義Ⅱ

高度国際性涵養教育科目

工学英語Ⅰ 工学英語Ⅱ

専門共通科目/
高度国際性涵養教育科目

地球総合工学特論

専門各論科目

高度教養教育科目

計画・意匠

力学・構造

環境・設備

環境行動論 Advanced Studies for 

地域施設整備論 Architectural and Urban Design

集落・都市のコンテクスチャルデザイン Redesign of Housing and Suburb

建築マネジメント論

建築・都市デザインB 建築・都市デザインA

地盤基礎設計工学 建築力学特論

地盤基礎設計工学演習 建築力学特論演習

建築構造設計特論 鉄筋コンクリート構造学特論

鋼構造性能評価工学 鉄筋コンクリート構造学特論演習

鋼構造性能評価工学演習 鋼構造設計工学

鉄筋コンクリート構造設計演習 鋼構造設計工学演習

建築衛生学 建築設備設計論

建築環境設計論

建築環境物理学

建築環境測定実習

建築設備設計演習

建築環境デザイン演習

高度国際性涵養教育科目

工学系海外インターンシップⅠ

工学系海外インターンシップⅡ

工学系海外インターンシップⅢ

計画・意匠

力学・構造

環境・設備

建築・都市計画特論

環境行動特論

建築人間工学特論

地域施設計画特論

建築空間生理学

建築形態工学特論

建築耐震解析

地震防災論

コンクリート工学特論

構造開発工学特論

鋼構造設計工学特論

鋼構造性能評価工学特論

建築環境物理学特論

建築環境制御学



⼯学研究科 
学位プログラム︓ ビジネスエンジニアリング 
授与する学位︓ 修⼠（⼯学) 博⼠（⼯学） 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および⼯学研究科の教育⽬標を受けて、学位プログラム「ビジネスエンジニアリング」
では以下のとおり教育⽬標を定めています。 

学位プログラム「ビジネスエンジニアリング」は、機能や利便性がモノの価値（物価）を決め
ていた 20 世紀の規格⼤量⽣産社会を脱却し、多様な個⼈の好みを満⾜させるように込めた知恵
がモノの価値（知価）を決める知価社会への変⾰が必要との理念に⽴脚しています。⾼度な⼯学
的専⾨性と経済・経営に関する知識 を兼ね備え、異分野の融合・連携により⼯学的な研究開発や
経営学的な戦略を企画・遂⾏できる「技術知」を⾝に付け、社会や経済の⾼度化・活性化に貢献
する⼈材の育成を⽬標とします。 

ビジネスエンジニアリング専攻は⼤学院のみの専任専攻であり、社会的ニーズに対応するため
多様な知恵を盛り込んだ、ものづくりを含めたソリューションを提供し、持続可能なまちづくり
に貢献するリーダーを育成し、世に送り出すことに注⼒しています。 

 
博⼠後期課程においては、さらに  

○社会の未来を予⾒し、それに対応した研究開発を⾃らデザインし実践する能⼒  
○⾃⾝の研究開発の成果を実社会に適⽤し展開する能⼒  
を⾝につけ、社会や経済の活性化に貢献するリーダーを育成します。 
 
博⼠前期課程 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

⼯学における世界最先端の専⾨的知識とそれを適⽤するための深い思考⼒の修得と、経済およ
び経営に関する深い知識の修得を⽬指します。 
 

○⾼度な教養 
多岐にわたる専⾨分野に関わる教養を修得し、多⾯的な視点と分析⼒の修得を⽬指します。  

 
○⾼度な国際性 

グローバルな問題に、海外の研究開発者など多様な⼈材と協働して取り組むことができる国際
性・コミュニケーション⼒を持つ⼈材の育成を⽬指します。  
 
○⾼度なデザイン⼒ 

⼯学や経営学を実社会に役⽴てるための考え⽅や⽅法論を修得し、それを具現化するための⾼



度なデザイン⼒の修得を⽬指します。 
 
博⼠後期課程 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

⼯学における世界最先端の専⾨的知識とそれを適⽤するための深い思考⼒の修得と、研究者と
して⾼度な研究企画⼒、研究推進⼒並びに研究発信⼒の修得を⽬指します。 
 
○⾼度な教養 

多岐にわたる専⾨分野に関わる⾼度な教養と、異分野との融合・連携の観点から多⾯的な視点
と分析⼒の修得を⽬指します。 
 
○⾼度な国際性 

海外の研究開発者など多様な⼈材と協働して取り組むため、⾼度な思考⼒・分析⼒・決断⼒・
コミュニケーション⼒の修得を⽬指します。 
 
○⾼度なデザイン⼒ 

社会の未来を予⾒し、それに対応した研究開発を⾃らデザインし実践する能⼒や、⾃⾝の研究
開発の成果を実社会に適⽤し展開する能⼒を⾝につけ、 社会や経済の活性化に貢献するリーダー
を⽬指します。 
 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および⼯学研究科のディプロマ・ポリシーのもとに、学位プログラム「ビジネスエン
ジニアリング」では、教育⽬標としている「⾼度な⼯学的専⾨性と 経済・経営に関する知識を兼
ね備え、異分野の融合・連携による⼯学的な研究開発や経営学的な戦略を企画・遂⾏できる「技
術知」を⾝につけ、社会や経済の⾼度化・活性化に貢献する⼈材」の育成を⽬標に掲げ、以下の
とおりディプロマ・ポリシーを定めています。 

教育⽬標に掲げる「最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識」、「⾼度な教養」、「⾼度な国際性」、「⾼
度なデザイン⼒」を達成して所定の単位を修得し、必要な研究指導を受けた上、論⽂の審査に合
格した者に、博⼠前期課程においては修⼠（⼯学）、博⼠後期課程においては博⼠（⼯学）の学位
を授与します。 

 
博⼠前期課程 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・最先端の⼯学専⾨分野の⾼度な知識・技能を修得している。  
・経済・経営に関する深い知識を修得している。 

 
○⾼度な教養 

・科学技術の発展のための研究・開発に⾼い関⼼を持ち、異分野との融合・連携を図ることが
できる。 
 

○⾼度な国際性 
・海外の研究開発者など多様な⼈材と協働して取り組むため、国際性・コミュニケーション⼒
を実践的な形で⾝につけている。  
 

○⾼度なデザイン⼒ 
・消費者ニーズに対しものづくりを含めたソリューションをデザインし、提供することができ
る。  
・社会や経済の活性化に貢献できるリーダーとして上記の能⼒・知識を展開することができる。 

 
博⼠後期課程 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・研究者として⾼度な研究企画⼒、研究推進⼒並びに研究発信⼒を有し、最先端の科学技術に
対し深い造詣を⾝につけている。  

 



○⾼度な教養 
・科学技術の発展のための研究・開発に⾼い関⼼を持つとともに、これらの活動の中⼼を担う
⾼度な教養を修得している。  

 
○⾼度な国際性 

・国際学会発表等を通じて、⾼度な国際性・思考⼒・分析⼒・決断⼒・コミュニケーション⼒
をそれぞれ実践的な形で⾝につけている。  
 

○⾼度なデザイン⼒ 
・⾼度な論理的かつ独創的思考⼒、課題探究⼒、問題解決⼒、表現⼒に基づき、消費者ニーズ
に対しものづくりを含めたソリューションをデザインし、提供することができる。  
・社会や経済の活性化に貢献できるリーダーとして上記の能⼒・知識を展開することができ
る。  
 

 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および⼯学研究科のカリキュラム・ポリシーのもとに、学位プログラム「ビジネスエ
ンジニアリング」では、ディプロマ・ポリシーに掲げた「最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識」、
「⾼度な教養」、「⾼度な国際性」、「⾼度なデザイン⼒」を修得するために、以下のとおりカリキ
ュラム・ポリシーを定めています。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

学位プログラム「ビジネスエンジニアリング」では、教育⽬標に定める「⾼度な⼯学的専⾨性と
経済・経営に関する知識を兼ね備え、異分野の融合・連携により ⼯学的な研究開発や経営学的な
戦略を企画・遂⾏できる「技術知」を⾝に付け、社会や経済の⾼度化・活性化に貢献する⼈材」
を育成しています。 

博⼠前期課程においては、プロジェクト研究などに少⼈数グループで取り組む OJE 型演習（On 
the Job Education)を、⼯学研究科の他専攻や経済学研究科、さらに⺠間企業との連携を通じて
実施しています。さらに修⼠（⼯学）を取得した後、経済学研 究科経営学系専攻ビジネスコース
に進学すれば、MBA（修⼠（経営学））を 1 年間で取得し、3 年間で⼆つの修⼠号を得る道が開か
れています。  
 
博⼠前期課程 

ビジネスエンジニアリングコースおよび産学官共創コースに共通する内容として、「最先端かつ
⾼度な専⾨性と深い学識」は、ビジネスエンジニアリング研究、 修⼠論⽂研究などの最先端の研
究と演習を通じて修得しつつ、リスク評価論、社会空間デザイン論、情報分析法基礎、材料分析
学、材料創成論、プロジェクト企画論などの講義を受講することで、幅広く専⾨性を伸ばすとと
もに、投資論、マネジメント・アカウンティング、マーケティング・マネジメント、統計基礎、オ
ペレーションズ・リサーチ、技術経営論、⼈的資源管理などの経営学の講義により、⾃分の研究
の価値を多様に評価できる軸を育成します。「⾼度な教養」は創 成コラボレーション・コミュニ
ケーション論、都市・地域再⽣論、地域情報活⽤法、フュチャー・デザイン、オープンイノベー
ションマネジメントと経営⾰新、 技術経営概論、インクルーシブ・リーダーシップ、国際ビジネ
スと標準化、知的財産権・演習、技術融合論、知価社会論など、幅広く応⽤を展開できる科⽬に
より組み⽴てられています。「⾼度な国際性」は⼯学英語ⅠおよびⅡや海外インターンシップで実
践的な外国語を修得し、コミュニケーション能⼒を⾝に着けられるようになっています。「⾼度な
デザイン⼒」はテクノロジーデザイン論・演習、ビジネスデザイン実践、プロジェクトデザイン
論などからなり、各種の場⾯でのデザイン⼒を涵養する構成となっています。 

ビジネスエンジニアリングコースには上記に加えて、「⾼度な教養」を涵養する科⽬としてビジ
ネスエンジニアリング特別講義を⽤意し、様々なバックグラウンドを持つ講師による多 様な最新
の知識を享受する内容を盛り込んだ科⽬も開講します。さらに「⾼度なデザイン⼒」を涵養する



科⽬としてイノベーションデザイン実践も開講します。 
産学官共創コースでは「⾼度な教養」を⾝に着ける科⽬として産学官特別講義を開講します。

また「⾼度なデザイン⼒」を涵養する科⽬として産業技術論も履修することができます。  
 

博⼠後期課程 
ビジネスエンジニアリングコース及び産学官共創コースに共通する内容として、「最先端かつ⾼

度な専⾨性と深い学識」は、テクノロジーデザイン特論および技術知マネジメント特論から構成
され、最新の技術、知識を学びそれを活⽤する⽅法を深く思考する能⼒を養います。「⾼度な教養」
は知価社会特論およびビジネ スエンジニアリング特論で構成され、技術の社会実装やコミュニケ
ーションの最適化など応⽤性の⾼いテーマを幅広く考える能⼒を涵養します。「⾼度な国際性」お
よび「⾼度なデザイン⼒」については博⼠論⽂研究を通じて、国際学会への参加、英語での論⽂
執筆、海外インターンシップなどで涵養します。 

産学官共創コースでは上記に加えて、「⾼度な教養」として産業技術特論及びインターンシップ・
オン・キャンパス討論も開講し、産業界と学術界の技術の融合を展開する能⼒も⾝に着けられま
す。  
 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

博⼠前期課程及び後期課程のどちらもビジネスエンジニアリングコースおよび産学官共創コー
スで共通の学修内容と学修⽅法となっています。 

博⼠前期課程では「最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識」は、専⾨科⽬、演習科⽬およびゼミ
ナール科⽬によって修得します。「⾼度な教養」は専⾨科⽬および 演習科⽬で修得します。「⾼
度な国際性」は専⾨科⽬及び海外インターンシップで修得します。「⾼度なデザイン⼒」は専⾨
科⽬で修得します。 

博⼠後期課程では、「最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識」および「⾼度な教養」は専⾨科⽬
および博⼠論⽂研究で修得します。「⾼度な国際性」および「⾼度なデザイン⼒」は博⼠論⽂研
究を通じて修得します。 
 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

シラバスに記載されている各講義・演習の学習⽬標について、試験やレポート等の課題、およ
び授業・演習における貢献度などを⽤いて、その達成度を評価します。 

修⼠学位論⽂は、専攻分野における研究能⼒、⾼度の専⾨性が求められる職業を担うための能
⼒を修得するために⾏われた専攻分野の発展に貢献する研究内容を 含み、その内容について各専
攻で開催される論⽂発表会で学術研究に相応しい発表・討論がなされた後、各専攻において学位
審査を⾏い、専攻⻑会にて最終判定を⾏っています。 

博⼠学位論⽂は、学理とその応⽤に関する重要な貢献をなす⼗分な学術的価値を有し、⾃主的
かつ主体的に取り組んだ研究の成果であることが必要であり、その内容については過去に、いか



なる機関、いかなる申請者によっても発表された博⼠学位論⽂の内容を含まないものとします。
博⼠学位論⽂の内容は国際的に公表されるものとし、学位審査は各学位審査委員会及び各専攻に
より⾏われ、専攻⻑会にて最終判定を⾏っています。  
 



学位プログラム︓ビジネスエンジニアリング カリキュラムマップ（ビジネスエンジニアリング専攻博⼠前期課程）

学習⽬標

最
先
端
か
つ

⾼
度
な
専
⾨
性

と
深
い
学
識

⾼
度
な
教
養

⾼
度
な

国
際
性

⾼
度
な

デ
ザ
イ
ン
⼒

博⼠前期課程１年 博⼠前期課程２年

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

学習⽬標Ａ
⼯学における世界最先端の専
⾨的知識とそれを適⽤するため
の深い思考⼒を習得している

○

○ ○

学習⽬標B
⼯学や経営学を実社会に役
⽴てるための考え⽅や⽅法論
を修得し、それを具現化するた
めの⾼度なデザイン⼒の習得し
ている

○ ○

○ ○

学習⽬標Ｃ
経済および経営に関する深い
知識を修得している ○

学習⽬標Ｄ
国際性・コミュニケーション⼒を
⾝につけている

○

学習⽬標Ａ〜Ｄに基づく能
⼒・知識を展開できる ○ ○ ○ ○

専⾨科⽬
ﾘｽｸ評価論、社会空間
ﾃﾞｻﾞｲﾝ論、情報分析
法基礎

ＯＪＥ科⽬
ﾋﾞｼﾞﾈｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ研究、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ論、
ﾋﾞｼﾞﾈｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｾﾞﾐﾅｰﾙⅠ、インターンシップ･ｵﾝ･ｷｬﾝ
ﾊﾟｽ1

ＯＪＥ科⽬
ﾃｸﾉﾛｼ゙ ﾃー゙ ｻ゙ ｲﾝ論*・演習*、
ｲﾉﾍ゙ ｼーｮﾝﾃ゙ ｻ゙ ｲﾝ実践*、
ﾋﾞｼﾞﾈｽﾃﾞｻﾞｲﾝ実践*、
知価社会論*、産業技術論*

専⾨科⽬
材料分析学、材料創
成論、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ企画
論

ＯＪＥ科⽬
知的財産権・演習*、
技術融合論*、

専⾨科⽬
ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝ
ﾄと経営⾰新*、技術経
営概論*、ｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞ・
ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ*、
国際ﾋﾞｼﾞﾈｽと標準化*

ＭＢＡ科⽬
投資理論、ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ･ｱ
ｶｳﾝﾃｨﾝｸﾞ、ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ･
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ、統計基礎、
ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｽﾞ･ﾘｻｰﾁ

ＭＢＡ科⽬
技術経営論、
⼈的資源管理

専⾨科⽬
⼯学英語I**、
海外ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ**

専⾨科⽬
⼯学英語II** 、
海外ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ**

修⼠論⽂研究

ＯＪＥ科⽬
ﾋﾞｼﾞﾈｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ、
インターンシップ･ｵﾝ･ｷｬﾝﾊﾟｽ2、

専⾨科⽬
創⽣ｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ・ｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝ論*、都市・地域
再⽣論*、地域情報活
⽤法*、ﾌｭー ﾁｬー ・ﾃ゙ ｻ゙ ｲﾝ*

専⾨科⽬
ﾋﾞｼﾞﾈｽｴﾝｼﾞ
ﾆｱﾘﾝｸﾞ特別
講義*、産
学官共創特
別講義

*⾼度教養教育科⽬、**⾼度国際性涵養教育科⽬



学位プログラム︓ビジネスエンジニアリング カリキュラムマップ（ビジネスエンジニアリング専攻博⼠後期課程）

学習⽬標

最
先
端
か
つ

⾼
度
な
専
⾨
性

と
深
い
学
識

⾼
度
な
教
養

⾼
度
な

国
際
性

⾼
度
な

デ
ザ
イ
ン
⼒

博⼠後期課程１年 博⼠後期課程２年 博⼠後期課程３年

春
学期

夏
学期

秋
学期

冬
学期

春
学期

夏
学期

秋
学期

冬
学期

春
学期

夏
学期

秋
学期

冬
学期

学習⽬標A
最先端かつ⾼度な専⾨
性と深い学識を⾝につけて
いる

○

学習⽬標B
多岐にわたる専⾨分野に
関わる⾼度な教養と、異
分野との融合・連携の観
点から多⾯的な視点と分
析⼒を修得している

○

学習⽬標C
多様な⼈材と協働して取
り組むための⾼度な国際
性・コミュニケーション⼒を
⾝につけている

○

学習⽬標D
社会の未来を予⾒し、そ
れに対応した研究開発を
⾃らデザインし実践する能
⼒を⾝に付けている

○

学習⽬標A〜Dに基づき、
⾃⾝の研究開発の成果を
実社会に適⽤し展開する
能⼒を⾝に付けている

○ ○ ○ ○

専⾨科⽬
知価社会特
論、
技術知マネ
ジメント特論、
産業技術論
特論

専⾨科⽬
ビジネスエン
ジニアリング
特論、
テクノロジー
マネジメント
特論

博⼠論⽂研究

専⾨科⽬
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ･ｵﾝ･ｷｬﾝﾊﾟｽ特論



基礎⼯学研究科 

 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学の教育⽬標のもと、基礎⼯学研究科は、「科学と技術の融合による科学技術の根本的な
開発、それにより⼈類の真の⽂化を創造する」という理念に⽴って、複合学際領域の開拓および
新学問領域の創成をめざし、科学から技術にわたる幅広い分野で活躍でき、我が国のみならず国
際社会をも牽引する技術者と研究者を育成することを教育⽬標としています。そのために、科学
から技術にわたる分野を中⼼とした最先端かつ⾼度な専⾨性や技能と深い学識に加えて、分野横
断型の幅広い学識と発想⼒、幅広い分野を⾒渡すことのできる⾼度な教養と複眼的・俯瞰的思考
および多⾓的評価能⼒、異なる⾔語・⽂化・専⾨分野の深い理解とそれらの相違を超えて社会・
学問における本質的かつ複雑多様な課題を理解し議論できる国際性、ならびに、科学と技術の融
合や複合学際領域開拓に関する本質的かつ複雑多様な課題を発⾒し解決の道筋を構想して他分野
の⼈と協働することのできるデザイン⼒を兼ね備えた⾼度なプロフェッショナル⼈材を育成する
ことを⽬指しています。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・専⾨分野における最先端かつ⾼度な学識と技能に加えて、科学から技術にわたる分野横断型
の幅広い専⾨性と学識を有する⼈材の育成を⽬指す 
・専⾨分野における最先端かつ⾼度な技能を課題の発⾒・解決のために活⽤するとともに、科
学と技術の融合や複合学際領域開拓のための分野横断型の発想⼒と課題分析⼒を有する⼈材の
育成を⽬指す 
 

○⾼度な教養 
・科学と技術の融合や複合学際領域開拓のための幅広い分野を⾒渡すことのできる⾼度な教養
を有する⼈材の育成を⽬指す 
・科学と技術の融合や複合学際領域開拓のための⾼度で幅広い知識の上に⽴って、社会・学問に
おける本質的な課題について複眼的・俯瞰的な思考ができ多⾓的に評価できる⼈材の育成を⽬指
す 
 

○⾼度な国際性 
・科学と技術の融合や複合学際領域開拓の観点から、異なる⾔語・⽂化・専⾨分野を深く理解し、
社会・学問における本質的かつ複雑多様な課題を理解できる⼈材の育成を⽬指す 
・科学と技術の融合や複合学際領域開拓の観点から、⾔語・⽂化・専⾨分野の相違を超えて広く
交流できる⼈材の育成を⽬指す 



 
○⾼度なデザイン⼒ 

・科学と技術の融合や複合学際領域開拓の観点から、社会・学問における本質的かつ複雑多様な
課題を発⾒し、解決の道筋を構想できる⼈材の育成を⽬指す 
・科学と技術の融合や複合学際領域開拓の観点から、社会・学問における本質的かつ複雑多様な
課題の発⾒と解決のために、様々な分野の⼈と協働し知⾒を活⽤できる⼈材の育成を⽬指す 

 
 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のディプロマ・ポリシーのもと、基礎⼯学研究科博⼠前期課程を修了し修⼠（⼯学）
が与えられる学⽣は、研究科に所定の期間在学し、所定の科⽬を履修し、所属する領域の所定の
単位数を修得するとともに、指導教員の研究指導を受けて作成した修⼠論⽂の審査および最終試
験に合格することが求められます。また、基礎⼯学研究科博⼠後期課程を修了し博⼠（理学）ま
たは博⼠（⼯学）が与えられる学⽣は、研究科に所定の期間在学し、所定の科⽬を履修し、所属
する領域の所定の単位数を修得するとともに、博⼠論⽂の審査および最終試験に合格することが
求められます。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・修⼠学位申請者は、専攻分野における最先端かつ⾼度な学識と技能を⾝につけるとともに、
専攻分野の発展に貢献する研究内容を含む修⼠学位論⽂を提出し、修⼠論⽂発表会や審査会で
学術研究に相応しい発表や討論ができる 
・博⼠学位申請者は、博⼠学位論⽂の扱う学問領域および科学技術全般に関する⾼度な知識を
有し独⽴して研究を遂⾏する能⼒に加え、学術内容の社会・学問に対する貢献を論述できる能
⼒を備え、提出された博⼠学位論⽂について博⼠論⽂発表会や審査会で学術研究に相応しい発
表や討論ができる 
 

○⾼度な教養 
・専⾨分野における最先端かつ⾼度な学識と技能に⽴脚して、科学と技術を中⼼とした幅広い
分野で⾼度な教養を⾝につけている 
・科学と技術を中⼼とした幅広い分野に関する⾒識を有し、科学と技術の融合や複合学際領域
開拓に関する本質的かつ複雑多様な課題を発⾒し解決するための複眼的・俯瞰的な思考および
多⾓的な評価ができる 
 

○⾼度な国際性 
・広い国際的な視野に⽴ち、異なる⾔語・⽂化・専⾨分野を深く理解できる 
・異なる⾔語・⽂化・専⾨分野の相違を超えて、科学と技術の融合や複合学際領域開拓の観点
から、社会・学問における本質的かつ複雑多様な課題を議論し、交流できる 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
・専⾨分野における最先端かつ⾼度な学識と技能および分野横断型の幅広い学識と⾼度な国際
性に⽴脚して、科学と技術の融合や複合学際領域開拓に関する本質的かつ複雑多様な課題を発
⾒し、解決の道筋を構想できる 



・専⾨分野における最先端かつ⾼度な学識と技能および分野横断型の幅広い学識と⾼度な国際
性に⽴脚して、科学と技術の融合や複合学際領域開拓に関する本質的かつ複雑多様な課題の発
⾒と解決のために、様々な分野の⼈と協働し知⾒を活⽤できる 

 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のカリキュラム・ポリシーのもと、基礎⼯学研究科の教育プログラムは、基礎⼯学の
「科学と技術の融合」の理念に基づき、専攻分野に対する最先端かつ⾼度な専⾨性と技能の修得
をめざす「基盤科⽬」、隣接分野に関する深い学識の修得をめざす「境界科⽬」、および、⾼度な
教養と国際性の涵養をめざす「学際科⽬」を設け、⾼度な専⾨性と広い視野を持って複合学際領
域の開拓および新学問領域の創成を遂⾏できる能⼒を学⽣に付与することを⽬標にしています。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

専⾨分野に対する最先端かつ⾼度な専⾨性と技能の修得のための「基盤科⽬」、隣接分野との
分野融合をめざす「境界科⽬」、および、⾼度な教養と国際性を涵養する「学際科⽬」による教
育を⾏います。教育の主軸を研究とすることで、主体的に課題を発⾒、⽴案、推進し、⾼い倫理
性を持って多⾓的に成果を説明・発表・評価する能⼒を養います。また、⾼度教養教育科⽬や⾼
度国際性涵養教育科⽬やリ­ディングプログラム科⽬等によって教養や国際性、デザイン⼒の⾼
度化に努めます。 
 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

「基盤科⽬」によって、専攻分野において⾼い専⾨性を持った講義と演習を⾏うとともに最先
端課題の研究を⾏います。また、「境界科⽬」による講義と演習を通して隣接分野に関する深い
学識を修得するとともに、「学際科⽬」による講義、演習、海外を含む学内外での研修、および、
実務経験で⾼度な教養と国際性を涵養します。 
 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

厳しい環境においてもそれを乗り越え困難な課題にも絶えず挑戦していく優れたリーダー⼈
材を育成指導することを念頭に、１）講義科⽬においてはレポートや試験、２）演習・実習科⽬
においてはレポートや⼝頭試問等、３）各領域研究、研究室ローテーション、基礎⼯学海外研修、
インターンシップ等を含むアクティブラーニングにおいてはレポート、⼝頭試問、成果発表等に
よって、シラバスに記載されている学習⽬標の達成度について多⾓的に学修の評価を⾏い、⼀定
の成績を収めた学⽣に対して単位を認定します。なお、成績優秀者は、研究科委員会での審議を
経て博⼠前期および後期課程の修業期間を短縮し修了することが可能です。 
 

 



基礎工学研究科 
学位プログラム： 物性物理工学 
授与する学位： 修士（工学) 博士（工学） 博士（理学） 
 
教育目標 
 
大阪大学および基礎工学研究科の教育目標のもと、学位プログラム「物性物理工学」では、以

下のとおり教育目標を定めています。 
科学から技術にわたる幅広い分野で活躍でき、我が国のみならず国際社会をもリードする研究

者、技術者を社会に輩出すべく、すべての科学と技術の基礎となる物質の性質を量子力学に基づ
くミクロな相互作用の機構から解明するための高度な専門知識と最新の科学技術に関する深い学
識を有する人材の育成を教育目標としています。このことにより、新しい物理学を切り開くだけ
でなく、先端デバイスや物質の研究・開発・製造において広い視野をもって世界をリードし、基
礎工学研究科の教育理念である「科学と技術の融合による科学技術の根本的な開発、それにより
人類の真の文化を創造する」ことのできる人材を育てることを目指しています。 
 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・物性物理工学に関する最先端かつ高度な専門知識・技能に加え、科学から技術にわたる分野横
断型の幅広い専門性と学識を有する人材の育成を目指す 
・物性物理工学の観点から、社会・学問における本質的かつ複雑多様な課題を発見・解決するた
めに専門知識・技能を活用することが出来る人材の育成を目指す 

 
○高度な教養 
・複合学際領域を開発するための科学技術分野および人文・社会科学諸分野の知識を広く有する
人材の育成を目指す 
・社会・学問における課題を発見・解決するための複眼的・俯瞰的な思考および多角的な評価が
できる人材の育成を目指す 

 
○高度な国際性 
・広い国際的な視野に立ち、自身が学んだ理学と工学を融合する幅広い科学技術文化を理解でき
る人材の育成を目指す 
・異なる言語・文化を理解し、それらの相違を越えて社会・学問における本質的かつ複雑多様な
課題を積極的に議論し、交流できる人材の育成を目指す 

 
○高度なデザイン力 
・物性物理工学の観点から社会・学問における本質的かつ複雑多様な課題を見出し解決するため
の専門的／学際的な研究・開発手段を構想できる人材の育成を目指す 
・物性物理工学に関する最先端かつ高度な専門知識・技能に立脚し、社会・学問における課題解
決のために様々な分野の人と協働できる人材の育成を目指す 



○独自の教育目標 
・すべての科学と技術の基礎となる物質の性質を量子力学に基づくミクロな相互作用の機構から
解明するための高度な専門知識と最新の科学技術に関する深い学識を身につけている人材の育成
を目指す  



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 
大阪大学および基礎工学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「物性物理工学」
では以下のとおりディプロマ・ポリシーを定めています。 
基礎工学研究科博士前期課程を修了し修士（工学）が与えられる学生、あるいは博士後期課程
を修了し博士（理学）または博士（工学）が与えられる学生は、物性物理工学に関する深い理解
とともに、研究・開発などを通して広く社会に貢献するために必要な実験技術、理論的手法、問
題解析能力、問題解決能力、コミュニケーション能力、国際的な場におけるリーダーシップなど
を身につけ、大阪大学大学院基礎工学研究科における学位審査および学位論文評価基準に定める
試験に合格することが求められます。 
 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・修士学位申請者は、物性物理工学に関する最先端かつ高度な専門知識・技能を有し、物性物理
工学分野の発展に貢献する研究内容を含む修士論文を提出し、修士論文発表会や審査会で学術研
究に相応しい発表や討論ができる 
・博士学位申請者は、物性物理工学領域に加え、科学技術全般に関する高度な知識を有し、独立
して研究を遂行する能力ならびに学術内容の社会・学問に対する貢献を論述できる能力を備え、
提出された博士学位論文について博士論文発表会や審査会で学術研究に相応しい発表や討論がで
きる 

 
○高度な教養 
・物性物理工学における最先端かつ高度な学識と技能に立脚して、科学技術分野および人文・社
会科学諸分野に関する高度で幅広い知識を身につけている 
・社会・学問における本質的かつ複雑多様な課題を発見・解決するための複眼的・俯瞰的な思考
および多角的な評価ができ、学際領域の開発のために他分野の人と協働できる 

 
○高度な国際性 
・広い国際的な視野に立ち、自身が学んだ理学と工学を融合する幅広い科学技術文化を深く理解
している 
・異なる言語・文化を理解し、それらの相違を越えて社会・学問における本質的かつ複雑多様な
課題を積極的に議論し、交流できる 

 
○高度なデザイン力 
・物性物理工学の観点から社会・学問における本質的かつ複雑多様な課題を見出すことができ、
課題解決のための専門的／学際的な研究・開発手段を構想し、実行できる 
・物性物理工学における最先端かつ高度な学識と技能に立脚して、社会・学問における課題解決
のために様々な分野の人と協働し知見を活用できる。 
 



○独自の学習目標 
・量子力学に基づくミクロな相互作用の機構から物質の性質を解明するための高度な専門知識を
有し、課題解決のために活用できる  



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 
大阪大学および基礎工学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「物性物理

工学」では物性物理工学に関する深い専門知識とともに、研究・開発などを通して広く社会に貢
献するために必要な実験技術、理論的手法、問題解析能力、問題解決能力、コミュニケーション
能力、国際的な場におけるリーダーシップ能力などを学生に付与することを目標にしています。
このため、物性物理工学に関する最先端でかつ高度な知識・技能、ならびに幅広い教養、高度な
国際性、デザイン力を修得させるために専門教育、教養教育、および国際性涵養教育に関する高
度な授業科目を体系的に編成し、講義、演習等を適切に組み合わせた高度な授業と優れた研究指
導を行います。また、試験および審査により学修成果を厳格に評価します。 
 
＜教育課程編成の考え方＞ 
物性物理工学に係る最先端かつ高度な知識と理解を(1)基盤科目および境界科目より得るとと
もに、(2)学際科目により学際的な知識を修得させます。さらに(3)物性物理工学ゼミナールおよ
び研究を通じて、具体的な問題解析力、解決力、協調性、コミュニケーション力、創造性、国際
性、リーダーシップを身につけさせます。教育の主軸を研究とすることで、主体的に課題を発見、
立案、推進し、高い倫理性を持って多角的に成果を説明・発表・評価する能力を養わせます。ま
た高度教養教育科目や高度国際性涵養教育科目、リーディングプログラム科目等によって学生の
教養や国際性、デザイン力の高度化に努めます。 

 
＜学修内容及び学修方法＞ 
「基盤科目」によって、物性物理工学における高度な専門性を持った講義と演習を行うともに最
先端課題の研究を行います。また、「境界科目」による講義と演習を通して隣接分野に関する深い
学識を修得するとともに、「学際科目」による講義、演習、海外を含む学内外での研修、および、
実務経験で高度な教養と国際性を涵養します。 

 
＜学修成果の評価方法＞ 

(1) 講義科目においては、レポートや試験、(2) 演習・実習科目においては、レポートや口頭
試問など、(3) 研究、海外研修ではレポート、成果発表、口頭試問などによって、シラバスに記
載されている学習目標の達成度について多角的に学修の評価を行い、一定の成績を収めた学生に
対して単位を認定します。 



「資料5」

カリキュラムマップ 基礎工学研究科　物性物理工学

1年 2年 1年 2年 3年

物性物理⼯学における⾼度な学識と
技能に⽴脚して，科学技術分野およ
び⼈⽂・社会科学諸分野に関する⾼
度で幅広い知識を⾝につけている

○

社会・学問における課題を発⾒・解
決するための複眼的・俯瞰的な思考
および多⾓的な評価ができ，他分野
の⼈と協働し学際領域を開発できる

○ ○

異なる⾔語・⽂化を理解し，それら
の相違を越えて社会・学問における
本質的かつ複雑多様な課題を積極的
に議論し，交流できる

○ ○

広い国際的な視野に⽴ち，⾃⾝が学
んだ理学と⼯学を融合する幅広い科
学技術⽂化を深く理解している

○ ○

物性物理⼯学の観点から社会・学問
における課題解決のための専⾨的/学
際的な研究・開発⼿段を構想し，実
⾏できる

○ ○ ○

物性物理⼯学における⾼度な学識と
技能に⽴脚して，社会・学問におけ
る課題解決のために様々な分野の⼈
と協働し知⾒を活⽤できる．

○ ○ ○

量⼦⼒学に基づくミクロな相互作⽤
の機構から物質の性質を解明するた
めの⾼度な専⾨知識を有し，課題解
決のために活⽤できる

○ ○ ○

物性物理⼯学に関する⾼度な専⾨知
識・技能を有し，論⽂発表会や審査
会で学術研究し相応しい発表や討論
が出来る

○ ○ ○

専⾨に加え，科学技術全般に関する
⾼度な知識を有し，独⽴して研究を
遂⾏する能⼒ならびに社会・学問に
対する貢献を論述できる

○ ○ ○ ○

博士後期課程
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量子情報・量子光学，先端量子電子物性論，
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物性概論，先端機能材料工学，
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基礎工学研究科 
学位プログラム： 機能物質化学 
授与する学位： 修士（工学) 博士（工学） 博士（理学） 
 
教育目標 
 
大阪大学および基礎工学研究科の教育目標のもと、学位プログラム「機能物質化学」では以下

のとおり教育目標を定めています。 
 「科学と技術の融合による科学技術の根本的開発、それにより人類の真の文化を創造する」こ
とを教育研究理念とする基礎工学研究科において、学位プログラム「機能物質化学」を担う機能
物質化学領域では、自然界のあらゆるものの根本となる物質化学に関する科学的な本質の理解と
実践的な技術の創造を追究しており、新しい物質・材料の開発、物質と生命の関係の探求、エネ
ルギーや資源・環境問題の解決など、化学が大きな役割を果たすべき重要な分野において第一線
で活躍でき、我が国のみならず国際社会をも牽引する研究者・技術者を育成することを教育目標
としています。そのために、研究活動への主体的参画を通じて、化学全般について最先端かつ高
度な専門性を養う教育を行うとともに、関連する科学領域の基礎も重視し分野横断型の幅広い学
識と発想力を養う教育を行っています。また、学位プログラムにおける継続的な教養教育および
国際性涵養教育により、幅広い分野を見渡すことのできる高度な教養と、異なる言語・文化・専
門分野の相違を超えて多様な課題を理解し議論できる国際性を身につける教育も行っており、こ
れらを通じて、科学と技術の融合や複合学際領域開拓に関する課題を発見し、解決の道筋を構想
して他分野の人と協働できるデザイン力を兼ね備えた、以下に掲げる能力を有する高度人材を養
成し、社会に輩出することを目指します。 
 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・化学分野における最先端かつ高度な学識と技能に加えて、科学から技術にわたる分野横断型の
幅広い専門性と学識を有する人材の育成を目指す。 
・化学分野における最先端かつ高度な技能を課題の発見・解決のために活用するとともに、科学
と技術の融合や複合学際領域開拓のための分野横断型の発想力と課題分析力を有する人材の育成
を目指す。 

 
○高度な教養 
・化学を基盤とした科学と技術の融合や複合学際領域開拓のための幅広い分野を見渡すことので
きる高度な教養を有する人材の育成を目指す。 
・化学を基盤とした科学と技術の融合や複合学際領域開拓のための高度で幅広い知識の上に立っ
て、社会・学問における本質的な課題について複眼的・俯瞰的な思考ができ多角的に評価できる
人材の育成を目指す。 
 



○高度な国際性 
・化学を基盤とした科学と技術の融合や複合学際領域開拓の観点から、異なる言語・文化・専門
分野を深く理解し、社会・学問における本質的かつ複雑多様な課題を理解できる人材の育成を目
指す。 
・化学を基盤とした科学と技術の融合や複合学際領域開拓の観点から、言語・文化・専門分野の
相違を超えて広く交流できる人材の育成を目指す。 
 
○高度なデザイン力 
・化学を基盤とした科学と技術の融合や複合学際領域開拓の観点から、社会・学問における本質
的かつ複雑多様な課題を発見し、解決の道筋を構想できる人材の育成を目指す。 
・化学を基盤とした科学と技術の融合や複合学際領域開拓の観点から、社会・学問における本質
的かつ複雑多様な課題の発見と解決のために、様々な分野の人と協働し知見を活用できる人材の
育成を目指す。 
 

  



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 
大阪大学および基礎工学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「機能物質化

学」では以下のとおりディプロマ・ポリシーを定めています。 
機能物質化学領域が担う学位プログラム「機能物質化学」において、修士（工学）が与えられ

る学生は、博士前期課程に所定の期間在学し、同プログラムでデザイン・設定された所定の科目
を履修し、所定の単位数を修得するとともに、指導教員の研究指導を受けて作成した修士論文の
審査および最終試験に合格することが求められます。また、博士（理学）または博士（工学）が
与えられる学生は、博士後期課程に所定の期間在学し、同プログラムでデザイン・設定された所
定の科目を履修し、所定の単位数を修得するとともに、博士論文の審査および最終試験に合格す
ることが求められます。 
 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・修士学位申請者は、化学分野における最先端かつ高度な学識と技能を身につけるとともに、化
学分野の発展に貢献する研究内容を含む修士学位論文を提出し、修士論文発表会や審査会で学術
研究に相応しい発表や討論ができる。 
・博士学位申請者は、博士学位論文の扱う化学を基盤とする領域および科学技術全般に関する高
度な知識を有し独立して研究を遂行する能力に加え、学術内容の社会・学問に対する貢献を論述
できる能力を備え、提出された博士学位論文について博士論文発表会や審査会で学術研究に相応
しい発表や討論ができる。 
 
○高度な教養 
・化学分野における最先端かつ高度な学識と技能に立脚して、科学と技術を中心とした幅広い分
野で高度な教養を身につけている。 
・化学を基盤とした科学と技術を中心とした幅広い分野に関する見識を有し、科学と技術の融合
や複合学際領域開拓に関する本質的かつ複雑多様な課題を発見し解決するための複眼的・俯瞰的
な思考および多角的な評価ができる。 

 
○高度な国際性 
・化学を基盤としつつ、広い国際的な視野に立ち、異なる言語・文化・専門分野を深く理解でき
る。 
・異なる言語・文化・専門分野の相違を超えて、化学を基盤とした科学と技術の融合や複合学際
領域開拓の観点から、社会・学問における本質的かつ複雑多様な課題を議論し、交流できる。 

 
○高度なデザイン力 
・化学分野における最先端かつ高度な学識と技能および分野横断型の幅広い学識と高度な国際性



に立脚して、化学を基盤とした科学と技術の融合や複合学際領域開拓に関する本質的かつ複雑多
様な課題を発見し、解決の道筋を構想できる。 
・化学分野における最先端かつ高度な学識と技能および分野横断型の幅広い学識と高度な国際性
に立脚して、化学を基盤とした科学と技術の融合や複合学際領域開拓に関する本質的かつ複雑多
様な課題の発見と解決のために、様々な分野の人と協働し知見を活用できる。 
  



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 
大阪大学および基礎工学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「機能物質

化学」では以下のとおりカリキュラム・ポリシーを定めています。 
 基礎工学研究科において、学位プログラム「機能物質化学」を担う機能物質化学領域では、基
礎工学の「科学と技術の融合」の理念に基づき、化学分野における最先端かつ高度な専門性と技
能の修得をめざす「基盤科目」、化学の隣接分野に関する深い学識の修得をめざす「境界科目」、
および、高度な教養と国際性の涵養をめざす「学際科目」を体系的に編成し、同プログラムにお
ける学位授与の方針に掲げる知識・技能などを修得させ、高度な専門性と広い視野を持って複合
学際領域の開拓および新学問領域の創成を遂行できる能力を学生に付与することを目標にしてい
ます。 
 
＜教育課程編成の考え方＞ 
化学分野における最先端かつ高度な専門性と技能の修得のための「基盤科目」、化学の隣接分野

との分野融合をめざす「境界科目」、および、化学を基盤とした新領域の開拓をめざし高度な教養
と国際性を涵養する「学際科目」による教育を行います。教育の主軸である前期課程の「機能物
質化学研究」および後期課程の「機能物質化学特別研究」を通じて、主体的に化学分野における
課題を発見、立案、推進し、高い倫理性を持って多角的に成果を説明・発表・評価する能力を養
います。「機能物質化学ゼミナール」を通じて、機能物質化学に関する最新の論文を読解し、その
要点、特長、意義等を的確に把握して、これを正しく発表し討論できる能力を養うとともに、研
究に関する視野の広がりをもつことで研究能力の向上を目指します。「化学特論」を通じて、国内
外の研究者による最新の研究についての講演を提供し、化学研究の最先端を直接体験するととも
に、海外からの研究者による英語講演を通じて国際性を身につける機会とします。また、高度教
養教育科目や高度国際性涵養教育科目やリ−ディングプログラム科目等によって教養や国際性、
デザイン力の高度化に努めます。 
 
＜学修内容及び学修方法＞ 
「基盤科目」によって、化学分野において高い専門性を持った講義と演習を行うともに最先端

課題の研究を行います。また、「境界科目」による講義と演習を通して化学の隣接分野に関する深
い学識を修得するとともに、「学際科目」による講義、演習、海外を含む学内外での研修、および、
実務経験で化学を基盤とした高度な教養と国際性を涵養します。特に、アクティブラーニング形
式で行われる機能物質化学研究、機能物質化学特別研究、機能物質化学ゼミナールにより、化学
およびその学際領域における課題の発見・解決のための構想力、創造性、リーダーシップ、協調
性等のデザイン力を涵養します。 

 

  



＜学修成果の評価方法＞ 
厳しい環境においてもそれを乗り越え困難な課題にも絶えず挑戦していく優れたリーダー人材

を育成指導することを念頭に、１）講義科目においてはレポートや試験、２）演習・実習科目に
おいてはレポートや口頭試問等、３）機能物質化学研究および機能物質化学特別研究、研究室ロ
ーテーション、海外研修、インターンシップ等を含むアクティブラーニングにおいてはレポー
ト、口頭試問、成果発表等によって、シラバスに記載されている学習目標の達成度について多角
的に学修の評価を行い、一定の成績を収めた学生に対して単位を認定します。なお、成績優秀者
は、研究科委員会での審議を経て博士前期及び後期課程の修業期間を短縮し修了することが可能
です。 



「資料5」

学位プログラム「機能物質化学」カリキュラムマップ

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

化学全般にわたる最先端かつ⾼度な学識と技能に
⽴脚して、科学と技術を中⼼とした幅広い分野で
⾼度な教養を⾝につけている。

○

化学に関連した幅広い分野に関する⾒識を有する
とともに、⾼い教養を兼ね備え、科学と技術の融
合や複合学際領域開拓に関する本質的かつ複雑多
様な課題を発⾒し解決するための複眼的・俯瞰的
な思考および多⾓的な評価ができる。

○

修⼠学位申請者は、修⼠学位論⽂が専攻分野の発
展に貢献する研究内容を含み、修⼠論⽂発表会・
審査会で学術研究に相応しい発表や討論ができ
る。博⼠学位申請者は、博⼠学位論⽂の扱う学問
領域および科学技術全般に関する⾼度な知識を有
し独⽴して研究を遂⾏する能⼒に加え、学術内容
の社会・学問に対する貢献を論述できる能⼒を備
えており、博⼠学位論⽂が専攻分野の発展に貢献
する研究内容を含み、博⼠論⽂発表会・審査会で
学術研究に相応しい発表や討論ができる。

○

化学に関する⾼度な知識と技能をもとに、具体的
な研究課題について、解決に向けて実践的かつ⾃
⽴的に取り組むとともに、成果を客観的に整理し
て発信できる。

○

物質科学の中⼼である化学の学問的位置づけを理
解し、異なる科学分野の教育を受けた集団の中
で、互いの意思疎通を促進するリーダーシップを
⾝につけている。

○

研究者・技術者として⾼い倫理性を備え、科学と
技術の融合や複合学際領域開拓に関する本質的か
つ複雑多様な課題の発⾒と解決のために、柔軟な
思考により共通の⽬標を設定し、様々な分野の⼈
と協働し知⾒を活⽤できる。

○

化学全般にわたる⾼度な知識と技能に加えて、関
連する科学に関わる幅広い学識を有している。 ○

化学全般における最先端かつ⾼度な学識と技能お
よび分野横断型の幅広い学識と⾼度な国際性に⽴
脚して、科学と技術の融合や複合学際領域開拓に
関する本質的かつ複雑多様な課題を発⾒し、主体
的に解決の道筋を構想し遂⾏できる。

○

広い国際的な視野に⽴ち、化学の専⾨知識および
学際的な幅広い学識に加え、異なる⾔語・⽂化・
専⾨分野を深く理解できる。

○

異なる⾔語・⽂化・専⾨分野の相違を超えて、科
学と技術の融合や複合学際領域開拓の観点から、
社会・学問における本質的かつ複雑多様な課題を
議論し、交流できる。

○

高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

後期課程3年前期課程1年 前期課程2年 後期課程1年 後期課程2年

高度教養教育科目

機能物質 機能物質 機能物質 機能物質

化学研究I 化学研究II 化学研究III 化学研究IV

機能物質化学 機能物質化学 機能物質化学 機能物質化学

ゼミナールI ゼミナールII            ゼミナールIII ゼミナールIV

高度国際性涵養教育科目

【基盤科目】 機能物質表面化学 生体機能化学 有機金属化学

有機合成化学 構造有機化学 超分子化学 機能物性化学

生物有機化学 化学特論A 化学特論B 機能物質化学特別講義I
機能物質化学特別講義II 機能物質化学リサーチプロポーザル

機能物質化学 機能物質化学 機能物質化学 機能物質化学 機能物質化学 機能物質化学

特別研究I 特別研究II 特別研究III 特別研究IV 特別研究 V 特別研究VI

【境界科目】 磁性とスピントロニクス特論 物性概論 触媒設計論 環境光化学

生物発想化学工学1 生物発想化学工学2 物性／反応量子化学

生物反応工学 Molecular Nanotechnology ミクロ分子分光学

極限物質科学 表面・界面・超薄膜物性 未来物質特論I
未来物質特論II 先端微小物質科学特論 科学技術移転論

【学際科目】 先端量子電子物性論 半導体物性 輸送現象論

材料プロセス工学 バイオメカニクス バイオマテリアル 電子デバイス工学

量子エレクトロニクス 科学技術論A1,A2 科学技術論B1,B2 技術経営学

ナノテクキャリアアップ特論 基礎工学研究室ローテーションA,B
基礎工学研究インターンシップ1,2

【学際科目】 強相関電子機能工学 理論物質科学 微小物質光学応答

Biosystem Engineering 先端光エレクトロニクス

Introduction to Engineering Science 科学技術英語 基礎工学海外研修1,2,3



基礎工学研究科 
学位プログラム： 化学工学 
授与する学位： 修士（工学) 博士（工学） 博士（理学） 
 
教育目標 
 
大阪大学および基礎工学研究科の教育目標のもと、「原子・分子から生物、地球レベルまで」の

幅広い視野に立って、持続可能な社会のための物質とエネルギーの生産システム・物質循環シス
テムを構築するという明確な目的意識をもって化学・化学工学に関する専門教育を行い、博士前
期課程における先端的研究と博士後期課程における最先端研究を通して、理学的センスと工学的
センスの両方を涵養し、博士前期課程では社会のリーダーとして活躍できる高度なプロフェッシ
ョナル人材を、博士後期課程では国際的リーダーとして活躍できる創造的かつ自立的な最高度の
プロフェッショナル人材を育成します。 
 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・化学・化学工学における最先端かつ高度な学識と技能に加えて、科学から技術にわたる分野横
断型の幅広い専門性と学識を有する人材の育成を目指す 
・化学・化学工学における最先端かつ高度な技能を課題の発見・解決のために活用するととも
に、化学・化学工学を基盤として科学と技術を融合し複合学際領域を開拓するための分野横断型
の発想力と課題分析力を有する人材の育成を目指す 

 
○高度な教養 
・化学・化学工学を基盤として科学と技術を融合し複合学際領域を開拓するために、幅広い分野
を見渡すことのできる高度な教養を有する人材の育成を目指す 
・科学と技術の融合や複合学際領域開拓のための高度で幅広い知識の上に立ち、社会・学問にお
ける本質的な課題について化学・化学工学を基盤とする複眼的・俯瞰的な思考ができ、多角的に
評価できる人材の育成を目指す 
 
○高度な国際性 
・化学・化学工学を基盤として、科学と技術の融合や複合学際領域開拓の観点から、異なる言語・
文化・専門分野を深く理解し、社会・学問における本質的かつ複雑多様な課題を理解できる人材
の育成を目指す 
・化学・化学工学を基盤として、科学と技術の融合や複合学際領域開拓の観点から、言語・文化・
専門分野の相違を超えて交流できる人材の育成を目指す 

 
○高度なデザイン力 
・化学・化学工学を基盤とする科学と技術の融合や複合学際領域開拓の観点から、社会・学問に
おける本質的かつ複雑多様な課題を発見し、解決の道筋を構想できる人材の育成を目指す 
・化学・化学工学を基盤とする科学と技術の融合や複合学際領域開拓の観点から、社会・学問に



おける本質的かつ複雑多様な課題の発見と解決のために、様々な分野の人と協働し知見を活用で
きる人材の育成を目指す 
 
  



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 
大阪大学および基礎工学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、博士前期課程を修了し修士（工

学）を与えられる学生は、化学工学領域に所定の期間所属し、所定の科目を履修し所定の単位数
を修得するとともに、指導教員の研究指導を受けて作成した修士論文の審査および最終試験に合
格することが求められます。また、博士後期課程を修了し博士（理学）または博士（工学）が与
えられる学生は、化学工学領域に所定の期間所属し、所定の科目を履修し所定の単位数を修得す
るとともに、博士論文の審査および最終試験に合格することが求められます。 
 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・修士学位申請者は、化学・化学工学における最先端かつ高度な学識と技能を身につけるととも
に、化学・化学工学の発展に貢献する研究内容を含む修士学位論文を提出し、修士論文発表会や
審査会で学術研究に相応しい発表や討論ができる 
・博士学位申請者は、化学・化学工学の最高度の専門知識および科学技術全般に関する高度な知
識を有し独立して研究を遂行する能力に加え、学術内容の社会・学問に対する貢献を論述できる
能力を備え、提出された博士学位論文について博士論文発表会や審査会で学術研究に相応しい発
表や討論ができる 

 
○高度な教養 
・化学・化学工学における最先端かつ高度な学識と技能に立脚して、科学と技術を中心とした幅
広い分野で高度な教養を身につけている 
・化学・化学工学の基盤の上に立って、科学と技術を中心とした幅広い分野に関する見識を有し、
科学と技術の融合や複合学際領域開拓に関する本質的かつ複雑多様な課題を発見し解決するため
の複眼的・俯瞰的な思考および多角的な評価ができる 

 
○高度な国際性 
・化学・化学工学を基盤として広い国際的な視野に立ち、異なる言語・文化・専門分野を深く理
解できる 
・異なる言語・文化・専門分野の相違を超えて、化学・化学工学を基盤とする科学と技術の融合
や複合学際領域開拓の観点から、社会・学問における本質的かつ複雑多様な課題を議論し、交流
できる 

 
○高度なデザイン力 
・化学・化学工学における最先端かつ高度な学識と技能および分野横断型の幅広い学識と高度な
国際性に立脚して、化学・化学工学を基盤として科学と技術の融合や複合学際領域開拓に関する
本質的かつ複雑多様な課題を発見し、解決の道筋を構想できる 
・化学・化学工学における最先端かつ高度な学識と技能および分野横断型の幅広い学識と高度な
国際性に立脚して、化学・化学工学を基盤として科学と技術を融合し複合学際領域を開拓するた



めの本質的かつ複雑多様な課題の発見と解決に向けて、様々な分野の人と協働し知見を活用でき
る 
・分子から地球レベルにいたるマルチスケールの現象、生体系から人工系の広範囲にわたる複雑
系の制御、新しい機能をもつ物質の創成、物質やエネルギーの変化及びその変換システムの開発、
のいずれかに関する学術的価値のある研究を、博士前期課程では主体的に博士後期課程では創造
性豊かにかつ自立的に遂行する能力を身につけている 
 
  



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 
大阪大学および基礎工学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、博士前期課程では、化学・

化学工学における最先端かつ高度な学識と技能を有し、理学的センスと工学的センスを兼ね備え
た創造性豊かな人材を育てるため、「基盤科目」に加え「境界科目」と「学際科目」を有機的に配
したカリキュラムを編成し、各研究グループにおける最先端分野の研究指導を通して、次代を担
う研究者・技術者としての能力を養成します。博士後期課程では、化学・化学工学に関する最高
度で深い専門的知識と技能の修得に加えて、特別研究を通した実践的な教育により、研究の企画・
立案能力、推進能力、成果の説明・発表能力および多角的な評価能力を備えた高度な技術者・研
究者を育成します。また、将来、国内外の様々な分野のリーダーとして活躍できる人材を育成す
るため、化学工学を基盤とする研究を通して、最高度の専門・教養・国際性・デザイン力を涵養
する教育を行っています。 
 
＜教育課程編成の考え方＞ 
化学・化学工学における最先端かつ高度な専門性と技能の修得のための「基盤科目」、化学・化

学工学に隣接する分野との融合をめざす「境界科目」、および、化学・化学工学を基盤とする高度
な教養と国際性を涵養する「学際科目」による教育を行います。教育の主軸は研究であり、化学・
化学工学を基盤とする課題を主体的に発見、立案、推進し、高い倫理性を持って多角的に成果を
説明・発表・評価する能力を養います。 

 
＜学修内容及び学修方法＞ 
「基盤科目」によって、化学・化学工学における高度に専門的な講義と演習を行うとともに最

先端課題の研究に携わります。また、「境界科目」によって化学・化学工学に隣接する分野に関す
る深い学識を修得するとともに、「学際科目」によって化学・化学工学を基盤とする高度な教養と
国際性を涵養します。 

 
＜学修成果の評価方法＞ 
厳しい環境においてもそれを乗り越え困難な課題にも絶えず挑戦していく優れたリーダー人材

を育成指導することを念頭に、講義科目においてはレポートや試験、博士前期課程における化学
工学研究と化学工学ゼミナールおよび博士後期課程における化学工学特別研究においてはレポー
ト、口頭試問、成果発表等によって、シラバスに記載されている学習目標の達成度について多角
的に学修の評価を行い、一定の成績を収めた学生に対して単位を認定します。 



「資料5」

カリキュラムマップ様式（化学工学領域）

学習
目標

No 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

2
提出した学位論文について論文発表
会や審査会で学術研究に相応しい発
表や討論ができる

○

1

化学・化学工学における最先端かつ
高度な学識と技能を身につけ（修
士）、化学・化学工学における最高
度の専門知識および科学技術全般に
関する高度な知識を具え独立して研
究を遂行する能力を有する（博士）

○

7

化学・化学工学を基盤として科学と
技術の融合や複合学際領域開拓に関
する本質的かつ複雑多様な課題を発
見し、解決の道筋を構想できる

○

8

化学・化学工学を基盤として科学と
技術を融合し複合学際領域を開拓す
るための本質的かつ複雑多様な課題
の発見と解決に向けて、様々な分野
の人と協働し知見を活用できる

○

3

化学・化学工学における最先端かつ
高度な学識と技能に立脚して、科学
と技術を中心とした幅広い分野で高
度な教養を身につけている

○

4

化学・化学工学の基盤の上に立っ
て、科学と技術の融合や複合学際領
域開拓に関する本質的かつ複雑多様
な課題を発見し解決するための複眼
的・俯瞰的な思考および多角的な評
価ができる

○

5
化学・化学工学を基盤として広い国
際的な視野に立ち、異なる言語・文
化・専門分野を深く理解できる

○

6

異なる言語・文化・専門分野の相違
を超えて、化学・化学工学を基盤と
する科学と技術の融合や複合学際領
域開拓の観点から、社会・学問にお
ける本質的かつ複雑多様な課題を議
論し交流できる

○

最
先
端
か
つ
高
度
な
専

門
性
と
深
い
学
識

高
度
な
教
養

高
度
な
国
際
性

高
度
な
デ
ザ
イ
ン
力

D3M1 M2 D1 D2

その他： 他研究科が開講する高度教養教育科目と高度国際性涵養教育科目

学際科目（高度教養教育科目）
乱流輸送特論、非線形力学特論、流体力学特論、分子流体工学特論、バイオエシックス

バイオマテリアル、生体工学特論、量子エレクトロニクス、量子情報科学

先端光エレクトロニクス、量子コンピューティング、システム解析論、知能ロボット学特論

非線形現象解析、統計モデリング、多変量解析、データ科学特論Ⅰ・Ⅱ、データ科学各論

サイバーフィジカルシステム、システム計画論、科学技術移転論、計算科学技術特論Ａ・Ｂ

技術経営学、ナノテクキャリアアップ特論、未来情報通信技術特論

科学技術論Ａ１・Ａ２・Ｂ１・Ｂ２、基礎工学研究室ローテーションＡ・Ｂ

基礎工学研究インターンシップ１・２

学際科目（高度国際性涵養教育科目）
Introduction to Engineering Science、科学技術英語、

基礎工学海外研修１、基礎工学海外研修２、基礎工学海外研修３

基盤科目(必修)（専門教育科目）
化学工学ゼミナールⅠ、化学工学ゼミナールⅡ、化学工学ゼミナールⅢ、化学工学ゼミナールⅣ

化学工学研究Ⅰ、化学工学研究Ⅱ、化学工学研究Ⅲ、化学工学研究Ⅳ

基盤必修科目（専門教育科目）
化学工学特別研究Ⅰ、化学工学特別研究Ⅱ

化学工学特別研究Ⅲ、化学工学特別研究Ⅳ

化学工学特別研究Ⅴ、化学工学特別研究Ⅵ
基盤科目(選択)（専門教育科目）
化学工学リサーチプロポーザル、化学工学特別講義Ⅰ、化学工学特別講義Ⅱ

物性／反応量子化学、分子集合系化学、輸送現象論、環境光化学

触媒設計論、生物発想化学工学１、生物発想化学工学２、材料プロセス工学、生物材料設計学

境界科目（専門教育科目）
量子情報・量子光学、先端量子電子物理論

磁性とスピントロニクス特論、物性概論、先端機能材料工学、機能物質表面化学

生体機能化学、有機合成化学、構造有機化学、超分子化学、機能物性化学

Molecular nanotechnology、有機金属化学、理論物質科学、ミクロ分子分光学

極限物質科学



基礎工学研究科 
学位プログラム： 未来物質科学 
授与する学位： 修士（工学)  博士（工学） 博士（理学） 
 
教育目標 
 
大阪大学および基礎工学研究科の教育目標のもと、学位プログラム「未来物質科学」では、「科

学と技術の融合による科学技術の根本的な開発、それにより人類の真の文化を創造する」という
理念に立って、優れた理論的・実験的枠組みをもつ物性物理学と分子化学の基礎に立脚し、電子
と光が係る多様な物性の解明、新現象探索ならびに新物質創製に関する教育と研究を通じて、次
に掲げる人材を育成することを目指しています。 
 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・物理学や化学など既存の学問分野の複合学際領域の開拓および新学問領域の創成を念頭に、物
質科学のフロンティアを切り開くことのできる高度な専門性と深い学識を有する人材の育成をめ
ざす 
・物質科学のフロンティアを切り開くことのできる高度な技能を課題の発見・解決のために活用
することができ、複合学際領域の開拓のための分野横断型の発想力と課題分析力を有する人材の
育成をめざす 
 
○高度な教養 
・物理学や化学などの複合学際領域の開拓のために幅広い分野を見渡す高度な教養を有する人材
の育成をめざす 
・物理学や化学などの複合学際領域の開拓のための高度で幅広い知識の上に立って、社会・学問
における本質的な課題について複眼的・俯瞰的な思考ができ多角的に評価できる人材の育成をめ
ざす 

 
○高度な国際性 
・物理学や化学などの複合学際領域の開拓の観点から、異なる言語・文化・専門分野を深く理解
し、社会・学問における本質的かつ複雑多様な課題を理解できる人材の育成をめざす 
・物理学や化学などの複合学際領域の開拓の観点から、言語・文化・専門分野の相違を超えて交
流できる人材の育成をめざす 

 
○高度なデザイン力 
・物理学や化学などの複合学際領域の開拓の観点から、社会・学問における本質的かつ複雑多様
な課題を発見し、解決の道筋を構想できる人材の育成をめざす 
・物理学や化学などの複合学際領域の開拓の観点から、社会・学問における本質的かつ複雑多様
な課題の発見と解決のために、様々な分野の人と協働し知見を活用できる人材の育成をめざす 
 



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 
 大阪大学および基礎工学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「未来物質科
学」で博士前期課程を修了し修士（工学）が与えられる学生は、所定の期間在学し、未来物質領
域の所定の単位を修得するとともに、指導教員の研究指導を受けて作成した修士論文の審査およ
び最終試験に合格することが求められます。また、未来物質領域博士後期課程を修了し博士（理
学）または博士（工学）が与えられる学生は、所定の期間在学し、所定の科目を履修し、所属す
る領域の所定の単位数を修得するとともに、博士論文の審査および最終試験に合格することが求
められます。 
 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・物性物理学および分子化学の最先端かつ高度な学識と技能を身につけている 
・修士学位申請者は、専攻分野の発展に貢献する研究内容を含む修士学位論文を提出し、修士論
文発表会や審査会で学術研究に相応しい発表や討論ができる 
・博士学位申請者は、物性物理学および分子化学の扱う学問領域および科学技術全般に関する高
度な知識を有し独立して研究を遂行する能力に加え、学術内容の社会・学問に対する貢献を論述
できる能力を備え、提出された博士学位論文について博士論文発表会や審査会で学術研究に相応
しい発表や討論ができる 

 
○高度な教養 
・物性物理学および分子化学の最先端かつ高度な学識と技能に立脚して、科学と技術を中心とし
た幅広い分野で高度な教養を身につけている 
・科学と技術を中心とした幅広い分野に関する見識を有し、物性物理学および分子化学を起点と
した複合学際領域開拓に関する本質的かつ複雑多様な課題を発見し解決するための複眼的・俯瞰
的な思考および多角的な評価ができる 

 
○高度な国際性 
・異文化を理解し、文化の違いを超えて協調してリーダーシップが発揮できる 
・異なる言語・文化・専門分野の相違を超えて、物性物理学および分子化学を起点とした複合学
際領域開拓の観点から、社会・学問における本質的かつ多様な課題を議論し、交流ができる 

 
○高度なデザイン力 
・物性物理学および分子化学における最先端かつ高度な学識と技能および分野横断型の幅広い学
識と高度な国際性に立脚して、複合学際領域開拓に関する本質的かつ複雑多様な課題を発見し、
解決の道筋を構想できる 

・物性物理学および分子化学における最先端かつ高度な学識と技能および分野横断型の幅広い学
識と高度な国際性に立脚して、複合学際領域開拓に関する本質的かつ複雑多様な課題の発見と解
決のために、様々な分野の人と協働し知見を活用できる  



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 
大阪大学および基礎工学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「未来物質

科学」では、高度な専門性と広い視野を持って複合学際領域の開拓および新学問領域を切り拓く
ことのできる能力を育みます。このため、未来物質領域博士前期課程では、物性物理学および分
子化学の専門分野に対する最先端かつ高度な専門性と技能の修得をめざす「基盤科目」だけでな
く、隣接分野に関する深い学識に基づいて分野融合をめざす「境界科目」、さらに、高度な教養と
国際性の涵養を通して複合学際および新領域の開拓をめざす「学際科目」を設け、幅広い教育を
行います。未来物質領域博士後期課程では、専門分野に関する高度で深い専門的知識と技能の修
得に加えて、研究を通した実践的な教育（アクティブラーニング）により、研究の企画・立案能
力、推進能力、成果の説明・発表能力および多角的な評価能力を備えた高度な技術者・研究者を
育成します。また、将来、国内外の様々な分野のリーダーとして活躍できる人材を育成するため、
研究を通して、最高度の専門・教養・国際性・デザイン力を涵養する教育を行います。 
 
＜教育課程編成の考え方＞ 
物性物理学および分子化学に係る深い理解を得るとともに最先端かつ高度な専門知識を習得す
るための「基盤科目」、隣接分野との分野融合をめざす「境界科目」、および、高度な教養と国際
性を涵養する「学際科目」による教育を行います。さらに教育の主軸を研究とすることで、主体
的に課題を発見、立案、推進し、高い倫理性を持って多角的に成果を説明・発表・評価する能力
を養います。また高度教養教育科目や高度国際性涵養教育科目、リ−ディングプログラム科目等
によって教養や国際性、デザイン力の高度化に努めます。 

 
＜学修内容及び学修方法＞ 
未来物質ゼミナールおよび未来物質研究における講義・演習を通じて、高度な専門的能力のほか、
問題の本質を見抜く能力、問題を解決するための手段を構築できる能力、新学問領域・新技術の
開拓に必要な創造性、グループで活動を行う際に必要なコミュニケーションをとる能力、文化の
違いを超えて協調してリーダーシップが発揮できる国際性を涵養します。 

 
＜学修成果の評価方法＞ 
学修の成果は１）講義科目においては、レポートや試験、２）演習・実習科目においては、レ
ポートや口頭試問等、３）各領域研究、研究室ローテーション、海外研修、インターンシップ等
を含むアクティブラーニングにおいては、レポート、口頭試問、成果発表等によって、シラバス
に記載されている学習目標の達成度について多角的に学修の評価を行い、一定の成績を収めた学
生に対して単位を認定します。 



「資料5」

カリキュラムマップ様式（未来物質科学）

○

物性物理学および分子化学の最先端かつ高度
な学識と技能に立脚して、科学と技術を中心
とした幅広い分野で高度な教養を身につけて
いる

○

科学と技術を中心とした幅広い分野に関する
見識を有し、物性物理学および分子化学を起
点とした複合学際領域開拓に関する本質的か
つ複雑多様な課題を発見し解決するための複
眼的・俯瞰的な思考および多角的な評価がで
きる

○

異文化を理解し、文化の違いを超えて協調し
てリーダーシップが発揮できる

○

異なる言語・文化・専門分野の相違を超え
て、物性物理学および分子化学を起点とした
複合学際領域開拓の観点から、社会・学問に
おける本質的かつ多様な課題を議論し、交流
ができる

○

物性物理学および分子化学における最先端か
つ高度な学識と技能および分野横断型の幅広
い学識と高度な国際性に立脚して、複合学際
領域開拓に関する本質的かつ複雑多様な課題
を発見し、解決の道筋を構想できる

○ ○

物性物理学および分子化学における最先端か
つ高度な学識と技能および分野横断型の幅広
い学識と高度な国際性に立脚して、複合学際
領域開拓に関する本質的かつ複雑多様な課題
の発見と解決のために、様々な分野の人と協
働し知見を活用できる

○ ○

高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

物性物理学および分子化学の最先端かつ高度
な学識と技能を身につけている。専攻分野の
発展に貢献する研究内容を含む修士学位論文
を提出し、修士論文発表会や審査会で学術研
究に相応しい発表や討論ができる。

化学・生物応用

生物発想化学工学1
生物発想化学工学2
バイオマテリアル

分子科学応答

  生体機能化学
  有機合成化学
  触媒設計論
  生物有機化学
  構造有機化学
  有機金属化学
  超分子化学

光物性

 汎分光
 環境光化学
 物性/反応量子化学
 ミクロ光分子化学
 微小物質光学応答

ナノ科学

 磁性とスピントロニクス概論
 磁性とスピントロニクス特論
 先端微小物質科学特論
 表面・界面・超薄膜物性

物性物理工学特別講義II　　物性物理工学特別講義I　　未来物質特論II　　未来物質特論I
機能物質化学特別講義II　　機能物質化学特別講義I　　化学特論B　　化学特論A　　未来情報通信技術特論

数理物理・計算物理

 確率解析
 統計解析I
 統計解析II
 数学解析
 弾性力学特論
 計算科学技術特論A
 計算科学技術特論B

光応用

 科学計測学
 量子情報科学
 量子エレクトロニクス
 量子コンピューティング
 先端光エレクトロニクス

ナノサイエンス

 ナノテクノロジー社会受容特論A
 ナノテクノロジー社会受容特論B
 ナノエレクトロニクス

技術展開

 複合現実感システム論
 技術経営学
 科学技術論A1
 科学技術論A2
 科学技術論B1
 科学技術論B2
 科学技術移転論

電子物性

 機能物質表面化学
 先端機能材料工学
 強相関電子機能工学
 極限物質科学

物性理論・物質設計

 量子情報・量子光学
 物性概論
 理論物質科学
 先端量子電子物性論

未来物質研究 I
未来物質研究 I I
未来物質研究 I I I
未来物質研究 IV

基礎工学研究室ローテーションA
基礎工学研究室ローテーションB

ナノテクノロジーデザイン特論B
ナノテクノロジーデザイン特論A

基礎工学研究インターンシップ１
基礎工学研究インターンシップ２

Molecular Nanotechnology
Introduction to Engineering Science
科学技術英語

国際ナノ理工学特論Ａ
国際ナノ理工学特論Ｂ
国際ナノ理工学特論Ｃ

基礎工学海外研修１
基礎工学海外研修２
基礎工学海外研修３

未来物質ゼミナール I
未来物質ゼミナール I I
未来物質ゼミナール I I I
未来物質ゼミナール IV

ナノテクキャリアアップ特論 未来物質リサーチプロポーザル

未来物質科学の高度な学識

未来物質科学の先端

学際領域



基礎工学研究科 
学位プログラム： 機械科学・生体工学 
授与する学位： 修士（工学)  博士（工学） 博士（理学） 
 
教育目標 
 
 大阪大学および基礎工学研究科の教育目標のもと、学位プログラム「機械科学・生体工学」で
は、機械科学および生体工学に関わる複合学際領域の開拓および新学問領域の創成を目指し、科
学から技術にわたる幅広い分野で活躍でき、我が国のみならず国際社会をも牽引する技術者と研
究者を育成することを教育目標としています。そのために、機械科学および生体工学に関わる分
野を中心とした最先端かつ高度な専門性や技能と深い学識に加えて、分野横断型の幅広い学識と
発想力、幅広い分野を見渡すことのできる高度な教養と複眼的・俯瞰的思考および多角的評価能
力、異なる言語・文化・専門分野の深い理解とそれらの相違を超えて社会・学問における本質的
かつ複雑多様な課題を理解し議論できる国際性、ならびに、科学と技術の融合や複合学際領域開
拓に関する本質的かつ複雑多様な課題を発見し解決の道筋を構想して他分野の人と協働すること
のできるデザイン力を兼ね備えた高度人材を育成することを目指しています。 
 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・機械科学および生体工学における最先端かつ高度な学識と技能に加えて、科学から技術にわた
る分野横断型の幅広い専門性と学識を有する人材の育成を目指す 
・機械科学および生体工学における最先端かつ高度な技能を課題の発見・解決のために活用する
とともに、科学と技術の融合や複合学際領域開拓のための分野横断型の発想力と課題分析力を有
する人材の育成を目指す 
 
○高度な教養 
・機械科学、生体工学、およびそれらの複合学際領域開拓のための幅広い分野を見渡すことので
きる高度な教養を有する人材の育成を目指す 
・機械科学、生体工学、およびそれらの複合学際領域開拓のための高度で幅広い知識の上に立っ
て、社会・学問における本質的な課題について複眼的・俯瞰的な思考ができ多角的に評価できる
人材の育成を目指す 
 
○高度な国際性 
・機械科学、生体工学、およびそれらの複合学際領域開拓の観点から、異なる言語・文化・専門
分野を深く理解し、社会・学問における本質的かつ複雑多様な課題を理解できる人材の育成を目
指す 
・機械科学、生体工学、およびそれらの複合学際領域開拓の観点から、言語・文化・専門分野の
相違を超えて交流できる人材の育成を目指す 



○高度なデザイン力 
・機械科学、生体工学、およびそれらの複合学際領域開拓の観点から、社会・学問における本質
的かつ複雑多様な課題を発見し、解決の道筋を構想できる人材の育成を目指す 
・機械科学、生体工学、およびそれらの複合学際領域開拓の観点から、社会・学問における本質
的かつ複雑多様な課題の発見と解決のために、様々な分野の人と協働し知見を活用できる人材の
育成を目指す 
 
  



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 
 大阪大学および基礎工学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、機能創成専攻博士前期課程を
修了し修士（工学）が与えられる学生は、非線形力学領域、機能デザイン領域および生体工学領
域のいずれかの領域に所属し、各領域が定める科目を定められた年限内で履修し、所定の単位数
を修得するとともに、指導教員の研究指導を受けて作成した修士論文の審査および最終試験に合
格することが求められます。また、機能創成専攻博士後期課程を修了し博士（工学）または博士
（理学）が与えられる学生は、非線形力学領域、機能デザイン領域および生体工学領域のいずれ
かの領域に所属し、各領域が定める科目を定められた年限内で履修し、所定の単位数を修得する
とともに、指導教員の研究指導を受けて作成した博士論文の審査および最終試験に合格すること
が求められます。 
 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・修士学位申請者は、機械科学、生体工学、またはそれらの複合学際領域における最先端かつ高
度な学識と技能を身につけるとともに、これらの分野の発展に貢献する研究内容を含む修士学位
論文を提出し、修士論文発表会や審査会で学術研究に相応しい発表や討論ができる 
・博士学位申請者は、機械科学、生体工学、またはそれらの複合学際領域における最先端かつ高
度な知識を有し独立して研究を遂行する能力に加え、学術内容の社会・学問に対する貢献を論述
できる能力を備え、提出された博士学位論文について博士論文発表会や審査会で学術研究に相応
しい発表や討論ができる 

 
○高度な教養 
・機械科学、生体工学、またはそれらの複合学際領域における最先端かつ高度な学識と技能に立
脚して、科学と技術を中心とした幅広い分野で高度な教養を身につけている 
・機械科学、生体工学、またはそれらの複合学際領域を中心とした幅広い分野に関する見識を有
し、科学と技術の融合や複合学際領域開拓に関する本質的かつ複雑多様な課題を発見し解決する
ための複眼的・俯瞰的な思考および多角的な評価ができる 

 
○高度な国際性 
・広い国際的な視野に立ち、異なる言語・文化・専門分野を深く理解できる 
・異なる言語・文化・専門分野の相違を超えて、機械科学、生体工学、またはそれらの複合学際
領域開拓の観点から、社会・学問における本質的かつ複雑多様な課題を議論し、交流できる 

 
○高度なデザイン力 
・機械科学または生体工学における最先端かつ高度な学識と技能および分野横断型の幅広い学識
と高度な国際性に立脚して、両分野の融合や複合学際領域開拓に関する本質的かつ複雑多様な課



題を発見し、解決の道筋を構想できる 
・機械科学または生体工学における最先端かつ高度な学識と技能および分野横断型の幅広い学識
と高度な国際性に立脚して、両分野の融合や複合学際領域開拓に関する本質的かつ複雑多様な課
題の発見と解決のために、様々な分野の人と協働し知見を活用できる 
 
  



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 
大阪大学および基礎工学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、機能創成専攻では機械科学

および生体工学に対する最先端かつ高度な専門性と技能の修得をめざす「基盤科目」、隣接分野に
関する深い学識の修得をめざす「境界科目」、および、高度な教養と国際性の涵養をめざす「学際
科目」を設け、機械科学および生体工学に対する高度な専門性と広い視野を持って、複合学際領
域の開拓および新学問領域の創成を遂行できる能力を学生に付与することを目標にしています。 
 
＜教育課程編成の考え方＞ 
機械科学および生体工学に対する最先端かつ高度な専門性と技能の修得のための「基盤科目」、
隣接分野との分野融合をめざす「境界科目」、および、高度な教養と国際性を涵養する「学際科目」
による教育を行います。教育の主軸を研究とすることで、主体的に課題を発見、立案、推進し、
高い倫理性を持って多角的に成果を説明・発表・評価する能力を養います。また、高度教養教育
科目や高度国際性涵養教育科目やリ−ディングプログラム科目等によって教養や国際性、デザイ
ン力の高度化に務めます。 

 
＜学修内容及び学修方法＞ 
「基盤科目」によって、専攻分野において高い専門性を持った講義と演習を行うとともに最先端
課題の研究を行います。また、「境界科目」による講義と演習を通して隣接分野に関する深い学識
を修得するとともに、「学際科目」による講義、演習、海外を含む学内外での研修、および、実務
経験で高度な教養と国際性を涵養します。 

 
＜学修成果の評価方法＞ 
学修の成果は、１）講義科目においてはレポートや試験、２）演習・実習科目においてはレポ

ートや口頭試問等、３）各領域研究、研究室ローテーション、海外研修、インターンシップ等を
含むアクティブラーニングにおいてはレポート、口頭試問、成果発表等によって、シラバスに記
載されている学習目標の達成度について多角的に学修の評価を行い、一定の成績を収めた学生に
対して単位を認定します。なお、成績優秀者は、研究科委員会での審議を経て博士前期および後
期課程の修業期間を短縮し修了することが可能です。 



カリキュラムマップ（学位プログラム「機械科学・生体工学」）

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

機械科学、生体工学、またはそれらの複合学際領域における最先端かつ高度な学識と
技能に立脚して、科学と技術を中心とした幅広い分野で高度な教養を身につけている

○

機械科学、生体工学、またはそれらの複合学際領域を中心とした幅広い分野に関する
見識を有し、科学と技術の融合や複合学際領域開拓に関する本質的かつ複雑多様な課
題を発見し解決するための複眼的・俯瞰的な思考および多角的な評価ができる

○

修士学位申請者は、機械科学、生体工学、またはそれらの複合学際領域における最先
端かつ高度な学識と技能を身につけるとともに、これらの分野の発展に貢献する研究
内容を含む修士学位論文を提出し、修士論文発表会や審査会で学術研究に相応しい発
表や討論ができる

○ ○

博士学位申請者は、機械科学、生体工学、またはそれらの複合学際領域における最先
端かつ高度な知識を有し独立して研究を遂行する能力に加え、学術内容の社会・学問
に対する貢献を論述できる能力を備え、提出された博士学位論文について博士論文発
表会や審査会で学術研究に相応しい発表や討論ができる

○ ○

機械科学または生体工学分野における最先端かつ高度な学識と技能および分野横断型
の幅広い学識と高度な国際性に立脚して、両分野の融合や複合学際領域開拓に関する
本質的かつ複雑多様な課題を発見し、解決の道筋を構想できる

○ ○

機械科学または生体工学分野における最先端かつ高度な学識と技能および分野横断型
の幅広い学識と高度な国際性に立脚して、両分野の融合や複合学際領域開拓に関する
本質的かつ複雑多様な課題の発見と解決のために、様々な分野の人と協働し知見を活
用できる

○ ○

広い国際的な視野に立ち、異なる言語・文化・専門分野を深く理解できる ○

異なる言語・文化・専門分野の相違を超えて、機械科学、生体工学、またはそれらの
複合学際領域開拓の観点から、社会・学問における本質的かつ複雑多様な課題を議論
し、交流できる

○

（※）「基盤科目」「境界科目」の詳細な科目名については、研究科規程の別表１「基礎工学研究科前期課程授業科目表」等に記す。

高度国際性涵養教育科目

境界科目（※）

高度教養教育科目

高度国際性涵養教育科目

機能創成特別研究I,II,III,IV,V,VI

高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

後期課程3年前期課程1年 前期課程2年 後期課程1年 後期課程2年

基盤科目（※）

高度教養教育科目（学際科目）



基礎工学研究科 
学位プログラム： 電子光科学 
授与する学位： 修士（工学)  博士（工学） 博士（理学） 
 
教育目標 
 
大阪大学および基礎工学研究科の教育目標のもと、学位プログラム「電子光科学」では以下の

とおり教育目標を定めています。 
電子光科学プログラムでは、科学と技術の融合による科学技術の根本的開発及びそれにより人
類の真の文化を創造することを教育研究理念とし、この理念のもと、理学と工学のバランスのと
れた深い専門教育の実践と人間性を涵養する質の高い教養教育を通じ、以下に示す２１世紀をリ
ードする人材を養成することを目標とします。具体的には、新しい現象・機能の発掘、物理機構
の解明、新材料・プロセス技術やそれらを組み合わせた新機能デバイスの探求とそのシステム化
により、電子・光科学に関する科学・技術を創出し開拓する知恵と能力をもつ人材の育成を目標
としています。その目標を実現するため、基礎工学研究科システム創成専攻電子光科学領域内に
おいて、以下に掲げる能力を有する人材を育成することを目的とします。 
1. 基礎から応用にわたる研究開発を自ら担い得る高度な専門的職業能力を身につけた人材 
2. 最先端かつ高度な専門性と幅広い知識をもって学際新領域で活躍できる人材 
3. 総合的な知性と豊かな人間性に基づく幅広い教養力を兼ね備えた国際社会および地域社会に

貢献できる人材 
4. 科学や技術に深い関心と興味を持ち、新しい分野を開拓できる人材 
5. 国際社会において自分の考えを論理的に説明し議論できる人材 
 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・電子光科学分野における専門的知識を有している人材 
・電子光科学分野に関する物事の本質を見極めることができる人材 
・電子光科学分野に関する知識を活用し問題解決ができる人材 
 
○高度な教養 
・電子光科学分野に関する高く幅広い知識を有している人材 
・電子光科学分野における課題を俯瞰的に思考し、客観的に評価ができる人材 
 
○高度な国際性 
・電子光科学分野の研究成果に関する英語論文を調査・執筆することができる人材 
・電子光科学分野の研究に関して海外研究者と議論できる人材 

 
○高度なデザイン力 
・電子光科学分野に関する高度な問題を発見することができる人材 
・電子光科学分野の新しい学際新領域を開拓することができる人材 
・電子光科学分野に関する高度な問題において自ら問題解決をすることができる人材 
 



人間重視の知的情報技術や創省エネルギー・省資源技術開発の必要性が高まり、電子・光につい
ての基礎科学、機能材料・デバイス・システム開発といった電子光科学の基礎工学研究がますま
す重要になっています。同時に、環境調和性や社会調和性を重視して、自然や人間社会とのかか
わりを総合的に見つめる力が要求されます。このような観点に立ち、基礎から応用まで広くカバ
ーするために、電子や光の性質を深く知り、新たなデバイス・システムヘと発展させる電子光科
学分野をリードし世界へ羽ばたく人材を育成することを目標としています。  



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 
大阪大学および基礎工学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「電子光科学

分野」では所定の期間在学し、下記に示す知識・技能並びに教養・デザイン力・国際性を身につ
け、所定単位を修得し、研究科規程に定める試験に合格して、博士前期課程を修了した学生には
修士（工学）、博士後期課程を修了した学生には博士（工学又は理学）を授与します。 
1. 電子光科学分野の学理を習得し、それらを総合して高度な専門知への展開ができる。 
2. 科学技術全般に関する俯瞰的な基礎知識を備え、自ら課題設定し課題解決することができる。 
3. 電子や光の本質を深く理解し、それらを電子光科学分野の新たなデバイス・システムヘと自

ら発展させるデザイン力を身につけている。 
4. 基礎科学に立脚し、社会の諸問題や人類の遠い将来の問題に自ら対応できる広範囲な知識と

素養を有している。 
5. 同専門分野間のみならず、異専門分野間で、闊達な議論ができるコミュニケーション力を有

し、かつ、海外への積極的に情報発信ができる国際性を備えている。 
 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・電子光科学分野における専門的知識を有している 
・電子光科学分野に関する物事の本質を見極めることができる 
・電子光科学分野に関する知識を活用し問題解決ができる 

 
○高度な教養 
・電子光科学分野に関する高く幅広い知識を有している 
・電子光科学分野における課題を俯瞰的に思考し、客観的に評価ができる 

 
○高度な国際性 
・電子光科学分野の研究成果に関する英語論文を調査・執筆することができる 
・電子光科学分野の研究に関して海外研究者と議論できる 

 
○高度なデザイン力 
・電子光科学分野に関する高度な問題を発見することができる 
・電子光科学分野の新しい学際新領域を開拓することができる 
・電子光科学分野に関する高度な問題において自ら問題解決をすることができる 
 
  



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 
大阪大学および基礎工学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「電子光科

学」では以下のとおりディプロマ・ポリシーと関連付けた教育課程を編成しています。 
 
＜教育課程編成の考え方＞ 
電子光科学プログラムでは、ディプロマ・ポリシーの方針に掲げた知識・能力を習得させるた

めに、「基盤科目（選択）」および「基盤科目（必修）」、「境界科目」「学際科目」等を通じて、電子
光科学のプロフェッショナルとなるための専門教育、教養教育、国際性涵養教育を行います。ま
た、講義・演習に加え、世界で通用する研究・開発技能と経験を習得させるために、研究室に配
属し最先端の研究を行います。 

 
＜学修内容及び学修方法＞ 
「基盤科目（選択）」では、講義・演習を通して、固体電子論、電子デバイス工学等の最先端の
内容を学ぶことで、電子光科学のベースとなる能力を身につけさせます。また、電子光科学に関
連する「境界科目」の履修や、バイオイメージングや医用生体工学といった各個人の興味にあっ
た「学際科目」の履修が可能となっています。これらの講義を通じて、研究に必要となるスキル
の基礎を身につけさせます。「基盤科目（必修）」での電子光科学ゼミナールⅠ〜Ⅳではプレゼン
テーション能力を身につけさせ、電子光科学研究Ⅰ〜Ⅳにおいては研究者・技術者として必要な
能力を修得させます。博士後期課程に進学した場合には電子光科学特別研究Ⅰ〜Ⅵにおいて、世
界で活躍できる研究者・技術者として必要な能力を修得させます。このように、学位プログラム
「電子光科学」では、“回路・システム・情報・通信系”、“光・電磁波・電磁気系”および“半導体・
電子材料・デバイス・物性系”の基幹３系を中心とし、より深い学習をするために多くの関連選択
科目を提供しています。 
 学生を研究室に配属し、最先端の研究を行います。研究を通じて、高い専門知識だけでなく、
自ら問題設定し解決できるデザイン力、学会や論文発表を行えるコミュニケーション力・国際性
を身につけさせます。 

 
＜学修成果の評価方法＞ 
学修の成果は、電子光科学分野の教員によって、期末試験、レポート、出席を通じて、ディプ

ロマ・ポリシーの方針に掲げた知識・能力を評価します。学位は所定の単位の認定をうけ、研究
に関する審査に合格することで取得が認められます。 



「資料5」

カリキュラムマップ様式（電子光科学）

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

学習目標A
電子光科学分野に関する高く幅
広い知識を有している

○

学習目標B
電子光科学分野における課題を
俯瞰的に思考し、客観的に評価
ができる

○

学習目標C
電子光科学分野における専門的
知識を有している

○

学習目標D
電子光科学分野に関する物事の
本質を見極めることができる

○

学習目標E
電子光科学分野に関する知識を
活用し問題解決ができる

○

学習目標F
電子光科学分野に関する高度な
問題を発見することができる

○ ○

学習目標G
電子光科学分野の新しい学際新
領域を開拓することができる

○ ○

学習目標H
電子光科学分野に関する高度な
問題において自ら問題解決をす
ることができる

○ ○

学習目標I
電子光科学分野の研究成果に関
する英語論文を調査・執筆する
ことができる

○ ○

学習目標J
電子光科学分野の研究に関して
海外研究者と議論できる

○ ○

高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

3,4,5年

博士前期課程（修士課程） 博士後期課程

1年 2年

高度教養教育科目（学際科目）

専門科目（基盤科目）
固体電子論 ナノデバイス・ナノ計測工学

ナノエレクトロニクス 電子デバイス工学

量子効果デバイス 量子エレクトロニクス

光波・マイクロ波工学 量子情報科学

先端光エレクトロニクス 量子コンピューティング

修士論文研究
電子光科学研究Ⅰ 電子光科学研究Ⅱ

電子光科学研究Ⅲ 電子光科学研究Ⅳ
博士論文研究

電子光科学特別研究Ⅰ 電子光科学特別研究Ⅱ

電子光科学特別研究Ⅲ 電子光科学特別研究Ⅳ

電子光科学特別研究Ⅴ 電子光科学特別研究Ⅵ

高度国際性涵養教育科目
Advanced Optoelectronics

専門ゼミ上級
電子光科学ゼミナールⅠ~ IV

専門科目（境界科目）



基礎工学研究科 
学位プログラム： システム科学 
授与する学位： 修士（工学)  博士（工学） 博士（理学） 
 
教育目標 
 
大阪大学および基礎工学研究科の教育目標のもと、システム科学領域では、人間、機械、環境の

調和と協働をもたらす新しい知能システムの創造を目指し、コンピュータ科学とロボット工学、
および数理・統計解析を駆使したシステムの統合化、知能化のための基礎理論と技術に関する教
育を行い、次に掲げる人材を養成することを目的としています。 
 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・システム科学における最先端かつ高度な学識と技能に加えて、システム科学に関わる分野横断
型の幅広い専門性と学識を有する人材の育成を目指す。 
・システム科学における最先端かつ高度な技能を課題の発見・解決のために活用するとともに、
システム科学に関わる科学と技術の融合や複合学際領域開拓のための分野横断型の発想力と課題
分析力を有する人材の育成を目指す。 
 
○高度な教養 
・システム科学に関わる科学と技術の融合や複合学際領域開拓のための幅広い分野を見渡すこと
のできる高度な教養を有する人材の育成を目指す。 
・システム科学に関わる科学と技術の融合や複合学際領域開拓のための高度で幅広い知識の上に
立って、社会・学問における本質的な課題について複眼的・俯瞰的な思考ができ多角的に評価で
きる人材の育成を目指す。 
 
○高度な国際性 
・システム科学に関わる科学と技術の融合や複合学際領域開拓の観点から、異なる言語・文化・
専門分野を深く理解し、社会・学問における本質的かつ複雑多様な課題を理解できる人材の育成
を目指す。 
・システム科学に関わる科学と技術の融合や複合学際領域開拓の観点から、言語・文化・専門分
野の相違を超えて交流できる人材の育成を目指す。 
 
○高度なデザイン力 
・システム科学に関わる科学と技術の融合や複合学際領域開拓の観点から、社会・学問における
本質的かつ複雑多様な課題を発見し、解決の道筋を構想し、実現に向けてリーダーシップを発揮
できる人材の育成を目指す。 
・システム科学に関わる科学と技術の融合や複合学際領域開拓の観点から、社会・学問における
本質的かつ複雑多様な課題の発見と解決のために、様々な分野の人と協働し知見を活用できる人
材の育成を目指す。 
 
  



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 
大阪大学および基礎工学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、博士前期課程を修了し、修士

(工学)が与えられる学生は、研究科に所定の期間在学し、所定の科目を履修し、システム科学領
域の所定の単位数を修得するとともに、指導教員の研究指導を受けて作成した修士論文の審査お
よび最終試験に合格することが求められます。また、博士後期課程を修了し、博士（工学）また
は（理学）が与えられる学生は、研究科に所定の期間在学し、所定の科目を履修し、システム科
学領域の所定の単位数を修得するとともに、博士論文の審査および最終試験に合格することが求
められます。 
 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・修士学位申請者は、専攻分野におけるシステム科学に関わる最先端かつ高度な学識と技能を身
につけるとともに、システム科学の発展に貢献する研究内容を含む修士学位論文を提出し、修士
論文発表会や審査会で学術研究に相応しい発表や討論ができる。 
・博士学位申請者は、博士学位論文の扱うシステム科学に関わる学問領域および科学技術全般に
関する高度な知識を有し独立して研究を遂行する能力に加え、学術内容の社会・学問に対する貢
献を論述できる能力を備え、提出された博士学位論文について博士論文発表会や審査会で学術研
究に相応しい発表や討論ができる。 
 
○高度な教養 
・専門分野におけるシステム科学に関わる最先端かつ高度な学識と技能に立脚して、システム科
学を中心とした幅広い分野で高度な教養を身につけている。 
・システム科学を中心とした幅広い分野に関する見識を有し、科学と技術の融合やシステム科学
に関わる複合学際領域開拓に関する本質的かつ複雑多様な課題を発見し解決するための複眼的・
俯瞰的な思考および多角的な評価ができる。 
 
○高度な国際性 
・広い国際的な視野に立ち、異なる言語・文化・専門分野を深く理解できる。 
・異なる言語・文化・専門分野の相違を超えて、システム科学に関わる科学と技術の融合や複合
学際領域開拓の観点から、社会・学問における本質的かつ複雑多様な課題を議論し、交流できる。 
 
○高度なデザイン力 
・専門分野におけるシステム科学に関わる最先端かつ高度な学識と技能および分野横断型の幅広
い学識と高度な国際性に立脚して、システム科学に関わる科学と技術の融合や複合学際領域開拓
に関する本質的かつ複雑多様な課題を発見し、解決の道筋を構想できる。 
・専門分野におけるシステム科学に関わる最先端かつ高度な学識と技能および分野横断型の幅広
い学識と高度な国際性に立脚して、システム科学に関わる科学と技術の融合や複合学際領域開拓
に関する本質的かつ複雑多様な課題の発見と解決のために、様々な分野の人と協働し知見を活用
できる。 
  



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 
大阪大学および基礎工学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、システム科学領域では、コ

ンピュータ科学とロボット工学との組み合わせにより、与えられた各要素を最適に統合化して知
的システムを構成するための理論や方法を学びます。 
 
＜教育課程編成の考え方＞ 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
システム科学に関わる最先端かつ高度な学識と技能を身につけさせるために、前期課程に基盤

科目および境界科目の授業を配置します。またシステム科学に関わる学問領域および科学技術全
般に関する高度な知識を有し独立して研究を遂行する能力に加え、学術内容の社会・学問に対す
る貢献を論述できる能力を身につけさせるために、後期課程にシステム科学特別研究を配置しま
す。 
○高度な教養 
システム科学を中心とした幅広い分野での高度な教養・見識、複眼的・俯瞰的な思考および多

角的な評価の能力を身につけさせるために、高度教養教育科目を学際科目として配置します。 
○高度な国際性 
異なる言語・文化・専門分野の理解を深め、その相違を超えて、社会・学問における本質的か

つ複雑多様な課題を議論し、交流する能力を身につけさせるため、高度国際性涵養教育科目を、
一部の基盤科目、境界科目および学際科目として配置します。 
○高度なデザイン力 
本質的かつ複雑多様な課題を発見し、解決の道筋を構想できる能力、またそのために、様々な

分野の人と協働し知見を活用できる人間性を身につけさせるために、前期課程にシステム科学研
究、後期課程にシステム科学特別研究を配置します。 
 
＜学修内容及び学修方法＞ 
「基盤科目」によって、専攻分野においてシステム科学に関わる高い専門性を持った講義と演習
を行うともに最先端課題の研究を行います。また、「境界科目」による講義と演習を通してシステ
ム科学の隣接分野に関する深い学識を修得するとともに、「学際科目」による講義、演習、海外を
含む学内外での研修、および、実務経験で高度な教養と国際性を涵養します。 

 
＜学修成果の評価方法＞ 
１）講義科目においては、レポートや試験、２）演習・実習科目においては、レポートや口頭

試問等、３）各領域研究、ゼミナール、研究室ローテーション、海外研修、インターンシップ等
を含むアクティブラーニングにおいては、レポート、口頭試問、成果発表等によって、シラバス
に記載されている学習目標の達成度について多角的に学修の評価を行います。 



「資料5」

カリキュラムマップ（システム科学領域）

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

専門分野におけるシステム科学に関わる最先端か
つ高度な学識と技能に立脚して、システム科学を
中心とした幅広い分野で高度な教養を身につけて
いる

○

システム科学を中心とした幅広い分野に関する見
識を有し、科学と技術の融合やシステム科学に関
わる複合学際領域開拓に関する本質的かつ複雑多
様な課題を発見し解決するための複眼的・俯瞰的
な思考および多角的な評価ができる

○

博士学位申請者は、博士学位論文の扱うシステム
科学に関わる学問領域および科学技術全般に関す
る高度な知識を有し独立して研究を遂行する能力
に加え、学術内容の社会・学問に対する貢献を論
述できる能力を備え、提出された博士学位論文に
ついて博士論文発表会や審査会で学術研究に相応
しい発表や討論ができる

○

専門分野におけるシステム科学に関わる最先端か
つ高度な学識と技能および分野横断型の幅広い学
識と高度な国際性に立脚して、システム科学に関
わる科学と技術の融合や複合学際領域開拓に関す
る本質的かつ複雑多様な課題を発見し、解決の道
筋を構想できる

○

専門分野におけるシステム科学に関わる最先端か
つ高度な学識と技能および分野横断型の幅広い学
識と高度な国際性に立脚して、システム科学に関
わる科学と技術の融合や複合学際領域開拓に関す
る本質的かつ複雑多様な課題の発見と解決のため
に、様々な分野の人と協働し知見を活用できる

○

広い国際的な視野に立ち、異なる言語・文化・専
門分野を深く理解できる

○

異なる言語・文化・専門分野の相違を超えて、シ
ステム科学に関わる科学と技術の融合や複合学際
領域開拓の観点から、社会・学問における本質的
かつ複雑多様な課題を議論し、交流できる

○

高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

後期課程3年前期課程1年 前期課程2年 後期課程1年 後期課程2年

修士学位申請者は、専攻分野におけるシステム科
学に関わる最先端かつ高度な学識と技能を身につ
けるとともに、システム科学の発展に貢献する研
究内容を含む修士学位論文を提出し、修士論文発
表会や審査会で学術研究に相応しい発表や討論が
できる

○

システム科学特別研究I,II,III,IV,V,VI

高度教養教育科目

高度国際性涵養教育科目

システム科学研究I,II,III,IV

・学際科目のうち国際性涵養教育系科目に該当する科目

・境界科目のうち国際性涵養教育系科目に該当する科目

・境界科目のうち英語開講年度の科目

・学際科目のうち教養教育系科目に該当する科目

・境界科目

・基盤科目

適応ロボット学特論 ソフトロボット論 信号解析論 システム解析論

応用ロボット学特論 知能ロボット学特論 複合現実感システム論

画像システム論 データベースシステム論 コミュニケーションロボット論

知的学習システム論 数理的認知システム表現論

システム科学ゼミナールⅠ, Ⅱ, Ⅲ, Ⅳ

電子デバイス工学 先端光エレクトロニクス 統計解析Ⅰ 統計解析Ⅱ

統計モデリング 多変量解析 数理特論Ⅰ 数理特論Ⅱ

数理特論Ⅲ データ科学特論Ⅰ データ科学特論Ⅱ 非線形システム論

サイバーフィジカルシステム システム計画論 知的計画論 数学解析

確率解析 確率微分方程式 数理計量ファイナンス特別講義Ⅰ, Ⅱ, Ⅲ, Ⅳ



基礎工学研究科 
学位プログラム： 数理科学 
授与する学位： 修士（工学） 博士（工学） 博士（理学） 
 
教育目標 
 
大阪大学および基礎工学研究科の教育目標を受けて、学位プログラム「数理科学」では以下の

とおり教育目標を定めています。 
基礎工学研究科は、「科学と技術の融合による科学技術の根本的な開発、それにより人類の真の

文化を創造する」という理念のもと、複合学際領域の開拓および新学問領域の創成をめざし、科
学から技術にわたる幅広い分野で活躍でき、我が国のみならず国際社会をも牽引する技術者、研
究者の育成を教育目標としています。そのため、高い専門性と深い学識に加えて分野横断型の幅
広い専門性ならびに豊かな教養・デザイン力・国際性を兼ね備え、新しい科学技術分野を切り拓
く高い創造性を持った人材を育成することを目指しています。 
 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・高度な数学理論を理解することができる 
・自然・社会現象を記述する数理モデルを構築し、解析することができる 
・コンピュータを用いて、数値解析やデータ分析を行うことができる 
 
○高度な教養 
・数理科学に関する幅広い知識を有している 
 
○高度な国際性 
・数理科学の研究成果に関する英語論文を調査することができる 
・数理科学の研究に関して、海外の研究者に説明ができる 
 
○高度なデザイン力 
・論理的で建設的な議論を行うためのコミュニケーション能力を有している 
・創造性が豊かである 
 
  



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 
大阪大学および基礎工学研究科のディプロマ・ポリシー（学習目標を含む）のもとに、学位プ

ログラム「数理科学」では以下のとおりディプロマ・ポリシーを定めています。 
基礎工学研究科博士前期課程の修了は、研究科に所定の期間在学し、所定の科目を履修し、所

属する領域の所定の単位数を修得するとともに指導教員の研究指導を受けて作成した修士論文の
審査及び最終試験に合格することに基づいて判定されます。修士学位取得（博士前期課程修了）
の審査は、修士学位申請者が専攻分野における研究能力、高度の専門性に加えて、教養・デザイ
ン力・国際性を有すること、修士学位論文が専攻分野の発展に貢献する研究内容を含み、修士論
文発表会・審査会で学術研究に相応しい発表、討論がなされること等を基に行われます。これら
の結果をもとに研究科委員会により修了（修士の学位授与）の判定が行われます。修了者には修
士（工学）の学位が与えられます。 
 基礎工学研究科博士後期課程の修了は、研究科に所定の期間在学し、所定の科目を履修し、所
属する領域の所定の単位数を修得するとともに博士論文の審査及び最終試験に合格することに基
づいて判定されます。博士学位取得（博士後期課程修了）の審査は、博士学位申請者が、博士学
位論文の扱う学問領域と全般的な知識を有し、独立して研究を遂行できる学力に加え、教養・デ
ザイン力・国際性を有すること、学術内容の社会に対する貢献を論述できる能力を有すること、
提出された博士学位論文について論文発表会・審査会で学術研究に相応しい発表、討論がなされ
ること等を基に行われます。これらの結果を基に研究科委員会により修了（博士の学位授与）の
判定が行われます。なお、成績優秀者は、研究科委員会での審議を経て博士前期及び後期課程の
修業期間を短縮し修了することが可能です。修了者には博士（工学）または博士（理学）の学位
が与えられます。  
数理科学領域の博士前期課程の修了は、基礎工学研究科のディプロマ・ポリシーのもとで、数

理科学領域の基盤専門科目などから所定の単位を修得し、修士学位審査及び最終試験に合格する
ことに基づいて判定されます。修士学位審査基準は、数理科学領域が対象とする研究分野に相応
しい内容を含むことです。博士後期課程の修了は、基礎工学研究科のディプロマ・ポリシーの下
で、所定の単位を修得し、博士学位論文について数理科学領域が対象とする研究分野の発展に貢
献する内容を含むことです。 
 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・数理科学における専門的知識を系統立てて身につけている 
・計算機等の道具を利用して課題を解決する技能を持っている 
・専門分野における成果が社会でどのように活用されているか知っている 
・自分の研究成果や知り得た知見を国内外に発信するための表現能力を身につけている 
 
○高度な教養 
・数理科学に関する幅広い知識と教養を身につけている 



○高度な国際性 
・異分野との交流や国際的な交流を積極的に推進することができる 
 
○高度なデザイン力 
・主体的に学習し、問題解決のために専門的知識を活用することができる 
・他者と論理的で建設的な議論ができる 
・物事を多角的に捉え、柔軟な発想から筋道を立てて思考することができる 
・リーダーシップ・協調性・創造性などを身につけ、国内外の様々な分野でリーダーとして活躍
できる 

 
  



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 
大阪大学および基礎工学研究科のカリキュラム・ポリシーのもとに、学位プログラム「数理科

学」では以下のとおりカリキュラム・ポリシーを定めています。基礎工学研究科の教育プログラ
ムは、基礎工学の「科学と技術の融合」の理念に基づき、高度な専門性と広い視野を持って新し
い研究分野を切り拓くことのできる能力を学生に付与することを目標にしています。このため、
基礎工学研究科博士前期課程では、本来の専門科目である「基盤科目」だけでなく、近い他分野
との融合をめざす「境界科目」、さらに新領域の開拓をめざす「学際科目」を設け、幅広い専門教
育を行っています。また、国際性を涵養するために英語による専門教育も行っています。教養や
デザイン力を涵養するために、大学院横断教育科目やリ－ディングプログラム科目も受講できる
ようにしています。さらに研究を通した実践的な教育により、研究の推進能力、成果の説明・発
表能力及び高い倫理性等を備え、主体的に課題を発見し解決する能力を有する高度な技術者・研
究者を育成します。基礎工学研究科博士後期課程では、専門分野に関する高度で深い専門的知識
の修得に加えて、研究を通した実践的な教育により、研究の企画・立案能力、推進能力、成果の
説明及び発表能力を備えた高度な技術者・研究者を育成します。また、将来、国内外の様々な分
野のリーダーとして活躍できる人材を育成するため、研究を通して、幅広い教養・デザイン力・
国際性を涵養する実践的な教育を行っています。 
 
＜教育課程編成の考え方＞ 
数理科学領域では、応用数学と統計数学を中心にした学問横断型の技術開発・研究に貢献でき

る能力を学生に付与することを目標としています。微分方程式、応用解析、統計解析、データ科
学などの数理科学を中心に「基盤科目」を設定し、数理的手法を駆使して技術開発・研究を行う
ために重要となる周辺研究分野を「境界科目」、さらに分野横断を促進するための幅広い知識の習
得をめざして「学際科目」を設定しています。ディプロマ・ポリシーにある 4つの学習目標を育
成するために、専門教育、教養教育、国際性涵養教育の科目を配置しています。 

 
＜学修内容及び学修方法＞ 
「基盤科目」によって、数理科学における高度に専門的な講義と演習を行うとともに最先端課

題の研究に従事します。また、「境界科目」の講義、演習によって数理科学に隣接する分野に関す
る深い学識を修得するとともに、「学際科目」の講義、演習によって数理科学を基盤とする高度な
教養と国際性を涵養します。 

 
＜学修成果の評価方法＞ 
学修の成果は、数理科学領域の教員によって、シラバスに記載されている学習目標を、試験や

課題、レポート、出席によって評価されます。 



数理科学　カリキュラムマップ

高
度
な
専
門
性

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

学習目標
博士課程前期 博士課程後期
1年春夏 1年秋冬 2年春夏 2年秋冬

学習目標5: 数理科学に関する幅広い知識と教
養を身に付けている

◯

学習目標1: 数理科学における専門的知識を系
統立てて身に付けている

◯

学習目標3: 専門分野における成果が社会でど
のように活用されているか知っている

◯

学習目標2: 計算機等の道具を利用して課題を
解決する技能を持っている

◯

学習目標7: 主体的に学習し，問題解決のために専門
的知識を活用することができる

◯ 数理科学研究 I 数理科学研究 II 数理科学研究 III 数理科学研究 IV

学習目標8: 他者と論理的で建設的な議論
ができる

◯ 数理科学ゼミナール I 数理科学ゼミナール II 数理科学ゼミナール III 数理科学ゼミナール IV

学習目標9: 物事を多角的に捉え，柔軟な発想
から筋道を立てて思考することができる

◯

学習目標10: リーダーシップ・協調性・創造性な
どを身につけ，国内外の様々な分野でリーダー
として活躍できる

◯

学習目標6: 異分野との交流や国際的な交流を
積極的に推進することができる

◯

学習目標4: 自分の研究成果や知り得た知見を
国内外に発信するための表現能力を身につけ
ている

◯

基盤科目(選択)
　数理概論1,2,3,4、統計数理概論1,2,3,4、Data Science and case Studies I

数理科学特別研究 I-VI

高度教養教育科目

基盤科目(選択)
（数理）　数理解析、数理モデル論、非線形現象解析、非線形構造解析
　　　　　 数理特論 I、関数解析I,II、応用現象数理特論、数理モデル特論I,II、微分方程式特論、
　　　　　 応用解析学、力学系理論
（統計）　統計解析 I, II、統計モデリング、多変量解析、統計的学習理論
　　　　　 データ科学特論 I, II、数理特論 II, III、保険数理概論、DSインターンシップ、
　　　　　 実証型研究法、データ科学PBL、データ科学各論

境界科目
　統計的推測、時系列解析、確率解析、数学解析、金融確率解析、確率微分方程式
　金融数理概論、年金数理、金融数理特論、数理計量ファイナンス特別講義 I,II,III,IV　他

学際科目



基礎工学研究科 
学位プログラム： 社会システム数理 
授与する学位： 修士（工学)  博士（工学） 博士（理学） 
 
教育目標 
 
 大阪大学および基礎工学研究科の教育目標のもと、数理・データ科学やシステム科学に関する
高い専門性を有し、さらに理工学分野のみならず社会科学分野をも視野に入れた分野横断型の研
究・開発を牽引できる技術者、研究者を育成することを目標として専門教育を行います。博士前
期課程において先端的研究を、博士後期課程において最先端研究をそれぞれ指導し、これらを通
して、数理・データ科学や工学のセンスを滋養することを目指します。博士前期課程では社会の
リーダーとして活躍できる高度なプロフェッショナル人材を育成します。また、博士後期課程で
は国際的リーダーとして活躍できる創造的かつ自律的な最高度のプロフェッショナル人材を育成
します。 
 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・数理・データ科学やシステム科学に関する最先端かつ高度な学識と技能に加えて、科学から技
術にわたる分野横断型の深く幅広い専門性と学識を有している。さらにこれらを課題の発見・解
決のために活用できる。 
・科学と技術を融合し、さらに理工学分野のみならず社会科学分野をも視野に入れた複合学際領
域を開拓するための分野横断型の発想力と課題分析力を有している。 
 
○高度な教養 
・数理・データ科学やシステム科学を基盤として、科学と技術を融合しさらに理工学分野のみな
らず社会科学分野をも視野に入れた複合学際領域を開拓するために必要な、幅広く高度な教養を
有している。 
・社会や学問における本質的な課題について、数理・データ科学とシステム科学を基盤として、
さらに科学と技術の融合や複合学際領域開拓のための幅広く高度な教養を活用して、複眼的・俯
瞰的な思考を行い多角的な評価が行える。 
 
○高度な国際性 
・数理・データ科学やシステム科学を基盤として、科学と技術の融合や複合学際領域開拓の観点
から、異なる言語・文化・専門分野を広く深く理解し、社会・学問における本質的かつ複雑多様
な課題を理解できる。 
・数理・データ科学やシステム科学を基盤として、科学と技術の融合や複合学際領域開拓の観点
から、言語・文化・専門分野の相違を超えて交流できる。 
 
○高度なデザイン力 
・数理・データ科学やシステム科学を基盤として、科学と技術の融合や複合学際領域開拓の観点
から、社会・学問における本質的かつ複雑多様な課題を発見し、解決の道筋を構想できる。 



・数理・データ科学やシステム科学を基盤として、科学と技術の融合や複合学際領域開拓の観点
から、社会・学問における本質的かつ複雑多様な課題の発見と解決のために、様々な分野の人々
と協働し知見を活用できる。 
 
  



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 
大阪大学および基礎工学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、基礎工学研究科博士前期課程
を修了する学生は、社会システム数理領域に所定の期間所属し、所定の科目を履修し、所属する
領域の所定の単位数を修得するとともに、指導教員の研究指導を受けて作成した修士論文の審査
および最終試験に合格することが求められます。修了した学生には、修士（工学）号が授与され
ます。また、博士後期課程を修了する学生は、社会システム数理領域に所定の期間所属し、所定
の科目を履修し所定の単位数を修得するとともに、博士論文の審査および最終試験に合格するこ
とが求められます。修了した学生には、博士（工学または理学）号が授与されます。 

 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・修士学位申請者は、数理・データ科学やシステム科学における最先端かつ高度な学識と技能を
身につけるとともに、数理・データ科学やシステム科学の発展に貢献する研究内容を含む修士学
位論文を提出し、修士論文発表会や審査会で学術研究に相応しい発表や討論ができる。 
・博士学位申請者は、数理・データ科学やシステム科学の最高度の専門知識、および科学技術全
般に関する高度な知識を有して独立して研究を遂行する能力を備える。さらに、学術内容の社会・
学問に対する貢献を論述できる能力を備え、提出された博士学位論文について博士論文発表会や
審査会で学術研究に相応しい発表や討論ができる。 
 
○高度な教養 
・数理・データ科学やシステム科学における最先端かつ高度な学識と技能に立脚して、科学と技
術を中心とした幅広い分野で高度な教養を身につけている。 
・数理・データ科学やシステム科学を中心に科学と技術に関する幅広い分野の見識を有し、科学
と技術の融合や理工学分野のみならず社会科学分野をも視野に入れた分野横断型複合学際領域に
おける本質的かつ複雑多様な課題を発見し解決するための複眼的・俯瞰的な思考および多角的な
評価ができる。 
 
○高度な国際性 
・数理・データ科学やシステム科学を基盤として広い国際的な視野に立ち、異なる言語・文化・
専門分野を深く理解できる。 
・数理・データ科学やシステム科学を基盤とする科学と技術の融合や複合学際領域開拓の観点か
ら、社会・学問における本質的かつ複雑多様な課題を、異なる言語・文化・専門分野の相違を超
えて議論し交流できる。 
 
○高度なデザイン力 
・数理・データ科学やシステム科学に関する最先端かつ高度な学識と技能および分野横断型の幅
広い学識と高度な国際性に立脚して、科学と技術の融合や、理工学分野のみならず社会科学分野
をも視野に入れた分野横断型複合学際領域における本質的かつ複雑多様な課題を発見し、解決の
道筋を構想できる。 



・数理・データ科学やシステム科学における最先端かつ高度な学識と技能および分野横断型の幅
広い学識と高度な国際性に立脚して、科学と技術の融合や、理工学分野のみならず社会科学分野
をも視野に入れた分野横断型複合学際領域における本質的かつ複雑多様な課題の発見と解決のた
めに、様々な分野の人と協働し知見を活用できる。 
 
  



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 
大阪大学および基礎工学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、また基礎工学研究科の「科

学と技術の融合」の理念に基づき、高度な専門性と広い視野を持って、理工学分野のみならず社
会科学分野をも視野に入れた分野横断型複合学際領域の開拓および新学問領域の創成を遂行でき
る能力を学生に付与することを目標にしています。このために、博士前期課程では、数理・デー
タ科学やシステム科学に対する最先端かつ高度な専門性と技能の修得をめざす「基盤科目」だけ
でなく、隣接分野に関する深い学識に基づいて分野融合をめざす「境界科目」、さらに、高度な教
養と国際性の涵養を通して複合学際および新領域の開拓をめざす「学際科目」を設け、幅広い教
育を行っています。博士後期課程では、数理・データ科学やシステム科学に関する最高度で深い
専門的知識と技能の修得に加えて、特別研究を通した実践的な教育により、研究の企画・立案能
力、推進能力、成果の説明・発表能力および多角的な評価能力を備えた高度な技術者・研究者を
育成します。また、将来、国内外の様々な分野のリーダーとして活躍できる人材を育成するため、
数理・データ科学やシステム科学を基盤とする研究を通して、最高度の専門・教養・国際性・デ
ザイン力を涵養する教育を行っています。 
 
＜教育課程編成の考え方＞ 
数理・データ科学やシステム科学に関する最先端かつ高度な専門性と技能の修得のための「基盤
科目」、隣接分野との分野融合をめざす「境界科目」、および、高度な教養と国際性を涵養する「学
際科目」による教育を行っています。教育の主軸を研究とすることで、数理・データ科学やシス
テム科学を基盤とする課題を発見、立案、推進し、高い倫理性を持って多角的に成果を説明・発
表・評価する能力を養います。また、高度教養教育科目や高度国際性涵養教育科目の履修を通し
て教養や国際性、デザイン力の高度化に努めています。 

 
＜学修内容及び学修方法＞ 
「基盤科目」によって、数理・データ科学やシステム科学における高い専門性を持った講義と演
習を行うともに最先端課題の研究を行います。また、「境界科目」の講義や演習によって数理・デ
ータ科学やシステム科学の隣接分野に関する深い学識を修得するとともに、「学際科目」の講義や
演習によって数理・データ科学やシステム科学に関連した高度な教養と国際性を涵養します。 

 
＜学修成果の評価方法＞ 
困難な課題に挑戦し、創造的解決を図る優れたリーダー人材を育成することを念頭に、１）講義
科目においては、レポートや試験、２）演習・実習科目においては、レポートや口頭試問等、３）
社会システム数理特別研究、研究室ローテーション、海外研修、インターンシップ等においては、
成果発表、レポート、口頭試問等によって多角的に学修の評価を行い、一定の成績を収めた学生
に対して単位を認定しています。 

 



「資料5」

カリキュラムマップ様式（社会システム数理）

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

学習目標２：学術内容の社会・学問に対する
貢献を論述できる能力を備え、学術研究に相
応しい発表や討論ができる。博士課程ではそ
れに加えて独立して研究を遂行する能力を身
につける。

〇

学習目標１：数理・データ科学やシステム科
学に関して、修士課程では最先端かつ高度な
学識と技能を身につけている。博士課程では
最高度の専門知識を身につけている。

〇

学習目標８：数理・データ科学やシステム科
学を基盤として、課題の発見と分析のために
様々な分野の人々と協働し知見を活用でき
る。

〇

学習目標７：数理・データ科学やシステム科
学を基盤として、社会・学問における課題を
発見し、解決の道筋を構想できる。

〇

学習目標４：社会や学問における課題につい
て、複眼的・俯瞰的な思考を行い多角的な評
価が行える

〇

学習目標３：数理・データ科学やシステム科
学を基盤とした幅広く高度な教養を有してい
る

〇

学習目標５：数理・データ科学やシステム科
学を基盤として、異なる言語・文化・専門分
野を広く深く理解することができる

〇

学習目標６：数理・データ科学やシステム科
学を基盤として、言語・文化・専門分野の相
違を超えて交流できる。

〇

M1 M2 D1 D3
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

D2

基盤科目（必修）：専門教育用

社会システム数理研究I,II,III,IV,
社会システム数理ゼミナールI,II, III, IV

境界科目：教養教育とデザイン力育成用

量子情報科学、適応ロボット学特論、ソフトロボット論、信号解析論、システム解析論、

応用ロボット学特論、知能ロボット学特論、複合現実感システム論、画像システム論、

データベースシステム論、コミュニケーションロボット論、知的学習システム論、

数理的認知システム表現論、数理解析、数理モデル論、非線形現象解析、

非線形構造解析、関数解析I,II、統計解析I,II、統計モデリング、多変量解析、

統計的学習理論、応用現象数理特論、数理モデリング特論I,II、微分方程式特論、

応用解析学、力学系理論

基盤科目（必修）：

社会システム数理特別研究I--VI,

基盤科目（選択）：国際性涵養教育

数理概論1,2,3,4、統計数理概論1,2,3,4、Data Science and Case Studies I

学際科目：教養教育と国際性涵養教育

基礎工学ローテーションA,B、科学技術論A1-2, B1-2、技術経営学、

科学技術移転論、非線形力学特論、システム安定解析、医療生体データ科学、

医用バーチャルリアリティ論、コンピュテーショナルバイオメカニクス、最適設計論、

ナノテクキャリアアップ特論、基礎工学研究室ローテーションA,B、
基礎工学研究インターンシップ1,2、

Introduction to Engineering Science, 科学技術英語、基礎工学海外研修1,2,3
学際科目：基礎工学海外研修１，２，３

基盤科目（選択）：専門教育とデザイン力育成用

非線形システム論、サイバーフィジカルシステム、システム計画論、知的計画論、

システム数理特別講義I－IV、数理特論I, II, III、確率微分方程式、確率解析、数学解析、

保険数理概論、金融数理特論、金融数理概論、金融確率解析、年金数理、

数理計量ファイナンス特別講義I--IV、データ科学特論I,II、時系列解析、統計的推測、

DSインターンシップ、実証型研究法、データ科学PBL、データ科学各論



国際公共政策研究科 

 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学の教育⽬標のもと、国際公共政策研究科は、社会で発⽣する公共的性格をもつ諸問題、
特に国際的なそれに対し、前期課程では⼀定の学問分野の⾼度な専⾨性を前提としつつ、後期課
程では⼀定の学問分野の体系化された⾼度な専⾨性を前提としつつ、種々の観点からそれを分析
できる能⼒をもち、かかる能⼒に基づいて得られた知⾒により問題の本質を解明し、その解決策
を⼈々に説得的に提⽰し、社会で指導的な役割を果たし、⽂化の進展と⼈々の安寧・福祉の向上
に寄与する⼈材を育成します。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

公共政策課題は、通例、法的・政治的・経済的側⾯を有する。その解決は、法律学・政治学・経
済学の⾼度な専⾨的能⼒を前提とするため、各専⾨学問分野（ディシプリン）における最新の⽅
法論や学術的作法を⾼い次元でもつ⼈材の育成に取り組む。後期課程では、⾼度でありかつ体系
的な専⾨的能⼒の修得も⽬指す。 
 
○⾼度な教養 

公共政策課題の解決は、法律学、政治学、経済学のいずれかひとつの視⾓から分析するだけで
は不⼗分で、広く歴史、思想、宗教といった⽂化的背景や⾃然科学的な知⾒にも通暁することが
不可⽋であり、専⾨分野外の知識とその理解を⾼い次元で備える⼈材の育成を⽬指す。後期課程
では、学際性・複眼性に富んだ⾼度で柔軟な教養⼒の修得も⽬指す。 

 
○⾼度な国際性 

現代の国際社会はグローバル化が進展し、かつてない規模で⼈・物・資本などが国境を越えて
移動している。今⽇、喫緊の課題である温暖化に代表される地球環境問題や⾃然災害には、そも
そも国境はない。そのため、国際社会と国内社会の境界線も曖昧になり、国際問題と国内問題と
が深く関連するようになった。その結果、公共政策課題は国際的性格を有するものが多い。そう
した課題に全⾯的に向き合う、その名に恥じない⼈材を育成することこそ、本研究科の最も重要
な教育⽬標である。後期課程では、公共政策課題に取り組むのに必要な⾼度で体系的な学識をも
つ⼈材の育成も⽬指す。 
 
○⾼度なデザイン⼒ 

公共政策課題に対して多⾓的視点から分析を⾏っても、その分析結果を他者に説得的に説明で
きなければ社会変⾰（イノベーション）をもたらすことはできない。そうした際、リーダーシッ



プを発揮するために、コミュニケーション能⼒やプレゼンテーションにおける表現⼒を⾼い次元
で備えた⼈材を育成する。後期課程では、⾼度でしかも体系的なデザイン⼒の育成にも取り組む。 
 

 

  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のディプロマ・ポリシーのもと、国際公共政策研究科博⼠前期課程および博⼠後期課
程では、所定の単位を修得して、特定の分野で⾼度の専⾨的能⼒を⾝につけ、⼀定の属性を備え
た修⼠論⽂あるいは博⼠論⽂を執筆し、⼝頭試験に合格した学⽣に修⼠（国際公共政策）あるい
は博⼠（国際公共政策）の学位を授与します。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

法律学・政治学・経済学における⾼度な専⾨的能⼒を⾝につけ、著者の問題意識、⽅法論、分
析・論証及び結論が論理的に構築された修⼠論⽂あるいは博⼠論⽂が、次の属性を備えている。 

①新規性（内容が新規であり、独創的であること） 
②継承性（先⾏研究を⼗分に渉猟し、先⾏研究に対する位置づけが明確であること） 
③実証性（確かな典拠・データに基づいて議論が展開されていること） 
④論理性（議論が論理的に展開されていること） 
⑤明確性（明快・適切な表現が⽤いられていること） 
博⼠論⽂については、専⾨分野における⾼度の学術的価値を有することも求められる。加えて

博⼠の学位の取得に際しては、独⽴した研究者として研究を遂⾏する学⼒・能⼒をもち、今後、
⼀定⽔準の学術的価値をもつ論⽂その他の知的⽣産物を継続的に公表していくことができること
が肝要である。 

 
○⾼度な教養 

法学・政治学・経済学以外の学問分野にも広く通暁し、それを⾼い次元で理解していること。 
 

○⾼度な国際性 
①世界の⼈とコミュニケーションする能⼒を⾝に付けていること 

 ②国際社会の⼀員として共⽣できる能⼒を⾝に付けていること 
 
○⾼度なデザイン⼒ 

修⼠論⽂や博⼠論⽂は他者に著者の主張が適切に伝達されるよう明瞭・平明に記述されてお
り、⼝頭試験においても⼗分に準備された明快なプレゼンテーションを⾏うことができ、また、
審査委員である教員と対等の研究者として討論することができること。 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のカリキュラム・ポリシーのもと、国際公共政策研究科は、下の１〜４の属性を備え
た⼈材を育成するため、以下のように専⾨科⽬・国際性涵養科⽬・⾼度教養教育科⽬の授業を開
講しています。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

国際公共政策研究科は、法律学・政治学・経済学の⼀線級の研究者である教員を擁し、最先端
かつ⾼度な専⾨性を有する多彩な授業を提供している。また、学⽣には、⼊学時に指導教員を配
置し、２年次にはさらに副指導教員を定め、修⼠論⽂・博⼠論⽂の研究指導を通し、⾼度なデザ
イン⼒を育成している。さらに本研究科では、初学者を対象とした法律学・政治学・経済学の基
礎を学ぶ科⽬を提供していると同時に、広く協⼒講座や他部局の教員が授業を⾏う科⽬も開設す
ることにより、⾼度な教養の育成に努めている。英語で⾏われる授業も相当数開講している。 
 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 
１ 専⾨性 本研究科では、法律学・政治学・経済学の⼀線級の研究者である教員を擁し、最先

端かつ⾼度な専⾨性を有する多彩な授業を提供している。また、講義科⽬のみならず、学⽣と
教員の距離が近く、⾼い専⾨性が担保される演習科⽬を多数開設している。 

２ 学識・教養 学際性を有する研究を促進するため、通常の授業においても、多様な⽅法論を
⽤いた授業を提供している。また、社会科学系の学問分野では、理論研究とともに、実務レベ
ルの評価に耐えうることも重要なため、本研究科では官公庁や国際機関において実務経験のあ
る研究者を有するほか、官界や⺠間などの実務家を⾮常勤講師として任⽤し、これらの教員が
実務的妥当性を確保するための授業を提供している。 

３ 国際性 本研究科では、国際関係論・国際法・国際経済学など、国際性を有する授業科⽬を
多数配置するとともに、それらの科⽬のうち相当数を英語で開講している。また、
Microeconomic Theory・Econometric Methods・Macroeconomic Theory など経済学研究
の基となる⼿法を学ぶ科⽬は、すべて英語で開講している。 

４ デザイン⼒ 本研究科では、修⼠論⽂・博⼠論⽂の研究指導を通し、⾼度なデザイン⼒を育
成している。また、ネゴシエーション・ディベート・リーダーシップ・インターンシップなど
の授業を提供しており、コミュニケーション能⼒・リーダーシップの向上と指導性の養成に努
めている。博⼠後期課程では通常の科⽬に加えて、「プロジェクト演習」も開設している。 

 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

各科⽬のシラバスなどに記載されている学習⽬標の達成度について、記載されている成績評価
の⽅法を⽤いて評価する。講義科⽬では主に試験や課題、レポートなど、演習科⽬では主に課題、
レポート、⼝頭報告など、論⽂作成では主に論⽂及び論⽂内容の⼝頭報告などにより評価する。 



国際公共政策研究科 
学位プログラム︓ 国際公共政策学 
授与する学位︓ 修⼠（国際公共政策） 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学及び国際公共政策研究科の教育⽬標のもと、国際公共政策研究科は、社会で発⽣する
公共的性格をもつ諸問題、特に国際的なそれに対し、⼀定の学問分野の⾼度な専⾨性を前提とし
つつ、種々の観点からそれを分析できる能⼒をもち、かかる能⼒に基づいて得られた知⾒により
問題の本質を解明し、その解決策を⼈々に説得的に提⽰し、社会で指導的な役割を果たし、⽂化
の進展と⼈々の安寧・福祉の向上に寄与する⼈材を育成します。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

法的・政治的・経済的側⾯をもつ公共政策課題の分析とそれに対する解決策の提⾔をめざして、
法律学・政治学・経済学それぞれの専⾨学問分野（ディシプリン）における最新の⽅法論や学術
的作法の修得を通じて、法律学・政治学・経済学の⾼度な専⾨的能⼒を⾝に付けた⼈材の育成に
取り組む。 
 
○⾼度な教養 

公共政策課題の解決は、法律学、政治学、経済学のいずれかひとつの視⾓から分析するだけで
は不⼗分で、広く歴史、思想、宗教といった⽂化的背景や⾃然科学的な知⾒にも通暁することが
不可⽋である。それ故、専⾨分野外の知識とその理解を基盤とする学際性・複眼性に富んだ⾼度
の教養⼒を⾝に付けた⼈材の育成を⽬指す。 

 
○⾼度な国際性 

現代の国際社会はグローバル化が進展し、公共政策課題は国際的性格を有するものが多くなっ
た。本学位プログラムは、そのような課題に向き合うために必要な現代の国際社会についての⾼
度で深い学識の修得と、現在国際語のひとつとなっている英語の⾼い運⽤能⼒を⾝に付けること
を、教育の重要な⽬標としている。 

 
○⾼度なデザイン⼒ 

公共政策課題の発⾒、分析、課題の解決へ向けた提⾔が形をとってあらわれるのが修⼠論⽂で
ある。本学位プログラムの集⼤成の成果として⾝に付ける能⼒が、その修⼠論⽂作成能⼒であ
る。また、公共政策課題の解決あるいは社会変⾰（イノベーション）を実現するためには、リー
ダーシップの発揮や研究成果を他者に説得的に説明できなければならない。その際に必要とな
る、⾼度なコミュニケーション能⼒やプレゼンテーションにおける表現⼒を⾝に付けることもま
た、本学位プログラムの教育⽬標である。 



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学及び国際公共政策研究科のディプロマ・ポリシーのもと、国際公共政策研究科博⼠前
期課程では、所定の単位を修得して、特定の分野で⾼度の専⾨的能⼒を⾝につけ、⼀定の属性を
備えた修⼠論⽂を執筆し、⼝頭試験に合格した学⽣に修⼠（国際公共政策）の学位を授与しま
す。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・法律学・政治学・経済学における⾼度な専⾨的能⼒を⾝につけている。 
・著者の問題意識、⽅法論、分析・論証及び結論が論理的に構築された修⼠論⽂が、次の属性
を備えたうえで、専攻分野の発展に貢献する研究内容を含んでいる。 
①新規性（内容が新規であり、独創的であること） 
②継承性（先⾏研究を⼗分に渉猟し、先⾏研究に対する位置づけが明確であること） 
③実証性（確かな典拠・データに基づいて議論が展開されていること） 
④論理性（議論が論理的に展開されていること） 
⑤明確性（明快・適切な表現が⽤いられていること） 
・専攻分野における研究能⼒または⾼度の専⾨性が求められる職業を担うための能⼒を⾝につ
けている。 
 

○⾼度な教養 
・法学・政治学・経済学以外の学問分野にも広く通暁している。 
・様々な学問分野の知識とその理解を基盤とした複眼的思考⼒を⾝につけている。 
 

○⾼度な国際性 
・世界の⼈とコミュニケーションする能⼒を⾝につけている。 
・国際社会の⼀員として共⽣できる能⼒を⾝につけている。 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
・⾃⼰の主張を明瞭・平明に記述し、明快なプレゼンテーションを⾏うことができる。 
・⾼度な学問的修練に基づいた分析⼿法の下に、公共利益の観点から国際的問題や⽇本の社会
システムに関わる現実の問題に対して、解決のための政策提⾔をする能⼒を⾝につけている。 

 
学位審査は、教授会が設置した審査委員会で⾏われ、教授会にて最終判定がなされる。前期課

程の修業年限は２年であるが、優れた業績を上げたと認められた者に対して、１年以上の在学で
修⼠の学位を取得できる早期修了制度がある。  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学及び国際公共政策研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、国際公共政策研究科は、
下の１〜４の属性を備えた⼈材を育成するため、以下のように専⾨科⽬・国際性涵養科⽬・⾼度
教養教育科⽬の授業を開講しています。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

国際公共政策研究科は、法律学・政治学・経済学の⼀線級の研究者である教員を擁し、最先端
かつ⾼度な専⾨性を有する多彩な授業を提供している。さらに本研究科では、初学者を対象とし
た法律学・政治学・経済学の基礎を学ぶ科⽬を提供していると同時に、広く協⼒講座や他部局の
教員が授業を⾏う科⽬、また英語で⾏われる授業を相当数開講しており、幅広く⾼度な教養・国
際性を⾝につけるよう編成している。学⽣には、⼊学時に指導教員を配置し、２年次にはさらに
副指導教員を定め、⾼度なデザイン⼒を育成する修⼠論⽂の執筆のために必要な研究指導がなさ
れる。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 
１ 専⾨性 最先端かつ⾼度な専⾨性が担保される講義科⽬を充分に提供するとともに、学⽣と

教員の距離がより近い演習科⽬を多数開設している。また、社会科学系の学問分野では、理論
研究とともに、実務レベルの評価に耐えうることも重要となるため、本研究科では官公庁や国
際機関において実務経験のある研究者を有するほか、官界や⺠間などの実務家を⾮常勤講師と
して任⽤し、これらの教員が実務的妥当性を確保するための授業を提供している。 

２ 学際性・複眼性 学際性を有する研究を促進するため、通常の授業においても、多様な⽅法
論を⽤いた授業を提供している。 

３ 国際性 本研究科では、国際関係論・国際法・国際経済学など、国際性を有する授業科⽬を
多数配置するとともに、それらの科⽬のうち相当数を英語で開講している。また、
Microeconomic Theory・Econometric Methods・Macroeconomic Theory など経済学研究
の基となる⼿法を学ぶ科⽬は、すべて英語で開講している。 

４ コミュニケーション能⼒・リーダーシップ 本研究科では、ネゴシエーション・ディベート・
リーダーシップ・インターンシップなどの授業を提供しており、コミュニケーション能⼒の向
上と指導性の養成に努めている。 

 
＜学習成果の評価⽅法＞ 

各科⽬のシラバスなどに記載されている学習⽬標の達成度について、記載されている成績評価
の⽅法を⽤いて評価する。講義科⽬では主に試験や課題、レポートなど、演習科⽬では主に課題、
レポート、⼝頭報告など、論⽂作成では主に論⽂及び論⽂内容の⼝頭報告などにより評価する。
各科⽬の成績評価基準は、シラバスや講義資料などにより明⽰し、厳格かつ公平な基準に基づい



て成績評価を⾏う。修⼠論⽂については、⼊学時に指導教員を配置し、２年次には副指導教員も
定め、さらに２年次冬に第２副査を加えた⼝頭報告などを⾏うことにより、達成度を適宜確認し
ながら包括的な研究指導を⾏う。 

 



国際公共政策研究科博士前期課程カリキュラムマップ

春・夏学期 秋・冬学期 春・夏学期 秋・冬学期

法律学・政治学・経済学における高度な専門的能
力を身につけている

○

基礎科目

著者の問題意識、方法論、分析・論証及び結論が
論理的に構築された修士論文が、①新規性、②継
承性、③実証性、④論理性、⑤明確性を備えたう
えで、専攻分野の発展に貢献する研究内容を含ん
でいる

○

専門科目

専攻分野における研究能力または高度の専門性が
求められる職業を担うための能力を身につけてい
る

○

法学、政治学、経済学以外の学問分野にも広く通
暁し、それを高い次元で理解している

○

様々な学問分野の知識とその理解を基盤とした複
眼的思考力を身につけている。

○

世界の人とコミュニケーションする能力を身につ
けている

○

国際社会の一員として共生できる能力を身につけ
ている

○

応用・展
開系科目

自己の主張を明瞭・平明に記述し、明解なプレゼ
ンテーションを行うことができる

○

高度な学問的修練に基づいた分析手法の下に、公
共利益の観点から国際的問題や日本の社会システ
ムに関わる現実の問題に対して、解決のための政
策提言をする能力を身につけている

○

応用・展開系科目

2年1年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

法律系 経済系
Microeconomic Theory
Macroeconomic Theory
Econometric  Methods
Advanced Econometric Methods 
Data Management & Analysis
Political Economics I・II
国際経済学 I・II 公共経済学
現代財政システム論 労働経

済学の実証分析 経済開発論

人材配置の経済学 行動経済

学 経済学の理論と実証 I・IIな
ど

国際法 国際関係論 ミクロ経済分析I・II 国際公共政策のため
の法律学 経済数学 計量データ分析I・II マクロ経済分析

国際問題Ⅰ・Ⅱ 総合安全保障 国連安保理研究ワークショップ マスコミと公共政策 非営利組織論 イン

ターンシップ

リーダーシップを考える 実践グローバル・ リーダーシップ リーダーシップデザイン ネゴシエーション

修士論文執筆

（12月口頭報告審査会）
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科
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国
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学
術
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流
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定
締
結
校

国際法文献講読Ⅰ

国際法文献購読Ⅱ
国際法判例研究

International Law 1   

International Law 2　　
EU法　EU域内市場法　　
法政策学　国際取引法Ⅰ 
比較憲法論　現代私法論
など

国際関係論の理論と方法　
外交論　
国際連合システム論
ナショナリズム論
International Relations
of East Asia
History and Grand　
Strategy

Agenda-Setting

多文化共生論
アメリカ外交論
アフリカの政治と紛争

歴史研究方法論Ⅰ・Ⅱなど



国際公共政策研究科 
学位プログラム︓ 国際公共政策学 
授与する学位︓ 博⼠（国際公共政策） 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学及び国際公共政策研究科の教育⽬標のもと、国際公共政策研究科は、社会で発⽣する
公共的性格をもつ諸問題、特に国際的なそれに対し、⼀定の学問分野の⾼度な専⾨性を前提とし
つつ、種々の観点からそれを分析できる能⼒をもち、かかる能⼒に基づいて得られた知⾒により
問題の本質を解明し、その解決策を⼈々に説得的に提⽰し、社会で指導的な役割を果たし、⽂化
の進展と⼈々の安寧・福祉の向上に寄与する⼈材を育成します。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

法的・政治的・経済的側⾯をもつ公共政策課題の分析とそれに対する解決策の提⾔をめざして、
法律学・政治学・経済学それぞれの専⾨学問分野（ディシプリン）における最新の⽅法論や学術
的作法の修得を通じて、法律学・政治学・経済学の⾼度でしかも体系化された専⾨的能⼒を⾝に
付けた⼈材の育成に取り組む。 

 
○⾼度な教養 

公共政策課題の解決は、法律学、政治学、経済学のいずれかひとつの視⾓から分析するだけで
は不⼗分で、広く歴史、思想、宗教といった⽂化的背景や⾃然科学的な知⾒にも通暁することが
不可⽋である。専⾨分野外の知識とその理解を基盤とする学際性・複眼性に富んだ⾼度で柔軟な
教養⼒を⾝に付けた⼈材の育成を⽬指す。 

 
○⾼度な国際性 

現代の国際社会はグローバル化が進展し、公共政策課題は国際的性格を有するものが多くなっ
た。本学位プログラムは、そのような課題に向き合うために必要な現代の国際社会についての⾼
度で体系的な学識の修得と、現在国際語のひとつとなっている英語の⾼度でバランスの取れた運
⽤能⼒を⾝に付けることを、教育の重要な⽬標としている。 

 
○⾼度なデザイン⼒ 

公共政策課題の発⾒、分析、課題の解決へ向けた提⾔が体系化された形で表明されるのが博⼠
論⽂である。本学位プログラムの集⼤成の成果として⾝に付ける能⼒が、その博⼠論⽂作成能⼒
である。また、公共政策課題の解決あるいは社会変⾰（イノベーション）を実現するためには、
リーダーシップの発揮や研究成果を他者に説得的に説明できなければならない。その際に必要と
なる、⾼度なコミュニケーション能⼒やプレゼンテーションにおける⾼い表現⼒を⾝に付けるこ
ともまた、本学位プログラムの教育⽬標である。 



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学及び国際公共政策研究科のディプロマ・ポリシーのもと、国際公共政策研究科博⼠後
期課程では、所定の単位を修得して、特定の分野で⾼度の専⾨的能⼒を⾝につけ、⼀定の属性を
備えた博⼠論⽂を執筆し、⼝頭試験に合格した学⽣に博⼠（国際公共政策）の学位を授与しま
す。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

・法律学・政治学・経済学における最先端かつ⾼度な専⾨的能⼒を⾝につけている。 
・著者の問題意識、⽅法論、分析・論証及び結論が論理的に構築された博⼠論⽂が、次の属性を
⾼い⽔準で備えたうえで、専攻分野における⾼度の学術的価値を有している。 

①新規性（内容が新規であり、独創的であること） 
②継承性（先⾏研究を⼗分に渉猟し、先⾏研究に対する位置づけが明確であること） 
③実証性（確かな典拠・データに基づいて議論が展開されていること） 
④論理性（議論が論理的に展開されていること） 
⑤明確性（明快・適切な表現が⽤いられていること） 

・独⽴した研究者として研究を遂⾏する学⼒・能⼒をもち、今後、⼀定⽔準の学術的価値をもつ
論⽂その他の知的⽣産物を継続的に公表していくことができる。 
 

○⾼度な教養 
・法学・政治学・経済学以外の学問分野にも広く通暁し、それを⾼い次元で理解している。 
・様々な学問分野の知識とその理解を基盤とした⾼度な複眼的思考⼒を⾝につけている。 
 

○⾼度な国際性 
・世界の⼈とコミュニケーションする⾼度な能⼒を⾝につけている。 
・各国の歴史・⽂化等に由来する多様な価値観を深く理解し、国際社会の⼀員として共⽣でき
る⾼度な能⼒を⾝につけている。 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
・⾃⼰の主張を明瞭・平明に記述し、明快なプレゼンテーションを⾏うことができ、また、専攻
分野の研究者と対等に討論する能⼒を⾝につけている。 
・⾼度な学問的修練に基づいた独創的な分析⼿法の下に、公共利益の観点から国際的問題や⽇
本の社会システムに関わる現実の問題に対して、解決のための政策提⾔をする能⼒を⾝につけ
ている。 

 



学位審査は、教授会が設置した審査委員会で⾏われ、教授会にて最終判定がなされる。後期課
程の修業年限は 3 年であるが、優れた業績を上げたと認められた者に対して、１年以上の在学で
博⼠の学位を取得できる早期修了制度がある。 
 

  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学及び国際公共政策研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、国際公共政策研究科は、
下の１〜４の属性を備えた⼈材を育成するため、以下のように専⾨科⽬・国際性涵養科⽬・⾼度
教養教育科⽬の授業を開講しています。 

 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

国際公共政策研究科は、法律学・政治学・経済学の⼀線級の研究者である教員を擁し、最先端
かつ⾼度な専⾨性を有する多彩な授業を提供している。さらに本研究科では、広く協⼒講座や他
部局の教員が授業を⾏う科⽬、また英語で⾏われる授業を相当数開講しており、幅広く⾼度な教
養・国際性を⾝につけるよう編成している。さらに、専攻分野における⾼度の学術的価値を有し、
体系的なデザイン⼒を育成する博⼠論⽂執筆のため、学⽣には、計３⼈の正・副指導教員を定め、
論⽂執筆のために必要な研究指導がなされる。また、学⽣の研究成果を国際的な学会・ワークシ
ョップにおいて報告することや国際英⽂査読誌へ投稿することを推奨している。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 
１ 専⾨性 最先端かつ⾼度で体系的な専⾨性が担保される講義科⽬を充分に提供するとともに、

学⽣と教員の距離が近いためより直接的に博⼠論⽂執筆の助けとなる演習科⽬を多数開設し
ている。また、社会科学系の学問分野では、理論研究とともに、実務レベルの評価に耐えうる
ことも重要となるため、本研究科では官公庁や国際機関において実務経験のある研究者を有
するほか、官界や⺠間などの実務家を⾮常勤講師として任⽤し、これらの教員が実務的妥当性
を確保するための授業を提供している。 

２ 学識・教養 学際性・複眼性に富んだ最先端かつ柔軟な教養⼒を促進するため、通常の授業
においても、多様な⽅法論を⽤いた授業を提供している。 

３ 国際性 本研究科では、国際性を有する授業科⽬を多数配置するとともに、それらの科⽬の
うち相当数を英語で開講している。また、学⽣の研究成果を国際的な学会・ワークショップに
おいて報告することや国際英⽂査読誌へ投稿することを推奨している。 

４ デザイン⼒ 本研究科の博⼠後期課程では、各種プロジェクト演習の科⽬を提供することに
より、⾼度なコミュニケーション能⼒及び指導性の養成に努めている。 

 
＜学習成果の評価⽅法＞ 

各科⽬のシラバスなどに記載されている学習⽬標の達成度について、記載されている成績評価
の⽅法を⽤いて評価する。講義科⽬では主に試験や課題、レポートなど、演習科⽬では主に課題、
レポート、⼝頭報告など、論⽂作成では主に論⽂及び論⽂内容の⼝頭報告などにより評価する。
各科⽬の成績評価基準は、シラバスや講義資料などにより明⽰し、厳格かつ公平な基準に基づい



て成績評価を⾏う。博⼠論⽂については、計３⼈の正・副指導教員を定め、⼝頭報告などを⾏う
ことにより、達成度を適宜確認しながら綿密かつ包括的な研究指導を⾏う。 



国際公共政策研究科博士後期課程カリキュラムマップ

春・夏学期 秋・冬学期 春・夏学期 秋・冬学期 春・夏学期 秋・冬学期

法律学・政治学・経済学における最先端かつ高
度な専門的能力を身につけている。

○

著者の問題意識、方法論、分析・論証及び結論
が論理的に構築された博士論文が、①新規性、
②継承性、③実証性、④論理性、⑤明確性を備
えたうえで、専攻分野における高度の学術的価
値を有している

○

専門科目

独立した研究者として研究を遂行する学力・能
力をもち、今後、一定水準の学術的価値をもつ
論文その他の知的生産物を継続的に公表してい
くことができる

○

法学、政治学、経済学以外の学問分野にも広く
通暁し、それを高い次元で理解している

○

様々な学問分野の知識とその理解を基盤とした
高度な複眼的思考力を身につけている。

○

世界の人とコミュニケーションする高度な能力
を身につけている。

○

各国の歴史・文化等に由来する多様な価値観を
深く理解し、国際社会の一員として共生できる
高度な能力を身につけている。

○

自己の主張を明瞭・平明に記述し、明解なプレ
ゼンテーションを行うことができ、また、専攻
分野の研究者と対等に討論する能力を身につけ
ている

○
応用・展開系科目

高度な学問的修練に基づいた分析手法の下に、
公共利益の観点から国際的問題や日本の社会シ
ステムに関わる現実の問題に対して、解決のた
めの政策提言をする能力を身につけている

○

3年2年1年
高
度
な
専
門
性
と

深
い
学
識

教
養

国
際
性

デ
ザ
イ
ン
力

経済系

Microeconomic Theory Macroeconomic Theory
Econometric  Methods        
Advanced Econometric Methods
ミクロ経済分析I・II 経済数学 マクロ経済分析

労働経済学の実証分析 現代財政システム論

開発問題の計量分析 人材配置の経済学 行

動経済学 経済学の理論と実証I・II 公共政策

ワークショップI・IIなど

総合安全保障 国連安保理研究ワークショップ 政策研究デザイン

博士論文執筆

（12月口頭報告
審査会）
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他
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科
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外
の
学
術
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流
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締
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校

12月
進捗状況報告会

最終

試験

国際法文献講読Ⅰ
国際法文献購読Ⅱ
国際法判例研究
International Law 1 
International Law 2
EU法　EU域内市場法
法政策学　国際取引法Ⅰ
比較憲法論　現代私法論　など

政治系

国際関係論の理論と方法　　
外交論　 国際連合システム論
ナショナリズム論
International Relations of
East Asia
History and Grand Strategy
Agenda-Setting
多文化共生論
アメリカ外交論
アフリカの政治と紛争など

国際法文献講読Ⅰ
国際法文献購読Ⅱ
国際法判例研究
International Law 1 
International Law 2
EU法　EU域内市場法
法政策学　国際取引法Ⅰ
比較憲法論　現代私法論　など

国際法文献講読Ⅰ
国際法文献購読Ⅱ
国際法判例研究
International Law 1 
International Law 2
EU法　EU域内市場法
法政策学　国際取引法Ⅰ
比較憲法論　現代私法論　など

































































































情報科学研究科 
学位プログラム︓ 情報ネットワーク学 
授与する学位︓ 修⼠・博⼠（情報科学、理学、⼯学） 
 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学および情報科学研究科の教育⽬標のもと、情報ネットワーク学専攻では、「我々⼈類
が、豊かで充実した社会⽣活を営むためには、情報技術を核とする知識基盤社会の実現が必要不
可⽋であり、これを可能にする新しい技術や新しいシステムを⽣み出し、社会に変⾰をもたらす
ための学問が情報科学である」との理念に基づき、情報ネットワーク学に関する最先端かつ⾼度
な専⾨性と深い学識を⾝につけ、当該分野を牽引し、新たな学術領域を開拓する技術者、研究
者、および、教育者等を輩出することを⽬的としています。 

 
博⼠前期課程 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

情報ネットワーク学分野の基礎技術からその応⽤技術まで、情報ネットワークの基礎となる知
識を幅広く⾝につけた⼈材の育成を⽬指します。 

 
○⾼度な教養 

広く情報科学に関する知識を基盤として、情報ネットワーク学分野の技術を縦断的に俯瞰でき
る⼈材の育成を⽬指します。 

また、深い素養を⾝に付け、⾼い倫理観を有し、⾼度情報通信社会に貢献する使命感を⾝につ
けた⼈材の育成を⽬指します。 

 
○⾼度な国際性 

国内外の技術者と協⼒して、情報ネットワークシステムの設計、開発、運⽤するときに、論理
的に思考し、思考したことを伝えるコミュニケーション能⼒を⾝につけた⼈材の育成を⽬指しま
す。 

 
○⾼度なデザイン⼒ 

⾼度情報通信社会で必要とされる応⽤や、このような社会の実現に向けての課題を深く理解し、
情報ネットワークならびに情報科学の技術を⽤いて解決できる⼈材の育成を⽬指します。 

 
博⼠後期課程 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

情報ネットワーク学分野における未知の事象や新しい技術や理論の学術的価値を深く理解する
ために必要となる⾼度な専⾨知識を⾝につけた⼈材の育成を⽬指します。 



○⾼度な教養 
広く情報科学に関する先端的な知識を基盤として、情報ネットワーク学分野の技術を縦断的に

俯瞰することにより、新しい学問領域を開拓する能⼒を⾝につけた⼈材の育成を⽬指します。 
 

○⾼度な国際性 
国内外の技術や研究者と協⼒しながら、リーダーシップを強く発揮できる⼈材を育成します。 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
新たな課題を⾃ら設定し、それを理論と実践の両⾯から解決に導く⼒や、情報ネットワーク分

野における新しい学問領域を開拓しながら、社会的価値を創造する⼒を⾝につけた⼈材の育成を
⽬指します。  



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学および情報科学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、ネットワーク情報学専攻の博
⼠前期課程及び博⼠後期課程では、以下のように、体系的なコースワークにより所定の単位を修
得した上で、必要な研究指導を受けて作成した学位論⽂を提出し、要件を満たす学⽣に、博⼠前
期課程では修⼠（情報科学、理学、または⼯学）を、博⼠後期課程では博⼠（情報科学、理学、
または⼯学）を授与します。 

 
博⼠前期課程 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

情報科学の基盤技術を基にして、情報ネットワーク学分野における基盤技術から応⽤技術に関
して、幅広い知識を⾝につけている。 
 
○⾼度な教養 

情報科学の基盤技術を基にして、情報ネットワーク学分野の技術を縦断的に俯瞰する⾼度な教
養を有し、活⽤することを可能とする学識を⾝につけている。 
⾼度情報通信社会の発展に貢献することに関⼼を持ち、⾼い倫理観を持って、取り組む能⼒を⾝
につけている。 
 
○⾼度な国際性 

情報ネットワークシステムの設計、開発において、国内外の⼈々と協⼒して実現す能⼒、なら
びにリーダーシップを⾝につけている。 
 
○⾼度なデザイン⼒ 

⾼度情報通信社会における応⽤や課題を深く理解し、情報ネットワークシステムを⽤いた解決
法を考案、デザインする能⼒を⾝につけている。 
⾼度情報通信社会の発展に資する情報ネットワークシステムを、情報ネットワーク学分野の技術
を縦断的に活⽤して、設計、開発する能⼒を⾝につけている。 
 
博⼠後期課程 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

情報ネットワーク学分野における未知の事象や新しい技術や理論の学術的価値を深く理解し、
活⽤することを可能とする知識を⾝につけている。 

 

  



○⾼度な教養 
情報科学の基盤技術を基にして、情報ネットワーク学分野の技術を縦断的に俯瞰する⾼度な教

養を有し、新しい学問領域を開拓する能⼒を⾝につけている。 
 
○⾼度な国際性 

情報ネットワーク学分野における⼗分な学術的価値を持つ発明や理論の構築を、国内外の研究
者を主導して⾏うリーダーシップを⾝につけている。 
 
○⾼度なデザイン⼒ 

情報ネットワーク学分野における⼗分な学術的価値、すなわち、未知の事象や事物の発⾒、新
しい理論の構築および展開、新しい技術や機器、⼿法、アルゴリズム等の開発や発明、応⽤、新
しい学術的概念の創出など学理とその応⽤に関する重要な貢献をなす能⼒を⾝につけている。



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 

⼤阪⼤学のおよび情報科学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、ネットワーク情報学専攻
の博⼠前期課程及び博⼠後期課程では、以下のように教育課程を編成しています。 

 
博⼠前期課程 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

情報ネットワーク学専攻の博⼠前期課程では、情報科学を基礎として、情報ネットワーク学の
学術領域を俯瞰し基礎的素養を涵養できる体系的なコースワークのために、情報ネットワーク学
専攻の専⾨性を獲得するための専攻基礎科⽬のほかに、研究科基礎科⽬、周辺の重要分野を網羅
した境界横断的な科⽬を配置しています。また、分野横断型融合科⽬や、産業界などの外部から
講師を招いて最新の技術動向をカバーする特別講義科⽬、国内外の企業や研究機関へのインター
ンシップ科⽬、プロジェクト型演習科⽬など実践⼒を育てる科⽬を配置することによって、また、
⾼度な教養のために他専攻、他研究科等の科⽬、分野打断型融合科⽬を配置しています。国際性
の涵養については、海外インターンシップ科⽬や世界の最先端研究を理解できるセミナー科⽬な
どを配置しています。このような専⾨教育・⾼度教養・国際性を涵養する情報科学技術に係わる
⾼度な授業を開講するとともに、情報ネットワーク学研究において優れた研究指導を⾏います。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

講義を主体とする基礎科⽬や演習、セミナー科⽬と研究指導により、⾼度な技術者・研究者と
しての素養が⾝に付くように配慮するとともに、社会の多様な要請に対応した幅広い知識を修得
できるようにしています。 

〇専攻基礎科⽬は講義またはセミナー形式で実施します。履修により、情報ネットワーク学分
野における基盤技術から応⽤技術を習得します。 

〇分野横断型融合科⽬、ならびに他専攻が配当する研究科基礎科⽬は講義形式で実施します。
履修により、情報科学に関する知識を基盤として、情報ネットワーク学分野の技術を縦断的に俯
瞰する⾼度な教養を習得します。 

〇プロジェクト型演習の履修により、⾼度な情報ネットワークシステムを、設計、開発する技
術、ならびにコミュニケーション技術を習得します。 

〇情報ネットワーク学研究における修⼠論⽂作成により、⾼度情報通信社会における応⽤や課
題を抽出し、解決する技術を習得します。 

〇海外インターンシップ科⽬の履修により、国際性を涵養するとともに、国内外の技術者と協
⼒し、リーダーシップを発揮する技術を習得します。 

〇研究科基礎科⽬は講義形式で実施します。履修により、情報科学分野における倫理観や使命
感を習得します。 

 



＜学習成果の評価⽅法＞ 
シラバスに記載されている学習⽬標の達成度に対して、筆記試験やレポート試験などを課し、

厳格に評価し、また、研究成果はセミナーや発表会における発表で評価し、⼀定の成績を修めた
学⽣に対して単位を認定します。 

 
博⼠後期課程 

＜教育課程編成の考え⽅＞ 
情報ネットワーク学専攻の博⼠後期課程では、情報ネットワーク学専攻の専⾨性を獲得するた

めの専⾨科⽬のほかに、周辺の重要分野を網羅した境界横断的な科⽬を配置しています。国際性
の涵養については、海外インターンシップ科⽬や世界の最先端研究を理解できるセミナー科⽬な
どを配置しています。このような専⾨教育・⾼度教養・国際性を涵養する情報科学技術に係わる
⾼度な授業を開講するとともに、情報ネットワーク学研究において優れた研究指導を⾏います。 

 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 

情報ネットワーク学専攻の博⼠後期課程では、情報ネットワーク学分野における⾼度な専⾨的
知識を獲得するための専⾨科⽬、分野横断型融合科⽬、海外の企業や研究機関等へのインターン
シップ科⽬等を、組み合わせた授業を開講するともに、博⼠論⽂作成に向けて⾃主性を重んじた
研究指導を⾏います。 

〇専攻基礎科⽬は講義またはセミナー形式で実施します。履修により、情報ネットワーク学分
野における先端技術を⾝につけます。 

〇分野横断型融合科⽬義またはセミナー形式で実施します。履修により、情報ネットワーク学
分野の技術を縦断的に俯瞰し、新しい学問領域の開拓を可能とする⾼度な教養を⾝につけます。 

〇海外インターンシップ科⽬の履修により、国際性を涵養するとともに、海外の研究者、技術
者との共同プロジェクト等におけるリーダーシップを⾝につけます。 

〇研究指導により、情報ネットワーク学分野における⼗分な学術的価値を有する発明、応⽤、
新しい学術的概念の創出などを⾏う技術を⾝につけます。 

 
＜学習成果の評価⽅法＞ 

シラバスに記載されている学習⽬標の達成度に対して、筆記試験やレポート試験などを課し、
厳格に評価し、また、研究成果はセミナーや発表会における発表で評価し、⼀定の成績を修めた
学⽣に対して単位を認定します。  



春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

情報科学の基盤技術を基にして、
情報ネットワーク学分野における
基盤技術から応用技術に関して、
幅広い知識を身につけている。
(知識・理解)

○

情報科学の基盤技術を基にして、
情報ネットワーク学分野の技術を
縦断的に俯瞰し、活用することを
可能とする学識を身につけてい
る。(知識・理解)

〇 ○

高度情報通信社会の発展に資する
情報ネットワークシステムを、情
報ネットワーク学分野の技術を縦
断的に活用して、設計、開発する
能力を身につけている。(技能・
表現)

○ 〇

情報ネットワークシステムの設
計、開発において、国内外の人々
と協力して実現するコミュニケー
ション能力、ならびにリーダー
シップを身につけている。(技
能・表現)

○ 〇 〇

高度情報通信社会における応用や
課題を深く理解し、情報ネット
ワークシステムを用いた解決法を
考案、デザインする能力を身につ
けている。 (思考・判断)

○ 〇 〇 〇

高度情報通信社会の発展に貢献す
ることに関心を持ち、高い倫理観
を持って、取り組む能力を身につ
けている。(関心・意欲)(態度)

〇 〇
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1年

専攻基礎科目
情報ネットワーク学基礎論、情報ネットワーク設計論、マルチメディアネットワーク、情報ネットワークアーキテクチャ、ネットワークソフトウエア、情報流通プラットフォーム、

モバイルコンピューティング、モバイル通信プロトコル、ギガビットネットワーク、超高速ネットワーク構成論、情報ネットワーク経済学、情報流通ネットワーク設計論、情報ネットワーク学入門、

高度情報ネットワーク

分野横断融合科目
イノベーション論、情報基礎数学講義、情報統計解析学、情報数理学概論、アルゴリズム設計論、分散ソフトウェア論、ソフトウェア設計論、コンピュータサイエンス基礎論、

機械学習システム論、コンカレントシステム、ディペンダブルシステム、ビッグデータ工学、ビッグデータ解析、情報セキュリティ、コンテンツセキュリティ、ロボットビジョン、

人間情報処理論、バイオネットワーク工学、バイオネットワーク基礎理論、バイオ情報工学入門、先端生物情報融合基礎論

プロジェクト型演習
情報ネットワーク学セミナーI 情報ネットワーク学セミナーII
情報ネットワーク学演習I 情報ネットワーク学演習II
情報セキュリティ演習I 情報セキュリティ演習II

情報ネットワーク学研究
情報ネットワーク学研究Ia 情報ネットワーク学研究Ib 情報ネットワーク学研究IIa 情報ネットワーク学研究IIb

研究科基礎科目
情報技術と倫理 知的財産の基礎

インターンシップ科目
情報ネットワーク学インターンシップ 海外インターンシップM(S) 海外インターンシップM(L)

高度国際性涵養教育科目

高度国際性涵養教育科目
英語プレゼンテーション 情報ネットワーク学セミナーⅠ 国際融合科学論 海外インターンシップM（S） 海外インターンシップM（L）

高度教養教育科目



春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

情報ネットワーク学
分野における未知の
事象や新しい技術や
理論の学術的価値を
深く理解し、活用す
ることを可能とする
知識を身につけてい
る。(知識・理解)

〇

情報科学の基盤技術
を基にして、情報
ネットワーク学分野
の技術を縦断的に俯
瞰する学識を有し、
新しい学問領域を開
拓する能力を身につ
けている。(知識・理
解) (思考・判断)

〇 ○ 〇

情報ネットワーク学
分野における十分な
学術的価値を持つ発
明や理論の構築を、
国内外の研究者を主
導して行うリーダー
シップを身につけて
いる。(技能・表現)

○ 〇

情報ネットワーク学
分野における十分な
学術的価値、すなわ
ち、未知の事象や事
物の発見、新しい理
論の構築および展
開、新しい技術や機
器、手法、アルゴリ
ズム等の開発や発
明、応用、新しい学
術的概念の創出など
学理とその応用に関
する重要な貢献をな
す能力を身につけて
いる。(思考・判断)

〇 〇 ○ 〇
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学位論文

海外インターンシップ科目
海外インターンシップD(A1) 海外インターンシップD(A2)

基礎科目
情報ネットワーク学セミナーD
ネットワーク技術と高度情報社会

インターンシップ科目
情報ネットワーク学インターンシップD

融合科目
先端融合科学論

先端生物情報融合論
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連合⼩児発達学研究科 

 
教育⽬標 
 

⼤阪⼤学の教育⽬標を受けて、⼤阪⼤学・⾦沢⼤学・浜松医科⼤学・千葉⼤学・福井⼤学連合
⼩児発達学研究科では、医学、⼼理学、保健学/看護学、教育学及びそれらを基盤とする学際領域
を対象とし、国際的視点も有する教員、研究者が各々の専⾨領域を超えて連携し、⽂理融合型の
共通したプラットフォームを⽤いて教育にあたり、異なる出⾝履歴を持つ学⽣が共に学び研究す
ることにより、真に学際的で、柔軟な発想のもと、「⼦どものこころの障がい」に、最先端かつ⾼
度な専⾨性と深い学識をもって対応でき、国内外の社会の新たな要求にも応うるリーダーたる研
究者・指導者層、⾼度専⾨家の育成を⽬指しています。 

 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

真に学際的で、柔軟な発想のもと、「⼦どものこころの障がい」に、最先端かつ⾼度な専⾨性と
深い学識をもって対応できる。 

 
○⾼度な教養 

国内外の社会の新たな要求にも応うるリーダーたる研究者・指導者層、⾼度専⾨家の育成を⽬
指している。 

 
○⾼度な国際性 

国際的視点も有する教員、研究者が国内外の社会の新たな要求にも応うるリーダーたる研究者・
指導者層、⾼度専⾨家の育成を⽬指している。 
 
○⾼度なデザイン⼒ 

真に学際的で、柔軟な発想のもと、「⼦どものこころの障がい」に、最先端かつ⾼度な専⾨性と
深い学識をもって対応でき、国内外の社会の新たな要求にも応うるリーダーたる研究者・指導者
層、⾼度専⾨家の育成を⽬指している。 

 
○独⾃の教育⽬標 

医学、⼼理学、保健学/看護学、教育学及びそれらを基盤とする学際領域を対象とし、教員、研
究者が各々の専⾨領域を超えて連携し、⽂理融合型の共通したプラットフォームを⽤いて教育に
あたり、異なる出⾝履歴を持つ学⽣が共に学び研究することにより、真に学際的で、柔軟な発想
のもと、「⼦どものこころの障がい」に、最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識をもって対応でき、
国内外の社会の新たな要求にも応うるリーダーたる研究者・指導者層、⾼度専⾨家の育成を⽬指
している。 



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 

 
博⼠前期課程 

⼤阪⼤学のディプロマ・ポリシーのもとに、⼤阪⼤学・⾦沢⼤学・浜松医科⼤学・千葉⼤学・
福井⼤学連合⼩児発達学研究科では、以下を⾝につけた学⽣に、修了要件に基づき審査等を⾏
い、学位「修⼠（⼩児発達学）」を授与します。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

「⼦どものこころと脳発達及びその障がい」に関する幅広い知識・技能と、課題解決にその知
識・技能を活⽤できる学識 

 
○⾼度な教養 

⼦どものこころの課題の解決に対して、経験則にとらわれない、様々な背景に基づく知識と客
観的に評価できる科学的視点 

 
○⾼度な国際性 

幅広い知識と国際性及び教養 
 

○⾼度なデザイン⼒ 
社会・学問における課題に対し、解決の道筋を構想することのできるデザイン⼒ 
 

○独⾃の学習⽬標 
 協調性・柔軟性を有し、現在の社会の要求に応えうる⼒ 

 
博⼠後期課程 

⼤阪⼤学のディプロマ・ポリシーのもとに、⼤阪⼤学・⾦沢⼤学・浜松医科⼤学・千葉⼤学・
福井⼤学連合⼩児発達学研究科では、以下を⾝につけた学⽣に、修了要件に基づき審査等を⾏
い、学位「博⼠（⼩児発達学）」を授与します。 
 
○最先端かつ⾼度な専⾨性と深い学識 

「⼦どものこころと脳発達及びその障がい」に関する⾼度な知識・技能と、本質を⾒極め課題
解決にその知識・技能を活⽤できる深い学識 

 
○⾼度な教養 

⼦どものこころの課題の解決に対して、経験則にとらわれない、異なる背景の専⾨性を拠りど
ころとする幅広い知識と複眼的・俯瞰的に思考し、客観的に評価できる科学的視点 
 



○⾼度な国際性 
異なる⾔語・⽂化を深く理解し、それらの相違を超え、広く交流しながら、⾼度で幅広い知識

をもって、複眼的、俯瞰的に思考し、多⾓的に評価できる国際性及び⾼度な教養 
 
○⾼度なデザイン⼒ 

社会・学問における本質的かつ複雑多様な課題を発⾒し、様々な分野の⼈と協働して、意欲的
に解決の道筋を構想することのできる⾼度なデザイン⼒ 
 
○独⾃の学習⽬標 

協調性・柔軟性を有する真に学際的で現在の社会の要求に応えうるリーダーシップ 
  



教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 
博⼠前期課程 

⼤阪⼤学のカリキュラム・ポリシーのもとに、⼤阪⼤学・⾦沢⼤学・浜松医科⼤学・千葉⼤学・
福井⼤学連合⼩児発達学研究科では、異なるバックグラウンドを持つ学⽣に⽂理融合プラットフ
ォームによる教育を実施し、⽂化を超えた世界的課題でもある「⼦どものこころの障がい」に対
応できる視野と基礎知識を⾝につけ、また、専攻分野に関連する諸領域の学識及び基礎的研究技
術を修得できるよう指導を⾏います。 

授業は、基礎学⼒を担保するための講義形式の科⽬、⽀援や研究の現場において研究技法を学
び、実際の研究へと応⽤できる技術の修得を⽬指す実践的な科⽬、研究の現場で、論⽂作成につ
いて学ぶ科⽬からなります。他⼤学で開講される科⽬はＴＶ会議システム等を活⽤し受講します。 
 
＜教育課程編成の考え⽅＞ 

専⾨科⽬では、修⼠論⽂をまとめるため、選択した研究課題について取り組み、指導教員から
の最先端かつ⾼度な知識をもって良質な指導を受ける。 
 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 
（１）導⼊科⽬ 

異なるバックグラウンドを持つ学⽣に対して、基礎演習科⽬や専⾨科⽬における基礎学⼒を担
保するために講義形式を設定する。 
（２）基礎演習科⽬ 

所属校で研究技法を学び、実際に研究へ応⽤し、指導を受ける。 
（３）専⾨科⽬ 

各講座の指導教員の下で、論⽂作成について学ぶと同時に、⽀援や研究の現場において研究技
法を学び、実際の研究へと応⽤できる技術の修得を⽬指す。 
 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

学修の成果は、単位認定について、授業の出席状況をはじめ、レポート・試験等を課し、⼀定
の成績を収めた学⽣に対して単位を認定している。 
 
博⼠後期課程 

⼤阪⼤学のカリキュラム・ポリシーのもとに、⼤阪⼤学・⾦沢⼤学・浜松医科⼤学・千葉⼤学・
福井⼤学連合⼩児発達学研究科では、異なるバックグラウンドを持つ学⽣に⽂理融合プラットフ
ォームによる教育を実施し、⽂化を超えた世界的課題でもある「⼦どものこころの障がい」に対
応できる国際的にも通⽤する幅広い視野と基礎知識を⾝につけ、また、専攻分野に関連する諸領
域の学識及び基礎的研究技術を修得できるよう指導を⾏います。 

授業は、基礎学⼒を担保するための講義形式の導⼊科⽬、⽀援や研究の現場において実践的学
習を⾏う演習科⽬、論⽂作成を⽬指す⾼度専⾨科⽬（研究指導）からなり、他⼤学で開講される



導⼊科⽬はＴＶ会議システム等にて受講し、演習科⽬では開講される⼤学へ移動して受講するこ
とにより、⾮常に広汎な知識の修得を⽬指します。さらに⾼度専⾨科⽬では、博⼠論⽂をまとめ
るため、選択した研究課題について取り組み、指導教員からの最先端かつ⾼度な知識をもって良
質な指導を受けます。 

 
 

＜教育課程編成の考え⽅＞ 
⾼度専⾨科⽬では、博⼠論⽂をまとめるため、選択した研究課題について取り組み、指導教員

からの最先端かつ⾼度な知識をもって良質な指導を受ける。 
 
＜学修内容及び学修⽅法＞ 
（１）導⼊科⽬ 
異なるバックグラウンドを持つ学⽣に対して、演習科⽬や⾼度専⾨科⽬における基礎学⼒を担

保するために講義形式を設定する。 
（２）演習科⽬ 
実際に開講される⼤学に赴き受講し、また、⾼度臨床・研究の実践の場やカンファレンスにも

参加する。 
（３）⾼度専⾨科⽬ 

各講座の指導教員の下で、定期的に講座のゼミナールに出席して専⾨知識を深めると同時に、
選択した研究課題について臨床・基礎研究を⾏って、博⼠論⽂をまとめる。 
 
＜学修成果の評価⽅法＞ 

学修の成果は、単位認定について、授業の出席状況をはじめ、レポート・試験等を課し、⼀定
の成績を収めた学⽣に対して単位を認定している。また、５⼤学合同の研究（計画・進捗）発表
会への出席・発表が単位認定に必須としている。 

 



連合小児発達学研究科 
学位プログラム： 小児発達学 
授与する学位： 修士（小児発達学）、博士（小児発達学） 
 
教育目標 
 
大阪大学の教育目標を受けて、大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学連合

小児発達学研究科では、医学、心理学、保健学/看護学、教育学及びそれらを基盤とする学際領
域を対象とし、国際的視点も有する教員、研究者が各々の専門領域を超えて連携し、文理融合型
の共通したプラットフォームを用いて教育にあたり、異なる出身履歴を持つ学生が共に学び研究
することにより、真に学際的で、柔軟な発想のもと、「子どものこころの障がい」に、最先端か
つ高度な専門性と深い学識をもって対応でき、国内外の社会の新たな要求にも応うるリーダーた
る研究者・指導者層、高度専門家の育成を目指しています。 

 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
真に学際的で、柔軟な発想のもと、「子どものこころの障がい」に、最先端かつ高度な専門性と

深い学識をもって対応できる。 
 
○高度な教養 
国内外の社会の新たな要求にも応うるリーダーたる研究者・指導者層、高度専門家の育成を目

指している。 
 
○高度な国際性 
国際的視点も有する教員、研究者が国内外の社会の新たな要求にも応うるリーダーたる研究者・

指導者層、高度専門家の育成を目指している。 
 

○高度なデザイン力 
真に学際的で、柔軟な発想のもと、「子どものこころの障がい」に、最先端かつ高度な専門性と

深い学識をもって対応でき、国内外の社会の新たな要求にも応うるリーダーたる研究者・指導者
層、高度専門家の育成を目指している。 
 
〇独自の教育目標 
医学、心理学、保健学/看護学、教育学及びそれらを基盤とする学際領域を対象とし、教員、研

究者が各々の専門領域を超えて連携し、文理融合型の共通したプラットフォームを用いて教育に
あたり、異なる出身履歴を持つ学生が共に学び研究することにより、真に学際的で、柔軟な発想
のもと、「子どものこころの障がい」に、最先端かつ高度な専門性と深い学識をもって対応でき、
国内外の社会の新たな要求にも応うるリーダーたる研究者・指導者層、高度専門家の育成を目指
している。 

 



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 
博士前期課程 
大阪大学のディプロマ・ポリシーのもとに、大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福
井大学連合小児発達学研究科では、以下を身につけた学生に、修了要件に基づき審査等を行い、
学位「修士（小児発達学）」を授与します。 
 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
「子どものこころと脳発達及びその障がい」に関する幅広い知識・技能と、課題解決にその知

識・技能を活用できる学識 
 
○高度な教養 
子どものこころの課題の解決に対して、経験則にとらわれない、様々な背景に基づく知識と客

観的に評価できる科学的視点 
 
○高度な国際性 
幅広い知識と国際性及び教養 

 
○高度なデザイン力 
社会・学問における課題に対し、解決の道筋を構想することのできるデザイン力 

 
○独自の学習目標 
 協調性・柔軟性を有し、現在の社会の要求に応えうる力 
 
博士後期課程 
大阪大学のディプロマ・ポリシーのもとに、大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・

福井大学連合小児発達学研究科では、以下を身につけた学生に、修了要件に基づき審査等を行
い、学位「博士（小児発達学）」を授与します。 

 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
「子どものこころと脳発達及びその障がい」に関する高度な知識・技能と、本質を見極め課題
解決にその知識・技能を活用できる深い学識 

 
○高度な教養 
子どものこころの課題の解決に対して、経験則にとらわれない、異なる背景の専門性を拠りど
ころとする幅広い知識と複眼的・俯瞰的に思考し、客観的に評価できる科学的視点 
 

○高度な国際性 
異なる言語・文化を深く理解し、それらの相違を超え、広く交流しながら、高度で幅広い知識を



もって、複眼的、俯瞰的に思考し、多角的に評価できる国際性及び高度な教養 
 

○高度なデザイン力 
社会・学問における本質的かつ複雑多様な課題を発見し、様々な分野の人と協働して、意欲的
に解決の道筋を構想することのできる高度なデザイン力 

 
○独自の学習目標 
協調性・柔軟性を有する真に学際的で現在の社会の要求に応えうるリーダーシップ 

  



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 
博士前期課程 
大阪大学のカリキュラム・ポリシーのもとに、大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・

福井大学連合小児発達学研究科では、異なるバックグラウンドを持つ学生に文理融合プラットフ
ォームによる教育を実施し、文化を超えた世界的課題でもある「子どものこころの障がい」に対
応できる視野と基礎知識を身につけ、また、専攻分野に関連する諸領域の学識及び基礎的研究技
術を修得できるよう指導を行います。 
授業は、基礎学力を担保するための講義形式の科目、支援や研究の現場において研究技法を学

び、実際の研究へと応用できる技術の修得を目指す実践的な科目、研究の現場で、論文作成につ
いて学ぶ科目からなります。他大学で開講される科目はＴＶ会議システム等を活用し受講します。 
 
＜教育課程編成の考え方＞ 
専門科目では、修士論文をまとめるため、選択した研究課題について取り組み、指導教員からの
最先端かつ高度な知識をもって良質な指導を受ける。 
 
＜学修内容及び学修方法＞ 
（１）導入科目 
異なるバックグラウンドを持つ学生に対して、基礎演習科目や専門科目における基礎学力を担保
するために講義形式を設定する。 
（２）基礎演習科目 
所属校で研究技法を学び、実際に研究へ応用し、指導を受ける。 
（３）専門科目 
各講座の指導教員の下で、論文作成について学ぶと同時に、支援や研究の現場において研究技法
を学び、実際の研究へと応用できる技術の修得を目指す。 
 
＜学修成果の評価方法＞ 
学修の成果は、単位認定について、授業の出席状況をはじめ、レポート・試験等を課し、一定の
成績を収めた学生に対して単位を認定している。 
 
博士後期課程 
大阪大学のカリキュラム・ポリシーのもとに、大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・

福井大学連合小児発達学研究科では、異なるバックグラウンドを持つ学生に文理融合プラットフ
ォームによる教育を実施し、文化を超えた世界的課題でもある「子どものこころの障がい」に対
応できる国際的にも通用する幅広い視野と基礎知識を身につけ、また、専攻分野に関連する諸領
域の学識及び基礎的研究技術を修得できるよう指導を行います。 
授業は、基礎学力を担保するための講義形式の導入科目、支援や研究の現場において実践的学

習を行う演習科目、論文作成を目指す高度専門科目（研究指導）からなり、他大学で開講される
導入科目はＴＶ会議システムにて受講し、演習科目では開講される大学へ移動して受講すること



により、非常に広汎な知識の修得を目指します。さらに高度専門科目では、博士論文をまとめる
ため、選択した研究課題について取り組み、指導教員からの最先端かつ高度な知識をもって良質
な指導を受けます。 
 
＜教育課程編成の考え方＞ 
高度専門科目では、博士論文をまとめるため、選択した研究課題について取り組み、指導教員

からの最先端かつ高度な知識をもって良質な指導を受ける。 
 

＜学修内容及び学修方法＞ 
（１）導入科目 
異なるバックグラウンドを持つ学生に対して、演習科目や高度専門科目における基礎学力を担

保するために講義形式を設定する。 
（２）演習科目 
実際に開講される大学に赴き受講し、また、高度臨床・研究の実践の場やカンファレンスにも

参加する。 
（３）高度専門科目 
各講座の指導教員の下で、定期的に講座のゼミナールに出席して専門知識を深めると同時に、

選択した研究課題について臨床・基礎研究を行って、博士論文をまとめる。 
 
＜学修成果の評価方法＞ 
学修の成果は、単位認定について、授業の出席状況をはじめ、レポート・試験等を課し、一定

の成績を収めた学生に対して単位を認定している。また、５大学合同の研究（計画・進捗）発表
会への出席・発表が単位認定に必須としている。 



連合小児発達学研究科博士前期課程　カリキュラムマップ

春夏学期 秋冬学期 春夏学期

基礎演習科目（３単位） 基礎演習科目（３単位）

専門科目（３単位） 専門科目（３単位）

基礎特論科目 基礎特論科目

デザイン力
研究（計画・進捗）

発表会〈参加〉
研究（計画・進捗）

発表会〈参加〉
研究（計画・進捗）

発表会〈参加〉

国際性

＜学修成果の評価方法＞

＜ディプロマポリシーに掲げた学習目標＞

教　　　　養：

専　門　性：

デザイン力：

国　際　性：

教養
   　　  高度教養教育科目※大阪大学他研究科開講科目（修了要件外）

配当年次１年

国際性涵養教育科目/マルチリンガル教育センター開講科目
※大阪大学他研究科開講科目（修了要件外）

秋冬学期

専門性
（専門教育）

配当年次２年

●生命科学系科目　●医療系科目　●社会・心理系科目

修
 

士
 

論
 

文

幅広い知識と国際性及び教養

学修の成果は、単位認定について、授業の出席状況をはじめ、レポート・試験等を課し、一定の成績を収めた学生に対して単位を認定している。

子どものこころの課題の解決に対して、経験則にとらわれない、様々な背景に基づく知識と客観的に評価できる科学的視点

「子どものこころと脳発達及びその障がい」に関する幅広い知識・技能と、課題解決にその知識・技能を活用できる学識

社会・学問における課題に対し、解決の道筋を構想することのできるデザイン力

●生命科学系 科 目

●医 療 系 科 目

●社会・心理系 科目

○生命倫理学【必須】

○研究基礎技法【必須】

導入科目（１８単位（必須科目４単位含む））



連合小児発達学研究科博士後期課程　カリキュラムマップ

春夏学期 秋冬学期 春夏学期 秋冬学期 春夏学期

特論科目 特論科目 特論科目 特論科目

デザイン力
研究（計画・進捗）

発表会
研究（計画・進捗）

発表会〈必須〉
研究（計画・進捗）

発表会〈必須〉

国際性

＜学修成果の評価方法＞

＜ディプロマポリシーに掲げた学習目標＞

教　　　　養：

専　門　性：

デザイン力：

国　際　性：

教養

 
高度教養教育科目※大阪大学他研究科開講科目（修了要件外）

博
 

士
 

論
 

文

専門性
（専門教育）

配当年次１年 配当年次２年 配当年次３年
秋冬学期

子どものこころの課題の解決に対して、経験則にとらわれない、異なる背景の専門性を拠りどころとする幅広い知識と複眼的・
俯瞰的に思考し、客観的に評価できる科学的視点

「子どものこころと脳発達及びその障がい」に関する高度な知識・技能と、本質を見極め課題解決にその知識・技能を活用できる
深い学識

社会・学問における本質的かつ複雑多様な課題を発見し、様々な分野の人と協働して、意欲的に解決の道筋を構想することの
できる高度なデザイン力

異なる言語・文化を深く理解し、それらの相違を超え、広く交流しながら、高度で幅広い知識をもって、複眼的、俯瞰的に思考し、
多角的に評価できる国際性及び高度な教養

演習科目（必修８単位）

●生命科学系科目　●医療系科目　●教育・心理系科目

高度専門科目（必修12単位）

●生命科学系科目　●医療系科目　●教育・心理系科目

国際性涵養教育科目/マルチリンガル教育センター開講科目
※大阪大学他研究科開講科目（修了要件外）

学修の成果は、単位認定について、授業の出席状況をはじめ、レポート・試験等を課し、一定の成績を収めた学生に対して単位を認定している。
また、５大学合同の研究（計画・進捗）発表会への出席・発表が単位認定に必須としている。

●生命科学系 科 目

●医 療 系 科 目

●教育・心理系 科目

導入科目（必修１０単位）
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	0802_工_バイオテクノロジー_map

	
	0803_工_物理工学
	0803_工_物理工学_map

	
	0807_工_電子情報工学
	0807_工_電子情報工学_map

	
	0808_工_環境・エネルギー工学
	0808_工_環境・エネルギー工学_map

	
	0810_工_社会基盤工学
	0810_工_社会基盤工学_map


	12_基礎工_2024
	0900_基礎工2023
	0903_基礎工_計算機科学・ソフトウェア科学
	0903_基礎工_計算機科学・ソフトウェア科学_map
	0904_基礎工_数理科学
	0904_基礎工_数理科学_map
	0908_基礎工_エレクトロクス
	0908_基礎工_エレクトロニクス_map
	
	0901_基礎工_化学
	0901_基礎工_化学_map

	
	0905_基礎工_機械科学
	0905_基礎工_機械科学_map

	
	0906_基礎工_生物工学
	0906_基礎工_生物工学_map

	
	0907_基礎工_知能システム学
	0907_基礎工_知能システム学_map

	
	0909_基礎工_物性物理科学
	0909_基礎工_物性物理科学_map（3.11）


	13_大学院課程 _大阪大学教育目標および各ポリシー
	14_人文_2024
	2000_人文
	2001md_人文_人文学
	2001md_人文_人文学_map
	2002md_人文_言語文化学
	2002md_人文_言語文化学_map
	2004md_人文_基盤日本学
	2004md_人文_基盤日本学_map
	2005md_人文_応用日本学
	2005md_人文_応用日本学_map
	2006md_人文_芸術学
	2006md_人文_芸術学_map
	
	01（改正）4503md_人文_外国学_溶け込み
	02（改正）4503md_人文_外国学_map_溶け込み


	15_人科_2024
	2100_人科
	2101d_人科_人間科学
	2101d_人科_人間科学_map
	
	2101m_人科_人間科学


	16_法_2024
	
	2201m_法_総合法政
	2201m_法_総合法政_map

	
	2202m_法_研究者養成
	2202m_法_研究者養成_map

	
	2203m_法_知的財産法
	2203m_法_知的財産法_map

	
	2204d_法_法学・政治学
	2204d_法_法学・政治学_map


	17_経_2023
	2300_経
	2301md_経_経済学・応用経済学
	2301md_経_経済学・応用経済学_map
	＿23_01-2_curriculummap_g_econ_econ_m
	＿23_01-3_curriculummap_g_econ_econ_d

	2302md_経_経営学系
	2302md_経_経営学系_map
	＿23_02-2_curriculummap_g_econ_mgmt_m
	＿23_02-3_curriculummap_g_econ_mgmt_d


	18_理_2024
	2400_理
	2401
	2401m_理_数学
	2401m_理_数学_map
	2401d_理_数学
	2401d_理_数学_map

	2402
	2402m_理_物理学
	2402ｍ_理_物理学_map
	2402d_理_物理学
	2402d_理_物理学_map
	2402m_理_PQBA物理学
	2402m_理_PQBA物理学_map
	2402d_理_PQBA物理学
	2402d_理_PQBA物理学_map

	2403
	2403m_理_化学
	2403m_理_化学_map
	2403d_理_化学
	2403d_理_化学_map
	2403m_理_PQBA化学
	2403m_理_PQBA化学_map
	2403d_理_PQBA化学
	2403d_理_PQBA化学_map

	2404
	2404m_理_生物科学
	2404m_理_生物科学_map
	2404d_理_生物科学
	2404d_理_生物科学_map

	2405
	2405m_理_高分子科学
	2405m_理_高分子科学_map
	2405d_理_高分子科学
	2405d_理_高分子科学_map
	2405m_理_PQBA高分子科学
	2405m_理_PQBA高分子科学_map
	2405d_理_PQBA高分子科学
	2405d_理_PQBA高分子科学_map

	2406
	2406d_理_宇宙地球科学
	2406d_理_宇宙地球科学_map

	
	2406m_理_宇宙地球科学_修正済_【R5.11.30〆】_20240228修正_溶け込み
	2406m_理_宇宙地球科学_map


	19_医_2024
	
	修正後(独自教育目標に追加する案）

	
	2505m_医_医工連携
	2505m_医_医工連携_map(修正版)


	20_医保_2024
	
	【新規】01.がん看護ポリシー_0321
	【新規】02.がん看護マップ20240301

	
	【新規】05.免疫診断ポリシー20240321
	【新規】06.免疫診断マップ20240304


	21_歯_2024
	22_薬_2023
	2700_薬
	2701md_薬_創成薬学
	2701md_薬_創成薬学_map
	2701md_薬_BEI創成薬学
	2701md_薬_BEI創成薬学_map
	2702d_薬_医療薬学
	2702d_薬_医療薬学_map
	2702d_薬_BEI医療薬学
	2702d_薬_BEI医療薬学_map

	23_工_2024
	バインダー1
	2800_工

	バインダー2
	2806md_工_マテリアル生産科学
	2806md_工_マテリアル生産科学_map
	2809md_工_船舶海洋工学
	2809md_工_船舶海洋工学_map
	2810md_工_社会基盤工学
	2810md_工_社会基盤工学_map
	2811md_工_建築工学
	2811md_工_建築工学_map
	2812md_工_ビジネスエンジニアリング
	2812md_工_ビジネスエンジニアリング_map
	＿28_12-2_20210806【R3】大学院_ビジネスエンジニアリング_博士前期_カリキュラムマップ
	＿28_12-3_20210806【R3】大学院_ビジネスエンジニアリング_博士後期_カリキュラムマップ


	
	2801md_工_生物工学
	2801md_工_生物工学_map

	
	2802md_工_応用化学
	2802md_工_応用化学_map

	
	2803md_工_精密工学
	2803md_工_精密工学_map

	
	2805md_工_機械工学_山田修正
	2805md_工_機械工学_map

	
	2807md_工_電気電子情報通信工学
	2807md_工_電気電子情報通信工学_map


	24_基礎工_2024
	
	【溶け込み】2901md_基礎工_物性物理工学
	2901md_基礎工_物性物理工学
	2901md_基礎工_物性物理工学_map


	
	【溶け込み】2902md_基礎工_機能物質化学
	2902md_基礎工_機能物質化学 
	2902md_基礎工_機能物質化学_map


	
	【溶け込み】2903md_基礎工_化学工学
	2903md_基礎工_化学工学
	2903md_基礎工_化学工学_map


	
	【溶け込み】2904md_基礎工_未来物質科学
	2904md_基礎工_未来物質科学
	2904md_基礎工_未来物質科学_map


	
	【溶け込み】2905md_基礎工_機械科学・生体工学
	2905md_基礎工_機械科学・生体工学 
	2905md_基礎工_機械科学・生体工学_map


	
	【溶け込み】2906md_基礎工_電子光科学
	2906md_基礎工_電子光科学
	2906md_基礎工_電子光科学_map


	
	【溶け込み】2907md_基礎工_システム科学
	2907md_基礎工_システム科学
	2907md_基礎工_システム科学_map


	
	【溶け込み】2908md_基礎工_数理科学
	【溶け込み】R3_基8_カリキュラムマップ_数理科学
	Sheet1


	
	【溶け込み】2909md_基礎工_社会システム数理
	【溶け込み】R3_基9_カリキュラムマップ_社会システム数理
	案3



	25_国際公共_2023
	3100_国際公共
	3101m_国際公共_国際公共政策学
	3101ｍ_国際公共_国際公共政策学_map
	3101d_国際公共_国際公共政策学
	3101d_国際公共_国際公共政策学_map 

	26_情報_2024
	
	3205md_情報_情報ネットワーク学
	3205md_情報_情報ネットワーク学_map


	27_生命_2023
	28_高等司法_2024
	29_連合小児2024
	
	7701d_連合小児_小児発達学_最終版
	7701md_連合小児_小児発達学
	連小カリキュラムマップ（博士前期課程）
	連小カリキュラムマップ（博士後期課程）







